
特1 会場
13号館1325番教室

特2 会場
階段教室大

学会賞

3月 28日午前

座長 藤村 勇一（10 : 00～11 : 00）
1特 1 01 受賞講演 分子軌道理論の開拓と分子科学への応用（分子研）
岩田末廣

座長 玉尾 皓平（11 : 00～12 : 00）
1特 1 02 受賞講演 d―および f―ブロック遷移金属触媒を用いる新規
合成反応の開発（九大院工）藤原祐三

天然物および生物有機化学に関する
ナカニシシンポジウム2000

The Nakanishi Symposium on Natural
Products and Bioorganic Chemistry 2000

（ナカニシシンポジウム）

ナカニシシンポジウムは日本化学会と米国化学会との取決めにより偶
数年度は日本で，また奇数年度は米国で交互に開催されます。従って，
2000年度ナカニシシンポジウムは日本側で開催されます。その際，ナ
カニシ・プライズ受賞者および第一線で活躍されている方々に生物活性
天然物の単離，構造解析，生物機能，生合成および全合成など多岐にわ
たるトピックスについて最新の話をしていただきます。特に，受賞され
た大村智氏（北里研究所・所長）は微生物代謝産物の研究では世界の第一
人者です。

3月 28日午後

組織委員長 山村 庄亮（13 : 00～13 : 30）
ナカニシプライズ贈呈式

座長 柿沼 勝巳（13 : 30～15 : 30）
1特 1 03 未解明生物現象の化学（名大院理）上村 大輔
1特 1 04 光学活性 FR―900482の合成研究（東大院薬）福山 透
1特 1 05 トリテルペン合成酵素の構造と機能（東大院薬）海老塚 豊

座長 山村 庄亮（15 : 50～17 : 30）
1特 1 06 生物活性複合糖質の合成化学と機能（阪大院理）楠本 正一
1特 1 07 特異な微生物代謝産物の発見は何を可能としたか（北里研究
所）大村 智

異分野と化学―化学をオリジンとする研究者の視点

3月 29日午前

座長 西原 寛（10 : 00～12 : 00）
2特 1 01 特別講演 化学から細胞内シグナル伝達の解明へ（慶応大理
工）梅澤一夫

2特 1 02 特別講演 がんに挑む（東北大院医）堀井 明

3月 29日午後

座長 菅原 孝一（13 : 00～15 : 00）
2特 1 03 特別講演 放出された二酸化炭素の行方解明に化学はどう関
われるか（環境研）井上 元

2特 1 04 特別講演 100万気圧下の氷―分子結晶から原子結晶へ―（物
質工研・科技団 CREST）青木勝敏

座長 岡本 正義（15 : 00～17 : 00）
2特 1 05 特別講演 フロンティアを拓く半導体材料技術（アプライ
ド・マテリアル・ジャパン）柏木正弘

2特 1 06 特別講演 自然科学と社会科学の統合を求めて（埼玉大経済）
西山賢一

特許・情報 新時代

3月 30日午前

座長 中田 宗隆（10 : 00～11 : 30）
3特 1 01 特別講演 大学 TLO（技術移転機関）の現状と課題（通産省産
業政策局産業技術課）西村直史

3特 1 02 特別講演 大学等からの技術移転を活性化するために，TLO
のネットワーク化とそれを支援する大学等のシステム作りを提案する
（東京農工大共同開発セ）滝田清暉

3月 30日午後

座長 久保 いづみ（13 : 00～14 : 30）
3特 1 03 特別講演 理化学研究所における技術移転について（理研）坂
内富士男

3特 1 04 特別講演 創薬情報と知的財産権（東大先端研）清水初志

座長 上野 則夫（14 : 30～16 : 45）
3特 1 05 特別講演 特許電子図書館について（特許庁特許情報課）守屋
敏道

3特 1 06 特別講演 特許データベースの選び方（日本ペイント）深井澄
二

3特 1 07 特別講演 インターネットによる化学情報の交換と提供（無
機材質研）泉富士夫

健康の保持・増進の化学―医食同源：
ビタミンとミネラル（市民公開講座）

3月 28日午前

座長 小澤 俊彦・樋口 亜紺・長谷川 秀夫（10 : 00～12 : 00）
1特 2 01 特別講演 健康保持・増進のための食事摂取基準（お茶女大）
五十嵐脩

1特 2 02 特別講演 健康の保持・増進のための抗酸化成分（京都府立
医大）吉川敏一

3月 28日午後

座長 小澤 俊彦・樋口 亜紺・長谷川 秀夫（13 : 00～16 : 00）
1特 2 03 特別講演 健康の保持・増進のためのミネラルの役割（京都
薬大）櫻井 弘

1特 2 04 特別講演 ミネラルと骨：亜鉛の役割（放射線医学総研）福田
俊

1特 2 05 特別講演 骨の健康化学―ビタミン Dと骨：栄養と治療（中
外製薬）西井昜穂

1特 2 06 特別講演 骨の健康化学―ビタミン Kと骨（ビタミン Kの役
割）（エーザイ）飯沼典雄

Elsevier Novel Laureate Lectureship
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S 1 会場
13号館1314番教室

S 2 会場
13号館1326番教室

3月 29日午前

座長 中田 宗隆（10 : 00～11 : 00）
2特 2 01 特別講演 Development of Astrochemistry―Chemical Evolution

of Dark Cloud Cores―（The University of Tokyo,Japan）Satoshi Yamamoto

座長 三上 幸一（11 : 00～12 : 00）
2特 2 02 特別講演 The New Materials Challenge for the 21st century
（The School of Chemistry, Physics and Environmental Science, University
of Sussex, England, UK）Sir Harold Walter Kroto

ロボットと化学（市民公開講座）

3月 29日午後

座長 河野 雅弘（13 : 00～14 : 00）
2特 2 03 特別講演 深海で活躍するロボット～無人探査機開発につい
て～（海洋科学技術セ）許 正憲

座長 石井 浩（14 : 00～16 : 00）
2特 2 04 特別講演 原子力施設で活躍するロボット（三菱重工）大道武
生

2特 2 05 特別講演 宇宙ステーションにおけるロボット（宇宙開発事
業団）森本 仁

科学の極限に挑む：創る・観る・測る・操る

3月 30日午前

座長 中村 一隆（10 : 00～12 : 00）
3特 2 01 特別講演 世界最大の望遠鏡すばる―宇宙の謎に挑む―（国立
天文台）渡部潤一

3特 2 02 特別講演 強レーザー光子場中の分子制御―分子の配向と構
造を操る―（東大院理）山内 薫

3月 30日午後

座長 吉信 淳（13 : 00～15 : 00）
3特 2 03 特別講演 高エネルギー放射光蛍光 X線分析による物質史
の解明―非破壊重元素分析の極限を求めて（東理大理）中井 泉

3特 2 04 特別講演 金属原子鎖を見る・測る（東工大総合理工）高柳邦
夫

座長 尾上 順（15 : 00～17 : 00）
3特 2 05 特別講演 巨大ユニットセル酸化物結晶の原子制御積み木細
工（東工大総合理工）川崎雅司・Mikk Lippmaa・福村知昭

3特 2 06 特別講演 電子線ホログラフィー―量子力学の謎に挑む―（日
立製作所）外村 彰

ナノ材料

3月 28日午後

座長 後藤 達乎（13 : 00～13 : 35）
1 S 1 01 特別企画 化学から見たナノ粒子の面白さ（東大院工）山口由
岐夫

座長 松野 光雄（13 : 35～14 : 45）
1 S 1 02 特別企画 液晶ポリマー系アロイのナノコンポジットへのア
プローチ（大阪市工研）原田敏彦

1 S 1 03 特別企画 金・銀ナノ粒子の塗装材料への応用（日本ペイン
ト）○小林敏勝・加茂比呂毅

座長 山口 由岐夫（14 : 45～15 : 55）
1 S 1 04 特別企画 カーボンナノチューブ（物質研）湯村守雄
1 S 1 05 特別企画 テラビットメモリ用ナノ材料（東芝）内藤勝之

化学技術賞

3月 30日午前

座長 結城 康夫（9 : 20～10 : 00）
3 S 1 01 受賞講演 再生可能資源からの高分子量ポリ―L―乳酸の工業
的製造法開発（島津製作所基盤技術研）小原仁実

座長 細井 英機（10 : 00～10 : 40）
3 S 1 02 受賞講演 半導体式二酸化炭素センサーの開発（松下精工）小
野内徹

座長 岡本 正義（10 : 40～11 : 20）
3 S 1 03 受賞講演 粘土鉱物／有機高分子ナノハイブリッド材料（豊田
中研）福嶋喜章

ランチタイムセミナー

学術研究活性化委員会では，大学院生や企業の若手研究者向けの「た
めになる」セミナーとして本セミナーを企画いたしました。専門家の講
演後，昼食（サンドイッチ程度の軽食を先着 100名に主催者側から無料
で支給予定）を取りながら，自由に意見交換をしていただきます。

3月 30日午後

12 : 00～12 : 05 趣旨説明（藤沢薬品化研）坂根和夫
12 : 05～12 : 30 分子モデリングを化学研究にどう生かすか（菱化シス
テム）佐藤史一

12 : 30～13 : 00 フリーディスカッション

3月 31日午後

12 : 00～12 : 05 趣旨説明（早大理工）黒田一幸
12 : 05～12 : 30 化学データーべースの徹底活用（科学技術振興事業団）
時実象一

12 : 30～13 : 00 フリーディスカッション

強相関ソフトマテリアルの動的制御

3月 28日午前

はじめに（東大院工）西 敏雄

座長 中村 聡（9 : 05～9 : 40）
1 S 2 01 特別企画 疎水性結合強相関系を利用した超耐熱性タンパク
質材料の設計（東工大院生命理工）小畠英理

座長 加藤 隆史（9 : 40～10 : 15）
1 S 2 02 特別企画 強相関的水素結合を利用した微少遺伝子変異の増
幅検出（九大院工）竹中繁織

座長 松下 裕秀（10 : 15～10 : 50）
1 S 2 03 特別企画 変調光に誘発された強相関高分子混合系の共鳴現
象とその発現機構（京工繊大繊）宮田貴章

座長 西 敏夫（10 : 50～11 : 25）
1 S 2 04 特別企画 ミクロ相分離系・膜系の秩序化（広島大理）太田隆
夫
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S 3 会場
6号館623番教室

座長 田中 肇（11 : 25～12 : 00）
1 S 2 05 特別企画 有機シラン複合超薄膜の表面二次元構造と表面動
的特性（九大有基研）高原 淳

環境にやさしい物質生産をめざした生体触媒反応

3月 28日午後

特別企画の趣旨説明（東工大院生命理工）岡畑恵雄

座長 岡畑 恵雄（13 : 30～15 : 00）
1 S 2 06 特別企画 細胞に作らせる糖鎖ライブラリー（東工大院生命
理工）佐藤智典

1 S 2 07 特別企画 土中の微生物に有用物質を合成させる（富山県立
大）浅野泰久

1 S 2 08 特別企画 不斉還元における生体触媒法と化学法の違い（京
大化研・龍谷大理工）○中村 薫・松田知子

座長 広瀬 芳彦（15 : 20～16 : 50）
1 S 2 09 特別企画 水中で実現するエナンチオ選択的プロトン化（慶
大理工）太田博道

1 S 2 10 特別企画 超臨界流体中でも酵素反応は可能か（東工大院生
命理工）岡畑恵雄

1 S 2 11 特別企画 バイミメティク触媒はどこまで酵素にせまれるか
（東大院工）小宮山真
まとめ（東工大院生命理工）岡畑恵雄

超分子化学とバイオサイエンスの接点

3月 29日午前

主旨説明（九大院工）久枝良雄

座長 藤井 有起（9 : 06～10 : 02）
2 S 2 01 特別企画 超分子の設計と界面での分子認識（北大電子研）下
村政嗣

2 S 2 02 特別企画 DNA型超分子の合成と機能化（東大院理）塩谷光
彦

座長 柴原 隆志（10 : 02～10 : 58）
2 S 2 03 特別企画 ヘムタンパク質表面への分子認識部位の構築と機
能化（九大院工）林 高史

2 S 2 04 特別企画 金属配位結合を用いるポルフィリンの自己組織化
（奈良先端大）小夫家芳明

座長 久枝 良雄（10 : 58～11 : 54）
2 S 2 05 特別企画 人工分子シャペロンの構築（京大院工）秋吉一成
2 S 2 06 特別企画 タンパク質機能の in vitro 分子進化（生物分子研）
藤井郁雄

新展開に向けたフラーレン科学の最前線

3月 29日午後

座長 兒玉 健（13 : 00～13 : 50）
2 S 2 07 特別企画 フラーレン構造生成のトリック（都立大院理）阿知
波洋次

2 S 2 08 特別企画 金属内包フラーレンの理論予測～分子設計へのア
プローチ（都立大院理）小林 郁

座長 村田 靖次郎（13 : 50～14 : 40）
2 S 2 09 特別企画 金属内包フラーレンの反応（新潟大院自然）赤阪
健

2 S 2 10 特別企画 有機金属試薬の多重付加を利用する C60の機能化
（東大院理）澤村正也

座長 中田 恭子（14 : 40～15 : 30）
2 S 2 11 特別企画 フラーレンやナノチューブにドープされた電子の
ふるまい（北陸先端大）岩佐義宏

2 S 2 12 特別企画 IV族元素（C, Si, Ge, Sn）多面体ネットワ―ク物質の
構造と物性（阪市大院理）谷垣勝己

座長 小林 郁（15 : 30～16 : 00）
2 S 2 13 特別企画 フラーレン，カーボンナノチューブ技術の進展と
応用（モトローラ・JRCAT）崔 奈美

学会賞

3月 30日午前

座長 井上 晴夫（10 : 00～11 : 00）
3 S 2 01 受賞講演 光機能界面化学の基礎と応用（東大院工）藤嶋 昭

座長 北川 禎三（11 : 00～12 : 00）
3 S 2 02 受賞講演 有機合成による人工光合成（阪大産研）坂田祥光

ダウンサイジング ケミストリー

3月 30日午後

座長 古舘 信生（13 : 00～13 : 30）
3 S 2 03 特別企画 基調講演：インテグレーテッド ケミストリー
（東大院工）北森武彦

座長 北森 武彦（13 : 30～15 : 10）
3 S 2 04 特別企画 基調講演：Expanding the Microfluidic Toolbox for

the Futuer Proteomics Lab on a Chip（Univ. of Alberta, Canada Alberta）D.
Jed Harrison

3 S 2 05 特別企画 マイクロチップ・ナノチップテクノロジーによる
1分子 DNA解析及びゲノム解析（徳島大薬・科技団 CREST）馬場嘉信

3 S 2 06 特別企画 DNA検査用前処理モジュールの開発（オリンパス
光学）○篠原悦夫・近藤聖二・田島信芳・狩野恭一

座長 渡辺 英一（15 : 10～16 : 00）
3 S 2 07 特別企画 マイクロ化学分析システムのためのマイクロフル
ィディクス（早大理工）庄子習一

3 S 2 08 特別企画 石英製電気泳動チップ（島津製作所）中西博昭

座長 古舘 信生（16 : 00～16 : 50）
3 S 2 09 特別企画 ポリマーマイクロチップの創製と分析化学的応用
（北大院理）喜多村昇

3 S 2 10 特別企画 何をマイクロリアクタに期待するのか（住友化学）
岡本秀穂

化学教育賞

3月 29日午前

座長 西野 憲和（10 : 00～11 : 00）
2 S 3 01 受賞講演 新規教材による総合化学実験カリキュラムの開発
（福岡教育大名誉）守口良毅

外国人特別講演

座長 竹内 敬人（11 : 00～12 : 00）
2 S 3 02 外国人特別講演 Chemical Education ; Lessons for the 21st

Century（The University of Texas, USA）Joseph J. Lagowski

3月 29日午後

座長 池田 篤治（13 : 00～14 : 00）
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S 4 会場
6号館633番教室

2 S 3 03 外国人特別講演 Towards Genoelectronics : From Genetic Test-
ing to Gene Therapy（New Mexico State Univ., USA）Joseph Wang

座長 鈴木 啓介（14 : 00～15 : 00）
2 S 3 04 外国人特別講演 A Novel Concept for the Directed Synthesis of

Bioactive Axially Chiral Natural Products and Useful Ragents : The Lac-
toneConcept（Institut fur Organische Chemie, Universitat Wurzburg, Ger-
many）Gerhard Bringmann

座長 山内 清語（15 : 00～16 : 00）
2 S 3 05 外国人特別講演 Triplet States and Radical Pairs as Probes for

Electron Spin Dynamics（The Hebrew University of Jerusalem, Israel）Haim
Levanon

座長 永島 英夫（16 : 00～17 : 00）
2 S 3 06 外国人特別講演 New Ruthenium―mediated Reactions Involving

Acetylenes and Olefins（Vienna University of Technology, Austria）Karl
Kirchner

動的超分子システムの化学

3月 28日午前

座長 平尾 俊一・渡邊 英一（9 : 05～9 : 55）
1 S 4 01 特別企画 錯形成による界面組織化による超分子システムの
構築とその機能（中央大理工）芳賀正明

1 S 4 02 特別企画 ペプチド超分子システム（京大院工）木村俊作

座長 塩谷 光彦（9 : 55～11 : 10）
1 S 4 03 特別企画 メゾ―メゾ結合ポルフィリン多量体の化学（京大院
理）大須賀篤弘

1 S 4 04 特別企画 メゾポーラスシリカのナノ空孔内での高分子合成
（大院工）相田卓三

1 S 4 05 特別企画 動的集合体（名大院工）藤田 誠

座長 原田 明（11 : 10～12 : 00）
1 S 4 06 特別企画 錯体集積システムによる分子ストレスミクロ機能
空間の創製（京大院工）北川 進

1 S 4 07 特別企画 超分子レドックスシステム―複雑系を目指して（阪
大院工）平尾俊一

レーザー分光の最近の進歩

3月 28日午後

座長 山田 耕一（13 : 00～14 : 05）
1 S 4 08 特別企画 オープニングリマーク（総合研究大学院大）廣田栄
治

1 S 4 09 特別企画 非線形光学効果を用いた広帯域 THz波発生（東北
大通研・理研 PDC）伊藤弘昌

座長 藤竹 正晴（14 : 10～15 : 00）
1 S 4 10 特別企画 近赤外ダイオードレーザー分光（慶応大理工）佐々
田博之

座長 石渡 孝（15 : 05～15 : 55）
1 S 4 11 特別企画 Cavity Ring Down分光法（東大院総合文化）遠藤泰
樹

分子凝集体表面の化学
―環境化学から宇宙化学まで―

3月 29日午前

はじめに（理研）川合真紀

座長 木崎 好美（9 : 05～10 : 15）
2 S 4 01 特別企画 水凝集体表面の吸着と反応―環境化学との接点―
（理研）川合真紀

2 S 4 02 特別企画 表面における配向有機分子の構築（東大物性研）吉
信 淳

座長 川合 真紀（10 : 15～12 : 00）
2 S 4 03 特別企画 分子凝集系表面の電子状態（東大院総合文化）増田
茂

2 S 4 04 特別企画 第一原理計算による分子凝集系の構造と反応（東
大物性研）○赤木和人・常行真司

2 S 4 05 特別企画 宇宙塵表面での化学反応（国立天文台）高橋順子

空間制御の化学

3月 29日午後

趣旨説明（北大院理）喜多川 �

座長 喜多村 昇（13 : 10～14 : 10）
2 S 4 06 特別企画 特異的化学反応場としての一次元メソ細孔体（東
北大院理）寺前紀夫

2 S 4 07 特別企画 ナノメータ制御の有機―無機融合結晶薄膜と光機
能（名大院工）高木克彦

座長 寺前 紀夫（14 : 10～15 : 10）
2 S 4 08 特別企画 レーザー注入による有機分子のメゾスコピックパ
ターン形成（東北大院理）福村裕史

2 S 4 09 特別企画 近接場光学顕微鏡による分子会合現象の可視化
（関西学院大理）玉井直登

座長 福村 裕史（15 : 10～16 : 00）
2 S 4 10 特別企画 界面系ナノ空間における分子の動的挙動を観る分
光計測（九大院総理工）原田 明

2 S 4 11 特別企画 マイクロチップ化学の現状と展開（北大院理）金
幸夫

インターネットと化学教育

3月 30日午前

座長 伊藤 眞人（9 : 00～10 : 00）
3 S 4 01 特別企画 化学教育と環境情報流通のためのホームページ公
開と活用（新潟女子短大）本間善夫

3 S 4 02 特別企画 化学教育情報の流通手段としての電子雑誌の役割
（宇都宮大教育）山田洋一

座長 本間 善夫（10 : 00～11 : 00）
3 S 4 03 特別企画 インターネット版【理科の部屋】周辺の舞台裏（福
島県教育庁）渡部昌邦

3 S 4 04 特別企画 インターネットで広がる化学教育の研究交流（愛
知県立一宮北高）林 正幸

座長 竹内 敬人（11 : 00～12 : 00）
3 S 4 05 特別企画 マルチメディアツールを活用した講義・演習（新
潟大工）伊東 章

3 S 4 06 特別企画 グローバル化社会に向けた仮想化学教育（広島大
院理）吉田 弘

トポロジカル超分子の構築と機能

3月 30日午後

座長 平谷 和久（13 : 00～13 : 20）
3 S 4 07 特別企画 シクロデキストリンポリロタキサンの合成と機能
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（阪大院理）原田 明

座長 原田 明（13 : 20～13 : 45）
3 S 4 08 特別企画 シクロデキストリン（車輪）と錯体（ストッパー）を
使ったロタキサンの合成（東北大院理）荻野博

座長 藤田 誠（13 : 45～14 : 10）
3 S 4 09 特別企画 カテナン，ロータキサンを用いた分子素子への挑
戦（物質研）浅川真澄

座長 手塚 育志（14 : 10～14 : 35）
3 S 4 10 特別企画 ロタキサンの高効率合成と機能化（阪府大院工）高
田十志和

座長 小宮山 真（14 : 35～15 : 00）
3 S 4 11 特別企画 スイッチングロタキサン―現状と展望（長崎大工）
中嶋直敏

座長 清水 敏美（15 : 00～15 : 20）
3 S 4 12 特別企画 新構造高分子としてのポリロタキサン（東工大資
源研）小坂田耕太郎

座長 広瀬 啓治（15 : 20～15 : 40）
3 S 4 13 特別企画 ポリロタキサンをベースにした生医学的機能（北
陸先端大院材料）由井伸彦

座長 安田 歩（15 : 40～16 : 00）
3 S 4 14 特別企画 分子ナノチューブを用いた超分子の構造と機能
（東大院新領域）伊藤耕三

化学技術賞

3月 28日午前

座長 阿竹 徹（10 : 40～11 : 20）
1 S 5 01 受賞講演 熱解離平衡反応を基盤とした新規架橋システムの
開発と熱硬化型塗料の工業化（日本油脂）石戸谷昌洋

座長 古曵 重美（11 : 20～12 : 00）
1 S 5 02 受賞講演 高品質インスタントフィルムの開発（富士フィル
ム足柄研）御林慶司

生体模倣インテリジェント材料

3月 28日午後

座長 田中 順三（13 : 00～14 : 30）
1 S 5 03 特別企画 自己組織化の物理化学（九大院工）甲斐昌一
1 S 5 04 特別企画 自己再生と自己修復能（広島大）吉里勝利
1 S 5 05 特別企画 バイオに学ぶ薬物キャリア設計（東大院工）片岡一
則

座長 長田 義仁（14 : 40～16 : 10）
1 S 5 06 特別企画 骨・軟骨材料の自己組織化（無機材質研）田中順三
1 S 5 07 特別企画 再生軟骨用材料の基礎と応用（融合研）牛田多加志
1 S 5 08 特別企画 血液透析膜の現状と将来展望（早大理工）酒井清孝

学会賞

3月 29日午前

座長 秋葉 欣哉（10 : 00～11 : 00）
2 S 5 01 受賞講演 先導的有機合成反応の開発（東大院理）奈良坂紘一

座長 山岸 晧彦（11 : 00～12 : 00）
2 S 5 02 受賞講演 多核金属錯体の合理的合成と物理化学的特性（九
大院理）大川尚士

光と分離の接点を探る―分離パラメーターとしての
光とプローブとしての光―

3月 30日午前

座長 岡田 哲男（9 : 00～9 : 55）
3 S 5 01 特別企画 光応答性分子認識剤を用いるマイクロ分離システ
ムの光制御（都立大院工）中釜達朗

3 S 5 02 特別企画 オプティカルクロマトグラフィーの新展開（九大
院工）今坂藤太郎

座長 宗林 由樹（9 : 55～10 : 45）
3 S 5 03 特別企画 スラブ光導波路法によるクロマトグラフィー界面
での分子配向の測定（群馬大工）角田欣一

3 S 5 04 特別企画 XAFSによるイオン交換樹脂対イオンの溶媒和構
造と分離選択性（東工大院理工）岡田哲男

座長 渋川 雅美（10 : 45～11 : 50）
3 S 5 05 特別企画 液液界面におけるレーザー分光と溶媒抽出（阪大
院理）塚原 聡

3 S 5 06 特別企画 X線構造解析による溶媒抽出へのアプローチ（金
沢大工）宗林由樹

外国人特別講演

3月 28日午前

座長 増原 宏（11 : 00～12 : 00）
1 S 6 01 外国人特別講演 単一分子分光の最前線と今後の展望（ヨハ
ネスグーテンベルグ大）Thomas Basche

物質概念からみた表面化学の新展開
―原子レベルでの表面物質の生成・構造・物性―

3月 28日午後

座長 中村 潤児（13 : 00～14 : 30）
1 S 6 02 特別企画 未知物質，表面に形成される疑似化合物の構造と
反応性（埼玉工大）田中虔一

1 S 6 03 特別企画 金属と水溶液界面における水クラスターの構造と
性質（慶大理工）伊藤正時

1 S 6 04 特別企画 表面秩序合金の形成と構造（九大総理工）栃原 浩

座長 有賀 哲也（14 : 50～16 : 20）
1 S 6 05 特別企画 単原子層および 2原子層表面物質の電子状態（早
大理工）大島忠平

1 S 6 06 特別企画 表面シリサイドの電子状態と表面電気伝導（東大
理）長谷川修司

1 S 6 07 特別企画 水素終端シリコン表面の原子細線と物性（日立基
礎研）橋詰富博
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イブニングセッション

学術研究活性化委員会では，“化学の潮流とダイナミズム”を討議・
発信するために特別企画「21 世紀化学の潮流を探る」シリーズのテー
マごとに，春季年会において本セッションを行なうことと致しました。
参加者には飲み物と簡単なつまみが主催者側より無料で提供されます。
自由な雰囲気での討論ですので，多くの方々の参加をお待ちしており

ます。なお，特別企画「21 世紀化学の潮流を探る」シリーズでは，テ
ーマ毎にまとめの冊子を作製しており，本セッションでも参考資料とし
て使用します。まとめの冊子は 1冊 1,000 円（実費）で会場にて頒布いた
します。

有機金属化学フォーラム

3月 28日午後

15 : 00～15 : 05 趣旨説明（京大化研）玉尾皓平
15 : 05～16 : 25 先端ウオッチング・ショートトーク（1件 8分）
1．有機典型金属化学（京大化研）玉尾皓平
2．有機遷移金属化学（阪大院工）黒澤英夫
3．無機化学との接点（名古屋大院理）巽 和行
4．理論化学との接点（東大院理）中村栄一
5．不均一系との接点（東大院工）水野哲孝
6．生体との接点（九大有機化学基礎セ）成田吉徳
7．マテリアルサイエンスとの接点（東工大資源研）山本隆一
8．有機合成との接点（東大院理）奈良坂紘一
9．不斉合成との接点（東大院理）林 民生
10．自動合成との接点（東大院工）吉田潤一
16 : 30～18 : 00 自由討論（司会：玉尾，巽，吉田）
飲みながら 10 年後の有機金属化学の夢を語り合う新方式のフォーラム
です。特に若い方からのコメント大歓迎。多数のご参加を期待していま
す。OHP を使ってのコメントも歓迎します。

光化学フォーラム

3月 30日午後

15 : 00～15 : 05 趣旨説明（分子研）西 信之
15 : 05～16 : 25 先端ウオッチング・ショートトーク（1件 8分）
1．光触媒の最前線（東大院工）藤嶋 昭
2．フォトクロミック分子材料（九大院工）入江正浩
3．光磁性材料の最前線（東大先端研）橋本和仁
4．新しい反応手法としての「高次元異方性制御」（都立大院工）井上晴夫
5．光を用いる有機合成―光は有機合成に役立つか（阪府大工）水野一彦
6．フロンティアとしての不斉光化学（阪大院工）井上佳久
7．超分子の光化学―光生物学や光機能材料との接点（京大院理）大須賀
篤弘
8．有機光化学反応における活性種の役割と利用（三重大工）富岡秀雄
9．気相の光化学（阪市大院理）中島信昭
10．有機分子固体の空間分解・時間分解光化学：新しい方法論と新現象
の探索解明（阪大院工）増原 宏

16 : 30～18 : 00 自由討論（司会：藤嶋，増原，井上）
飲みながら 21 世紀の光化学を語り合う新方式のフォーラムです。特に
若い方からのコメント大歓迎。多数のご参加を期待しています。OHP
を使ってのコメントも歓迎します。

コロイド・界面化学

（膜）

3月 28日午前

座長 大石 祐司（09 : 00～10 : 00）
1 A 1 01 アゾベンゼン単分子膜によるポリシラン主鎖の配向挙動――ア
ゾベンゼン平面密度の効果（東工大・資源研）○福田和幸・関 隆広・
市村國宏

1 A 1 02 アゾベンゼン単分子膜によるポリシラン鎖の状態制御―LB法
による界面のモデル化（東工大・資源研）○平川 真・森野慎也・中川
勝・関 隆広・市村國宏

1 A 1 03 直鎖飽和脂肪酸結晶性単分子膜中に混合されたアゾベンゼン
誘導体の光異性化挙動と凝集状態（九大院工・九大有機基礎研）○梶山
千里・田中敬二・野田康仁・井上将光・高原 淳

1 A 1 04 スペーサー長を変化させた尿素型アゾベンゼン誘導体の気水
界面挙動（東工大・資源研）○小林 徹・森野慎也・中川 勝・関 隆
広・市村國宏

1 A 1 05 両末端にアゾベンゼンを有するオリゴ（オキシエチレン）の気
水界面挙動（東工大・資源研）○徳田篤史・森野慎也・中川 勝・関
隆広・市村國宏

1 A 1 06 フッ化炭素鎖を含む長鎖ビニル化合物及びその重合体の分子
組織膜の形成と構造（埼玉大理）○藤森厚裕・荒木 暢・中原弘雄

座長 中原 弘雄（10 : 00～11 : 00）
1 A 1 07 炭化フッ素鎖型カルボン酸と炭化水素鎖型グアニジニウム混
合単分子膜系におけるナノクラスター制御（佐賀大理工・奈良先端
大・九大院工）○竹野健藏・蔵森 幸・末廣和昭・大石祐司・有賀克
彦・国武豊喜

1 A 1 08 シス型不飽和長鎖脂肪酸単分子膜における構造形成（宇都宮
大工・九大先端研）○山内ゆかり・飯村兼一・加藤貞二・鈴木正夫

1 A 1 09 複合単分子膜におけるナノ相分離構造に関する研究（宇都宮
大工）○加藤貞二・原田大輔・小川晶子・飯村兼一

1 A 1 10 複合展開単分子膜におけるミクロ相分離構造の制御（宇都宮
大工）○飯村兼一・白久達也・鈴木 昇・加藤貞二

1 A 1 11 ビナフチル部位を有する両親媒性分子と種々の脂質との混合
単分子膜特性（同志社大工）○久保善靖・根木 滋・加納航治

1 A 1 12 原子間力顕微鏡によるミコル酸単分子膜の表面圧挙動の解析
（神戸薬大・東京薬大・名大物質国際研）○長谷川健・西庄重次郎・渡
辺素子・船山勝矢・今栄東洋子

座長 飯村 兼一（11 : 00～12 : 00）
1 A 1 13 二成分系脂肪酸単分子膜の分子凝集挙動に及ぼす疎水基間凝
集エネルギー差（佐賀大理工）石川隆正○辻 英和・蔵森 幸・末廣和
昭・大石祐司

1 A 1 14 二成分系脂肪酸単分子膜の分子凝集挙動と単一成分系の膜相
（佐賀大理工）○蔵森 幸・末廣和昭・大石祐司

1 A 1 15 アゾベンゼンポリマー／液晶分子の混合膜の二次元相分離挙
動（東工大・資源研）○生方 俊・関 隆広・市村國宏

1 A 1 16 ポリシラン／液晶分子混合単分子膜のモルフォロジー（東工
大・資源研）○永野修作・関 隆広・市村國宏

1 A 1 17 二成分系脂肪酸単分子膜の分子凝集挙動に及ぼす親水基間静
電相互作用と表面圧（佐賀大理工）○原田章弘・蔵森 幸・末廣和昭・
大石祐司

1 A 1 18 二成分系脂肪酸単分子膜のドメイン形成（佐賀大理工）○内田
直子・蔵森 幸・末廣和昭・大石祐司

3月 28日午後

座長 市村 國宏（13 : 00～14 : 00）
1 A 1 25 4鎖型マクロサイクリックビス TTF―F4TCNQ錯体単分子膜の
イオン認識能（北大院地球環境・北大電子研・科技団さきがけ 21・オ
ーデンセ大）太田宇則・芥川智行・長谷川達生○中村貴義・BECHER
Jan

1 A 1 26 イオン認識能を有する非対称型マクロサイクリックビス TTF
誘導体単分子膜および LB膜（北大院地球環境・北大電子研・科技団
さきがけ 21・オーデンセ大・物質研）○太田宇則・芥川智行・長谷川
達生・中村貴義・BECHER Jan・阿澄玲子・橘 浩昭・松本睦良

1 A 1 27 単分子膜崩壊時に形成される膜構造に関する表面圧―面積曲
線からの考察（奈良先端大院・京大工・鹿児島大工・新居浜高専）○河
波伸一・植松美樹・上田岳彦・有賀克彦・菊池純一・砂本順三

1 A 1 28 リバーシブルキャビティー単分子膜による圧力・光情報変換
（奈良先端大院物質）○辻 裕光・寺坂由紀子・有賀克彦・菊池純一

1 A 1 29 固体基板上の超薄分子膜の光学的評価に関する研究（宇都宮
大工）○木村 靖・加藤貞二

1 A 1 30 シクロファン誘導体を用いた気―水界面の分子タイリング（奈
良先端大院物質）○田中竜太朗・高木直子・有賀克彦・菊池純一
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座長 松本 睦良（14 : 00～15 : 00）
1 A 1 31 2 D Double Strands：メゾスコピック単分子膜への階層的自己
組織化（科技団分子転写プロ）○神野あゆみ・佐野正人・新海征治

1 A 1 32 長鎖アミンイミド誘導体の気―水界面における自己組織化（東
工大・資源研）○松澤洋子・横川 忍・市村國宏

1 A 1 33 アゾベンゼンを有する N―トリメチルアミンイミド誘導体の
吸着単分子膜特性（東工大資源研）○横川 忍・松澤洋子・市村國宏

1 A 1 34 各世代に脂質ユニットを持つデンドリマーの合成と単分子膜
物性（奈良先端大院物質）○道上敦生・浦川稔寛・有賀克彦・菊池純一

1 A 1 35 気／水界面上に調製された（リン脂質／コレステロール）混合単
分子膜上での酵素触媒反応（ウィスコンシン大化）○田中敬二・Yu
Hyuk

1 A 1 36 Au（tmdt）2塩 LB膜の構造と性質（北大院地球環境・北大電子
研・科技団さきがけ 21）○高橋利行・芥川智行・長谷川達生・中村貴
義

座長 君塚 信夫（15 : 00～16 : 00）
1 A 1 37 複素環を含む LB膜（38）二つのピリミジン混合膜による Z型
累積（北九州高専）○竹原健司・荒金宏忠・磯村計明

1 A 1 38 メロシアニン色素 LB膜における会合体形成制御（4）（桐蔭横
浜大工・鶴見大歯）○平野義明・岡田卓也・三浦康弘・杉 道夫・石
井淑夫

1 A 1 39 2―オクタデシル―7,7,8,8―テトラシアノキノジメタンを含む電
荷移動錯体のラングミュアー・ブロジェット膜の構造研究（関学大理）
○王 海水・尾崎幸洋

1 A 1 40 マイカ基板上のシルク蛋白質の AFM観察（京工繊大繊維・科
技団さきがけ 21）○坪井泰之・山田和志・板谷 明

1 A 1 41 ビオロゲン誘導体チオール単分子膜電極の構築とその電気化
学特性（金沢大工）○山口孝浩・高橋光信・小村照寿

1 A 1 42 フラーレン連結オリゴチオフェン単分子膜の作製と光電気化
学特性（広島大工・九大有基研・阪大産研・阪大院工）○平山大悟・山
白高嗣・瀧宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫・則枝博之・今堀 博・坂田
祥光

座長 下村 政嗣（16 : 00～17 : 00）
1 A 1 43 フラーレン／カチオン性脂質膜修飾電極系の電子移動挙動（長
崎大工）○大脇博樹・中嶋直敏

1 A 1 44 フラーレン／脂質複合 LB膜の電子移動反応（長崎大工）○中嶋
直敏・森田 誠・香西秀俊・中西尚志・村上裕人・相樂隆正

1 A 1 45 高次フラーレン／脂質複合キャストフィルムの電子移動反応
（長崎大工）○中嶋直敏・森 真琴・中西尚志・村上裕人・相樂隆正

1 A 1 46 Metal（dmit）2に基づく LB膜に於ける超伝導相の存在の可能
性（桐蔭横浜大工）○三浦康弘・堀切雅史・田島 諭・若井田崇・斎藤
慎八郎・杉 道夫

1 A 1 47 固体表面に吸着した両親媒性化合物の形成する高次構造に関
する研究（宇都宮大工）○小林 龍・飯村兼一・加藤貞二

1 A 1 48 固体表面上における遷移金属錯体の 2次元組織化（川村理化
学研・大邦大理）加藤愼治○金井塚勝彦・森山広思・朴 鐘震

3月 29日午前

座長 有賀 克彦（09 : 00～10 : 00）
2 A 1 01 蛍光分子修飾金マイクロドットの形態と機能の相関（阪大産
研）○石田昭人・真嶋哲朗

2 A 1 02 アルキルアミンとけい皮酸の複合体の構造と光化学反応（名
大院工・高エネ研）○大谷 修・笹井 亮・安達智宏・高木克彦・八
田一郎

2 A 1 03 インターカレーターを有する自己組織化単分子膜への DNA
の吸着挙動（理研）○中村史夫・三井圭太・原 正彦

2 A 1 04 Co（II）トリアゾール錯体を含むメゾスコピック系超分子の構
築とそのスピン転移・サーモクロミズム特性（九大院工）君塚信夫○柴
田智子・国武豊喜

2 A 1 05 分子組織性ハイドロゲルの創成とその特性（九大院工）○中嶋
琢也・君塚信夫

2 A 1 06 新規イオン性流体の開発とその性質（九大院工）○君塚信夫・
中嶋琢也

座長 加藤 貞二（10 : 00～11 : 00）
2 A 1 07 化学力顕微鏡による SAM表面の核酸塩基マッピング（北大電
子研・CREST）○角南 寛・カートハウスオラフ・居城邦治・下村政
嗣

2 A 1 08 核酸塩基単分子膜と相補的ポリヌクレオチド間の塩基対形成

の電気化学的検出（北大電子研・九大工・北大地環研）○新井景子・角
南 寛・松本 仁・西 則雄・JUSKOWIAK Bernard・KARTHAUS
Olaf・竹中繁織・下村政嗣

2 A 1 09 塩基三量体形成を利用したジアセチレン核酸塩基単分子膜の
鋳型重合（北大電子研・CREST）○松本 仁・居城邦治・下村政嗣

2 A 1 10 長鎖チオール誘導体 SAMを用いた分子認識（宇都宮大工）○
川井田芳明・飯村兼一・丁 西明・加藤貞二

2 A 1 11 液中安定な微粒子アレイの作製（東大院工）○松下祥子，
Ikeda・三輪哲也・藤嶋 昭

2 A 1 12 金表面上におけるシクロデキストリン単分子膜の形成と分子
認識（筑波大 CREST・東北大葉・物質研・東北工）○保田 諭

座長 国武 豊喜（11 : 00～12 : 00）
2 A 1 13 電解重合部位を持つレドックス自己集合単分子膜の形成と特
性（近畿大理工）○土屋陽一・藤原 尚

2 A 1 14 Au（111）面上に形成させた相分離した二成分系チオール自己
組織化単分子膜構造に対する吸着溶液中のチオール濃度依存性（京大
院工）○保原大介・上田和広・山本雅博・垣内 隆

2 A 1 15 自己組織化単分子膜の表面機能に関する計算化学的検討（東
北大院工）○谷島健二・小林泰則・鈴木 研・高見誠一・久保百司・
宮本 明

2 A 1 16 酸化還元部位を持つ自己組織化単分子膜の非接触表面力イメ
ージング（工技院・生命工研）○平田芳樹・横山 浩・水谷文雄

2 A 1 17 電離放射線照射による CdS超微粒子の作製（東大院工）○藤井
宏行・堀内祥平・八巻徹也・浅井圭介・石榑顕吉・柴田裕実

2 A 1 18 表面ゾルゲル法を用いる金属酸化物／カチオン粒子ナノ複合
薄膜の作成（九大院工）○高木梨恵・一ノ瀬泉・国武豊喜

3月 29日午後

座長 田嶋 和夫（13 : 00～14 : 00）
2 A 1 25 表面ゾルゲル法を用いた分子，高分子による化学修飾と親・
疎水性の制御（九大院工）○黒岩敬太・岩崎嘉宏・一ノ瀬泉・国武豊喜

2 A 1 26 脂質二分子膜中におけるオレイン酸の解離物性（東理大理
工・東理大界面科研・九大先端研）○武藤恵美・酒井秀樹・松村充
敏・井村知弘・鈴木正夫・阿部正彦

2 A 1 27 メタノール中における両親媒性フラーレン誘導体の自己会合
（科技団分子転写プロ）○大石 圭・佐野正人・新海征治

2 A 1 28 両親媒性フラーレン誘導体による水中での 2分子膜ベシクル
形成（科技団分子転写プロ）○佐野正人・大石 圭・新海征治

2 A 1 29 両親媒性フラーレン誘導体のつくるベシクルのフラクタル構
造（科技団分子転写プロ）○佐野正人・大石 圭・新海征治

2 A 1 30 ペプチド脂質を用いたメタノール中での二分子膜形成（千葉
大教育）○山田哲弘・佐藤洋一

座長 加藤 直（14 : 00～15 : 00）
2 A 1 31 金属キレート形成を駆動力とする有機／無機ハイブリッド型
ナノ繊維の構築（物質研）○小木曽真樹・岡田祐二・八瀬清志・清水敏
美

2 A 1 32 疎水部に糖鎖誘導体を含む長鎖カルボン酸の自己集合挙動
（物質所）○増田光俊・岩浦里愛・清水敏美

2 A 1 33 再生可能な資源から誘導される糖脂質の自己集合ファイバー
形成（物質研）JOHN George・増田光俊・岡田祐二・八瀬清志○清水敏
美

2 A 1 34 多アシル鎖型ポリオキシエチレン脂質の合成と分子集合特性
（早大理工総研）○森かつら・大川春樹・宗慶太郎・武岡真司・土田英
俊

2 A 1 35 多アシル鎖型ポリオキシエチレン脂質によるリン脂質小胞体
の表面修飾（早大理工総研）○宗慶太郎・森かつら・酒井宏水・武岡真
司・土田英俊

2 A 1 36 スチリルピラジン系両親媒性化合物―DPPC混合ベシクルから
の内包物の光による流出制御（阪大院工）朴 鍾穆○青山 滋・張 万
斌・中辻洋司・池田 功

（界面活性物質）

3月 30日午前

座長 前田 悠（09 : 00～10 : 00）
3 A 1 01 オキシエチレン基を有する新規二鎖型フッ素系アニオン界面
活性剤の溶液物性（東理大理工・東理大工・東理大界面科研）○鷺坂将
伸・酒井秀樹・近藤行成・好野則夫・阿部正彦
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3 A 1 02 新規両性界面活性剤 N―（2―ヒドロキシアルキルエーテル）―N―
（2―ヒドロキシエチル）―ベータ―アラニンの基礎物性について（ミヨシ
油脂・油化事業本部技術部）○北村勝充・河口 修・伊庭緩昌・栗原
正巳・細田和夫・守屋雅文・日高久夫

3 A 1 03 ポリオキシエチレンオレイルエーテル系のキュービック液晶
への油の可溶化（横国大院工）○重田和樹・國枝博信

3 A 1 04 キュービック相の融点に及ぼす香料の添加効果（横国大院
工・曽田香料）○田村幸実・兼井典子・國枝博信

3 A 1 05 キュービック相に対する香料の可溶化機構（横国大院工・曽
田香料）○Uddin Md. Hemayet・兼井典子・國枝博信

3 A 1 06 数種の糖転移ステビアと非イオン性界面活性剤の混合溶液中
での酢酸トコフェロールの可溶化（東理大理・界面科学研）上野 實○
松本典子・小崎 匠・五十嵐沙弓・堀有紀子・高橋和久・浅野浩志・
中田 悟・小西宏明

座長 堀内 照夫（10 : 00～11 : 00）
3 A 1 07 極性油の可溶化機構（横国大院工・味の素）國枝博信○堀井真
紀子・小山匡子・弓岡良輔・坂本一民

3 A 1 08 ホスファチジルコリン基を含む新規なハイドロカーボン及び
フロロカーボン化合物の界面活性能（タイホー工業中央研）○仲矢忠
雄・野口幸紀

3 A 1 09 2,3本のアルキル鎖を持つコンプレキサン型界面活性剤の水
溶液物性（東理大理・界面科研）○小林史典・水谷泰嗣・庄司 恵・鳥
越幹二郎・江角邦男・鬼束優香・小出善文・正泉寺秀人

3 A 1 10 コロイド系の水素イオン滴定の熱力学的考察（九大院理）前田
悠

3 A 1 11 長鎖アルキルアミンオキシドミセルの水素イオン滴定（阪市
工研・九大院理）○懸橋理枝・山村伸吾・静間基博・東海直治・武田
徳司・武知正文・前田 悠

3 A 1 12 2H NMRによる非イオン界面活性剤 C12E5―水系の相挙動とコ
ンホメーションオーダーに関する研究（広島大院理）○利根川昭充・大
野啓一・松浦博厚・山田康治・奥田 勉

座長 藤松 仁（11 : 00～12 : 00）
3 A 1 13 混合ポリオキシエチレン型非イオン界面活性剤―水系の相挙
動（横国大院工）○Kabir Md. Hamidul・國枝博信

3 A 1 14 抗炎症薬 β ―グリシルレチン酸のアミノ酸誘導体の界面化学
的挙動（阪市大工）○豊嶋俊薫・玉垣誠三

3 A 1 15 ラマン分光法による 1―アルカンスルホン酸塩の極性基近傍部
位のコンホメーション挙動に関する研究（広島大院理）○福田信人・吉
田 弘・大野啓一・松浦博厚

3 A 1 16 光応答性界面活性剤―光によるアゾ型二分子膜の可逆な形成
と崩壊（大分大工・九大有基セ）○萬治亮介・吉見剛司・佐々木健夫・
石川雄一

3 A 1 17 NMRによる臭化アリキルピリジニウムミセルに対する添加
塩効果の研究（信州大理）小林真也○藤尾克彦・宇津雄平・尾関寿美男

3 A 1 18 臭化アルキルキノリニウムの NaBr水溶液への Orange OTの
可溶化（信州大理）○重永英太郎・藤尾克彦・宇津雄平・尾関寿美男

3月 30日午後

座長 日高 久夫（13 : 00～14 : 00）
3 A 1 25 依頼講演 コロイド・界面化学への NMR分光法の可能性と
限界（京大化研）中原 勝

3 A 1 28 糖で表面処理した樹状高分子陰イオン性界面活性剤の相互作
用（東理大理・界面科研）○千葉妙子・庄司 恵・水谷泰嗣・鳥越幹二
郎・江角邦男

3 A 1 29 抗酸化性セサモールの反応における pH依存性（福島県医大・
マサチューセッツ大ボストン校）○中川公一・BUSSANDRI Alejan-
dro・VAN WILLIGEN Hans

3 A 1 30 ミセル系におけるビタミン C類の抗酸化反応で生成する不安
定ラジカル（物質研）○貝瀬正紘・高橋明文・徳橋和明・近藤重雄・荒
川裕則

座長 國技 博信（14 : 00～14 : 50）
3 A 1 31 臭化ドデシルピリジニウムと臭化ドデシルキノリニウムの吸
着膜およびミセル中における混合性（信州大理）○藤井隆行・藤尾克
彦・尾関寿美男

3 A 1 32 アルキルピリジニウム塩と芳香族化合物間に生成する結晶性
分子錯体の構造とその溶液挙動（新潟薬大・東工大理）○飯村菜穂子・
平田寛孝・大橋裕二

3 A 1 33 吸着単分子膜における界面活性剤分子の自己組織化による凝

縮相ドメイン形成（宇都宮大工・花王）○Hossain Md. Mufazzal・飯村
兼一・加藤貞二

3 A 1 34 全反射電位規制蛍光法を用いたキサンテン系色素イオン液液
界面移動に伴う吸着の解析（京大院工）○西 直哉・保原大介・山本雅
博・垣内 隆

3 A 1 35 共焦点蛍光光子計数顕微鏡による水溶性ローダミン色素の水
面分子挙動（九大院総理工）○鄭 雪英・原田 明

座長 尾関 寿美男（15 : 00～16 : 00）
3 A 1 37 アニオン―カチオン性界面活性剤における等量の油と水を含
む液晶形成（横国大院工）○李 興福・國枝博信

3 A 1 38 電解質が添加されたキュービック相の構造（横国大院工・ノ
エビア滋賀中研）○RODRIGUEZ Carlos・岩永哲郎・國枝博信

3 A 1 39 溶媒中でのショ糖脂肪酸エステルの自己組織体構造（横国大
院工・三菱化学横浜総研）○荒牧賢治・日向茂樹・國枝博信・石飛雅
彦

3 A 1 40 ショ糖脂肪酸エステルの自己組織体構造に対する水溶性アル
コールの添加効果（横国大院工・三菱化学横浜総研）○日向茂樹・荒牧
賢治・國枝博信・石飛雅彦

3 A 1 41 非イオン界面活性剤の融点に対する炭化水素鎖長，エチレン
オキシド鎖長，水和の効果（横国大院工）○山下裕司・荒牧賢治・國枝
博信

3 A 1 42 コレステロール系界面活性剤の融解挙動（横国大院工）○赤羽
明・荒牧賢治・國枝博信

座長 岩橋 槇夫（16 : 00～17 : 00）
3 A 1 43 鎖長の異なる四鎖型アルキルアンモニウムイオンをマトリッ
クスとするフラーレンの電子移動反応（長崎大工）○村上裕人・中西尚
志・中嶋直敏

3 A 1 44 水溶性両親媒性フラーレンの構造と機能（長崎大工）○村上裕
人・石井辰欣・白草正治・中嶋直敏

3 A 1 45 水分散系における NH 4 DMPG二分子膜の熱挙動（神奈川大
工・名市大芸工・帝京平成大情）○筒井喬紘・今井洋子・中村昭雄・
越沼征勝・田嶋和夫

3 A 1 46 磁場による膜融合・膜分裂（信州大理）○倉嶋太・阿部晴雄・
尾関寿美男

3 A 1 47 レシチンが水中で形成する 2分子膜ラメラ面間隔に及ぼす 1 :
1電解質添加の効果（都立大院理）○三木信寛・深田和宏・加藤 直

3 A 1 48 精製水素添加大豆リン脂質分散液の安定性に対する L―アスコ
ルビン酸 2―リン酸塩の影響（日本メナード化粧品総研・東理大名誉）
○坂 貞徳・佐々木香ほり・野崎清忠・小林大介・小島英順・八代洋
一・宮本國寛・中田 悟

コロイド・界面化学

3月 28日午前

座長 荒井 貞夫（09 : 00～10 : 00）
1 A 2 01 アルミナ粒子への糖質末端デンドリマーと陰イオン界面活性
剤の同時吸着（東理大理・界面科研）○坂上賢太郎・酒井健一・前泊紀
子・飯高真利・鳥越幹二郎・江角邦男

1 A 2 02 陰イオン性／非イオン性界面活性剤混合ーアルミナ系による
吸着可溶化（東理大理・界面科研）○前泊紀子・飯高真利・鳥越幹二
郎・江角邦男

1 A 2 03 層状粘土鉱物ハイドロタルサイトによる界面活性剤，重金属
イオンの吸着及び難水溶性物質の吸着可溶化（東理大理・界面科研）○
澁谷徳子・酒井健一・前泊紀子・飯高真利・鳥越幹二郎・江角邦男

1 A 2 04 超音波減衰分光法による固液界面での粒子上のポリマー吸着
の評価（東芝生産技術セ）○長友美樹・伊藤真穂・佐藤 光

1 A 2 05 界面活性剤フリーの水中油滴を安定化する疎水性分子の保護
効果（東理大理工・東理大界面科研・文部省初等中等教育局）加茂川恵
司○片桐俊幸・松本充史・酒井俊郎・春澤文則・酒井秀樹・阿部正彦

1 A 2 06 糖転移ステビアを用いたスクワランの O／W型エマルション
の調製とその物性（東理大理・界面科学研）上野 實○岡部京助・御器
谷友美・高橋和久・浅野浩志・中田 悟・小西宏明
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座長 鳥越 幹二郎（10 : 00～11 : 00）
1 A 2 07 マイクロチャネル乳化法による食品用単分散 O／W―マイクロ
スフィアの作成（農水省食総研・東京理科大工）○小林 功・中嶋光
敏・仝 継紅・鍋谷浩志・菊池佑二・庄野 厚・佐藤一省

1 A 2 08 マイクロチャネル乳化法の液滴作成機構（農水省食総研・東
大院工）○杉浦慎治・中嶋光敏・仝 継紅・鍋谷浩志・関 実

1 A 2 09 界面活性剤を含まない油脂類の分散特性（東理大理工）○赤塚
秀貴・加茂川恵司・酒井俊郎・酒井秀樹・阿部正彦

1 A 2 10 極性油の高内相エマルションへの影響（ポーラ）○酒井裕二・
今村 仁・杉山清治・竹ノ内政紀

1 A 2 11 長鎖アルキルアセトアセテートを安定化剤に用いた酸化物超
薄膜の二次元ゾルーゲル合成（1）気水界面ゲル薄膜の生成（長崎大工）
○大久保恵介・辻郷洋宏・森口 勇・寺岡靖剛・鹿川修一

1 A 2 12 長鎖アルキルアセトアセテートを安定化剤に用いた酸化物超
薄膜の二次元ゾルーゲル合成（2）ゲル薄膜の LB累積と酸化物超薄膜
への変換（長崎大工）○森口 勇・辻郷洋宏・寺岡靖剛・鹿川修一

座長 森口 勇（11 : 00～12 : 00）
1 A 2 13 フラーレンーステロイド付加体によるゲル構造形成（科技団
分子転写プロ）○石井 努・小野善之・新海征治

1 A 2 14 ジアセチレン基を含む双頭型両親媒性カスケード分子の合成
とヒドロゲル生成（東京医大・東理大理）○荒井貞夫・山村透季江・伊
藤志帆・北原恵一・吉濱 勲・竹村哲雄

1 A 2 15 有機低分子ゲルの創製―新規ポルフィリン誘導体のゲル形成
能およびゲルの物性（阪大院工）○柏 正道・安田佳明・神山卓也・城
田靖彦

1 A 2 16 低分子オイルゲル化剤としての 2―amino―1―phenyl―1,3―pro-
panediol誘導体（信州大繊維）○近藤勝彦・英 謙二・木村 睦・白井
汪芳

1 A 2 17 散逸構造を利用したナノ粒子の二次元配列（北大電子研・山
口東理大基礎工・九大院工・理研フロンティア・CREST）○沢田石哲
郎・居城邦治・下村政嗣・白石幸英・戸嶋直樹・米澤 徹・国武豊喜

1 A 2 18 コレステロール系有機低分子ゲルからのシンクロトロン X線
小角散乱（科技団分子転写プロ）○櫻井和朗・小野善之・新海征治

3月 28日午後

座長 江角 邦男（13 : 00～13 : 30）
1 A 2 25 依頼講演 キラル化合物の自己組織化による有機溶媒のゲル
と巨大繊維状構造体の形成（信州大院工）英 謙二

座長 藤原 尚（13 : 30～14 : 00）
1 A 2 28 気体状炭化水素の液体炭化水素／界面活性剤による固形化（物
質研・芝浦工大）○坂口 豁・蒲 康夫・樫八重ミヨ子

1 A 2 29 強磁場中における炭化水素／界面活性剤混合結晶の配向制御
（物質研・金材研）○坂口 豁・伊藤喜久男

1 A 2 30 極性有機溶媒中でのデンドリマーをテンプレートとした金微
粒子の調製（東理大理・界面科研）○亀尾 梓・鈴木昭大・鳥越幹二
郎・江角邦男

座長 酒井 秀樹（14 : 00～14 : 50）
1 A 2 31 メチルエステルを末端に持つ樹木状高分子でカプセル化され
た白金微粒子の調製（東理大理・界面科研）○中村龍平・鈴木昭大・鳥
越幹二郎・江角邦男

1 A 2 32 疎水性デンドリマーを用いたトルエン中での金超微粒子の調
製（東理大理・界面科研）○江角邦男・細矢智之・鈴木昭大・鳥越幹二
郎

1 A 2 33 アセトアミドを用いた湿式法によるカドミウムヒドロキシア
パタイト粒子の合成（大阪教育大教育）○横山 崇・安川あけみ・神鳥
和彦・石川達雄

1 A 2 34 ホルムアミドと塩酸を用いた均一沈殿法による球状カルシウ
ムヒドロキシアパタイト粒子の合成（阪教大教育）○安川あけみ・中島
真奈美・神鳥和彦・石川達雄

1 A 2 35 チタンアルコキシドと過酸化水素水を用いたルチルおよびア
ナターゼ微粒子分散ゲルの低温合成（千葉大工・エフエム技研）○上川
直文・梶原淳一・宮武一樹・掛川一幸・佐々木義典

座長 石川 達雄（15 : 00～16 : 00）
1 A 2 37 金属配位能を有する金ナノクラスターの合成と特性（近畿大
理工）○伊藤雅之・藤原 尚

1 A 2 38 電子ドナー金ナノクラスターの合成と 1電子酸化反応（近畿
大理工）○後藤智誉・藤原 尚

1 A 2 39 パルスレーザー照射による金属コロイド粒子の透明基板表面
への固定現象（九大院工）○新留康郎・堀 綾子・山田 淳

1 A 2 40 マイクロ波加熱を用いた金属ナノ微結晶の調製（阪大院工）○
倉本洋光・和田雄二・北村隆之・柳田祥三

1 A 2 41 過渡回折格子法による光還元過程の金イオンと金クラスター
の拡散（奈良女大生環・京大 VBL・京大院理）○原田雅史・岡本晃
一・寺嶋正秀

1 A 2 42 ビフェロセン末端修飾金クラスターの電気化学凝集と STM
観察（東大院理）○田寺多門・山田真実・久保謙哉・西原 寛

座長 坂口 豁（16 : 00～17 : 00）
1 A 2 43 AOT逆ミセル系を反応場とする Pd超微粒子の合成（東理大
工）○市川裕司・濱田 薫・河合武司・今野紀二郎

1 A 2 44 逆ミセルを反応場とした種々の金属／シリカ担持体の調製と
その生成機構（神奈川大工）○野阪邦義・今井洋子・田嶋和夫

1 A 2 45 β ―FeOOHの生成に対する金属イオンの影響（大阪教育大・神
戸製鋼）○石川達雄・加藤隆一・安川あけみ・神鳥和彦・中山武典・
湯瀬文雄

1 A 2 46 PAMAMを用いて調製した白金超微子の触媒活性（東理大
理・界面科研）○佐藤浩司・中村龍平・鈴木昭大・鳥越幹二郎・江角
邦男

1 A 2 47 水溶液中での微細藻類表面と磁性酸化鉄微粒子との相互作用
（岡山大工・京工繊大工・阪大産研・都立大院）武田真一○古吉敏之・
田里伊佐雄・中平 敦・西嶋茂宏・渡辺恒雄

1 A 2 48 カーボンおよび酸化亜鉛分散系の電気粘性効果（福岡大理）○
山口尊史・重松誠実・御園康仁・祢宜田啓史

（界面電気現象）

3月 29日午前

座長 田村 絋基（09 : 00～10 : 00）
2 A 2 01 硫酸水溶液中における鉛電極上の酸化被膜の研究（宇都宮大
工）○隆 朝華・田村寿康・中澤育子・白樫高史

2 A 2 02 Na 2 SO 4水溶液中における PbO 2から PbSO 4への酸化・還
元過程の検討（宇都宮大工）○Suryawijaya Henry・田村寿康・中澤育
子・白樫高史

2 A 2 03 NaCl水溶液中における鉛酸化被膜の生成に及ぼす pHの影響
（宇都宮大工）○堀越貴夫・田村寿康・中澤育子・白樫高史

2 A 2 04 ポリアミノ酸単分子膜の界面電気伝導機構（名工大工）○蓑輪
元・吉田忠義

2 A 2 05 膜電位の時間変化に基づいた表面電位の測定―苦味物質に対
する応答―（九大院理）○矢田輝政・野村和生

2 A 2 06 導電性ダイヤモンド薄膜における光誘起電子移動（北大院
理・東大院工）○八木一三・角崎健太郎・藤嶋 昭・魚崎浩平

（表面構造と物性）
座長 吉田 忠義（10 : 00～11 : 00）

2 A 2 07 ジチエニルエテン単結晶表面の光誘起モルフォロジー変化―
AFM観察（九大院工・CREST）○小畠誠也・堀地昌志・山田太郎・入
江正浩

2 A 2 08 キレート剤による金属酸化物の溶解反応速度モデル（北大院
工・栗田工業）○田村紘基・井藤尚継・高崎新一・古市隆三郎

2 A 2 09 電位差滴定によろ水酸化マグネシウムの表面評価（神島化
学・岡山大工）○松井誠二・木下智仁・松本靖弘・山崎仲道・田里伊
佐雄

2 A 2 10 各種組成変換水酸アパタイトの表面特性の測熱的研究（山梨
大工・日本ベル・Microscal）岡田文夫○鈴木 喬・近藤精一・Groszek
Alek

2 A 2 11 カルシウムヒドロキシアパタイトの表面構造の熱処理に対す
る影響（大阪教育大教育）○田中秀和・近沢正敏

2 A 2 12 有機電解液中におけるナノハニカムダイヤモンド電極の電気
化学的特性（東大工）○吉村美貴子・本多謙介・Tata N.Rao・藤嶋
昭・益田秀樹

座長 白樫 高史（11 : 00～12 : 00）
2 A 2 13 表面機能化ダイヤモンドの作製とレドックス種に対する電気
化学的応答性の検討（東大院工）○内門隆治・本多謙介・Tata N. Rao・
TRYk DONALD A.・藤嶋 昭・益田秀樹

2 A 2 14 ナノハニカムダイヤモンドー金属修飾電極の電気化学特性
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（東大院工・都立大工）○本多謙介・Tata N. Rao・TRYK DONALD
A.・藤嶋 昭・益田秀樹

2 A 2 15 TiCl 4を用いて改質したメソポーラスシリカ表面の物性（都立
大院工）○牧島健大・武井 孝・藤 正督・渡辺 徹・近沢正敏

2 A 2 16 層状ケイ酸塩カネマイト及びアルミニウム含有カネマイトか
ら調製した層状物質表面の酸点（都立大院工）○鳥谷 淳・武井 孝・
藤 正督・渡辺 徹・近沢正敏

2 A 2 17 分子プローブ法による表面構造の評価―表面水酸基に対する
ジケトン吸着―（都立大院工）住谷妃路恵○武井 孝・藤 正督・渡辺
徹・近沢正敏

2 A 2 18 ホモエピタキシャルダイヤモンド電極の表面改質と電気化学
特性（東大院工・北大理）○近藤剛史・栄長泰明・八木一三・TRYK
Donald A.・藤嶋 昭

3月 29日午後

座長 尾関 寿美男（13 : 00～13 : 40）
2 A 2 25 学術賞受賞講演 表面力測定の展開と分子組織体の相互作用
の研究（東北大反応研）栗原和枝

座長 加藤 貞二（13 : 40～14 : 20）
2 A 2 29 酸素終端ダイヤモンド電極表面の化学修飾（東大院工）○野津
英男・立間 徹・藤嶋 昭

2 A 2 30 ポリイミドフィルムの大気圧プラズマによる表面改質（東芝
生産技術セ）○佐藤 光・向井喜一郎

2 A 2 31 撥水性表面における滑水性についての検討（2）（東大先端研・
東大院工）○三輪将史・中島 章・藤嶋 昭・橋本和仁・渡部俊也

2 A 2 32 ダイヤモンド表面におけるナノ周期構造体の作製（東大院工）
○奥山 優・松下祥子，Ikeda・藤嶋 昭

（表面力とトライポロジー）
座長 宮下 徳治（14 : 20～15 : 20）

2 A 2 33 シクロヘキサン―アルコール 2成分液体中のシリカ表面に形
成されるマクロクラスター（東北大反応研）○水上雅史・栗原和枝

2 A 2 34 表面電荷の異なる固体表面に吸着した両親媒性分子層の表面
力測定（都立大院理）○菅野 勉・藤井政俊・加藤 直

2 A 2 35 部分フッ素化長鎖脂肪酸単分子膜による分子潤滑の研究（宇
都宮大工）○浅沼守人・佐々木元・加藤貞二

2 A 2 36 スピロピラン単分子表面間の光誘起長距離引力（東北大反応
研）○中井康裕・栗原和枝

2 A 2 37 表面力・ずり応力測定装置による液晶薄膜の配向性評価（東
北大反応研）○日下部健一・栗原和枝

2 A 2 38 等色次数干渉縞（FECO）を用いた薄膜の吸光度評価（東北大反
応研）○Haraszti Tamas・日下部健一・栗原和枝

3月 30日午前

（コロイド・分散系）
（吸着）

座長 山崎 達也（09 : 00～10 : 00）
3 A 2 01 高配向性活性化炭素の創製と磁気特性（千葉大院自然科学）○
東恩納靖之・石井千明・鈴木孝臣・金子克美

3 A 2 02 ACFの極性分子に対する吸着特性への窒素アロイ化の効果
（千葉大院・自然科学）○YANG CHEOL－MIN・金子克美

3 A 2 03 ポリイミドフィルムの熱分解を利用した多孔性炭素フィルム
の作成と細孔構造の特性化（豊橋技科大工）○山崎 裕・竹市 力・松
本明彦

3 A 2 04 ポリイミドを炭素前駆体に用いたメソ細孔性シリカ表面の炭
素修飾の試みと特性化（豊橋技科大工）松本明彦○清沢明宏・竹市
力・西宮伸幸・堤 和男

3 A 2 05 カーボン系への超臨界 N2の吸着エンタルピー（千葉大院・自
然科学）○深澤聖岳・鈴木孝臣・金子克美

3 A 2 06 電解質水溶液の蒸気圧に対する共存固相の影響（神戸大工）○
水畑 穣・平井善英・梶並昭彦・出来成人

座長 松本 明彦（10 : 00～11 : 00）
3 A 2 07 CVD法による TiO2表面上への銅イオン担持と銅イオンの状
態解析（岡山大理）矢木一範○丸木雅俊・黒田泰重・森 俊謙・吉川雄
三

3 A 2 08 炭素系ミクロ細孔へのメタン吸着の温度依存性（千葉大院・

自然科学）○宮脇 仁・村田克之・金子克美
3 A 2 09 高真空フロー法によるミクロ細孔性カーボンへの窒素吸着
（千葉大院自然科学）○須永基男・萩原清市・鈴木孝臣・金子克美

3 A 2 10 高圧物理吸着における吸着相―気相界面の決定（千葉大理）村
田克之・金子克美

3 A 2 11 ギブサイト／水界面におけるニッケル収着メカニズムへの表
面積，反応時間，およびクエン酸の影響（デラウェア大）○山口紀子・
Scheinost Andreas, C.・Sparks Donald, L.

3 A 2 12 ミクロポーラスマンガン酸化物への NH3ガス挿入反応（四国
工研）○王 正明・手束聡子・加納博文・大井健太

座長 山口 紀子（11 : 00～11 : 30）
3 A 2 13 X線小角散乱法による細孔内分子クラスター構造解析（信州
大理・千葉大自然科学）○飯山 拓・尾関寿美男・金子克美

3 A 2 14 スピネル型リチウムマンガン酸化物によるリチウムイオン抽
出／挿入反応への磁場効果（信州大理）○河内洋介・尾関寿美男

3 A 2 15 各種合成ヒドロキシアパタイト粒子へのミオグロビンの吸着
（大阪教育大）○神鳥和彦・府藤 綾・安川あけみ・石川達雄

座長 黒田 泰重（11 : 30～12 : 00）
3 A 2 16 依頼講演 マンガン酸化物多孔性結晶―構造，調製，イオン
ふるい作用（四工研）大井健太

3月 30日午後

座長 金子 克美（13 : 00～13 : 30）
3 A 2 25 技術進歩賞受賞講演 原子間力顕微鏡を用いた工業触媒表面
解析技術（三井化学）小野昇子

座長 飯山 拓（13 : 30～14 : 00）
3 A 2 28 LSXゼオライト中のカチオンと窒素および酸素の吸着相互作
用（東北大院工）○田中倫生・斉藤宏秋・山崎達也

3 A 2 29 O2―CO2系の低温磁性（千葉大院・自然科学）○藤堂あや・鈴木
孝臣・金子克美

3 A 2 30 有機銅錯体結晶のミクロ孔解析（千葉大理）○李 �・金子克
美

座長 神島 和彦（14 : 00～14 : 50）
3 A 2 31 不均一構造モデルによる N2吸着シミュレーションを用いた
活性炭の細孔分布（千葉大院自然科学）○大場友則・鈴木孝臣・金子克
美

3 A 2 32 単一細孔内におけるメタノールの凝固・融解挙動（岡山理大
理）○森重國光・川野啓次

3 A 2 33 金属酸化物修飾カーボンの吸着特性と XAFSによるキャラク
タリゼーション（千葉大電子光情報研究セ）○服部義之・鈴木孝臣・金
子克美

3 A 2 34 Study of confined methanol and cyclohexane molecules on carbon
aerogel by SAXS.（千葉大院・自然科学）○EL－MERRAOUI Musta-
pha・金子克美

3 A 2 35 MCM―41における水素結合性アセトニトリルの分子運動（千
葉大院自然科学）○田中秀樹・金子克美

座長 森重 國光（15 : 00～15 : 40）
3 A 2 37 中性子散乱による五酸化バナジウム水和物層間水のダイナミ
クスの研究（岡山理大理・福岡大理）○高原周一・橘高茂治・黒田泰
重・山口敏男・BELLISSENT－FUNEL Marie－Claire

3 A 2 38 ミクロ孔中に制約された擬凝縮体の相挙動異常（千葉大理）○
永田知子・渡邉あゆみ・鈴木孝臣・金子克美

3 A 2 39 カーボンミクロ孔中での SO2規則構造（千葉大院・自然科
学・アリカンテ大）○大久保貴広・Pinero Encarnacion Raymundo・楊
チョルミン・金子克美

3 A 2 40 アミドカルボン酸を用いた酸化鉄コロイドを触媒とする二酸
化炭素とスチレンオキシドの反応（近畿大理工）○川波 肇・本多博
和・吉原正邦
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材料化学

（微粒子）

3月 28日午前

座長 佐藤 次雄（10 : 00～10 : 50）
1 A 3 07 カチオン性イソニトリル化合物の合成とそれを用いた金属ナ
ノボールの調製（九大院工）米澤 徹○今村晋子・藤村康太郎・君塚信
夫・國武豊喜

1 A 3 08 表面を高密度にカチオン化した安定な種々の金属ナノボール
の調製（九大院工）○尾上慎弥・米澤 徹・君塚信夫

1 A 3 09 保護剤による金ナノボールの粒径制御（九大院工）○米澤
徹・安井 圭・君塚信夫

1 A 3 10 Auナノ粒子二次元超格子の粒子間距離制御（北陸先端科技大
材料・中央大理工）○寺西利治・安田英太郎・芳賀正明・三宅幹夫

1 A 3 11 有機金属錯体の特性を利用した白金超微粒子高分散フィルム
の作成（東農工大工・積水化学）○粟津直子・桑原 大・深谷重一・平
野雅文・小宮三四郎

座長 君塚 信夫（10 : 50～11 : 40）
1 A 3 12 in situ分光法を用いた銀超微粒子の高分子薄膜中への分散過
程の検討（神戸大院自・神戸大工）○赤松謙祐・坪井信生・畠中芳典・
水畑 穣・梶並昭彦・出来成人

1 A 3 13 アルカリ土類金属イオン固溶酸化セリウム超微粒子の合成と
紫外線遮蔽特性（東北大・反応化学研・コーセー・日本無水質化学工
業）○佐藤次雄・長谷川恵・殷シュウ・矢部信良・吉田 栄

1 A 3 14 金属含有ポリイミド微粒子の合成とその炭素化（広島大工）○
中土幸矢佳・玉井久司・安田 源

1 A 3 15 湿式法によるフェライト生成反応（13）低温マグネタイト生成
と結晶成長に及ぼす酸素供給速度の影響（富山高専）○田畑勝弘・北山
和弘・榮雄一郎・中島裕子・西林朋美・丁子哲治

1 A 3 16 薄膜成長過程におけるエネルギー再分配過程の計算化学によ
る評価（東北大院工）○高見誠一・吉澤健太郎・谷島健二・鈴木 研・
遠藤 明・久保百司・宮本 明

3月 28日午後

（ガラス・アモルファス物質）
座長 南 努（13 : 00～14 : 00）

1 A 3 25 学術賞受賞講演 フェムト秒レーザー誘起による光機能性ガ
ラスの創成（京大院工）平尾一之

1 A 3 29 多光子過程によるガラス材料の内部改質（京大院工）○荒木竜
平・藤田晃司・平尾一之

1 A 3 30 アルミニウムシリコンオキシナイトライドガラスの合成とそ
の発光特性（東北大工）小松正和・上田恭太・滝沢博胤・遠藤 忠・島
田昌彦

座長 平尾 一之（14 : 00～14 : 40）
1 A 3 31 Ag2O―B2O3―Al2O3系ガラス中の銀の状態（京工繊大工芸）○若
杉 隆・小谷篤志・大田陸夫

1 A 3 32 高リチウムイオン伝導性 Li2S―SiS2―Li4SiO4系ガラスの7Li
NMR（阪府大院工・北大院理・東北大院工）○林 晃敏・辰巳砂昌
弘・南 努・諸田 快・河村純一・中村義男・前川英己

1 A 3 33 AgI―Ag2O―MoO3系ガラスの加熱結晶化による α ―AgIの常温
凍結（阪府大院工）○辰巳砂昌弘・斉藤 平・南 努

1 A 3 34 AgI―Ag2O―MoO3系ガラスの加熱結晶化によって得られた α ―
AgI常温凍結複合体の特性評価（阪府大院工）○斉藤 平・辰巳砂昌
弘・南 努

3月 29日午前

（炭素）
座長 川口 雅之（09 : 00～09 : 50）

2 A 3 01 超微細金属含浸木材を原料とする木炭の構造制御（群馬工業
高等専門学校）○萩原明子・小島 昭

2 A 3 02 種々の導電性高分子―酸化黒鉛複合体の合成と充放電特性（ニ
チリン・姫路工大工）○東家慎二・木村健造・松尾吉晃・杉江他曾宏

2 A 3 03 有機金属含有ピッチから得られた炭素材の特性（広島大工）○

松岡新治・玉井久司・安田 源
2 A 3 04 グラファイトカーボンと複合化したマグネシウム系コンポジ
ットの水素貯蔵特性（山口大工）今村速夫○田畑進也・武居由朗・重冨
典子・酒多喜久・土屋 晉

2 A 3 05 有機液相中の化学反応を利用したダイヤモンド表面の改質
（九州大工）○坪田敏樹・谷口大知・草壁克己・諸岡成治

座長 安田 源（09 : 50～10 : 30）
2 A 3 06 高温・低圧 CVD法による B／C／N系グラファイト様層状化合
物薄膜の合成（大阪電通大）○河野貴典・中本憲史・榎本博行・川口雅
之

2 A 3 07 CVD法による炭素および窒素から成る新規な相の形成（大阪
電通大）○後藤裕之・赤井俊介・野崎浩二・川口雅之

2 A 3 08 グラファイト様層状化合物 BC6Nの酸化還元電位とその電子
状態（大阪電通大）○小林直樹・金山友則・川口雅之

2 A 3 09 プラズマ CVDによる炭素系薄膜の誘電的性質とトライボロ
ジー（近畿大工）○長谷川雄一・大谷允子・井原辰彦

座長 土屋 晉（10 : 30～11 : 10）
2 A 3 10 金属酸化物分散活性炭の調製とその抗菌作用（広島大工）○勝
宣賢・玉井久司・小埜和久・安田 源

2 A 3 11 貴金属含有メソポア活性炭の合成とその触媒活性（広島大工）
○小川淳一・玉井久司・安田 源

2 A 3 12 活性炭クロスのキャラクタリゼーション（神戸大自然・神戸
大理）○谷村敏博・鈴木 隆・木村隆良・枝 和男・曽谷紀之

2 A 3 13 フェノール繊維を用いたアルカリ賦活過程における物性変化
（千葉工大工）○倉金孝輔・尾上 薫・滝口泰之・小林左東司・山口達
明

（高分子）
座長 大野 弘幸（11 : 10～12 : 00）

2 A 3 14 学術賞受賞講演 液晶を用いた新規共役系高分子の合成と機
能制御に関する研究（筑波大）赤木和夫

2 A 3 18 アニリン誘導体の光酸化重合によるポリアニリン／DNAコン
プレックス材料の創製（千葉大工）○島川徹平・植村 聖・小林範久・
中平隆幸

3月 29日午後

座長 陸川 政弘（13 : 00～13 : 40）
2 A 3 25 光酸化還元反応を利用したポリアニリン誘導体のフォトエレ
クトロクロミズム（6）固相系での微細パターン形成とその特性（千葉大
工）○深井修次・KIM Yeji・小林範久

2 A 3 26 依頼講演 光電機能ポリペプチドの配向制御と電荷輸送特性
（千葉大工）小林範久

（無機材料）
座長 谷口 昇（13 : 40～14 : 20）

2 A 3 29 コレステロールをベースとした有機ゲル系におけるテトラエ
トキシシランのゾル―ゲル重合から得たキラルなスパイラルシリカ（科
技団分子転写プロ）○鄭 鍾和・小野善之・新海征治

2 A 3 30 キラルなジアミノシクロヘキサンをベースとしたオルガノゲ
ル化剤を用いるヘリカルシリカの調製：無機化合物へのキラリティの
導入における立体化学的制御（科技団分子転写プロ・信州大繊細）○鄭
鍾和・小野善之・英 謙二・新海征治

2 A 3 31 有機低分子ゲルの鋳型効果により誘起されたシリカのヘリカ
ル構造（科技団・分子転写プロ・九大院工）○小野善之・中嶋和昭・佐
野正人・北條純一・新海征治

2 A 3 32 メチル基を有する二環式オリゴシロキサンの合成と性質（東
理大理工）郡司天博○須山健一・阿部芳首

座長 堂免 一成（14 : 20～15 : 20）
2 A 3 33 アミノ基を側鎖とするチタノシロキサンの合成と性質（東理
大理工）郡司天博○棚橋巧一・阿部芳首

2 A 3 34 シクロペンタジエニル基を側鎖とするポリチタノシロキサン
の合成とその性質（東理大理工）郡司天博○中山寛之・阿部芳首

2 A 3 35 アミノシランのアンモノリシスによるポリシラザンの合成と
そのセラミック前駆体としての性質（東理大理工）○依田孝次・郡司天
博・阿部芳首

2 A 3 37 イソシアナトジシロキサンのアンモノリシスによるポリシロ
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キサザンの合成とその性質（東京理大理工）郡司天博○谷口佳範・阿部
芳首

2 A 3 38 マイクロエマルションを利用したシリカ包接マグネタイト超
微粒子の調製（九大院工）○初田隆俊・長瀬 亮・多湖輝興・岸田昌
浩・若林勝彦

座長 北條 純一（15 : 20～16 : 10）
2 A 3 39 ラングミュア―ブロジェット膜によるメソポーラスシリカの
配向制御（キヤノン中央研・早大理工）○宮田浩克・黒田一幸

2 A 3 40 シリケートイオンによる炭酸カルシウム結晶の自己組織化的
フラクタル成長（慶応大理工）○今井宏明・寺田知弘・平島 碩

2 A 3 41 層状金属酸化物の層剥離と再構築（東工大資源研・CREST.,
JST.）○杉澤真理子・住田 剛・野村淳子・堂免一成

2 A 3 42 層剥離した層状金属酸化物の電気化学特性（東工大資源研・
CREST., JST.・熊本大）○石川明生・原 亨和・野村淳子・松本泰
道・堂免一成

2 A 3 43 微小重力場における凍結乾燥法によるジルコニア／アルミナ
及び／イットリア系の合成と評価（阪大産研）貴島章夫○吉川信一・廣
田 健・山口 修

座長 郡司 天博（16 : 10～17 : 00）
2 A 3 44 Sr0.3La1.7CuO4―y酸化物の Srサイトへの Baまたは Caの置換効
果（中央大理工）清水一郎・金子 淳○大石克嘉

2 A 3 45 ペロブスカイト型酸化物プロトン伝導体の水に対する影響と
その評価法の検討（松下電器デバイスエンジニアリング開発セ）○西村
千春・谷口昇

2 A 3 46 3次元周期境界条件量子分子動力学プログラムの開発とその
無機材料系への応用（東北大院工・広島国際学院大工）○久保百司・黒
川 仁・稲葉祐策・山田有場・高見誠一・宮本 明・今村 詮

2 A 3 47 隣接したアミド基をもつポリ（カルボン酸）配位子と炭酸カル
シウム結晶複合体の合成（阪大院理）○上月秀一・岡村高明・上山憲一

2 A 3 48 白雲母の脱カリウム（静岡大院理工）都筑元敬○生駒修治

3月 30日午前

（薄膜）
座長 渡辺 遵（09 : 00～10 : 00）

3 A 3 01 MBEによる遷移金属窒化物人工格子の合成と化学修飾（広大
工・科技団 CREST）○岡本博志・犬丸 啓・山中昭司

3 A 3 02 レーザー蒸着法による高配向性 TiO2薄膜の作製（原研高崎）○
八巻徹也・住田泰史・山本春也・宮下敦巳・梨山 勇

3 A 3 03 高周波スパッタ法による Al2O3―Y2O3系非晶質膜の作製とその
特性評価（京大院人環）○福田健太郎・花田禎一・田部勢津久・内本喜
晴・八尾 健

3 A 3 04 熱プラズマ CVDLa1―XSrXMnO3―d薄膜のポストアニーリング（佐
賀大理工・佐賀窯技セ）○永野正光・有村雅司・江良正直・一ノ瀬弘
道

3 A 3 05 スプレー熱分解法による酸化スズ薄膜の低温形成（静岡大工）
廣嶋賢悟・奥谷昌之・藤原 武○金子正治

3 A 3 06 スプレー熱分解法による TiO2薄膜の作製と表面形態制御（静
岡大工）○中出耕治・奥谷昌之・金子正治

座長 伊崎 昌伸（10 : 00～11 : 00）
3 A 3 07 糖質と TEOSの反応を用いる SiO2膜形成用溶液の合成と成膜
（工学院大工）佐藤光史○望月千尋・松原知宏・大槻哲也

3 A 3 08 EDTA配位子の分子プレカーサを用いる ZrO2薄膜形成（工学
院大工）佐藤光史○池野俊吾・望月千尋・西出利一・大槻哲也

3 A 3 09 EDTA配位子の分子プレカーサを用いる In2O3薄膜形成（工学
院大工）佐藤光史○高野雅嘉・鷹野一朗・西出利一・大槻哲也

3 A 3 10 ゾル―ゲル法によるホーランダイト型複合酸化物薄膜の作製
と評価（無機材研・東理大連携院）○藤本憲次郎・鈴木 潤・森 利
之・渡辺 遵

3 A 3 11 アルキルトリエトキシシランを撥水剤として用いたポリエチ
レンテレフタレート基板上へのアルミナ透明超撥水膜の作製（阪府大
院工）忠永清治○北室香織・森永潤一・小谷佳範・松田厚範・南 努

3 A 3 12 シアニン色素 J会合体の Si1―xTixO2マトリックス中へのドープ
と電気特性（1）（電総研）○金子俊光・渡辺 崇・山田健郎・浅井圭
介・石榑顕吉・周 豪慎・本間 格

座長 町田 憲一（11 : 00～12 : 00）
3 A 3 13 NTA配位子の分子プレカーサを用いる TiO2薄膜形成（工学院

大工）○渋谷路子・佐藤光史・西出利一・大槻哲也
3 A 3 14 分子プレカーサ法による TiO2薄膜の形成と光触媒機能（帝国
化学産業）○大槻哲也・渋谷路子・佐藤光史・西出利一

3 A 3 15 液相析出法により合成した β ―オキシ水酸化鉄薄膜の微細構
造（神戸大工・神戸大院自）○出来成人・吉田直裕・赤松謙祐・水畑
穣・梶並昭彦

3 A 3 16 液相析出法による酸化ケイ素薄膜中に分散した金超微粒子の
還元（神戸大工・神戸大院自）出来成人○Hnin Yuyuko・赤松謙祐・水
畑 穣・梶並昭彦

3 A 3 17 石英基板上のジオキシム錯体蒸着膜の構造変化とその光学特
性（物質研）○田野隆徳・小笹健仁・牛島洋史・鎌田俊英

3 A 3 18 炭酸カルシウム薄膜の有機マトリクス上への形成―酸性高分
子による結晶構造制御（東大院工）○細田尚也・加藤隆史

3月 30日午後

座長 仙名 保（13 : 00～14 : 00）
3 A 3 25 SiCの表面構造および電子状態の計算化学的検討（東北大院
工）○小野津崇之・草谷友規・稲葉祐策・高見誠一・久保百司・宮本
明

3 A 3 26 イオン交換―還元プロセスによる ZnO薄膜上への銅層の形成
（阪市工研）○村角明彦・山下正通・片山順一・高橋久弥・伊崎昌伸

3 A 3 27 ソフト溶液プロセスによる希土類酸化物膜の作成（阪市工研）
○伊崎昌伸・斉藤 勉・山下正道

（有機材料・複合材料）
3 A 3 28 依頼講演 侵入型希土類―鉄系金属窒化物の合成と材料機能
（阪大院工）町田謙一

座長 湯浅 真（14 : 00～14 : 50）
3 A 3 31 アパタイト―PMMA複合傾斜材料の材料力学的特性（東医歯
大・生材研）○松倉健志・大柿真毅・澤口孝志・矢野彰一郎・山下仁
大

3 A 3 32 テトラフェニル，オクタエチルおよびテトラアザポルフィリ
ン金属錯体の溶液および膜状態での主吸収ピークの位置について（弘
前大院教育・東北大院理）佐藤香織・長南幸安・小林長夫

3 A 3 33 長鎖アルコキシ基，クラウンエーテル，ビナフチル基を持つ
ピロール及びポルフィリンの合成（愛媛大理）村嶋貴之○伊藤あづさ・
宇野英満・小野 昇

3 A 3 34 末端に官能基を有するビフェニル誘導体の合成とその液晶挙
動（東工大資源研）○金山直樹・堤 治・金澤昭彦・塩野 毅・池田富
樹・北野博巳

3 A 3 35 フッ素系液晶／リチウム塩複合体のフッ素／リチウム相互作用
によるスメクチック相安定化（東大院工）○蟹江澄志・大竹俊裕・加藤
隆史

座長 池田 富樹（15 : 00～16 : 00）
3 A 3 37 希土類錯体分散 ORMOSIL複合体のホールバーニング特性
（阪大院工）○植田大介・町田憲一・兼松泰男・栗田 厚・木下修一・
足立吟也

3 A 3 38 希土類高分子錯体の作製と蛍光特性（阪大院工）○李 慧恵・
町田憲一・佐藤 靖・西田善行・足立吟也

3 A 3 39 希土類錯体分散 ORMOCER複合体薄膜の作製と光学的性質
（阪大院工）○町田憲一・CHE COB Norhayati・植田大介・李 慧恵・
足立吟也

3 A 3 40 第四級アンモニウムイオンを用いた新規有機―無機自己組織
性化合物（2）テトラメチルアンモニウム系の合成と構造解析（上智大理
工・CREST）○狩野 聡・手島健次郎・陸川政弘・讃井浩平

3 A 3 41 低次元有機・無機自己組織性化合物の合成と構造解析（2）―ビ
ピリジニウム塩系の構造解析と光学特性―（上智大理工）川原光泰・手
島健次郎・陸川政弘・讃井浩平

3 A 3 42 脂質構造を有する種々のアルコキシシランを用いた有機―無
機ハイブリッドベシクル”Cerasome”の調製と特性評価（奈良先端大院
物質）○片桐清文・有賀克彦・菊池純一

座長 有賀 克彦（16 : 00～16 : 50）
3 A 3 43 環状アミンを用いた有機・無機ペロブスカイト型化合物の創
製（東大院工・上智大理工・戦略基礎（科技団））○田渕裕子・浅井圭
介・陸川政弘・讃井浩平・石榑顕吉

3 A 3 44 TEOS誘導シリカ―フェニトイン複合体の熟成時間による溶解
性制御（慶大理工）○高須雄一・磯部徹彦・仙名 保
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3 A 3 45 アモルファス分子材料―新規正孔輸送性発光材料の開発（阪大
院工）○小原貴宏・野田哲也・城田靖彦

3 A 3 46 アゾベンゼン部位を持つ層状ポリケイ酸塩のフォトクロミズ
ム（名大院工）○米田奈央・松見大介・志知哲也・高木克彦

3 A 3 47 ポリアニリン薄膜表面に固定された銅のレドックス挙動（阪
府大総合科）古田 旭○佐藤正明・上原巳芳・中谷純一

3月 31日午前

（製造法・物性）
座長 本間 格（09 : 30～10 : 40）

4 A 3 04 ゾル・ゲル法によるポリジルコノキサンゾルの合成と単離及
び性質（東理大理工）○本郷勝弘・郡司天博・阿部芳首

4 A 3 05 ゾル・ゲル法によるポリジルコノシロキサンの合成と単離及
び性質（東理大理工）○郡司天博・大澤勝司・本郷勝弘・阿部芳首

4 A 3 06 ゾル―ゲル法マクロ多孔性シリカ中におけるゼオライト微結
晶の析出（京大院工）○中西和樹・四方寛子・平尾一之

4 A 3 07 ゾル―ゲル法によるポリメチル―ベンジルシルセスキオキサン
微粒子の調製と特性評価（阪府大院工）松田厚範○田中俊章・佐々木輝
幸・辰巳砂昌弘・南 努

4 A 3 08 超音波によるシリカ担持 Au／Pd触媒の調製とキャラクタリゼ
ーション（長崎大工）○村上正俊・興津健二・田邉秀二・松本泰重

4 A 3 09 カチオン性有機ゲル化剤をテンプレートに用いた酸化チタン
チューブの調製（信州大繊維）○浜崎暢央・小林 聡・英 謙二・木村
睦・新海征治・白井汪芳

4 A 3 10 ジルコニウムキレートと HEMAからの有機―無機ハイブリッ
ドの合成と性質（東理大理工）○松井剛志・郡司天博・阿部芳首

座長 阿部 芳首（10 : 40～11 : 50）
4 A 3 11 メタノール溶液からの硫酸イオンを含むジルコニアの合成と
その機能（宇部興産高分子研）○角田剛久・叶木朝則・後口 隆・八尾
滋

4 A 3 12 スピンコーティング法によるメソポーラスシリカ薄膜の作製
と誘電特性（物質研・電総研）○遠藤 明・松本慎一郎・中岩 勝・中
根 堯・周 豪慎・本間 格

4 A 3 13 単分子膜マイクロパターン上へのメゾポーラスシリカ膜の選
択成長（名古屋大院工）杉村博之・穂積 篤・平工勝政・高井 治

4 A 3 14 ブロックコポリマーをテンプレートとしたメソポーラスシリ
カ薄膜の構造制御（I）（東大院工・電総研）○山田健郎・浅井圭介・石
榑顕吉・周 豪慎・本間 格

4 A 3 15 トリプロックコポリマーを用いて自己組織化した TiO2メソポ
ーラス薄膜の合成と構造（I）（東大工・電総研）○ユンヒスク・宮沢薫
一・桑原 誠・山田健郎・周 豪慎・本間 格

4 A 3 16 高硬度無機透明超撥水膜の作製と評価（東大先端研・東京電
気大工）○中島 章・阿部公揮・橋本和仁・渡部俊也

4 A 3 17 光制御デバイス応用に向けた高分子固体中における機能性有
機分子ナノドット作製法の開発（原研先端・東北大理）○後藤真宏・福
村裕史・ホブレージョナサン・岸本 牧

材料の機能

3月 28日午前

座長 町田 憲一（10 : 00～11 : 00）
1 A 4 07 Density―Functional―Theory Calculations of the Superconductor :

Strontium Ruthenate（東北大院工）○Shrivastava Keshav・Belosldov Ro-
dion・Zhanpeisov Nurbosyn・高見誠一・久保百司・宮本 明

1 A 4 08 Pd―I―Bi 2212系新規超伝導相の合成（宮崎大工）○木島 剛・
小形 ・原 雄介・矢田光徳・町田正人

1 A 4 09 長鎖オリゴチオフェンの酸化種の性質（広島大工・九大有基
研）○中西秀高・角 直人・瀧宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫・駒口健
治・塩谷 優

1 A 4 10 アモルファス分子材料―アゾベンゼン誘導体のガラス状態に
おける電荷輸送（阪大院工）○田中清晶・奥本健二・氏家俊紀・景山

弘・城田靖彦
1 A 4 11 アゾ基を有するキノン誘導体の構造と物性（富士電機総研）○
関根伸行・黒田昌美

1 A 4 12 アモルファス分子材料―trans―および cis―スチルベン誘導体の
分子性ガラスにおける電荷輸送（阪大院工）○景山 弘・和薬健二郎・
城田靖彦

座長 町田 正人（11 : 00～11 : 40）
1 A 4 13 アモルファス分子材料―チエニル基を骨格に有する新規 π 電
子系分子のガラス状態における電荷輸送（阪大院工）○大石仁志・奥本
健二・景山 弘・城田靖彦

1 A 4 14 アモルファス分子材料―新規 π 共役系分子のヨウ素ドーピン
グ（兵庫県工技セ・阪大院工）○石原マリ・野田哲也・景山 弘・中野
英之・城田靖彦

1 A 4 15 有機金属化合物を前駆体とする希土類金属間化合物微粉末表
面への金属化学メッキと磁気特性（阪大院工）○野口健児・西村真史・
濱口 優・町田憲一・足立吟也

1 A 4 16 室温でも多重項を示すポリ（4―ジアニシルアミ二ウム―1,2―フ
ェニレンビニレン）の合成（早大理工）○村田英則・高橋正洋

3月 28日午後

座長 松田 宏雄（13 : 00～14 : 00）
1 A 4 25 学術賞受賞講演 高次機能調和材料の創成（阪大産研）川合知
二

1 A 4 29 回折格子形成過程における高分子液晶薄膜の表面形状変化
（東工大資源研）○米山賢史・山本貴広・堤 治・金澤昭彦・塩野
毅・池田富樹

1 A 4 30 非線形光学特性を有するトリインドール誘導体の合成（理
研・科技団戦略基礎・千歳科技大）○大久保貴志・保刈宏文・丸山純
夫・篌 泰用・礒島隆史・和田達夫・雀部博之

座長 塩野 毅（14 : 00～15 : 00）
1 A 4 31 多機能性フォトニクス材料：カルバゾールトリマーをユニッ
トとする環状化合物の合成と性質（理研・戦略基礎・JST）○郡司
敦・今瀬禎宏・和田達夫・雀部博之

1 A 4 32 ピリジニウム環にシアノ基を導入したスチルバゾリウム誘導
体の合成（東北大反応研）○梅澤洋史・辻 京子・岡田修司・及川英
俊・松田宏雄・中西八郎

1 A 4 33 含窒素ヘテロ環を電子受容部に持つチオフェン架橋プッシ
ュ―プル型色素分子の合成と二次非線形光学特性（北大院理・千歳科技
大・TAO千歳フォトニクスリサーチセンター）今井敏郎○櫻井正樹・
辻 孝・丸尾成司・張 公倹・堀之内英・吉田淳一

1 A 4 34 光応答性フォトニックバンドギャップ結晶の製作と評価（神
奈川科学技術アカデミー）○顧 忠沢・孟 慶波・速水真也・伊藤尚
子・山田康洋・彌田智一・藤嶋 昭・佐藤 治

1 A 4 35 単分散酸化チタン粒子の合成とその光学特性の評価（神奈川
科学技術アカデミー）○伊藤尚子・顧 忠沢・速水真也・孟 慶波・
山田康洋・藤嶋 昭・佐藤 治

1 A 4 36 4―（2―チエニル）ピリジン骨格を有するトリフェニルメタン系
色素の合成と蛍光特性（同志社大工）中島理一郎○栗田真理子・西野麻
依子・塚越一彦

3月 29日午前

座長 井上 英夫（09 : 40～11 : 00）
2 A 4 05 TG・DTAによるモンモリロナイトの脱水挙動の検討（北海道
工大）○岸 政美

2 A 4 06 木炭を原料とする消臭性炭素材料の調製（群馬大工）○王 桂
秋・細井克比古・大谷朝男・茂木芳春・唐沢健司

2 A 4 07 講演中止
2 A 4 08 ポリプロピレン繊維から誘導されたホウ酸イオン選択吸着剤
（熊本大工・原研高崎）○首藤健富・内村美紀子・青木昭二・城 昭
典・須郷高信・片貝秋雄

2 A 4 09 高速で金属イオンを吸着するリン酸型繊維（熊本大工・原研
高崎）○青木昭二・斉藤憲一・山部和則・城 昭典・須郷高信・片貝
秋雄

2 A 4 10 新規な無機フッ素イオン交換体（4）Ti（OH）4におけるイオン交
換特性（大分大工）○首藤康宏・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

2 A 4 11 光学分割剤マンデル酸によるアミノ酸の分子認識（1）（東海大
開発工）○藤井功・森島康晃・平山令明

2 A 4 12 脂肪族側鎖を有するアミノ酸の光学分割剤 BNPPAによる分
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子認識（東海大開発工）森島康晃・藤井 功○平山令明

座長 生駒 修治（11 : 00～12 : 00）
2 A 4 13 依頼講演 膜電位発振現象を示すポリペプチド膜（物質研）箕
浦憲彦

2 A 4 16 アルギン酸カルシウムゲルを用いた細胞の積層化（工技院・
融合研）○原正之・山木綾子・三宅 淳

2 A 4 17 MC 3 T 3―E 1細胞を用いたキチン／ハイドロキシアパタイト
複合体の生体外評価（名工研・愛学大歯）○西澤かおり・横川善之・永
田夫久江・穂積 篤・亀山哲也・河合達志

2 A 4 18 リン脂質類似モノマーを表面グラフト重合させたセグメント
化ポリウレタンの合成とその性質（阪市大工）○是松 新・武本佳昭・
仲矢忠雄・井上英夫

3月 29日午後

座長 山口 忠承（13 : 00～14 : 00）
2 A 4 25 依頼講演 光機能性デンドリマーの分子設計（東大院工）江
東林

2 A 4 28 モリブデンポルフィリン錯体を吸着した酸化チタン電極の光
電変換特性（九工研）○馬 廷麗・野間弘昭・井上耕三・安部英一・山
田 淳・秋山 毅

2 A 4 29 異種元素を固溶させた ZnO系酸化物材料の熱電特性（九大総
理工）○岡崎尚徳・大瀧倫卓・江口浩一

2 A 4 30 ジチエニルエテンの光劣化機構（九大院工・CREST）○東口顕
士・松田建児・入江正浩

座長 大瀧 倫卓（14 : 00～14 : 50）
2 A 4 31 不斉なジアリールエテン添加剤による液晶相の相変化（阪府
大工・九大院工・CREST）○稲川嵩登志・山口忠承・中澄博行・入江
正浩

2 A 4 32 フォトクロミック部位を有するコレステリック液晶ネットワ
ークの調製と光応答挙動（東工大資源研）○奥野裕子・堤 治・金澤昭
彦・塩野 毅・池田富樹

2 A 4 33 ピラゾール誘導体の結晶フォトクロミズム（横浜国大工）○若
松祐子・岡田 至・桂田 学・斉藤保代・安達昌文・横山弥生・小佐
野康子・佐々木千津子・横山 泰

2 A 4 34 イソプロピル基をもつジアリールエテンのフォトクロミック
反応（龍谷大理工・三菱化学・九州大院工・CREST）○内田欣吾・米
沢 務・中村振一郎・小畠誠也・入江正浩

2 A 4 35 コレステロールユニットをもつジアリールエテンの液晶中で
のフォトクロミック反応（龍谷大理工・大工研・ハンブルク大・九州
大院工）内田欣吾・川居裕司○増田 豪・清水 洋・VILL Volkmer・
入江正浩

座長 中野 英之（15 : 00～16 : 00）
2 A 4 37 蛍光性トリフェニルイミダゾール基含有ジアリールエテンの
合成（九大院工・CREST（JST））○宋 彩鳳・入江正浩

2 A 4 38 蛍光性ビスフェニルエチニルアントラセン基含有ジチエニル
エテンの合成（九大院工）○佐々木貴俊・河合 壯・入江正浩

2 A 4 39 チオインジゴオリゴマーのフォトクロミズムと蛍光特性（九
大院工）○深港 豪・河合 壯・入江正浩

2 A 4 40 クラウン化スピロベンゾピランのフォトクロミズム溶媒依存
性（大工研・和歌山大システム工）○田中睦生・鎌田賢司・木村恵一

2 A 4 41 ベンゾ［3.3.0］オクタトリエノン誘導体の結晶相フォトクロミ
ズム（愛媛大工・岡山理大理）○田中耕一・永広亮二・渡辺友幸・戸田
芙三夫

2 A 4 42 フォトクロミック色素による多孔質シリカガラスの表面修飾
とガス透過性に対する光応答性（阪府大工・大工研）○中澄博行・南奈
栄美・山口承忠・神 哲郎・Ali Aliyarhydr・矢澤哲夫

座長 田中 耕一（16 : 00～17 : 00）
2 A 4 43 フォトクロミックアモルファス分子材料：新規アゾベンゼン
誘導体の溶液中における cis―trans熱異性化反応の温度依存性（阪大院
工）○長浜大輔・氏家俊紀・森脇和之・吉川 覚・中野英之・城田靖
彦

2 A 4 44 フォトクロミックアモルファス分子材料：新規アゾベンゼン
誘導体のアモルファス薄膜中における cis―trans熱異性化反応の温度
依存性（阪大院工）○中野英之・森脇和之・吉川 覚・氏家俊紀・長浜
大輔・城田靖彦

2 A 4 45 ジアリールエテン単結晶のフォトクロミズム―量子収率の決
定（九大院工・CREST）○武藤佳史・小畠誠也・入江正浩

2 A 4 46 光学活性ジアリールエテンの結晶フォトクロミズムによるジ
アステレオ選択性（九大院工・CREST）○小谷哲浩・松田建児・入江
正浩

2 A 4 47 1,2―ビス（2―エチル―5―フェニル―3―チエニル）ペルフルオロシ
クロペンテン単結晶のフォトクロミズム（九大院工・CREST）○柴田
勝則・小畠誠也・入江正浩

2 A 4 48 有機ラジカルを有するジチエニルエテンのフォトクロミズム
（九大院工・CREST）○松田建児・福田哲久・入江正浩

3月 30日午前

座長 坂本 英文（10 : 00～11 : 00）
3 A 4 07 アリール位にクリソチオフェン環を持つジアリールエテンの
合成（阪府大工・九大院工・CREST）柏山英樹○山口忠承・中澄博
行・山田太郎・入江正浩

3 A 4 08 キラルなキシレンジオール誘導体を縮合させたインドリルフ
ルギドのジアステレオ選択的フォトクロミズム（横浜国大工）○奥山智
幸・横山弥生・横山 泰・古谷早苗・浅見真年

3 A 4 09 ウシ血清アルブミン中におけるインドリルフルギミドのエナ
ンチオ選択的フォトクロミズム（横浜国大工）○匂坂俊也・横山 泰

3 A 4 10 （R）―ビナフトール縮合ベンゾフリルフルギドをチューニング
ドーパントとした混合コレステリック液晶によるカラー表示（横浜国
大工）○黒崎義久・匂坂俊也・横山 泰

3 A 4 11 ジアリールエテン 4量体のフォトクロミズム（九大院工・
CREST）○海江田晃彰・入江正浩

3 A 4 12 レドックス活性部位を持つフォトクロミックフリルフルギド
の合成と反応（横浜国大工）○薊 央・雑賀哲行・SUSAN MD. ABU
BIN HASAN・渡邊正義・横山 泰

座長 横山 泰（11 : 00～12 : 00）
3 A 4 13 スチリル基含有アモルファスジアリールエテンの合成（九大
院工）○金 明淑・河合 壯・入江正浩

3 A 4 14 フェニル基被覆メゾ多孔体中でのジアリールエテンの光異性
化（北大触媒セ）中島 望・入江正浩○岩本正和

3 A 4 15 逆さチオフェン環をもつジアリールエテンのフェムト秒励起
状態ダイナミクス（関西学院大理）○平山博通・竹林博満・玉井尚登・
内田欣吾・入江正浩

3 A 4 16 ジアリールエテンのアモルファス化における分子構造の影響
（福岡工技セ）○泊 有佐・藤田祐史・阪本尚孝・入江正浩

3 A 4 17 クラウン化クリスタルバイオレット誘導体の金属イオン錯形
成（奈良高専・和歌山大システム工）○宇田亮子・明石哲大・大植正
敏・木村恵一

3 A 4 18 クラウン化スピロベンゾピランのミセル界面における金属イ
オン錯形成（和歌山大システム工・大工研）○坂本英文・田中睦夫・木
村恵一

3月 30日午後

座長 和田 達夫（13 : 00～14 : 00）
3 A 4 25 技術進歩賞受賞講演 写真用近赤外 J―バンド増感色素の構造
設計に関する研究（富士フイルム）加藤隆志

3 A 4 28 ジアリールエテン架橋ポルフィリン二量体の光異性化による
エネルギー移動制御（京大院理・九大院工・CREST）大須賀篤弘○藤
兼大輔・新森英之・入江正浩

3 A 4 29 ジフェニルアミノ置換ジアリールエテンのアモルファスフォ
トクロミズム（京セラ中研・九大院工）○福留正人・神山一司・河合
壯・入江正浩

3 A 4 30 放射線感受性ジアリールエテン（3）高分子媒体効果（阪府大先
端研・九大院工・CREST（JST））○入江せつ子・入江正浩

座長 藤松 仁（14 : 00～14 : 50）
3 A 4 31 ネマチック液晶の配向変化に及ぼすアゾベンゼン誘導体の E／

Zコンフォメーションの影響（東工大・資源研）○RUSLIM Christian・
KOMITOV Lachezar・松澤洋子・市村國宏

3 A 4 32 アゾベンゼン単分子膜上での光による液滴の移動（東工大・
資源研）○呉 尚根・中川 勝・市村國宏

3 A 4 33 塩基増殖反応とその応用 5．フェニルスルホニルエチルカル
バメート誘導体の塩基増殖反応に及ぼす置換基効果（東工大・資源研）
○宮本真奈・有光晃二・市村國宏

3 A 4 34 感光性ジアゾ化合物の熱および光分解反応に対するポリエチ
レングリコ―ル 300の添加効果（千葉大工）○原田紀枝子・串田正人・
杉田和之

お 知 ら せ

化学と工業 第 53巻 第 3号（2000） 341



B 1 会場
13号館1341番教室

3 A 4 35 光応答性架橋性高分子・液晶複合系の光学特性の加熱による
変化（東工大・資源研）○吉本尚起・森野慎也・海保 晶・市村國宏

座長 河合 壯（15 : 00～16 : 20）
3 A 4 37 N―アルキルピリジニオメチルエステル類の光電子移動分解反
応とその応用（富士写真フイルム）○藤牧一広・曽呂利忠広

3 A 4 38 環状オリゴマーの発光特性（理研・埼玉大院理工・千歳科技
大）○丸山純夫・和田達夫・雀部博之

3 A 4 39 背面照射方式を用いた半導体性ボロンドープダイヤモンドの
光電気化学（宇都宮大院工）○京免 徹・吉原佐知雄・白樫高史

3 A 4 40 デンドリマーで被覆した分子ワイヤの光機能（東大・院工）○
江 東林・佐藤崇郁・相田卓三

3 A 4 41 水溶性デンドリマーで被覆した分子ワイヤの設計と機能（東
大・院工）○本多加代子・江 東林・相田卓三

3 A 4 42 Eu3＋ドープガラスの光化学反応による室温スペクトルホール
バーニング（京大院工）○藤田晃司・西 正之・田中勝久・平尾一之

3 A 4 43 メタロポルフィリン／遷移金属含有 LDH層間化合物のホス
ト―ゲスト間光電子移動反応（名大院工）○志知哲也・平井 周・高木
克彦

3 A 4 44 有機・無機複合薄膜におけるポリルテニウム錯体とポリビオ
ロゲンの光誘起電子移動（信州大繊維）○宇佐美久尚・荻原陽子・藤松
仁・飯島孝志

材料の応用

3月 28日午後

座長 中山 雅晴（13 : 00～14 : 00）
1 B 1 25 LaGaO3系酸化物を用いる炭化水素センサ（大分大工）○高木
俊昭・石原達己・西口宏泰・滝田祐作

1 B 1 26 3価イオンを伝導するタングステン酸スカンジウムを用いた
炭酸ガスセンサ（阪大院工）○今中信人・上川将行・田村真治・足立吟
也

1 B 1 27 アセトアルデヒド検知のための酸化スズ厚膜型センサ（工学
院大）○久保島義則・伊藤智教・五十嵐哲

1 B 1 28 ウエアラブル酸素センサの開発（東海大工・東大先端研・筑
波大工）○室富大介・平塚淳典・佐々木聰・矢野和義・池袋一典・三
林浩二・鈴木博章・中西祥八郎・軽部征夫

1 B 1 29 透明酸素センサに関する研究（東海大工・東大先端研）○遠藤
達郎・谷本智志・室富大介・平塚淳典・佐々木聰・三林浩二・軽部征
夫

1 B 1 30 半導体微細加工技術を利用したニードル型バイオセンサ（東
海大工・東大先端研・筑波大工・高知工科大工）○小嶋謙一・平塚淳
典・六車仁志・三林浩二・鈴木博章・佐々木聰・軽部征夫

座長 石原 達己（14 : 00～14 : 40）
1 B 1 31 プラズマ重合―酵素固定化法を用いたフレキシブルグルコー
スセンサ（東海大工・東大先端研）○谷本智志・室富大介・平塚淳典・
佐々木聰・矢野和義・池袋一典・三林浩二・軽部征夫

1 B 1 32 高分子複合膜を用いる室温作動型炭酸ガスセンサ（山口大工）
○椎木 弘・大穂隆博・外崎 剛・中山雅晴・小倉興太郎

1 B 1 33 機能性色素を用いた高感度ガンマ線検出システムに関する基
礎研究（埼玉大工）○渡邉史裕・時田澄男・杉崎一彦

1 B 1 34 金属ポルフィリンの発光強度変化を利用した光学的酸素濃度
測定法：金属ポルフィリンの中心金属の効果（航技研空力特性・東工
大生命理工）○天尾 豊・浅井圭介・大倉一郎

座長 佐々木 聡（14 : 40～15 : 10）
1 B 1 35 金白金多孔性電極の作製と特性（II）（リハビリ研・東洋大工）
○染谷真行・外山 滋・宇佐美論・掘越弘毅・碇山義人

1 B 1 36 金薄膜表面における自己集積膜の最適化と SPRセンサの高感
度化（リハビリ研・東洋大工）○森原智和・大出 明・外山 滋・宇佐
美論・堀越弘毅・碇山義人

1 B 1 37 シングルモード光ファイバーを用いたマクロメートルサイズ
表面プラズモン共鳴センサーデバイスの開発（慶応義塾大理工）○栗原

一嘉・岩重英恵・岩崎 弦・飛田達也・丹羽 修・鈴木孝治

3月 29日午前

座長 中野 英之（09 : 00～10 : 00）
2 B 1 01 新規アントラキノン類二色性色素の分子構造と物性（東芝研
究開発セ表示材料・デバイスラボ）○岩永寛規・内藤勝之

2 B 1 02 講演中止
2 B 1 03 2,6―ジオキサシクロヘキサノンを分子末端に持つ液晶化合物
の合成と物性（山口大工）○岡本浩明・岡本 強・竹中俊介

2 B 1 04 二つのエステル基を含む三環性液晶の長鎖アルキル基がスメ
クチック相の分子配列に及ぼす効果（山口大工）○田坂武康・岡本浩
明・PETROV V. F.・竹中俊介

2 B 1 05 高速電場応答性液晶ゲル：アミノ酸誘導体を用いた液晶の物
理的ゲル化（東大院工・信州大繊維）○溝下倫大・加藤隆史・英 謙二

2 B 1 06 1―（4―プロピルシクロヘキシル）―2―（p―置換フェニル）―1,2―ジ
フルオロエチレン構造をもつキラル液晶添加剤の合成と性質（横浜国
大工・セイミケミカル）井上誠一○青木 寛・山口敏司・本田 清・
横小路修

座長 内藤 勝之（10 : 00～11 : 00）
2 B 1 07 液晶形成能を有する新規オリゴチオフェンの創出（阪大院工）
○劉 平・中野英之・城田靖彦

2 B 1 08 側鎖にオリゴチオフェンを有する新規メタクリレート高分子
の合成と高分子ゲル電解質を用いたエレクトロクロミック素子への応
用（阪大院工）○大背戸豊・今栄一郎・城田靖彦

2 B 1 09 アゾピリジニウム誘導体のエレクトロクロミズム（静岡大工）
○井上拓也・衣川千佳・永田照三・山田恵敏

2 B 1 10 分子末端に種々の置換基を有するアゾベンゼン誘導体の合成
と特性評価（2）（静岡大工）○永田照三・平井高広・小原かおり・山田
恵敏

2 B 1 11 機能性色素を用いた高感度カラー放射線量計の開発（阪府大
工・阪府先端研・原子燃料工・日本原電）中澄博行・○島吉孝・山口
承忠・林 壽郎・古田雅一・坂井 毅・門谷光人

2 B 1 12 青色蛍光体の相対輝度に及ぼすバインダー樹脂の影響（三菱
電機先端技術研）○小林利夫・橋本典綱・信時英治・長江 偉

座長 竹中 俊介（11 : 00～12 : 00）
2 B 1 13 （3―メチル―5―フェニルチオフェン―2―イル）基を有するジアリ
ールペルフルオロシクロペンテン（ミノルタ・九大院工）○小島誠司・
坂田忠文・小椋和幸・入江正浩

2 B 1 14 ラビングによる配向制御とリライトできるチアジン薄膜（学
習院大理）○小林浩之・高橋睦子・小谷正博

2 B 1 15 耐熱性に優れたネガ型ロイコ系リライタブル記録媒体（東芝
研究開発セ）○内藤勝之・高山 暁

2 B 1 16 依頼講演 リライタブル記録材料（リコー）堀田吉彦

3月 29日午後

座長 直井 勝彦（13 : 00～14 : 00）
2 B 1 25 フッ素系ガスのプラズマとニ酸化ケイ素との反応性（その 1）
含フッ素オレフィン及び含フッ素エーテルの検討（RITE・物質研）○
深江功也・三井有規・冨澤銀次郎・和仁悦夫・森村太郎・鈴木貞之・
原岡 務・芝田耕治・砂田 剛・小佐野善秀・田村正則・関屋 章・
高市 侃・別府達郎

2 B 1 26 アモルファス分子材料―新規電子線用分子性レジストの開発
（阪大院工）○門田敏明・景山 弘・城田靖彦

2 B 1 27 複素環式アゾベンゼンを側鎖に有するMMA共重合体の合成
と光学特性評価（静岡大工）○美濃島浩晃・高橋 信・永田照三・山田
惠敏・鈴木慶樹・江上 力

2 B 1 28 ポリシランの紫外光分解に伴う屈折率変化を利用した位相差
マスクの開発（阪大院工）佐藤哲夫○長山智男・横山正明

2 B 1 29 CdTe薄膜の作製とその光学特性（立命館大）○谷脇政宏・松
岡政夫・玉置 純・山本善史

2 B 1 30 高速化量子分子動力学法による Pd水素吸蔵過程の検討（東北
大院工・広島国際学院大工）○黒川 仁・山田有場・高見誠一・久保
百司・宮本 明・今村 詮

座長 玉置 純（14 : 00～14 : 50）
2 B 1 31 酸化タンタル／ポリエチレンジオキシチオフェンの電解同時
生成（東農工大工）○島田晶弘・直井勝彦

2 B 1 32 イミド酸を用いた新規可溶性ポリアニリンの合成（東農工大
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工）○町田健治・末松俊造・直井勝彦
2 B 1 33 キノン系導電性高分子の電極反応とスーパーキャパシタへの
応用（II）（東農工大工）○末松俊造・真子 有・直井勝彦

2 B 1 34 銅イオンの光による膜分離（神奈川工科大工）○斎藤 貴
2 B 1 35 エキシマレーザーを用いた布帛中の微量色素の分解（物質
研・山東鐵工所）○大内秋比古・桜木雅子・田村禎男・石徹白博司

座長 斎藤 貴（14 : 50～15 : 20）
2 B 1 36 依頼講演 プラズマプロセスによる高分子の表面改質（静岡
大工）田坂 茂

3月 30日午前

座長 逢坂 哲彌（11 : 30～12 : 00）
3 B 1 16 進歩賞受賞講演 In situマイクロコンダクトメトリー法の開
発と電子・イオン機能性材料への展開（東北大院工）西澤松彦

3月 30日午後

座長 松崎 章好（13 : 00～14 : 00）
3 B 1 25 層状リチウムニッケル酸化物の構造，充放電挙動と磁性（神
戸大理・京大化研・筑波大物質工）平野 敦○菅野了次・河本洋二・
川崎修嗣・高野幹夫・神山 崇

3 B 1 26 リチウム二次電池用正極材のリチウムイオン拡散と電子状態
変化：高速化量子分子動力学法による検討（東北大院工・広島国際学
院大工）鈴木研・森戸英明・小野津崇之・高見誠一・久保百司・宮本
明・今村詮

3 B 1 27 スピネル型酸化物 LiRhMnO4のリチウム脱挿入特性（東大生
研）○田中優実・日比野光宏・工藤徹一

3 B 1 28 12モリブドリン酸におけるリチウムイオン 2次電池正極特性
（大分大工）○鮒子田佳代・西口宏泰・石原達己・芳尾雅幸・滝田祐作

3 B 1 29 リチウムイオン二次電池用正極材料 Fe2（SO4）3のサイクル特
性改善（新潟大院自然科学研究科）○大川浩一・上松和義・戸田健司・
佐藤峰夫

3 B 1 30 V2O5と FeOOHのメカニカルミリング処理により得られる非
晶質材料のリチウム二次電池正極特性（阪府大院工）○森本英行・池田
大輔・辰巳砂昌弘・南 努

座長 戸田 健司（14 : 00～15 : 00）
3 B 1 31 エキシマーレーザーアブレーション法により作製したポリペ
リナフタレン系有機半導体薄膜のリチウムイオン電池負極材料への応
用（2）（三重大工・鐘紡・京大院工）○西尾 悟・栗木重徳・谷本浩
治・松崎章好・佐藤博保・安東信雄・羽藤之規・田中一義

3 B 1 32 ポリメチルメタクリレートおよびその共重合体のリチウム二
次電池用電解質としての応用（東農工大工）○藤本有紀・波戸崎修・小
山 昇

3 B 1 33 種々の高分子マトリクスを用いたゲル電解質と Liメタル負
極との界面安定性（早大理工・各務材料研）○吉澤敦仁・太田洋邦・門
間聰之・逢坂哲彌

3 B 1 34 酸化物系高リチウムイオン伝導性固体電解質を用いた全固体
リチウムイオン二次電池の作製とその評価（新潟大工）○太田直史・大
川浩一・鈴木隆人・戸田健司・上松和義・佐藤峰夫

3 B 1 35 イミド系電解質系によるリチウム金属負極の高効率化（東農
工大工）井上政広・山内克郎・梅原将一○直井勝彦

3 B 1 36 トリアゾール系添加物によるリチウム金属負極の高効率化
（東農工大工）○梅原将一・井上政広・阿部智津子・長谷川順・直井勝
彦

座長 和田 雄二（15 : 10～16 : 10）
3 B 1 38 新規複核亜鉛錯体の合成と発光特性（北陸先端大材料）○西井
克己・枡田 剛・落合堅治・安 正宣・三谷洋興

3 B 1 39 ポリシラン／ポリスチレン複合膜をホール注入層として利用
した EL素子（阪大院工）○浅岡紀子・長山智男・横山正明

3 B 1 40 高効率有機 EL用青色発光材料の開発（凸版印刷総研・和歌山
大システム工）○樋口章二・榊 祐一・田中和彦

3 B 1 41 ジフェニルアミノ基を持つオルトテトラフェニレンの合成と
有機 ELへの応用（名大院工）井上新一朗○嶋田 康・木村 真・沢木
泰彦

3 B 1 42 アモルファス分子材料―新規電子輸送性アモルファス分子材
料の創製と EL特性（阪大院工）○木下 基・野田哲也・城田靖彦

3 B 1 43 アモルファス分子材料：高いガラス転移温度を有する新規ア
モルファス分子材料を用いた高耐熱性有機エレクトロルミネッセンス

素子（阪大院工）○奥本健二・城田靖彦

座長 三谷 洋興（16 : 10～17 : 00）
3 B 1 44 2,2―ジシアノエテニル基とアミノ基を有するアレーン誘導体
の合成と EL素子への利用（千葉大工）小倉克之○筒井拓也・鈴木明
子・松本祥治・赤染元浩・吉沢大介・田中 哲・福田辰男

3 B 1 45 アクリドン系蛍光性物質の合成と有機 ELへの応用（名大院
工）○鈴田和之・木村 真・沢木泰彦

3 B 1 46 イッテルビウム（III）錯体の近赤外発光と有機 EL素子への応
用（阪大院工）○河村祐一郎・和田雄二・北村隆之・柳田祥三

3 B 1 47 アモルファス分子材料―正孔輸送性発光材料と電子輸送性発
光材料とを積層した青色発光有機 EL素子（阪大院工）○野田哲也・城
田靖彦

3 B 1 48 アモルファス分子材料―新規発光材料を用いる青緑色発光有
機 EL素子（阪大院工）○野田哲也・城田靖彦

3月 31日午前

座長 松居 正樹（09 : 10～10 : 00）
4 B 1 02 消去可能インク（1）―インク成分複合物の DSC分析―（東芝研
究開発セ）○高山 暁・町田 茂・浦野妙子・池田 成・佐野健二・
松前満宏・野牧辰夫

4 B 1 03 消去可能インク（2）―NMRによるロイコ色素の化学平衡の解
析―（東芝研究開発セ）○小口雅之・佐野健二・浦野妙子・町田 茂・
池田 成

4 B 1 04 消去可能インク（3）―顕色剤の熱特性の解析―（東芝研究開発
セ）○町田 茂・田中 章・高山 暁・池田 成・浦野妙子・佐野健
二

4 B 1 05 テリレンビス（ジカルボキシミド）誘導体の合成と性質（東理
大理工）長尾幸徳○岩脇洋伸・小澤幸三

4 B 1 06 N―ベンジリデンアニリン類及びその亜鉛キレートの合成と性
質（東理大理工）長尾幸徳○木村文恵・小澤幸三

座長 長尾 幸徳（10 : 00～11 : 00）
4 B 1 07 フェロセン架橋クラウン化スクアリリウム色素二量体の合成
と特性（阪府大工）中澄博行○兵藤豊

4 B 1 08 近赤外吸収スクアリリウム色素の合成と特性（阪府大工）中澄
博行○藤江賀彦・村山 伸・兵藤 豊

4 B 1 09 ポリフルオロアゾベンゼン類から誘導される複素環アゾ色素
（岐阜大工）○内藤晋平・船曳一正・柴田勝喜・松居正樹

4 B 1 10 ペルフルオロフェナジンから誘導される色素（岐阜大工）○松
居正樹・高木崇晴・船曳一正・柴田勝喜

4 B 1 11 光触媒およびマイクロ波照射技術を併用した環境浄化（明星
大・地球環境保全セ）○堀越 智・糸川豪範・日高久夫

4 B 1 12 能動的劣化防御機構を有する高分子材料（芝浦工大）○今泉公
夫・柴垣慎太朗・池田泰之・内田一路・八谷広志・武田邦彦

座長 武田 邦彦（11 : 00～12 : 00）
4 B 1 13 2,3,4,6―置換ピリジン誘導体のマウス肉腫細胞 Sarcoma 180に
対する細胞毒性（東理大理工）小中原猛雄○國安 武・マルハバホジャ
ヒメ－ト・岡田知子・奥野洋明

4 B 1 14 アセトアミノフェン水溶液を内包した温度応答型のナイロン
カプセル製剤（神奈川工科大）○伊吹幸紀・斎藤 貴

4 B 1 15 海洋付着性細菌を用いた無機膜の抗菌性評価（中部電力・フ
ァインセラミックスセ）高村幸宏・小池良洋・森 義人・成田三郎○
佐久間かおり・恩田勝弘・安富義幸

4 B 1 16 アクリル金属ポリマーの合成とその船底塗料機能（広島大工）
○松田隆臣・玉井久司・安田 源

4 B 1 17 フルオロアルキル基含有 2―ビニルピリジニオプロパンスルホ
ネートオリゴマー類の合成と界面特性（奈良高専・奈良高専専攻科・
阪市大生科）沢田英夫○梅戸美知憲・川瀬徳三

4 B 1 18 フルオロアルキル基含有ホスホン酸オリゴマー類の合成とゲ
ル化およびイオン伝導性（奈良高専・奈良高専専攻科・日本化学工
業・阪市大生科）沢田英夫○河井義和・南 俊幸・村野孝訓・京兼
純・杉矢 正・川瀬徳三

3月 31日午後

座長 斎藤 貴（13 : 00～14 : 00）
4 B 1 25 一置換カプロラクトンの共重合とそれら共重合体の生分解性
（広島大工）○金森直哉・白浜博幸・安田 源

4 B 1 26 L―ラクチド／デプシペプチド共重合体の合成と生分解性（広島
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大工）○堀 英明・白浜博幸・安田 源
4 B 1 27 光学活性デプシペプチド／ラクチド共重合体の合成とその生
分解性（広島大工）○田中 玲・白浜博幸・安田 源

4 B 1 28 グルコシルセグメントを有するフルオロアルキル基含有オリ
ゴマー類の合成とゲル化（奈良高専・奈良高専専攻科・阪市大生科）○
沢田英夫・南 俊幸・村野孝訓・京兼 純・川瀬徳三

4 B 1 29 8―ヒドロキシキノリルセグメントを有するフルオロアルキル
基含有オリゴマー類の合成と加溶媒分解触媒への応用（奈良高専・奈
良高専専攻科・阪市大生科・筑波大化学系）沢田英夫○秦 幸子・川
崎庸仁・川瀬徳三・藤森 憲

4 B 1 30 フルオロアルキル基含有 N―（2,5―ジメチル―4―ヒドロキシベン
ジル）メタクリルアミドコオリゴマー類の合成と応用（奈良高専・奈良
高専専攻科・阪市大生科）沢田英夫○川崎庸仁・前川智美・川瀬徳三

座長 白浜 博幸（14 : 00～14 : 50）
4 B 1 31 ビス（ペルフルオロデカリン―1―カルボニル）ペルオキシドの
合成と熱分解（奈良高専・奈良高専専攻科・石原薬品阪市大生科）沢田
英夫○蔵地皆佳・滝下勝久・種谷利幸・川瀬徳三

4 B 1 32 ヘプタデカフルオロデカヒドロ―1―ナフチル基が末端に導入
されたオリゴマー類の合成と界面特性（奈良高専・奈良高専専攻科・
阪市大生科・石原薬品・名工研）沢田英夫○蔵地皆佳・滝下勝久・種
谷利幸・川瀬徳三・寺沢直弘・早川由夫

4 B 1 33 ジメチル（オクチル）アンモニウムセグメントを有するフルオ
ロアルキル基含有オリゴマー類の合成と抗菌活性（奈良高専・奈良高
専専攻科・日本化学工業・阪市大生科）沢田英夫○柳田堅太・稲葉桂
子・杉矢 正・川瀬徳三

4 B 1 34 チトクローム c固定化剤としてのフルオロアルキル基含有
N―（1,1―ジメチル―3―オキソブチル）アクリルアミドオリゴマー（奈良高
専・奈良高専専攻科・阪市大生科・筑波大化学系）沢田英夫○平田裕
子・川瀬徳三・藤森 憲

4 B 1 35 5―フッ化ウラシルが導入されたフルオロアルキル基含有コオ
リゴマーが形成する分子集合体と DNAとの相互作用（奈良高専・奈
良高専専攻科・阪市大生科）沢田英夫○池野宏司・川瀬徳三

座長 沢田 英夫（14 : 50～15 : 20）
4 B 1 36 生分解性高分子ミクロスフィアの調製と酵素分解性（広島大
工）○徳本範子・白浜博幸・長澤 誠・安田 源

4 B 1 37 乳酸亜鉛による L―ラクチド共重合体の合成とその生分解性
（広島大工）○曽根賢一・白浜博幸・安田 源

4 B 1 38 希土類錯体による L―ラクチド／環状カーボネートの共重合体
の合成とその生分解性（広島大工）○堤 主計・安田 源

資源利用化学

（廃プラスチックの再資源化・
ハロゲン化炭化水素の反応）

3月 28日午前

座長 辻 俊郎（11 : 00～12 : 00）
1 B 2 13 ポリエチレンの芳香族炭化水素及び水素への分解（室蘭工大）
○田熊一彦・上道芳夫・杉岡正敏・菖蒲明己

1 B 2 14 メソポーラス触媒によるプラスチックの分解（室蘭工大）上道
芳夫○佐々木康晴・J.K.A. Dapaah・杉岡正敏

1 B 2 15 廃 PCプラスチックの原料モノマーへのケミカルリサイクル
技術（京工繊大工芸）○畑 宗平・布施泰朗・山田 悦・奥 彬

1 B 2 16 熱分解法による PET製プリペイドカードからの TiO 2の回収
（東北大院工）○松井言永・吉岡敏明・内田美穂・奥脇昭嗣

1 B 2 17 NaOH水溶液中におけるエチレングリコールの酸化挙動（東北
大院工）○吉岡敏明・太田正樹・内田美穂・奥脇昭嗣

1 B 2 18 水酸化マグネシウムスラリーを用いた PET樹脂の化学リサイ
クル（東北大院工・応用化学）○石川真毅・吉岡敏明・内田美穂・奥脇
昭嗣

3月 28日午後

座長 吉岡 敏明（13 : 00～13 : 40）
1 B 2 25 廃プラスチックの分解・リサイクル：PVCと PETの酸化銅
とアルカリ水溶液によるベンゼンを主成分とするガス状生成物への変
換（東北大反応研）○秋山文紀

1 B 2 26 難燃化プラスチックの熱分解における酸化鉄―多孔質炭素複
合剤の脱ハロゲン化性能（岡山大工）○池内和夫・Uddin Md. Azhar・
武藤明徳・阪田祐作

1 B 2 27 廃プラスチック分解油の酸化鉄系触媒による脱塩化水素触媒
（岡山大工）海江田浩之・Uddin Md. Azhar・武藤明徳・阪田祐作

1 B 2 28 酸化コバルトを用いた廃棄塩化ビニルからの塩素の回収（静
岡大工）○樋口逸郎・藤丸憲一・高 三俊・請井博一・東 直人・上
野晃史

座長 上道 芳夫（13 : 40～14 : 10）
1 B 2 29 PVCの二段階脱塩化水素の TG―MSによる解析（東北大院
工・応用化学）赤間鉄宏・吉岡敏明・内田美穂・奥脇昭嗣

1 B 2 30 塩素系有機化合物の水熱反応におけるメタノール添加効果
（府立高専）○山崎友紀・青木高弘・熨斗圭輔

1 B 2 31 電解によるフロン―12の変換（東工大総理工）○園山範之・坂
田忠良

（バイオマス・バイオリアクター海中溶存資源）
座長 細野 英之（14 : 10～15 : 00）

1 B 2 32 ラネーニッケル触媒を用いたグルコースの熱水中での水素の
生成（2）反応条件による生成ガス収率の変化（工技院九工研）○中田正
夫・坂木 剛

1 B 2 33 多層型透過膜リアクターにおける光合成細菌の水素発生挙動
（NTT通信エネルギー研・工技院・生命研・融合研）○近藤利彦・荒
川正泰・平井敏郎・若山 樹・三宅 淳

1 B 2 34 様々なフォトバイオリアクターを用いた光合成細菌による屋
外光水素発生（生命工研）○若山 樹・三宅 淳

1 B 2 35 実海水を利用したハイドロタルサイトの合成（東北大院工）○
亀田知人・吉岡敏明・内田美穂・奥脇昭嗣

1 B 2 36 磁気分離法を用いた海水からのMg2＋の回収（岡山大工・京工
繊大工・阪大産研・都立大院）武田真一○岸野啓司・田里伊佐雄・中
平 敦・西嶋茂宏・渡辺恒雄

3月 29日午前

（石油・石炭・天然ガス化学）
座長 三宅 幹夫（10 : 30～11 : 30）

2 B 2 10 4,6―ジメチルジベンゾチオフェンのアセトニトリル中におけ
る光触媒分解（資源環境研）○松沢貞夫・高木直広・指宿堯嗣

2 B 2 11 多環芳香族化合物の水素化転換反応に及ぼす遷移金属の触媒
作用（東大工）○小方英輔・堀江一之・二木鋭雄・斉藤郁夫・請川孝
治・西嶋昭生

2 B 2 12 高圧水素化分解反応における溶媒の影響―ベンジルフェニル
エーテルの反応（北大院工）○遠藤 透・辻 俊郎・柴田俊春・上牧
修・伊藤博徳

2 B 2 13 石炭粒子溶媒膨潤の動力学的検討（阪大・大阪ガス）○村田
聡・迫 敏史・高 鴻・貴傳名甲・野村正勝

2 B 2 14 石炭の溶融性に対する一考察（大阪大院工）○野村正勝・廣
真誉・貴傳名甲・村田 聡

2 B 2 15 高磁場装置を用いた石炭の DD／13C―NMR測定の検討（大阪大
院工）○貴傳名甲・村田 聡・野村正勝

座長 斉藤 郁夫（11 : 30～12 : 00）
2 B 2 16 依頼講演 脱硫反応機構からみた新しい超深度脱硫触媒の可
能性（東農工大工）加部利明

3月 29日午後

座長 小方 英輔（13 : 00～13 : 50）
2 B 2 25 水で膨潤させた石炭の水素化分解特性（富山大地域共同研究
セ・富山大工）○米山嘉治・岡村 誠・加藤 勉

2 B 2 26 石炭のトリチウムで標識した水及び気相水素との反応ー石炭
中の芳香族水素と水との交換反応の評価ー（東農工大工）○石原 篤・
西郡大介・斉藤 勝・イプトウストリスナ・銭 衛華・加部利明
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2 B 2 27 超臨界流体による 1 t／dPSU石炭液化残渣の熱分解反応（日大
理工）○舘野 功・高津憲一郎・渡辺将久・真下 清

2 B 2 28 使用済みタイヤと石炭液化残渣の水素化分解反応（日大理工）
○恩田大五郎・大場利明・小谷野耕二・菅野元行・真下 清

2 B 2 29 石炭の硫黄・セレン・ヒ素含有量（日女大理）○今泉幸子・岡
田 恵・佐藤結美・蟻川芳子

座長 村田 聡（13 : 50～14 : 30）
2 B 2 30 α 水酸化鉄を含むイオン性高分子膜で被覆した生体内 NO測
定用炭素電極（北陸先端科技大材料・金沢大理・大阪大医）○北島
彰・寺西利治・三宅幹夫・池田 修・大和谷厚

2 B 2 31 高圧メタン CO2リフォーミング反応用 Ru系触媒の開発（東工
大総理工）岡村雅人○永岡勝俊・秋鹿研一

2 B 2 32 金属酸化物を用いたメタンの脱水素カップリング（3）メタン―
水蒸気同時供給によるメタンカップリング反応（新潟大工）○清水忠
昭・大武寛之・船籐淳史・北山淑江・児玉竜也

2 B 2 33 天然ガスのプラズマスチームリフォーミング（長崎大工）○梶
山大輔・興津健二・田邉秀二・松本泰重

座長 鈴木 栄二（14 : 30～15 : 00）
2 B 2 34 依頼講演 化石燃料と太陽エネルギーのハイブリット利用
（東工大炭素循環素材研セ）玉浦 裕

エネルギー

3月 28日午前

（電池・電解）
座長 井上 博史（09 : 50～10 : 30）

1 B 3 06 レーザーアブレーションにより作製した LiCoO 2薄膜／ゲル
電解質界面反応の解析（京大院工）○山田 泉・安部武志・稲葉 稔・
小久見善八

1 B 3 07 酸素プラズマを利用した有機金属錯体からの LiCoO 2の作製
（京大院工）○福田秀雄・安部武志・稲葉 稔・小久見善八

1 B 3 08 四塩化チタンから作製した多孔質酸化チタン薄膜の構造と光
電変換能（阪大院工）○斉藤恭輝・久保 亘・神戸伸吾・北村隆之・和
田雄二・柳田祥三

1 B 3 09 コロイド結晶を鋳型としたマクロポーラス酸化チタン電極の
調製とその光電気応答（阪大院工）○角田隆行・和田雄二・北村隆之・
柳田祥三

座長 安部 武志（10 : 30～11 : 10）
1 B 3 10 プロトン伝導性固体電解質を用いた全固体型ニッケル―金属
水素化物電池の構築とその電気化学特性（阪府大工）岩倉千秋・井上博
史・古川直治○熊谷 潔・松田厚範・辰巳砂昌弘・南 努

1 B 3 11 マンガンスピネル型酸化物中のリチウムイオンの拡散挙動
（京大エネルギー科学研究科・物質研）○内本喜晴・八尾 健・酒井夏
子・横川晴美

1 B 3 12 有機硫黄化合物の酸化還元反応に及ぼす溶媒の影響（東京農
工大工）○木谷泰行・波戸崎修・小山 昇

1 B 3 13 イオン注入法による酸素発生ならびに酸素還元活性の向上
（阪大院基礎工）○辻子 曜・梶山健二・金谷正敏・村越 敬・中戸義
禮

（超音波化学）
座長 原田 久志（11 : 10～12 : 00）

1 B 3 14 超音波照射下における有機電極反応（39）．活性オレフィン化
合物の陰極二量化反応に及ぼす超音波効果（東工大総理工）○跡部真
人・笹平理朗・野中 勉

1 B 3 15 超音波照射による含水有機溶媒中でのチオール―ジスルフィ
ド酸化反応（滋賀医大化）○宗宮 創・木村隆英・藤田光恵・安藤喬志

1 B 3 16 依頼講演 超音波エネルギーを利用したセラミックス材料プ
ロセシング（東工大応セラ研）榎本尚也

3月 29日午前

（太陽・熱・水素エネルギー）
座長 石原 達己（09 : 00～10 : 00）

2 B 3 01 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（24）太陽エネルギ
ーを用いた水分解反応による水素エネルギーの生産（東工大炭素循環
素材研究セ）○玉浦 裕・横田 修・松並 淳

2 B 3 02 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（25）楕円鏡ビーム
ダウン型集光システムを用いた Fe 3 O 4／Na 2 CO 3／H 2 O系による水
素発生反応（東工大炭素循環素材研究セ）○松並 淳・金 尚範・横田
修・細川幸稔・奥 啓徳・玉浦 裕

2 B 3 03 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（26）楕円鏡ビーム
ダウン型集光システムを用いた Boudouard反応による太陽／化学エネ
ルギー変換（東工大炭素循環素材研究セ）○金 尚範・横田 修・村岡
勇司・松並 淳・玉浦 裕

2 B 3 04 太陽熱化学反応によるメタンのソーラー改質（1）溶融塩法に
よるメタンの炭酸ガス改質（新潟大工）○児玉竜也・小柳貴央・清水忠
昭・大武寛之・北山淑江

2 B 3 05 太陽熱化学反応によるメタンのソーラー改質（2）金属酸化物
による二段階熱化学サイクル（新潟大工）○清水忠昭・殿村聡史・大武
寛之・北山淑江・児玉竜也

2 B 3 06 太陽熱化学反応によるメタンのソーラー改質（3）Ni触媒の疑
似太陽光照射によるメタンの炭酸ガス改質（新潟大工）○大武寛之・殿
村聡史・清水忠昭・北山淑江・児玉竜也

座長 稲津 晃司（10 : 00～11 : 00）
2 B 3 07 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（27）電子天秤を用
いた相図作成用熱天秤の試作と性能評価（東工大炭素循環素材研究セ）
清水浩平・落合祐子・細川幸稔・長谷川紀子・松並 淳・玉浦 裕

2 B 3 08 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（28）Mn―ferrite／Na2

CO3／Fe2O3系の 3段階水分解反応における Na―Mn―Fe―O系状態図（東
工大炭素循環素材研究セ）○落合祐子・清水浩平・児島紀子・島田綾
乃・長谷川紀子・松並 淳・玉浦 裕

2 B 3 09 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（29）MnFe2O4-Na2

CO3-Fe2O3系による三段階水分解反応（東工大炭素循環素材研究セ）○
細川幸稔・児嶋紀子・落合祐子・島田綾乃・長谷川紀子・松並 淳・
玉浦 裕

2 B 3 10 疑似太陽光照射による石炭の CO2触媒ガス化（新潟大工）○船
藤淳史・青木 晃・大武寛之・北山淑江・児玉竜也

2 B 3 11 硫化カドミウムを層間に挿入した光触媒による水から水素発
生の評価（九工研）○上官文峰・甲斐伸二・平良昌紀・吉田 章

2 B 3 12 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（30）H2O／Zn／Fe3O4

反応系による水素発生反応（東工大炭素循環素材研究セ）○児嶋紀子・
細川幸稔・島田綾乃・長谷川紀子・松並 淳・玉浦 裕

座長 児玉 竜也（11 : 00～12 : 00）
2 B 3 13 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（31）ソーラ水素生
産におけるメタン分解反応の速度論的研究（東工大炭素循環素材研究
セ）○村岡勇司・奥 啓徳・金 尚範・長谷川紀子・松並 淳・玉浦
裕

2 B 3 14 集光太陽エネルギーの化学エネルギー変換（32）溶融塩におけ
るメタン CO2改質反応（東工大炭素循環素材研究セ）○奥 啓徳・村
岡勇司・金 演鎬・金 尚範・松並 淳・玉浦 裕

2 B 3 15 CH4分解して得た炭素チューブにおける H2吸蔵特性（2）（大分
大工）○上村光浩・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

2 B 3 16 ヒートポンプ用複合吸着材の調製とキャラクタリゼーション
（東工大総理工）○田村賢史・劉 醇一・稲津晃司・阿竹 徹・秋鹿研
一

（固体電解質）
2 B 3 17 塗布熱分解法による CeO 2系酸化物薄膜の作製（神奈川大工）
○柿沼克良・山村 博・夏堀 敦

2 B 3 18 不定比性 La2GeO5系酸化物における酸素イオン伝導性（大分
大工）○有川 博・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

3月 29日午後

座長 河村 純一（13 : 00～14 : 00）
2 B 3 25 銅イオン伝導性結晶／ポリマー電解質界面におけるイオン移
動（京大院工）○大塚正博・安部武志・稲葉 稔・小久見善八
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2 B 3 26 メカニカルミリングにより得られる Li2S―SiS2―Li4GeO4系リチ
ウムイオン伝導体の特性と構造（阪府大院工）○林 晃敏・山下英毅・
森本英行・辰巳砂昌弘・南 努

2 B 3 27 メカニカルミリングによる高リチウムイオン伝導性 Li2S―P2S5

系非晶体の合成と電気的特性（阪府大院工）林 晃敏○濱 重規・森本
英行・辰巳砂昌弘・南 努

2 B 3 28 メカニカルミリングによる Li2S―Al2S3―SiS2系高リチウムイオ
ン伝導性非晶質材料の合成（阪府大院工）森本英行○福田祟宏・林 晃
敏・辰巳砂昌弘・南 努

2 B 3 29 Nb及び Inを添加した層状リン酸クロムにおけるリチウムイ
オン伝導性（大分大工）○石原達己・四童子拓史・西口宏泰・滝田祐作

2 B 3 30 リチウムイオン伝導性 LiI―Li2S―SiS2―Al2Z3（Z＝O,S）系ガラス
の作製と特性評価（阪府大院工）○古宮良一・林 晃敏・辰巳砂昌弘・
南 努

座長 稲葉 稔（14 : 00～15 : 00）
2 B 3 31 種々のリチウム化合物と SiS2のメカニカルミリング処理によ
るリチウムイオン伝導体の合成（阪府大院工）○飯尾圭市・林 晃敏・
森本英行・辰巳砂昌弘・南 努

2 B 3 32 Sc2（WO4）3を主成分とする Sc3＋イオン導電体の高温 NMR（北
大院理）○河村純一・樫井直仁・諸田 快・中村義男・前川英己・今
中信人・足立吟也

2 B 3 33 MgZr4（PO4）6型Mg2＋イオン導電体の高温 NMR（北大院理）○
諸田 快・河村純一・中村義男・前川英己・今中信人・岡崎祐輔・足
立吟也

2 B 3 34 固体電解質中のイオン拡散に関する高速化量子分子動力学に
よる検討（東北大院工・広島国際学院大工）○森戸英明・小林泰則・鈴
木 研・水上浩一・高見誠一・久保百司・宮本 明・今村 詮

2 B 3 35 プロトン伝導性有機無機ナノ複合膜の合成と物性（III）（電総
研・積水化学）○本間 格・中島 仁・野村茂樹

2 B 3 36 細孔径を制御した酸添加メソポーラスシリカゲルの作製とプ
ロトン伝導性（阪府大院工）松田厚範○能野義敬・勘崎廷夫・忠永清
治・辰巳砂昌弘・南 努

（光電気化学）
座長 秋山 毅（15 : 10～16 : 00）

2 B 3 38 酸化チタンナノ微結晶薄膜電極における光カソード電流発生
と機構（阪大院基礎工）伊藤浩樹○辻子 曜・志賀 彰・村越 敬・中
戸義禮

2 B 3 39 チタンの電解酸化および熱酸化により調製した酸化チタンの
光電気化学応答（豊橋技科大院）○前田康久・岩崎尉浩・山本憲宏

2 B 3 40 異なる数の結合基をもつ Ru（II）1,10―フェナントロリン錯体光
増感剤（物質研）○Singh Lok Pratap・柳田真利・原浩二郎・加藤隆
二・杉原秀樹・荒川裕則

2 B 3 41 ルテニウム―ビピリジン錯体会合体の光電気化学的性質（物質
研）○高橋良明・杉原秀樹・原浩二郎・荒川裕則

2 B 3 42 Pt（II）ジイミン錯体による TiO2ナノ結晶フィルムの光増感（物
質研）○Islam Ashraful・杉原秀樹・Singh Lok Pratap・原浩二郎・荒川
裕則

座長 村越 敬（16 : 00～17 : 00）
2 B 3 43 ルテニウム錯体：ビオローゲン（1 : 2）連結系での分光特性と
光電変換特性の相関（九大院工）○寺崎 正・秋山 毅・山田 淳

2 B 3 44 ルテニウム錯体修飾金微粒子を用いた光電変換（九大院工）○
桑原 穣・秋山 毅・山田 淳

2 B 3 45 ルテニウム錯体―ビオローゲン連結単分子層修飾電極の光電
池への応用（九大院工）○秋山 毅・桑原 穣・寺崎 正・山田 淳

2 B 3 46 マーキュロクロムを増感剤とするナノポーラス酸化亜鉛太陽
電池（物質研）荒川裕則・杉原秀樹・佐山和弘○原浩二郎

2 B 3 47 メロシアニン色素を用いた酸化物半導体太陽電池（物質研）荒
川裕則・佐山和弘・原浩二郎○塚越慎吾・阿部芳首・神宝 昭・大賀
保代・菅 貞治

2 B 3 48 メロシアニン系色素を用いた太陽電池の高効率化（物質研
COE特別研）荒川裕則・原浩二郎・佐山和弘○檜林保浩・秋鹿研一・
神宝 昭・大賀保代・菅 貞治

3月 30日午前

（光化学）
座長 立間 徹（11 : 00～12 : 00）

3 B 3 13 緑色イオウ細菌の反応中心で機能する特殊なクロロフィルの
同定（筑波大物質工）○秋山満知子・安久津聡・富永啓介・木瀬秀夫・
渡辺 正・小泉美香・石田信昭・狩野広美・大岡宏造・小林正美

3 B 3 14 スルホニルアミド Nd（III）錯体のアセトン中における強発光
（阪大院工）○長谷川靖哉・和田雄二・北村隆之・柳田祥三

3 B 3 15 ナノサイズゼオライト細孔内に捕捉されたネオジム錯体の液
体媒体中における強発光（阪大院工）○梁 宗範・和田雄二・長谷川靖
哉・中澤 徹・大久保達也・北村隆之・柳田祥三

3 B 3 16 ナノサイズゼオライト細孔内におけるネオジム錯体の形成と
発光（阪大院工）梁 宗範○和田雄二・長谷川靖哉・中澤 徹・大久保
達也・北村隆之・柳田祥三

3 B 3 17 LSXゼオライト細孔内におけるネオジム錯体の構造（東大院
工）○大久保達也・PLEVERT Jacques・ZHAI Qing－Zhou・梁 宗
範・和田雄二・長谷川靖哉・北村隆之・柳田祥三

3 B 3 18 酸化チタン光触媒を用いた金属の光カソード防食（東大院工）
○齋藤修一・大古善久・立間 徹・藤嶋 昭

3月 30日午後

（光触媒）
座長 渡部 俊也（13 : 00～14 : 00）

3 B 3 25 依頼講演 酸化チタン半導体表面に光で生じる活性化学種の
挙動（長岡技科大工）野坂芳雄

3 B 3 28 低温プラズマを利用した可視光応答型酸化チタンの調製とそ
の触媒活性（近畿大工）○三好正大・井原辰彦・鵜瀬行祐・梅田耕一・
大久保卓巳・安藤正純・杉原慎一

3 B 3 29 低温プラズマを利用した可視光応答型酸化チタンの調製（近
畿大工）○井原辰彦・三好正大・寺山可奈子・松本 晃・池内靖高・
安藤正純・杉原慎一

3 B 3 30 温水処理を伴うゾル―ゲル法により作製したアナターゼナノ
微結晶分散薄膜によるメチレンブルーの光分解（阪府大院工）小谷佳
範・〇的田達郎・松田厚範・辰巳砂昌弘・南 努

座長 和田 雄二（14 : 00～14 : 50）
3 B 3 31 低温結晶化技術による有機・無機成分傾斜薄膜の高機能化
（東大先端研）○雨宮正浩・高見和之・阿部正彦・藤嶋 昭・渡部俊
也・橋本和仁

3 B 3 32 TiO2含有ゲルの体積相転移の光による制御（東大工）○岡村
圭・立間 徹・藤嶋 昭

3 B 3 33 固定化酸化チタン光触媒による多摩川の水中の内分泌撹乱化
学物質の分解に関する研究（流山東高・横浜市大医・東大院工）○中島
哲人・窪田吉信・藤嶋 昭

3 B 3 34 酸化チタン光触媒反応によるビスフェノール Aの分解（東理
大理・東大工・流山東高・横浜市大医）○安藤 功・大古善久・中島
哲人・窪田吉信・立間 徹・藤嶋 昭

3 B 3 35 有害物質の排出抑制機能を持つ新規酸化チタン添加材料の設
計（東大先端研）○松原秀宜・西川貴志・中島 章・渡部俊也・橋本和
仁

座長 井原 辰彦（15 : 00～16 : 00）
3 B 3 37 エラストマー材料への酸化チタン光触媒コーティング（神奈
川大工・東大院工）○内海陽介・大古善久・立間 徹・小早川紘一・
佐藤祐一・藤嶋 昭

3 B 3 38 銅を光析出させた酸化チタン薄膜の抗菌効果（東大先端研）○
砂田香矢乃・中島 章・渡部俊也・橋本和仁

3 B 3 39 Vイオン注入酸化チタンを光触媒とする太陽光照射下での光
触媒反応─メチルアセチレンと H 2 Oの反応における Pt添加の効果
─（阪府大工）岸口 悟○池上啓太・山下弘巳・松岡雅也・安保正一

3 B 3 40 気相中における酸化チタン光触媒の電荷分離効率改善の試み
（東大院工）○大古善久・立間 徹・藤嶋 昭

3 B 3 41 光触媒機能を有するヒドロキシアパタイトの合成とキャラク
タリゼーション（富士通研・東大先端研）〇若村正人・砂田香矢乃・橋
本和仁・渡部俊也

3 B 3 42 酸化チタン光触媒膜による色素の非接触脱色の機構に関する
検討（東大院工）○立花信一郎・立間 徹・三輪哲也・藤嶋 昭

座長 山下 弘巳（16 : 00～17 : 00）
3 B 3 43 炭酸ガス吸収酸化物（Sr,Ca）（Fe,Co）O3―δ の発光メスバウアー
スペクトル（EL大・東大院・物工研）○野村貴美・Juhasz Gergely・
Homonnay Zoltan・早川 孝

3 B 3 44 レニウム（I）トリカルボニルビビリジン錯体の光電子移動還元
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種と CO2の反応の時間分解 FTIR法による研究（弘前大理工・ブルッ
クヘブン国立研）○喜多昭一・藤田恵津子・Brunschwig Bruce

3 B 3 45 酸化チタン表面の超親水化現象の機構（3）～照射光波長依存
性～（東大先端研・東大院工）○坂井伸行・中島 章・藤嶋 昭・渡部
俊也・橋本和仁

3 B 3 46 TiO 2膜の光誘起親水化および暗所維持性に及ぼす SiO 2添
加効果（東大先端研）○岡田壮右・宮内雅浩・中島 章・阿部正彦・渡
部俊也・橋本和仁

3 B 3 47 TiO 2／WO 3複合薄膜の光誘起親水化現象（東大先端研）○宮
内雅浩・中島 章・藤嶋 昭・橋本和仁・渡部俊也

3 B 3 48 ブルッカイト型透明 TiO2薄膜の光誘起親水性と光触媒活性
（東大先端研）○柴田竜雄・中島 章・藤嶋 昭・渡部俊也・橋本和仁

環境・安全化学

3月 28日午前

（大気環境化学）
座長 田中 茂（10 : 00～11 : 00）

1 B 4 07 レーザー誘起蛍光法による大気中 NO 2測定装置の改良（日本
女子大理・東大先端研）○吉野彩子・松本 淳・廣川 淳・梶井克
純・秋元 肇・小尾欣一

1 B 4 08 レーザー誘起蛍光法を用いた海洋大気中 NO 2濃度の測定（東
大先端研）○松本 淳・廣川 淳・梶井克純・秋元 肇

1 B 4 09 大気中の NO2の高感度検出器の開発（名大太陽地球環境研・
名大院理）河野光彦・村上慎一○松見 豊

1 B 4 10 O3の紫外光分解による対流圏および下部成層圏における
O（1D）原子生成量（名大院理・名大太陽地球環境研）○谷口のり・高橋
けんし・松見 豊

1 B 4 11 99年夏期沖縄辺戸岬にて観測された大気中 OH／HO2ラジカ
ルの挙動（東大先端研）○金谷有剛・定永靖宗・中村憲司・廣川 淳・
梶井克純・秋元 肇

1 B 4 12 DMSの光酸化における SO 2生成収率の温度依存性（環境研）
○今村隆史・シバネサン エス．

座長 松見 豊（11 : 00～12 : 00）
1 B 4 13 利尻島における非メタン炭化水素の測定（東大先端研）○加藤
俊吾・谷本浩志・サルマ ウシャ・梶井克純・秋元 肇

1 B 4 14 シベリアの森林火災が大気組成に及ぼす影響―八方での一酸
化炭素濃度変動による検討―（東大先端研）○尾崎洋子・小尾欣一・加
藤俊吾・ポチャナートパクポン・廣川 淳・梶井克純・秋元 肇

1 B 4 15 拡散スクラバーを用いた大気中過酸化水素の自動連続測定
（慶大理工）○井上武治郎・濱田祐一・成田 祥・田中 茂・駒崎雄
一・橋本 茂

1 B 4 16 沖縄，隠岐における海洋大気中のホルムアルデヒド，アセト
アルデヒドの濃度分布と挙動（慶大理工）○橋本 茂・駒崎雄一・三条
英章・成田 祥・田中 茂

1 B 4 17 露水の化学組成とその酸性化機構（9）（神奈川大工）○竹内政
樹・大河内博・井川 学

1 B 4 18 液相反応を用いた取り込み係数の推定（東大工）○高見昭憲・
幸田清一郎

3月 28日午後

（地球化学）
座長 今村 隆史（13 : 00～14 : 00）

1 B 4 25 K／T境界堆積岩中のクロロフィル由来のジカルボン酸検出と
その特徴（筑波大化）○小園正樹・下山 晃

1 B 4 26 岩石変質前後におけるランタノイドパターンの比較（上智大
理工）○海老澤紀子・木川田喜一・本多照幸・大井隆夫

1 B 4 27 火山地域における安山岩の酸性変質に関する実験的研究（上
智大理工）○小林憲弘・木川田喜一・井上敦子・大井隆夫

1 B 4 28 原始地球環境を模した系でのホルムアルデヒドの重合による

直鎖アルドース類の生成とその化学進化的考察（筑波大・化）○山下敦
士・三田 肇・下山 晃

1 B 4 29 新庄新第三系堆積岩におけるカルバゾール類の分布とその特
徴（筑波大・化）○仁平雅子・三田 肇・下山 晃

1 B 4 30 川流布白亜紀／第三紀（K／T）境界堆積岩中のチオフェン類の分
布とその特徴（筑波大・化）○勝又英之・下山 晃

座長 大井 隆夫（14 : 00～14 : 50）
1 B 4 31 海水中超微量人工放射性核種 93 Zrの分離分析（京大化研）○
則末和宏・香山晴彦・三戸彩絵子・長谷川浩・宗林由樹・松井正和

1 B 4 32 新庄新第三系堆積岩中のプリスタン，ファイタン及びその関
連分岐炭化水素の分布とその起源に関する考察（筑波大・化）○緒方い
ずみ・三田 肇・下山 晃

1 B 4 33 海洋植物プランクトンの増殖おける溶存鉄化学種の影響（京
大化研）○篠浦美聡・長谷川浩・東 洋平・内藤佳奈子・鈴木みつ
子・今井一郎・松井正和

1 B 4 34 熱分解法を用いたケロジェン続成変化の反応速度論的研究
（筑波大・化）○大庭雅寛・下山 晃

1 B 4 35 Na―モンモリロナイト存在下の加熱実験による尿素―ジカルボ
ン酸からのオリゴマー生成について（筑波大・化）○寺崎正紀・下山
晃

3月 29日午前

（大気環境化学）
座長 廣川 淳（10 : 00～11 : 00）

2 B 4 07 海洋大気中における塩化水素濃度の測定とその生成・除去機
構の解明（慶大理工）濱田祐一・成田 祥○田中 茂・駒崎雄一・橋本
茂

2 B 4 08 東アジアから日本近海への大気汚染物質の輸送とその海洋大
気に及ぼす影響―エアロゾル成分の挙動（慶大理工）白鳥一幸○長田幸
三・成田 祥・田中 茂・駒崎雄一・橋本 茂

2 B 4 09 東シナ海上空における大気中微量ガス成分（HCl,HNO 3,SO 2,
HCHO,CH 3 CHO）の濃度分布とその挙動（慶応大理工）○駒崎雄一・
田中 茂

2 B 4 10 依頼講演 自動車排気ガス中の有害大気汚染物質の計測技術
（日本自動車研究所）秋山賢一

座長 井川 学（11 : 00～12 : 00）
2 B 4 13 フロン分解触媒に関する計算化学的検討（東北大院工）○植田
裕介・高見誠一・久保百司・宮本 明

2 B 4 14 活性酸素発生装置による芳香族化合物の分解（桐蔭横浜大・
東京高専）村上拓郎・岩口四郎・高橋三男・川島徳道

2 B 4 15 オゾンによる不飽和カルボン酸の不均一反応（埼玉県警科捜
研・埼玉大院理工）○江原 靖・坂本和彦

2 B 4 16 光触媒 TiO2を用いた拡散スクラバーによる大気中窒素酸化物
測定法の開発（慶應大）○涌井賢輔・鬼頭 諭・成田 祥・田中 茂・
藤井雅則・飯嶋和明

2 B 4 17 丹沢・大山におけるモミ枯れと大気汚染の調査（1）調査の概
要および影響評価（広島大総合科）○佐久川弘

2 B 4 18 丹沢・大山におけるモミ枯れと大気汚染に関する調査（2）―酸
性沈着物および土壌の分析結果―（神奈川大工）○井川 学・大河内博

3月 29日午後

（大気環境化学・水質環境化学）
座長 土器屋 由紀子（13 : 00～14 : 00）

2 B 4 25 依頼講演 大気浮遊粒子状物質 PM 2.5に関する動向（東京ダ
イレック）本間克典

2 B 4 28 丹沢・大山におけるモミ枯れと大気汚染に関する調査（3）―気
象要素および大気汚染物質の測定―（科学技術振興事業団・広島大院生
物圏科学研・名大大気水圏研・神奈川大工・広島大総科）○平川
剛・新垣雄光・増田直樹・三宅隆之・智和正明・吉田耕治・石坂
隆・大河内博・井川 学・佐久川弘

2 B 4 29 丹沢・大山におけるモミ枯れと大気汚染に関する研究（4）―モ
ミ葉内成分の測定―（丹沢・大山（神奈川県））○中谷暢丈・小林 剛・
久米 篤・佐久川弘

2 B 4 30 丹沢・大山におけるモミ枯れと大気汚染に関する調査（5）―渓
流水質の測定―（丹沢・大山）○永淵 修・柿本大典・古賀 実
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B 5 会場
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座長 玉浦 裕（14 : 00～14 : 50）
2 B 4 31 三河湾における色素分析による植物プランクトンの測定及び
海洋生物起源硫黄化合物との関係（慶大理工）野々山大輔・田島真幸○
成田 祥・田中 茂

2 B 4 32 北極海における海洋中の生物起源硫黄化合物（DMS，DMSP）
の挙動（慶大理工）○池田 剛・田島真幸・野々山大輔・成田 祥・田
中 茂

2 B 4 33 液体表面放電による染料水溶液の処理効果（帝京科学大理
工・太陽化学工業）○古宮修子・熊倉 稔・浦嶋敏充・石田文男・笹
沢一雄

2 B 4 34 ポリアリルアミン（PAA）糖鎖誘導体の有害半金属の吸着特性
（九産大・九州工研）○山下武弘・迎 勝也・境 正志・甲斐田泰彦・
犬養吉成・安田誠二

2 B 4 35 芳香環を有する内分泌攪乱化学物質，及びその関連化合物の
高効率分解反応（桐蔭横浜大工・桐蔭人間科学工学セ）○齋藤 潔・川
端智人・小野 周・茂木勇治・金繁尚典・森田健一

座長 池袋 一典（15 : 00～16 : 00）
2 B 4 37 不均一水溶液系における四塩化炭素の超音波分解（長崎大工）
○吉岡雄一郎・興津健二・田邊秀二・松本泰重

2 B 4 38 フェリ磁性を用いた環境水中のリンの磁気分離（東工大炭素
循環素材研究セ）○松岡孝仁・島田綾乃・児嶋紀子・落合祐子・長谷
川紀子・松並 淳・玉浦 裕

2 B 4 39 水浄化法としての強磁場水溶液フェライト化反応（東工大炭
素循環素材研究セ）○島田綾乃・松岡孝仁・児島紀子・落合祐子・長
谷川紀子・松並 淳・玉浦 裕

2 B 4 40 炭素繊維による環境水の水質浄化（群馬工業高等専門学校・
東海大）○松本寿美・小島 昭・大谷杉郎

2 B 4 41 炭素繊維と二酸化チタンを用いた水質浄化（群馬高専）○真下
桂子・小島 昭・松本寿美

2 B 4 42 オゾンと活性炭の相乗効果を利用したビスフェノール Aの分
解除去（群馬高専）○本橋大輔・小島 昭

座長 斎藤 潔（16 : 00～17 : 00）
2 B 4 43 台湾陽明山国家公園内の酸性天然水，夢幻湖および冷水坑の
水質形成（九大院理）○江副優香・林 震煌・吉村和久

2 B 4 44 イオンクロマトグラフィーによる陰イオンの定量における塩
及び有機酸の影響（総合環境分析）○北見秀明・村田 靖・渡辺哲男・
北原滝男・高野二郎

2 B 4 45 奈良県下における河川の水質と生物相との関連（奈良教育大）
松村竹子○森井祐幸

2 B 4 46 播磨灘におけるアルキルフェノール類の分布（1）（姫路工大環
境人間）○加藤康伸・熊谷 哲・西岡 洋・杉山裕子・杉江他曽宏

2 B 4 47 アルキルフェノール類の生態系での動態（2）（姫路工大環境人
間）○加藤康伸・熊谷 哲・西岡 洋・杉山裕子・杉江他曽宏

2 B 4 48 酸化チタンの光触媒反応を用いる新規化学的酸素消費量
（COD）測定系の開発（東大先端研）○金潤昌・李庚勲・佐々木聰・池
袋一典・橋本和仁・軽部征夫

3月 30日午前

（水質環境化学，廃棄物土壌環境化学，
安全化学，その他）

座長 山口 達朗（10 : 10～11 : 00）
3 B 4 08 ダイオキシン除去プロセスに関する計算化学的評価（東北大
院工・広島国際学院大工）○鈴木 愛・小林泰則・水上浩一・高見誠
一・久保百司・宮本 明・今村 詮

3 B 4 09 腐植酸前駆物質共存下での光フェントン反応によるペンタク
ロロフェノールの分解（資環研）○福嶋正巳・辰巳憲司・森本研吾

3 B 4 10 還元気化法による廃棄物中水銀の分離と回収システムの構築
その 1 Sn（II）を用いる液相からの還元気化分離と捕集回収（横浜国大
工）堀 雅宏○畑 慎一・王 建華

3 B 4 11 還元気化法による廃棄物中水銀の分離と回収システムの構築
その 2還元気化法による湿性廃棄物からの分離特性（横浜国大工）堀
雅宏○王 建華・畑 慎一

3 B 4 12 還元気化法による廃棄物中水銀の分離と回収システムの構築
その 3廃蛍光管からの分離回収条件の検討（横浜国大工）○堀 雅宏・
早川さおり

座長 堀 雅宏（11 : 00～11 : 40）
3 B 4 13 天然有機資材を用いたアルカリ土壌の化学・物理性の改善

（千葉工大工）山口達明○大澤則寿・山田パリーダ・滝口泰之
3 B 4 14 東京工業大学における内容物不明廃棄物の管理と処分（東工
大炭素循環素材研究セ）○笹尾隆司・池田憲一・中島洋美・長谷川紀
子・玉浦 裕

3 B 4 15 LAS―ICPMSによる樹木年輪試料中微量金属元素の迅速・高
精度定量（�）（杏林大保・横河アナリティカルシステムズ）○松塚雅
博・遠藤政彦・濱田 武

3 B 4 16 電解と光触媒を組み合わせたニトロベンゼン誘導体の酸化処
理（九州産大工）○佐野洋一・小林繁夫・津留壽昭・松本 勝・永石俊
幸・吉永俊一

高分子

3月 28日午前

（高分子反応）
座長 塩野 毅（09 : 30～10 : 20）

1 B 5 04 イソシアナート基を有するポリマーを利用した反応性架橋部
位を有するネットワークポリマーの開発（東工大）須藤 篤・西村和
子・Serguei Solomko○遠藤 剛

1 B 5 05 光電子移動に基づくポリ（N,N ―ジメチルアミノスチレン）の体
積膨張挙動（東工大資源研）舟木剛・三田文雄・遠藤剛

1 B 5 06 高分子上での不斉反応を利用するキラル高分子の合成（豊橋
技科大）○伊津野真一・熊谷逸裕・相馬幸良・El－Shehawy Ashraf

1 B 5 07 固相上におけるリビング重合の開発―ヨウ化サマリウム（II）の
還元能を利用した固相担持型アニオン開始剤の発生法（東工大資源研）
○田中正剛・須藤 篤・三田文雄・遠藤 剛

1 B 5 08 主鎖に架橋型ベンゾピナコール骨格を有するポリエーテルの
合成と骨格転位反応（東工大・資源研）○小野塚偉師・大塚英幸・遠藤
剛

座長 伊津野 真一（10 : 20～11 : 10）
1 B 5 09 4―メトキシ―TEMPOで生長末端を修飾したポリスチレンの熱
分解挙動（東工大資源研）○清水美絵・宮川豊治・三田文雄・遠藤 剛

1 B 5 10 ポリビニルアミン誘導体の刺激応答性（3）（鹿児島大工）○山
元和哉・今村八千代・芹澤 武・村岡雍一郎・明石 満

（高分子合成）
1 B 5 11 オキサスピロ化合物の重合反応によるポリ（1,2―フェニレンオ
キシド）類の合成（三重大工）○久保雅敬・左高健吾・伊藤敬人

1 B 5 12 スピロケタール類の合成と重合挙動（東工大資源研）○福地
巌・三田文雄・遠藤 剛

1 B 5 13 エステル基を有する 6員環環状チオカーボナートのカチオン
開環重合（JCII・東工大資源研）○根本修克・三田文雄・遠藤 剛

座長 中野 環（11 : 10～12 : 00）
1 B 5 14 ポリジチオカーボネートの解重合挙動（東工大資源研）新庄
剛・三田文雄・遠藤剛

1 B 5 15 Cationic block―copolymerization of acyloxymethyl five―mem-
bered cyclic dithiocarbonates with cyclic monomers.（東工大資源研）Ste-
blyanko Alexander○三田文雄・遠藤 剛

1 B 5 16 環状ジチオカーボネートのラジカル開環重合挙動（東工大資
源研）○小林孝寛・三田文雄・遠藤 剛

1 B 5 17 高圧下でのガンマブチロラクトンとカプロラクトンの共重合
（物質研・東理大理工）大石晃広○大関朋裕・田口洋一・渡邊勝宏・藤
田賢一・池田嘉一・増田隆志・湯浅 真

1 B 5 18 アルキルボレート存在下での ε ―カプロラクトンのアニオン
開環重合挙動（東工大総理工）○石井 学・冨田育義・遠藤 剛

3月 28日午後

座長 井原 栄治（13 : 00～14 : 00）
1 B 5 25 依頼講演 ラジカル重合による立体構造制御（奈良先端大院

お 知 ら せ

348 化学と工業 第 53巻 第 3号（2000）



物質創成）中野 環
1 B 5 28 オニウム塩・有機アルミニウム系開始剤による置換オキセタ
ンの開環重合の制御（東工大資源研）○斉藤拓也・竹内大介・遠藤
剛・相田卓三

1 B 5 29 トリスアルコキシ及びトリスアミド配位子を有するチタン錯
体を用いる環状酸無水物とオキセタンとの共重合の制御（東工大資源
研）○竹内大介・遠藤 剛・相田卓三

1 B 5 30 サマロセン触媒系によるブタジエンの立体特異的リビング重
合（理研）○会田昭二郎・侯 召民・小泉武昭・若槻康雄

座長 三田 文雄（14 : 00～14 : 50）
1 B 5 31 吸着分離したMAOを用いたプロピレン重合（北陸先端大）○
萩本 準・近江靖則・魚住俊也・故曽我和雄・佐野庸治

1 B 5 32 π アリルロジウム錯体を触媒として用いたジアレニルベンゼ
ンを原料とする架橋ポリケトンの合成（東工大資源研）○竹中康将・山
口 勲・小坂田耕太郎・山本隆一

1 B 5 33 有機ニッケル／共触媒系による重合触媒反応の開発（3）（広島
大工）○藤村剛経・井原栄治・安田 源

1 B 5 34 有機パラジウム／共触媒系による重合触媒反応の開発（3）（広
島大工）○前野洋平・井原栄治・安田 源

1 B 5 35 Cp―アミドクロム錯体／MMAO系のエチレン重合触媒作用（広
島大工）○緒方敬治・井原栄治・安田 源

座長 侯 召民（15 : 00～16 : 00）
1 B 5 37 π ーアリルニッケル触媒による糖質構造を有するアルコキシ
アレン誘導体のリビング配位重合（東工大院総理工）王 嘉・冨田育
義・遠藤 剛

1 B 5 38 π―アリルニッケル触媒によるアレン類のリビング配位重合―
水中での重合挙動と生成ポリマーの構造―（東工大資源研）○田口順
則・冨田育義・遠藤 剛

1 B 5 39 後周期遷移金属錯体を用いた共役エンインモノマーの配位重
合挙動（東工大資源研）○落合文吾・冨田育義・遠藤 剛

1 B 5 40 有機バナジウム／MMAO系触媒の重合触媒作用（2）（広島大
工）○佐藤嘉記・井原栄治・安田 源・金久展子・甲斐 泰

1 B 5 41 有機鉄錯体／共触媒系の重合触媒作用（広島大工）○馬場勇
志・井原栄治・安田 源

1 B 5 42 有機モリブデン錯体／共触媒系の重合触媒作用（広島大工）○
肥谷幸司・井原栄治・安田 源

座長 魚住 俊也（16 : 00～17 : 00）
1 B 5 43 プロピレンと 1,2,4―トリビニルシクロヘキサンの共重合によ
る反応性ポリプロピレンの合成（東工大資源研）村山茶絵・塩野 毅・
池田富樹

1 B 5 44 ［tBuNSiMe2（Flu）］TiMe2触媒系によるプロピレンと α ,ω―ジ
オレフィンの共重合（東工大資源研）兼高亜矢子・塩野 毅・池田富樹

1 B 5 45 トリフェニルアミン骨格を側鎖に持つフェニルアセチレン誘
導体の重合（新潟大工）金子隆司○塚越信頼・青木俊樹・及川栄蔵

1 B 5 46 ランタノイド触媒を用いた極性モノマーと非極性モノマーの
共重合（広島大工・応用化学）○guillaume desurmont・安田 源

1 B 5 47 非メタロセン系 Yb錯体によるMMAとアクリレート類との
アイソタクチック共重合（広島大工・応用化学）川口佳秀・安田 源

1 B 5 48 ホモレプティックアルキルランタノイド錯体を用いた触媒活
性の開発（広島大工・応用化学）○斉 貴中

3月 29日午前

座長 石船 学（10 : 00～10 : 50）
2 B 5 07 （N―ビニルアセトアミド）骨格を有する二官能性モノマーのラ
ジカル重合挙動（東工大資源研）岩村武○森岡洋右・遠藤 剛

2 B 5 08 アクリラート―ビニルエーテル構造をもつ環状モノマーのラ
ジカル重合とポリ α ―ヒドロキシアクリル酸の合成（東工大資源研）○
宮川豊治・三田文雄・遠藤 剛

2 B 5 09 側鎖にテトラヒドロフラン骨格を有する新規ネットワークポ
リマーの開発（東工大資源研）○GAO XIN・須藤 篤・遠藤 剛

2 B 5 10 機能性材料を指向した新規テトラ―O―シアノエチルグルコー
ス誘導体の合成（岡山大工）○西田良祐・石川彰彦・斎藤清機

2 B 5 11 油溶性光開始剤によるメタクリル酸メチルの光乳化重合（新
居浜高専）○戸田正悟・堤 主計・中川克彦・田渕研三

3月 29日午後

座長 尾池 秀章（13 : 00～14 : 00）

2 B 5 25 スピロ環構造をもつニトロキシドラジカルを mediatorとする
スチレンのリビングラジカル重合（阪市大工）○中村典弘・三浦洋三

2 B 5 26 アミド―アミド基間相互作用に基づくアクリルアミドの鋳型
重合（近畿大理工）石船 学○田辺浩之・若原 拓・中澤孝夫・山下那
都樹

2 B 5 27 カルボニル―アミド基間相互作用により誘発されるアクリル
アミドの単独重合およびアクリル酸エステルとの共重合系（近畿大理
工）石船 学○高橋克典・村上秀樹・鍋浦秀哉・山下那都樹

2 B 5 28 アクリラート―ビニルエーテル構造を合わせ持つ環状モノマ
ーのイオン重合挙動（東工大資源研）○芹澤考謙・宮川豊治・三田文
雄・遠藤 剛

2 B 5 29 カルバゾール塩の熱潜在性カチオン重合触媒への応用（東工
大総理工）正木伸吉・冨田育義・遠藤 剛

2 B 5 30 かさ高い置換基を有するジヒドロキシアクリレート型モノマ
ーの水素移動重合によるハイパーブランチポリマーの合成（山形大工）
門川淳一○伊熊亨介・金子芳郎・烏 マサ・多賀谷英幸

座長 手塚 育志（14 : 00～15 : 00）
2 B 5 31 環状トリメチルシリルジエノラートのグループトランスファ
ー重合（山形大工）門川淳一・猪股志麻○岩崎康弘・烏 マサ・多賀谷
英幸

2 B 5 32 α ―ブロモイソ酪酸エステルから調製されるリチウムエノラ
ートを開始剤とするメタクリラート類のリビング重合（東工大資源研）
○松本卓也・遠藤 剛

2 B 5 33 エチル（4―ブロモフェニル）ケテンのリビングアニオン重合
（東工大資源研）○須藤 篤・遠藤 剛

2 B 5 34 光学活性配位子―有機金属錯体を開始剤とする（RS）―N ―α ―メ
チルベンジルマレイミドの不斉アニオン重合（山口大工）大石 勉○鬼
村謙二郎・柳生道宏・安永繁代・磯部行夫・周 華・堤 宏守

2 B 5 35 ケテンとアルデヒドのリビングアニオン交互共重合（東工大
資源研）○永井大介・須藤 篤・三田文雄・遠藤 剛

2 B 5 36 アルコキシアレンとトリアゾリンジオン誘導体の自発的共重
合（東工大・資源研）○山本進一・三田文雄・遠藤 剛

座長 大石 勉（15 : 00～15 : 50）
2 B 5 37 リン酸アミドエステルを熱潜在性開始剤とするグリシジルフ
ェニルエーテルの重合（東工大資源研）○金紋そく・三田文雄・遠藤
剛

2 B 5 38 末端二重結合を持つ 1,2―シクロヘキサンジアミン誘導体のゲ
ル挙動と重合（信州大繊維）○堀内竜也・英 謙二・木村 睦・白井汪
芳

2 B 5 39 新規環状アンモニウム塩型テレケリクスを用いた環状ポリス
チレンの合成（東工大院理工）○段々康朗・浜田光祥・尾池秀章・手塚
育志．

2 B 5 40 単一サイズを有する環状アンモニウム塩型テレケリクスの合
成と反応（東工大院理工）○中島めぐみ・尾池秀章・手塚育志．

2 B 5 41 官能基を複数有する環状ポリテトラヒドロフランの合成と反
応（東工大院理工）○小林慎治・毛利隆行・尾池秀章・手塚育志．

3月 30日午前

座長 横澤 勉（10 : 00～11 : 00）
3 B 5 07 新規反応性高分子ポリ（アゼチジン）の合成（東工大）○飯高芳
郎・五十嵐憲二・須藤 篤・遠藤 剛

3 B 5 08 ジイソチオシアナートとテトラアミノエチレンの反応による
二官能性ツイッターイオンの生成と新規高分子合成への応用（東工大）
五十嵐憲二○須藤 篤・遠藤 剛

3 B 5 09 テレフタル酸ビス（α ―トリフルオロメチル―β ,β ―ジフルオロ
ビニル）とジアルデヒドとのラジカル重付加反応（埼玉工大工）○竹下
正人・成田 正・萩原時男・浜名 浩・根本昭典・中川 浩

3 B 5 10 ホウ酸触媒を用いたアミンとカルボン酸の直接重縮合反応
（名大院工・名大難処セ・CREST）○大原 卓・石原一彰・山本 尚

3 B 5 11 自己重付加反応を利用したポリ（ヘミアセタールエステル）の
合成（東工大資源研）○大塚英幸・遠藤 剛

3 B 5 12 相間移動触媒を用いたポリ（4―ビニル安息香酸カリウム）と 2―
ブロモプロパン酸カリウムの反応（2）（千葉大工・慶応大化）阿久津文
彦・猪木真理○下垣智子・渡辺紗紀子・笠嶋義夫・志村 正・土屋正
臣

座長 中 建介（11 : 00～12 : 00）
3 B 5 13 主鎖・側鎖同時構築法による側鎖アレニル基を有するポリエ
ーテルの合成。アルデヒド，アルコキシシラン，プロパルギルシラン
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を用いる三成分モデル縮合反応。（神奈川大工）○椎野啓太郎・新美
類・平岡秀一・横澤 勉

3 B 5 14 トリス（チエニルフェニル）アミンオリゴマーの合成（慶大理
工）○小嶋洋二郎・内田久美子・樋口昌芳・山元公寿

3 B 5 15 新規環状フェニルアゾメチンモノマーの選択的合成（慶大理
工）○木本篤志・樋口昌芳・山元公寿

3 B 5 16 ポリ（フェニルアゾメチン）誘導体の合成と電気化学特性（慶
大理工）○高木久美子・西海豊彦・樋口昌芳・山元公寿

3 B 5 17 キノキサリン構造を有する新規芳香族テトラカルボン酸二無
水物からのポリイミドの合成と性質（千葉大工・慶応大化）猪木真理・
阿久津文彦○小西達也・笠嶋義夫

3 B 5 18 フェノキサチイン型ポリへテロアセンの合成（早大理工）○三
神武文・三橋史生・宮武健治・小柳津研一・土田英俊

3月 30日午後

座長 冨田 育義（13 : 00～14 : 00）
3 B 5 25 依頼講演 共有結合の可逆的活性化によるリビングラジカル
およびケチオン重合の開発（京大院工）上垣外正己

3 B 5 28 スルホニウムの親電子置換反応を利用するポリチオフェンラ
ダーの合成（早大理工）○岩崎知一・米丸裕之・小柳津研一・土田英俊

3 B 5 29 ビスビピリジルルテニウム（II）を用いた高分子錯体の合成と
その性質（京大院工・高分子）○反保佳弘・小西玄一・中 建介・中條
善樹

3 B 5 30 主鎖に遷移金属を有する新規ポリシクロジボラザンの合成
（京大院工）○松元 深・松見紀佳・中條善樹

座長 上垣外 正己（14 : 00～15 : 00）
3 B 5 31 ビスチオケテンの環化付加重合によるエーテルまたはメチレ
ン基でつながったポリ（ジチアフルベン）の合成（京大院工）○中 建
介・MARATHE. Sujata・植村卓史・中條善樹

3 B 5 32 ジチオールとジハロゲン化物の重縮合による新規全芳香族ポ
リチオエーテルケトンの合成（阪府大院工）○松村澄子・木原伸浩・山
田光昭・高田十志和

3 B 5 33 フルオレン骨格を持つジチオールの合成とそれを用いる全芳
香族ポリチオエーテルケトンの合成（阪府大院工）○松村澄子・木原伸
浩・山田光昭・高田十志和

3 B 5 34 2―ブロモ―4―（N ,N ’―ビス（4―メトキシフェニル）アミノ）スチレ
ンの Heck反応による重縮合（早大理工）○難波一晃・高橋正洋

3 B 5 35 ポリ（トリフェニルアミン―alt―フェニレンビニレン）の合成
（早大理工）○相馬 実・夫 勇進・西出宏之・土田英俊

3 B 5 36 星型トリス（4―フェノキシル―1,2―フェニレンビニレン）と m―
ジビニルベンゼンの縮合体の合成（早大理工）○斉藤有加・小澤崇浩

座長 木原 伸浩（15 : 00～16 : 00）
3 B 5 37 低原子価チタン錯体とビスアセチルベンゼン誘導体との分子
間酸化カップリングを用いた共役系ポリマーの合成（東工大総理工）熱
海陽彦・冨田育義・遠藤 剛

3 B 5 38 ボラジン―シロキサン骨格を有する有機無機ハイブリッドポ
リマーの合成と熱的性質（物質研）○内丸祐子・山下 浩・甲田直子

3 B 5 39 2,6―ジフルオロフェノールの酸素酸化重合（早大理工）○齋藤
敬・熊木洋介・小柳津研一・土田英俊

3 B 5 40 π―アリルニッケル触媒を用いる N ―アレニルピロールのブロ
ック共重合反応（東工大総理工）○田澤綾子・冨田育義・遠藤 剛

3 B 5 41 シラシクロブタンによるカルバニオンポンプ 2：ポリエチレ
ンオキシドからポリスチレンへのブロック重合（北陸先端科学技術大
院大・材料）○今栄一郎・SHEIKH Md. Rezaul Karim・THARANIK-
KARASU Kannan・鈴木圭吾・川上雄資

3 B 5 42 光学活性架橋配位子を用いたらせん状自己集合体（信州大繊
維）○木村 睦・佐野元紀・英 謙二・白井汪芳

高分子

3月 28日午前

（高分子物性）
座長 藤松 仁（10 : 00～11 : 00）

1 B 6 07 高分子材料の疲労破壊過程におけるクレーズの発生と疲労回
復（芝浦工大）○根本哲也・佐々木聡一・八谷広志・武田邦彦

1 B 6 08 講演中止
1 B 6 09 5―クロロ―2―メチル―p―フェニレンジアミンをジアミン成分と
するアラミドフィルムの延伸と熱処理。（山梨大学工）平井 幹○末永
攻治・木村敦子

1 B 6 10 N,N’―m―フェニレンビス（p―アミノベンズアミド）をジアミン
成分とするアラミドの延伸と熱処理（山梨大学工）平井 幹○白井伸
幸・大島貴之・須渕恵聡

1 B 6 11 ジイソシアナートで架橋したポリテトラヒドロフラン分子量
ブレンド体の示差走査熱量測定（防衛大化学）○宮野 済・土屋雅大・
小島敬和

1 B 6 12 講演中止

座長 平井 幹（11 : 00～12 : 00）
1 B 6 13 アルコキシ置換ポリチオフェンの合成と光学スペクトルの分
子量依存性（NTT物性科学基礎研）○張 中標・藤木道也・本永雅
郎・中島 寛・コウジュリアン

1 B 6 14 インバースガスクロマトグラフィーによるポリエチレンオキ
シド／ポリ酢酸ビニルブレンドの相溶性に関する研究（信州大繊維）○
澤井恒祐・村上好成・小駒喜郎・近藤慶之

1 B 6 15 インバースガスクロマトグラフィーによるポリアクリル酸／
ポリメタクリル酸メチルブレンドの相構造に関する研究（信州大繊維）
○安達克洋・村上好成・羽田野裕義・小駒喜郎・近藤慶之

1 B 6 16 超高分子量ポリエチレンの膨潤―延伸法による高強度・高弾
性繊維化（信州大繊維）○林 貴志・藤松 仁・宇佐美久尚・飯島孝志

1 B 6 17 ゲル化したポリマー溶液のその場沈殿による多孔質ポリマー
の作製（信州大繊維）○榊原泰彦・英 謙二・木村 睦・東原秀和・白
井汪芳

1 B 6 18 ホスホン酸型陽イオン交換膜を通しての熱浸透（信大工）○坪
内 誠・田坂雅保・清野竜太郎・佐田俊勝・鍵山安弘

3月 28日午後

座長 瀬川 浩司（13 : 00～14 : 00）
1 B 6 25 銅イオン存在下におけるグリシンペプチド吸着挙動の EQCM
（山口大工）○中岡晃一・田中慎一・中山雅晴・小倉興太郎

1 B 6 26 ポリピリジン Ru錯体分散高分子膜中における電荷伝播機構
（茨城大理）○石川和紀・城石英伸・金子正夫

1 B 6 27 不斉中心にフッ素を有する強誘電液晶性ポリチオフェン誘導
体の合成と物性（筑波大）○戴 小満・成廣治憲・後藤博正・赤木和
夫・白川英樹・横山 浩

1 B 6 28 2,7―アントリレンビス（2,6―ジ―tert―ブチルフェノキシル）骨格
を持つポリラジカルの合成と磁気的性質（新潟大工）金子隆司○牧野高
久・青木俊樹・及川栄蔵

1 B 6 29 ポリ（3―ラジカル前駆部置換チオフェン）の酸化重合による合
成と磁気的性質（早大理工）○山崎朋子・宮坂 誠・西出宏之・土田英
俊

1 B 6 30 電解重合法によるデンドリマーフィルムの調製（信州大繊維）
加藤道範○木村 睦・英 謙二・白井汪芳

座長 金子 隆司（14 : 00～14 : 50）
1 B 6 31 シリンダー状配位高分子の合成と電気化学特性（信州大繊維）
○豊田直之・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

1 B 6 32 ポルフィリンをコアとする新規剛直フェニレンデンドリマー
の特性（信州大繊維）○柴 哲夫・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

1 B 6 33 光応答性共役系高分子の合成と性質（筑波大物質工）○金澤克
彦・後藤博正・赤木和夫

1 B 6 34 メソ位直結型ポルフィリンオリゴマー π ラジカルのスピン整
列（東大院総合・東大院工・JST戦略・中国科学院）○瀬川浩司・平川
和貴・竹内康子・呉 飛鵬

1 B 6 35 複核コバルトポルフィリン π 共役高分子錯体による酸素 4電
子還元反応（慶大理工）○松藤晶子・中澤伸介・山元公寿

座長 小倉 興太郎（15 : 00～16 : 00）
1 B 6 37 溶融塩型高分子ブラシの合成とイオン伝導度に及ぼすブラシ
構造の効果（東京農工大工）○吉澤正博・大野弘幸

1 B 6 38 末端に荷電を有する PEO誘導体の動粘度とイオン伝導度と
の相関（東農工大）○向井知大・吉沢正博・秋田香織・大野弘幸
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1 B 6 39 （PEO―無水マレイン酸）共重合体で修飾したミオグロビンの
電極上の安定性（東京農工大工）○松尾高年・佐藤明徳・河原夏江・大
野弘幸

1 B 6 40 フルオレン骨格を持つ発光材料の分子設計（1）（九大総理工）
○李 商昊・筒井哲夫

1 B 6 41 フルオレン骨格を持つ発光材料の分子設計（2）（九大総理工）
○中村敏和・李 商昊・筒井哲夫

1 B 6 42 DNA／インターカレーター／グルーブバインダー：トリプルコ
ンプレックスの形成と導電性電極被覆材料としての評価（東京農工大
工・生命工）○小宮佐知子・宮田恵一・大野弘幸

座長 木村 睦（16 : 00～16 : 50）
1 B 6 43 DNA／色素複合体を介した PEO―Mbの電子移動反応（東京農
工大工）○宮田恵一・大野弘幸

1 B 6 44 軸配位子としてチオフェン誘導体を持つケイ素フタロシアニ
ン錯体（信州大・繊維）○天満哲司・武藤豪志・木村 睦・英 謙二・
白井汪芳

1 B 6 45 抗菌・防カビ機能を併せ持つナノサイズポリマー粒子の設計
（大阪ガス開発研究部）○山口千春・松下 功・在間弘朗

1 B 6 46 ポリ（γ―グルタミン酸）の架橋とその性質（神奈川産総研分子
工・東工大資源研）○村上小枝子・遠藤 剛

1 B 6 47 N位に BOC基を有するピロールポリマーの合成とその脱保
護（東工大・資源研）芳沢昌孝・山本隆一

3月 29日午前

（バイオ関連ポリマー）
座長 芹澤 武（09 : 30～10 : 00）

2 B 6 04 ヘパリン化血液適合性高分子材料の調製（静岡大工・静岡大
理工学研究科）○三浦竜太・御手洗裕典・押川達夫・高橋雅樹・山下
光司

2 B 6 05 抗血栓性医療用高分子材料の開発（静岡大工・静岡大理工学
研究科）○御手洗裕典・三浦竜太・押川達夫・高橋雅樹・山下光司

2 B 6 06 新規MRI造影剤の合成（静岡大工・静岡大理工学研究科）○
原 勇介・押川達夫・高橋雅樹・山下光司

座長 門川 淳一（10 : 00～10 : 50）
2 B 6 07 腫瘍集積性物質を用いたMRI造影剤の開発（静岡大工・静岡
大理工学研究科）○栗原英夫・押川達夫・高橋雅樹・山下光司

2 B 6 08 外殻にシクロホスファミド誘導体を有する新規デンドリマー
の合成（静岡大工・静岡大理工学研究科）○志村聡志・押川達夫・高橋
雅樹・山下光司

2 B 6 09 PEOおよび copoly―PEO修飾ミオグロビンの PEOオリゴマー
中における酸化還元活性（東農工大工）○中村 淳・河原夏江・中村暢
文・大野弘幸

2 B 6 10 交互浸漬法による生分解性ハイドロゲルへのアパタイト形成
（鹿児島大工）○テチャブンヤキャートワンペン・芹澤 武・明石 満

2 B 6 11 ガラス反応性リン脂質オリゴマーの合成と表面修飾特性（東
医歯大生体材料研）兼氏友樹・栗田公夫・岩崎泰彦・中林宣男・石原
一彦

3月 29日午後

座長 岩崎 泰彦（13 : 00～14 : 00）
2 B 6 25 光学活性ビナフチル―サレン複合型ポリマー ―アプリオリに
形成されるらせんとその不斉触媒能―（阪府大院工）○竹内 猛・古荘
義雄・高田十志和

2 B 6 26 AB2型グルカールモノマーのグリコシル化反応によるハイパ
ーブランチ多糖の合成（山形大工）○門川淳一・山本昌央・烏 マサ・
多賀谷英幸

2 B 6 27 つる巻き重合によるアミロースとポリエーテル類の包接錯体
形成挙動（山形大工）○門川淳一・金子芳郎・烏 マサ・多賀谷英幸

2 B 6 28 DNA―ポリマーコンジュゲートを用いた新規遺伝子診断法の
開発（九大院工）○有澤卓巳・尾崎祥久・片山佳樹・前田瑞夫

2 B 6 29 細胞情報と化学情報を相互変換する分子の創成リン酸化シグ
ナル（プロテインキナーゼ A）応答性高分子の開発（九大院工・さきが
け研究 21）○片山佳樹・園田達彦・前田瑞夫

2 B 6 30 細胞情報と化学情報を相互変換する分子の創成リン酸化シグ
ナル（プロテインキナーゼ A）応答性薬物カプセルの開発（九大院工・
さきがけ研究 21）○園田達彦・片山佳樹・前田瑞夫

座長 前田 瑞夫（14 : 00～14 : 50）
2 B 6 31 二重らせん構造を有する高分子超薄膜の調製（鹿児島大工）○
濱田謙一・芹澤 武・明石 満・勝川健一・北山辰樹

2 B 6 32 ラセミ結晶化を駆動力としたポリ乳酸の逐次積層（鹿児島大
工）○山下宏央・芹澤 武・藤原知子・木村良晴・明石 満

2 B 6 33 依頼講演 リン脂質ポリマー傾斜型バイオマテリアルの合成
と細胞機能制御（東医歯大生体材料研）岩崎泰彦

座長 山下 啓司（15 : 00～16 : 00）
2 B 6 37 DNA―ポリエチレングリコール複合体の合成と nativeDNAと
のブロック化（九大院工）○森山大輔・梅野太輔・前田瑞夫

2 B 6 38 DNA―アンモニウム錯体から得られた高機能性材料―3新型膜
材料の設計と調製（千歳科技大・TAO千歳ホトニクスリサーチセ）王
麗莉・高橋寛明・武田 昇・福島光洋・小山珠美・吉田淳一・緒方直
哉

2 B 6 39 シクロデキストリン・インプリント高分子による分子認識；
基質結合部位の構造と架橋反応における鋳型の役割（東大院工）○菱谷
隆行・秋山智洋・浅沼浩之・小宮山真

2 B 6 40 水溶液中におけるシクロデキストリンとオリゴ（ジメチルシ
ロキサン）誘導体との包接錯体形成（阪大院理）奥村博道・川口恵徳・
原田 明

2 B 6 41 シクロデキストリンとビオロゲンオリゴマーとから成る分子
シャトルの合成（阪大院理）○川口恵徳・原田 明

2 B 6 42 桂皮酸誘導体修飾シクロデキストリンを用いた超分子ポリマ
ーの設計と構築（阪大院理）○星野泰輝・川口恵徳・原田 明

座長 北川 進（16 : 00～16 : 30）
2 B 6 43 錯体形成を利用したピラゾールデンドリマーの超らせん構造
の発現（東大院工）○榎本 正・相田卓三

2 B 6 44 光応答性デンドリマーの設計と合成（静岡大工）○高橋雅樹・
押川達夫・山下光司

2 B 6 45 温度応答性デンドリティックホストによる触媒活性制御（信
州大繊維）○加藤道範・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

3月 30日午前

（高分子ゲル）
座長 稲木 良昭（10 : 00～11 : 00）

3 B 6 07 温度・pH応答性ゲル膜からの金属イオンの分離性能（群馬大
工・原研高崎）John Hendri・廣木章博・前川康成○吉田 勝・片貝良
一

3 B 6 08 分子モデリングによる分子認識サイトの検討（京工繊大繊維）
○久井清輝・細矢 憲・久保拓也・池上 亨・田中信男

3 B 6 09 SPG膜乳化法で調製したポリマー粒子のクロマトグラフィー
的特性（京都工維大繊維）○大久保健実・細矢 憲・久保拓也・池上
亨・田中信男

3 B 6 10 放射線法で調製した温度応答性ヒドロゲルの収縮速度に及ぼ
す，反応溶液中のアルコ―ル分子の影響（群馬大工・原研高崎）○廣木
章博・前川康成・吉田 勝・片貝良一

3 B 6 11 コポリマーゲルの体積相転移に及ぼすモノマー組成の影響
（農工大工・原研高崎）○上野正宙・前川康成・吉田 勝・米澤宣行

3 B 6 12 界面活性剤／ゲルの X線散乱（静岡県大薬・静岡大理）○片山
誠二・中村 哲・浅野 勉・西尾亮介

座長 片山 誠二（11 : 00～12 : 00）
3 B 6 13 ゲル重合時の容器表面の親水性・疎水性の違いがポリ（N―イ
ソプロピルアクリルアミド）ゲルの熱収縮に及ぼす影響（宇都宮大工）
○加藤紀弘・大比良由紀絵・高橋不二雄

3 B 6 14 凍結乾燥型ポリ（N―イソプロピルアクリルアミド／メタクリル
酸）ゲルの熱収縮の速度論的解析（宇都宮大工）加藤紀弘○金澤 淳・
高橋不二雄

3 B 6 15 凍結乾燥型熱応答性ゲルの膨潤過程の速度論的解析（宇都宮
大工）加藤紀弘○長岡和俊・西澤美夏・酒井保藏・高橋不二雄

3 B 6 16 ビニル基を含むゲル化剤モノマーの合成とその光重合（信州
大繊維）○竹内みさき・荒深誠司・英 謙二・木村 睦・白井汪芳

3 B 6 17 チミン，ウラシルを導入した PVAの合成と光二量化反応（阪
大院工）○稲木良昭・平塚裕康・宮田幹二

3 B 6 18 ビスヒドロキシシランとアミノシランの縮合反応によるシロ
キサンゲルの合成と構造解析（北陸先端科学技術大院大・材料）○情野
真・大石 基・今栄一郎・川上雄資
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C 1 会場
7号館734番教室

無機化学

3月 28日午後

（合成と構造）
座長 尾関 智二（13 : 00～14 : 00）

1 C 1 25 アルカリデカモリブデン酸塩のフォトクロミズム（神戸大自
然・神戸大理）○奥田 誠・枝 和男・曽谷紀之

1 C 1 26 非晶質モリブデン酸塩の構造解析（神戸大自然・神戸大理）○
吹春里志・枝 和男・曽谷紀之

1 C 1 27 グリシルグリシンとポリオキソモリブデートとの複合化合物
の構造（東工大資源研）山瀬利博○深谷啓介

1 C 1 28 新しい混合配位子型 Er（III）―ポリタングステン酸塩の構造（東
工大資源研）○成毛治朗・山瀬利博

1 C 1 29 遷移金属ポリカチオンを用いた新規ヘテロポリ化合物の合成
（東大院工）○内田さやか・水野哲孝

1 C 1 30 ［V12B32O84（Na4）］1 5―にカプセル化されたナトリウムイオンの
NMR時間スケールでの緩和現象（東工大資源研）○石川英里・山瀬利
博

座長 水野 哲孝（14 : 00～14 : 50）
1 C 1 31 Se2V2O10

2― 及び SeV3O11
3― の合成と構造（関学大理・東工大院理

工）尾関智二○中野裕之・矢ヶ崎篤
1 C 1 32 アルカリ金属ブロンズの低温合成ルート（神戸大自然・神戸
大理）○沈 �・枝 和男・曽谷紀之・Whittingham M. Stanley

1 C 1 33 水和モリブデンブロンズのイオン交換挙動（神戸大自然・神
戸大理）○武信直子・枝 和男・曽谷紀之

1 C 1 34 水和ナトリウムモリブデンブロンズの熱力学研究（神戸大
理・神戸大自然）○八田文吾・鈴木 隆・枝 和男・曽谷紀之

1 C 1 35 バナジン酸銀の水系における多型合成（岡山理大理）○橘高茂
治・河田美有紀・奥野恭之

座長 枝 和男（15 : 00～16 : 10）
1 C 1 37 水溶液からの銅フェライトの生成（いわき明星大教養）○神崎
忠雄

1 C 1 38 水熱法により得られた LiMn2O4に対する酸素雰囲気下熱処理
の影響（京大院人間環境）○金作 整・雨澤浩史・山本直一

1 C 1 39 酸性条件下での水熱法による LiMn2O4の合成（京大人間環境）
荒川雅人・金作 整・雨澤浩史・山本直一

1 C 1 40 塩化カルシウム水溶液中に溶存するシリカ錯体の主な成分と
溶存可能な化学種；FAB―MSによる同定と考察（東京水産大・理研）
○田中美穂・高橋和也

1 C 1 41 湿式法による塩基性ビスマス硝酸塩化合物の合成（京大人間
環境）端谷隆一・雨澤浩史・山本直一・堀部正吉

1 C 1 42 EDTAキレートを用いた均一沈殿法によるバリウムの各種リ
ン酸塩の合成―生成過程に与える過酸化水素および pH等の影響―（東
海大理）○加藤千晴・藤田一美・松田恵三

1 C 1 43 EDTAキレート酸化分解法によるカルシウムアパタイトの合
成。アルミニウム添加量などの諸条件の影響について（東海大理）○森
俊輔・加藤千晴・藤田一美・松田恵三

3月 29日午前

（放射化学・核化学）
座長 小林 義男（09 : 00～10 : 00）

2 C 1 01 T―for―H交換反応における種々のジカルボン酸の反応性（新潟
大工）今泉 洋○加藤岳久

2 C 1 02 水酸化鉄（または水酸化コバルト）中に取り込まれるトリチウ
ム量の定量評価（新潟大工）狩野直樹○笹倉健太・今泉 洋

2 C 1 03 固体アンモニアの µ SR（東大理）○久保謙哉・西山樟生
2 C 1 04 シリコン中に熱拡散したホウ素の中性子放射化法による深度
分布測定（大同工大・東大理・原研東海）○酒井陽一・久保謙哉・米沢
仲四郎・松江秀明．・神保睦子・藤本 博

2 C 1 05 即発 γ 線分析法による大型試料の元素分布測定（原研）大浦泰
嗣・Latif Shaikh Abdul・海老原充・中原弘道

2 C 1 06 多重ガンマ線分析法の放射化分析への応用（原研）○初川雄
一・早川岳人・藤 暢輔・篠原伸夫・大島真澄

座長 北澤 孝史（10 : 00～11 : 00）
2 C 1 07 アクチノイド内包フラーレン合成の試み（都立大院理・原研
先端基礎研）○秋山和彦・坂口正彦・趙 宇亮・末木啓介・塚田和
明・菊地耕一・永目諭一郎・片田元己・中原弘道

2 C 1 08 オンライン質量分離装置による新核種233Amの同定（原研先端
研・都立大理・名大工・広大工）○塚田和明・阪間 稔・浅井雅人・
市川進一・西中一朗・羽場宏光・後藤真一・永目諭一郎・大浦泰嗣・
中原弘道・柴田理尋・河出 清・小島康明

2 C 1 09 57Mnビームを利用したインビームメスバウアー分光による鉄
原子の占有位置と化学状態（理研・東大理・東理大）○小林義男・吉田
豊・吉田 敦・早川一生・行平憲一・久保謙哉・山田康洋・安部文敏

2 C 1 10 レーザー蒸発法により生成した鉄原子とアセチレンとの反応
（東理大理）○勝又啓一・島崎秀生・小野祐樹・山口加代子・山田康洋

2 C 1 11 オキサラト架橋型錯体におけるスピン配列方向のメスバウア
ー分光法による研究（生命工研）○飯島誠一郎・水谷文雄

2 C 1 12 EuxHf1―xO2―x／2系の結晶構造，及びユーロピウムメスバウア分
光学的研究（原研）○原田大実・正木信行・中村彰夫・日夏幸雄

座長 今泉 洋（11 : 00～12 : 00）
2 C 1 13 講演中止
2 C 1 14 水酸化ネプツニル（VI）の熱分解と237Npメスバウアースペクト
ル（東邦大理・原研物質科学・原研原総技セ）○北澤孝史・斉藤貴史・
王 軍虎・中田正美・山下利之・佐伯正克・竹田満州雄

2 C 1 15 K［NpO2（NO3）3］の237Npメスバウアースペクトル（東邦大理・
原研物質科学）○王 軍虎・北澤孝史・竹田満洲雄・中田正美・山下
利之

2 C 1 16 依頼講演 JCO事故に関わる文部省調査団の活動について
（金沢大）小村和久

3月 29日午後

（希土類）
座長 福岡 宏（13 : 00～14 : 10）

2 C 1 25 低温マトリックス単離したトリス（シクロペンタジエニル）ネ
オジムの光化学反応（東理大理）○宮崎 淳・澤井 綾・山田康洋

2 C 1 26 希土類ケイ素窒化物および酸窒化物発光体の合成と光学的性
質（東北大院工）○上田恭太・滝沢博胤・遠藤 忠・山根久典・島田昌
彦・王 彰盟・三友 護

2 C 1 27 カルシウムホウ素窒化ハロゲン化物蛍光体の合成と発光特性
（東北大工）森 勝弘・上田恭太・滝沢博胤○遠藤 忠・島田昌彦

2 C 1 28 ［EuxEr4―x（MoO4）（H2O）16（Mo7O24）4］14―の発光挙動と Eu→Erエネ
ルギー移動（東工大資源研）山瀬利博○江川紀章

2 C 1 29 Ln（W5O18）2］9―（Ln＝Tb,Sm）のインターカレーションとホトル
ミネッセンス特性（東工大資源研）山瀬利博○中谷 浩

（構造と物性）
2 C 1 30 炭素を含むカルコゲナイド化合物の構造と物性（科技団・無
機材研・阪大・理研）○酒巻健司・和田弘昭・野崎浩司・大貫惇睦・
川合真紀

2 C 1 31 CuGdS2の合成と構造（無機材研）○和田弘昭・CHEN Xue－
an・小野田みつ子・佐藤 晃

座長 上田 恭太（14 : 10～15 : 10）
2 C 1 32 シリコンウエハー上での Zintl相 SrSi2の合成（広島大工）○坂
元光洋・小久保真・犬丸 啓・山中昭司

2 C 1 33 ゲルマニウムクラスレート Ba8Ge43とその三元系固溶体の合
成と物性（広大工）○福岡宏・山中昭司

2 C 1 34 分子性酸化物に包接された一酸化窒素（関西学院大理・東工
大院理工）尾関智二・川波亘哉○矢ヶ崎篤

2 C 1 35 High Tcプルシアンブルー型磁性薄膜のファラデー効果（東大
先端研）○水野幹久・大越慎一・橋本和仁

2 C 1 36 スピンクロスオーバーを示すシアノ架橋 Co―W系分子磁性材
料の合成と研究（東大先端研）○下川幸正・荘 金鐘・好野則夫・大越
慎一・橋本和仁

2 C 1 37 オクタシアノ系MnII―WV三次元集合体の構造と磁性（神奈川
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C 2 会場
7号館739番教室

科学技術アカデミー・東大生産研・東大工・東大先端研）○荘 金
鐘・清野秀岳・溝部裕司・干鯛真信・大越慎一・橋本和仁

3月 30日午前

（層状物質）
座長 熊田 伸弘（09 : 10～10 : 00）

3 C 1 02 糖類のアセチル化反応触媒としてのモンモリロナイトの利用
（静岡大院理工）○都筑元敬・生駒修治

3 C 1 03 アルキルトリエトキシシラン―テトラエトキシシラン系から
の無機―有機ナノ複合体薄膜合成における析出温度の影響（早大理工）
○下嶋 敦・菅原義之・黒田一幸

3 C 1 04 カオリナイト層表面のメトキシ化（早大理工）○小森佳彦・榎
戸洋之・竹縄亮史・林 繁信・菅原義之・黒田一幸

3 C 1 05 粘土層間内に Fe金属錯体を取り込んだ複合体の合成と光学
的性質（東北大工）高橋香十里・上田恭太・滝沢博胤・遠藤 忠・島田
昌彦

3 C 1 06 モンモリロナイト層間を利用した陽イオン性アゾベンゼンの
配向制御（早大理工・科技団さきがけ 21・早大教育）○石井卓磨・宮
元展義・黒田一幸・小川 誠

座長 小川 誠（10 : 00～11 : 00）
3 C 1 07 EDTAキレート酸化分解法によるハイドロタルサイト様Mg―

Al系層状複水酸化物合成条件の検討（東海大理）○千田一敬・藤田一
美・松田恵三

3 C 1 08 層間にチオ硫酸イオンと銀イオンをインターカレイトした
LDHの合成と Sの定量（徳島大工）前田和樹・金崎英二

3 C 1 09 無極性溶媒中における層状複水酸化物へのプロトン性有機化
合物の吸着（東海大理）○島田 紘・渡辺和治・麻生謙一

3 C 1 10 α ーリン酸ジルコニウムへのベンジルアミン誘導体のインタ
ーカレーションとデ―インターカレーション（東京農工大工）○松田理
恵子・長谷川禎告

3 C 1 11 ポリアミンインターカレーション化合物へのホルムアルデヒ
ドの吸着機構（神戸薬大）○中山尋量・林 亜紀・津波古充朝・江口太
郎・中村亘男

3 C 1 12 層状化合物（NH4）［enH2］2［Zr3（OH）6（PO4）4］の合成とイオン交
換（山梨大工）関島和史○王 丹・熊田伸弘・木野村暢一

座長 滝沢 博胤（11 : 00～12 : 00）
3 C 1 13 α ―NaFeO2型層状マンガン酸塩の層間架橋と評価（無機材研・
東理大連携院）○大桃義智・佐々木高義・渡辺 遵

3 C 1 14 層状ペロブスカイトを剥離して得られるナノシートの構造と
光特性（無機材研）○海老名保男・北見善三・佐々木高義・渡辺 遵

3 C 1 15 層状ニオブ酸塩 K 4 Nb 6 O 17への光学活性 Ru錯体のインタ
ーカレーション及び評価（九工研）○姚 建・西村 聡・井上耕三・安
部英一・立山 博・山岸晧彦

3 C 1 16 依頼講演 低温反応による準安定物質の合成（新潟大工）戸田
健司

3月 30日午後

（多孔体）
座長 戸田 健司（13 : 00～13 : 40）

3 C 1 25 メソポーラス酸化タンタルの合成（東工大資源研・CREST.,
JST.）○高原佳子・魯 大凌・原 亨和・野村淳子・堂免一成

3 C 1 26 酸化二オブとタンタルの混合したメソポーラス物質の合成及
びキャラクタリゼーション（東工大資源研）○リビョンジン・魯 大
凌・原 亨和・野村淳子・堂免一成

3 C 1 27 希土類酸化物メソ構造体の結晶構造制御（宮崎大）○矢田光
徳・毛利真司・町田正人・木島 剛

3 C 1 28 骨格内有機基含有メソポーラスシリカの合成，及びそのキャ
ラクタリゼーション（横国大工・東大院工）○中島麻衣子・山本勝俊・
辰巳 敬

座長 町田 正人（13 : 40～14 : 20）
3 C 1 29 メソポーラスシリカへのルテニウムトリスビピリジン錯体
（II）の吸着（早大理工・科技団さきがけ 21・早大教育）○中村朋之・森
淳一・黒田一幸・小川 誠

3 C 1 30 AlPO4系ミクロポア多孔体の水吸着特性（広島大工）○楢原和
宏・國井勝之・山中昭司

3 C 1 31 Mn―FSM―16の合成（新潟大工）○鈴木浩正・藤井政人・土屋
良海・児玉竜也・北山淑江

3 C 1 32 A型ゼオライトの高温分解過程と分解後生成物（豊橋技科大）
○大串達夫・石丸一志

分析化学

3月 28日午前

（電気化学分析）
座長 内山 俊一（10 : 00～11 : 00）

1 C 2 07 ダイヤモンド電極を用いたビスフェノール Aの電気化学分析
（東大院工）○田井宏明・大古善久・立間 徹・Tryk D. A.・藤嶋 昭

1 C 2 08 ダイヤモンド電極を用いた微量金属の検出（東大工）○川崎隆
治・田井宏明・MANIVANNAN A.・TRYK D. A.・藤嶋 昭

1 C 2 09 ダイヤモンド電極に付着させた固体サンプルの分析（東大院
工）○川東泰之・立間 徹・Manivannan Ayyakkannu・Tryk Donald
A.・藤嶋 昭

1 C 2 10 四価金属（Ti,Zr,Hf,V）のポルフィリン錯体をベースとする陰
イオン選択電極（名工大）○服部寛之・小宮茂樹・湯地昭夫

1 C 2 11 有機水銀錯体を用いたアニオン選択性電極の開発（慶応大理
工）○佐々木真一・小澤 覚・橋爪彰雄・岩澤尚子・ダニエルチッテ
リオ・山本憲子・鈴木孝治

1 C 2 12 ケギン型ポリオキソメタレート錯体のボルタンメトリーに及
ぼす陽イオンの効果（神戸大理・高知大理）○高本雅代・姫野貞之・上
田忠治

座長 鈴木 孝治（11 : 00～12 : 00）
1 C 2 13 Electroanalytical study of sulfa drugs at a diamond electrode and

their determination by HPLC with amperometric detection（東大院工）○
Tata N. Rao・Bulusu V. S.・Tryk D. A.・藤嶋 昭

1 C 2 14 Detection of EDTA and NTA by High Performance Liquid Chro-
matography with Electrochemical Detection Using Conductive Diamond
Electrodes（東大院工・藤嶋研）○Bulusu V.S.・Tata N.R.・Tryk D.A.・
藤嶋 昭

1 C 2 15 チオニン／ペルオキシダーゼ固定化カーボンフェルトによる
過酸化水素の測定（埼玉工大）○村尾了一・田村公裕・長谷部靖・内山
俊一

1 C 2 16 依頼講演 細胞情報―化学情報変換システムを利用したセン
シング（九大院工・さきがけ 21）片山佳樹

3月 28日午後

座長 菅原 正雄（13 : 00～14 : 00）
1 C 2 25 進歩賞受賞講演 水素結合性アニオン認識試薬の開発とその
展開（東北大院理）西沢精一

1 C 2 28 フッ化物イオンを認識する機能性蛍光色素の開発（岡山大工）
片桐利真○楠 規彦・宇根山健治

1 C 2 29 電解重合絶縁性ポリピロールを利用したポテンシオメトリッ
クアセチルコリンセンサの作製（早大理工・早大材料技術研）○山川直
子・松田知香・逢坂哲彌

1 C 2 30 イオンセンサー用ニュートラルキャリヤとしての π―配位性
カリクサレン誘導体のスペーサー効果（和歌山大システム工・大工研）
○矢嶋摂子・田中睦生・木村恵一

座長 木村 恵一（14 : 00～14 : 50）
1 C 2 31 新規マグネシウムイオノフォアの開発とイオンセンサーへの
応用（慶應大）○小澤 覚・池田貴文・川崎直哉・佐々木真一・ダニエ
ルチッテリオ・山本憲子・鈴木孝治

1 C 2 32 微小平面脂質二分子膜シングルチャンネルセンサー：NMDA
レセプター分子種を透過する Ca2＋イオン量の電気化学的評価（日大文
理）○若林正樹・平野愛弓・内野茂夫・飯島貞代・高木 弦・菅原正
雄
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（フローインジェクション分析）
1 C 2 33 強酸性電解水の安定性に対する調製条件の影響（神奈川大理）
○西本右子・大鷹義裕・高野秀和

1 C 2 34 フローインジェクション／吸光光度分析法による潤滑油中の
全塩基価測定（九大院工・出光興産）○城之園恵子・今任稔彦・今住則
之・中西正幸・八木純一

1 C 2 35 µ ―FIAシステムの開発（2）化学発光検出用マイクロリアクタ
ーの試作（山梨大学工）○筒井和臣・時澤豊成・谷 和江・小泉 均・
橘 正樹・木羽信敏・米澤栄一・江戸雅晴

座長 伊永 隆史（15 : 00～16 : 00）
1 C 2 37 オンライン濃縮を用いるMEKC―MSによる環境科学関連物
質の分析（姫工大理）磯尾賢太郎・Quirino Joselito P.○大塚浩二・寺部
茂

1 C 2 38 高分子量界面活性剤を用いた部分注入ミセル動電クロマトグ
ラフィー（姫工大理）○和田光弘・大塚浩二・寺部 茂

1 C 2 39 ルミノール発光系を用いた CE―CL検出法の開発―光ファイバ
ー検出セルにおけるエンハンサーの検討―（同志社大工）○鈴木隆司・
橋本雅彦・塚越一彦・中島理一郎

1 C 2 40 ルミノール発光系を用いた CE―CL検出法の開発―簡易型検出
セルの開発と高感度化―（同志社大工）○中村武司・橋本雅彦・塚越一
彦・中島理一郎

1 C 2 41 ルミノール発光系を用いた CE―CL検出法の開発―マイクロチ
ップ化―（同志社大工・島津製作所）○橋本雅彦・塚越一彦・中島理一
郎・荒井昭博

1 C 2 42 キャピラリー電気泳動法によるローダミン 6 Gとポリビニル
硫酸カリウムとの相互作用の検討（秋田大教育文化）浜井三洋○佐々木
克実

座長 大塚 浩二（16 : 00～16 : 40）
1 C 2 43 ゾーン電気泳動法によるパラボロノフェニルアラニンとアド
レナリンとの相互作用の研究（京大原子炉）○北岡祥伯

1 C 2 44 Ru（II）錯体化学発光系を用いた CE―CL検出法の開発―微量金
属イオンの分離及び定量―（同志社大工）○奥薗則佳・塚越一彦・中島
理一郎

1 C 2 45 ミクロスフィア増感化学発光系の開発と高感度分析の検討
（同志社大工）○富田裕司・竹内康浩・塚越一彦・中島理一郎

1 C 2 46 オンライン吸光検出器を備えた CE―CL検出器法の開発（同志
社大工）○王寺幸輝・塚越一彦・中島理一郎・荒井昭博

3月 29日午前

座長 宇都 正幸（09 : 20～10 : 00）
2 C 2 03 過シュウ酸エステル発光系を用いた CE―CL検出法の開発―生
体成分の分離，検出―（同志社大工）○小幡友貴・塚越一彦・中島理一
郎

2 C 2 04 過シュウ酸エステル発光系を用いた CE―CL検出法の開発―環
境ホルモンの分離・検出―（同志社大工）○山本麻佐代・塚越一彦・中
島理一郎

2 C 2 05 四重極キャピラリー誘電泳動法による微粒子分離条件の検討
（阪大院理）○山中克之・塚原 聡・渡會 仁

2 C 2 06 ポリマーマイクロチャンネルを用いた電気クロマトグラフィ
ーの開発と応用（都立大院工）○徐○偉・山本真規恵・内山一美・下坂
琢哉・中釜達朗・保母敏行

座長 内山 一美（10 : 00～11 : 00）
2 C 2 07 オンチップキャピラリー電気泳動によるアルカリフォスファ
ターゼ活性検出（北陸先端大・材料科学）○森田智之・兼清 崇・村上
裕二・横山憲二・民谷栄一

2 C 2 08 マイクロチップテクノロジーを利用する二酸化窒素の小型モ
ニタリング装置の開発（1）ガス捕集特性（徳島大院工）小野康成・栄
龍○田渕眞理・小竹玉緒・伊永隆史

2 C 2 09 マイクロチップテクノロジーを利用する二酸化窒素の小型モ
ニタリング装置の開発（2）化学反応システムの集積化（徳島大院工）○
田渕眞理・小竹玉緒・栄 龍・伊永隆史

2 C 2 10 マイクロチップ上での有機合成反応とその効率評価（島津製
作所基盤技術研）○明地将一・九山浩樹・中西博昭・吉田多見男

（クロマトグラフィー）
2 C 2 11 タンパク質修飾キャピラリーを用いたクロマトグラフィーお

よび電気泳動の開発（同志社大工）○犬童浩文・塚越一彦・中島理一郎
2 C 2 12 逆相分配クロマトグラフィーの新しい移動相モディファイア
ーとしての水構造破壊剤の利用（東北大院工）○高橋 透・星野 仁・
四ツ柳隆夫

座長 星野 仁（11 : 00～12 : 00）
2 C 2 13 ポリフルオロアルキルフェニルシラン誘導体の合成とその逆
相 HPLCへの応用（東理大理工・ネオス中研）小中原猛雄○手綱
淳・黒須泰行・門出孝志

2 C 2 14 イミノ二酢酸部位修飾キャピラリーを用いたクロマトグラフ
ィーおよび電気泳動の開発（同志社大工）○丘本泰子・王寺幸輝・塚越
一彦・中島理一郎

2 C 2 15 LC／MSを用いた微量界面活性剤の定量（ポーラ中央研）○土
屋順子・松本 剛・吉沢賢一・宮前裕太

2 C 2 16 依頼講演 酸化還元触媒機能を持つ固定相による金属イオン
の選択的 HPLC分離とその機構（日大生産工）渋川雅美

3月 29日午後

座長 保母 敏行（13 : 00～14 : 00）
2 C 2 25 学術賞受賞講演 液液界面反応の新規計測法の開発と界面錯
形成機構の解明（阪大院理）渡會 仁

（溶媒抽出など）
2 C 2 29 リン酸水素ビス（2―エチルヘキシル）による 2価のマンガンニ
ッケルイオンの抽出（茨城大工）内藤久仁茂○鴨志田貴之

2 C 2 30 トリクロロ酢酸溶液から酸素原子含有溶媒へのロジウム（III）
の抽出（金沢大理）○HOSSAIN Kazi Zakir・本浄高治

座長 中島 理一郎（14 : 00～14 : 20）
2 C 2 31 TTAとクラウンエーテルによるランタン（III）とバリウム（II）
の協同抽出分離分析（金沢大理）○土谷友一・本浄高治

2 C 2 32 Bis―Tris共存下 BPHA誘導体による希土類元素の相互抽出分
離（北見工大）○井上貞信・大森智之・張 強斌・宇都正幸

3月 30日午前

（吸光・化学発光・その他）
座長 佐藤 健二（10 : 00～11 : 00）

3 C 2 07 クマリン誘導体を基体とした新規マグネシウムイオン選択性
蛍光分子プローブの開発（慶應大）○鈴木祥夫・池田貴文・斎藤直彦・
ダニエルチッテリオ・佐々木真一・鈴木孝治

3 C 2 08 ポルフィリン還元体によるペルオキシダーゼの高感度吸光光
度法の開発（茨城大工）○酒井睦子・五十嵐淑郎

3 C 2 09 強アルカリ溶液中でのアルセナゾ IIIによる Co（II）の接触分
析（東理大理工）○箕輪善晃・板垣昌幸・渡辺邦洋

3 C 2 10 水素結合を利用するアニオン認識比色試薬の合成とその機能
評価（東北大院理）○加藤 亮・西沢精一・早下隆士・寺前紀夫

3 C 2 11 溶媒抽出―ICP発光分析法による貝の硬組織中微量元素の定量
（近畿大理工総研・姫路工大工）○藤野 治・松田高士・古井禎紹・永
広 徹

3 C 2 12 水酸化テトラメチルアンモニウムを分解剤に用いるポリシラ
ンの金属分析（信越化学群馬）○国谷譲治・濱田吉隆・田部井栄一

座長 五十嵐 淑郎（11 : 00～11 : 50）
3 C 2 13 混合系化学発光試薬の開発と高感度分析の検討（同志社大工）
○向井光代・山本麻佐代・塚越一彦・中島理一郎

3 C 2 14 ルテニウムキレートを用いた化学発光法によるモルヒネ及び
コデインの定量（いわき明星大理工・昭薬大・明星学苑）○佐藤健二・
渡邉伸栄・千葉良子・田中誠之

3 C 2 15 1,10―フェナントロリン類の化学発光を利用した Cu（II）の定
量（同志社大工）田村 隆○柳原由紀子・塚越一彦・中島理一郎

3 C 2 16 タンデムMSによる希土類元素のフッ素親和性の評価（千葉
大院自然・千葉大理・千葉大分析セ）○鶴田英之・山口健太郎・今本
恒雄

3 C 2 17 イオン軌跡シミュレーションによる高感度飛行時間型質量分
析装置の設計（九大院工）○松本純一・今坂藤太郎

3月 30日午後
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C 3 会場
7号館741番教室

D1 会場
11号館1112番教室

（溶媒抽出など）
座長 塚越 一彦（13 : 00～14 : 00）

3 C 2 25 同時正逆抽出法による NANA中の重金属の除去（東理大理
工）○柴 雅彦・板垣昌幸・渡辺邦洋

3 C 2 26 液液界面におけるパラジウム（II）―ピリジルアゾ錯体のジアジ
ン誘導体分子認識反応の遠心液膜法による測定（阪大院理）○大橋
朗・塚原 聡・渡會 仁

3 C 2 27 メンブランフィルターによる金属イオン―Aluminon錯体の捕
集（茨城大工）内藤久仁茂・長谷川信一○鈴木秀行

3 C 2 28 マイクロキャピラリー操作―顕微吸光法による単一微小シリ
カゲル粒子への固相抽出過程の微粒子サイズ依存性（筑波大化）○関根
朝美・中谷清治

3 C 2 29 重金属存在下における擬三相平衡を利用する Tl（I）と Tl（III）
の相互分離（東理大理工）○磯村尚史・板垣昌幸・渡辺邦洋

3 C 2 30 三成分系均一液液抽出を前段濃縮法とする GC／MS法による
クロロフェノール誘導体の定量（茨城大工・日立協和）○高貝慶隆・前
小屋千秋・五十嵐淑郎

化学教育・化学史

3月 28日午前

座長 若松 仁志（10 : 00～11 : 00）
1 C 3 07 化学教育有功賞受賞講演 思い込みをなくそう（都立戸山高）
岸田 功

1 C 3 10 尿から発生する塩素ガス（日大工）井上友昭
1 C 3 11 発光ダイオードを用いたショ糖転化反応に対する旋光度測定
の研究�（神奈川工科大）有薗秀敏・本田数博

1 C 3 12 女子大・生活科学実習の課題研究―8 スポンジ又はガラスウ
ールとヘヤードライヤーを用いる植物染色（清泉女子大・東薬大）○広
部千恵子・角谷英子・田部井克己

座長 渡辺 正（11 : 00～11 : 50）
1 C 3 13 依頼講演 創造性を伸ばすための親と教師の役割（サイエン
スレンジャー）後藤道夫

1 C 3 16 陽イオンの定性分析におけるマイクロスケール実験（東北大
医療短大）○荻野和子・熊野ひろみ・菊池順子

1 C 3 17 CCDカメラとコンピュータを用いた画像解析法による反応速
度測定教材の開発：アセトンのヨウ素化反応速度の測定（北教大札幌）
○田口 哲・笠野恵子

3月 28日午後

座長 井上 友昭（13 : 00～14 : 00）
1 C 3 25 化学教育有功賞受賞講演 高校化学クラブ指導と地域化学教
育活動への貢献（秋田県本荘高）伊藤広美

1 C 3 28 燃料電池の教材化とその問題点（兵庫県立柏原高等学校）○谷
川直也

1 C 3 29 新教育課程化学 II実験ノートの試案（愛媛県立伊予農業高等
学校）○藤江義輝

1 C 3 30 高校化学におけるスモールスケール生徒実験．XII．アミノ
酸とタンパク質の性質（宮城県第一女子高・東北大医療短大）○東海林
恵子・荻野和子

座長 荻野 和子（14 : 00～14 : 50）
1 C 3 31 化学教育有功賞受賞講演 新時代に向けての化学教育の実践
活動（立教高）渡部智博

1 C 3 34 水素結合の説明方法（金沢工大工）草川英昭
1 C 3 35 新化学構造式による CO2反応活性位置の表示（地球エネルギ
ーシステム研）○佐野 寛

座長 井本 英夫（15 : 00～15 : 50）
1 C 3 37 化学教育有功賞受賞講演 教材開発と研究グループ育成によ
る化学教育への貢献（道立理科教育セ）中村隆信

1 C 3 40 化学教育の環境―化学教材の日米比較―（東京工芸大工）○植村
允勝

1 C 3 41 科学と工業を画いたデュフィの名画（埼玉大・国立科学博物
館）○田中豊助・原田紀子・田中シヅ

3月 29日午後

座長 神崎 夏子（13 : 00～13 : 30）
2 C 3 25 化学教育有功賞受賞講演 高校化学教育における教材開発お
よび地域における化学啓蒙活動への貢献（高知県大栃高）武市寿雄

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

（機能性低分子・分子認識）

3月 28日午前

座長 石川 雄一（09 : 00～10 : 00）
1 D 1 01 十字型ポルフィリン五量体の合成と分子認識能（京大院理）新
森英之○梶原隆史・大須賀篤弘

1 D 1 02 クラウンエーテル修飾メゾ―メゾ結合ポルフィリンの分子認
識能と会合挙動の評価（京大院理）○新森英之・大須賀篤弘

1 D 1 03 イミダゾール置換ポルフィリンの合成と配位組織化（奈良先
端大物質，CREST）○永田直人・佐竹彰治・釘宮愼一・小夫家芳明

1 D 1 04 自己組織化ポルフィリン 9量体の構築（京工繊大繊維）黒田裕
久○菅生兼司・金田行正・佐々木健

1 D 1 05 シクロファンユニットを側鎖に有する機能性ポルフィリンの
合成（九大院工）○花島絵里香・嶋田慎太郎・林 高史・久枝良雄

1 D 1 06 ボロン酸修飾メソ位連結ポルフィリン二量体を用いるオリゴ
糖類の認識（九大院工・京大院工）○池田 将・竹内正之・大須賀篤
弘・新海征治

座長 釘宮 悦一（10 : 00～11 : 00）
1 D 1 07 金属ポルフィリン環状ダイマーによるフラーレンの包接（東
大院工・東大院創域・千葉大分析セ・新潟大自然）○田代健太郎・相
田卓三・鄭 健禺・金原 数・西郷和彦・坂本 茂・山口健太郎・赤
阪 健

1 D 1 08 ポルフィリン環状オリゴマーをコアユニットとするデンドリ
マーの設計と機能（東大院工・相田研・東大院創域・千葉大分析セ）○
西岡朋子・田代健太郎・相田卓三・鄭 建禺・金原 数・西郷和彦・
坂本 茂・山口健太郎

1 D 1 09 アロステリック挙動を示すセリウム（IV）ダブルデッカー型ポ
ルフィリン錯体による糖質認識（九大院工）○菅崎敦司・池田 将・竹
内正之・新海征治

1 D 1 10 水溶性 Gableポルフィリンの合成とその分子認識能（京大院
工）○和田健二・水谷 義・北川 進

1 D 1 11 N―混乱（反転）ポルフィリンに固有な置換基の導入と面不整
（大分大工）○野村 浩・佐々木健夫・石川雄一

1 D 1 12 La（III）トリプルデッカー型ポルフィリン錯体の合成とその回
転速度の Ce（IV）ダブルデッカーとの比較（九大院工）○池田 将・竹
内正之・新海征治

座長 林 高史（11 : 00～12 : 00）
1 D 1 13 不斉全置換ポルフィリン二量体のキラル認識挙動（東大院工）
○水野幸民・相田卓三

1 D 1 14 分子認識における全置換サドルポルフィリンの π 電子系周辺
置換基の効果（東大院工）○斉藤靖典・相田卓三

1 D 1 15 全置換ポルフィリンをリンカーとした水素結合によるポルフ
ィリン集積体の構築（東大院工）○山口達也・相田卓三

1 D 1 16 ポルフィリンガドリニウム（III）錯体による水溶性アミノ酸抽
出と錯形成（立命館大理工）民秋 均○海野里美・篠田哲史・築部 浩

1 D 1 17 イミダゾール―亜鉛配位結合により連結したポリ（ポルフィリ
ン）（科学技術振興事業団 CREST・奈良先端大物質創成）○小川和也・
佐竹彰治・釘宮慎一・小夫家芳明

1 D 1 18 ビス（イミダゾール置換ポルフィリン）―モノ亜鉛錯体の配位
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組織化とエネルギー移動（科学技術振興事業団 CREST・奈良先端大物
質創成）○小川和也・佐竹彰治・釘宮慎一・小夫家芳明

3月 28日午後

座長 谷 文都（13 : 00～14 : 00）
1 D 1 25 糖連結クロリン誘導体の光線力学的療法への応用（奈良女子
大理・奈良女子大院人間文化・東工大生命理工・北大地球環境・食品
総合研）三方裕司○廣原志保・恩地陽子・安田由希子・須貝祐子・小
倉秀一郎・大倉一郎・覚知豊次・竹中真紀子・小野裕嗣・矢野重信

1 D 1 26 2置換カチオン性金属ポルフィリン錯体の異性体構造と抗癌
効果の関係（都立大院工）川上浩良○春日井宣慶・長岡昭二

1 D 1 27 カチオン性金属ポルフィリン錯体により生成したフリーラジ
カルが HL 60の細胞死に与える影響（都立大院工）川上浩良○荒川優
里・大瀬俊之・長岡昭二

1 D 1 28 抗腫瘍抗体結合型クロリン e 6の光増感作用（東工大生命理
工）○藤田 裕・小倉俊一郎・蒲池利章・大倉一郎

1 D 1 29 多カチオン金属ポルフィリン錯体の SOD活性（都立大院工）
川上浩良○中島 工・長岡昭二

1 D 1 30 金属ポルフィリン修飾化カタラーゼの合成とその酵素活性評
価（都立大院工）川上浩良○森 孝之・朝山章一郎・長岡昭二

座長 石丸 雄大（14 : 00～14 : 50）
1 D 1 31 キャビティー内に水酸基を持つ Feおよび Coポルフィリン錯
体と酸素分子との錯形成挙動（九大有基研）○中山慎也・谷 文都・
Kossanyi Alain・成田吉徳

1 D 1 32 チオレート軸配位子と水酸基を有するチトクロム P 450モデ
ルの酸素分子付加体（九大有機研）○松浦幹也・谷 文都・成田吉徳

1 D 1 33 反応場に水酸基を有するヘムとスーパーオキシドとの反応
（九大有機研）○谷 文都・リュウビビアン・松浦幹也・成田吉徳

1 D 1 34 イミダゾール置換ピケットフェンス鉄ポルフィリン二量体の
酸素及び一酸化炭素親和性（奈良先端大・物質創成・CREST）○稲葉
優介・佐竹彰治・釘宮愼一・小夫家芳明

1 D 1 35 転写調節因子 Dnrの NOとの反応による構造変化（北陸先端
科大材料・理研）○中島 洋・青野重利・塩地信夫・城 宜嗣・尾林
栄治

座長 三方 裕司（15 : 00～16 : 00）
1 D 1 37 安定なヘム―tpa銅 µ ―ペルオキソ錯体の合成と軸配位子によ
る活性化：シトクロム c オキシダーゼにおける酸素活性化モデル反
応（九大・有基研）○舘 祥光・千代健文・谷 文都・成田吉徳

1 D 1 38 チトクローム c酸化酵素活性中心モデルとしてのヘム―トリ
スイミダゾリル銅錯体の合成（九大・有基研）○Wigger Arne・野口暁
生・谷 文都・成田吉徳

1 D 1 39 ヘム―非ヘム二核鉄錯体を用いた酸素分子活性化反応（九大・
有基研）○千代健文・舘 祥光・谷 文都・成田吉徳

1 D 1 40 メトヘモグロビンの光電子過程（早大理工総研セ）○小沼浩
人・梅山満愛・酒井宏水・武岡真司・土田英俊

1 D 1 41 分子内 N ―架橋ポルフィリンの反応性（3）（埼玉大工）○石丸雄
大・稲原雅浩・飯田武揚

1 D 1 42 ジアルキル架橋による新規キラルポルフィリンの合成（埼玉
大工）石丸雄大○後藤政秀・飯田武揚

座長 城 宜嗣（16 : 00～17 : 00）
1 D 1 43 長波長に吸収を持つ新規アセナフトポルフィリン類の合成
（愛媛大理）○宇都宮良平・村嶋貴之・小野 昇

1 D 1 44 各種ベンゾポルフィリンの新規合成（愛媛大理）○落 直之・
伊藤智志・宇野英満・村嶋貴之・小野 昇

1 D 1 45 Role of Guest’s Structure and Absolute Configuration in Supra-
molecular Chirality Induction in Bis（Zinc Porphyrin）（科技団井上光不斉
プロ）BOROVKOV Victor・LINTULUOTO Juha○谷口誠治・井上佳久

1 D 1 46 サドル形ポルフィリン鉄（III）錯体における純粋な中間スピン
錯体の合成と性質（東邦大医・分子研）○池上崇久・山口達也・大胡惠
樹・中村幹夫・藤井 浩

1 D 1 47 ポルフィリン錯体に結合した 2―スチルバゾ―ル基の光異性化
と分子内配位の挙動（東理大工）○倉本佳吾・杉本 裕・井上祥平

1 D 1 48 マンガン（IV）ポルフィリン 2量体の合成とその電気化学的反
応（九大有機研）武末博則・叶 保輝・谷 文都・成田吉徳

3月 29日午前

座長 江 東林（09 : 00～10 : 00）

2 D 1 01 C 132位を置換した亜鉛クロロフィルの会合挙動（東大生産
研・立命館大理工）○古川博康・大庭 亨・民秋 均・渡辺 正

2 D 1 02 半経験的分子軌道法による亜鉛ポルフィリン分子配列系の励
起電子状態の研究：亜鉛ポルフィリン線形アレイ（計算化学工房・北
大院工・京大院工）○鈴木 哲・山崎 巌・山崎トモ子・大須賀篤弘

2 D 1 03 風車型ポルフィリン多量体の合成と光物性（京大院理・京都
工繊大繊維・北大院工・CREST）大須賀篤弘○中野愛子・村上昌孝・
宮坂 博・板谷 明・秋本誠志・西村賢宣・山崎トモ子・山崎 巌

2 D 1 04 環状ポルフィリン 6量体の合成（京大院理）大須賀篤弘○村上
亮・ISMAEL Rami・池田昌子

2 D 1 05 キラルなバクテリオクロロフィル―d 類縁体の合成と自己会
合挙動（立命館大理工）民秋 均○西川明良

2 D 1 06 パーフルオロアルキル鎖を有する自己集積型亜鉛クロリンの
合成と物性（立命館大理工）民秋 均○西山尚志

座長 水谷 義（10 : 00～10 : 50）
2 D 1 07 N―フューズポルフィリンの合成と物性（京大院理）古田弘幸○
石塚智也・大須賀篤弘

2 D 1 08 N―混乱ポルフィリンにおける互変異性体の制御（京大院理）古
田弘幸○仲原健介・大須賀篤弘

2 D 1 09 ジペプチドを有するデンドリマーの自己組織化による有機ゲ
ル（東大院工）○張 祐銅・江 東林・相田卓三

2 D 1 10 デンドリマー型ケージド化合物の合成と光化学的特性（1）（東
邦大理）○平山裕樹・岩村道子

2 D 1 11 チオエーテル基によって安定化された単核銅（II）ヒドロペル
オキソ錯体の安定性に及ぼす電子的及び立体的効果（同志社大工）○三
浦泉美・小寺政人・加納航治

3月 29日午後

座長 築部 浩（13 : 00～14 : 00）
2 D 1 25 多糖シゾフィランによる核酸塩基の分子認識（科技団分子転
写プロ）○櫻井和朗・新海征治

2 D 1 26 核酸塩基デンドリマーの分子設計と機能：ウラシルデンドリ
マーによる金属イオンの捕捉（東大院工）○富永昌英・小西克明・相田
卓三

2 D 1 27 DMSO中における環状および非環状オリゴ糖と種々のアニオ
ン分子との相互作用（同志社大工）○田中紀洋・加納航治

2 D 1 28 依頼講演 アロステリズムを示す分子認識素子の設計（九大
院工）竹内正之

座長 佐々木 健（14 : 00～14 : 50）
2 D 1 31 アゾベンゼンジボロン酸による糖質の視覚的センシングと発
色メカニズムの検討（九大院工）○甲元一也・竹内正之・新海征治

2 D 1 32 ポリピリジン系レセプターによる単糖類のセンシング（九大
院工）○田丸俊一・竹内正之・新海征治・KHASANOV Alisher B.・
BELL Thomas W.

2 D 1 33 両親媒性サイクレン・ナトリウム錯体を活用するキラリティ
ーの集積と対掌体認識（阪市大院理）築部 浩○岡崎剛士・篠田哲史

2 D 1 34 ホウ酸型蛍光プローブ／シクロデキストリン複合体の設計と
機能評価（東北大院理・ノートルダム大）童 愛軍○山内晶世・早下隆
士・寺前紀夫・SMITH Bradley D.

2 D 1 35 クラウンエーテル型蛍光プローブ／ミセル複合体の設計と機
能評価（東北大院理）○早下隆士・谷口真一朗・山内晶世・渡辺雅俊・
西沢精一・寺前紀夫

座長 竹内 正之（15 : 00～16 : 00）
2 D 1 37 分子認識を指向したルテニウムーピリジルアミン錯体の合成
とキャラクタリゼーション（九大院理）○林 健一・小島隆彦・松田義
尚

2 D 1 38 キャビタンド修飾シクロデキストリンヘテロダイマーの分子
認識挙動（秋田大工学資源）○苗代澤教夫・野宮秀人・成田美雪・濱田
文男

2 D 1 39 ピレン及びシアノベンゼン修飾 γ―シクロデキストリンによ
るエキサイプレックス蛍光とその分子認識（秋田大．工学資源）○佐藤
真由美・濱田文男

2 D 1 40 疎水性溶媒中でのパーメチルシクロデキストリン錯体の形成
（京工繊大繊維）黒田裕久○菅生兼司・福囿康志・佐々木健

2 D 1 41 環状シクロデキストリンニ量体の合成とその機能（京工繊大
繊維）黒田裕久○長坂昌彦・佐々木健

2 D 1 42 ダンシル修飾 γ―シクロデキストリンダイマーによる蛍光分
子センシング（秋田大工学資源）○成田美雪・美馬聡志・濱田文男
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D2 会場
11号館1113番教室

座長 濱田 文男（16 : 00～17 : 00）
2 D 1 43 HABA修飾シクロデキストリンの合成と包接現象（山梨大工）
○桑原哲夫・中島宏樹・七澤真人

2 D 1 44 アニオン性シクロデキストリンによるジおよびトリペプチド
の不斉認識（同志社大工）○宮村宗希・長谷川秀樹・加納航治

2 D 1 45 α ―シクロデキストリンを基体とするトリス（2,2’―ビピリジ
ン）―鉄（II）八面体錯体の ∆ ／Λ ―キラリティー（阪市大工）○渡部 元・
玉垣誠三

2 D 1 46 メチル化シクロデキストリンによる軸不斉の認識（同志社大
工・）○根木 滋・山田晃久・加納航治・大久保仁・山口雅彦

2 D 1 47 隣接位にイミダゾール基を有するパーメチル化ベータ―シク
ロデキストリンの合成とその機能（京工繊大）黒田裕久○斉藤康司・
佐々木健

2 D 1 48 水溶液中における水溶性ポルフィリン―シクロデキストリン
包接錯体の形成挙動（同志社大工）○西藪隆平・加納航治・黒田裕久

3月 30日午前

座長 小寺 政人（09 : 00～10 : 00）
3 D 1 01 補酵素 TTQによるアミンの酸化反応に及ぼす一価カチオン
種の触媒作用（阪大院工・阪市大院理・CREST）谷口正人○伊東
忍・福住俊一

3 D 1 02 1―アルキル―4―フェニルピリジニルラジカル誘導体の電子移
動特性（阪大院工・CREST）○稲田 理・大久保敬・末延知義・伊東
忍・福住俊一

3 D 1 03 フラビン機能に及ぼす水素結合の効果（群大工）加治木武・守
屋英紀・近藤慎一○矢野由美彦

3 D 1 04 基質集積型フラビンレセプター（1）（群大工）○藤本哲英・近
藤慎一・矢野由美彦

3 D 1 05 基質集積型フラビンレセプター（2）（群大工）○林 知弘・藤
本哲英・近藤慎一・矢野由美彦

3 D 1 06 N 2系二座配位子を有する銅一価錯体と分子状酸素との反応
（阪大院工・阪市大院理・CREST）○寺前伸一・多喜正泰・伊東
忍・福住俊一

座長 伊藤 忍（10 : 00～11 : 00）
3 D 1 07 マルチ銅タンパク質機能モデル：四核銅錯体が加速するカテ
コールの酸素酸化反応の反応機構（同志社大工）○川田倫久・山下晶
宏・小寺政人・加納航治・館 祥光・成田吉徳・小城勝相

3 D 1 08 アルカリホスファターゼ機能モデル：二核及び四核亜鉛錯体
の合成，構造，それらを用いたリン酸エステル加水分解反応（同志社
大工）○所 勝裕・小寺政人・加納航治・酒井 藍

3 D 1 09 sMMOモデルとしてのポリカルボン酸鉄錯体の構造と反応性
（同志社大工）○中山典俊・小寺政人・加納航治

3 D 1 10 5配位及び 6配位構造を有するコルフィセン鉄（III）錯体の1

HNMRによる研究：ポルフィリン錯体との比較（東邦大医・京都薬
大）○大胡惠樹・中村幹夫・根矢三郎・舟崎紀昭

3 D 1 11 光応答性シデロホアによるバクテリア増殖の光制御（阪市大
工）○舛田 健・長崎 健・玉垣誠三

3 D 1 12 2つのピリジル基と 2つのカルボン酸基を含む四座配位子を
用いた二核鉄（III）錯体の合成と構造（同志社大工）○伊藤元陽・中山典
俊・小寺政人・加納航治

座長 長崎 健（11 : 00～12 : 00）
3 D 1 13 m―キシリル基をリンカーとするビス［2―（2―ピリジル）エチル］
アミン系二核化配位子を有する二核ニッケル（II）錯体と過酸化水素と
の反応（阪大院工・阪市大院理・CREST）坂東秀樹○伊東 忍・福住
俊一

3 D 1 14 長さの異なるアルキル鎖で架橋したビス［2―（2―ピリジル）エ
チル］アミン系二核化配位子を有する二核ニッケル（II）錯体と過酸化
水素との反応（阪大院工・阪市大院理・CREST）○坂東秀樹・伊東
忍・福住俊一

3 D 1 15 sMMO機能モデル二つのカルボキシラート基を持つ N 2 O 2
トリポッド型配位子を用いた二核鉄錯体の合成と反応性。（同志社大
工）○坂田洋一・小寺政人・加納航治・中山典俊

3 D 1 16 新規三脚型ポリピリジン配位子を用いた銅―酸素錯体の合
成：電子供与性置換基による電子的効果（名工大工）○山口修平・和田
章・実川浩一郎・増田秀樹・永長久彦

3 D 1 17 ビス―µ ―オキソ二核銅（III）錯体による水素引き抜き反応（阪
大院工・阪市大院理・CREST）○多喜正泰・伊東 忍・福住俊一

3 D 1 18 ビス―µ ―オキソ二核銅（III）錯体によるスルフィドの酸化反応
（阪大院工・阪市大院理・CREST）○多喜正泰・伊東 忍・福住俊一

3月 30日午後

座長 藤波 修平（13 : 00～14 : 00）
3 D 1 25 三脚型ポリピリジン配位子を用いたコバルトパーオキソ錯体
の形成（名工大工・分子研）山口 裕・有井秀和・和田 章・実川浩一
朗・増田秀樹・永長久彦・長友重紀・北川禎三

3 D 1 26 Cu／Zn―SOD活性中心モデルとしてのイミダゾレート架橋二
核遷移金属錯体における配位子の効果（阪大院工・阪市大院理・
CREST）○大津英揮・伊東 忍・福住俊一

3 D 1 27 生体類似型二核遷移金属錯体を自己集積化させた金電極の作
成とその電気化学的挙動（阪大院工・阪市大院理・CREST）○中川元
伸・伊東 忍・小谷松大佑・桑畑 進・福住俊一

3 D 1 28 ヒドロトリス（ピラゾリル）ボレートを配位子とするニッケル
単核酸素錯体の合成と反応（東工大資源研）○大図佳子・小松崎秀人・
引地史郎・穐田宗隆・諸岡良彦

3 D 1 29 ヒドロトリス（ピラゾリル）ボレートを配位子とするマンガン
錯体による酸素活性化（東工大資源研）○吉澤泰行・小松崎秀人・引地
史郎・穐田宗隆・諸岡良彦

3 D 1 30 ジスルフィド結合を有する 2核銅（I）錯体と過酸化水素によ
る C―H結合活性化（京大院工・基礎化研・分子研）○立山 卓・太田
雄大・吉澤一成・山邊時雄・内田 毅・北川禎三

座長 増田 秀樹（14 : 00～14 : 50）
3 D 1 31 二核鉄（II）およびコバルト（II）錯体の酸素親和性の制御（金沢
大理）○安田雄一・丸山玲二・永山俊彦・藤波修平・鈴木正樹・上原
章

3 D 1 32 イミダゾリル基を有する三脚型配位子を含む銅（I）錯体と酸
素との反応性（金沢大理）○林 秀樹・古舘英樹・藤波修平・鈴木正樹

3 D 1 33 光線力学治療用フッ化亜鉛フタロシアニンの調製とその性質
（東工大生命理工）○織田和生・小倉俊一郎・蒲池利章・大倉一郎

3 D 1 34 生体内一酸化窒素（NO）計測用分子プローブの開発（九大院
工）○宗 伸明・片山佳樹・前田瑞夫

3 D 1 35 高インスリン様活性をもつピコリン酸誘導体―亜鉛（II）錯体
（阪市大院理・京薬大）○植田英里好・吉川 豊・川辺賢司・三宅弘
之・小嶋良種・桜井 弘

座長 福住 俊一（15 : 00～16 : 10）
3 D 1 37 ポリアミンを含む疑似ロタキサン超分子錯体と DNAとの相
互作用による三者会合体形成（東大院理・浦項科技大）○冨田直輝・磯
部寛之・中村栄一・Lee Jaewook・Kim Kimoon

3 D 1 38 フェナントロリン―エチレンジアミン複合体の合成とその金
属錯体による DNAの分解（群馬大工）○阿久津等・林 圭吾・篠塚和
夫・澤井宏明

3 D 1 39 増感剤チアゾールを用いた多段階電子移動反応による酸化的
DNA光切断（東大院総合文化）○二宮啓子・黒田玲子

3 D 1 40 DNAファイバー ESR分光法によるデグリコぺプロマイシン
金属錯体と DNAとの結合構造の解析（中央大院理工）○飯山孝雅・千
喜良誠・大吉崇文・杉山 弘

3 D 1 41 フェナントロリン―ジエチレントリアミン複合体の合成とそ
の DNAとの反応（群馬大工）○林 圭吾・阿久津等・篠塚和夫・澤井
宏明

3 D 1 42 Fe（II）および Fe（III）錯体による RNAの加水分解（東大院工）
○樋口麻衣子・八代盛夫・小宮山真

3 D 1 43 ジアゾール環を有するポルフィリンの合成と性質（�）テトラ
キスピラゾリウムポルフィリン金属錯体と DNAとの相互作用の熱力
学的パラメータ（慶大理工）○三間俊介・TJAHJONO Daryono Hadi・
吉岡直樹・井上秀成

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

（核酸）

3月 28日午前

座長 藤井 政幸（09 : 20～10 : 00）
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1 D 2 03 分子レベルの生命現象（54）Nペプチドを認識するペンタルー
プ RNAの選択（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○川上純司・
時任寿徳・杉本直己

1 D 2 04 分子レベルの生命現象（55）DNAテトラループを認識する人
工レセプターの開発（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○岡部慎
司・杉本直己

1 D 2 05 分子レベルの生命現象（56）DNAリガーゼやキナーゼを利用
した鏡像異性体核酸の水素結合能の評価（甲南大理・甲南大ハイテク
リサーチセ）○辻田和彦・川上純司・杉本直己

1 D 2 06 オリゴデオキシシチジン DNAが形成する四重鎖構造の多形
性（京工繊大・京大）○金折賢二・柴山尚子・森山昭則・田嶋邦彦・牧
野圭祐

座長 田中 健太郎（10 : 00～11 : 00）
1 D 2 07 GC―rich DNAに配列選択的に結合する新規 DNA結合分子と

DNAとの相互作用に関する熱力学的解析（理研・九大院薬）○鳥越秀
峰・柴田孝之・前田 稔・佐々木茂貴

1 D 2 08 オリゴヌクレオチドを親水部とするミセル状高分子集合体の
配列認識にともなう構造変化（九大院工）○森 健・前田瑞夫

1 D 2 09 分子レベルの生命現象（57）バルジ塩基挿入による核酸二重鎖
の不安定化のエネルギー（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○時
任寿徳・川上純司・杉本直己

1 D 2 10 分子レベルの生命現象（58）Na＋高塩濃度条件下での二重鎖核
酸の熱力学的安定性に及ぼす二価カチオンの影響（甲南大理・甲南大
ハイテクリサーチセ）○川端哲朗・佐藤尚徳・川上純司・杉本直己

1 D 2 11 分子レベルの生命現象（59）PCR産物量の定量的予測法の開発
（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○徳武 昇・川上純司・杉本
直己

1 D 2 12 分子レベルの生命現象（60）ヒスチジンアプタマーとヒスチジ
ンの結合様式の解析（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○今中博
文・川上純司・杉本直己

座長 鳥越 秀峰（11 : 00～12 : 00）
1 D 2 13 分子レベルの生命現象（61）Ca2＋依存型デオキシリボサイムに
よる RNA切断（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○奥本泰秀・
杉本直己

1 D 2 14 両親媒性ベータシートペプチドによる DNAハイブリッドの
安定化（近畿大九州工・長崎大工）藤井政幸○横山絹子・久保貴紀

1 D 2 15 両親媒性 α ヘリックスペプチドによる DNAハイブリッドの
安定化（近畿大九州工・長崎大工）藤井政幸○久保貴紀・新留拓郎・青
柳東彦

1 D 2 16 5’―アミノプリンリボヌクレオシドを有する PRNAの外部因
子によるコンホメーションならびに核酸認識制御（阪大院工・分子化
学専攻）○佐藤博文・南元成敏・和田健彦○井上佳久

1 D 2 17 DNAバルジ構造を認識する化合物の探索（京大院工・
CREST）山東信介○熊澤裕之・中谷和彦・齋藤 烈

1 D 2 18 核酸塩基として金属配位子を導入した人工 DNAの合成と構
造（東大院理・総研大）○田中健太郎・曹 紅花・田坂基行・塩谷光彦

3月 28日午後

座長 塩谷 光彦（13 : 00～14 : 00）
1 D 2 25 抗 HIV―1活性を有するフォールドバック型三重鎖形成核酸の
構造と機能（千葉工大工・ハイテクリサーチセ）○平藤隆士・黒崎直
子・田村 裕・高井和幸・高久 洋

1 D 2 26 分子レベルの生命現象（62）酸化損傷ヌクレオチドのイソグア
ニンを含む DNA二本鎖の熱力学的安定性（甲南大理・産業医大・甲
南大ハイテクリサーチセ）○藤木宏昌・安田恭子・紙谷浩之・葛西
宏・川上純司・杉本直己

1 D 2 27 分子レベルの生命現象（63）トリプレットリピート病を誘発す
る d（CNG）リピートの高次構造形成におよぼすカチオンの影響（甲南
大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○清島 望・杉本直己

1 D 2 28 分子レベルの生命現象（64）細胞老化に関与するテロメア
DNA G―カルテット構造形成に及ぼす二価カチオンの影響（甲南大
理・甲南大ハイテクリサーチセ）○戸田建史・杉本直己

1 D 2 29 分子レベルの生命現象（65）DNA三重鎖形成に及ぼすカチオ
ンの影響（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○原英之・青木
要・川上純司・杉本直己

1 D 2 30 分子レベルの生命現象（66）ヒト CCケモカインレセプター 5
の SNP（single nucleotide polymorphism）の熱力学的研究（甲南大ハイテ
クリサーチセ・甲南大理）○呉 鵬・杉本直己

座長 小宮山 真（14 : 00～14 : 50）
1 D 2 31 分子レベルの生命現象（67）アンチジーン工学を目指した PNA
（ペプチド核酸）／DNA三重鎖形成に及ぼすカチオン効果の定量化（甲
南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）佐藤尚徳○杉本直己

1 D 2 32 Sso 7 d―DNA複合体における 5―ヨードウラシルの光反応性の
解析（東医歯大生体材料研）○大吉崇文・杉山 弘

1 D 2 33 DNA上でのホール移動効率に及ぼす超交換相互作用の影響
（京大院工・CREST）○堂野主税・中谷和彦・齋藤 烈

1 D 2 34 グアニン一電子酸化損傷の三本鎖 DNA上での選択的補足（京
大院工・CREST）○堂野主税・中谷和彦・齋藤 烈

1 D 2 35 DNAネットワークの AFM観察と制御（阪大産研）○菅野誉
士・田中裕行・三好憲雄・福田 優・川合知二

座長 井原 敏博（15 : 00～15 : 50）
1 D 2 37 フェロセン化ナフタレンジイミド誘導体を用いた遺伝子変異
の解析（九大院工）○山下健一・竹中繁織・高木 誠

1 D 2 38 フェロセン化ナフタレンジイミド誘導体の核酸相互作用にお
ける速度論解析（九大院工）○佐藤しのぶ・竹中繁織・山下健一・高木
誠

1 D 2 39 水溶性フラーレン誘導体の自発的集合体形成～その崩壊と再
集合（九大院工）山下健一○竹中繁織・高木 誠・八田泰三・柘植乙彦

1 D 2 40 遺伝子発現の光制御を目指した修飾核酸の設計（7）―共有結合
により DNAオリゴマーに導入したアゾベンゼンの二重鎖形成への影
響―（東大院工）○吉田高之・白須賀健嗣・梁 興国・浅沼浩之・小宮
山真

1 D 2 41 遺伝子発現の光制御を目指した修飾核酸の設計（8）アミノ基
のメタ位置換によるシス―アゾベンゼンの熱異性化の抑制（東大院）○
梁 興国・浅沼浩之・小宮山真

座長 藤本 健造（15 : 50～17 : 00）
1 D 2 42 DNA―配位子間の相互作用における協同効果（1）（熊本大工・
九大院工）○井原敏博・池上 天・末田慎二・高木 誠・城 昭典

1 D 2 43 核酸ハイブリダイゼーションによる DNA蛍光プローブの消
光特性（工技院・生命研）○鳥村政基・蔵田信也・山田一隆・横幕豊
一・鎌形洋一・金川貴博・倉根隆一郎

1 D 2 44 DNA―配位子間の相互作用における協同効果（2）（熊本大工）○
井原敏博・武田由香・城 昭典

1 D 2 45 遺伝子発現の光制御を目指した修飾核酸の設計（9）―アゾベン
ゼン導入オリゴヌクレオチドによるポリメラーゼ反応の光制御―（東大
院工）○山澤 哲・吉田高之・梁 興国・浅沼浩之・小宮山真

1 D 2 46 遺伝子発現の光制御を目指した修飾核酸の設計（10）―DNAオ
リゴマーの 5’末端へのスピロピランの導入―（東大院工）浅沼浩之○白
須賀健嗣・吉田高之・山澤 哲・梁 興国・小宮山真

1 D 2 47 遺伝子発現の光制御を目指した修飾核酸の設計（11）アゾベン
ゼンを導入した DNAの二重鎖形成能の塩基配列依存性（東大院）○浅
沼浩之・梁 興国・吉田高之・小宮山真

1 D 2 48 3’部位にアミノ修飾を施した DNA enzymeによる PB 2 mRNA
切断活性の検討（千葉工大工・ハイテクリサーチセ）○高橋 仁・甲斐
絵里子・阿部隆之・高井和幸・高久 洋

3月 29日午前

座長 辻原 靖人（09 : 00～10 : 00）
2 D 2 01 蛍光性核酸誘導体を用いた遺伝子検索プローブの開発（VIII）
ピレンエキサイマー発光を利用した RNA高次構造解析（京工繊大
繊・姫工大工）○馬原 淳・岩瀬礼子・山名一成・山岡哲二・村上
章

2 D 2 02 エネルギートランスファーを利用するハイブリダイゼーショ
ン自己認識型プローブ（湧永製薬創薬研）○山根明男

2 D 2 03 ピレン修飾オリゴヌクレオチドを用いる RNA塩基配列の蛍
光識別（姫路工大工）○山名一成・浅妻健太郎・中野英彦

2 D 2 04 ビスピレンを主鎖に有する DNAの合成と性質（姫路工大工）
○山名一成・岩井竜也・熊本 諭・中野英彦

2 D 2 05 蛍光エネルギー移動供与体・受容体ペヤを導入した一本鎖
DNAの合成と性質（姫路工大工）○山名一成・田方和樹・中野英彦

2 D 2 06 5―ビニルシトシンを用いた可逆的な DNA光連結（1）：DNA
光組織化への応用（京大院工・CREST）○松田成夫・藤本健造・齋藤
烈

座長 山名 一成（10 : 00～10 : 50）
2 D 2 07 5―ビニルシトシンを用いた可逆的な DNA光連結（2）：DNA
カテナン合成への応用（京大院工・CREST）○松田成夫・藤本健造・
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齋藤 烈
2 D 2 08 5位にビニルカルボン酸を有するウラシルを用いた可逆的

DNAの光連結反応（京大院工・CREST）藤本健造○小川直樹・齋藤
烈

2 D 2 09 5ービニルカルボン酸を有するウラシルを用いた PNA―DNA
光連結反応の開発（京大院工・CREST）藤本健造○林 誠之・小川直
樹・齋藤 烈

2 D 2 10 DNA固定化水晶発振子を用いた zinc―finger型ペプチドの塩
基配列特異的結合の解析（東工大院・生命理工）萩原直人・古澤宏幸・
岡畑恵雄・堀雄一郎・今西未来・永岡 真・杉浦幸雄

2 D 2 11 DNA固定化水晶発振子を用いた DNA結合性タンパク質
PCNAの結合挙動の観察（東工大院生命理工）北村洋二・萩原直人・岡
畑恵雄・太田 聡・釣本敏樹

3月 29日午後

座長 杉本 直己（13 : 00～14 : 00）
2 D 2 25 光架橋型デコイ DNAによる遺伝子発現制御（京都工繊大繊）
村上 章○山本陽子・岩瀬礼子・山岡哲二

2 D 2 26 ビオチニル基修飾 RNAアプタマーとリガンド分子との結合
特性（徳島大工）○川添直輝・伊藤嘉浩

2 D 2 27 単分子膜上の単糖を認識する RNAの水晶発振子上での in vi-
tro selection（東工大院生命理工）渡邉 敦・古澤宏幸・岡畑恵雄

2 D 2 28 DNAと核酸脂質の特異的相互作用（発達科学・神戸大総合人
間科学研究科・自然科学研究科）○江原靖人・西垣智裕・開發邦宏・
上地眞一

2 D 2 29 DNAを鋳型とした人工タンパク質合成系（神戸大自然科学研
究科・総合人間科学研究科・発達科学）○開發邦宏・西垣智裕・上地
眞一・江原靖人

2 D 2 30 非天然 DNAライブラリーの構築（神戸大・発達科学）○杉山
大喜・江原靖人

座長 沢井 宏明（14 : 00～14 : 50）
2 D 2 31 変異 bZIPペプチドを用いる DNAの in vitro selection（1）：ヒ
スチジンの効果（東工大院生命理工）古澤宏幸・森井 孝・岡畑恵雄

2 D 2 32 変異 bZIPペプチドを用いる DNAの in vitro selection（2）：変
異アミノ酸の効果（東工大院生命理工）○古澤宏幸・岡畑恵雄

2 D 2 33 依頼講演 新規 RNA結合ペプチドのコンビナトリアル・ラ
イブラリーからの細胞内選択（東学芸大教育）原田和雄

座長 岩瀬 礼子（15 : 00～16 : 00）
2 D 2 37 パーオキシナイトライトとアデニンの反応生成物の検討 pH
と二酸化炭素の影響について（阪府大・先端研）森 利明○岡 佑輔

2 D 2 38 グアニン酸化生成物，イミダゾロンの生成する条件（東医歯
大生体材料研）○喜納克仁・杉山 弘

2 D 2 39 ヌクレオシドの新規ボラノホスホリル化反応の開発（東大工）
和田 猛○清水 護・岡 夏央・西郷和彦

2 D 2 40 ホスミドシンの全合成に関する研究（東工大生命理工）森口朋
尚○朝井範夫・清尾康志・関根光雄

2 D 2 41 塩基修飾型オリゴ DNAー糖コンジュゲートの合成（名大院
工・名大院人間情報）○山田喜直・日比野美紀・松浦和則・小林一
清・早川芳宏

2 D 2 42 オリゴ DNA―糖コンジュゲートのハイブリダイゼーションを
利用した糖クラスターの構築（名大院工・名大院人間情報）○日比野美
紀・山田喜直・松浦和則・小林一清

座長 和田 猛（16 : 00～17 : 00）
2 D 2 43 2―アミノ―7―デアザアデニンの合成と DNAへの導入（京大院
工・CREST）岡本晃充○田中一生・齋藤 烈

2 D 2 44 7―デアザグアニン骨格を有する新規修飾核酸塩基の合成とそ
の反応性（京大院工・CREST）岡本晃充○泰地稔二・齋藤 烈

2 D 2 45 NO／O 2系においてデオキシグアノシンから生成する N 2―ニ
トロデオキシグアノシン（京大エネ研・京工繊大高分子）鈴木利典○山
田真希・金折賢二・田嶋邦彦・森井 孝・牧野圭祐

2 D 2 46 ポルフィリン誘導体と結合する非天然 RNAのペルオキシダ
ーゼ活性（徳島大工）川添直輝○伊藤嘉浩

2 D 2 47 銅（II）錯体とオリゴヌクレオチドとの相互作用（名工大工・分
子研）○小林照幸・増田秀樹・永長久彦・西田雄三

2 D 2 48 オリゴプリン―オリゴピリミジン配列 DNAsによる三本鎖形
成とその CDと UVスペクトル（電通大）堀田あおい○宮坂 勝・伊藤
博敏

3月 30日午前

座長 早川 芳宏（09 : 40～10 : 20）
3 D 2 05 リボアミノオキサゾリンを原料とした α ―デオキシチミジン
の立体選択的合成（群馬大工）○松本倫毅・林 秀一・篠塚和夫・澤井
宏明

3 D 2 06 チミジンの自己エピマー化反応における隣接基効果の検討
（東工大院生命理工）佐藤雄一○舘野剛介・清尾康志・関根光雄

3 D 2 07 ヒドロキシメチルホスホネート α ―DNAの化学合成（東工大
院生命理工）○佐藤雄一・舘野剛介・清尾康志・関根光雄・和田 猛

3 D 2 08 チミングリコールを含む DNAの高効率合成（京大院工）中谷
和彦○萩原伸也・齋藤 烈

座長 篠塚 和夫（10 : 20～11 : 00）
3 D 2 09 混合配列を有するオキシペプチド核酸（OPNA）と核酸との相
互作用（岡山大工）○重安政憲・有光美貴・桑原正靖・宍戸昌彦

3 D 2 10 機能性ペプチド核酸の設計（1）：二重鎖形成能の向上を指向
したナフタルイミド修飾ペプチド核酸の合成とその性質（東理大基礎
工・京大院工）○池田壽文・齋藤 烈

3 D 2 11 機能性ペプチド核酸の設計（2）：フラビン骨格を有するペプ
チド核酸の合成とその機能評価（京大院工・CREST）○吉田耕三・池
田壽文・岡本晃充・齋藤 烈

3 D 2 12 機能性ペプチド核酸の設計（3）：ソラレン部位を有するペプ
チド核酸の設計及び DNAとの反応（京大院工・CREST）○田邊一仁・
岡本晃充・齋藤 烈

座長 中谷 和彦（11 : 00～12 : 00）
3 D 2 13 4―N―アルコキシカルボニルシチジンを含む DNAオリゴマー
の合成とその性質（東工大生命理工）小堀哲生○宮田健一・清尾康志・
関根光雄

3 D 2 14 2’―O―Methyl―2―thiouridineを含むオリゴヌクレオチドの合成
と性質（東工大院生命理工）庄田耕一郎○岡本 到・清尾康志・関根光
雄

3 D 2 15 2’―4’アミノメチル結合型オリゴヌクレオチド誘導体の合成と
性質（京都工繊大繊・エーザイ筑波研）岩瀬礼子○岩井英記・星子知
範・山岡哲二・村上 章

3 D 2 16 キャップ類縁構造をもつオリゴデオキシヌクレオチドの固相
合成（東工大院生命理工）○潮田勝俊・門倉慶知・清尾康志・森口朋
尚・関根光雄

3 D 2 17 2’―S―メチルエステル修飾 DNAの合成とその性質（群馬大工）
○籾山真吾・横塚一之・尾崎広明・澤井宏明

3 D 2 18 糖部及びリン酸バックボーンコンホメーションを完全にター
ン構造に固定化したウリジル酸二量体の合成と性質（東工大院生命理
工）庄田耕一郎○菅原正森・清尾康志・関根光雄

3月 30日午後

座長 杉山 弘（13 : 00～14 : 00）
3 D 2 25 新しいタイプの DNAデンドリマーの合成とその性質（群馬大
工）○鈴木行直・大友俊也・尾崎広明・澤井宏明

3 D 2 26 化学的に固定化されたベンド RNA構造モチーフの合成（東工
大院生命理工）○庄田耕一郎・清尾康志・関根光雄

3 D 2 27 インターカレーターによるグアニン N 7位の配列選択的アル
キル化（京大院工）中谷和彦○足達 馨・松野孝弘・萩原伸也・齋藤
烈

3 D 2 28 側鎖にエポキシドを有するナフタルイミド，ナフタルジイミ
ド化合物の DNAにおけるグアニン選択的アルキル化（京大院工）○中
村 卓・吉田耕三・岡本晃充・齋藤 烈

3 D 2 29 2本鎖 DNA／金属錯体の選択的酸化触媒反応の解析（埼玉工
大）○山内哲也・佐々木雅子・長谷部靖

3 D 2 30 3,4―ジメトキシー 6―ニトロフェニル基を持つ光切断性オリゴ
ヌクレオチドの合成（京都工繊大繊）岩瀬礼子○石丸順子・山岡哲二・
村上 章

座長 清尾 康志（14 : 00～14 : 50）
3 D 2 31 Ce（IV）均一溶液によるプラスミド DNAの効率的切断（東大院
工）○須磨岡淳・井川智之・小宮山真

3 D 2 32 Ce（IV）―EDTA錯体による DNAの効率的加水分解（東大院工）
○井川智之・須磨岡淳・小宮山真

3 D 2 33 三核金属錯体による（2’―5’）RNAの塩基特異的加水分解（東大
院工）○喜名振一郎・須磨岡淳・小宮山真

3 D 2 34 C―5位ポリアミン結合 2’―デオキシ―α ―ウリジン誘導体を含
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むオリゴ DNAの合成，及びその HIV―1 mRNAの切断作用（群馬大工）
○望月あけみ・青木 強・篠塚和夫・澤井宏明

3 D 2 35 C―2ポリアミン結合デオキシイノシン誘導体を含む DNAの
合成及び RNA切断活性の検討（群馬大工）○小野寺正明・篠塚和夫・
池田 浩・澤井宏明

座長 須磨岡 淳（15 : 00～16 : 00）
3 D 2 37 2’水素引き抜きによる DNAの直接鎖切断反応解析（京大院
工・CREST）藤本健造○池田 豊・齋藤 烈

3 D 2 38 2’,5’―および 3’,5’―結合を持つ短鎖長 RNAオリゴマーの非酵
素的鋳型依存リゲーション反応（群馬大工）○和田 誠・尾崎広明・篠
塚和夫・澤井宏明

3 D 2 39 5―位置換デオキシウリジン誘導体を組み込んだ修飾 DNAの
酵素的合成とその鋳型活性 1；大腸菌 DNAポリメラーゼ，クレノー
断片を用いた場合（群馬大工）中村明子○澤井宏明・尾崎広明

3 D 2 40 5―位置換デオキシウリジン誘導体を組み込んだ修飾 DNAの
酵素的合成とその鋳型活性 2；耐熱性 DNAポリメラーゼ，Taq，Tth，
及び KOD dashを用いた場合（群馬大工）中村明子・澤井宏明○尾崎広
明・佐藤史絵

3 D 2 41 5位置換デオキシウリジン誘導体を組み込んだ修飾 DNAの
PCRによる大量合成（群馬大工）○佐藤史絵・中村明子・尾崎広明・
澤井宏明

3 D 2 42 DNA切断を目的とした人工ホロ酵素の分子設計（東理大基礎
工）○田代 竜・田窪 健・池田壽文・中村有伸

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

（タンパク質・酵素）

3月 28日午前

座長 秋山 雅安（09 : 00～10 : 00）
1 D 3 01 β ―ターン構造ペプチドミミックス，（4 S）―4―（2―ピロリジノ）―

3（E）―ブテン酸誘導体の立体選択的合成（早大理工）○大下 純・藤井
基樹・清水功雄

1 D 3 02 α アミラーゼ阻害タンパク質テンダミスタット由来環状およ
び直鎖状ペプチドの合成と生物活性（2）（富山大工）○梅崎真紀子・橋
本愁子・東條 渚・藤井孝宜・吉村敏章・加藤哲夫・山崎偉三雄・小
野 慎

1 D 3 03 不可逆性阻害剤を用いたキモトリプシンの選択的除去（富山
大工）○隠 一哉・長谷川久美・佐幸聡美・梅崎真紀子・藤井孝宜・
吉村敏章・小野 慎

1 D 3 04 糖結合能を持つオリゴペプチドの合成（長崎大工）○川添将
仁・新留琢郎・村上裕人・畠山智充・青柳東彦

1 D 3 05 レクチンと両親媒性ペプチドからなるコンジュゲートの作製
およびその生体膜との相互作用（長崎大工）○桑原大幹・末永智子・新
留琢郎・畠山智充・青柳東彦

1 D 3 06 平行および逆平行マガイニン 2二量体の合成と性質（長崎大
工）向 康博○新留琢郎・畠山智充・青柳東彦

座長 小野 慎（10 : 00～11 : 00）
1 D 3 07 高 Arg／Pro含有ペプチドバクテネシン 5の構造ー抗菌活性相
関（長崎大工）徳永陽子・新留琢郎・畠山智充○青柳東彦

1 D 3 08 アスパラギン酸およびそのペプチドのコンホメーションの電
離状態依存性（京大化研）○木村智大・松林伸幸・中原 勝

1 D 3 09 三脚型トリヒドロキサム酸を基盤に用いたペプチド高次構造
の構築（東農工大工）坪内 彰○生山将次・秋山雅安

1 D 3 10 フェリチン特異的配列を持つヘリックスペプチドの合成と性
質（群大工）○奥 浩之・手塚佳秀・大山貴文・片貝良一

1 D 3 11 複数のメチオニンを持つペプチドヘリックスの金属イオンに
よる分子集合形成（群大工）○山野辺進・奥 浩之・片貝良一

1 D 3 12 金属酵素活性中心に見られるヒスチジン含有型 β ―sheetペプ
チド配列の合成とその性質（群大工）○逸見直樹・奥 浩之・片貝良一

座長 新留 琢郎（11 : 00～12 : 00）

1 D 3 13 310―ヘリックス形成デプシペプチドの構造特性（群馬大工）○
大山貴史・奥 浩之・片貝良一

1 D 3 14 ポリペプチド超構造の理論的設計（64）分子末端近傍に配置し
た荷電残基による α ―ヘアピン構造の安定化（阪府大先端研・日分析
化専・阪工大工）○岡 勝仁・林 壽郎・石川裕一郎・平野義明

1 D 3 15 ポリペプチド超構造の理論的設計（65）分子末端近傍で形成さ
れるジスルフィド結合による α ―ヘアピン構造の安定化（阪府大先端
研・日分析化専・阪工大工）○岡 勝仁・林 壽郎・石川裕一郎・平
野義明

1 D 3 16 ポリペプチド超構造の理論的設計（66）ジスルフィド結合形成
による β ―ヘアピン構造の安定化（阪府大先端研）○岡 勝仁・林 壽
郎

1 D 3 17 蛍光性センサーペプチドの設計・合成と機能評価（北陸先端
科技大材料）○松本正幸・石川英夫・森田資隆・民谷栄一・横山憲二

1 D 3 18 微生物プロテアーゼ（Bacillus subtilis 由来）を触媒とするペプ
チド合成：アミン成分の影響（甲南大理）宮澤敏文○正木志野・柳原良
二・山田隆己

3月 28日午後

座長 浜地 格（13 : 00～14 : 00）
1 D 3 25 α ,α ―二置換グリシン（13）α ―フェニル―α ―（2―ピリジル）グリ
シンを含むトリペプチドのコンホメーションの検討（甲南大理）山田隆
己○市野智之・柳原良二・宮澤敏文

1 D 3 26 ペプチド側鎖上に導入した核酸塩基の相互作用による 2 α ―
ヘリックス構造の安定化（東工大生命理工・さきがけ 21）○松村幸
子・上野昭彦・三原久和

1 D 3 27 HIV Revのアルギニン部位への核酸塩基アミノ酸の導入と
RNA結合活性（東工大生命理工・さきがけ 21）○高橋 剛・濱崎啓
太・上野昭彦・三原久和

1 D 3 28 β ―ヘアピン部位に人工構造を導入した BIV Tatタンパクのコ
ンホメーション特性（阪市大工）○長崎健・前川智美・玉垣誠三・原田
和雄

1 D 3 29 一塩基変異検出に向けた，DNA結合性ペプチド分子の探索
（東大先端研）○貝塚芳久・宮地寛登・池袋一典・矢野和義・軽部征夫

1 D 3 30 分子レベルの生命現象（68）分子内 bシート構造をもつペプチ
ドの物性（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○梶田勝史・數田英
輝・川上純司・杉本直己

座長 三原 久和（14 : 00～14 : 50）
1 D 3 31 分子レベルの生命現象（69）短鎖機能性ペプチドの構造に対す
る隣接したアミノ酸の影響（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○
北野剛久・川上純司・杉本直己

1 D 3 32 分子レベルの生命現象（70）ファージデイスプレイ法への適用
を目指した α ヘリックス構造を持つペプチドライブラリーの構築（甲
南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○泉 智・北野剛久・川上純
司・杉本直己

1 D 3 33 ファージライブラリーから得られた GM 1結合性ペプチドの
配列と糖鎖認識能（東工大院生命理工）○松原輝彦・岡畑恵雄・佐藤智
典

1 D 3 34 ファージライブラリーから得られたインフルエンザヘマグル
チニン結合性ペプチドの機能（東工大院生命理工）○井上裕規・岡畑恵
雄・佐藤智典

1 D 3 35 ファージ提示系によるグルコースオキシダーゼの特異的部位
を認識するペプチドの選択（北陸先端科技大材料）○石川英夫・森田資
隆・民谷栄一・横山憲二

座長 岡 勝仁（15 : 00～15 : 50）
1 D 3 37 ペプチドの α→β 構造転移とアミロイド形成を引き起こす N
末端疎水性アミノ酸（東工大生命理工・さきがけ 21）○山下太郎・高
橋勇太・上野昭彦・三原久和

1 D 3 38 疎水性キャビティを有する 3 α ヘリックスバンドルのデノヴ
ォデザイン（東工大生命理工）○小幡谷育夫・坂本清志・上野昭彦・三
原久和

1 D 3 39 ペプチドデンドリマー・マルチポルフィリン複合体の設計合
成：デンドリマー構造に依存した光励起電子移動（東工大生命理工）○
坂本宗由・上野昭彦・三原久和

1 D 3 40 分子レベルの生命現象（71）低分子ヌクレオシドを標的とした
オンビーズスクリーニング法の開発（甲南大理・甲南大ハイテクリサ
ーチセ）○數田英輝・杉本直己

1 D 3 41 分子レベルの生命現象（72）アルツハイマー病関連のアミロイ
ド β タンパク質のアグリゲーションの制御（甲南大理・中国河北工
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大・甲南大ハイテクリサーチセ）○鄒 晋・杉本直己

座長 佐藤 智典（15 : 50～16 : 30）
1 D 3 42 分子レベルの生命現象（73）デンドリマー分子の表面認識を用
いたモレキュラーインプリンティング（甲南大理・甲南大ハイテクリ
サーチセ）○數田英輝・中村正和・山本大介・杉本直己

1 D 3 43 蛋白質・ペプチドレセプターの開発（1）：ルテニウムトリス
ビピリジル錯体型デンドリマーによるシトクロム cへの選択的結合と
光還元反応（九大院工）○高島 弘・浜地 格・新海征治

1 D 3 44 蛋白質・ペプチドレセプターの開発（2）：パラジウムエチレ
ンジアミン錯体によるペプチド配列の認識と構造変化（九大院工）○中
田栄司・山田康弘・浜地 格・新海征治

1 D 3 45 蛋白質・ペプチドレセプターの開発（3）：亜鉛二核錯体型レ
セプターによるペプチド認識（九大院工）○中田栄司・浜地 格・新海
征治

3月 29日午前

座長 大野 弘幸（09 : 00～10 : 00）
2 D 3 01 フラビン触媒と基質の水素結合を利用するスルフィドの過酸
化水素酸化反応（阪大院基礎工）村橋俊一・今田泰嗣・小野 聰○西生
順

2 D 3 02 面不斉ビスフラビン触媒を用いる過酸化水素による不斉
Baeyer―Villiger反応（阪大院基礎工）○小野 聡・今田泰嗣・村橋俊一

2 D 3 03 フラビン化合物を触媒とするスルフィドの酸素酸化反応（阪
大院基礎工）村橋俊一・今田泰嗣・小野 聡○飯田拡基

2 D 3 04 リポキシゲナーゼ活性中心モデル錯体の合成と反応性（分子
研）○山原 亮・小江誠司・渡辺芳人・実川浩一郎・増田秀樹・永長
久彦

2 D 3 05 光化学系 I反応中心複合体におけるクロロフィル a’量の測定
（東大生産研）○仲村亮正・赤井元彦・市川武志・渡辺 正

2 D 3 06 アルブミン―ヘムの NO配位とその結合パラメータ（早大理工
総研）○松川泰子・小松晃之・土田英俊

座長 今田 泰嗣（10 : 00～10 : 50）
2 D 3 07 光照射を利用したアルブミンーヘムの還元反応（早大理工総
研）○中川晶人・小松晃之・土田英俊

2 D 3 08 両面修飾テトラフェニルポルフィリン鉄誘導体の合成と血清
アルブミンへの包接（早大理工総研）○岡田智行・小松晃之・土田英俊

2 D 3 09 ヒスチジンを軸塩基として導入したテトラフェニルポルフィ
リン鉄誘導体の合成と酸素配位（早大理工総研）○宮武 薫・小松晃
之・土田英俊

2 D 3 10 光導波路分光法によるヘムタンパク質の酸化還元反応の追跡
（東京農工大工）○米山 聡・来栖史代・福田恭子・大野弘幸

2 D 3 11 PEO―SH／ピリジンチオール混合 SAM修飾金電極をもちいた
cyt.cの電子移動促進（東京農工大工）○金田崇良・水野基央・来栖史
代・大野弘幸

3月 29日午後

座長 久枝 良雄（13 : 00～14 : 00）
2 D 3 25 学術賞受賞講演 ヘム酵素における高原子価酸化活性種生成
の分子機構（分子研）渡辺芳人

2 D 3 29 アニオンドメインをタンパク質表面に有する再構成ミオグロ
ビンの物性（九大院工）○松田貴暁・安藤 努・林 高史・久枝良雄

2 D 3 30 タンパク質表面に分子認識部位を有する再構成ミオグロビン
の構築と挙動（九大院工）○安藤 努・松田貴暁・林 高史・久枝良雄

座長 小松 晃之（14 : 00～14 : 50）
2 D 3 31 進歩賞受賞講演 金属蛋白質の分子認識と活性部位構造・機
能への新しいアプローチ（名古屋大理）廣田 俊

2 D 3 34 Nitrilotris（2―benzimidazolylmethylsuifonate）を配位子とする水
溶性 carbonic anhydraseモデルによる二酸化炭素の水和反応（北大院地
球環境）中田 耕○椎名直美・市川和彦

2 D 3 35 亜鉛酵素モデルの二次元配列からなる固液界面を用いた二酸
化炭素の石灰化（北大院地球環境）○下村則之・IBRAHIM M.M.・市川
和彦

座長 池田 博（15 : 00～16 : 00）
2 D 3 37 Tris（aminoethyl）amine系からなる亜鉛酵素モデルを用いた二
酸化炭素固定とホスホエステルの加水分解（北大院地球環境）○IBRA-
HIM M. M.・TARNAI Mate・下村則之・市川和彦

2 D 3 38 ミオグロビン表面へのコバルト（III）錯体の集積化（奈良女大
理・関西大工）○西峯麻里・木口貴美子・塚原敬一・久保田直子・荒
川隆一

2 D 3 39 ウシミオグロビンの部位特異的変異体 V 68 L，V 68 Aの機能
と構造に関する研究（筑波大化学・慶應大医）○桑原 愛・山本泰彦・
島田秀夫・石村 巽

2 D 3 40 依頼講演 ミオグロビンのアロステリック構造変化の解析
（筑波大化学）山本泰彦

座長 渡辺 正（16 : 00～17 : 00）
2 D 3 43 蛋白質表面に構築したドナー―増感剤―アクセプター三元系
（1）：プロトン共役電子移動による長寿命電荷分離生成（九大院工）○
築地真也・胡 義鎮・浜地 格・新海征治・大石茂郎

2 D 3 44 蛋白質表面に構築したドナー―増感剤―アクセプター三元系
（2）：アポ蛋白質マトリックス効果（九大院工）○高島 弘・胡 義
鎮・築地真也・浜地 格・新海征治・大石茂郎・長棟輝行

2 D 3 45 蛋白質表面に構築したドナー―増感剤―アクセプター三元系
（3）：ホスト・ゲスト複合体を介した擬分子内電子移動（九大院工）○
高島 弘・佐野勝彦・築地真也・胡 義鎮・浜地 格・新海征治・大
石茂郎

2 D 3 46 蛋白質機能発現を目指したアミノ酸修飾ルテニウム錯体の分
子設計（科技団井上光不斉プロ）○石田 斉・HESEK Dusan・青黄史
子・井上佳久

2 D 3 47 タンパク質表面での極性転換：金属を用いた新規なタンパク
質活性制御法（九大院工）烏星良次○渡辺潤一・浜地 格・新海征治

2 D 3 48 リボヌクレアーゼ Sへの金属結合サイトの導入（九大院工）○
渡辺潤一・烏星良次・田原信生・浜地 格・新海征治

3月 30日午前

座長 上山 恵一（09 : 00～10 : 00）
3 D 3 01 野生型及び Y 382 F変異型銅アミン酸化酵素における pHに
よる銅イオンの配位構造変化と補酵素生成に及ぼす影響（名大院理・
阪大産研）○藤城 博・廣田 俊・岩本孝浩・岸下誠一郎・谷澤克
行・山内 脩

3 D 3 02 銅型亜硝酸還元酵素の分子内電子移動反応の pH依存性（阪大
院理）○徳力格爾・片岡邦重・山口和也・鈴木晋一郎・小林一雄・田
川精一

3 D 3 03 銅型亜硝酸還元酵素におけるタイプ 2銅周辺の Aspと His残
基の役割（阪大院理）○鈴木晋一郎・片岡邦重・古澤 寛・高木浩一・
山口和也

3 D 3 04 光学活性 Ru錯体とアズリンの電子移動反応におけるエナン
チオ選択性（7）Ru（II）錯体による azCu（II）の還元反応（名工大工・金沢
大自然科学）○義基薫衣・汲田英之・櫻井 武・実川浩一郎・増田秀
樹・永長久彦

3 D 3 05 光学活性 Ru錯体とアズリンの電子移動反応におけるエナン
チオ選択性（8）V 43 A変異体を用いた Ru（III）錯体による azCu（I）の酸
化反応（名工大工・阪大理・金沢大自然科学）○汲田英之・池上裕倫・
片岡邦重・鈴木晋一郎・櫻井 武・実川浩一郎・増田秀樹・永長久彦

3 D 3 06 PEO修飾アズリンの有機溶媒中における電子状態と酸化還元
反応（東京農工大工）○中村有子・中村暢文・河原夏江・大野弘幸・－
徳力格爾・鈴木晋一郎

座長 谷澤 克行（10 : 00～11 : 00）
3 D 3 07 トリエチレングリコール修飾した電子伝達タンパク質アズリ
ンの電気化学的挙動（東農工大工・阪大院理）○名出英俊・中村暢文・
河原夏江・大野弘幸・－徳力格爾・鈴木晋一郎

3 D 3 08 トリエチレングリコール修飾シュードアズリンと亜硝酸還元
酵素との電子移動反応（東農工大工・阪大院理）○守川有紀・河原夏
江・中村暢文・大野弘幸・山口和也・なし徳力格爾・鈴木晋一郎

3 D 3 09 Alcaligenes xylosoxidans 由来の銅含有亜硝酸還元酵素への変
異導入およびシュウドアズリンとの分子間電子移動反応（阪大院理）○
森 達哉・片岡邦重・山口和也・鈴木晋一郎

3 D 3 10 SODモデルとなる Cuおよび Zn錯体の設計・合成と酸化還
元挙動（北大院地球環境）○平川 哲・中田 耕・市川和彦

3 D 3 11 モリブデン酸化酵素モデル錯体におけるアミノ基からの NH
…S水素結合の効果（阪大院理）○鈴木智絵・馬場浩司・辻 智啓・岡
村高明・上山憲一

3 D 3 12 P―450 Fe（III），Fe（II）モデル錯体における NH…S水素結合の
変化による錯体の性質への影響（阪大院理）○甲角幸秀・小島一範・岡
村高明・上山憲一
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座長 中村 暢文（11 : 00～12 : 00）
3 D 3 13 タングステン酵素モデル錯体における分子内 NH…S水素結
合の効果―モリブデン錯体との比較（阪大院理・農環研）○馬場浩司・
鈴木智恵・岡村高明・上山憲一・村山重俊

3 D 3 14 ボロン酸によるグルコシドの選択的加水分解に及ぼすカチオ
ンミセルの効果（阪大院工）○大江 猛・木田敏之・張 万斌・中辻洋
司・池田 功

3 D 3 15 加水分解酵素の反応速度に対する反応媒体の粘度効果（7）（京
大化研・福井工大）河合 靖○松尾貴史・大野惇吉

3 D 3 16 ラチア発光系におけるルシフェラーゼ構造と発光活性（静岡
大・電通大）○小島 哲・鍋谷卓司・牧昌次郎・平野 誉・丹羽治
樹・近江谷克裕

3 D 3 17 マススペクトロメトリーによるラチアルシフェラーゼの構造
解析（電通大・国立感染研・理研・静岡大）○鍋谷卓司・伊藤喜之・小
島 哲・近江谷克裕・絹見朋也・黒野 定・牧昌次郎・平野 誉・丹
羽治樹

3 D 3 18 エクオリン生物発光におけるエミッターの蛍光特性（電通大）
○今井祐子・平野 誉・牧昌次郎・丹羽治樹・大橋 守

3月 30日午後

座長 今野 美智子（13 : 00～14 : 00）
3 D 3 25 中鎖プレニル二リン酸合成酵素の鎖長制御機構（東北大・反
応研）○張 元偉・古山種俊

3 D 3 26 ファルネシル二リン酸合成酵素のサブユニット二量体会合面
に形成される活性部位の検証（東北大・反応研）○古山種俊・後藤幸
生・西野徳三

3 D 3 27 基質類似物結合型ホスホエノールピルビン酸カルボキシラー
ゼの結晶構造解析（阪大院工・京大院医・京大院農）○白形俊介・松村
浩由・寺田美香・井上 豪・吉永侃夫・泉井 桂・甲斐 泰

3 D 3 28 トウロモコシ由来ホスホエノールピルビン酸カルボキシラー
ゼの結晶構造（阪大院工・京大院医・京大院農）○松村浩由・寺田美
香・白形俊介・井上 豪・吉永侃夫・泉井 桂・甲斐 泰

3 D 3 29 好熱性放線菌 R―47 α ―アミラーゼ（TVA 2）基質複合体の X線
結晶解析（東農工大工・東農工大農）○神鳥成弘・近藤 伸・殿塚隆
史・坂野好幸

3 D 3 30 好熱性放線菌 R―47 α ―アミラーゼ（TVA 2）基質認識残基改変
ミュータント酵素の合成（東農工大工・東農工大農）○大滝 証・近藤
伸・神鳥成弘・殿塚隆史・坂野好幸

座長 藤原 敏道（14 : 00～14 : 50）
3 D 3 31 好熱性放線菌 R―47 α ―アミラーゼ（TVA 2）熱安定性向上ミュ
ータント酵素の合成（東農工大工・東農工大農）○近藤 伸・川島優
子・神鳥成弘・殿塚隆史・坂野好幸

3 D 3 32 ヒト由来造血器型プロスタグランジン D合成酵素の X線構
造に基づく反応機構解明（阪大院工・大阪バイオ研・理研播磨）○井上
豪・岡崎伸生・猪谷秀幸・衣笠茂浩・甲斐 泰・入倉大祐・早石
修・山本雅貴・熊坂 崇・裏出良博

3 D 3 33 高度好熱菌由来メチオニル tRNA合成酵素（MetRS）とメチオ
ニルデニレイトアナログ（MSI）の複合体の結晶構造（お茶大理・東大
院理生化）加藤美幸・濡木 理・横山茂之○今野美智子

3 D 3 34 根粒菌アスパラギン酸アミノ基転移酵素の立体構造（阪市大
院理・阪大院理）○中井忠志・石嶋 潤・河口真一・倉光成紀・宮原
郁子・広津 建

3 D 3 35 分岐鎖アミノ酸アミノ基転移酵素のフレキシブルループの役
割（大阪市立大院理・阪大院理）○後藤 勝・宮原郁子・広津 建・岡
田健吾・林 秀行・鏡山博行

座長 西野 徳三（15 : 00～15 : 40）
3 D 3 37 タンパク質立体構造支配因子に関する理論研究．溶媒中にお
ける単一アミノ酸の構造特性（東大院総合）○岡田麻衣・岩岡道夫・友
田修司

3 D 3 38 H＋―ATP合成酵素サブユニット c の合成と膜への再構成（横
浜国大工）○小西寛生・望月晃司・川上 徹・相本三郎・吉田賢右・
藤原敏道・阿久津秀雄

3 D 3 39 リゾチ―ムのオリゴ糖認識能の ESI MASSによる解析（広島大
院理）泉俊輔・平田敏文・○須藤祥一・中村昇太

3 D 3 40 2,3―ジヒドロキシビフェニルジオキシゲナーゼ（BphC）に存在
する分子内水素結合の解析（筑波大化学・長岡技科大生物系）○橋爪貴
宏・山本泰彦・浦上義崇・千田俊哉・三井幸雄

座長 神鳥 成弘（15 : 40～16 : 20）

3 D 3 41 19F NMRを用いたミオグロビンの活性部位の電子構造解析
（筑波大化・長岡高専）○平井佑紀・山本泰彦・鈴木秋弘

3 D 3 42 抗腫瘍性抗生物質 C―1027アポタンパクの多次元 NMR構造
解析（筑波大・東北大・大鳳薬品）○関 典広・TONG Kit Ieng・生沼
みどり・福井康幸・田中俊之・平間正博・大谷敏夫

3 D 3 43 DNA認識タンパク質膜間の相互作用のコロイドプローブ原
子間力顕微鏡による直接測定（東北大反応研）○濱井康宏・藤田昌也・
栗原和枝

3 D 3 44 AFMによる単分子操作：1分子ペプチドのヘリックス内の水
素結合の直接測定（工技院融合研）LANTZ M. A.・JARVIS S. P.・徳本
洋志・MARTYNSKI T.・楠見敏則・中村 史○三宅 淳

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

（細胞）

3月 28日午前

座長 平野 盛雄（9 : 40～11 : 00）
1 D 4 05 植物の根茎を用いた重合反応（帝京科学大理工）○逸見竜也・
熊倉 稔

1 D 4 06 植物生体中における高分子の生分解（帝京科学大理工）○新倉
玲夏・熊倉 稔

1 D 4 07 ムレスズメ培養細胞によるツヨプセンの生物変換（日大理
工・日大薬・立教大理・長谷川香料）○酒巻 弘・北中 進・堀内
昭・高木恵一

1 D 4 08 イネキチナーゼ新規アイソザイムのアミノ酸配列解析（東農
工大工・生命工学）○山田洋平・斉藤美佳子・松岡英明

1 D 4 09 BY―2キチナーゼの分離条件の最適化（東農工大工・生命工
学）新屋友規・斉藤美佳子○松岡英明

1 D 4 10 講演中止
1 D 4 11 イネ単一細胞への遺伝子導入および発現制御（東農工大工・
生命工学）○斉藤美佳子・小齋裕里・松岡英明

1 D 4 12 イネ培養細胞における培養上清中のキチナーゼ誘導物質の解
析（東農工大工・生命工学）○森 英樹・斉藤美佳子・松岡英明

座長 酒巻 弘（11 : 00～12 : 00）
1 D 4 13 植物培養細胞による有機化合物の変換（岡山理大理）○浜田博
喜・古谷 力

1 D 4 14 生体触媒による複素環ケトンの不斉還元（京大・化研）中村薫
○太田満子・三沢生吹・松田知子

1 D 4 15 ラン藻によるケトンの不斉還元（京大化研・岡山理大理）中村
薫○山中理央・土肥圭子・浜田博喜

1 D 4 16 DHAおよび EPA含有新規微細藻類の培養条件の検討（工学院
大工）平野盛雄○吉田英司・阿部克也

1 D 4 17 固定化チラコイドの光酸化還元反応への利用（工学院大工）平
野盛雄○飯塚一嘉・阿部克也

1 D 4 18 アカントアメーバの生存率に及ぼす活性酸素の影響（山梨大
学工）○松郷誠一・鶴原 喬・笠原秀浩

3月 28日午後

座長 中村 徳幸（13 : 00～14 : 00）
1 D 4 25 テレフタル酸二ナトリウム変換能を有する微生物の探索（福
井高専物質工学）○杉森大助

1 D 4 26 油脂分解微生物の探索（福井高専物質工学）○三原有真・杉森
大助

1 D 4 27 有機酸を用いた嫌気発酵による磁性超微粒子の合成（東京農
工大工）○阪口利文・新垣篤史・竹山春子・松永 是

1 D 4 28 ホタルルシフェラーゼ組換えスレオニン生産大腸菌の非破砕
発光測定（東工大院・生命理工）○舟橋久景・今城俊哉・小島淳一郎・
小畠英理・相澤益男

1 D 4 29 磁性細菌粒子を用いた分子アーキテクチャーの構築における
アンカータンパク質の設計（東京農工大工）○古惠良聡美・田中 剛・
竹山春子・松永 是
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1 D 4 30 ルシフェラーゼ―MagAアンカー分子複合体の磁性細菌粒子膜
上での人工構築（東京農工大工）○鷹架美賀子・田中 剛・竹山春子・
松永 是

座長 早出 広司（14 : 00～14 : 50）
1 D 4 31 非天然アミノ酸を結合した RGDペプチドの細胞接着阻害効
果（岡山大工）○張 海黔・篠原寛明・佐々木裕司・宍戸昌彦．

1 D 4 32 ビオチン化生理活性ペプチドのアビジンとの結合・解離を利
用する細胞機能制御（岡山大工）横田佳奈○篠原寛明・宍戸昌彦

1 D 4 33 磁性細菌粒子膜上へのエストロゲンレセプターのディスプレ
イ（東京農工大工）○高橋匡慶・田中 剛・岡村好子・竹山春子・松永
是

1 D 4 34 マグロボットを用いた環境ホルモン様物質の迅速検出（東京
農工大工）田中 剛○植木史子・竹山春子・藤本 茂・郷田泰弘・松
永 是

1 D 4 35 マグロボットを用いた糖尿病マーカー測定システムの構築
（東京農工大工）○田中 剛・竹山春子・松永 是

座長 篠原 寛明（15 : 00～16 : 10）
1 D 4 37 酢酸および無水酢酸の Bacillus subtilis の細胞増殖に与える影
響について（東海大理）石原良美○根本 幹・齋藤 寛・高野二郎

1 D 4 38 環境中からのグリコシルウレイド資化微生物の単離（東農工
大工・生命工）津川若子○山田裕子・早出広司

1 D 4 39 フルクトシルバリン資化細菌の単離及び代謝酵素の検索（東
農工大工・生命工）津川若子○坂口あかね・石村文将・早出広司

1 D 4 40 微生物変換法によるトレハラーゼ阻害剤の合成（東農工大
工・生命工）早出広司○荻野慎士・赤池絵理・津川若子

1 D 4 41 ヒト臍帯静脈内皮細胞を利用したバイオアッセイに関する研
究（融合研・東京農工大工）○中村徳幸・蕪木由紀子・松永 是

1 D 4 42 羊毛ケラチンのスポンジ化，及びスポンジ上での高密度細胞
培養（阪市大）○古田康誠・竹島秀幸・立花 亮・田辺利住・山内 清

1 D 4 43 修飾ケラチンスポンジ上でのマウス由来繊維芽細胞 L 929の
培養（阪市立工）○竹島秀幸・古田康誠・立花 亮・田辺利住・山内
清

3月 29日午前

（タンパク質・酵素）
座長 桐村 光太郎（09 : 00～10 : 00）

2 D 4 01 クロイソカイメン由来オカダ酸結合タンパク質の探索（東大
院理）○杉山直幸・此木敬一・村田道雄・橘 和夫

2 D 4 02 超好熱始原菌由来 Rubiscoの構造および生化学的解析（京大院
工・合成生化・京大院理・化学・CREST今中プロ）跡見晴幸・前田倫
広・北野 健・福居俊昭・江崎 聡・三木邦夫・今中忠行

2 D 4 03 超好熱始原菌 Pyrococcus kodakaraensis KOD 1株由来耐熱性
chitinaseの解析（京大院工・合成生化）福居俊昭・田中丈士・藤原伸
介・高木昌宏・今中忠行

2 D 4 04 超好熱始原菌 Pyrococcus kodakaraensis KOD 1株の tryptophan
オペロンの解析（京大院工・合成生化・阪大院工・応生・CREST今中
プロ）江崎 聡・唐 暁峰・跡見晴幸・藤原伸介・高木昌宏・今中忠
行

2 D 4 05 超好熱始原菌 Pyrococcus kodakaraensis KOD 1株由来 DNA li-
gaseの解析（京大院工・合成生化・CREST今中プロ）今中忠行・中谷
勝・江崎 聡・跡見晴幸

2 D 4 06 超好熱始原菌 Pyrococcus kodakaraensis KOD 1由来 DNA po-
lymeraseの構造解析（阪大院工・京大院工）○橋本博・井上 豪・西岡
求・藤原伸介・高木昌宏・今中忠行・甲斐 泰

座長 跡見 晴幸（10 : 00～10 : 50）
2 D 4 07 ―Xanthomonas campestrisWU―9701由来の酵素を用いたカテキ
ン α ―グルコシドのアノマー選択的合成（早大理工）○佐藤利行・中川
博之・桐村光太郎・木野邦器・宇佐美昭次

2 D 4 08 フルクトシルアミンオキシダーゼの基質特異性の制御（東農
工大工・生命工）○石村文将・津川若子・早出広司

2 D 4 09 グルコース―3―脱水素酵素を用いるネオトレハロース誘導体
の合成（東農工大工・生命工）○赤池絵理・小嶋勝博・津川若子・早出
広司

2 D 4 10 高度高熱性細菌 Thermotoga maritima由来 β ―Fructosidaseの高
次構解析（東農工大工・生命工）Arief Budi Witarto○荒木俊雄・立野敦
史・吉田裕美・早出広司

2 D 4 11 ループ領域への変異導入による水溶性グルコース脱水素酵素

の基質特異性の改変（東農工大工・生命工）早出広司○森本晃史・藤川
雅子・五十嵐聡・吉田裕美

3月 29日午後

座長 森 俊明（13 : 00～14 : 00）
2 D 4 25 ゼニゴケ培養細胞が分泌する 37―kDa Peroxidaseの構造と特
性（広島大院理）○吉永大介・芦田嘉之・平田敏文

2 D 4 26 種々の化学修飾リパーゼのエナンチオ選択性（神戸大院総合
人間）○田中裕之・荒瀬尚貴・上田 愛・開発邦宏・江原靖人・上地
真一

2 D 4 27 有機溶媒中のリパーゼを触媒とした反応におけるエナンチオ
選択性に対する置換基効果の温度依存性（神戸大院総合人間）○小柴考
史・渡辺圭一・上地真一

2 D 4 28 リパーゼによる置換シクロヘキサノールの光学分割における
構造と反応との相関（立命館大理工）谷利陸平○阪口真規・柴田健詞・
松本吉正

2 D 4 29 リパーゼを用いた 2―置換シクロヘキサノールの光学分割と有
機合成への応用（立命館大理工）谷利陸平○白川雄一郎・廣田 藍・西
野大貴

2 D 4 30 リパーゼを用いたリン原子上に不斉中心を持つリン化合物の
光学分割とその応用（福岡大理）○上野右一郎・塩路幸生・大熊健太郎

座長 上地 真一（14 : 00～14 : 50）
2 D 4 31 CRLによる 1―フェニルエタノールエステルの加水分解：カ
ルボン酸部位の構造と反応速度（富山県立大工・富山高専）○川崎正
志・後藤道理・米谷 正

2 D 4 32 超臨界フルオロホルム中での脂質修飾リパーゼの触媒作用
（東工大院生命理工）○小林厚志・森 俊明・岡畑恵雄

2 D 4 33 超臨界フルオロホルム中での脂質修飾グリコシダーゼを用い
た糖転移反応（東工大院生命理工）○舟崎真理子・森 俊明・岡畑恵雄

2 D 4 34 脂質修飾酵素を用いた有機溶媒中でのラクチド及びラクトン
の酵素重合反応（東工大院生命理工）○磯山晃太・森 俊明・岡畑恵雄

2 D 4 35 低温下での固定化リパーゼを用いた光学分割の高効率化（岡
山大工）酒井貴志○林 恭子・高原美佳・依馬 正・宇高正徳

座長 広原 日出男（15 : 00～16 : 00）
2 D 4 37 有機溶媒中でのスブチリシンを触媒とした反応における添加
物効果（神戸大・発達科学）○吉田 崇・渡辺圭一・上地真一

2 D 4 38 水―有機溶媒混合系におけるスブチリシンを触媒とした反応
のエナンチオ選択性に及ぼす置換基効果（神戸大院自然科学）○渡辺圭
一・上地真一

2 D 4 39 耐熱性放線菌による α ―ケトエステルの不斉還元（京都教大）
石原浩二○山口仁美・中島伸佳・中村 薫

2 D 4 40 チチカビを用いたフルオロケトンの不斉還元（龍谷大理工）○
松田知子・原田忠夫・中島伸佳・山中理央・中村 薫

2 D 4 41 カルボニル還元酵素を用いた不斉還元とその基質特異性（岡
山大工）依馬 正・小福田徹○石田知正・守屋寛之・前原健太郎・酒
井貴志・宇高正徳

2 D 4 42 加水分解酵素のエナンチオ選択性の発現機構に関する熱力学
的研究（岡山大工）依馬 正・山口晋弘○田中延明・若狭裕治・酒井貴
志・宇高正徳

座長 依馬 正（16 : 00～17 : 00）
2 D 4 43 アリールケトンに対し高い活性を有する酵母による不斉還
元：基質の構造と反応性（滋賀県大工）○花谷昭徳・田中真由美・竹原
宗範・井上吉教・広原日出男

2 D 4 44 リパーゼによる立体選択性反応の触媒作用機構：1級アルコ
ールエステルの選択性の向上（滋賀県大工）○篠原誠治・井上吉教・竹
原宗範・広原日出男

2 D 4 45 レクチンは糖鎖結合タンパク質か？淡水藻，水草レクチンの
驚異の分子認識能（滋賀県大工）寺澤奈津子・野口千笑・鈴木健一郎・
井上吉教・竹原宗範○広原日出男

2 D 4 46 蛍光性側鎖を有する非天然アミノ酸の合成とタンパク質への
導入（岡山大工）○村上 裕・松井絹枝・芳坂貴弘・宍戸昌彦

2 D 4 47 非天然アミノ酸の Horseradish Peroxidaseへの部位特異的導入
（岡山大工）○村中宣仁・芳坂貴弘・宍戸昌彦

2 D 4 48 アンスラキノニルアラニンを部位特異的に導入したチトクロ
ム b 5中の光誘起電子移動（岡山大工）○山中勝弘・芳坂貴弘・宍戸昌
彦
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D5 会場
11号館1123番教室

3月 30日午前

座長 早出 広司（09 : 00～10 : 00）
3 D 4 01 活性な非天然変異タンパク質の in vitro selection―非天然アミ
ノ酸の導入に伴う失活の回避（岡山大工）○梶原大介・芳坂貴弘・宍戸
昌彦

3 D 4 02 ストレプトアビジンに導入された 2種類の非天然アミノ酸間
での光誘起電子移動（岡山大工）○瀧 真清・芳坂貴弘・宍戸昌彦

3 D 4 03 遺伝コードの拡張による 3種類の非天然アミノ酸のタンパク
質への導入（岡山大工）○芳坂貴弘・芦塚由紀・宍戸昌彦

3 D 4 04 塩橋欠損が抗体の分子認識能に及ぼす影響（東北大・院工・
北工研・山之内製薬）○津本浩平・白石充典・近藤英昌・松島正明・
熊谷 泉

3 D 4 05 触媒抗体によるベンジルエステル脱保護反応とその基質認識
（生物分子工学研）○円谷 健・若林敬規・栗原伸和・鈴木香代・黒田
正孝・劉 利東・高岡弓子・藤井郁雄

3 D 4 06 ビオロゲンを特異的に認識する抗体の作製（阪大院理）○山口
浩靖・原田 明

座長 中村 聡（10 : 00～11 : 00）
3 D 4 07 HIV外膜タンパク gp 41を破壊する「スーパー抗体酵素（41 S―

2―L）」の金属イオンの役割と酵素活性の獲得（広島県大生物資源）○
一二三恵美・小原京子・宇田泰三

3 D 4 08 Trypsinによる HIV―1 gp 41ペプチド抗原の分解反応：「スー
パー抗体酵素」41 S―2―Lとの比較（広島県大生物資源）光田有希恵・
一二三恵美・宇田泰三

3 D 4 09 第 2の「スーパー抗体酵素」：エイズウイルスの逆転写酵素
を破壊する抗体重鎖（広島県大生物資源）○森川 崇・一二三恵美・宇
田泰三

3 D 4 10 Helicobacter pylori（H. pylori）の urease活性を抑制する抗体
HpU―2の抗原親和性の強さと活性抑制への影響（広島県大生物資源）
○宇田泰三・一二三恵美・森原史子

3 D 4 11 脂質修飾抗体結合タンパク質による抗体分子集積膜の作製と
評価（生命工研・東工大生命理工）○重松秀樹・平田芳樹・小畠英理・
水谷文雄・相澤益男

3 D 4 12 脂質膜と酵素のコンジュゲート交互積層膜（奈良先端大院物
質）○堀口尚史・佐々木善浩・有賀克彦・菊池純一

座長 宇田 泰三（11 : 00～12 : 00）
3 D 4 13 リボソームディスプレイ法による DHFR遺伝子の選択的増幅
（東工大院・生命理工）○高橋史生・柳田保子・春山哲也・小畠英理・
相澤益男

3 D 4 14 ロイシンジッパー構造を有する耐熱性細胞接着タンパク質の
構築（東工大院・生命理工）○村中千恵子・柳田保子・春山哲也・小畠
英理・相澤益男

3 D 4 15 ジスルフィド結合を利用した機能性蛋白質担持アルブミンマ
イクロスフェア（早大理工総研）○寺村裕治・武岡真司・土田英俊

3 D 4 16 ホスホトリエステラーゼ活性を有するモレキュラインプリン
トポリマー（東農工大工・生命工）○山崎智彦・MOSBACH Klaus・早
出広司

3 D 4 17 チオール化コラーゲン：生物活性物質の新規な保持担体―リ
ゾチームの場合―（市大工）○栗本綾子・竹内伸之・立花 亮・田辺利
住・山内 清

3 D 4 18 シランカップリング剤処理酸化スズ電極におけるバクテリオ
ロドプシンの光電流応答（東大生研・立命館大理工）○立松功二・佐賀
佳央・渡辺 正

3月 30日午後

（機能性低分子・分子認識）
座長 井上 将彦（13 : 00～14 : 00）

3 D 4 25 配位結合性ナノチューブ内におけるゲスト分子の動的挙動
（総研大・名大院工・千葉大分析セ・CREST）○青柳 将・藤田
誠・坂本 茂・山口健太郎

3 D 4 26 二価 Pdとポルフィリン多座配位子を用いたポルフィリン集
積構造の設計と構築（総研大・名大院工・CREST・千葉大分析セ）○
藤田典史・藤田 誠・坂本 茂・山口健太郎

3 D 4 27 動的自己集合：ゲスト添加による骨格変換の機構（名大院
工・CREST）○久保田康生・平岡秀一・藤田 誠

3 D 4 28 重炭酸イオンに対するレセプターの合成と評価（テキサス大
オースチン校）○橋詰峰雄・Anslyn Eric V.

3 D 4 29 新規アザカリックスアレーンを用いた蛍光変化によるゲスト
の検出（テキサス大化）○新倉謙一・Anslyn Eric

3 D 4 30 サリチル酸イオンの特異的認識（名大物国セ・名大院理）○小
谷 明・花木美恵子・加藤慶子・プスピタ ワヒダ ジャハン・山内
脩

座長 小谷 明（14 : 00～14 : 50）
3 D 4 31 ダンシル修飾チアカリックスアレーンの金属イオンセンシン
グに及ぼす tert―ブチル基の影響（秋田大工学資源）○樋口 泰・新美
智弘・濱田文男・壱岐伸彦・宮野壮太郎・甲千寿子・熊谷仁志

3 D 4 32 ケージド脂質性シグナル分子の合成と光化学特性（東邦大
理・さきがけ研究 21）○西山啓子・古田寿昭・岩村道子

3 D 4 33 2光子励起に適したケージド化合物ー光応答性セカンドメッ
センジャーの設計と合成ー（東邦大理・さきがけ研究 21）○古田寿
昭・杉本雅純・高橋靖浩・岩村道子

3 D 4 34 フェロセンを連結部位に有するビススピロピリドピランの合
成と分子認識能評価（阪府大工）○高瀬雅祥・中澄博行・井上将彦

3 D 4 35 蛍光性プローブの開発その 4 2,3,5,6―テトラシアノヒドロキ
ノンの蛍光ソルバトクロミズム（東邦大理）○山田サチ子・岩村道子

生体機能関連化学・バイオテクノロジー

3月 28日午前

（バイオセンサー）
座長 早出 広司（09 : 00～10 : 00）

1 D 5 01 2本鎖 DNAを特異的ホストとする DNA結合性薬物のバイオ
センシング（埼玉工大）○長谷部靖・山内哲也・槙 慶太

1 D 5 02 微小電極アレイ型 DNAチップを用いた電気化学的遺伝子検
出（北陸先端大材料）○水上貴司・村上裕二・横山憲二・民谷栄一

1 D 5 03 mRNAを指標とするアトラジン検出（東大先端研）○尾山大
明・池田 猛・林 泰圭・矢野和義・池袋一典・増田勇三・軽部征夫

1 D 5 04 デジタルオシロスコープを用いた電極上合成脂質の自己組織
化能の評価とバイオセンサへの応用（工学院大工）○阿部克也・工藤有
希・村松史穂・平野盛雄

1 D 5 05 ポリシロキサン膜中に脂質修飾酵素を固定化したグルコース
センサ（生命工研）○水谷文雄・矢吹聡一・佐藤 縁・澤口隆博

1 D 5 06 脂質膜を用いる毒物センサの開発（東芝・北陸先端大）○石森
義雄・田村 博・青山伸宏・民谷栄一

座長 阿部 克也（10 : 00～11 : 00）
1 D 5 07 海洋細菌 Halomonasspα ―15株グルコース―3―脱水素酵素を用
いる高感度糖分析システムの開発（東農工大工・生命工）早出広司○高
野陽介・濱藤徹郎・津川若子

1 D 5 08 アルコールガス簡便計測用バイオセンサ（東海大工）○三林浩
二・中西裕介

1 D 5 09 魚臭成分トリメチルアミンガス用バイオセンサ（東海大工）○
橋本祐樹・三林浩二

1 D 5 10 相転移ポリマー・ゲルを用いたバイオセンサーの応答制御
（東大院工）○高橋宏行・森 博・立間 徹・藤嶋 昭

1 D 5 11 リポソームクロマトグラフィーを用いた PCBの高感度簡易
検出法の開発（工技院融合研）○中村 史・劉学けい・楊 青・三宅
淳

1 D 5 12 導電性ポリマー超薄膜を用いた電極表面の固定化酵素量の定
量（東大生研）○THANACHASAI Saipin・吉田章一郎・渡辺 正

座長 水谷 文雄（11 : 00～12 : 00）
1 D 5 13 ペプチド自己集合単分子膜を用いたポルフィリンの検出（工
技院融合研）○犬山康弘・中村 史・白井勝久・杉本直己・三宅 淳

1 D 5 14 導電性ダイヤモンドとヘムペプチドの間における直接電子移
動反応の評価（東大院工）○森 博・立間 徹・藤嶋 昭

1 D 5 15 免疫クロマト電極を用いたアンペロメトリックバイオセンサ
（湧永製薬創薬研）○房前尚子・鈴木秀規・米沢良治

1 D 5 16 イニファーター重合法による金電極表面でのレドックス活性
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高分子の合成と電気化学的キャラクタリゼーション（北陸先端科技大
材料）○山中 映・民谷栄一・横山憲二

1 D 5 17 アルデヒドガス用隔膜型バイオセンサ（東海大工）○中山義
浩・三林浩二

1 D 5 18 プローブ型表面プラズモン共鳴装置の開発（東大先端研）○秋
元卓央・佐々木趙・池袋一典・軽部征夫

3月 28日午後

（メディカルバイオテクノロジー）
座長 三宅 淳（13 : 00～14 : 00）

1 D 5 25 依頼講演 バイオエレクトロニクスデバイスの展開に向けた
人工電子伝達ペプチド・蛋白質の設計（岡山大工）篠原寛明

1 D 5 28 Raphani semen（��子）由来抗真菌活性物質の単離及び構造解
析（東農工大工・生命工学）○饒 緯達・斉藤美佳子・松岡英明

1 D 5 29 リジンデンドリマーと DNAの凝集体形成と細胞内遺伝子導
入能の相関（長崎大工）○大崎美緒・新留琢郎・青柳東彦

1 D 5 30 ペプチド Antpを用いた細胞内への核酸導入（長崎大工）○奥
田竜也・新留琢郎・青柳東彦

座長 斉藤 美佳子（14 : 00～14 : 50）
1 D 5 31 ウエアラブル酸素センサによる経皮ガス計測（東海大工・東
大先端研）○三林浩二・山田拓亜・川瀬達也・室富大介・軽部征夫

1 D 5 32 カチオン性ポリアゾベンゼンデンドリマーのゼータ電位とト
ランスフェクション活性の相関（阪市大工）○長崎 健・新 和之・玉
垣誠三

1 D 5 33 遺伝子プラスミド／キトサン複合体を用いた細胞内移送機構
の解析（東工大院生命理工）○石井 剛・岡畑恵雄・佐藤智典

1 D 5 34 規則的表面構造を有する高分子薄膜の作製およびその細胞培
養基板としての応用（北大電子研・北大院理・理研フロンティア）大倉
隆介・西川和孝・西田 仁・西村紳一郎・西川雄大・下村政嗣

1 D 5 35 多孔構造を有するパターン化フィルムを利用した肝細胞の形
態および機能制御（北大電子研・北大院理・北大医・理研フロンティ
ア）○西川和孝・大倉隆介・西田 仁・西川雄大・西村紳一郎・和田
成生・狩野 猛・大久保尚・蒲池浩文・松下通明・藤堂 省・下村政
嗣

3月 29日午前

（生命情報）
座長 大竹 久夫（09 : 00～10 : 00）

2 D 5 01 イネカルシウムチャンネル関連遺伝子の検索（東農工大工・
生命工学）○橋本研志・斉藤美佳子・松岡英明

2 D 5 02 L―A virus由来の 5’―NCRによる翻訳促進効果とこれを利用し
た生体外翻訳システムの構築（東工大・生命理工）○海老原隆・柳田保
子・小畠英理・相澤益男

2 D 5 03 出芽酵母における IRES依存的翻訳調節（東工大院・生命理
工）○清野綾子・柳田保子・小畠英理・相澤益男

2 D 5 04 種々の側鎖を有するカチオン性ポリペプチドの遺伝子導入能
の評価（京工繊大繊）○木村 剛・山岡哲ニ・岩瀬礼子・村上 章

2 D 5 05 蛍光バイオイメージング法による神経伝達物質の解析（北陸
先端科技大材料）○赤木良教・Degenaar Patrick・森田資隆・村上裕
二・横山憲二・民谷栄一

2 D 5 06 高度好塩性古細菌クルックスロドプシン遺伝子の発現制御に
関与する転写因子の検索（東工大・生命理工）○八波利恵・和田忠士・
半田 宏・中村 聡

座長 杉本 直己（10 : 00～11 : 00）
2 D 5 07 依頼講演 ゲノム解析のための DNAチップと DNA計算（東
大院総合文化）陶山 明

2 D 5 10 Haloarcula japonicaフェレドキシン遺伝子の大腸菌および高度
好塩性古細菌における発現（東工大・生命理工）○松尾高稔・池田亜希
子・関 洋人・杉森大助・中村 聡

2 D 5 11 バクテリアのオートインデューサーおよびその光学異性体の
合成と機能（広大工）○池田 宰・梶山剛志郎・北 俊和・國田和子・
滝口 昇・黒田章夫・加藤純一・大竹久夫

2 D 5 12 カミツレ培養細胞のゲラニオール応答遺伝子群のクローニン
グとその発現（広島大院理）○芦田嘉之・松嶋亮人・渡辺淳子・平田敏
文

3月 29日午後

座長 松岡 英明（13 : 00～14 : 00）
2 D 5 25 依頼講演 生命体ソフトウェアの進化（広島大院先端）大竹久
夫

2 D 5 28 DNAプローブ修飾磁性ナノデバイスを用いた SNPの検出（東
京農工大工）田中 剛○吉野知子・竹山春子・松永 是

2 D 5 29 プラズマ重合法を用いた蛋白質固定化の検討と DNAアレイ
への応用（東大先端研）○宮地寛登・野溝 岳・平塚淳典・池袋一典・
矢野和義・六車仁志・軽部征夫

2 D 5 30 マイクロチャンバーアレイによる物質分離と PCR（北陸先端
大材料）○永井秀典・村上裕二・横山憲二・民谷栄一

（環境・食品バイオテクノロジー）
座長 久保 いづみ（14 : 00～14 : 50）

2 D 5 31 分子レベルの生命現象（74）新規マクロアレイの創製を目指し
たリンカーを有する PNA（ペプチド核酸）の開発（甲南大理・甲南大ハ
イテクリサーチセ）○安田恭子・杉本直己

2 D 5 32 分子レベルの生命現象（75）表面プラズモン共鳴法による
DNAと核酸構造認識ペプチド（L 2―Gペプチド）との結合の定量化（甲
南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○中村正和・中野修一・川上純
司・杉本直己

2 D 5 33 分子レベルの生命現象（76）一本鎖 DNAの塩基配列を認識す
るペプチドの設計（甲南大理・甲南大ハイテクリサーチセ）○原英之・
川上純司・杉本直己

2 D 5 34 窒素欠乏下での Synechococcussp.MA 19株の色素組成変化（筑
波大物質工）小林正美○富永啓介・加藤裕一・池上 勇・三宅正人・
白岩善博・秋山満知子・木瀬秀夫

2 D 5 35 微生物によるセレン廃水の処理（東和大工・バイオ工学）坂口
孝司○富田 治

座長 小林 正美（15 : 00～16 : 20）
2 D 5 37 ポリヒドロキシブタン酸蓄積を目的としたメタン資化細菌培
養条件の検討（東工大生命理工）○藤田 純・宮地輝光・蒲池利章・大
倉一郎

2 D 5 38 ベンゾ［a］ピレン分解菌の培養特性と分解評価（北陸先端科技
大材料）○岡野 聡・阪口利文・森田資隆・横山憲二・民谷栄一

2 D 5 39 凍結保存した緑藻―マイクロプレートを用いる簡易な生態毒
性測定法（九州工大情報工・横浜国大工）庵原誠一郎○鈴木正康・浦野
紘平

2 D 5 40 環境ホルモンが bRリポソーム複合体構造に及ぼす変化の顕
微鏡観察（創価大工）○久保いづみ・大関貴志・元家健太郎

2 D 5 41 外因性内分泌攪乱化学物質の新規スクリーニング法の開発
（北陸先端科技大材料）○小林正昭・森田資隆・村上裕二・横山憲二・
民谷栄一

2 D 5 42 マリーゴールド（Tagetes 属）由来の新規殺線虫物質の抽出と
精製（沼津高専）○黒下英昭・黒下清志・竹口昌之・蓮実文彦・大倉一
郎

2 D 5 43 活性汚泥から回収できるポリリン酸の性質と応用（広島大
院・先端研・生命機能）○黒田章夫・五反田貴文・野村和孝・滝口
昇・池田 宰・加藤純一・大竹久夫

2 D 5 44 大腸菌 O 157ベロ毒素遺伝子のクローニングと超高感度検出
（東工大・生命理工）上野仁之・山崎勝弘・椙谷康一・八波利恵・遠藤
きみ子・松尾高稔○中村 聡

3月 30日午前

（糖・脂質）
座長 芹澤 武（09 : 00～10 : 00）

3 D 5 01 安定なラフィノース水和物の検討（帝京科学大）○茂手木昭
仁・長田嘉之・梶原一人

3 D 5 02 ヘキサキス（6―O―メシチレンスルホニル）―γ―シクロデキスト
リンの 4種の位置異性体の合成とそれらの高分解 NMRを用いた同定
（名工大・阪大理・阪大院理）山村初雄○宮地貞一・李 健一・上山憲
一・荒木修喜・川井正雄

3 D 5 03 水溶液中における 6―デオキシ―6―ジエチルアミノ―β ―シクロ
デキストリンと 2―アントラセンスルホン酸ナトリウムの包接錯体（秋
田大教育文化）浜井三洋○石川 忍

3 D 5 04 水溶液中におけるシクロデキストリンとメチレンブルーおよ
びアシッドオレンジ 7との相互作用（秋田大教育文化）浜井三洋○佐藤
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栄幸
3 D 5 05 シアル酸分岐シクロデキストリンの合成と光学バイオセンサ
ーによる会合挙動の評価（東京工芸大工・野口研）服部憲治郎○神津英
伸・小田千寿子・石田秀樹・稲津敏行

3 D 5 06 ガラクトース分岐シクロデキストリンの合成と会合挙動（東
工芸大工・秋田大工）服部憲治郎○安部秀吉・木下健太郎・成田美
雪・濱田文男

座長 小林 一清（10 : 00～11 : 00）
3 D 5 07 ホウ酸による認識と疎水結合の共同作用による糖質の分離
（阪大院理）○中井康司・若尾雅弘・深瀬浩一・楠本正一

3 D 5 08 ライブラリー構築を目指した人工糖脂質固相合成法の開発
（九大院工）○清中茂樹・浜地 格・新海征治

3 D 5 09 細胞に作らせる糖鎖ライブラリー（4）COS―7細胞を用いた糖
鎖伸長反応（東工大院生命理工・日本皮革研）○安養寺久栄・岡畑恵雄
恵雄・山形達也・佐藤智典

3 D 5 10 細胞に作らせる糖鎖ライブラリー（5）N―アセチルグルコサミ
ンへの糖鎖伸長反応（東工大院生命理工・日本皮革研）○菖蒲田章人・
岡畑恵雄・山形達也・佐藤智典

3 D 5 11 遷移状態アナログ基質を用いた N―結合型複合糖鎖の酵素合
成（野口研）藤田雅也・正田晋一郎・稲津敏行・羽田勝二・山本憲二

3 D 5 12 糖脂質アナログとレクチンとの相互作用の解析（野口研）○佐
藤玲子・戸澗一孔・野村和史・高木 睦・吉田敏臣・畦布康朗・民秋
均

座長 佐藤 智典（11 : 00～12 : 00）
3 D 5 13 依頼講演 糖鎖デンドリマーの分子機能と生物機能（名大院
生命農）青井敬悟

3 D 5 16 大環状糖クラスターによる細胞認識と分子輸送（九大有機研
セ・CREST）○藤本和久・宮田卓也・青山安宏

3 D 5 17 水中におけるマルトオリゴ糖クラスターのアニオン分子に対
する結合挙動（九大有基研セ）○林田 修・水城圭司・青山安宏

3 D 5 18 ビピリジル金属錯体骨格を有する様々な糖クラスターの構築
（名大院工）○長谷川輝明・松浦和則・小林一清

3月 30日午後

座長 稲津 敏行（13 : 00～14 : 00）
3 D 5 25 シアル酸のアジド誘導体の合成（埼大工）○岡 博之・松岡浩
司・照沼大陽・葛原弘美

3 D 5 26 Glyco―silicon機能材料（VIII）：還元的アミノ化法によるカル
ボシランデンドリマーへの糖鎖の導入（埼大工理研）○松岡浩司・黒澤
英弘・江角保明・照沼大陽・葛原弘美

3 D 5 27 ブロック型オリゴ DNA―糖鎖コンジュゲートの合成とキャラ
クタリゼーション（名大院工）○赤坂 司・松浦和則・小林一清

3 D 5 28 多糖シゾフィランと核酸 Poly（C）からなる高分子コンプレッ
クスの性質（科技団分子転写プロ）○櫻井和朗・新海征治

3 D 5 29 糖質高分子をコロナに有するポリスチレン微粒子の合成と機
能評価（鹿児島大工）○内田敏朗・安永雅志・芹澤 武・明石 満

3 D 5 30 レクチン親和性糖脂質アナログの合成（立命館大理工）民秋
均○畦布康朗・戸澗一孔・佐藤玲子

座長 小夫家 芳明（14 : 00～14 : 50）
3 D 5 31 脂質膜上での分子認識に基づく人工シグナル伝達系の構築
（奈良先端大院物質）○塩山友香・石丸多美樹・佐々木善浩・有賀克
彦・菊池純一

3 D 5 32 脂質膜分子シンクロデバイス―化学刺激／光刺激による酵素活
性のロジック制御―（奈良先端大院物質）○林 陽子・福田健太郎・
佐々木善浩・有賀克彦・菊池純一

3 D 5 33 多重リン酸脂質の生体機能（1）カルジオリピンモデル化合物
の合成と会合特性（大分大工・九大有基セ）○鵜林一基・橋本真由美・
吉見剛司・佐々木健夫・石川雄一

3 D 5 34 多重リン酸脂質の生体機能（2）L―乳酸脱水素酵素との相互作
用（大分大工・九大有基セ）○吉見剛司・鵜林一基・安松和重・佐々木
健夫・石川雄一

3 D 5 35 多重リン酸脂質の生体機能（3）シトクロム cとの相互作用（大
分大工・九大有基セ）○安松和重・北岡 賢・吉見剛司・佐々木健
夫・石川雄一

座長 菊池 純一（15 : 00～16 : 00）
3 D 5 37 電極上でのポルフィリン誘導体／光収穫系ポリペプチド複合
体の組織化（名工大工）○山田 敦・間瀬昭雄・小川真貴子・山下啓

司・大塚俊明・南後 守
3 D 5 38 ハイブリッドポルフィリン誘導体の組織化を利用したエネル
ギー移動（名工大工）○竹内良人・山下啓司・南後 守

3 D 5 39 ポルフィリンを含む膜被覆電極上での光電流（北大院工）○永
田衞男・大塚俊明・間瀬昭雄・末守良春・南後 守

3 D 5 40 イミダゾリル基を共有結合したオクトパスポルフィリン鉄の
合成（早大理工総研）○早川祥一・小早川牧子・柳本徹也

3 D 5 41 自己組織化したオクトパスポルフィリン集合体の構造と酸素
配位（早大理工総研）○柳本徹也・小松晃之・土田英俊

3 D 5 42 ボロン酸修飾双頭型両親媒性分子の構造と有機ゲル形成能に
対する評価（九大院工）○甲元一也・山下忠弘・竹内正之・新海征治

座長 南後 守（16 : 00～16 : 50）
3 D 5 43 ビスヒスチジン型デュアルテール脂質の合成と機能（奈良先
端大院物質）○岩本伸太郎・佐々木善浩・有賀克彦・菊池純一

3 D 5 44 コール酸二量体を用いる非対称膜貫通型イオンチャネルの電
流特性（CREST・奈良先端大物質創成）○後藤千草・小夫家芳明

3 D 5 45 両親媒性基を有するハーフイオンチャネルの合成と電流特性
（奈良先端大物質創成・CREST）○吉野直美・小夫家芳明

3 D 5 46 アニオン場および両親媒性基を有するハーフイオンチャネル
の合成と電流特性（CREST・奈良先端大物質創成）○後藤千草・小夫
家芳明

3 D 5 47 アゾピリジンカルボン酸から形成される繊維状組織体［IV］―
側方置換基による分子集合体構造の変化―（東工大資源研）○青木健
一・中川 勝・市村國宏

錯体・有機金属

（集積型錯体）

3月 28日午前

座長 田所 誠（09 : 00～10 : 00）
1 E 2 01 二座ホスフィン配位子を持つレニウム六核錯体の合成，構造
および酸化還元挙動（北大院理）○Chen Zong－Ning・吉村 崇・阿部
正明・佐々木陽一

1 E 2 02 鉄（III）クラスター配位子を用いた混合原子価およびヘテロ金
属七核錯体（東北大院理）○梶原孝志・伊藤 翼

1 E 2 03 ［M（BHNQ）］（M＝Ni2＋ ; H2BHNQ＝2,2’―Bi（3―hydroxy―1,4―
naphthoquinone））をビルディングユニットとする集積型金属錯体の合
成と構造（静大理・分子研・京大院工）○柳下定寛・遠山和宏・川田
知・宇津野峻司・熊谷 等・井上克也・北川 進

1 E 2 04 三重水素結合によるコバルト（III）ビウレタト―ニッケル（II）ビ
グアニダド錯体の集積化構造（名工大工・分子研）○梶田義雄・北村英
樹・小澤智宏・実川浩一郎・増田秀樹・永長久彦

1 E 2 05 多孔性配位高分子の合成と構造（都立大院理・京大院工）○野
呂真一郎・近藤 満・北川 進・石井知彦・松坂裕之・山下正廣

1 E 2 06 N―シアノジチオカルビメート配位子を用いた異種金属集積体
形成（名大院理・名大物質国際研・九大院理）○田島恒夫・松本 剛・
巽 和行・大場正昭・大川尚士

座長 梶原 孝志（10 : 00～10 : 50）
1 E 2 07 多座配位子 HAT―（CN）6を用いた集積型金属錯体の合成と性
質（京大院工・理研）○正岡重行・大久保貴志・古川修平・張 浩徹・
近藤 満・北川 進

1 E 2 08 コバルト（II）ピリジルニコチンアミド―配位高分子の合成と性
質（京大院工）植村一広・近藤 満・北川 進

1 E 2 09 依頼講演 結晶構造制御による分子性ゼオライトの創成（阪
市大院理）田所 誠

3月 28日午後

座長 酒井 健（13 : 00～14 : 00）
1 E 2 25 4―ピコリル―イソニコチンアミドを架橋配位子に有する配位
高分子の合成と構造（京大院工・都立大院理）近藤 満・浅見朗子・北
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川 進・石井知彦
1 E 2 26 硫黄置換基を有するトリナフチレン類との金属錯体ポリマー
の合成と構造（近畿大理工）○末永勇作・杉本威史・加藤和男・黒田孝
義・前川雅彦・宗像 惠

1 E 2 27 モリブデン（V）複核ユニットを含む硫黄架橋異種多核錯体の
合成と性質（筑波大化・富山大理）○宮下芳太郎・山田泰教・金森
寛・藤澤清史・岡本健一

1 E 2 28 Coordination Polytubes（名 大 院 工・総 研 大・CREST）○BI-
RADHA Kumar・青柳 将・藤田 誠

1 E 2 29 20×20Å空孔を有する無限格子錯体の構築とゲスト包接挙動
（名大院工・CREST）BIRADA Kumar○本郷嘉人・藤田 誠

1 E 2 30 含フッ素網目構造錯体の合成と機能性（宮教大・名大院工・
CREST）○笠井香代子・藤田 誠

座長 藤田 誠（14 : 00～15 : 00）
1 E 2 31 依頼講演 U字型二核錯体による白金一次元鎖の構築（東理
大理）酒井 健

1 E 2 34 フェロセニル基をもつビス（ピリジルエチニル）ピリジン誘導
体の合成，自己集合反応および電気化学的性質（阪大産研）○河野富
一・杜 崇旭・植田育男

（ポリフィリン・フロロシアニン）
1 E 2 35 ポリ（ピリジルエチニル）ピリジン誘導体の合成と自己集合反
応（阪大産研）河野富一○加藤考浩・植田育男

1 E 2 36 対面型モリブデンポルフィリン 2量体の合成と性質（北大院
理）○藤原哲晶・今村 平・佐々木陽一

座長 栗原 正人（15 : 00～16 : 00）
1 E 2 37 ポルフィリンマンガン（III）シアノ錯体の配位構造に及ぼす溶
媒効果（東邦大医）○池崎 章・中村幹夫

1 E 2 38 ルテニウムポルフィリンを配位子とする六核レニウム錯体の
合成と性質（北大院理）○吉村 崇・鈴木将充・藤原哲晶・石坂昌司・
今村 平・金 幸夫・喜多村昇・佐々木陽一

1 E 2 39 二重反転型ポルフィリン金属錯体の反応性（京大院理）古田弘
幸○前田大光・大須賀篤弘

1 E 2 40 デンドリマーフタロシアニン金属錯体の合成と性質（島根大
総合理工・福井大教育）○松浦紀之・杉森 保・半田 真・春日邦
宣・伊佐公男

1 E 2 41 新規ポルフィリン金属（コバルト，ロジウム，イリジウム）錯
体の合成（北里大理）○平井香成・梶山和政・弓削秀隆・宮本 健

1 E 2 42 ポルフィセン及びポルフィリンコバルト（III）錯体における軸
配位挙動（九大院工）○浦川奈央美・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

座長 田中 健太郎（16 : 00～17 : 00）
1 E 2 43 種々のポルフィセンコバルト錯体の合成と反応性の評価（九
大院工）○古谷涼士・岡崎健之・浦川奈央美・嶌越 恒・林 高史・
久枝良雄

（生体関連）
1 E 2 44 5―オキソ―2―テトラヒドロフランカルボン酸配位子による 3
種類の水溶性銀（I）錯体の合成，結晶構造および抗菌抗カビ活性（神奈
川大理）野宮健司○高橋 賢・野口龍介

1 E 2 45 2―メルカプト安息香酸を配位子とする水溶性銀（I）八核クラス
ターの合成，X線結晶構造および抗バクテリア活性（神奈川大理）野宮
健司○野口龍介・加藤智恵子

1 E 2 46 ウレアーゼモデルとしての尿素の結合した複核ニッケル（II）
錯体の合成と構造・性質（岡山大教育・阪大院工・阪大院理）○山根平
太郎・中尾安男・金久展子・甲斐 泰・川部 聡・謝 勇・鈴木晋一
郎

1 E 2 47 6価クロム及び 3価クロムと子牛胸線 DNAとの相互作用（ケ
ベック大）○荒川裕史・タジミールリアヒハイダールアリ

1 E 2 48 10位を臭素化した疎水性ビタミン B 12の合成と物性（九大院
工）○鈴木貴顕・浅田拳吏・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

3月 29日午前

（錯体の反応）
座長 柘植 清志（09 : 00～10 : 00）

2 E 2 01 レドックス活性 π―共役系鎖を有するルテニウム錯体の合成

（阪大院工）平尾俊一○飯田宏一朗
2 E 2 02 レドックス活性キノンジイミン誘導体からなる π―共役錯体
（阪大院工）森内敏之○宮石 学・平尾俊一

2 E 2 03 アントラキノン系配位子からなるパラジウム二核錯体の構造
（阪大院工）○森内敏之・小川昭弥・平尾俊一

2 E 2 04 ジスルフィド架橋複核ルテニウム錯体と末端オレフィンおよ
びジエンとの反応（早大理工・科技団）○杉山浩康・ホセインモハメ
ド・林 永寿・松本和子

2 E 2 05 ジスルフィド架橋ルテニウム錯体とアルキンとの反応（早大
理工・科技団）○森屋芳洋・杉山浩康・ホセインモハメド・林 永
寿・松本和子

2 E 2 06 フェナントロリンキノンを配位子とするルテニウム錯体の合
成と電極上への固定化（東京農工大工）○中村暢文・若林綾子・大野弘
幸

座長 中村 暢文（10 : 00～11 : 00）
2 E 2 07 レニウムヒドリド錯体による NADPモデル化合物の還元反応
機構（埼玉大院理工）石谷 治○鷹取亮輔・坂本和彦

2 E 2 08 NAD（P）モデル化合物の位置選択的ヒドリド還元におけるカ
ルバモイル基の役割（埼玉大院理工）石谷 治○菊池五美・小林篤生・
今野英雄・鷹取亮輔・坂本和彦

2 E 2 09 NAD（P）モデル化合物が配位したルテニウム錯体の合成，構
造及びその性質（埼玉大院理工）石谷 治○小林篤生・今野英雄・坂本
和彦

2 E 2 10 ルテニウムアクア錯体の脱プロトン化を利用した三重項ヒド
ロキソ錯体形成とその酸化還元挙動（分子研・総研大）○柘植清志・和
田 亨・田中晃二

2 E 2 11 二核ルテニウム―ヒドロキソ錯体を触媒とする水の 4電子酸
化反応におけるキノン配位子の役割（総研大・分子研）○和田 亨・柘
植清志・田中晃二

2 E 2 12 アクア（ジチオレン）ルテニウム錯体と酸素分子との反応（理
研・分子研）○和田裕明・杉本秀樹・柘植清志・田中晃ニ・若槻康雄

座長 小坂田 耕太郎（11 : 00～12 : 00）
2 E 2 13 1,8―ナフチリジンを配位子とするルテニウムカルボニル錯体
の特異的な酸化還元挙動（総研大・分子研）○東門孝志・水川哲徳・柘
植清志・田中晃二

2 E 2 14 オキソ架橋型ビピリジンルテニウムダイマーの配位子交換反
応（埼玉大院理工・関西大工）石谷 治○安藤恵美子・坂本和彦・荒川
隆一・久保田直子・北岡 周

2 E 2 15 学術賞受賞講演 ルテニウム錯体触媒によるアセチレンおよ
びオレフィンの新変換反応（理研）若槻康雄

3月 29日午後

（Si，Ge，Sn，Pb）
座長 岩本 武明（13 : 00～14 : 00）

2 E 2 25 1,1―ジメシチルシラシクロプロペンの熱反応（広島大工・倉敷
芸科大）灘 克也○九内淳堯・大下浄治・石川満夫

2 E 2 26 14，16族原子を有するダブルデッカー型化合物の熱異性化反
応（群馬大工）○石井大祐・海野雅史・松本英之

2 E 2 27 トリメチルシリル置換 14族元素リチウムの光励起一電子移
動機構（学習院大理・理研）○金子恵美・南条真佐人・持田邦夫・安藤
亘・若狭雅信・林 久治

2 E 2 28 1,2―ジゲルマシクロヘキサジエンの電子移動反応（学習院大
理）○清水裕美・南条真佐人・持田邦夫

2 E 2 29 トリメチルゲルミル置換トリゲルマンのレーザー閃光分解
（学習院大理・理研）○小川 聡・A.M. Gaber・持田邦夫・若狭雅信・
林 久治

2 E 2 30 2位にシリル基を有するアゾベンゼンの合成（東大院理）○小
松史宜・狩野直和・川島隆幸

座長 海野 雅史（14 : 00～14 : 50）
2 E 2 31 （R）―（－）―2,2’―テトラメチルジシラニレン架橋 1,1’―ビナフチ
ルおよび関連化合物の合成と構造（新潟大院自然科学・新潟大工）星
隆○中村友信・鈴木敏夫・安東政義・萩原久大

2 E 2 32 高度に歪んだ 2,2’―シリレン架橋 1,1’―ビナフチルの合成と構
造（新潟大院自然科学・新潟大工）○星 隆・中村友信・鈴木敏夫・安
東政義・萩原久大

2 E 2 33 ケイ素架橋フェニルニトロキシドの合成（広大工）○飯田敏
行・大下浄治・九内淳堯
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2 E 2 34 ケイ素化フラーレンのレドックス挙動（新潟大院自然科学・
ヒューストン大・都立大・分子研・電通大化）○伊藤 豊・前田
優・Rahman G. M. Aminur・若原孝次・赤阪 健・Gao Xiang・Van
Caemelbecke Eric・M. Kadish Karl・小林 郁・永瀬 茂・加藤立久・
加固昌寛・中平靖弘

2 E 2 35 2,3―ジリチオテトラシランの合成と反応（東北大院理）○尹
東柱・岩本武明・吉良満夫

座長 南条 真在人（15 : 00～16 : 00）
2 E 2 37 安定ジアルキルシリレンの 1電子還元によるシリレンアニオ
ンラジカルの観測（東北大院理）○石田真太郎・岩本武明・甲千寿子・
吉良満夫

2 E 2 38 ジリチオシランの合成，構造および反応性（筑波大化）○荒井
依里子・山口勝司・一戸雅聡・関口 章

2 E 2 39 ケイ素置換シクロブタジエンジアニオンジリチウム体の合成
と構造（筑波大化）○渡辺秀俊・松尾 司・関口 章

2 E 2 40 環状シリルカチオン種の合成及び構造（筑波大化）○松野忠
宏・一戸雅聡・関口 章

2 E 2 41 ケイ素置換ブタトリエンジアニオンジリチウム体の合成と構
造（筑波大化）○田中正信・松尾 司・関口 章

2 E 2 42 ジベンゾシロールジアニオンを用いたニ官能性ケイ素化合物
の新規合成法（京大化研）○中本真晃・山口茂弘・玉尾皓平

座長 釘田 強志（16 : 00～17 : 00）
2 E 2 43 かさ高い置換基を有する（メトキシシリル）リチウムの合成と
反応（京大化研）河内 敦○南本 天・玉尾皓平

2 E 2 44 硫黄原子置換シリルリチウムの合成と反応（京大化研）○河内
敦・玉尾皓平

2 E 2 45 ゲルマシクロプロペンの合成・構造およびその還元反応によ
るジリチオゲルマンの合成（筑波大化）○井原信二・LEE Vladimir
Ya.・一戸雅聡・関口 章

2 E 2 46 シクロトリゲルメニルアニオンの合成と反応（筑波大化）○石
田 豊・深谷訓久・一戸雅聡・関口 章

2 E 2 47 1,4―ジゲルマシクロヘキサー 2,5―ジエンと t―BuLiの反応（学
習院大理）○米沢 敬・南条真佐人・持田邦夫・安藤 亘

2 E 2 48 ビス［トリス（トリメチルシリル）ゲルミル］亜鉛の合成，構造
および反応（学習院大理）○小田 崇・南条真佐人・持田邦夫

3月 30日午前

（錯体の反応）
座長 小池 和英（09 : 00～10 : 00）

3 E 2 01 二配位水銀（II）チオラート錯体における配位子の構造的，電
子的効果によるアミド基の水銀イオンに対する配向の違い（阪大院理）
○小島一範・甲角幸秀・岡村高明・上山憲一

3 E 2 02 チオレート配位子を含むジニトロシル―モリブデン錯体の反
応性（1）（高知大理）○米村俊昭・橋本智子・阿万智治・川口 浩

3 E 2 03 ジ―2―ピリジルアミン（Hdpa）またはジ―2―ピリジルジアミン
（H2tpda）を持つ Ru錯体の光化学反応（明治大理工）○外山真理・松田
英亮・長尾憲治

3 E 2 04 ［Co（saloph）］錯体の TCNQ会合体形成過程に対する光励起の
影響（文教大教育）大橋ゆか子

3 E 2 05 バイカルボナトペンタアンミンコバルト（3）錯体の両性（愛媛
大理）○北村揚一・林 昌之

3 E 2 06 トリスピラゾリルボレート配位子を有する Ru（II）錯体の合成
と分子状酸素との反応（奈良女子大理）○井上千春・矢野重信・棚瀬知
明

座長 坪村 太郎（10 : 00～11 : 00）
3 E 2 07 フェノラート誘導体のアルカリ土類金属錯体―合成と酸化還
元挙動―（阪大院工・阪市大院理・CREST）○久米井秀之・伊東 忍・
福住俊一

3 E 2 08 フェノキシルラジカルのアルカリ土類金属錯体―合成と物性―
（阪大院工・阪市大院理・CREST）○久米井秀之・伊東 忍・福住俊
一

3 E 2 09 フローエレクトロリシス法を用いたレニウムビピリジン錯体
還元体の合成と反応性（埼玉大院理工）小池和英○御供信孝・安原三紀
子・堀 久男・竹内浩士・坂本和彦・野崎浩一・石谷 治

3 E 2 10 リン配位子をもつレニウム錯体による光化学的および電気化
学的二酸化炭素還元反応の機構（埼玉大院理工・資環研）石谷 治○安
原三紀子・御供信孝・坂本和彦・小池和英

3 E 2 11 二核亜鉛錯体によるリン酸トリエステルの加水分解：二核コ
アの重要性（九大院理）○安部浩司・出水 淳・大場正昭・横山拓史・
大川尚士

3 E 2 12 1,2―シクロヘキサンジカルボン酸をアミド基で繋いだジカル
ボン酸とその Ca（II）錯体の合成（阪大理）○大西利幸・小野田晃・岡村
高明・上山憲一

（合成・構造・性質）
座長 棚瀬 知明（11 : 00～12 : 00）

3 E 2 13 自然分晶する不斉環状亜鉛四核錯体（東大院理・総研大・南
開大・名大工・ジャスコインタナショナル）○森下泰全・Bu Xian－
He・田中健太郎・Biradha Kumar・古荘早苗・塩谷光彦

3 E 2 14 希土類錯体によるアミノアルコールの不斉認識（阪市大院理）
築部 浩○細久保美和・篠田哲史

3 E 2 15 18員環大環状錯体の POS法分子力場計算と錯体のコンホメ
ーション（成蹊大工）○坪村太郎

3 E 2 16 依頼講演 チオラト基をもつ八面体型金属錯体の集合化とキ
ラル挙動（群馬大工）今野 巧

3月 30日午後

座長 阿部 正明（13 : 00～14 : 00）
3 E 2 25 ドーソン型 18―タングスト硫酸錯体の合成（神戸大理・和歌山
大工）○立脇英樹・橋本正人・姫野貞之

3 E 2 26 イソポリオキソタングステン酸錯体の合成と化学的性質（神
戸大理）○姫野貞之・吉原真由美

3 E 2 27 ターピリジン誘導体を元にした新規な二成分結合型配位子お
よびその金属錯体の合成（分子研・総研大）○永田 央・田中晃二

3 E 2 28 ベンゼン環で架橋した平面型二核コバルト錯体の合成と性質
（九大院工）○廣瀬悟志・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄・臼杵直樹・
大場正昭・大川尚士・館 祥光・成田吉徳

3 E 2 29 トリ―2―ピリジルアミン（tpa）を持つニトロシルルテニウム錯
体の合成と構造（明治大理工）○板崎真澄・牧野泰典・長尾憲治

3 E 2 30 ターピリジンニトロシルルテニウム錯体と求核試薬の反応で
生成するニトロシル錯体の立体化学（上智大理工）○平野敏行・長尾宏
隆・大井隆夫・向田政男

座長 鯉川 雅之（14 : 00～14 : 50）
3 E 2 31 非架橋型 Ru―Ru結合を有する Na 3［Ru 2（3,5―di―tert―butyl-

catecholate）4］の合成と構造（1）（京大院工）○望月勝紀・宮坂 等・張
浩徹・北川 進

3 E 2 32 非架橋型 Ru―Ru結合を有する Na 3［Ru 2（3,5―di―tert―butyl-
catecholate）4］の合成と構造（2）（京大院工）○張 浩徹・宮坂 等・望
月勝紀・北川 進

3 E 2 33 金属硫化物イオンと活性化アセチレンによるジチオレン錯体
の合成と性質（長崎大工・北大院理）○西本英二・馬越啓介・河野博
之・大西正義・佐々木陽一

3 E 2 34 N,N,N’,N’―テトラキス（2―ピリジルメチル）アルキルジアミン
を配位子とする鉛（II）錯体の合成と構造（北大院理）○西桜 量・Sok-
olov Maxim・阿部正明・佐々木陽一

3 E 2 35 ピリジン系配位子を有する鉄硫黄 4核錯体の合成とその構造
（東邦大理・科技団さきがけ 21）○植田幹男・持田智行・森山広思

座長 長尾 宏隆（15 : 00～16 : 00）
3 E 2 37 三座シッフ塩基を配位子とした新規ビスマス（III）錯体の合成
とその性質（東理大工）○越後雅敏・分島郁子

3 E 2 38 ペンダント基を 1つ導入したテトラアザ銅（II）錯体の合成と
構造（福岡大理）○栗崎 敏・山口敏男・脇田久伸

3 E 2 39 カルバメート架橋銅（II）複核錯体の合成，構造および性質（阪
大院理・金沢大理）○赤木史生・山口和也・藤波修平・鈴木正樹・上
原 章・鈴木晋一郎

3 E 2 40 ジピリルメテンを有する三配位二核銅錯体の合成と構造（神
戸大理）○松林 潤・深谷剛史・瀬恒潤一郎

3 E 2 41 ビス（5―エトキシカルボニル―2―ピロリルメチル）アミン誘導
体の錯形成挙動（神戸大理）○深谷剛史・松林 潤・瀬恒潤一郎

3 E 2 42 ジフェニルホスフィナト架橋二核銅（2）錯体の合成と性質（佐
賀大理工）○河崎將市・荻野直美・鯉川雅之・時井 直

座長 永田 央（16 : 00～16 : 50）
3 E 2 43 ルテニウム単核錯体の配位子間相互作用に関する研究（北大
理）○仮屋伸子・阿部正明・今村 平・佐々木陽一
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3 E 2 44 酸化還元活性な配位子を持つ［Ru2M］型混合金属三核錯体（M
＝Mg（II），Ni（II），Zn（II））の電気化学的挙動（北大院理）○田中真以子・
阿部正明・仮屋伸子・佐々木陽一

3 E 2 45 ルテニウム三核錯体を自己組織化した金電極の pH依存酸化
還元挙動（北大院理）○佐藤 明・阿部正明・猪股智彦・近藤敏啓・魚
崎浩平・佐々木陽一

3 E 2 46 オキソ架橋複核ルテニウム（III）錯体を用いた自己組織化混合
分子層の構築とその酸化還元挙動（北大院理）○猪股智彦・阿部正明・
佐藤 明・近藤敏啓・魚崎浩平・佐々木陽一

3 E 2 47 2,6―ビス（ベンズイミダゾリル）ピリジンを配位子とする白金
（II）錯体の発光挙動（北大院理）○井坂忠晴・秋葉雅温・石坂昌司・阿
部正明・佐々木陽一・金 幸夫・喜多村昇

3月 31日午前

（機能と物性）
座長 松下 信之（09 : 00～10 : 00）

4 E 2 01 フォトクロミズムを示す複核モリブデン―ジチオレン錯体の
電気化学（阪市大院理・岡山理大理）○三木泰典・高木秀明・市村彰
男・柴原隆志

4 E 2 02 シス―ジシアノビスチエニルエテン―Ag（I）錯体の構造とフォ
トクロミズム（近畿大理工・近畿大理工総研）○小中 尚・黒田孝義・
前川雅彦・末永勇作・宗像 惠

4 E 2 03 MMX型混合原子価錯体 Pt2（n―BuCS2）4Iの磁性および光物性
（北陸先端大材料・姫路工大理）○磯 康人・北川 宏・三谷洋興・満
身 稔・鳥海幸四郎

4 E 2 04 擬一次元ハロゲン架橋 Ni―Pd混合金属錯体の物性（名大人間
情報・都立大理・名大院工・北陸先端大・いわき明星大理工）○眞鍋
敏夫・石井知彦・山下正廣・丸本一弘・田中久暁・黒田新一・伊藤
裕・北川 宏・三谷忠興・小野孝文・吉田育之

4 E 2 05 Pt,Cu二重ハロゲン架橋構造を有する擬一次元金属錯体の構
造と光物性（都立大院理・東北大金研・東大院工・名大院人情）○麻生
秀光・石井知彦・山下正廣・松坂裕之・黒田規敬

4 E 2 06 シアン架橋二元金属集積型錯体の三次元構造と秩序磁性（九
大院理）○大場正昭・臼杵直樹・山田満輝・大川尚士

座長 大場 正昭（10 : 00～11 : 00）
4 E 2 07 室温スピンクロスオーバー膜の合成と磁気特性（東大院総合
文化・京大原子炉）○平尾拓也・小島憲道・瀬戸 誠

4 E 2 08 鉄（III）錯体の LIESST効果（神奈川科学技術アカデミー）○速
水真也・顧 忠沢・吉識 肇・藤嶋 昭・佐藤 治

4 E 2 09 マクロ環配位子を有する鉄（II）LIESST錯体の構造と磁性（東
理大 KAST東大院工）○石川由美子・速水真也・顧 忠沢・栄長泰
明・山田康洋・藤嶋 昭・佐藤 治

4 E 2 10 磁性金属錯体を含むフラーレン電荷移動錯体の合成と物性
（都立大院理・北陸先端大材料・東邦大理）○相澤直子・原 初音・石
井知彦・山下正廣・松坂裕之・兒玉 健・菊地耕一・池本 勲・岩佐
義宏・持田智行

4 E 2 11 シアノ鉄一次元鎖と BEDT―TTFカラムとが直交構造を有し
た電荷移動錯体の合成・磁性及び伝導物性（都立大院理）○原 初音・
相澤直子・石井知彦・山下正廣・松坂裕之

4 E 2 12 多核金属錯体 Fe4q8（q＝8―quinolinol）の磁気的性質（北陸先端大
材料・SEIKOEPSON・京大原子炉）○多田真由子・北川 宏・森井克
行・三谷洋興・瀬戸 誠

座長 小島 憲道（11 : 00～12 : 00）
4 E 2 13 依頼講演 ニトロキシドラジカルが結合したポルフィリン錯
体の光励起多重項状態（東北大院理）石井和之

4 E 2 16 軸配位子としてクラウンエーテル誘導体を有するアンチモン
ポルフィリン錯体の蛍光特性に対する金属イオンの効果（宮崎大工）○
安藤義人・白上 努・保田昌秀・志摩健介

4 E 2 17 芳香環で架橋した Cu（II）ポルフィリン二量体における spin―
spincoupling : Through―Bond交換相互作用（東工大院理工）○外山南美
樹・浅野素子・海津洋行

4 E 2 18 複錯体結晶中における金属錯体間励起エネルギー移動速度の
温度依存性（東工大院理工）○永田史泰・大塚拓洋・海津洋行

3月 31日午後

座長 北川 宏（13 : 00～14 : 00）
4 E 2 25 （C5Me5）2Ti（C8 H4S8）の結晶構造と関連錯体の性状（阪大院工）

齋藤恒友・田村初江・中野元裕○松林玄悦
4 E 2 26 多硫黄ジチオレート（C8H4 S8）配位子をもつスズ（IV）錯体の性
状と酸化体の導電性（阪大院工）赤阪天平・中野元裕○松林玄悦

4 E 2 27 多硫黄ジチオレート（C8H4 S8）配位子をもつシクロペンタジエ
ニルジルコニウム（IV）錯体および関連錯体の性状と導電性（阪大院
工）○齋藤恒友・中野元裕・松林玄悦

4 E 2 28 M（II）（M＝Mn,Cu,Ni）（hfac）2―（4 pyridylcarbene）2における磁気
的相互作用の理論的研究（阪大院理）○鷹野 優・北河康隆・大西
拓・曽田智久・吉岡泰規・山口 兆

4 E 2 29 Hybrid密度汎関数法を用いた Crアセテート錯体の電子状態
に関する理論的研究（2）（阪大院理）○北河康隆・曽田智久・大西
拓・鷹野 優・西野正理・吉岡泰規・山口 兆

4 E 2 30 p―トルイル酸銅（II）の気体吸蔵特性と構造（神奈川大理）○木
下昌史・星野弘幸・横田靖之・森 和亮

座長 中野 元裕（14 : 00～15 : 10）
4 E 2 31 シッフ塩基を配位子に持つ多核金属錯体の合成（東北大理）大
塩寛紀○星野哲久・伊藤 翼

4 E 2 32 共役系多座 β ―ジケトン金属錯体の分子内磁気的相互作用（2）
（都立大）○川野竜司・松下未知雄・河合 是・彌田智一

4 E 2 33 ピリジニウム系レドックス活性配位子からなる配位高分子の
刺激応答性（都立大院工）○森川将成・松下未知雄・河合 是・彌田智
一

4 E 2 34 アゾベンゼン―ルテニウムトリスビピリジン錯体接合系の合
成と光物性（東大院理）○久米晶子・森 一郎・栗原正人・西原 寛

4 E 2 35 アゾベンゼン架橋ビス（テルピリジン）を配位子とした複核錯
体における異性化挙動（東大院理）○豊 智奈・森 一郎・栗原正人・
久保謙哉・西原 寛

4 E 2 36 真空蒸着膜におけるジチオラト金属錯体の配向制御（物質
研・上智大理工）○志村重輔・田野隆徳・小笹健仁・牛島洋史・鎌田
俊英・梶谷正次

4 E 2 37 直鎖アルキル鎖を持つカルボン酸銅（II）錯体を架橋配位子に
よりつないだ鎖状錯体の液晶性の検討（関西学院大理・島根大総合理
工）○額田亮仁・御厨正博・氏家誠司・半田 真

錯体・有機金属

（前周期遷移金属）

3月 28日午前

座長 高井 和彦（09 : 00～10 : 00）
1 E 3 01 α ,β ―不飽和ケトンとセリウムイオンの配位相互作用の ESI―

MSによる観測（千葉大院自然・千葉大分析セ・千葉大理）○朝倉克
夫・山口健太郎・今本恒雄

1 E 3 02 多置換ジヒドロアントラセンとクロム錯体との反応（北大触
セ・CREST）高橋 保○山崎明子・北村正典・申 宝剣・索 全伶

1 E 3 03 1電子酸化されたクロムスルフィド 6核クラスター錯体の合
成と構造（理研・神奈川大理）○上口 賢・齋藤太郎・本多善太郎

1 E 3 04 ヒドロスルフィド架橋チタン―ルテニウム二核錯体から誘導
される混合金属三核スルフィドクラスターの構造（東大院工）○椛島真
一郎・桑田繁樹・干鯛眞信

1 E 3 05 ヒドロスルフィド架橋チタン―ルテニウム二核錯体から誘導
される混合金属三核および六核スルフィドクラスターの構造（東大院
工）椛島真一郎○桑田繁樹・干鯛眞信

1 E 3 06 スルフィド架橋チタンーイリジウム二核錯体の合成と構造
（東大院工）○長野達也・桑田繁樹・干鯛眞信

座長 高橋 保（10 : 00～11 : 00）
1 E 3 07 ヒドロトリスピラゾリルボレートを配位子にもつ Ti（III），V
（III）―アルデヒド錯体の合成と構造（岡山大工）○松下 寛・押木俊
之・高井和彦

1 E 3 08 タンタル―アルキン錯体を触媒とする末端アルキンの環化三
量化反応（岡山大工）野本 博○押木俊之・田中宏治・高井和彦

1 E 3 09 タンタル―アルキン錯体へのカルボニル化合物の挿入反応（岡
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山大工）○田中宏治・押木俊之・高井和彦
1 E 3 10 依頼講演 新規二価ランタノイド錯体の合成と触媒作用（理
化学研究所）候 召民

3月 28日午後

座長 湊 盟（13 : 00～14 : 00）
1 E 3 25 タンタル―モノアザジエン錯体の反応性と嵩高い置換基が及
ぼす効果（阪大院基礎工）○松尾 豊・真島和志・谷 一英

1 E 3 26 ゲルミル（ゲルミレン）タングステン錯体とノナカルボニル二
鉄との反応―ゲルミル基の転位を伴うゲルミレン架橋二核錯体の生成―
（東北大院理）○山口晃志・上野圭司・荻野 博

1 E 3 27 ケイ素上に嵩高い置換基を導入したシリル（シリレン）タング
ステン錯体の合成と性質（東北大院理）○渡辺信彦・上野圭司・荻野
博

1 E 3 28 ヒドリド（シリレン）タングステン錯体と一級シランの反応に
よるシリル（シリレン）錯体の生成（東北大院理）○平田 剛・坂場裕
之・堀野 博

1 E 3 29 テトラホスフィンを配位子とするMo（0）錯体の反応性（東大
生研）○有田千里馬・清野秀岳・溝部裕司・干鯛眞信

1 E 3 30 硫黄架橋モリブデン二核錯体存在下水素分子による配位窒素
分子のプロトン化反応（東大院工）○脇地一生・平田健治・西林仁昭・
干鯛眞信

座長 上野 圭司（14 : 00～14 : 50）
1 E 3 31 モリブデン窒素錯体とシアノメチルホスホン酸エステルの反
応によるジ（ニトリルエノラート）錯体の生成（東大院工）○田辺資明・
石井洋一・干鯛眞信

1 E 3 32 ジフェニルゲルマニウムとテトラヒドリドモリブデン錯体と
の反応（横国大工）○平林 涼・山口佳隆・湊 盟・伊藤 卓

1 E 3 33 配位子にカリックスアレーンユニットを含むモリブデノセン
誘導体の合成と機能評価（横国大工）○葛西昌彦・山口佳隆・湊 盟・
伊藤 卓

1 E 3 34 Re2S4コアを有する錯体を用いたスルフィド架橋混合金属ク
ラスターの合成（東大生研）金子哲英○清野秀岳・溝部裕司・干鯛眞信

1 E 3 35 ペンタメチルシクロペンタジエニル補助配位子をもつMo 2
Fe 4 S 9，Mo 2 Fe 6 S 12およびMoFe 5 S 9（SR）クラスターの構築（名
大院理）○長澤賢幸・川口博之・巽 和行

座長 石井 洋一（15 : 00～16 : 00）
1 E 3 37 ヒドロトリス（ピラゾリル）ボレート配位子をもつモリブデン
オキソ錯体の硫黄化反応（名大院理・名大物質国際研・分子研）○有川
康弘・川口博之・巽 和行

1 E 3 38 置換活性な配位子を有するMo2Fe2S4キュバンクラスターの合
成およびその集積化（名大院理・名大物質国際研・分子研）○大野雅
人・酒井克彦・川口博之・巽 和行

1 E 3 39 架橋硫黄配位子をもつモリブデン（タングステン）―ルテニウ
ムおよび―ロジウム二核錯体とアルキンの反応（名大院理・名大物質国
際研・分子研）○丸本 忠・川口博之・巽 和行

1 E 3 40 酸存在下モリブデンビスシクロペンタジエニル錯体によるイ
ミン類の還元反応（横国大工）○笹沼一博・山口佳隆・湊 盟・伊藤
卓

1 E 3 41 ハーフメタロセン型チタン錯体触媒による各種オレフィンの
重合―触媒活性への配位子上の置換基効果―（奈良先端大・物質）小松隆
志○野村琴広・今西幸男

1 E 3 42 アリールイミド配位子を有する新規バナジウム錯体の合成と
反応性（奈良先端大・物質創成科学研究科）○相良亜沙美・野村琴広・
今西幸男

座長 野村 琴広（16 : 00～17 : 00）
1 E 3 43 2座イミノピロリル配位子を有する 4族金属錯体の合成とエ
チレンの重合反応（阪大院基礎工）○松尾 豊・真島和志・谷 一英

1 E 3 44 3座ビスイミノピロリル配位子を有する遷移金属錯体の合成
とエチレンの重合反応（阪大院基礎工）松尾 豊○劒 隼人・真島和
志・谷 一英

1 E 3 45 3座ビスイミノピロリル配位子を有する典型金属および 3族
遷移金属錯体の合成と反応性（阪大院基礎工）○松尾 豊・剣 隼人・
真島和志・谷 一英

1 E 3 46 キレートフェノキシ配位子を有するタングステン触媒による
ノルボルネン類の ROMP─配位子の置換基効果（阪大院理・東邦大
理）○高島義徳・中山祐正・齋藤秀夫・中村 晃・原田 明

1 E 3 47 キレートフェノキシ配位子を有する新規オキソタングステン

（VI）錯体の合成と ROMP触媒活性（阪大院理・東邦大理）○中山祐
正・高島義徳・齋藤秀夫・中村 晃・原田 明

1 E 3 48 アルキンチオラート配位子を持つルテニウム錯体とジルコノ
セン（II）の反応（名大院理・分子研・名大物質国際研）○砂田祐輔・川
口博之・巽 和行

3月 29日午前

座長 梶谷 正次（09 : 00～10 : 00）
2 E 3 01 フリルおよびチエニル置換架橋ジルコノセン錯体によるプロ
ピレンのアイソタクッチク重合（中央大理工）山崎博史○福平由佳子・
木村敬祐・中野正人・潮田 勉

2 E 3 02 連結した「C5Me4K」配位子をもつ混合配位子型二価 Sm錯体
Me2Si（C5Me4）（C5Me4K）Sm（OAr）の合成と重合触媒活性（理研）謝 鵬
○小泉武昭・侯 召民・若槻康雄

2 E 3 03 架橋型および非架橋型 Cp／ホスフィド混合配位子をもつ新規
二価サマリウム錯体の合成と構造（理研）○TARDIF Olivier・小泉武
昭・侯 召民・若槻康雄

2 E 3 04 シリレン架橋した C5Me4／NR混合配位子をもつ新規二価ラン
タノイド錯体の合成と構造（理研）○小泉武昭・依田智香子・手塚裕
昭・侯 召民・若槻康雄・福沢信一・山崎博史

（Fe，Ru）
2 E 3 05 フェロセン骨格を有する水素結合型チオラート配位子の構造
変化と酸化還元挙動（阪大院理・東邦大理）岩村 卓・小島一範・甲角
幸秀・岡村高明・上山憲一・中村 晃

2 E 3 06 分子内 NH...O水素結合を導入した新規フェロセンー 9,10―ア
ントラキノン錯体の電気化学的性質（阪大院理）古川篤志・小野田晃・
岡村高明・上山憲一

座長 岡村 高明（10 : 00～11 : 00）
2 E 3 07 機能性フェロセノファンの光及び電気化学的特性（東工大資
源研）○坂野達章・山口 勲・小坂田耕太郎・山本隆一

2 E 3 08 グラファイトを触媒とするフリーデル―クラフツ反応の反応
機構の考察（上智大理工・芝浦工大工）○志村重輔・関 健一・高山千
佳子・杉山 徹・横山保夫・小泊満夫・杉森 彰・梶谷正次

2 E 3 09 フェロセン―アレーン二核錯体の混合原子価状態（広島大院
理・広島大 RIC）秋山のぞみ・磯部広志・○中島覚・奥田 勉

2 E 3 10 二核フェロセン誘導体のホモ及びヘテロキラル相互作用と混
合原子価状態（広島大院理・広島大 RIC・埼玉大分析セ）○小田 敬・
中島 覚・奥田 勉・渡辺正信・佐藤 勝

2 E 3 11 フェロセン―アントラキノン共役接合分子系におけるプロト
ネーションによる構造及び物性の変換（東大院理）○村田昌樹・藤田貴
子・山田真実・栗原正人・西原 寛

2 E 3 12 2―フェロセニルエチニルアントラキノンの合成及びプロトネ
ーションを駆動力とする電子状態の変換（東大院理）○藤田貴子・山田
真実・村田昌樹・栗原正人・西原 寛

座長 山口 勲（11 : 00～12 : 00）
2 E 3 13 Cp＊とアシルアミノ基を有するフェロセン誘導体とチオラー
ト錯体の分子間 NH…S水素結合形成（阪大院理・東邦大理）○岡村高
明・上山憲一・中村 晃

2 E 3 14 His，Asp含有フェロセン―ペプチド錯体の合成と hairpin turn
構造の形成（阪大院理・東邦大理）○福尾長延・岡村高明・上山憲一・
中村 晃

2 E 3 15 Biruthenocenium（BF 4）2錯体とリン化合物の反応性（埼玉大分
析セ）○渡辺正信・佐藤 勝

2 E 3 16 η 3―アリルニトロシルルテニウム錯体の合成と性質（阪府大院
工）○笹部久宏・中西三郎・高田十志和

2 E 3 17 （η 3―アリル）ジカルボニルニトロシル鉄錯体の不斉配位子置
換反応の機構（阪府大院工）○能村仲篤・中西三郎・高田十志和

2 E 3 18 （η 3―アリル）ジカルボニルニトロシル鉄錯体を経由するアレ
ン類の 1,2―ジカルボニル化反応（阪府高専・阪府大工）伊藤詣二・中西
三郎・高田十志和

3月 29日午後

座長 直田 健（13 : 00～14 : 00）
2 E 3 25 ビピリジン及びフェナントロリン鉄（II）錯体の解離速度に及
ぼすシリカゾルとの相互作用の影響（慶応大理工）○中西 親・磯部徹
彦・仙名 保
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2 E 3 26 Fischer型カルベンルテニウム錯体触媒によるオレフィンメタ
セシス反応（1）：錯体の合成および構造（阪市大工）○片山博之・宇留
嶋秀人・西岡恒雄・小澤文幸

2 E 3 27 Fischer型カルベンルテニウム錯体触媒によるオレフィンメタ
セシス反応（2）：触媒反応機構（阪市大工）○片山博之・宇留嶋秀人・
堀 誠治・西岡恒雄・小澤文幸

2 E 3 28 配位不飽和ルテニウム（II）アミジナート錯体へのハロゲン化
アリルの酸化的付加反応（CREST・九大機能研・横浜国大工）○近藤
英雄・松原公紀・永島英夫・山口佳隆

2 E 3 29 アミジナートおよびアレーン配位子を有する新規カチオン性
ルテニウム（II）錯体の合成とその反応性（九大院総理工・九大機能
研・横浜国大工）○林田大造・松原公紀・永島英夫・山口佳隆．

2 E 3 30 ルテナサイクルの形成を鍵とするオルト置換フェノール類の
触媒的 sp3C―H／D2交換反応（東農工大工）○坂口友有子・矢島利明・平
野雅文・小宮三四郎

座長 近藤 輝幸（14 : 00～14 : 50）
2 E 3 31 0価ルテニウム錯体によるカルボン酸の O―H／C―H結合の活
性化（東農工大工）○金谷奨武・平野雅文・小宮三四郎

2 E 3 32 エノラト鉄およびルテニウム錯体のモノマイケル付加錯体の
単離（東農工大工）○清田小織・井本勝宣・平野雅文・小宮三四郎

2 E 3 33 α ―シアノカルバニオンを配位子に有するヒドリドルテニウ
ム錯体の電子吸引性置換基を有するオレフィンとの反応（阪大院基礎
工）直田 健○古上賢治・村橋俊一

2 E 3 34 COおよびイソシアニド配位子を有する炭素結合型および窒
素配位型 α ―シアノカルバニオン錯体の合成とその反応性（阪大院基
礎工）○丹那晃央・直田 健・村橋俊一

2 E 3 35 P,N,P―三座配位子を有するビニリデンルテニウム（II）錯体の
合成，構造および生成機構（阪市大工）○片山博之・和田周也・谷口
顕・小澤文幸

座長 水田 勉（15 : 00～16 : 00）
2 E 3 37 ビニリデンルテニウム（II）錯体による触媒的閉環メタセシス
反応（阪市大工）○片山博之・宇留嶋秀人・小澤文幸

2 E 3 38 ルテニウム錯体によるフマル酸ジメチルの二量化反応（京大
院工）光藤武明○塩月雅士・鈴木俊彰・近藤輝幸・和田健司

2 E 3 39 （シクロオクタトリエン）ビス（フマル酸ジメチル）ルテニウム
（0）とアミン類との反応（京大院工）光藤武明・鈴木俊彰○飯田一男・
塩月雅士・近藤輝幸・和田健司

2 E 3 40 Ru（cod）（cot）と三級ホスフィンの反応による新規ルテニウム
（0）錯体の合成：シクロオクタトリエン配位子の多彩な配位結合様式
（東農工大工）○GINER PLANAS Jose・大貫公司・Zhaobin Lu・平野
雅文・小宮三四郎

2 E 3 41 低原子価ルテニウム錯体による C―O,N―Hおよび C―H結合の
活性化（東農工大工）○大貫公司・GINER PLANAS Jose・平野雅文・
小宮三四郎

2 E 3 42 ヒドリドビス（トリフェニルホスフィン）ジヒドロビスピラゾ
リルボレートルテニウム錯体と一酸化炭素，イソシアニドおよびアセ
チレンとの反応（中大理工）山崎博史○杉山弘幸

座長 平野 雅文（16 : 00～17 : 00）
2 E 3 43 ルテニウム触媒による末端アルキン類のヒドロシリル化反応
を用いた（Z）―および（E）―アルケニルシランの選択的合成（阪市大工）
片山博之○谷口 顕・山本祥吾・小澤文幸

2 E 3 44 電子吸引基をヘム上に導入した新規非対称鉄二核錯体の合成
とその酸化的触媒反応（九大有機研）○野北里花・成田吉徳

2 E 3 45 カルボニルルテニウム錯体の酸塩基反応における生成物の特
定（福島大・分子研）○大山 大・柘植清志・田中晃二

2 E 3 46 鉄およびルテニウムイミノホスホラン錯体の合成と構造（広
島大院理）久保和幸○稲垣裕靖・中沢 浩・水田 勉・三吉克彦

2 E 3 47 鉄ポルフィリンダイマーを中心骨格とした，鉄ールテニウム
混合金属ポルフィリンオリゴマーの合成と性質（北大院理）○鈴木将
充・今村 平・佐々木陽一

2 E 3 48 新規ルテニウムポルフィリンカルベン錯体の合成（北里大理）
○田村隆史・梶山和政・弓削秀隆・宮本 健

3月 30日午前

座長 松坂 裕之（09 : 00～10 : 00）
3 E 3 01 チオエーテル―チオラート混合配位子をもつニッケルおよび
鉄錯体の合成（名大院理・名大物質国際研・分子研）○吉川鉄平・川口
博之・巽 和行

3 E 3 02 鉄およびルテニウムホスホラン錯体の擬回転（広島大院理）○
河村憲守・中沢 浩・小川 毅・三吉克彦

3 E 3 03 C―P結合への白金挿入反応による異核二核錯体の合成と反応
性（広島大院理）○大西 誠・水田 勉・三吉克彦

3 E 3 04 新しい 6員キレート環をもつドナー架橋ビス（シリレン）鉄錯
体の合成と性質（東北大院理）○佐藤高洋・飛田博実・荻野 博

3 E 3 05 ケイ素およびカルコゲンが配位した鉄錯体による小分子の活
性化（東北大院理）○岡田洋史・岡崎雅明・飛田博実・荻野 博

3 E 3 06 トリスルフィド架橋鉄二核錯体とM（CO）5THF（M＝Cr,W）と
の反応による金属―硫黄三核および四核クラスターの合成と構造（東北
大院理）○久家克明・飛田博実・荻野 博

座長 飛田 博実（10 : 00～11 : 00）
3 E 3 07 ルテニウムとイリジウムを含む二核トリヒドリド錯体とホス
フィンとの反応（東工大院理工・CREST）○島 隆則・鈴木寛治

3 E 3 08 ルテニウムとロジウムを含む異種金属多核ポリヒドリド錯体
の合成と反応（東工大院理工・CREST）○杉村ゆみ・島 隆則・鈴木
寛治

3 E 3 09 ルテニウムとモリブデン，タングステンを含む二核ヘキサヒ
ドリド錯体の合成と反応（東工大院理工・CREST）○伊藤淳一・島
隆則・鈴木寛治

3 E 3 10 異種遷移金属間結合の直鎖状伸長反応：多核化補助配位子を
もたない直鎖型 Ru2Rh及び Ru3Rh2混合金属骨格の選択的構築（都立
大）○石岡知洋・松坂裕之・石井知彦・山下正廣

3 E 3 11 架橋アルコキシ配位子を側鎖にもつアレーンルテニウム 2核
錯体の合成と性状（阪大院工）大西崇文○宮木義治・黒沢英夫

3 E 3 12 Ru6／Ag（I）および Ru6／Cu（I）新規混合金属クラスターの合成と
反応（理研）○中島隆行・若槻康雄

座長 片岡 靖隆（11 : 00～12 : 00）
3 E 3 13 三核ルテニウムペンタヒドリド錯体と 11族金属塩との反応
によるポリヒドリドクラスターの合成（東工大院理工・CREST）○川
上公徳・稲垣昭子・鈴木寛治

（Co，Rh，Ir）
3 E 3 14 イミド架橋したコバルタジチオレン錯体の電気化学的挙動
（上智大理工）○野村光城・八木沢敬良・高山千佳子・杉山 徹・横山
保夫・杉森 彰・梶谷正次

3 E 3 15 新規カチオン性コバルタジチオレン錯体の合成および物性，
反応性（上智大理工）○鈴木祥子・山澤英人・竹内啓子・杉山 徹・横
山保夫・杉森 彰・梶谷正次

3 E 3 16 シリル白金（II）錯体とイリジウム（I）錯体によるシリル配位子
移動反応（東工大・資源研）○山澤英人・田邊 真・小坂田耕太郎

3 E 3 17 架橋カテコラート配位子を有する Rh―Irヘテロ二核錯体の合
成と構造（都立大院理・京大院工）○渡辺史郎・渡辺由布子・松坂裕
之・石井知彦・山下正廣・近藤 満・北川 進

3 E 3 18 新規 PN 4座配位子を有する 2核イリジウムおよびロジウム
錯体の合成と反応性（阪大院基礎工）村橋俊一○高谷 光

3月 30日午後

座長 溝部 裕司（13 : 00～14 : 00）
3 E 3 25 新規光学活性 Indox配位子を有するイリジウム錯体の合成（阪
大院基礎工）○島田幸一・片岡靖隆・谷 一英

3 E 3 26 コバルト―炭素結合を経由した環状化合物の新規合成法（九大
院工）○古賀正臣・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄・館 祥光・成田
吉徳

3 E 3 27 ビタミン B 12モデル錯体を触媒とした大環状化合物の新規
合成法の開発（九大院工）○中里亜希・嶌越 恒・林 高史・久枝良雄

3 E 3 28 カチオン性ロジウム錯体のシリルエノラートに対する反応性
（高知大理）○金子雄一・井上佳子

3 E 3 29 ロジウム（I）ヒドリド錯体とメチレンシクロプロパンの反応と
その機構的考察（東工大資源研）西原康師○依田智香子・森 敦紀・小
坂田耕太郎

3 E 3 30 アセタトイリジウム錯体の合成とその炭素―水素結合活性化
能（科技団 CREST・東工大院理工）○榧木啓人・碇屋隆雄

座長 西原 康師（14 : 00～14 : 50）
3 E 3 31 PN／CH3配位子を有するカチオン性 Ir（I）錯体による CH3CN
中での C―H結合活性化（阪大院基礎工）○静間和子・今西雅弘・片岡
靖隆・山縣恒明・谷 一英
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3 E 3 32 有機金属アクア錯体を触媒前駆体とする水の中での pH依存
性還元反応（分子研）○牧原伸征・小江誠司・渡辺芳人

3 E 3 33 強酸中における［Rh（CO）4］＋の形成とその触媒作用（大工研）
○徐 強・中谷寿子・相馬芳枝

3 E 3 34 強酸中における中性 Co,RhカルボニルクラスターからのM
（CO）4

＋（M＝Co,Rh）の形成（大工研）○徐 強・井上真一・相馬芳枝・
中谷寿子

3 E 3 35 二核イリジウム錯体上の架橋ヒドロスルフィド配位子への共
役付加反応（東大生研）○高城総夫・清野秀岳・溝部裕司・干鯛眞信

座長 生越 専介（15 : 00～16 : 00）
3 E 3 37 チオラート架橋イリジウム二核錯体上の硫黄配位子の反応性
（東大院工）○松川将治・桑田繁樹・干鯛眞信

（Ni，Pd，Pt）
3 E 3 38 直鎖ジアミンのサリチルアルジミンシッフ塩基配位子を有す
る 2核および 3核パラジウム錯体の選択的合成（阪大院基礎工）直田
健○郡 弘・村橋俊一

3 E 3 39 直鎖ジアミンのサリチルアルジミン配位子を有する二核パラ
ジウム錯体の構造と動的挙動（阪大院基礎工）直田 健○溝端祥二・村
橋俊一

3 E 3 40 2,2’―ビピリジンを配位したカチオン性アリールパラジウム
（II）錯体へのアセチレンジカルボン酸ジメチルの三分子挿入（東工大
資源研）○柳生剛義・小坂田耕太郎

3 E 3 41 架橋シリル配位子をもつ白金―ロジウム異種金属二核錯体の
合成と反応性（東工大・資源研）○田邊 真・小坂田耕太郎

3 E 3 42 ビス（ホスファメチレン）シクロブテン配位子をもつカチオン
性メチルパラジウム（II）錯体の合成と反応（阪市大工・東北大院理）○
池田進太郎・大畑文恵・南 達哉・小澤文幸・吉藤正明

座長 清野 秀岳（16 : 00～17 : 00）
3 E 3 43 2,11―ジオキサ［3.3］メタピリジノファン配位子をもつ有機パ
ラジウム（II）および白金（II）錯体の合成と反応（阪市大工）○池田進太
郎・横井知身・岩永祐介・南 達哉・小澤文幸

3 E 3 44 らせんキラリティーをもつ 2,6―ビス（アリールカルバモイ
ル）―4―ジフェニルホスフィノピリジン配位子およびそのパラジウム錯
体の合成（阪市大工）南 達哉○小林将行・小澤文幸

3 E 3 45 Pd―Pd単結合の開裂を伴う擬ジメタラ―Diels―Alder反応（阪大
院工）○美野裕香里・永井智樹・村橋哲郎・黒沢英夫

3 E 3 46 鎖状メタロサンドイッチ化合物の合成と構造（阪大院工）○村
橋哲郎・黒沢英夫

3 E 3 47 プロパルギルハライドの白金（0）錯体への酸化的付加反応機
構の解明（阪大院工）○西田琢磨・生越専介・黒澤英夫

3 E 3 48 非対称 PN二座配位子を有する有機白金ーモリブデンヘテロ
二核錯体とアセチレン類との反応（東農工大工）○堤内 出・小峰伸
之・平野雅文・小宮三四郎

3月 31日午前

座長 鬼塚 清孝（09 : 00～10 : 00）
4 E 3 01 二座窒素配位子を有する有機白金ヘテロ二核錯体の合成と反
応（東農工大工）○小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

4 E 3 02 cis―シリル（スタニル）白金（II）錯体へのアルキン挿入反応機構
（阪市大工）片山博之○佐川貴志・小澤文幸

4 E 3 03 cis―ビニル（シリル）白金（II）錯体の合成と還元的脱離反応（阪
市大工）片山博之○谷 俊和・森 拓也・小澤文幸

4 E 3 04 新規な含硫黄ゲルマメタラサイクルの合成と反応（名大院
理・名大物質国際研）○松本 剛・松井洋輔・巽 和行

4 E 3 05 ジゲルミルビス（第三級ホスフィン）白金錯体の合成，還元的
脱離反応，および関連反応（学習院大理・早大理工）○石井 覚・畑中
稚子・西山由利子・持田邦夫・南条真佐人・山本明夫

4 E 3 06 パラジウム触媒を用いる触媒的ケトン合成反応。トリフルオ
ロメチルケトン類の合成。（早大院理工）○柿野竜輝・清水功雄・山本
明夫

座長 片山 博之（10 : 00～11 : 00）
4 E 3 07 アセチルコバルト錯体の 0価パラジウム錯体への酸化的付加
によるアセチルパラジウム―コバルト二核錯体の合成（東農工大工）○
鳳日出子・小峰伸之・平野雅文・小宮三四郎

4 E 3 08 有機白金―マンガン二核錯体によるチイランの開環脱硫反応
と立体制御（東農工大工）○古谷昌樹・小峰伸之・平野雅文・小宮三四

郎
4 E 3 09 ヒドロトリスピラゾリルボレートを配位子に持つパラジウム
錯体の合成（東工大資源研）○後藤伸幸・引地史郎・穐田宗隆・諸岡良
彦

4 E 3 10 ヒドロトリス（ピラゾリル）ボレートを配位子とする遷移金属
カチオン錯体の合成と反応性（東工大資源研）○上原和洋・引地史郎・
穐田宗隆・諸岡良彦

4 E 3 11 複核白金錯体をユニットとする部分酸化型一次元白金錯体の
合成と構造（姫路工大理）上田英和○満身 稔・鳥海幸四郎

4 E 3 12 主鎖に白金を有する有機金属デンドリマーのダイバージェン
ト法による合成（阪大・産研）○清水 敦・大城伸明・鬼塚清孝・高橋
成年

座長 引地 史郎（11 : 00～12 : 00）
4 E 3 13 Pt 2 Rh骨格を有する異種金属三核錯体への一酸化炭素の可逆
挿入反応（奈良女子大理）○Begum Rowshan Ara・中村杉子・矢野重
信・棚瀬知明

4 E 3 14 ジチオラトニッケル錯体とクアドリシクランとの付加体の薄
膜中における光解離反応（物質研・上智大理工）○奈良杏子・志村重
輔・田野隆徳・小笹健仁・牛島洋史・鎌田俊英・梶谷正次

4 E 3 15 光機能性配位子を有する Pt（II）錯体の合成と構造（東農工大
工）○田向淳一・平野雅文・小宮三四郎

4 E 3 16 光照射による有機パラジウム（II）ポルフィリンの合成（阪市工
研・神戸大理）○高尾優子・武田徳司・瀬恒潤一郎

（Cu，Ag，Au）
4 E 3 17 無水塩化金（III）による置換ベンゼンの C―H結合活性化（九大
院理）○宇都宮快達・淵田吉男

4 E 3 18 アルコキソ金錯体によるチイラン類の位置および立体選択的
開環反応（東農工大工）○碓井洋子・野間潤子・平野雅文・小宮三四郎

天然物化学

（テルペン，ステロイド）

3月 28日午前

座長 松田 冬彦（09 : 30～10 : 20）
1 E 4 04 植物培養細胞によるモノテルペン類への水酸化（岡山理大理）
○冨 良徳・浜田博喜

1 E 4 05 エストラゴールから誘導されるチオエステル化合物の合成と
その美白効果（近畿大工・御木本製薬（株））野村正人○元木 豊・藤原
義人・多田貴広・下村健次

1 E 4 06 抗腫瘍活性ポリハロゲン化モノテルペンハロモン類の合成研
究（東北大院理・CREST）○外川敬之・野田 毅・平間正博

1 E 4 07 転位反応を利用した環状骨格形成（41）±―2―チオシアナート
ネオププケアナンの全合成（宇都宮大工・東北大院理）○恩田香代子・
野崎直子・上野昌子・佐藤年男・上原忠夫

1 E 4 08 Ring Closing Metathesis反応を用いたMuscopyridineの合成研
究（新潟大院自然科学・新潟大工）萩原久大○勝見知子・Kamat Vijay-
endra P.・星 隆・鈴木敏夫・安東政義

座長 永野 肇（10 : 20～11 : 10）
1 E 4 09 二ヨウ化サマリウムを用いる効率的環化反応（北大院地球環
境）○田宮寛明・小澤友裕・長谷川由紀・松田冬彦

1 E 4 10 二ヨウ化サマリウムを用いる官能基選択的還元反応（北大院
地球環境）○佐藤桃子・延与和敬・松田冬彦

1 E 4 11 三環性セスキテルペノイド，Myltayl―4（12）en―5―olの合成研
究（新潟大院自然科学・新潟大工）萩原久大○内山貴史・坂井 仁・永
友栄徳・星 隆・鈴木敏夫・安東政義

1 E 4 12 Cyclofarnesane型ビスノルセスキテルペノイドの合成（新潟大
院自然科学・新潟大工）萩原久大○永友栄徳・星 隆・鈴木敏夫・安
東政義

1 E 4 13 新規ドリマン型セスキテルペノイド，ニオペタール Fの全合
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成研究（慶大理工）○大原愛子・菅谷健二・鈴木芳和・高尾賢一・只野
金一

座長 鈴木 敏夫（11 : 10～12 : 00）
1 E 4 14 ケイモノフィロン Eの不斉全合成研究（慶大理工）○原 学・
高尾賢一・只野金一

1 E 4 15 アザジラクチンのトランスデカリン部位の立体選択的構築
（北大院理）○山本裕子・叶 直樹・石原 淳・村井章夫

1 E 4 16 アザジラクチンの C 8―C 14結合形成反応（北大院理）○福崎剛
広・日比隆雅・石原 淳・村井章夫

1 E 4 17 インゲナン骨格の合成研究（名大院理・名大物質国際研）○鈴
木佑人・青木健太・木越英夫・上村大輔

1 E 4 18 ラチラン骨格新規構築法の確立とその骨格変換反応（慶大理
工・名城大薬）○松浦智夫・山村庄亮・寺田幸正

3月 29日午前

座長 中田 雅久（09 : 20～10 : 10）
2 E 4 03 cis―クレロダン類の立体選択的合成（東北大反応研）○安藤美
奈子・草刈 剛・一柳 剛・小杉紘史・加藤紀元

2 E 4 04 ラダリン類のエナンチオ選択的合成研究（東北大反応研）○今
泉一行・一柳 剛・小杉紘史・加藤紀元

2 E 4 05 ブラジル産薬用植物 Echinodorus macrophyllus より単離した
chapecoderin A―Cの構造（東医歯大生材研・北大院薬）○大崎愛弓・関
口光広・繁森英幸・小林淳一

2 E 4 06 Nocardia 属放線菌より単離した Brasilicardin Aの構造と生合
成（北大院薬・千葉大真菌医学研・ヒゲタ醤油）○繁森英幸・小牧久
幸・矢沢勝清・三上 襄・根本 明・田中泰至・小林淳一

2 E 4 07 日本産イチイ針葉部より得られた新規タキソイドの単離と構
造決定（新潟大工・新潟大院自然科学）安東政義○坂井淳一・小杉克
彦・鈴木敏夫・萩原久大

座長 小杉 紘史（10 : 10～11 : 00）
2 E 4 08 日本産イチイより誘導されたカルスの生産する耐性癌克服作
用を有するタキソイド（新潟大工・新潟大院自然科学・東大分生研）安
東政義○北畠睦己・坂井淳一・鈴木敏夫・萩原久大・冨田章弘・鶴尾
隆

2 E 4 09 新規ルートによるタキサン骨格の合成研究（早大院理工）中田
雅久○岩本充広・夏目里美・児嶋英一

2 E 4 10 パクリタキセル―ツベレフェリンハイブリッド化合物の合成
とその生理活性（新潟大工・東工大生命理工）安東政義○坂井理恵・田
村水穂・鈴木敏夫・萩原久大

2 E 4 11 タキソールの AB環骨格を有する化合物の合成（奈良先端大
物質創成）○松井淳治・鈴鹿俊雅・辰己 亮・堤 健・中野 環・垣
内喜代三

2 E 4 12 イネから単離されたファイトアレキシンであるファイトカッ
サン類の合成研究（東理大理）○矢島 新・森 謙治

座長 廣田 洋（11 : 00～12 : 00）
2 E 4 13 依頼講演 原始細胞の膜構成分の検索（お茶女大理）永野 肇
2 E 4 16 依頼講演 スクアレン閉環酵素反応機構―有機化学と分子生
物学の接点―（新潟大農）星野 力

3月 29日午後

座長 萩原 久大（13 : 00～14 : 00）
2 E 4 25 ギンコライド Bの全合成研究（電通大）○小櫃和義・牧昌次
郎・平野 誉・丹羽治樹

2 E 4 26 環状アルデヒドテルペノイドのための共通合成戦略の開拓
（関西学院大理）○ハタティースティプト・古市紀之・畑 稔幸・田中
克典・勝村成雄

2 E 4 27 Tigogeninを原料とした合成副腎皮質ホルモン剤の新規合成経
路（同志社大工）○井上裕基・樋田壮真・山下隆之・太田哲男・古川
功

2 E 4 28 ビタミン Dの CD環部の立体選択的合成（早大理工）○板垣秀
一・清水功雄

2 E 4 29 Xestobergsterol Aの合成研究（東工大院理工）○加地祐子・中
村敦子・藤本善徳

2 E 4 30 高等植物における植物ステロール側鎖部の生合成機構：24
（28）―エンから 24（25）―エンへの異性化の立体化学（東工大院理工）○
奥住竜哉・原 典行・藤本善徳

座長 平野 誉（14 : 00～15 : 00）
2 E 4 31 Ajuga 毛状根における Cyasterone類の生合成研究：ステロー
ル前駆体の同定（東工大院理工）○野村佳子・中村敦子・藤本善徳・山
田順子・高橋恭子・森崎益雄

2 E 4 32 ステロイド 3位配糖体の合成および脂質二重膜透過性亢進作
用に影響を及ぼす分子内極性基の配向状態（東大院理）○佐々木啓孝・
橘 和夫

2 E 4 33 トリテルペノイド骨格を変換したサポゲニン誘導体とそれら
の生物活性（明星大理工）町並智也○水科百恵・西島康郎・三森 剛・
須網哲夫

2 E 4 34 アレンカロテノイド，ペリジニンの合成研究：立体選択的ア
レンハーフセグメントの合成（関西学院大理）○大崎敬史・古市紀之・
中野雅之・勝村成雄

2 E 4 35 アレンカロテノイド，ペリジニンの合成研究：イリデンブテ
ノリドハーフセグメントの高立体選択的合成（関西学院大理）○古市紀
之・原 裕一・森 一・勝村成雄

2 E 4 36 殺二枚貝活性を示す赤潮プランクトン，Heterocapsacircularis-
quma の毒性物質（広島大院理）○吾郷万里子・鈴木智也・平賀良知・
大方勝男

錯体・有機金属

（Si，Ge，Sn，Pb）

3月 30日午前

座長 松尾 司（09 : 00～10 : 00）
3 E 4 01 ゲルマニウム―アルミニウム結合の合成とその反応性（学習院
大理・上智大理工）○瀬川淳一・南条真佐人・持田邦夫・横山保夫

3 E 4 02 2―アリール―2―ジシラニル―1,3―ジチアンの光分解による新規
なシレン生成反応（理研 PDC・東北大院理）アヌグラマヒパルレディ
○坂本健吉

3 E 4 03 単離可能なジアルキルシリレンの反応（東北大院理）○石田真
太郎・岩本武明・甲千寿子・吉良満夫

3 E 4 04 嵩高いジリチオシランを利用した初めての安定なケイ素―テ
ルル二重結合化学種，シランテロンの合成（九大有基研）○幡野 健・
時任宣博

3 E 4 05 分子内シリレン二量化による環状ジシレンの生成と反応（東
理大理工）○飯村智浩・三治敬信・櫻井英樹

3 E 4 06 種々の置換基を有する 5配位 1,2―オキサシレタニドの合成と
反応（東大院理）○長沼健二・川島隆幸

座長 久新 荘一郎（10 : 00～11 : 00）
3 E 4 07 大環状配位子を有する新規な高配位ケイ素化合物の合成（東
大院理）○猿橋康一郎・後藤 敬・川島隆幸

3 E 4 08 5配位ペンタシランの配座特性（物質研）○畠中康夫・El－
Sayed Ibrahim・小野澤俊也・田中正人

3 E 4 09 環状シリルトリイン銀錯体の合成と構造（筑波大化）○松尾
司・関口 章

3 E 4 10 混合原子価三核 Pd（II）Pd（VI）Pd（II）シリル錯体の初めての合
成とその構造（物質研・CREST）○陳 万芝・島田 茂・田中正人

3 E 4 11 シリル（カルボニル）鉄およびマンガン錯体上での還元的 Si―C
結合形成反応の比較（東北大院理）○塩沢理恵・飛田博実・荻野 博

3 E 4 12 2つの 3中心 2電子結合を有するルテニウム二核錯体の構造
と反応性（東北大院理）○荒谷一弘・橋本久子・甲千寿子・吉良満夫

座長 橋本 久子（11 : 00～12 : 00）
3 E 4 13 高周期 14族元素混合型シクロトリメタレン：ジシラゲルミ
レンの合成とゲルマシラシリレンへの異性化（筑波大化）○Lee
Vladimir Ya.・一戸雅聡・関口 章

3 E 4 14 嵩高いシリル基を有するシラシクロプロペンの合成，構造，
及び光反応性（筑波大化）○田中高志・一戸雅聡・関口 章

3 E 4 15 新規な置換基を有するテトラシラテトラヘドランの合成及び
構造（筑波大化）○豊嶋雅章・一戸雅聡・関口 章

3 E 4 16 シリル置換ヘキサシラプリズマン誘導体の合成と酸化（群馬
大工）○松本隆芳・海野雅史・平塚浩士・松本英之

3 E 4 17 速度論的に安定化されたシラベンゼンの反応性と安定性（東
大院理・九大有基研・都立大理・日本女子大理）○脇田啓二・時任宣
博・永瀬 茂・川島隆幸・岡崎廉治

3 E 4 18 速度論的に安定化されたシラベンゼンの光異性化反応（東大
院理・九大有基研・都立大理）○脇田啓二・時任宣博・永瀬 茂・川
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E 5 会場
11号館1142番教室

島隆幸

3月 30日午後

座長 大下 浄治（13 : 00～14 : 00）
3 E 4 25 トリクロロシクロトリゲルマンの反応性（筑波大化）○関山博
史・深谷訓久・一戸雅聡・関口 章

3 E 4 26 メシチル置換シクロトリゲルメンの反応性（筑波大化）○深谷
訓久・一戸雅聡・関口 章

3 E 4 27 新規なトリス（m―テルフェニル―5’―イル）シラノールの合成，
構造，および反応（東大院理）○奥村知子・後藤 敬・川島隆幸

3 E 4 28 アルキルおよびフェニル置換オリゴシラン類の結晶構造と光
学特性（群馬大工）○田中陵二・松本英之

3 E 4 29 3,5―ジヒドロキシフェニル置換オリゴシラン及び関連化合物
の合成と性質（東理大理工）○木部 有・三治敬信・櫻井英樹

3 E 4 30 ベンゾ［1,2 : 4,5］ビス（1,1,2,2―テトラメチルジシラシクロブテ
ン）のオリゴマー化と mCPBAによるオリゴマーの酸化反応（群馬大
工）○竹田正範・松本岳之・田中陵二・海野雅史・久新荘一郎・松本
英之

座長 柿本 正也（14 : 00～14 : 50）
3 E 4 31 有機ケイ素化合物の特質を利用したアニオン重合からカチオ
ン重合への極性変換（東理大理工）○須長大輔・三治敬信・櫻井英樹

3 E 4 32 プロパルギルオキシ置換ケイ素ポリマーの合成と熱的性質
（物質研）○REDDY Poreddy Narsi・小林敏明・林 輝幸・田中正人

3 E 4 33 ジチエノシロールを主鎖に含むポリマーの合成とその物性
（広島大工・JCII）○住田友久・大下浄治・九内淳堯・安達 照・沖田
晃一

3 E 4 34 種々の置換基を持ったジチエノシロールの合成（広島大工・
JCII）甲斐裕之○大下浄治・九内淳堯・安達 照・沖田晃一

3 E 4 35 ラダーポリシランの光分解（群馬大工）○目黒 聡・中野幸
夫・海野雅史・久新荘一郎・平塚浩士・松本英之

座長 若狭 雅信（15 : 00～16 : 00）
3 E 4 37 アシルポリシラン類とビス（シリル）アセチレンの熱反応（倉
敷芸科大産業技術）○仲 章伸・石川満夫

3 E 4 38 マスクしたジシレンのアニオン重合法により合成したアミノ
置換ポリシランの立体規則性（東理大理工）○本堀雷太・三治敬信・櫻
井英樹

3 E 4 39 ニトロ基を持つポリ（ジシラニレンオリゴチエニレン）の合成
とその光伝導性（住友電工大阪研）○柿本正也・滝口敏彦

3 E 4 40 二本のアルキル鎖で立体配座を固定したテトラシランの分光
学的研究（京大化研・コロラド大）○辻 勇人・年光昭夫・玉尾皓平・
MICHL Josef

3 E 4 41 官能基を有するポリシラン：合成とスペクトル特性（物質研）
畠中康夫○岡田真吾・小野澤俊也・田中正人

3 E 4 42 光学活性ポリシランミクロ凝集体：円二色スペクトル反転現
象（NTT物性科学基礎研）○中島 寛・藤木道也・コウジュリアン・
本永雅郎

座長 加部 義夫（16 : 00～17 : 00）
3 E 4 43 ポリシランブロック共重合体のナノ組織化とその機能（東理
大理工）○中束百合子・三治敬信・櫻井英樹

3 E 4 44 2種のペルプロピルオリゴシランをトリメチレン鎖で連結し
た分子の合成とその励起状態の挙動（東北大院理）○成岡岳彦・小畠邦
規・坂本健吉・吉良満夫

3 E 4 45 らせん状ジアリルポリシラン：光学活性に与える高次構造の
効果（NTT物性科学基礎研）○コウジュリアン・藤木道也・本永雅
郎・中島 寛

3 E 4 46 分岐構造を有するシリコンポリマーの発光特性（東北大反応
研）○渡辺 明

3 E 4 47 ポリシランデンドリマーの発光特性：ポリシラン可視部ブロ
ード発光の起源（筑波大化・学習院大理・東北大反応研）○須永友康・
南条真佐人・渡辺 明・関口 章

3 E 4 48 基板表面におけるポリシラン分子の紫外吸収・発光特性
（NTT物性基礎研・湘南工大電気工）○江幡啓介・古川一暁・市川大
造・松本信雄

3月 31日午前

座長 清水 正毅（09 : 00～10 : 00）
4 E 4 01 ランタノイドイオン存在下のジシラニルアセトフェノンの蛍

光挙動（東北大院理）○李 廷希・瀬高 渉・橋本久子・坂本健吉・吉
良満夫

4 E 4 02 シリコーンマトリックス中でのポリシランのサーモクロミズ
ム挙動（阪府大先端研）○岡邦雄・堂丸隆祥・中尾廉・WEST ROBERT

4 E 4 03 三環式および四環式ラダーポリシランの不斉結晶化（群馬大
工）○田中陵二・海野雅史・久新荘一郎・松本英之

4 E 4 04 フェニル置換型三環式ラダーシロキサンの合成，構造および
反応（群馬大工）○須藤彰子・海野雅史・松本英之

4 E 4 05 テトラブロモシラインダンの脱ハロゲン化によるベンゾ［c］
シロール誘導体の合成（京大化研）山口茂弘○後藤智幸・玉尾皓平

4 E 4 06 トリス（トリアルキルシリル）シリル基を有する安定シクロト
リシレンの反応（東北大院理）○田村信人・岩本武明・甲千寿子・吉良
満夫

座長 山口 茂弘（10 : 00～11 : 00）
4 E 4 07 橋頭位にアリール基を有するかご型化合物 ArC（SiMe 2 SiMe

2）3 CHの合成（京大院工）○中川恭志・清水正毅・檜山爲次郎
4 E 4 08 かご型化合物 R―C（SiMe 2 SiMe 2）3 C―Arの合成と液晶性（京
大院工）○渡辺孝太郎・清水正毅・檜山爲次郎

4 E 4 09 かご型カルボン酸 RC（SiMe 2 SiMe 2）3 CCOOHの合成（京大
院工）○杉本 進・清水正毅・檜山爲次郎

4 E 4 10 新規 4族遷移金属メタロセン含有シルセスキオキサンの合成
（京大院工）○和田健司・分藤雅紀・中林大輔・板山直彦・近藤輝幸・
光藤武明

4 E 4 11 拡張シラペリサイクラインの合成と構造（群馬大工）○根岸敬
介・海野雅史・松本英之

4 E 4 12 アリール基を有する新規かご状シろキサンの合成および構造
（群馬大工）○今井庸介・海野雅史・松本英之

座長 一戸 雅聡（11 : 00～12 : 00）
4 E 4 13 ゲルマニウム―セスキオキシドの合成，構造および反応性（学
習院大理）○捧 貴臣・南条真佐人・持田邦夫

4 E 4 14 ケイ素―アセチレン環状化合物の合成と性質（群馬大工）○斎
藤 憲・海野雅史・松本英之

4 E 4 15 シリルスタナンを用いたオリゴカルボシランの新規合成法
（熊本工大工）池永和敏○山田朋宏・泰永茂伸・柘植乙彦

4 E 4 16 分子内アミノ基配位シリレンとアセチレンとの反応を用いた
新規ジヒドロジシラピレン骨格の形成（京大化研）年光昭夫○佐伯友
之・玉尾皓平

4 E 4 17 1,4―ジシラベンゼン原子価異性化反応の理論計算（筑波大化・
学習院大理）○加部義夫・古川尚道・安藤 亘

4 E 4 18 シラカリックスアレーン類および非環状構造類縁体のイオン
選択的カチオンー π 錯体形成とその理論的考察（物質研）○吉田
勝・後藤みどり・都築誠二・中西房枝

3月 31日午後

座長 三治 敬信（13 : 00～14 : 00）
4 E 4 25 1,3―ジチア―2―シラシクロプロペン誘導体の合成と性質（理研

PDC・東北大院理）○筒井 忍・高橋まさえ・坂本健吉
4 E 4 26 ヒドロゲルマンからのハロゲルマンの選択的合成（広島大工）
○豊島 裕・大下浄治・岩田在博・九内淳堯

4 E 4 27 9,10―ジヒドロ―9,10―ジスタンナアントラセンの合成（埼玉大
理）○新田峰彦・斎藤雅一・吉岡道和

4 E 4 28 含水酸化すず（II）と炭酸ジエチルからのすずジエトキシドの
合成（東工大院理工）○黒川史裕・岡本昌樹・鈴木榮一

4 E 4 29 酸化的結合開裂反応によるスズカチオンの合成と構造（筑波
大化）○福井 弘・一戸雅聡・関口 章

4 E 4 30 芳香族鉛化合物とアニリンとのカップリング反応（名大院
工・CREST）○大薮有紀・加納太一・斎藤 進・山本 尚

天然物化学

（アミノ酸，ペプチド）
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3月 28日午前

座長 西山 繁（09 : 30～10 : 20）
1 E 5 04 ペプチド抗生物質モナマイシン G 2の全合成研究（神奈川大
工）○牛山玲子・井上 仁・米沢養躬・辛 重基

1 E 5 05 抗生物質ベルニナマイシン A環内構成フラグメント B―Cの
合成研究（神奈川大工）○山田恭弘・斉藤浩史・山本貴仁・米沢養躬・
辛 重基

1 E 5 06 N―Cbz―ガランチニック酸エチルエステルのエナンチオ選択的
合成（高知大理）○郷 和樹・中村百合・武末博則・HENA Mostofa
Abu・清岡俊一

1 E 5 07 神経毒アミノ酸ダイシハーベインの全合成（東大院理）○小池
竜樹・佐々木誠・橘 和夫

1 E 5 08 ペプチド系抗生物質シオマイシン類の合成研究（1）（慶大理
工）○東林修平・橋本貴美子・中田雅也

座長 佐々木 誠（10 : 20～11 : 10）
1 E 5 09 発現蛋白質を合成ブロックとして用いる長鎖ペプチドの合成
（阪大蛋白研・科技団・北大院薬・横国大工）○川上 徹・長谷川功
紀・照屋健太・赤路健一・堀内正隆・稲垣冬彦・栗原靖之・上杉晴
一・相本三郎

1 E 5 10 デヒドロアミノ酸誘導体の新規簡便合成法の開発（金沢大院
自然科学）○長野種雅・木下英樹

1 E 5 11 スクアリン酸誘導体を触媒毒に用いた官能基選択的水素添加
反応（阪市大院理）○品田哲郎・林 謙一・吉田慈孝・大船泰史

1 E 5 12 オゾンを用いた α ―アミノニトリルのイミノニトリルへの酸
化（阪市大院理）○川崎昌紀・難波康祐・品田哲郎・大船泰史

1 E 5 13 ヒドロキシプロリン類の新規合成法（いわき明星大理工・浮
間化学研）○高橋裕子・鈴木克彦・山野辺輝・吉村壽次・山浦政則

座長 米沢 養躬（11 : 10～12 : 00）
1 E 5 14 ロイシンの位置・立体選択的安定同位体標識（東海大開発工）
○小林正人・大場 真・及川史世・西山幸三郎

1 E 5 15 架橋型グラミシジン Sニ量体の合成と生物活性（名工大・佐
賀大農・科技団）○赤坂領吾・安藤健二・川口智嗣・山田圭一・山村
初雄・荒木修喜・川井正雄・加藤富民雄・齋藤一樹

1 E 5 16 多剤耐性癌克服剤ハパロシン関連物質の化学的研究（慶大理
工）柏原延樹・山村庄亮○西山 繁

1 E 5 17 アシルヒドロキサメートを導入した Cyl―2アナローグの合成
とヒストンデアセチラーゼ阻害活性（九工大工）○吉川大介・渡辺路
維・加藤珠樹・西野憲和・小松靖彦・吉田 稔

1 E 5 18 ヒストンデアセチラーゼ阻害活性を示すクラミドシンヒドロ
キサム酸アナローグ（九工大工）○新田龍三・加藤珠樹・小松靖彦・吉
田 稔・西野憲和

3月 29日午前

座長 平賀 良知（09 : 30～10 : 10）
2 E 5 04 藍藻 Hapalosiphonsp.の生産する新規抗藍藻活性環状ペプチド
の単離・構造解析（東大院理・阪大院理・TISTR）○大槻幸治・山垣
亮・村田道雄・Aparat Mahakhant・橘 和夫

2 E 5 05 藍藻の生産する抗藍藻活性物質の単離と活性評価（東大院理）
○志田 健・大槻幸治・橘 和夫

2 E 5 06 FD―179の立体構造と合成研究（名大院理・名大物質国際研）
小川貴史○市野孝雄・木越英夫

2 E 5 07 イカ表皮の色素（名大院理・名大物質国際研）入船泰士○木越
英夫・上村大輔

座長 木越 英夫（10 : 10～10 : 50）
2 E 5 08 スチロスタチン 1の環化反応におけるアミノ酸配列依存（九
工大工）○李 曉暉・塚本牧子・加藤珠樹・西野憲和

2 E 5 09 沖縄産海綿 Theonellasp.より単離した新規環状デプシペプチ
ドの構造（北大院薬）○新保和高・久保田高明・津田正史・小林淳一

2 E 5 10 プロリンおよびそのアナログが結合したアミド結合のカルボ
キシペプチダーゼ Yによる加水分解機構（広島大院理）○彼末好史・
平賀良知・大方勝男

2 E 5 11 5位に修飾アミノ酸を含有する µ ―コノトキシン GIIIAアナロ
ーグの合成と活性（名大院生命農学・三菱化学生命研）○中村光裕・石
田行知・佐藤一紀・中村英士

（アルカノイド）

座長 早川 隆一郎（10 : 50～11 : 30）
2 E 5 12 海綿由来アルカロイドマンザミン Aの合成研究（千葉大薬）○
内田秀春・木村嘉之・山辺真理子・渡辺剛史・兵藤恭子・関根祐介・
有澤光弘・西田篤司・中川昌子

2 E 5 13 中枢神経作用物質フィゾスチグミンの新規簡易合成法（千葉
大薬）○川原倫明・西田篤司・中川昌子

2 E 5 14 海洋産脂質過酸化抑制性物質マルテフラジン Aの合成と構造
活性相関（千葉大薬）○不破三保子・西田篤司・中川昌子

2 E 5 15 アブラナ科植物ファイトアレキシン，スピロブラシニンのア
キラル条件下における光学富化現象（東北大反応研・豊橋技科大・北
大院地球環境）○門出健次・原田宣之・大沢秀一・後藤仁志・高杉光
雄

座長 西田 篤司（11 : 30～12 : 00）
2 E 5 16 スルフィンイミンのアリル化を利用したインドリジジン 223

ABの合成（三重大工）清水 真○渡辺千枝・早川隆一郎
2 E 5 17 オレフィンメタセシスによるアザシュガー類合成中間体の効
率よい新規合成法（関西学院大理）箱木敏和・長澤秀則・弘末美楠子○
勝村成雄

2 E 5 18 アザ電子環状反応を用いた新規ピリジン合成法によるレチ
ナ―ル異常代謝産物，A 2―Eの合成（関西学院大理）○田中克典・勝村
成雄

3月 29日午後

座長 松島 芳隆（13 : 00～14 : 00）
2 E 5 25 軸不斉ナフチルイソキノリンアルカロイドの立体選択的合成
（阪府大総合科）○渡辺 隆・釈迦堂誠・植村元一

2 E 5 26 （－）―Swainsonineの不斉全合成（九大院理）Punniyamurthy T○
入江 亮・香月 勗

2 E 5 27 生物活性海洋アルカロイド Pinnaic Acidの合成研究（2）（静岡
大理・名大院理）○美谷脇亨誠・浅野成宏・有本博一・上村大輔

2 E 5 28 ゾアンタミン類 C環部の不斉合成法（東北大院理・CREST）
Moharram M. Sameh・平井 剛○大栗博毅・平間正博

2 E 5 29 分子内溝呂木―Heck反応によるゾアンタミン類の収束的合成
研究（東北大院理・CREST）○平井 剛・大栗博毅・平間正博

2 E 5 30 ピナトキシン Aの全合成研究（東北大院理・CREST）○坂本
聡・新田亜衣子・野田 毅・平間正博

座長 大栗 博毅（14 : 00～14 : 50）
2 E 5 31 ギムノジミンの全合成研究（北大院理）○辻本 恭・宮川
潤・石原 淳・村井章夫

2 E 5 32 ピンナトキシン類の BCDEF環の一段階構築の検討（北大院
理）○東城慎吾・神川晃雄・杉本哲哉・石原 淳・村井章夫

2 E 5 33 新規アゼチノン化合物 Kasarinの構造および合成研究（名大院
理・静岡大理・相模中研・名大物質国際研）○青山祥子・末永聖武・
王 曦・山田 薫・山口宏二・辻 智子・山田昭浩・上村大輔

2 E 5 34 ユズリミン Aの合成研究（名大院理・名大物質国際研）○越智
研也・木越英夫・上村大輔

2 E 5 35 dl ―Glycoric acidの合成研究（神奈川大工）赤井昭二○筒井栄
光・井上和憲・大澤忠嗣・佐藤憲一

3月 30日午前

（その他）
座長 福沢 世傑（09 : 00～10 : 00）

3 E 5 01 沖縄産二枚貝マベガイの毒性物質（名大院理）○梅村尚資・高
田 晃・末永聖武・上村大輔

3 E 5 02 ウズラガイの毒性物質（名大院理）○末永聖武・上村大輔
3 E 5 03 イワカワハゴロモガイの新規毒性物質の単離と構造（名大院
理）○岩月正人・高田 晃・末永聖武・上村大輔

3 E 5 04 赤化アコヤガイ蓄積物質の構造解析（愛媛大機器分析セ・愛
媛県水試・愛媛大理）○月原拓也・倉本 誠・内村祐之・小野 昇

3 E 5 05 愛媛県産海綿由来の細胞毒性物質（愛媛大機器分析セ・愛媛
大理）○藤田 徹・倉本 誠・小野 昇

3 E 5 06 淡水産単細胞緑藻イカダモに形態変化をもたらす捕食者ミジ
ンコのカイロモン性物質（徳島大医薬資源セ・国立環境研）○安元美
奈・大井 高・楠見武徳・笠井文絵

座長 末永 聖武（10 : 00～11 : 00）
3 E 5 07 マボヤの変態を誘起するアルカロイド lumichromeの受容体探
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索（理研 GSC・立教大理）○國島崇嗣・福沢世傑・松村清隆・黒田智
明・廣田 洋

3 E 5 08 海綿 Theonella swinhoei 由来の細胞毒性物質 onnamide Aの作
用機序に関する研究（理研 GSC）○伴 麗子・福沢世傑・濱田季之・
廣田 洋

3 E 5 09 分子間相互作用に基づくスクリーニングシステムの開発ー低
分子リガンドの調製ー（理研 GSC）○福沢世傑・淺沼三和子・横山茂
之・廣田 洋

3 E 5 10 安定なセレンテラジンならびに発光遷移状態モデル化合物の
構築：遷移状態モデルの絶対配置（名大院生命農学）中村英士・〇呉
純・井上 敏

3 E 5 11 安定なセレンテラジンならびに発光遷移状態モデル化合物の
発光阻害作用（名大院生命農学）中村英士○加藤真由美・呉 純・井上
敏

3 E 5 12 細胞融合の手法を用いた融合菌体の作成とその新規代謝産物
（1）（慶大理工）○中田 隆・須藤 祥・小瀬村誠治・山村庄亮

座長 中村 英士（11 : 00～12 : 00）
3 E 5 13 細胞融合の手法を用いた融合菌体の作成とその新規代謝産物
（2）（慶大理工）○中田 隆・小瀬村誠治・山村庄亮

3 E 5 14 沖縄産海綿由来の微量生物活性物質（静岡大理・名大院理）○
高尾亮治・佐藤浩子・有本博一・上村大輔

3 E 5 15 オニヒトデの摂餌刺激物質（名大院理・琉球大医・相模中研）
○照屋俊明・末永聖武・小山智之・山田 薫・矢澤一良・上村大輔

3 E 5 16 進歩賞受賞講演 植物の感覚と運動に関与する天然有機化合
物の生物有機化学的研究（慶應大理工）上田 実

3月 30日午後

（糖）
座長 千田 憲孝（13 : 00～14 : 00）

3 E 5 25 アピゲニン 7,4’―ジ―O ―β ―グルコピラノシドの合成とサルビ
アパテンス由来の青色色素におけるキラルな分子認識機構（名大化測
セ・椙山大生活）○尾山公一・吉田久美・近藤忠雄

3 E 5 26 ESI―TOF／MSと TLC Blottingによる微量糖脂質の迅速な検出
と単離：ヘリコバクターピロリ菌リピド Aの構造多様性の解析（阪大
院理・兵庫医大）○長谷川祐史・隅田泰生・橋本雅仁・金 傭民・長
田久美子・楠本正一

3 E 5 27 HSQC―TOCSY―NOESY―TOCSY法を用いた糖タンパク質上の
［3―13C］―シアル酸の完全解析（横浜市大総合理・横浜市大理・日本ブ
ルカー）宮崎達雄・佐藤 一・榊原 徹○梶原康宏

3 E 5 28 蛋白質上の［3―13C］シアル酸―α（2,3）―［U―13C］―ガラクトース―
β ―部分の立体配座解析（横浜市大総合理・横浜市大理・日本ブルカ
ー）○宮崎達雄・佐藤 一・榊原 徹・梶原康宏

3 E 5 29 Neu 5 Acα→6 Galβ→4 Glc（6’―SL）および Neu 5 Acα→6 Galβ
→4 GlcNAc（6’―SLN）とそれらの 3 Gal異性体（3’―SLおよび 3’―SLN）
の（－）FAB CID―MS／MS開環フラグメンテーションによる識別（理研
フロンティア・サーモクエスト・生化学工業・三菱化学生命研）○大
橋陽子・窪田雅之・桜井勝清・永井克孝

3 E 5 30 分子クランプ法によるシクロデキストリンの合成（阪大院理）
○若尾雅広・深瀬浩一・楠本正一

座長 杉村 秀幸（14 : 00～14 : 50）
3 E 5 31 糖質誘導体をキラル補助剤として用いた不斉ディールス・ア
ルダー反応の開発（慶大理工）○永塚貴之・戸谷希一郎・高尾賢一・只
野金一

3 E 5 32 D―グルコース誘導体をキラル補助剤として用いた立体選択的
共役ラジカル付加反応の開発（慶大理工）○宗像亮介・永塚貴之・戸谷
希一郎・高尾賢一・只野金一

3 E 5 33 D―ガラクトース誘導体をキラル補助剤として用いた立体選択
的 1,4―共役付加反応の開発（慶大理工）○山口修平・永塚貴之・戸谷希
一郎・高尾賢一・只野金一

3 E 5 34 α ,α ―トレハロースの非対称置換とそれを利用した新規なオ
リゴ糖の合成（北里大看護）森島直彦○勝又忠与次・森 陽子

3 E 5 35 CGTaseによるカプサイシン類の配糖体の合成（岡山理大理）
○西田兼久・浜田博喜

座長 山子 茂（15 : 00～16 : 00）
3 E 5 37 糖質由来のスピロ環状化合物を基質に用いた立体選択的な炭
素―炭素結合形成反応（慶大理工）○高尾賢一・三枝 浩・渡辺剛史・
只野金一

3 E 5 38 Guanofosfocinの合成研究（3）8―オキソイノシン誘導体のマン
ノシル化反応（横浜国大教育）○夏井夕美子・杉村秀幸

3 E 5 39 スピカマイシンおよびセプタシジンに見られる新規 N―グリ
コシド結合の構築に関する研究（慶大理工）○田中さやか・鈴木 保・
小足嘉昭・千田憲孝

3 E 5 40 スピカマイシンアミノヌクレオシドの全合成（慶大理工）○鈴
木 保・田中さやか・小足嘉昭・山田 巌・千田憲孝

3 E 5 41 糖加水分解酵素によるチオグリコシドのラクトサミニル化反
応（東北大工）○三澤義知・長谷川美希・正田晋一郎

3 E 5 42 バイオマスのリサイクルを基盤とする物質生産：新規キシロ
グルカンの酵素合成（東北大工・生命工学工技研）○正田晋一郎・千木
良裕子・三石 安

座長 高尾 賢一（16 : 00～17 : 00）
3 E 5 43 ペプチドグリカン四糖フラグメントの化学合成。（阪大院理）
○稲村誠一・深瀬浩一・楠本正一

3 E 5 44 セレノグリコシドから β ―1―ブロモグリコシドへの変換反応
を利用したオリゴ糖の合成（京大院工）山子 茂○美濃洋祐・吉田潤一

3 E 5 45 グリコシド―1,2―オキザソリン誘導体を経るグリコシル化反応
（京大院工）山子 茂○伊藤弘規・吉田潤一

3 E 5 46 触媒量のトリチル塩を用いるフッ化糖の化学選択的グリコシ
ル化反応（東理大理）竹内和也○前嶋 尚・向山光昭

3 E 5 47 触媒量のトリチル塩を用いるワンポット三糖合成（1）：2位の
みアシル保護された 1―O―炭酸エステル糖を供与体に用いるグリコシ
ル化反応（東理大理）向山光昭・田村隆行○生貝和弘・竹内和也

3 E 5 48 触媒量のトリチル塩を用いるワンポット三糖合成（2）：トリ
チル塩と NISまたは NBSを組み合わせ用いるチオグリコシドのグリ
コシル化およびこれを活用するワンポットグリコシル化反応（東理大
理）向山光昭○田村隆行・竹内和也

3月 31日午前

座長 山田 英俊（09 : 00～10 : 00）
4 E 5 01 （＋）―epi―クエルシトールを出発原料とする数種の C―（アミノ
メチル）ならびに C―（ヒドロキシメチル）―1,2,3,4,5―シクロヘキサンペ
ントールの合成（慶大理工・北興化学開発研）○青山 弘・手塚洋二・
高橋 篤・佐藤 聖・小川誠一郎

4 E 5 02 カルバ糖を用いた α ―フコースミミックの合成と酵素阻害活
性の検定（慶大理工・東工大生命理工）丸山理子・瀬倉利江子・小田桐
高志・湯浅英哉・橋本弘信・小川誠一郎

4 E 5 03 オリゴ糖鎖の酵素合成に供する 5 a’―カルバ二糖基質アナログ
の合成（慶大理工・東北大工）久松誠一・大村匡弘・仙波頼之・正田晋
一郎・小川誠一郎

4 E 5 04 ポリ弗化水素ピリジニウムを用いるアセタールの脱保護（愛
媛大工）○渡辺裕

4 E 5 05 TIPDS―イノシトール誘導体と DCCの反応（愛媛大工）渡辺裕
4 E 5 06 ホスファチジルイノシトール 5―リン酸の機能追跡用道具の合
成（愛媛大工）渡辺 裕○石川秀樹

座長 江口 正（10 : 00～11 : 00）
4 E 5 07 myo―イノシトールビスフェルラ酸エステルの合成（4）（和歌山
工技セ）○細田朝夫・野村英作・谷口久次

4 E 5 08 イノシトール誘導体の立体配座変化（関西学院大理）○岡嶋孝
太郎・山田英俊

4 E 5 09 イミデートの活性化に固相担持触媒を用いたグリコシド化反
応（阪大院理）○田中立志・福田直弘・及川雅人・楠本正一

4 E 5 10 銅（II）トリフラートを用いた脱離基の異なる多様な糖供与体
の活性化（関西学院大理）○林 知美・山田英俊

4 E 5 11 立体配座が変化したマンノース誘導体のグリコシル化反応
（関西学院大理）○池田友成・山田英俊

4 E 5 12 ［Ir（cod）（MePh 2 P）2］PF 6／mCPBAを用いた脱アリル化反応
（関西学院大理）○池田泰典・山田英俊

座長 渡辺 裕（11 : 00～12 : 00）
4 E 5 13 還元アミノ化反応を用いた硫酸化オリゴ糖の効率的集合化
（阪大院理・ニュ－ヨ－ク州立大シラキュ－ス校）○越田周平・隅田泰
生・SOBEL Michael・楠本正一

4 E 5 14 ヘパリンの血小板結合性二糖の集合化とそれらの結合活性
（阪大院理・ニュ－ヨ－ク州立大シラキュ－ス校）○越田周平・隅田泰
生・SOBEL Michael・楠本正一

4 E 5 15 還元アミノ化反応により疎水性基を導入したヘパリン部分構
造の合成と表面プラズモン共鳴への応用（阪大院理・ニュ－ヨ－ク州
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立大シラキュ－ス校）○荒野明男・森近俊行・越田周平・SOBEL Mi-
chael・隅田泰生・楠本正一

4 E 5 16 依頼講演 糖タンパク質構造モチーフの化学合成（理研）伊藤
幸成

3月 31日午後

座長 戸嶋 一敦（13 : 00～14 : 00）
4 E 5 25 位置特異的 13 C標識化リピド A類縁体の合成と NMRによ
る配座解析（阪大院理）○福田直弘・及川雅人・楠本正一

4 E 5 26 Re型リポ多糖の全合成（阪大院理）○吉崎弘明・福田直弘・佐
藤健二郎・及川雅人・深瀬浩一・楠本正一

4 E 5 27 蛍光標識化リピド A類縁体の合成研究（阪大院理）○佐藤健二
郎・及川雅人・深瀬浩一・楠本正一

4 E 5 28 モノトシル―β ―シクロデキストリンの Nace反応による 6―ア
ミノ誘導体の合成（北大地球環境）○村上和彦・ジラサックギムファ
ン・西木雅彦・西 則雄・坂入信夫

4 E 5 29 11―epi Calonyctin Aの合成研究―マクロラクトン化によるジア
ステレオマーの分割―（北大院・地球環境）○古川潤一・松井英彰・粟
野拓郎・野水基義・西 則雄・坂入信夫

4 E 5 30 新規チオグリコシドを用いたカロニクチン Aの合成研究その
2（北大院・地球環境）○粟野拓郎・古川潤一・松井英彰・野水基義・
西 則雄・坂入信夫

座長 佐藤 憲一（14 : 00～14 : 50）
4 E 5 31 3―ニトロ―2―ピリジルグリコシドを糖供与体に用いたグリコ
シル化（阪大院理）○稲葉周子・安河内崇・深瀬浩一・楠本正一

4 E 5 32 共通中間体を用いたへパリン部分構造の効率的合成（阪大院
理・ニューヨーク州立シラキュース校）○安井規雄・越田周平・
SOBEL Michael・隅田泰生・楠本正一

4 E 5 33 ワンポットグリコシル化反応を用いたルイス Xの合成研究
（東工大院理工）高橋孝志○的場宣篤・雨夜徹・塚本裕一・田中浩士・
山田晴夫

4 E 5 34 ヘテロポリ酸を活性化剤に用いたスルホキシド糖の立体選択
的グリコシル化反応（慶大理工）○永井秀幸・松村秀一・戸嶋一敦

4 E 5 35 遊離の水酸基・アミノ基をアセチル基で保護したシチジンの
ホスホロアミダイト誘導体の合成（慶大理工・横浜市大理）○石原高
志・窪木厚人・太田博道・梶原康宏・宮崎達雄・須貝 威

座長 須貝 威（15 : 00～16 : 00）
4 E 5 37 Actinoflavosideの合成研究（いわき明星大理工）○渡邊早苗・
鈴木克彦・佐藤宗一郎・山浦政則

4 E 5 38 フェニルカルバモイル基の隣接基関与を利用するグリコシル
化反応の立体コントロール（神奈川大工）赤井昭二○村上英茂・岡元和
仁・川村利行・佐藤憲一

4 E 5 39 N型協調転移反応によるアザ糖を非還元末端に有する二糖の
合成（東京理大基礎工）○友井周一・堀戸重臣

4 E 5 40 隣接アシル基による分子内反転反応を経由するガラクトシル
ガラクトサミン誘導体の合成（東京理大基礎工）○武田陽一・堀戸重臣

4 E 5 41 チオエチル基の隣接基関与を利用した α 選択的シアリル化
反応（東京理大基礎工）○根本高志・堀戸重臣

4 E 5 42 D―グルコース誘導体を出発物質とする 5―アミノレブリン酸
の短段階合成（野口研・明大理工）田嶋聖彦○後藤浩太朗・藤本真幹・
室田明彦

座長 只野 金一（16 : 00～16 : 40）
4 E 5 43 aldehydo―ペントース誘導体における脱離反応の制御とシクロ
ペンテノン類への変換（野口研・東理大理・京大院）田嶋聖彦○藤巻祐
介・伊福伸介

4 E 5 44 フラヌロノ―6,3―ラクトントリアセテート類のアミン共存下で
の脱離反応におけるアミン類の 3 D―構造活性相関（野口研・明大理
工）田嶋聖彦○松尾 隆・樋口祥子・古谷英二．

4 E 5 45 ギランバレー症候群関連糖鎖の合成（東京理大基礎工）○石田
卓也・田中博子・堀戸重臣

4 E 5 46 N―トリクロロアセチルノイラミン酸の酵素合成とシアリル供
与性（東京理大基礎工）○高橋雄一・緒方謙一・堀戸重臣

天然物化学

（脂肪酸関連化合物，ポリフェノール）

3月 28日午前

座長 木越 英夫（09 : 00～10 : 00）
1 E 6 01 （－）―マクロラクチン Aの合成研究（岡山大環境理工）林宣之
○山路大介・中村 誠・森下卓也・坪井貞夫

1 E 6 02 Macrosphelide Bの立体選択的合成（東工大院・生命理工）○小
林雄一・Kumar Biju G.・倉知朋昭

1 E 6 03 Macrosphelide BからMacrosphelide Aへの立体選択的変換（東
工大院・生命理工）○小林雄一・奥井博貴・Kumar Biju G.

1 E 6 04 Grahamimycin Aの合成研究（東工大院・生命理工）○松海法
隆・小林雄一

1 E 6 05 海洋天然物ブリオスタチン 3の全合成（1）（慶大理工）小川泰
之○石川裕一・小櫃徹夫・大森 建・西山 繁・山村庄亮

1 E 6 06 海洋天然物ブリオスタチン 3の全合成（2）（慶大理工）○小川
泰之・石川裕一・小櫃徹夫・大森 建・西山 繁・山村庄亮

座長 小林 雄一（10 : 00～11 : 00）
1 E 6 07 2環性トリオール，Attenol Aの合成研究（名大院理）○荒木啓
介・末永聖武・青山祥子・上村大輔

1 E 6 08 海洋天然物 Eunicellinの合成研究（岡山大工）石川彰彦○森元
崇史・三宅直樹・斎藤清機

1 E 6 09 Haterumalide NAの合成研究（1）（名大院理・名大物質国際研）
○北 将樹・木越英夫・上村大輔

1 E 6 10 Haterumalide NAの合成研究（2）（名大院理・名大物質国際研）
○北 将樹・木越英夫・上村大輔

1 E 6 11 海洋産天然物サイトフィシン Cの全合成研究（北大）○葛西智
晃・宮下正昭

1 E 6 12 海産天然物ミサキノライド Aの不斉全合成研究（北大院理）○
早川裕之・宮下正昭

座長 林 宣之（11 : 00～12 : 00）
1 E 6 13 貝毒ペクテノトキシン類の C（7）―（18）THF環部の合成研究
（北大院理）○粟倉大輔・藤原憲秀・村井章夫

1 E 6 14 アンフィジノリド Bの合成研究（慶大理工）○島 恭子・大井
克秀・西山 繁

1 E 6 15 古細菌の 72員環テトラエーテル型膜脂質及びその非環状類
縁体：合成とその性質（東工大院理工）○根岸千花・荒川賢治・江口
正・柿沼勝己

1 E 6 16 完全重水素化メバロン酸を用いた古細菌大環状細胞膜脂質の
生合成研究（東工大院理工）○田京隼人・森田幹雄・江口 正・柿沼勝
己

1 E 6 17 アポトーシス誘導化能を有するMT―21のビオチン誘導体合
成（東理大工）林雄二郎○
合一浩

1 E 6 18 マツノクロホシハバチの性フェロモン候補化合物の合成と野
外誘引活性（姫路工大理）○庄野恵美・藤田守文・杉村高志・柿崎昌
志・東浦康友・田井 晰

3月 29日午前

座長 大石 徹（09 : 00～10 : 00）
2 E 6 01 2―ヒドロキシ環状エーテルの臭素化に伴う環縮小（北大院理）
○小林正典・粟倉大輔・藤原憲秀・村井章夫

2 E 6 02 ヨウ化サマリウムを用いた環状エーテルの合成（1）鎖状化合
物からの環状エーテルの立体選択的合成（理研）松尾 剛○角浜ひと
み・中田 忠

2 E 6 03 ヨウ化サマリウムを用いた環状エーテルの合成（2）核間メチ
ル基を有するテトラヒドロピラン，オキセパンの立体選択的合成（理
研）○松尾 剛・堀 伸行・中田 忠

2 E 6 04 トリエポキシアルコールの連続閉環による縮環型 3環性エー
テル化合物の合成（北大院理）○常盤野哲生・藤原憲秀・村井章夫

2 E 6 05 トランス縮環型ポリエーテルの収束的簡便構築法（北大院理）
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○森下大司・坂季美子・相馬慎一郎・藤原憲秀・村井章夫
2 E 6 06 シガトキシンの A,B環部の合成研究（北大院理）○田中秀輝・
藤原憲秀・村井章夫

座長 藤原 憲秀（10 : 00～11 : 00）
2 E 6 07 トランス縮環四環性ポリエーテルの短段階収束的合成（理研）
松尾 剛○比能 洋・越野広雪・末永俊朗・中田 忠

2 E 6 08 海産ポリエーテル化合物ガンビエロールの合成研究（東大院
理）○不破春彦・佐々木誠・橘 和夫

2 E 6 09 ビニルリチウム―トリフレートカップリング反応による新規
エーテル環連結法の開発（東北大院理・東北大反応研）○門脇千恵・
PHILIP W. H. Chan・朴 哲弘・門田 功・山本嘉則

2 E 6 10 ガンビエル酸の合成研究（東北大院理）○大野昭男・小黒奈
央・高村浩由・門田 功・山本嘉則

2 E 6 11 オレフィンメタセシス反応を利用したシガトキシン 3 Cの
ABCDE環部の合成研究（東北大院理）大石 徹○丸山潤美・前田賢
二・平間正博

2 E 6 12 シガトキシン GHI環部の合成研究（東北大院理）大石 徹○今
井浩人・小坂 仁・平間正博

座長 松尾 剛（11 : 00～12 : 00）
2 E 6 13 シガトキシン HIJKLM環部の合成研究（東北大院理）大石 徹
○上原久俊・南雲陽子・藤村 洋・平間正博

2 E 6 14 シガトキシン CTX 3 Cの ABCD環部の合成（東大院理）佐々
木誠○石川 誠・不破春彦・橘 和夫

2 E 6 15 シガトキシン HIJK環部モデルの立体選択的合成（東大院理）
○野口勝彦・佐々木誠・橘 和夫

2 E 6 16 抗シガトキシン抗体調製用ハプテンの効率合成と抗体との相
互作用解析（東北大院理・CREST）○南雲陽子・大栗博毅・平間正
博・富岡佳久・水柿道直

2 E 6 17 シガトキシン類 ABC環部の短段階合成（東北大院理・
CREST）○佐々木信也・新藤由美・南雲陽子・大栗博毅・大石 徹・
平間正博

2 E 6 18 抗シガトキシン抗体調製用ハプテンの合成研究；不斉補助基
を用いた ABCD環部の立体選択的合成（東北大院理・CREST）○田中
慎一郎・小笠原徳丈・大栗博毅・大石 徹・平間正博

3月 29日午後

座長 村田 道雄（13 : 00～14 : 00）
2 E 6 25 依頼講演 海産ポリエーテル系天然物の合成研究（東大院理）
佐々木誠

2 E 6 28 ヘミブレベトキシン Bの AB環部の合成研究（新潟大院自然
科学・新潟大工）鈴木敏夫○檜山 義・萩原久大・星 隆・安東政義

2 E 6 29 渦鞭毛藻 Amphidinium sp.より単離した新規 20員環マクロリ
ド Amphidinolide Uの構造（北大院薬）○津田正史・遠藤哲哉・小林淳
一

2 E 6 30 渦鞭毛藻 Amphidinium sp.より単離した新規 14員環マクロリ
ド Amphidinolide Vの構造（北大院薬）○久保田高明・津田正史・小林
淳一

座長 大谷 郁子（14 : 00～14 : 50）
2 E 6 31 光親和性標識による超活性海産ポリエーテル毒マイトトキシ
ンの作用標的分子の探索（東大院理・阪大院理）○此木敬一・本田香
織・橘 和夫・村田道雄

2 E 6 32 ポリエーテル化合物オカダ酸及びサリノマイシンの酸素標識
パターンによる生合成経路の解析（東大院理・阪大院理・サントリー
生有研）○泉川美穂・村田道雄・橘 和夫・藤田剛司・直木秀夫

2 E 6 33 ポリエン抗生物質と膜脂質分子の相互作用―アンホテリシン
B―リン脂質連結分子の分光学的研究―（阪大院理）○松岡 茂・松森信
明・村田道雄

2 E 6 34 沖縄産カイメン由来の新規ペルオキシ酸の単離と構造（1）（名
大院理・琉大理・相模中研）○渡辺昌美・高田 晃・末永聖武・山田
薫・上江田捷博・上村大輔

2 E 6 35 沖縄産カイメン由来の新規ペルオキシ酸の単離と構造（2）（名
大院理・琉大理・相模中研）○高田 晃・渡辺昌美・末永聖武・山田
薫・上江田捷博・上村大輔

座長 末永 聖武（14 : 50～15 : 20）
2 E 6 36 海洋真菌由来の新規 5環性化合物 Seragakinone Aの構造（北
大院薬・千葉大真菌医学研）○小松一聖・繁森英幸・三上 襄・小林
淳一

2 E 6 37 Thonningianins A―B：アフリカ産薬用植物 Thonningia san-
guinea から得られた新抗酸化性タンニン（琉球大理・琉球大医・沖縄
県工技セ）○大谷郁子・後藤尚美・田中淳一・比嘉辰雄・Gyamfi
Maxwell A.・安仁屋洋子・市場俊雄

2 E 6 38 茶カテキン―銅イオン共存下における糖の酸化（滋賀医大化・
滋賀県大人文・滋賀医大薬剤）○木村隆英・早川史子・星野伸夫・藤
田光恵・宗宮 創・安藤喬志

3月 30日午前

座長 大森 建（09 : 00～10 : 00）
3 E 6 01 FR 901464の合成研究（静岡大理）○野村和清・有本博一
3 E 6 02 コロカシン Cの合成研究（早大理工）○荻山 隆・清水功雄
3 E 6 03 効率的エポラクタエンの全合成（東理大工）林雄二郎○金山
潤

3 E 6 04 ジャガイモ植物毒素 Solanapyrone Eの合成（新潟大院自然科
学）萩原久大○小林克浩・宮 滋希・星 隆・鈴木敏夫・安東政義

3 E 6 05 宿主特異的毒素 PM―toxinBの全合成（北大院理）○保坂 充・
早川裕之・宮下正昭

3 E 6 06 抗腫瘍活性アセトゲニン，ジメネジンの全合成（理研）○高橋
俊哉・前田克也・廣田信介・中田 忠

座長 有本 博一（10 : 00～11 : 00）
3 E 6 07 5 S ―（tert―ブチルジメチルシロキシ）―2―シクロヘキセノンを出
発原料に用いた 1 α ,25―ジヒドロキシビタミン D3A環の不斉合成（そ
の 1）（東工大生命理工）○小岩雅和・アロージョルジュ・佐藤史衛

3 E 6 08 5 S ―（tert―ブチルジメチルシロキシ）―2―シクロヘキセノンを出
発原料に用いた 1 α ,25―ジヒドロキシビタミン D3A環の不斉合成（そ
の 2）（東工大生命理工）○小岩雅和・アロージョルジュ・佐藤史衛

3 E 6 09 ブレファリスミン関連生理活性物質の合成研究（高知大理）小
槻日吉三○小島智行・大石 健・松岡達臣

3 E 6 10 アスチルビンの合成研究（東工大院理工）○大類博揮・大森
建・鈴木啓介

3 E 6 11 ポリエンマクロリド・フィリピン IIIの 1,3―ポリオール部分
の連続した不斉アルドール反応を用いたエナンチオ選択的合成（高知
大理）○藪上智美・HENA Mostofa Abu・後藤文孝・清岡俊一

3 E 6 12 ケダルシジンクロモフォアの全合成研究（東北大院理・
CREST）○吉村文彦・臼杵豊展・平間正博

座長 戸嶋 一敦（11 : 00～12 : 00）
3 E 6 13 ケダルシジンの 2―デオキシ糖のグリコシル化研究（東北大院
理・CREST）○LEAR Martin・吉村文彦・平間正博

3 E 6 14 13Cラベルしたケダルシジンクロモフォアモデル化合物の合
成（東北大院理）○三田 隆・平間正博

3 E 6 15 非共役系芳香族テトライン化合物の渡環芳香環化反応と
DNA切断活性（阪大産研）○川面弘樹・菅根隆史・植田育男

3 E 6 16 N 1999―A 2の全合成研究（東北大院理）○芦澤淑子・小林正
治・平間正博

3 E 6 17 ネオカルジノスタチンクロモフォアの全合成研究（東北大院
理・CREST）○王 光星・井口 聡・平間正博

3 E 6 18 ネオカルジノスタチン・クロモフォア 10員環アナログの合
成研究（東北大院理・CREST）○井口 聡・五味渕琢也・平間正博

3月 30日午後

座長 佐々木 誠（13 : 00～13 : 50）
3 E 6 25 C―1027クロモフォアのアンサマクロリド部の合成研究（東北
大院理・CREST）○菊地 司・佐藤 格・佐々木健雄・平間正博

3 E 6 26 抗生物質 C―1027クロモフォアの合成研究（東北大院理）○
佐々木健雄・菊地 司・平間正博

3 E 6 27 糖―インターカレーター複合型人工 DNA相互作用分子（6）：
ネオカルチノスタチン・クロモフォアの糖―インターカレーターハイ
ブリッド分子による DNA光切断（慶大理工）○高井茂樹・前田 豊・
松村秀一・戸嶋一敦

3 E 6 28 マデュロペプチンクロモフォアの合成研究（1）（東北大院理・
CREST）○加藤信樹・武田史世・平間正博

3 E 6 29 マデュロペプチンクロモフォアの合成研究（2）（東北大院理）
○武田史世・加藤信樹・野田 毅・平間正博

（その他）
座長 濱田 季之（13 : 50～14 : 50）

お 知 ら せ
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3 E 6 30 マメ科植物クサネムの覚醒物質（慶大理工）○平岡誉仁・上田
実・山村庄亮

3 E 6 31 人工覚醒物質を基盤にした分子プローブの合成と活性（慶大
理工）○澤井善行・上田 実・山村庄亮

3 E 6 32 就眠運動の生物学的意義―植物はなぜ眠るのか―（慶大理工）○
澤井善行・上田 実・山村庄亮

3 E 6 33 漢方薬キョウロウの生物活性物質（名大院理）○下川浩輝・末
永聖武・上村大輔

3 E 6 34 ベッコウバチの産卵行動に関与する神経毒（静岡大理・相模
中研・名大院理）○有本博一・佐藤浩子・山田 薫・上村大輔

3 E 6 35 メラトニン代謝酵素の阻害活性を指標とする内因性睡眠物質
の探索（名大院理）○小久保晋・末永聖武・上村大輔

座長 有本 博一（15 : 00～15 : 50）
3 E 6 37 NMRによるキラルスルホキシドの絶対配置決定と光学純度
の決定（徳島大薬医薬資源セ）○籔内哲也・楠見武徳

3 E 6 38 2―メトキシ―2―（1―ナフチル）プロピオン酸のエステル誘導体
の磁気異方性効果と絶対配置決定への応用（東北大・反応研；農水
省・蚕糸昆虫研）○葛西祐介・杉尾明紀・桑原俊介・渡辺政隆・原田
宣之・市川明生

3 E 6 39 光学活性レチナール誘導体の合成と絶対立体化学の研究（東
北大・反応研）○桑原俊介・渡辺政隆・原田宣之

3 E 6 40 NMR（TRNOE）法によるムスカリン性アセチルコリン受容体
に結合したメタコリンの構造解析研究（理研 GSC・科技団 CREST・
東大院医・東大院理）○濱田季之・廣田 洋・古川浩康・武藤 裕・
横山茂之・芳賀達也

3 E 6 41 ロクショウグサレキン属の色素，Xylindein類の構造研究（2）
（慶大理工）犀川陽子・徳光直子・山田美奈・橋本貴美子・中田雅也

座長 上田 実（15 : 50～16 : 50）
3 E 6 42 沖縄産ヤコウガイの有毒成分（名大院理・名大物質国際研）○
兼松憲吾・横田恭子・木越英夫・上村大輔

3 E 6 43 トガリネズミ由来の麻酔性物質（名大院理・北大低温研・相
模中研）津布久亮○末永聖武・大舘智志・山田 薫・上村大輔

3 E 6 44 新規プロテインホスファターゼ探索子の合成（名大院理・名
大物質国際研・名大院医・岡崎生理学研）横田恭子○木越英夫・上村
大輔・高井 章・岡田泰伸・周 士勝

3 E 6 45 （－）―Dactylyne及び（－）―Isodactylyneの合成研究（新潟大院自
然科学・新潟大工）鈴木敏夫○長谷川洋子・木澤 容・阿部典子・萩
原久大・星 隆・安東政義

3 E 6 46 Z ―Isolaureatinの合成研究（新潟大院自然科学・新潟大工）鈴木
敏夫○斉藤敏一・萩原久大・星 隆・安東政義

3 E 6 47 塩基触媒不斉 Diels―Alder反応を用いた（－）―Eutipoxide Bの
不斉全合成（鹿児島大理）○清水秀樹・岡村浩昭・中谷宗弘・岩川哲夫

3月 31日午前

座長 品田 哲朗（09 : 00～10 : 00）
4 E 6 01 バンコマイシン耐性菌克服を目指したマルチバレントポリマ
ーの合成（1）（静岡大理・国立感染症研・名大院理）○有本博一・西村
和也・絹見朋也・早川一郎・西島 学・上村大輔

4 E 6 02 バンコマイシン耐性菌克服を目指したマルチバレントポリマ
ーの合成（2）（静岡大理・国立感染症研・名大院理）○西島 学・西村
和也・絹見朋也・早川一郎・有本博一・上村大輔

4 E 6 03 骨格筋興奮収縮連関の分子機構解明のための光親和性標識用
ダントロレン誘導体の合成（岐阜大工・埼玉医大薬理）細谷孝充○青山
洋史・池本隆昭・遠藤 實・鈴木正昭

4 E 6 04 抗菌性物質 Gibbilimbols A―Dの合成（東理大理）○阿部有美・
滝川浩郷・森 謙治

4 E 6 05 Naurol Aの合成研究（東理大理）○野沢 大・滝川浩郷・森
謙治

4 E 6 06 抗菌性物質 corollosporineおよびその関連物の合成研究（東理
大）○大関智也・森 謙治

座長 松島 芳隆（10 : 00～11 : 00）
4 E 6 07 テトロドトキシンの全合成研究．ストレッカー生成物の官能
基修飾（阪市大院理）○吉川 武・品田哲郎・大船泰史

4 E 6 08 テトロドトキシンの全合成研究．（－）―キナ酸由来のエポキ
シスルホンを経由するテトラオール部の合成（阪市大院理）○大谷泰
弘・品田哲郎・大船泰史

4 E 6 09 生物活性天然物合成を目的としたハロゲン化フェノール誘導
体の電解酸化（慶大理工）○森 一樹・高橋政勝・山村庄亮・西山 繁

4 E 6 10 天然ビスナフトキノンの 1つである Diospyrinの合成（東理大
理）○吉田昌生・森 謙治

4 E 6 11 ヤスデの生産するスピロ型アルカロイド（＋）―Polyzonimineの
不斉合成（東京理大理）○高木泰代・森 謙治

4 E 6 12 トゲオオハリアリの女王アリ認知フェロモンの合成（東理大
理）○丸川 薫・滝川浩郷・森 謙治

座長 高尾 賢一（11 : 00～12 : 00）
4 E 6 13 不斉転写型ストレッカー合成を鍵反応とするラクタシスチ
ン，Corey中間体の合成研究（阪市大院理）○岩間聖司・高 衛国・大
船泰史

4 E 6 14 （－）―キナ酸由来のアリルスルフィドを利用したガボシン類
の合成（阪市大院理）○冨士俊幸・大谷泰弘・吉田慈孝・品田哲郎・大
船泰史

4 E 6 15 複数のメチル置換基を有する光学活性な脂肪族性フェロモン
の新規合成法（東理大理）○中村吉秀・木村太一・森 謙治

4 E 6 16 （＋）―Juvenile Hormone Iの新規合成法（東理大理）○大河内智
子・滝川浩郷・森 謙治

4 E 6 17 Vesperus xatarti の雌が生産する性フェロモンである vesperal
の両鏡像体の合成（東京理科大）○土門憲司・森 謙治

4 E 6 18 Sandfly,Lutzomyia longipalpis の性フェロモン，3―Methyl―α ―hi-
machaleneの光学活性体の合成（東理大理）○田代卓哉・佐野 聡・森
謙治

3月 31日午後

座長 江口 正（13 : 00～14 : 00）
4 E 6 25 海洋天然物アルトヒルチン類の合成研究（5）C 15―C 28位部分
の改良合成（慶大理工）寺内 毅・寺内太朗・佐藤一平・塚田智晴・叶
直樹・中田雅也

4 E 6 26 海洋天然物アルトヒルチン類の合成研究（6）C 29―C 44位部分
の合成（慶大理工）君島恭子・中村康宏・寺内 毅・森田真正・田中太
作・叶 直樹・中田雅也

4 E 6 27 ナピラジオマイシン系抗生物質（±）―A 80915 Gの全合成（慶
大理工）竹村俊司・平山 綾・徳永純子・河村文恵・稲垣京子・橋本
貴美子・中田雅也

4 E 6 28 スフィンゴミエリナーゼ基質類縁体の合成とその阻害活性
（関西学院大理）○箱木敏和・門田佳子・岩間聖司・勝村成雄

4 E 6 29 多官能性 γ―ラクタム型天然有機化合物，シューロチン Aの
全合成研究（慶大理工）○青木伸也・中村宜之・白木良太・高尾賢一・
只野金一

4 E 6 30 FD―211の全合成研究（慶大理工）○菅谷健二・鈴木英寿・高
尾賢一・只野金一

座長 滝川 浩郷（14 : 00～14 : 50）
4 E 6 31 20員環マクロラクタム系抗生物質ビセニスタチンの合成研究
（6）ーアグリコン部ラクトン誘導体への変換ー（東工大院理工）○堀内
彩世・松島芳隆・江口 正・柿沼勝己

4 E 6 32 ビセニスタチンMの構造と合成（東工大院理工）○中山琢
也・藤田雅紀・BHANDARI Renuka・松島芳隆・江口 正・柿沼勝
己・新藤一敏

4 E 6 33 抗腫瘍抗生物質ビセニスタチンの生合成研究（その 2）：マク
ロラクタムのスターター（東工大院理工・キリンビール医薬研）○西田
洋・江口 正・柿沼勝己・新藤一敏

4 E 6 34 キノキザリン誘導体による GG―選択的 DNA光切断（慶大理
工）○高野隆介・前田 豊・鈴木正崇・松村秀一・戸嶋一敦

4 E 6 35 糖―インターカレーター複合型人工 DNA相互作用分子（5）：
グリコシルアントラキノンによる DNA光切断（慶大理工）○前田
豊・松村秀一・戸嶋一敦

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 28日午前

座長 柳澤 章（09 : 00～10 : 00）

お 知 ら せ
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1 F 1 01 ジアルキル亜鉛とハロ酢酸エステルからの亜鉛エノラートの
調製と簡便な β ―ヒドロキシエステルの合成（東理大理）○滝沢由子・
佐藤 格・
合憲三

1 F 1 02 ホスフィン／ルイス酸系を用いる Reformatsky型反応の開発
（東大院工）橋本幸彦○菊地 哲

1 F 1 03 高圧環境下における不斉 Henry反応。圧力と不斉収率との相
関についての考察。（京大院人間・環境）松本 澄○美澄幸弘・林 直
人

1 F 1 04 エナミノアルケンをジアルデヒド等価体とするヒドロホルミ
ル化―アルドール型環化（山口東理大）○川波由紀夫・漆畑文雄・竹中
康将・土井隆行・高橋孝志・山本經二

1 F 1 05 二塩化チタンと金属銅を用いる α ―ブロモエチルケトンと脂
肪族アルデヒドのジアステレオ選択的アルドール反応（東理大理）向山
光昭・加賀山陽史○五十嵐康二・椎名 勇

1 F 1 06 有機亜鉛試薬を用いる触媒的な不斉アルドール反応（東理大
理）椎名 勇○小西克彦・永末 央

座長 石谷 暖郎（10 : 00～11 : 00）
1 F 1 07 アルミニウム活性化剤を用いるエノールエステルとアルデヒ
ドのアルドール型反応（東理大理）柴田 淳○島村 整・椎名 勇・向
山光昭

1 F 1 08 新しいカチオン性炭素化合物による触媒的アルドール反応
（東理大理）向山光昭○柳澤 学・飯田大介・八谷 巌

1 F 1 09 超臨界二酸化炭素中で固体塩基触媒を用いたアルドール反応
（宇都宮大工・帝京大理工）○葭田真昭・岡田義規・柳原尚久

1 F 1 10 超臨界二酸化炭素中を用いた触媒的アルコキシカルボニル化
反応（宇都宮大工）○大崎正幸・葭田真昭

1 F 1 11 ジアステレオ選択的ラジカル還元をともなったエナンチオ選
択的ボランアルドール反応によるプロピオネートアルドールの合成
（高知大理）OSHAHID Kazi Abudus・清岡俊一

1 F 1 12 キラルオキサザボロリジノンによるエナンチオ選択的アルド
ール反応の効果的な触媒化（高知大理）○清岡俊一・郷 和樹・HENA
Mostofa Abu・東村貴志

座長 椎名 勇（11 : 00～12 : 00）
1 F 1 13 キラルホスフィン―フッ化銀錯体を触媒に用いたトリメトキ
シシリルエノールエーテルによる不斉アルドール反応（名大院工・
CREST）○中塚慶徳・柳澤 章・山本 尚

1 F 1 14 p―Tol―BINAP―AgF触媒を用いる不斉アルド―ル反応における
溶媒効果（名大院工・CREST）○浅川堅一・柳澤 章・山本 尚

1 F 1 15 キラルジルコニウム触媒を用いる anti選択的不斉アルドール
反応（東大院薬）○山下恭弘・石谷暖郎・清水春佳・小林 修

1 F 1 16 新規ハフニウム触媒を用いるチオールの不斉マイケル付加反
応（東大院薬）○小川知香子・河村美佳子・小林 修

1 F 1 17 不斉向山アルドール反応によるジルチアゼム鍵合成中間体の
新規合成法（1）（田辺製薬・製品技術研）○黒田 徹・今城律雄

1 F 1 18 不斉向山アルドール反応によるジルチアゼム鍵合成中間体の
新規合成法（2）（田辺製薬・製品技術研）○黒田 徹・今城律雄

3月 28日午後

座長 小林 雄一（13 : 00～14 : 00）
1 F 1 25 キラル希土類金属触媒を用いる水溶液中での不斉アルドール
反応（東大院薬）小林 修○濱田知明・長山 敏

1 F 1 26 キラル鉛触媒を用いる水溶液中での不斉アルドール反応（東
大院薬）○長山 敏・小林 修

1 F 1 27 ボロンダブルアルドール反応の反応機構（京工繊大院ベンチ
ャーラボ）○安孫子淳

1 F 1 28 フッ化物アニオンを活性化剤に用いるポリオキシ 8員環化合
物の合成（東理大理）向山光昭・小林信教○鬼島弘行・八谷 巌

1 F 1 29 ヨウ化サマリウム（II）を用いる α ,β ―エポキシケトンとアルデ
ヒドのアルドール型反応（東理大理）向山光昭○新井秀洋・椎名 勇

1 F 1 30 アルドール誘導体を用いる新規シクロブタノン合成法（北大
院理）○伊藤芳和・谷野圭持・宮下正昭

座長 八谷 巌（14 : 00～14 : 50）
1 F 1 31 クロチル及びプレニルグリニャール試薬―CeCl3を用いるカル
ボニル化合物のレジオ選択的アリル化反応（千葉大院自然・千葉大理）
松川 覚○船橋洋平・今本恒雄

1 F 1 32 α ―オキシエチニルヘミケタール系における有機リチウム反応
剤の連続的 1,4―付加／1,4―脱離反応（東工大工）友岡克彦○土村智孝・
中井 武

1 F 1 33 アルケン―α ,β ,ε ―トリオールの立体及び位置選択的な合成（東
工大院・生命理工）○吉田伸也・小林雄一

1 F 1 34 カンファーを出発原料とした新規光学活性アミノアルコール
類の合成と不斉アルキル化反応への応用（千葉大工）○羽生直人・中島
葉月・三野 孝・坂本昌巳・藤田 力

1 F 1 35 第三級ハロゲン化アルキルのアリル化による第四級炭素の構
築。（神戸大農・神戸大院自然）三宅秀芳○平井 亮・佐々木満

座長 網井 秀樹（15 : 00～16 : 00）
1 F 1 37 固相法を用いるアゾメチンイミンのシクロ付加（阪大院工）鷲
塚健一○永井敬子・南方聖司・柳 日馨・小松満男

1 F 1 38 アリルアルコールへのニトロンの触媒的不斉 1,3―双極子付加
環化反応（金沢大院自然科学）○夏 丁・谷口克美・宇梶 裕・猪股
勝彦

1 F 1 39 酒石酸エステルを不斉源として活用する Reformatsky型試薬
のイミンへの不斉求核付加反応（金沢大院自然科学）○竹中正一・堀田
佳江・宇梶 裕・猪股勝彦

1 F 1 40 ケイ皮酸エステル部位を両末端に持つ両親媒性化合物の人工
膜中における光［2＋2］付加環化反応（東工大院理工・北里研）○酒井
亮・草間博之・桑嶋 功

1 F 1 41 ジクロロシクロブテノンを用いる多官能性シクロブテン誘導
体の合成（東工大院理工）○柿沼道子・羽村季之・辻 新祐・松本隆
司・鈴木啓介

1 F 1 42 ジエニルシクロブテンの環拡大反応によるシクロオクテン類
の合成（東工大院理工）○羽村季之・辻 新祐・柿沼道子・松本隆司・
鈴木啓介

座長 宇梶 裕（16 : 00～17 : 00）
1 F 1 43 アルケニルシクロブテノンの環拡大反応によるシクロオクテ
ン類の合成（東工大院理工）○辻 新祐・羽村季之・松本隆司・鈴木啓
介

1 F 1 44 2,2―ジフルオロシリルエノールエーテル類の熱的［2＋2］環化
付加反応による 2量化（岡山大工）網井秀樹・山本陽子・宇根山健治

1 F 1 45 2,2―ジフルオロシリルエノールエーテル類の酸化的二量化（岡
山大工）網井秀樹・塩山 学・宇根山健治

1 F 1 46 C2対称四置換ピロリジンを不斉源とするアリルアミン―N ―オ
キシドの［2,3］転位反応および光学活性リナロールの合成（横浜国大
工）本田 清○大澤信夫・吉田 臣・井上誠一

1 F 1 47 キラルな三級アミン―N ―オキシドを用いた光学活性三級アル
コールの合成（横浜国大工）本田 清・〇杉田隆昌・奥村彰朗・井上誠
一

1 F 1 48 対称アセタール系カルボアニオン転位による新規立体制御
（東工大工）友岡克彦○門本 豊・中井 武

3月 29日午前

座長 魚住 泰広（09 : 10～10 : 00）
2 F 1 02 アフィニティー分離による迅速合成（1）：クラウンエーテル
とアンモニウムイオンの相互作用の利用（阪大院理）○深瀬浩一・張
三奇・楠本正一

2 F 1 03 アフィニティー分離による迅速合成（2）：人工受容体による
バルビツール酸の認識の利用（阪大院理）張 三奇○深瀬浩一・楠本正
一

2 F 1 04 フェニルスルホン酸エステルリンカーを用いた糖鎖のパラレ
ル合成研究（1）―カルボニル化を用いた固相へのリンカーの導入―（東工
大院理工）高橋孝志・井上仁史・Yingyongnarongkul Boon－ek ○
土井隆行

2 F 1 05 フェニルスルホン酸エステルリンカーを用いた糖鎖のパラレ
ル合成研究（2）―固相担持の糖受容体に対するグリコシル化―（東工大院
理工）高橋孝志・井上仁史○山村雄一・土井隆行

2 F 1 06 フェニルスルホン酸エステルリンカーを用いた糖鎖のパラレ
ル合成研究（3）―固相担持の糖受容体及び供与体に対するグリコシル
化―（東工大院理工）高橋孝志○井上仁史・土井隆行

座長 深瀬 浩一（10 : 00～11 : 00）
2 F 1 07 固相合成法を利用した活性型ビタミン D3誘導体のコンビナ
トリアルライブラリー構築に関する研究（東工大院理工）○土黒一郎・
川辺治美・土井隆行・高橋孝志

2 F 1 08 シリルリンカーを用いた糖鎖・9員環エンジイン化合物のラ
イブラリー化に関する研究（東工大院理工）○松田明久・安立昌篤・田
中浩士・土井隆行・高橋孝志

2 F 1 09 Parallel Recognitionのコンセプトに基づいた有機合成（岡山理
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大工）折田明浩○長野佳史・大寺純蔵
2 F 1 10 半自動合成装置を用いたワンポットグリコシル化反応による
オリゴ糖の合成研究（東工大院理工）高橋孝志○安立昌篤・田中浩士・
山田晴夫

2 F 1 11 イネ細胞においてファイトアレキシンエリシター活性を示す
糖鎖のライブラリー化に（東工大院理工）高橋孝志○雨夜徹・岡野昭
廣・田中浩士・山田晴夫

2 F 1 12 和文演題：イネ細胞においてファイトアレキシンエリシター
活性を示す糖鎖のライブ（東工大院理工）高橋孝志○雨夜徹・田中浩
士・山田晴夫

座長 小林 修（11 : 00～12 : 00）
2 F 1 13 自動化反応装置を用いた有機精密合成（岡山理大工）折田明浩
○安井雄高・大寺純蔵

2 F 1 14 アフィニティー精製法を用いる複合糖質のハイスループット
合成（阪大院理）○深瀬嘉之・張 三奇・深瀬浩一・楠本正一

2 F 1 15 新しいアルキン型リンカーと糖鎖固相合成への適用（阪大院
理）○泉 実・深瀬浩一・楠本正一

2 F 1 16 固相合成法を利用したオーリライドの合成研究（東工大院理
工）高橋孝志○永宮裕之・土井隆行

2 F 1 17 固相上での溝呂木―Heck反応および不斉水素化反応を用いた
ペプチドライブラリーの構築（東工大院理工）土井隆行○藤本伸明・渡
部潤・高橋孝志

2 F 1 18 MOP認識分子へのコンビナトリアルアプローチ（名市大薬・
コ－ルドスプリングハ－バ－研）○中根 哲・魚住泰広・Nestler
Hance Peter・Sherlock Rosemarie・Ruiping Liu

3月 29日午後

座長 折田 明浩（13 : 00～13 : 30）
2 F 1 25 高分子担持型光学活性ピペラジンメタノールを用いるオキシ
ムエーテルの不斉ボラン還元（豊橋技科大・日本曹達小田原研）○松本
剛司・伊津野真一・井上 勉・佐藤大祐

2 F 1 26 セリンプロテアーゼ阻害剤を指向したペプチドミメティック
のデザイン・合成・ライブラリー化（1）テンプレートの効率的合成（東
工大院理工）○渕信寛・土井隆行・カーンマイケル・高橋孝志

2 F 1 27 セリンプロテアーゼ阻害剤を指向したペプチドミメティック
のデザイン・合成・ライブラリー化（2）固相合成を用いたテンプレー
トのライブラリー化（東工大院理工）○渕信寛・土井隆行・カーンマイ
ケル・高橋孝志

座長 土井 隆行（13 : 30～14 : 10）
2 F 1 28 不斉アシル化のための N―キラルアミン触媒へのコンビナト
リアルアプロ―チ（名市大薬）○八十島佳代・水谷佳奈子・宮地孝昌・
魚住泰広

2 F 1 29 ピロロイミダゾール部位を持つ新型不斉ホスフィン配位子の
設計・合成とその触媒的不斉合成反応ヘの応用（名市大薬）○柴富一
孝・魚住泰広

2 F 1 30 マイクロカプセル化四酸化オスミウムを用いる不斉ジヒドロ
キシル化反応（東大院薬）○遠藤正弘・長山 敏・小林 修

2 F 1 31 高分子固定化グリオキシル酸エステル誘導体を用いるライブ
ラリー合成（東大院薬・CREST）○秋山 良・北川英俊・小林 修

座長 岩澤 伸治（14 : 20～14 : 50）
2 F 1 33 依頼講演 アート錯体の分子設計と機能発現（東北大院薬）内
山真伸

座長 上村 明男（15 : 00～16 : 00）
2 F 1 37 ATPH―芳香族酸クロリド錯体に対する共役付加反応（名大院
工・CREST）○曽根俊彦・斎藤 進・山本 尚

2 F 1 38 アルミニウムトリスフェノキシド型反応剤の分子認識能の評
価と選択的反応への応用（名大院工・CREST）○村瀬正昭・斎藤
進・山本 尚

2 F 1 39 gem―二亜鉛種による高立体選択的炭素ー炭素結合生成反応
（京大院工）○山本弘賢・有岡大輔・松原誠二郎・内本喜一朗・大嶌幸
一郎

2 F 1 40 環状オキソスルホニウムイリドのタンデム型反応による炭素
中員環合成（信州大繊維）秋山仁志○齋藤優子・岡本有由・星野健仁・
藤本哲也・山本 巖

2 F 1 41 Vinylselenoxideを用いたビシクロアヌレーション：Tricyclo
［3.2.1.02,7］octane―6―one誘導体の合成（新潟大院自然科学・新潟大工）
○萩原久大・坂井 仁・切田美紀・星 隆・鈴木敏夫・安東政義

2 F 1 42 多置換シクロヘキサン合成のための新規キラルビルデイング
ブロックの開発（東工大生命理工）○花澤 毅・小岩雅和・アロージョ
ルジュ・佐藤史衛

座長 斎藤 進（16 : 00～16 : 30）
2 F 1 43 N,N―ジメチル―p―フェニレンジアミンと α，β ―不飽和ケトン
との固相マイケル反応（東理大工）林雄二郎○宮原 務・徳田暁子

2 F 1 44 マグネシウム存在下の anti―選択的マイケル／アルドール連続
反応の反応機構（山口大工）上村明男○光寺弘匡

2 F 1 45 立体選択的マイケル／アルドール連続反応―ラジカル環化を用
いた多置換テトラヒドロフランの立体選択的構築（山口大工・信州大
工）○上村明男・光寺弘匡・茗 昭一

3月 30日午前

座長 菅 博幸（09 : 00～10 : 00）
3 F 1 01 7員環キレーションによるアルコキシ―α ―メチレンエステル
へのアルキルラジカル付加の立体制御（お茶女大理）○矢島知子・戸井
智子・大河内寿子・永野 肇

3 F 1 02 キレーション形成に基づくアルコキシ―α ―メチレンエステル
へのアルキルラジカル付加／アリル化反応における立体制御（お茶女大
理）○平澤玉乃・矢島知子・永野 肇

3 F 1 03 Mn（II）触媒―酸素系を用いる α ―ケトラジカルの生成とアルケ
ンへの付加反応（関西大工・KU－HRC）○岩浜隆裕・坂口 聡・石井
康敬

3 F 1 04 ホスフィン酸ナトリウムを用いる重水中でのラジカル反応
（京大院工）○依光英樹・忍久保洋・大嶌幸一郎

3 F 1 05 アニオンラジカルを活性種とする反応（京大院工）○藤田和
也・中村智昭・依光英樹・忍久保洋・大嶌幸一郎

3 F 1 06 水中懸濁法による環境調和型有機合成（愛媛大工・岡山理大
理）○田中耕一・白石隆介・戸田芙三夫

座長 南方 聖司（10 : 00～11 : 00）
3 F 1 07 水中における金属フッ化物のルイス酸触媒作用（東工大工）松
本洋介・三上幸一

3 F 1 08 希土類金属トリフラートを用いた α ―ジアゾカルボニル化合
物の α ,α ―置換反応（信大工）菅 博幸○板谷昌治・筧 昭一・伊東祐
隆・佐藤 剛・竹内元祥

3 F 1 09 三フッ化ホウ素エーテル錯体―酢酸混合系を用いたアリルゲ
ルマン・アルデヒド・アミンの三成分縮合反応によるホモアリルアミ
ンの合成（学習院大）秋山隆彦○小沼優司・岩井純子・神子島博隆

3 F 1 10 ブレンステッド酸触媒による水系溶媒中でのマンニッヒ型反
応（学習院大理）○鷹谷絢・神子島博隆・秋山隆彦

3 F 1 11 ブレンステッド酸触媒を用いた含水溶媒中での Aza Diels―Al-
der反応（学習院大理）○鷹谷絢・神子島博隆・秋山隆彦

3 F 1 12 環状硫酸エステルの β ―脱離反応を利用した α ―オキソカルボ
ン酸の合成（慶大理工）○窪木厚人・加藤太一郎・太田博道・須貝 威

座長 須貝 威（11 : 00～12 : 00）
3 F 1 13 アルミナによる 1,4―ジクロロ化合物の環状エーテルへの変換
（大阪市工研・大工大・阪大院工）○三原正稔・石野義夫・宮田敏行・
斎藤公浩・内田 譲・南方聖司・柳 日馨・小松満男

3 F 1 14 光学活性テトラヒドロフラン，ピラン誘導体の新規合成法研
究（早大院理工）中田雅久○高野真史

3 F 1 15 ラクトン環含有モノマーの合成法（三菱レイヨン中研）○村田
直志・田村公夫・吉田康一・大北 求

3 F 1 16 α ,α ’―ジオキソ型オキシムエーテルの脱オキシム化反応によ
るトリカルボニル化合物の合成（阪大院工）柳 日馨○宮里博成・栗山
裕樹・南方聖司・小松満男・Yoon Joo－Yong・KIM Sunggak

3 F 1 17 アザエンイン類のシリル及びスタニルカルボニル化による
β ―ラクタム類の新規合成法（阪大院工）柳 日馨○宮里博成・栗山裕
樹・南方聖司・小松満男

3 F 1 18 4―アルケニルハライド／アミン／一酸化炭素系による環化型ト
リプルカルボニル化反応（阪大院工）○クレイマーマンセルシオ・柳
日馨・荒木史和・南方聖司・小松満男

3月 30日午後

座長 三上 幸一（13 : 00～14 : 00）
3 F 1 25 依頼講演 過酸化水素水を用いる環境調和型酸化反応（名大
物質科学国際研究セ）佐藤一彦

3 F 1 28 光学活性四級アミノ酸の新規合成法（北大院理）○水谷体育・
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谷野圭持・宮下正昭
3 F 1 29 二重立体反転を伴う trans―2,3―エポキシスルフィドのアルキニ
ル化反応（北大院理）○佐々木実・谷野圭持・宮下正昭

3 F 1 30 アルミニウムアート錯体を用いる 2,3―エポキシアルコールの
C―2位選択的アルキル化反応（北大院理）○佐々木実・谷野圭持・宮下
正昭

座長 谷野 圭持（14 : 00～14 : 40）
3 F 1 31 1,1―ジスルホニルオキシランとアミン誘導体の反応（千葉大
工）小倉克之○石井路子・松本祥治

3 F 1 32 1,1―ジスルホニルオキシランとチオール類の反応（千葉大工）
小倉克之○木村和十・松本祥治

3 F 1 33 2―（メチルスルホニル）―2―（p―トリルスルホニル）オキシラン
とアルキル金属試薬の反応（千葉大工）○松本祥治・小倉克之

3 F 1 34 （1 S ,4 R）―4―アシルアミノ―2―シクロペンテノール誘導体の触
媒的不斉合成（横浜国大工）淺見真年○関 淳

座長 大嶌 幸一郎（14 : 40～15 : 20）
3 F 1 35 学術賞受賞講演 触媒的炭素ラジカルの生成法の創出と合成
反応への利用（関西大工）石井康敬

3月 31日午前

座長 池野 健人（09 : 00～10 : 00）
4 F 1 01 1―（アリールスルフィニル）―2―アシルナフタレンの立体選択
的還元反応（名工大）○安田弘樹・中村修一・渡部良彦・融 健

4 F 1 02 1―（アリールスルフィニル）―2―ナフトアルデヒドへの立体選
択的求核付加反応（名工大）○中村修一・渡部良彦・融 健

4 F 1 03 グループ選択的ヒドロアルミニウム化反応（1）：選択性の発
現機構に関する新知見（東工大院理工）○鈴木隆雄・田名部大輔・大森
建・鈴木啓介

4 F 1 04 グループ選択的ヒドロアルミニウム化反応（2）：連続する第
三級アルコール鎖の立体選択的合成とその応用（東工大院理工）鈴木隆
雄○田名部大輔・大森 建・鈴木啓介

4 F 1 05 インジウム触媒およびヒドロシランを用いるアルコールの脱
酸素反応（阪大院工）安田 誠○上羽允子・大西朗之・馬場章夫

4 F 1 06 インジウム触媒によるカルボニル化合物の脱酸素アリル化反
応（阪大院工）○大西朗之・伊藤剛史・安田 誠・馬場章夫

座長 大森 建（10 : 00～11 : 00）
4 F 1 07 かさ高いアリールスルフィニル基を有する γ―ケトスルホキシ
ドの立体選択的還元反応（名工大）○畔柳雅行・中村修一・渡部良彦・
融 健

4 F 1 08 共役ジエンに対するヒドロホウ素化反応の位置及び立体選択
性（姫路工大理）杉村高志○森澤亜喜子・西田 太・奥山 格・田井
晰

4 F 1 09 アルミニウム試薬により促進されるイミンのカップリング反
応（三重大工）清水 真○丹羽靖哉

4 F 1 10 γ―シリルオキシアリルスズによるイミンのジアステレオ選択
的アリル化反応（三重大工）清水 真○安藤宏美・丹羽靖哉

4 F 1 11 修飾 1―フェニルエチルアミンから誘導したキラルイミンへの
不斉付加反応（東大院工）橋本幸彦○田丸大介・小原健博

4 F 1 12 新規キラルイミノホスフィン配位子を用いる触媒的不斉アリ
ル化反応（東大院工）○小原健博・橋本幸彦・西郷和彦

座長 杉村 高志（11 : 00～12 : 00）
4 F 1 13 パラジウム触媒を用いたアリルアセテートの脱離反応におけ
る立体化学（金沢大理）○竹中博之・宇梶 裕・猪股勝彦

4 F 1 14 ［3＋3］型環化反応を用いたシクロヘキサン 1,3―ジオン類の一
般的合成法（1）（岡山大工）石川彰彦○新居賢樹・高橋 永・斎藤清機

4 F 1 15 ［3＋3］型環化反応を用いたシクロヘキサン 1,3―ジオン類の一
般的合成法（2）―タキソール C環部合成への応用―（岡山大工）石川彰彦
○高橋 永・新居賢樹・斎藤清機

4 F 1 16 分極したトリメチレンメタン活性種の活性メチレン化合物と
の反応（東大院理）○吉戒直彦・戸叶基樹・中村正治・中村栄一

4 F 1 17 有機溶媒および水溶媒中における Diels―Alder反応による二環
式ラクトンの合成（横浜国大工）井上誠一○小杉拓子・鍋田敦子・相羽
源太郎・宮崎秀和・本田 清

4 F 1 18 ビニルカルベン活性種とアセチレン類との熱的［3＋2］付加環
化反応（東大院理）○佐藤宗太・磯部寛之・中村栄一

3月 31日午後

座長 占部 弘和（13 : 00～14 : 00）
4 F 1 25 連続的交差アルドール―ティスチェンコ反応を用いた新規鎖
状立体制御法（岡山大工）石川彰彦○石井宏和・杉原知子・斎藤清機

4 F 1 26 アリルチオメチルエーテルの［2,3］Wittig転位の合成化学的応
用（岡山大工）石川彰彦○首藤喬一・三木勝志・斎藤清機

4 F 1 27 水が凍る際に生じる高圧（氷化高圧）を利用したアルコ―ルの
α ,β ―不飽和ケトンへのマイケル付加反応（東理大工）林雄二郎○西村
宏一

4 F 1 28 水が凍る際に生じる高圧（氷化高圧）を利用したフランの Di-
els―Alder反応（東理大工）林雄二郎○中村雅彦

4 F 1 29 ジアステレオ場選択的 Pauson―Khand反応（岡山大工）石川彰
彦○池田周士郎・清水和夫・斎藤清機

4 F 1 30 ［3＋2］環化付加反応を用いた新規アシルシラン合成法（岡山
大工）石川彰彦○吉田樹里・川村 円・工藤孝幸・斎藤清機

座長 林 雄二郎（14 : 00～14 : 50）
4 F 1 31 アセチレンと 2価チタン試薬による光学活性のジエンエステ
ル合成と，Diels―Alder反応での利用（東工大院生命理工）○日下景子・
占部弘和・佐藤史衛

4 F 1 32 アリルシラン―ニトリルオキシド系における分子内エン型環
化反応（岡山大工）石川彰彦○浦野 人・池田周士郎・斎藤清機

4 F 1 33 アレニルカチオンを用いた炭素―炭素結合生成反応（岡山大
工）石川彰彦○岡野将充・斎藤清機

4 F 1 34 キラル Fe（III）電子移動触媒によるスチレン誘導体の不斉 2＋
2環化付加反応（岡山大教育）○小原広之・伊藤敏幸・中村正治・中村
栄一

4 F 1 35 ピリジノクラウノファンの合成と性質（群馬大工）猪熊精一○
井出隼人・舩木 敬・西村 淳

座長 石川 彰彦（15 : 00～15 : 50）
4 F 1 37 新規 P―キラルビスホスフィンオキシド配位子の合成と不斉

Diels―Alder反応への応用（千葉大院自然・千葉大理）松川 覚○須釜
寛・今本恒雄

4 F 1 38 光学活性ビスホスフィンオキシド―BrΦ nsted酸錯体の合成と
反応（千葉大院自然・千葉大理）○松川 覚・今本恒雄

4 F 1 39 ベンザインとケテンシリルアセタールの［2＋2］環付加反応を
用いる置換シクロブタベンゼン誘導体の合成（東工大院理工）○羽村季
之・松本隆司・鈴木啓介

4 F 1 40 不斉 Diels―Alder反応に有用なフマル酸等価体の開発（東工大
院・生命理工）○清塚洋平・小林雄一

4 F 1 41 脱着可能な親水基，2―ピリジルシリル基を利用した完全水相
系での Diels―Alder反応（京大院工）伊丹健一郎○野上敏材・吉田潤一

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 28日午前

座長 橋本 幸彦（09 : 00～10 : 00）
1 F 2 01 キラルなホスフィンを用いる触媒的不斉 Baylis―Hillman反応
（東理大理）○門脇裕幸・早瀬忠克・柴田高範・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 02 右および左水晶を不斉促進剤とする有機化合物の高エナンチ
オ選択的不斉合成（東理大理）○米窪 滋・長内春侍・門脇康介・佐藤
格・柴田高範・
合憲三

1 F 2 03 キラルな塩素酸ナトリウムの結晶を不斉源とする高エナンチ
オ選択的有機合成（東理大理）○門脇康介・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 04 光学活性ケトイミナト型コバルト錯体による触媒的不斉ボロ
ヒドリド還元反応を利用する光学活性 1,3―ジアリール―1,3―プロパン
ジオールの合成（慶大理工）○久保田健・大塚雄紀・池野健人・永田卓
司・山田 徹

1 F 2 05 光学活性ケトイミナト型コバルト（II）錯体を用いる触媒的不
斉シクロプロパン化反応の配位子設計（慶大理工）○佐藤光央・池野健
人・山田 徹

1 F 2 06 高活性ケトイミナト型コバルト錯体触媒を用いる芳香族アル
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デヒドの不斉ヘテロ Diels―Alder反応（慶大理工）○美多 剛・毛塚智
子・池野健人・山田 徹

座長 山田 徹（10 : 00～11 : 00）
1 F 2 07 キラルビスアミド化合物を用いるエノラート類の不斉プロト
ン化反応（名大院工・CREST）○渡辺剛史・藤本哲也・柳澤 章・山
本 尚

1 F 2 08 キラルカルボン酸を用いる α ―アミノ酸誘導体のエノラート
の不斉プロトン化反応（名大院工・CREST）○松崎義広・柳澤 章・
山本 尚

1 F 2 09 ピロリジン環を有するノルエフェドリン誘導体を不斉触媒と
して用いるヘテロ 5員環アルデヒドの高エナンチオ選択的不斉アルキ
ル化反応（東理大理）○斉藤崇浩・大宮大輔・滝沢由子・佐藤 格・

合憲三

1 F 2 10 ピラゾール―4―カルバルデヒドの触媒的不斉アルキル化反応
およびキラルなピラゾリルアルカノールの不斉自己触媒反応（東理大
理）○丹治重久・青柳晴美・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 11 フェニレン骨格に担持したエフェドリンを不斉触媒として用
いるアルデヒド類に対するジアルキル亜鉛による不斉アルキル化反応
（東理大理）○大竹浩二・小高 亮・廣川 裕・柴田高範・佐藤 格・

合憲三

1 F 2 12 デンドリマー型不斉触媒を用いるアルデヒドの不斉アルキル
化反応（東理大理）○小高 亮・大竹浩二・廣川 裕・白井伸明・柴田
高範・佐藤 格・
合憲三

座長 杉村 高志（11 : 00～12 : 00）
1 F 2 13 ベンジルプロパルギルエーテル系位置選択的カルボアニオン
転位（東工大工）友岡克彦・原田 学○判治貴之・中井 武

1 F 2 14 新規キラルフルオロアリルアルコールの合成（岡山大教育）○
工藤賀寿利・田中尚子・伊藤敏幸・高木由美子・木原 寛

1 F 2 15 Stevens転位のジアステレオ制御：分子内アルコキシドの効果
（東工大工）友岡克彦○原田 学・中井 武

1 F 2 16 α ―オキシカルボアニオンを経るジアステレオ選択的 1,5―カル
バモイル転位（東工大工）友岡克彦○柴田 光・中井 武

1 F 2 17 ［1,4］―カルボアニオン転位に基づく立体制御法の開発（東工大
工）友岡克彦○田辺雄一・中井 武

1 F 2 18 ロジウムケトカルベノイドを有する S,O―混合環状アセタール
類の環拡大反応―オニウムイリド種による反応性の違い（京工繊大工
芸）○澤田雄一・森 隆司・奥 彬

3月 28日午後

座長 北村 充（13 : 00～14 : 00）
1 F 2 25 テルペン不飽和アルデヒドの合成（九大院工）○中林一浩・山
路禎三

1 F 2 26 光学活性ビシクロ［5.1.0］オクタンを用いたテルペン類の合成
研究（姫路工大理）○鄭 貴寛・杉村高志・奥山 格・田井 晰

1 F 2 27 ベンゾナフトピラノン系抗生物質の新合成法の開発（1）（東工
大院理工）○竹村 勲・伊村維晃・羽村季之・松本隆司・鈴木啓介

1 F 2 28 ベンゾナフトピラノン系抗生物質の新合成法の開発（2）（東工
大院理工）○伊村維晃・竹村 勲・松本隆司・鈴木啓介

1 F 2 29 キラルなヘリセン類を不斉開始剤とするエナンチオ選択的合
成（東理大理）門脇康介○山島隆太郎・山本 順・柴田高範・佐藤
格・
合憲三

1 F 2 30 ヘテロ原子を持たないキラルなビナフチルを不斉開始剤とし
て用いる高エナンチオ選択的合成（東理大理）○門脇康介・長内春侍・
佐藤 格・
合憲三

座長 本田 清（14 : 00～14 : 50）
1 F 2 31 グルコース骨格を持つアザクラウンエーテルの合成と不斉相
関移動触媒機能（岡山大教育）○白神昇平・伊藤敏幸

1 F 2 32 キラルなシクロファンを不斉開始剤として用いる，鏡像体過
剰率の向上を伴う不斉自己触媒反応（東理大理）○大野敦嗣・丹治重
久・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 33 水素―重水素同位体不斉を認識するエナンチオ選択的合成（東
理大理）○大宮大輔・斉藤崇浩・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 34 新規キラルオキサゾリン―ホスフィン配位子を用いる不斉
Heck反応（東大院工）○堀江有美・林 実・橋本幸彦・西郷和彦

1 F 2 35 キラルな 2―アルケニル―5―ピリミジルアルカノールを用いる
不斉自己触媒反応（東理大理）○柳 友崇・佐藤 格・
合憲三

座長 入江 亮（15 : 00～16 : 00）

1 F 2 37 超低鏡像体過剰率からほぼ完全な鏡像体過剰率へ向上する 2―
アルキニル―5―ピリミジルアルカノールの不斉自己触媒反応（東理大
理）○浦部洋樹・米窪 滋・佐藤 格・柴田高範・
合憲三

1 F 2 38 キラル配位剤／有機リチウム系を用いる不斉合成：環状ベン
ジルエーテル系の不斉リチオ化／SE2反応（東工大工）友岡克彦○王
蘭芳・中井 武

1 F 2 39 ジ（sec―ブチル）亜鉛を用いるアルデヒドの触媒的不斉 sec―ブ
チル化反応（東理大理）○中對一博・柴田高範・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 40 ジアルキル亜鉛のアルデヒドへの触媒的二重不斉付加反応に
よる光学活性ジオールの合成（横浜国大工）淺見真年・古谷早苗○瀧本
竜哉・和田匡暁

1 F 2 41 キラルな 5―カルバモイル―3―ピリジルアルカノールを用いる
鏡像体過剰率の向上を伴う不斉自己触媒反応（東理大理）○青柳晴美・
丹治重久・大野 敦・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 42 1,ω―ビスシリルアルカンで架橋したビスピリミジルアルカノ
ールの高エナンチオ選択的不斉自己触媒反応（東理大理）○大塚隆史・
米窪 滋・佐藤 格・
合憲三

座長 林 雄二郎（16 : 00～17 : 00）
1 F 2 43 3,3’―ビピリジル―5,5’―ジアルカノールの不斉合成およびその
不斉自己触媒反応．キラルジオールの不斉自己増殖（東理大理）○中尾
友彦・丹治重久・佐藤 格・
合憲三

1 F 2 44 不斉な芳香族複素環の塩を用いたシクロプロパン化反応（広
島大院理）○藤友浩二・篠原由寛・小島聡志・大方勝男

1 F 2 45 キラルなルテニウム―サレン錯体を用いたシス選択的不斉シ
クロプロパン化（2）（九大院理）○内田竜也・入江 亮・香月 勗

1 F 2 46 新しい C2対称光学活性化合物の合成と不斉合成への利用（東
工大院理工）○古谷早苗・山野井茂雄・大森 建・鈴木啓介

1 F 2 47 アレーンクロム錯体を用いた軸不斉アニリドの不斉合成（阪
府大総合科）○秦 武司・植村元一

1 F 2 48 α ―ハロアルキルリチウム試薬を用いるエステル類のアルキル
化（東理大理）椎名 勇○今井裕美子・鈴木真彦・向山光昭

3月 29日午前

座長 谷野 圭持（09 : 00～10 : 00）
2 F 2 01 2価のパラジウム触媒による分子内環化反応の立体制御と 1―

Deoxymannojirimycinの全合成（富山大理）横山 初○酒向万智子・御
旅屋公三子・宮澤眞宏・山口晴司・平井美朗

2 F 2 02 Pd（II）触媒を用いる立体選択的な二置換テトラヒドロフラン
誘導体の合成（富山大理）横山 初○村瀬将幸・兵藤 量・宮澤眞宏・
山口晴司・平井美朗

2 F 2 03 不斉触媒的カルボニル―エン環化反応を基盤とする 2位フッ
素化 19―ノルビタミン D誘導体の不斉合成（東工大工）三上幸一○大場
志保・大村浩文・寺田眞浩・久保寺登・中川公恵・岡野登志夫

2 F 2 04 糖質を用いたタキソール ABC環部構築のアプローチ（慶大理
工）○瀬戸口正樹・武村憲昭・百瀬孝幸・千田憲孝

2 F 2 05 Taxol C―D環部の合成研究（慶大理工）○百瀬孝幸・瀬戸口正
樹・藤田俊樹・千田憲孝

2 F 2 06 立体選択的 5’―重水素化ヌクレオシドの合成研究（都立大院
理）保志門健・小野 明・小野 晶・甲斐荘正恒

座長 千田 憲孝（10 : 00～11 : 00）
2 F 2 07 環状アセチレンジコバルト錯体を用いるマレイン酸誘導体合
成（北大院理）○大島久栄・谷野圭持・宮下正昭

2 F 2 08 Khafrefunginアルドン酸部位の立体化学の決定と効率的合成
（東大院薬）○森 耕平・若林健志・小林 修

2 F 2 09 Khafrefunginの合成研究（東大院薬）○若林健志・森 耕平・
小林 修

2 F 2 10 アクアヤマイシンの全合成（1）（東工大院理工）○安井義純・
山口洋輝・松本隆司・鈴木啓介

2 F 2 11 アクアヤマイシンの全合成（2）（東工大院理工）○山口洋輝・
安井義純・松本隆司・鈴木啓介

2 F 2 12 アセタール［1,2］―Wittig転位によるシス選択的 C ―グリコシド
合成（東工大工）友岡克彦・○鈴木征希・中井 武

座長 友岡 克彦（11 : 00～12 : 00）
2 F 2 13 Ti（III）によるタンデムラジカル環化を用いた立体選択的ビシ
クロ環の構築（東工大院理工）○長谷川剛・高橋孝志・山田晴夫

2 F 2 14 講演中止
2 F 2 15 分子内 Heck反応を用いる（＋）―Streptazolinの合成研究（富山
大理）横山 初○田中康司・宮澤眞宏・山口晴司・平井美朗
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2 F 2 16 タキソール ABC環構築に関する研究（東工大院理工）○宮本
滋・中井一宙・鴨下深雪・流石大輔・布施新一郎・土井隆行・高橋孝
志

2 F 2 17 効率的なタキソールの全合成研究（東工大院理工）土井隆行○
流石大輔・中井一宙・布施新一郎・高橋孝志

2 F 2 18 アジド基からモノメチルアミノ基への簡便な変換法の開発と
その応用（東工大院理工）○加藤裕久・大森 建・鈴木啓介

3月 29日午後

座長 淺見 真年（13 : 00～14 : 00）
2 F 2 25 アザ糖の立体選択的 C―グリコシル化反応の開発（東大院薬・

CREST）○鈴木 律・沖津 修・小林 修
2 F 2 26 二ヨウ化サマリウムを用いる効率的炭素環閉環反応（北大院
地球環境）○小澤友裕・田宮寛明・松田冬彦

2 F 2 27 学術賞受賞講演 光学活性有機化合物の触媒的不斉自己増殖
反応（東理大理）
合憲三

座長 矢島 知子（14 : 00～14 : 50）
2 F 2 31 分子内ラジカル付加反応を利用する光学活性環状化合物の立
体選択的合成（東工大院生命理工）○Kim Kwang Ho・岡本専太郎・佐
藤史衛

2 F 2 32 キラルルイス酸によるエナンチオトピックなスルホニル酸素
の識別によるエナンチオ選択的ラジカル反応（名工大）○古江竜児・渡
部良彦・融 健

2 F 2 33 ビアリールジアルデヒドのモノアセタール誘導体の分子内環
化反応（東工大院理工）○石川勇次・加藤裕久・北村 充・大森 建・
鈴木啓介

2 F 2 34 二塩化チタンと光学活性アミンによる不斉ピナコールカップ
リング（京大院工）○橋本祐子・松原誠二郎・内本喜一朗・大嶌幸一郎

2 F 2 35 ブロモアルキル置換芳香族ケトンのヨウ化サマリウム（II）に
よる還元反応機構（新潟大理）○岩谷一希・入山 匠・長谷川英悦

座長 須貝 威（15 : 00～16 : 00）
2 F 2 37 依頼講演 アンギュサイクリン型抗生物質の全合成（東工大
院理工）松本隆司

2 F 2 40 アクチノボリンの合成研究（慶大理工）○伊牟田聡・栗林美
穂・千田憲孝

2 F 2 41 分子内ラジカルイプソ置換反応を利用したスズ上のアリール
基の炭素上への転位反応（京大院工）○若林克勇・依光英樹・忍久保
洋・大嶌幸一郎

2 F 2 42 大環状ヨードアセタールのラジカル渡環反応を用いた中員環
合成と立体選択性（お茶女大理）○多田麻子・矢島知子・永野 肇

座長 渡部 良彦（16 : 00～17 : 00）
2 F 2 43 N ―ヒドロキシフタルイミド触媒―酸素系を用いるアルキルラ
ジカルの生成とアルケンへの付加反応（関西大工・KU－HRC）○原
隆文・岩浜隆裕・坂口 聡・石井康敬

2 F 2 44 N ―ヒドロキシフタルイミド触媒―酸素系を用いるアセタール
のアルケンへのラジカル付加反応（関西大工・KU－HRC）○平野一
孝・岩浜隆裕・坂口 聡・石井康敬

2 F 2 45 トリ―2―フラニルゲルマンのオレフィン類へのラジカル付加
反応（京大院工）○中村智昭・田中 忍・依光英樹・忍久保洋・大嶌幸
一郎

2 F 2 46 トリ―2―フラニルゲルマンのシリルエノラートへのラジカル
付加反応（京大院工）○田中 忍・中村智昭・依光英樹・忍久保洋・大
嶌幸一郎

2 F 2 47 スズラジカルを用いたアリルスタンナンの合成とその 1,3―ジ
エンへの変換（群馬大工）佐野 寛○松本岳之・小杉正紀

2 F 2 48 プロトン酸をプロモーターとする α ―アミノ―o―キノジメタン
の発生反応（群馬大工）佐野 寛○宮崎常昭・粕谷 遥・小杉正紀

3月 30日午前

座長 早川 隆一郎（09 : 00～10 : 00）
3 F 2 01 リパーゼ触媒反応を活用した光学活性ビスフルオロアルカン
ジオール類の合成（兵庫教育大・岡山大教育）高木由美子○尾上昌希・
木原 寛・伊藤敏幸

3 F 2 02 リパーゼ触媒反応による光学活性含フッ素アリルアルコール
の合成（兵庫教育大・岡山大教育）○高木由美子・中谷多希子・木原
寛・伊藤敏幸

3 F 2 03 アミド類の新規 N ―アシル化反応（お茶女大理）山田眞二○矢

口節子
3 F 2 04 ねじれ型アミドを不斉アシル化剤とするヘミアミナール類の
動的速度論分割（お茶大理）山田眞二○野口恵美子

3 F 2 05 キラル固定相を不斉場とするヘミアミナール類の動的不斉互
変異性化（2）（お茶女大理）山田眞二○宮沢桂子

3 F 2 06 リパーゼを用いた光学分割を利用する，光学活性インダノオ
キサゾリジノンの合成研究（慶大理工）○鈴木麻珠三・長澤千晶・太田
博道・須貝 威

座長 高木 由美子（10 : 00～11 : 00）
3 F 2 07 5―オキソ―3―ヒドロキシ―4,4―ジメチル―ヘプタン酸 tert―ブチ
ルの合成とリパーゼを用いた光学分割およびその反応～エポチロン A
の C 1―C 6フラグメントの合成～（福岡大理）○川岡仁美・三浦麻実・
塩路幸生・大熊健太郎

3 F 2 08 低温下でのアジリン類のリパーゼ光学分割（岡山大工）酒井貴
志○高濱 昌・依馬 正・宇高正徳

3 F 2 09 新規な gem―ジフルオロシクロプロパンの不斉合成（岡山大教
育）伊藤敏幸○石田奈々絵・満倉浩一

3 F 2 10 リパーゼによる β ―イミノアルコールの速度論的光学分割を
利用する HIVプロテアーゼ阻害剤の合成研究（三重大工）清水 真○
若林明伸・早川隆一郎

3 F 2 11 ペンタフルオロフェニル基を持つ光学活性 1,2―エタンジオー
ルおよびその関連化合物の合成（岡山大工）酒井貴志・三木康史○田中
光・薮田真起子・依馬 正・宇高正徳

3 F 2 12 光学活性アジリン誘導体の調製とその選択的官能基変換（岡
山大工）酒井貴志○高田茂人・太田祥史・依馬 正・宇高正徳

座長 伊藤 敏幸（11 : 00～12 : 00）
3 F 2 13 アリル位に置換基を持つ環状不飽和化合物の加溶媒水銀化反
応の位置および立体選択性（山形大理）○高柳里美・伊藤廣記・專田泰
久

3 F 2 14 Pyrrolidineで修飾したアルミニウムハイドライド試薬を用い
たエステル部分還元による N―benzyl―4―formylpiperidineの工業的合成
法（エーザイプロセスケミストリー研）○阿部太一・羽下豊和・根木茂
人・盛田幸男・高柳恵三・浜村吉三郎

3 F 2 15 芳香族ニトリルに対する Rhodococcus rhodochrous IFO 15564
株の基質特異性（慶大理工）○木村真弓・的石かおり・窪木厚人・太田
博道・須貝 威

3 F 2 16 シラザン／ピリジニウムトリフラート触媒系でのアルコール
の効率的シリル化（関西学院大理）○御前智則・栗原 稔・田辺 陽

3 F 2 17 非環状テトラカルボン酸の脱水による新規プロペラン型トリ
ラクトン（オルトエステル）の生成（東大生研）○加藤 順・工藤一秋・
白石振作

3 F 2 18 新規スズ化合物［t―Bu 2 Sn（OH）Cl］2を触媒とする脱アセチル
化反応（岡山理大工）折田明浩○坂本勝正・浜田雄貴・大寺純蔵

3月 30日午後

座長 野崎 京子（13 : 00～14 : 00）
3 F 2 25 ヨウ化サマリウム（II）を用いたキラルな α ー及び β ーケトエ
ステルの還元反応とアリル化反応（中央大理工）○吉満真一・福沢信
一・松澤啓史

3 F 2 26 キラルなアミノアシルフェロセンの還元反応（中央大理工）○
澤井剛司・土屋大輔・福沢信一

3 F 2 27 1,1’―ジアセチル及びジホルミルフェロセンと SmI 2との反応
（中央大理工）○藤本邦昭・土屋大輔・福沢信一

3 F 2 28 依頼講演 有機テルル化合物を用いた新しいラジカル反応
（京大院工）山子 茂

座長 福沢 信一（14 : 00～15 : 10）
3 F 2 31 2―アルキニルシリルエーテルの逆ブルック転位反応。光学活
性 α ―1―アルキニル―α ―ヒドロキシメチルシランの合成（阪市大院理）
○坂口和彦・藤田正人・鈴木博之・東野勝人・大船泰史

3 F 2 32 α ―1―アルケニル―α ―アシロキシメチルシランの［3,3］シグマ
トロピー転位反応。α ―置換アミノ酸の合成（阪市大院理）○鈴木博之・
坂口和彦・大船泰史

3 F 2 33 オキサザボロリジン触媒による 1,3―ジケトンの官能基および
エナンチオ選択的還元反応（三重大工）清水 真○藤田佳史・小林史子

3 F 2 34 キラル γ―ポリケトンおよびジケトンのジアステレオ選択的還
元（京大院工）野崎京子○小坂尚之・檜山爲次郎

3 F 2 35 キラルなジアミンとボランから調製される触媒を用いた非対
称ケトンの不斉還元（横浜国大工）浅見真年○佐藤慎介・渡邊浩康
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3 F 2 36 パン酵母を用いたエノンの不斉還元によるキラルケトンの合
成（京大化研）河合 靖○林 素子

3 F 2 37 α ,α ,α ―トリフルオロアセトフェノン誘導体のパン酵母還元
におけるエナンチオ選択性の制御（三重大工）○早川隆一郎・臣 雅
史・清水 真

3月 31日午前

座長 北村 充（09 : 00～10 : 00）
4 F 2 01 酸性イオン交換樹脂により促進されるイミンへの官能基選択
的求核付加反応（三重大工）清水 真○糸原 進

4 F 2 02 ペンタフルオロフェニル基を有する 1,2―エタンジアミンの合
成（岡山大工）酒井貴志○南晋一・鷲尾典幸・依馬 正・宇高正徳

4 F 2 03 ポリフルオロメチル化されたカルボニル化合物とエナミンお
よびイミンとの炭素―炭素結合生成反応（岐阜大）船曳一正○松永
佳・磯村彰江・松居正樹・柴田勝喜

4 F 2 04 キラルなルイス酸触媒を用いたアレニルスズのイミンへのエ
ナンチオ選択的付加反応（学習院大理）神子島博隆○鵜沢哲丸・秋山隆
彦

4 F 2 05 BINAP―AgF触媒を用いるイミン類への不斉付加反応（名大院
工・CREST）○和田本学・柳澤 章・山本 尚

4 F 2 06 BINAP―AgOTf触媒を用いるシリルエノールエーテルの不斉
アミノ化反応（名大院工・CREST）○椴山儀恵・柳澤 章・山本 尚

座長 神子島 博隆（10 : 00～11 : 00）
4 F 2 07 N ―ヒドロキシフタルイミドを触媒に用いる二酸化窒素による
アルカンのニトロ化反応（関西大工・KU－HRC）○西脇良樹・北村貴
教・坂口 聡・石井康敬

4 F 2 08 NaIO4／NaHSO3反応剤を用いるホモアリルアルコールからの
テトラヒドロフラン誘導体の選択的合成（関西大工・KU－HRC）○沖
本圭生・坂口 聡・石井康敬

4 F 2 09 分子状酸素によるアノンの Baeyer―Villiger酸化反応の開発（関
西大工・KU－HRC）○福田 修・岩浜隆裕・坂口 聡・石井康敬

4 F 2 10 プロパルギルアルコールのヒドロアルミニウム化反応におけ
る γ―シリル基の効果（東工大工）友岡克彦○井川和宣・菊池 淳・中
井 武

4 F 2 11 アルキンのカルボジルコニウム化反応における位置選択性
（東工大院理工）○山野井茂雄・関健太郎・松本隆司・鈴木啓介

4 F 2 12 サレン錯体を触媒とするオレフィンと一酸化窒素の反応（阪
府大院工）○寒川陽平・木原伸浩・高田十志和

座長 坂口 聡（11 : 00～12 : 00）
4 F 2 13 マグネシウムアート錯体を用いたマグネシウム―ハロゲン交
換反応（京大院工）○北川和哉・井上 淳・忍久保洋・大嶌幸一郎

4 F 2 14 マグネシウムアート錯体を用いた gem―ジブロモシクロプロ
パンのジアルキル化およびハロゲン化アリールの自己カップリング反
応（京大院工）○井上 淳・北川和哉・忍久保洋・大嶌幸一郎

4 F 2 15 不飽和ケトンのオゾン化を鍵とする 1,2―ジオキサシクロアル
カンの新規合成反応（阪大院工）○伊藤豊誠・益山新樹・野島正朋

4 F 2 16 不飽和ヒドロペルオキシドと鉄（II）イオンの反応により誘起
されるレギオ選択的分子内ラジカル環化反応（阪大院工）○菅原朋宏・
益山新樹・野島正朋

4 F 2 17 1,3―ジオキシン―4―オン由来のジエノールシリルエーテルの酸
素化反応（阪大院工）○森 篤史・安倍 学・野島正朋

4 F 2 18 ビスマス化合物と過酸化水素を用いる新規酸化反応の開発
（徳島大総合科学）○村部圭吾・村上俊介・Woodhall Thomas・和田
眞

3月 31日午後

座長 山子 茂（13 : 00～14 : 00）
4 F 2 25 3座配位トリス（オキサゾリン）―銅錯体を用いる不斉アリル位
酸化（九大院理）○高村義徳・香月 勗

4 F 2 26 Pd（II）担持ハイドロタルサイト／酸素を触媒とするアルコール
酸化における基質選択性（京大院工）西村貴洋○垣内暢之・前多泰成・
植村 榮

4 F 2 27 N ―ヒドロキシフタルイミドを触媒とした p―キシレンの常圧
酸素酸化によるテレフタル酸の合成（関西大工・KU－HRC）○田代康
貴・岩浜隆裕・坂口 聡・石井康敬

4 F 2 28 N ―ヒドロキシフタルイミド触媒存在下，分子状酸素によるピ
コリンの高選択的酸化反応（関西大工・KU－HRC）○芝本明弘・岩浜
隆裕・坂口 聡・石井康敬

4 F 2 29 インジウム錯体触媒によるアリルスズと酸塩化物との選択的
カップリング反応（阪大院工）井上勝喜○清水靖久・芝田育也・馬場章
夫

4 F 2 30 インジウムヒドリドを用いた触媒的脱ハライド反応（阪大院
工）○井上勝喜・澤田明美・芝田育也・馬場章夫

座長 大森 建（14 : 00～14 : 50）
4 F 2 31 炭素ースズ結合の酸化反応（京大院工）○桑原栄子・松原誠二
郎・内本喜一朗・大嶌幸一郎

4 F 2 32 gem―二亜鉛種と有機ハロゲン化物とのカップリング反応（京
大院工）○鵜飼勝巳・山本弘賢・松原誠二郎・内本喜一朗・大嶌幸一
郎

4 F 2 33 トリアルキルゲルミル置換 gem―二亜鉛種の調製と反応（京大
院工）○芳野英明・松原誠二郎・内本喜一朗・大嶌幸一郎

4 F 2 34 4―t―ブチルメチレンシクロヘキサンのヒドロホルミル化：ロ
ジウムとコバルト触媒でのジアステレオ選択性の比較（山口東理大）○
山本經二・野口貞雄・福永健司・川波由紀夫

4 F 2 35 アレニルパラジウム錯体を利用した含フッ素アレンの合成
（京工繊大工芸）○谷川 満・今野 勉・石原 孝・山中寛城

座長 忍久保 洋（15 : 00～16 : 10）
4 F 2 37 4‐位に置換基をもつ 2‐オキソ‐1，3，2‐ジオキサチオラ
ンと有機アルミニウム反応剤との反応（青山学院大理工）○西村七重・
濱田真以子・光延旺洋

4 F 2 38 アシルテルリドとイソシアニドとの反応による 1,2―ジカルボ
ニル化合物の合成（京大院工）山子 茂・宮副 博○澤崎 高・吉田潤
一

4 F 2 39 有機テルル化合物とキノン類との反応における置換キノン及
びヒドロキノン類の合成（京大院工）山子 茂○橋爪政宏・吉田潤一

4 F 2 40 シリルテルリド・カルボニル化合物・イソシアニドを用いた
原子移動型新規ラジカルカップリング反応（京大院工）山子 茂○宮副
博・吉田潤一

4 F 2 41 デヒドロアミノ酸誘導体へのラジカル付加反応による α‐ア
ミノ酸の合成（千葉大工）小倉克之○広田光司・赤染元浩・松本祥治

4 F 2 42 超臨界二酸化炭素中でのアルキルハライドのラジカル的カル
ボニル化反応（東工大院理工）○岸本恭尚・碇屋隆雄

4 F 2 43 テトラブチルアンモニウムフルオリドと酢酸を用いたシリル
系保護基の選択的脱保護（慶大理工）新古和幸・東林修平・石津雄大・
白濱晴久・橋本貴美子・中田雅也

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 28日午前

座長 松川 覚（09 : 00～10 : 00）
1 F 3 01 過酸化水素―アミノポリカルボン酸複合系を用いたオレフィ
ン類のエポキシ化反応（阪大院基礎工）○山口和也・水垣共雄・海老谷
幸喜・金田清臣

1 F 3 02 トリアセトンパーオキサイドを用いた各種炭化水素との酸化
反応（阪大院基礎工）○種村一騎・水垣共雄・海老谷幸喜・実川浩一
郎・金田清臣

1 F 3 03 アミノ酸由来の光学活性ヒドロキサム酸配位子の設計：アリ
ルアルコールのエポキシ化反応への応用（名大院工・CREST）○星野
雄二郎・大石理貴・山本 尚

1 F 3 04 面不斉を有する中員環アリルエーテルのエナンチオ選択的エ
ポキシ化（東工大工）友岡克彦○柳鶴俊一・中井 武

1 F 3 05 ヒドロキシアパタイト固定化ルテニウム触媒によるアルコー
ル類の高選択的酸素酸化反応（阪大院基礎工）○森 浩亮・山口和也・
水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

1 F 3 06 過酸化水素を酸化剤とする塩基性ハイドロタルサイト触媒を
用いた α ,β ―不飽和ケトン類の高選択的エポキシ化反応（阪大院基礎
工）○山口和也・森 浩亮・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

座長 水垣 共雄（10 : 00～11 : 00）
1 F 3 07 ヘック反応を利用した β 置換ビニルスルホンの新規ワンポッ
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ト合成（岡山理大工）折田明浩○片上雅貴・大寺純蔵
1 F 3 08 スルホンの 2重脱離反応によるアルキルベンゼンの新規ワン
ポット合成（岡山理大）○折田明浩・Yaruva Jayamma・大寺純蔵

1 F 3 09 光学活性スルフィナートのエナンチオ選択的合成（名工大）○
館山元昭・渡部良彦・融 健

1 F 3 10 セレノキシド類のプンメラー型反応による α 位への官能基導
入（岩手大工）島田和明○菊田 裕・青柳重信・滝川雄治

1 F 3 11 スルホニル基置換鎖状エンイン化合物からの新規ピロール環
構築反応（千葉大工）小倉克之○竹田美音子・赤染元浩・松本祥治

1 F 3 12 ビニルホスホニウム塩より生成するイリドの反応性（同志社
大工）○岸本博昭・井上 剛・阪井祥子・山下隆之・太田哲男・古川
功

座長 折田 明浩（11 : 00～11 : 50）
1 F 3 13 光学活性二級ジアルキルホスフィンボランの合成と反応（千
葉大院自然・千葉大理）○三浦智也・菊池慎一・山田博也・今本恒雄

1 F 3 14 立体選択的酸化による光学活性二級ホスフィン・ボランの合
成（千葉大院自然・千葉大理）○長田一人・松川 覚・今本恒雄

1 F 3 15 光増感電子移動プロセスを利用した γ ,δ ―不飽和ケトン O ―p―
シアノフェニルオキシムの環化反応（東大院理）○三上哲弘・奈良坂紘
一

1 F 3 16 光誘起電子移動反応に始まるテトラオキシ置換シクロプロパ
ン（TOCP）を三炭素合成素子とする炭素骨格形成反応（京工繊大工芸）
○松永隆行・高橋裕吏・山内芳仁・ASMUS Sven・奥 彬

1 F 3 17 ジクロロビニルシクロプロパンカルボン酸類の光増感立体変
換反応（住友化学有機合成研）○萩谷弘寿・鈴鴨剛夫

3月 28日午後

座長 網井 秀樹（13 : 00～14 : 00）
1 F 3 25 フルオラスキラルジオールによるサマリウムエノラートの不
斉プロトン化反応（新潟薬大・ピッツバーグ大）中村 豊○武内征司・
大胡恵明・Curran D. P.

1 F 3 26 フルオラス BINOL―Ti錯体を触媒とする芳香族アルデヒド類
のジエチル亜鉛による不斉アルキル化反応（新潟薬大・ピッツバーグ
大）○中村 豊・武内征司・大胡恵明・Curran D. P.

1 F 3 27 1,1,1―トリフルオロアルカン―2,3―ジオンモノオキシムの酢酸
アンモニウム存在下でのアルデヒドおよびケトンとの反応（神戸大工）
○神鳥安啓

1 F 3 28 遷移金属触媒を用いたハロジフルオロアセトアミドのラジカ
ル環化反応による α ―ジフルオロラクタムの合成（九大総理工・九大
機能研）○岩松将一・磯野芳美・永島英夫

1 F 3 29 オレフィンメタセシス反応によるビス―およびオリゴジフル
オロシクロプロパンの合成（岡山大教育）○満倉浩一・石田奈々絵・伊
藤敏幸

1 F 3 30 α ―フルオロ―α ―トリフルオロメチル―γ―ヒドロキシカルボン
酸アミド類からの α ―トリフルオロメチル―α ―アミノ酸誘導体の生成
（千葉大工）小倉克之○小具健一

座長 中村 豊（14 : 00～14 : 50）
1 F 3 31 BOM基を有するジフルオロアリルシランによるアリル化反
応（阪市大院理）○小林 修・大村奉聖・臼杵克之助・飯尾英夫

1 F 3 32 β ―フルオロ―α ,β ―不飽和エステルの合成研究（阪市大院理）○
池田智子・臼杵克之助・飯尾英夫

1 F 3 33 マグネシウムによるトリフルオロメチルイミンの還元的脱フ
ッ素―シリル化（岡山大工）宇根山健治○前 理之・加藤 剛・網井秀
樹

1 F 3 34 低原子価マグネシウムによるモノフルオロエノールシリルエ
ーテルの立体選択的合成（岡山大工）網井秀樹○矢田絹恵・宇根山健治

1 F 3 35 低原子価亜鉛を用いたトリフルオロメチルケトンのピナコー
ルカップリング反応（岡山大工）網井秀樹・松岡英生・小林武史・宇根
山健治

座長 臼杵 克之助（15 : 00～16 : 00）
1 F 3 37 ジクロロトリフルオロアセトンを用いるトリフルオロメチル
基置換オキシラン，アリルアルコールおよび四置換エチレンの合成（京
大院工）秦 猛志○峯崎大志・清水正毅・檜山爲次郎

1 F 3 38 アリールフルオロシランとヨウ化アリールの固相クロスカッ
プリング（京大院工）○Homsi Fadi・檜山爲次郎

1 F 3 39 ジフルオロヨードトルエンを用いるヨードアルカンの官能基
選択的フッ素置換反応（北大院工）○中村 裕・澤口正紀・福原 彊・
原 正治・米田徳彦

1 F 3 40 β ―トリフルオロメチルビナミジニウム塩とカルボニル化合物
のエノラートとの反応（京工繊大工芸）○芝山 覚・今野 勉・石原
孝・山中寛城

1 F 3 41 含フッ素イナミンとハロゲン化剤との反応：2―ハロ―および
2,2―ジハロ―3,3,3―トリフルオロプロパンアミドの簡便な合成（京工繊
大工芸）○萬谷聡哉・今野 勉・石原 孝・山中寛城

1 F 3 42 フッ素オレフィンのラジカル反応による α ,α ―ジフルオロカ
ルボン酸誘導体の合成（名大院工）岡野 孝・疊開真之

座長 清水 正毅（16 : 00～17 : 00）
1 F 3 43 3,4―エポキシ―1,1―ジフルオロブテン構造を有する化合物の合
成と様々な求核試薬に対する反応性（東工大・生命理工）○植木久憲・
坂本丞平・山崎 孝・北爪智哉

1 F 3 44 トリフルオロメチル基を有する 2,3―エポキシアルコール類の
立体選択的合成（東工大・生命理工）○市毛達郎・山崎 孝・北爪智哉

1 F 3 45 γ ,γ ージフルオロアリルスルホナートの新規転位反応（3）：酸
素同位体を用いた反応機構の証明（東工大・生命理工）坂本丞平・平岡
秀一○山崎 孝・北爪智哉

1 F 3 46 CF2Br2を用いた含フッ素アミノ酸の合成（岡山大工）○半田道
玄・松川泰久・片桐利真・宇根山健治

1 F 3 47 トリフルオロ乳酸エステルを原料とするモノフルオロピルビ
ン酸誘導体の合成（岡山大工）片桐利真○山路幸子・宇根山健治

1 F 3 48 フルオロエルダノリドの不斉合成（岡山大教育）○工藤賀寿
利・田中尚子・伊藤敏幸

3月 29日午前

座長 斎藤 進（09 : 00～10 : 00）
2 F 3 01 トリフルオロメタンスルホン酸を触媒とするアルキンの水和
反応（北陸先端大）○城谷友啓・土本晃久・白川英二

2 F 3 02 トリフルオロメタンスルホン酸存在下でのカルボン酸による
ハロゲン化アレーン類の特異的イプソアシル化および関連反応（東京
農工大工・東工大資源研）小池政行・亀田朝美・高野正臣・日野哲
男・池田富樹○米澤宣行

2 F 3 03 α ―オキソカルボン酸の特異的脱カルボニル―α ,α ―ジアリー
ル化反応による多重フェニレンビニリデン交差共役構造分子の新規構
築反応（東京農工大工・東工大資源研）○日野哲男・亀田朝美・高野正
臣・小池政行・塚本奈巳・池田富樹・米澤宣行

2 F 3 04 チタン錯体触媒を用いた環状エーテルと二硫化炭素からの環
状トリチオカーボナートの合成（東工大資源研）○本九町卓・竹内大
介・三田文雄・遠藤 剛

2 F 3 05 オレフィン π 結合へのルイス酸の配位を利用したキレート制
御法の開発（東北大院理）○嶋田朋嘉・浅尾直樹・山本嘉則

2 F 3 06 gem―ジフルオロオレフィンのタンデム Friedel―Crafts環化に
よる多環式縮合環の構築（九工大工）市川淳士○藤原昌生・工藤隆生・
岡内辰夫・南 享

座長 大井 貴史（10 : 00～11 : 00）
2 F 3 07 アセチレン π 結合へのルイス酸の配位を活用したキレート制
御法の開発（東北大院理）○浅野 亨・大石 健・浅尾直樹・山本嘉則

2 F 3 08 アセチレン π 結合―ルイス酸の分子内キレートを利用する還
元反応の立体制御（東北大院理）○大石 健・浅野 亨・浅尾直樹・山
本嘉則

2 F 3 09 アルミニウムトリス（2,6―ジフェニルフェノキシド）（ATPH）を
用いる強塩基性条件下での三成分連結法（名大院工・CREST）○山崎
聡子・斎藤 進・山本 尚

2 F 3 10 （R）―ATBNを用いる非対称ケトンの位置及びエナンチオ選択
的アルキル化（名大院工・CREST）○中台，正和正和・斎藤 進・山
本 尚

2 F 3 11 アルミニウムトリス（2,6―ジフェニルフェノキシド）（ATPH）を
用いるカルボニル基の識別と α ,β ―不飽和カルボニル化合物の選択的
合成法（名大院工・CREST）○永原崇志・塩澤真人・斎藤 進・山本
尚

2 F 3 12 ルイス酸触媒を用いた，カルボニル化合物，N―シリルカーバ
メート，アリルシランの三成分縮合反応（神奈川大工）○芹田健一・新
美 類・平岡秀一・横澤 勉

座長 浅尾 直樹（11 : 00～12 : 00）
2 F 3 13 鎖状系シロキシアルデヒドにおけるケイ素から炭素への 1,4―
及び 1,5―フェニル移動反応（東工大工）友岡克彦・中崎敦夫○九鬼隆
容・中井 武

2 F 3 14 光学活性アリルオキシシラン系 retro［1,4］―Brook転位（東工大
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工）友岡克彦○中崎敦夫・中井 武
2 F 3 15 スカンジウム（III）トリフレートと酸無水物を用いる Knoeve-

nagel型反応（阪市工研）○東海直治・橋本圭司・武田徳司
2 F 3 16 アリリックラクトールエーテルの固体酸触媒による分子内オ
キソニウム―エン反応（東工大工）○大村浩文・三上幸一

2 F 3 17 Lewis酸―界面活性剤一体型触媒を用いる水中におけるMi-
chael反応（東大院薬）小林 修○角元兼太郎・森雄一朗・眞鍋 敬

2 F 3 18 Lewis酸―界面活性剤一体型触媒を用いる水中における有機合
成反応の開発及び反応場のキャラクタリゼーション（東大院薬）○森雄
一朗・眞鍋 敬・小林 修

3月 29日午後

座長 原田 俊郎（13 : 00～14 : 00）
2 F 3 25 新規光学活性ジオール類の合成とその性質（千葉大院自然・
千葉大理）今本恒雄○武田斉大

2 F 3 26 キラル酢酸エステルを用いる不斉Mannich型反応（名大院
工・CREST）○畑中恵子・斎藤 進・山本 尚

2 F 3 27 新規キラルジルコニウム触媒を用いる不斉Mannich反応（東
大院薬）○上野雅晴・石谷暖郎・小林 修

2 F 3 28 架橋型ビナフトールを用いる新規キラルジルコニウム触媒の
開発（東大院薬）○北澤隆之・石谷暖郎・小林 修

2 F 3 29 高活性キラルオキサザボロリジン触媒の開発（名大院工・名
大難処セ・CREST）○近藤章一・石原一彰・山本 尚

2 F 3 30 脱ベンジル化の高活性均一触媒：金属トリス（トリフリル）メ
チド（名大院工・名大難処セ・CREST）○平岩幸浩・石原一彰・山本
尚

座長 米澤 宣行（14 : 00～14 : 50）
2 F 3 31 キラルルイス酸による環状アセタール誘導体のエナンチオ選
択的開裂反応を利用した meso―1,3―ジオールの不斉非対称化（京工繊
大工芸）○関口広介・中村朋仁・原田俊郎・奥 彬

2 F 3 32 環状アセタール誘導体のエナンチオ選択的開裂反応を用いる
meso―1,2―ジオールの不斉非対称化：開裂反応へのジアステレオ異性
体混合物の利用（京工繊大工芸・スガイ化学工業）原田俊郎○山中秀
樹・奥 彬

2 F 3 33 不斉アザ Diels―Alder反応における固相法，液相法を組合せた
キラル触媒の最適化（東大院薬・東理大理）○日下部兼一・石谷暖郎・
小林 修

2 F 3 34 Lewis酸を用いるアシルヒドラゾンとアルケンの触媒的環化
付加反応（東大院薬）○平林亮治・小林 修

2 F 3 35 新規ルイス酸触媒としての四核チタンクラスタ―；六配位チ
タン錯体によるアルジミン，ニトロン類の炭素―炭素結合生成反応の
触媒化（東工大工）三上幸一○植木 誠・松本洋介・寺田眞浩

座長 岡内 辰夫（15 : 00～15 : 40）
2 F 3 37 不斉プロトン化反応による光学活性 α ―ハロカルボニル化合
物の合成（名大院工・名大難処セ・CREST）○中村慎吾・石原一彰・
山本 尚

2 F 3 38 キラル SEMエ―テルを用いるエナンチオ選択的 Prins反応（名
大院工・名大難処セ・CREST）○中村裕子・石原一彰・山本 尚

2 F 3 39 LBAを用いるエナンチオ選択的ポリエン環化反応（名大院
工・CREST）○石橋英章・石原一彰・山本 尚

2 F 3 40 キラルアミノアルコール触媒を用いるジエチル亜鉛のアルデ
ヒドへの不斉付加反応（香川大教育・香川大農）○大神隆彦・梅田
聡・川浪康弘

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3月 30日午前

座長 河内 敦（09 : 00～10 : 00）
3 F 3 01 イソシアナト（メチル）オリゴシロキサンおよびその誘導体の
合成と性質（東理大理工）○加冶道子・郡司天博・阿部芳首

3 F 3 02 ジシロキサンジオールの合成と性質（東理大理工）○吉敷慎一
郎・郡司天博・阿部芳首

3 F 3 03 テトラキス（トリメチルシリル）エチレンの有機合成への利用
（京大院工）○高見和明・依光英樹・忍久保洋・大嶌幸一郎

3 F 3 04 3,3,3―トリフルオロプロピル基を有するシラノールの交差カ
ップリングとMizoroki―Heck型反応（東工大資源研）○平林一徳・近藤
龍大・鳥山史彦・西原康師・森 敦紀

3 F 3 05 シランジオールの合成とパラジウム触媒を用いるカップリン
グ反応（東工大資源研）○須黒雅博・川島 潤・平林一徳・西原康師・
森 敦紀

3 F 3 06 2―メチル―1―フェニル―1―シラシクロペンタンを用いたシリル
エーテル及びシリルエノールエーテルの合成（東理大理工）長尾幸徳○
上野浩生・小澤幸三

座長 三浦 勝清（10 : 00～11 : 00）
3 F 3 07 3官能性シランの加水分解によるジシロキサンの合成（東理大
理工）○小暮宏幸・郡司天博・阿部芳首

3 F 3 08 ジクロロジフェニルシランからのジシロキサンの合成および
その性質（東理大理工）郡司天博○稲木由紀・阿部芳首

3 F 3 09 コンフィギュレーションを制御したシリルアニオンの求核反
応における立体化学（北陸先端大院）○清水康孝・上西和也・今栄一
郎・川上雄資

3 F 3 10 光学活性アリルシランの立体選択的環化反応：シクロアルケ
ン類の不斉合成（京大院工）杉野目道紀○岩並泰資・伊藤嘉彦

3 F 3 11 光学活性クロロシランを出発原料とする立体選択的シリルア
ニオンの生成（北陸先端大院）○鴇田哲史・清水康孝・表 正克・今栄
一郎・川上雄資

3 F 3 12 ［（アリルオキシ）シリル］リチウムの分子内転位反応：［2,3］―
シラ―Wittig転位とシクロプロパン化反応（京大化研）河内 敦○前田
博文・中村 博・玉尾皓平

座長 秋山 隆彦（11 : 00～12 : 00）
3 F 3 13 α ―ジケトンとアリルシラン／アリルスズ複合試剤との光アリ
ル化反応と立体選択的環化反応（島根大理）○水下 彰・西垣内寛・岩
本秀俊・宅和暁男

3 F 3 14 シクロブテンの環状電子開環反応におけるケイ素の置換基効
果（京大院工）村上正浩○宮本泰史・伊藤嘉彦

3 F 3 15 低原子価サマリウム試薬によるクロロシランの還元的縮合反
応（阪大院工）小川昭弥○飯田宏一朗・平尾俊一

3 F 3 16 依頼講演 パラジウム錯体触媒存在下ケイ素の特性を活かし
たアリル位官能基化反応（北大触媒セ）辻 康之

3月 30日午後

座長 郡司 天博（13 : 00～14 : 00）
3 F 3 25 トリクロロシランによるイミンの選択的還元（トクヤマつく
ば研・長崎大薬・九大有基研）○岩崎史哲・三嶋克彦・尾野村治・真
木俊英・松村功啓

3 F 3 26 水環境場におけるポリオール類の選択的ベンゾイル化（九大
有基研・トクヤマつくば研・長崎大薬）○松村功啓・岩崎史哲・真木
俊英・村上紗千恵・尾野村治

3 F 3 27 シリレンとアルデヒドから生成するシラカルボニルイリドの
分子間シクロ付加（阪大院工）坂井教郎○福島 剛・南方聖司・柳 日
馨・小松満男

3 F 3 28 シラカルボニルイリドの分子内シクロ付加による含ケイ素ビ
シクロ化合物の一段階合成（阪大院工）○坂井教郎・福島 剛・南方聖
司・柳 日馨・小松満男

3 F 3 29 アミノヒドロシラン類を用いるアルデヒド，ケトン類の還元
的アミノ化反応（筑波大化）三浦勝清○須田俊太郎・細見 彰

3 F 3 30 塩化カルシウムを触媒とするジメチルシリルエノラートのア
ルドール反応（筑波大化）三浦勝清○中川貴洋・細見 彰

座長 西原 康師（14 : 00～14 : 50）
3 F 3 31 シリルイノレートとアジリジンとの反応による γ―ラクタムの
合成（阪大院工）○岩本圭司・小嶋美紀・茶谷直人・村井真二

3 F 3 32 有機ケイ素化合物を触媒とする Diels―Alder反応（筑波大化）○
伊藤康子・立岩淳一・細見 彰

3 F 3 33 5配位有機ケイ素化合物を触媒とするMichael型付加反応（筑
波大化）○立岩淳一・伊藤康子・細見 彰

3 F 3 34 ヘミアセタール基を有するビニルシラン類の酸触媒による環
化反応（筑波大化）三浦勝清○高橋竜之・細見 彰

3 F 3 35 水酸基を有するビニルシラン類の酸触媒による endo―環化反
応（筑波大化）三浦勝清○本渡 猛・細見 彰

3月 31日午前

座長 秋山 隆彦（09 : 00～10 : 00）
4 F 3 01 1または 3―置換 2―プロピニルメシラートを用いるプロパルギ
ル化またはアレニル化反応（上智大理工）増山芳郎○渡部晃子・栗栖安
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彦
4 F 3 02 ホモアリルアルコールからのアリルトリクロロスズ新規発生
法とカルボニル―アリル化反応への応用（上智大理工）増山芳郎○佐伯
圭亮・堀口幸子・栗栖安彦

4 F 3 03 ヨウ化スズ（II）を用いる 2―フェニルスルフェニル―3―ブロモ―
1―プロペンによるカルボニル―アリル化反応（上智大理工）増山芳郎○
大島道史・栗栖安彦

4 F 3 04 二価シンナミルスズを用いたケトンへのジアステレオ選択的
付加反応（阪大院工）安田 誠○平田 恵・芝田育也・馬場章夫

4 F 3 05 アリルビスマスやアリルスズ試薬を用いるイミンのアリル化
反応―プロトン酸を有する光学活性化合物による不斉アリル化反応―
（徳島大総合科学）○渡辺守人・八木貴代・和田 眞

4 F 3 06 プロトン酸を有する光学活性化合物を触媒に用いたテトラア
リルスズによるカルボニル化合物の不斉アリル化反応（徳島大総合科
学）○池渕尚治郎・土浦暁史・和田 眞・Jacqueline Sandra

座長 増山 芳郎（10 : 00～11 : 00）
4 F 3 07 アルキンのスタニルカルバモイレーション：遷移金属触媒に
よる位置選択性の逆転（物質研）○華 瑞茂・小野澤俊也・田中正人

4 F 3 08 銅（I）塩を用いるアルキニルシランのカップリング反応を利用
するビスフェノール A誘導体ユニットを含む高分子の合成（東工大資
源研）○西原康師・安藤純一・近藤龍大・森 敦紀・小坂田耕太郎

4 F 3 09 同一分子内にアルキニルシランとトリフラートを有する化合
物の交差カップリングを用いる重合反応（東工大資源研）西原康師○近
藤龍大・安藤純一・森 敦紀・小坂田耕太郎

4 F 3 10 アルキニル基のケイ素から銅へのトランスメタル化の機構的
考察（東工大資源研）西原康師○竹村美和・森 敦紀・小坂田耕太郎

4 F 3 11 スタニルエノラートを用いる有機ハロゲン化物のラジカル的
アシルメチル化反応（筑波大化）三浦勝清○藤澤直毅・細見 彰

4 F 3 12 スタニルエノラートおよびビニルスタンナンを用いるラジカ
ル的カルボスタニル化反応（筑波大化）三浦勝清○斉藤 寛・細見 彰

座長 西原 康師（11 : 00～12 : 00）
4 F 3 13 β 位に不斉酸素官能基をもつアリルスズからの不斉誘導―カ
ルバモイル基の効果（島根大総合理工）○西垣内寛・岡崎尚子・宅和曉
男

4 F 3 14 ルイス酸触媒によるヒドロシリル化を伴ったシリルエノール
エーテルのアルキンへの分子内トランス付加環化反応（東北大院理）○
須藤智子・今村健一郎・山本嘉則

4 F 3 15 アリルエステルのアシルシランを用いる新規アシル化反応
（北大触媒セ・岐阜大工）○大洞康嗣・VIERNES C. H.・小川恭弘・今
井祐史・川村 尚・辻 康之

4 F 3 16 ニッケル触媒による 1,3―ジエンのアシルスタニル化反応（北
陸先端大・京大院工）白川英二○中尾佳亮・吉田拡人・檜山爲次郎

4 F 3 17 パラジウム触媒によるアルキンのカルボスタニル化反応：位
置選択性に対する配位子効果（京大院工・北陸先端大）○吉田拡人・白
川英二・檜山爲次郎

4 F 3 18 パラジウム触媒アリルスタンニル化反応に及ぼすスズ（II）反
応剤の影響（群馬大工・小山高専）普神敬悟○河田健太郎・榎戸達樹・
豊岡 稔・小山大輔・亀山雅之・小杉正紀

3月 31日午後

座長 森 敦紀（13 : 00～14 : 00）
4 F 3 25 ヒドロシリルスタナンを用いた新しいヒドロシリル化反応
（熊本工大工）池永和敏○山田裕子・柘植乙彦

4 F 3 26 アート錯体化による特異的ヒドロスタニル化（阪大院工）芝田
育也○龍恭一郎・諏訪敏弘・馬場章夫

4 F 3 27 イミノ基選択的還元を利用した分子内環化反応（阪大院工）芝
田育也○諏訪敏弘・西野敬太・馬場章夫

4 F 3 28 白金触媒を用いた α ,β ―不飽和ケトンのホウ素ケイ素化反応
（物質研・東理大理工）○札川幸哲・小野澤俊也・田中正人・櫻井英樹

4 F 3 29 遷移金属触媒によるメチレンシクロプロパンの位置選択的シ
リルホウ素化（京大院工）杉野目道紀○松田學則・吉本茂代・伊藤嘉彦

4 F 3 30 パラジウム触媒存在下，ジシランと HBF4によるアルデヒド
のシリル化反応（阪大工）○樋口 豊・生越専介・黒澤英夫

座長 杉野目 道紀（14 : 00～14 : 30）
4 F 3 31 ロジウム触媒による位置・立体選択的ヒドロシリル化を利用
する含ケイ素高分子の合成（東工大資源研）○加藤 毅・森 敦紀

4 F 3 32 ジブチルスタニルトリフラートを用いるラジカル的ヒドロス
タニル化反応（筑波大化）三浦勝清○松本行弘・細見 彰

4 F 3 33 1,4―ジシラベンゼンの反応性に関する理論的研究（京大院工・
基礎化研・倉敷芸科大）○康 松潤・吉澤一成・山邊時雄・仲 章
伸・石川満夫

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3月 28日午前

（ランタノイド）
座長 坂口 聡（09 : 20～10 : 00）

1 F 4 03 サマリウム（III）アリールオキシド錯体を用いるMichael反応
及びタンデム Aldol―Tishchenko反応（千葉大院自然・千葉大理）西浦正
芳○亀岡美由紀・今本恒雄

1 F 4 04 希土類―イミン錯体を用いるアルキンのヒドロホスフィン化
反応（広島大工）○武田光宏・重松智章・高木 謙・竹平勝臣

1 F 4 05 低原子価サマリウムによるアシルホスホナ―トと 2つのカル
ボニル化合物の 3成分カップリング反応（広島大工・九大院工）○高木
謙・内藤洋二・糸野雄一郎・竹平勝臣・藤原祐三

1 F 4 06 ヨウ化サマリウムを用いるメタルエノラートのラジカル的ト
リフルオロメチル化反応（東工大工）三上幸一○安斉和重・石井章央・
小嶋 隼

座長 三上 幸一（10 : 00～11 : 00）
1 F 4 07 超原子価ヨウ素化合物と低原子価ランタノイド化合物の反応
（九大院工）○牧岡良和・長田憲典・北村二雄・藤原祐三

1 F 4 08 アミド化合物を配位子とするヨウ化サマリウム（II）錯体の単
離と X線構造解析（千葉大院自然・千葉大理）○西浦正芳・片桐幸
輔・今本恒雄

1 F 4 09 アミド化合物を有するヨウ化サマリウム（II）錯体の反応性の
評価（千葉大院自然・千葉大理）西浦正芳○片桐幸輔・今本恒雄

1 F 4 10 金属ランタンを用いたイミンの還元反応（関西大工・KU－
HRC）○西野壽城・西山 豊・園田 昇

1 F 4 11 耐水性ポリマー担持ランタノイドアルコキシド触媒の創製と
リサイクル使用（九大有基研）○竃浦政宏・稲永純二

1 F 4 12 共役エノンの不斉エポキシ化反応におけるキラルランタン触
媒の回転効率に及ぼす因子（九大有機研）○大海一洋・稲永純二

座長 高木 謙（11 : 00～12 : 00）
1 F 4 13 金属ランタンとハロゲン化アルキルの反応（関西大工・KU－

HRC）○渡邊稔久・西野壽城・西山 豊・園田 昇
1 F 4 14 金属ランタン存在下，o―ジハロゲン化アリールとジエンの反
応（関西大工・KU－HRC）○川畑 寛・西野壽城・西山 豊・園田
昇

1 F 4 15 新規ランタニドパーフルオロブタンスルホニルメチド触媒の
フルオラス溶媒系を用いる効率的触媒リサイクル法の開発（東工大
工・野口研）三上幸一・○三上豊・松本洋介・山本文彦・錦戸條二・
中島 斉

1 F 4 16 金属酵素モデルとしての希土類（パーフルオロアルキルスル
ホニルアミドおよびスルホニルメチド）―シクロデキストリン複合体
（野口研・東工大工）錦戸條二・南保雅之・中島 斎・三上幸一

1 F 4 17 ランタノイド錯体を触媒とするオキシムエステルの選択的シ
アノ化反応（関西大工）○坂口 聡・藤井明子・石井康敬

1 F 4 18 ランタノイド触媒存在下，酢酸イソプロペニルとカルボニル
化合物の反応（関西大工）○中野靖之・坂口 聡・石井康敬

3月 28日午後

（Ti，Zr）
座長 原 隆一郎（13 : 00～14 : 00）

1 F 4 25 四ヨウ化チタンを用いる 1,2―ジケトンの還元反応（三重大工）
早川隆一郎○佐原徹哉・清水 真

1 F 4 26 四ヨウ化チタンを用いるスルホキシドの還元反応（三重大工）
清水 真○渋谷克彦・早川隆一郎
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1 F 4 27 四塩化チタン―ヨウ化テトラブチルアンモニウム系による一
電子還元反応（京大院工）○釣谷孝之・伊藤佐絵子・忍久保洋・大嶌幸
一郎

1 F 4 28 チタンブトキシドとカリウム tert―ブトキシドを用いたアルド
ール反応による 3―ヒドロキシアルデヒドの合成（京大院工）韓 振浮
○依光英樹・忍久保洋・大嶌幸一郎

1 F 4 29 ハロゲン化チタンー水により促進される α ,β ―不飽和イミン
への二重求核付加反応（三重大工）清水 真○西 隆文

1 F 4 30 ハロゲン化チタンにより促進される α ,β ―不飽和イミンへの
異核種二重付加反応（三重大工）清水 真○吉田武史・早川隆一郎

座長 鈴木 数之（14 : 00～14 : 50）
1 F 4 31 四ヨウ化チタンにより促進されるアルコキシアレンオキシド
の新規炭素―炭素結合形成反応（三重大工）○早川隆一郎・清水 真

1 F 4 32 四ヨウ化チタンにより促進されるアルコキシアレンオキシド
を用いる α ―アルコキシ―α ,β ―不飽和ケトンの合成（三重大工）早川隆
一郎○牧野弘明・清水 真

1 F 4 33 四ヨウ化チタンにより促進される α ―ハロカルボニル化合物
の Reformatsky型反応（三重大工）早川隆一郎○小林史子・清水 真

1 F 4 34 官能性アセチレンまたはオレフィン―チタンアルコキシド錯
体のアルデヒド付加の位置選択性とその制御（東工大院生命理工）○占
部弘和・鈴木大輔・佐藤史衛

1 F 4 35 光学活性アセチレンエステル―チタンアルコキシド錯体のア
ルデヒドへの不斉付加反応（東工大院生命理工）○鈴木大輔・占部弘
和・佐藤史衛

座長 早川 隆一郎（15 : 00～16 : 00）
1 F 4 37 ［4＋4］クロスカップリング反応によるシクロオクタテトラエ
ンの合成（名大院工）山本芳彦○大野達也・伊藤健兒

1 F 4 38 シラジルコナシクロペンテンの反応性の検討（北大院薬）○黒
田愼二・佐藤美洋・森美和子

1 F 4 39 アルキルジルコニウム錯体の酸化による環状化合物の合成
（東大院理）○畔見拓志・黒川利樹・櫻井英博・奈良坂紘一

1 F 4 40 ジルコナシクロペンタジエンと酸塩化物との反応（北大触
セ・CREST）高橋 保・席 嬋娟○宮地太一・Garcia Maricela

1 F 4 41 ジルコノセンを用いたアルキン類のメタロエステル化反応
（北大触セ・愛教大・CREST）高橋 保・席 嬋娟○浦 康之・中島
清彦

1 F 4 42 ジルコナシクロペンタジエンと 1,1―ジハロ化合物との反応に
よるシクロペンタジエン誘導体の合成（北大触セ・CREST）高橋 保
○段 征・孫 文華

座長 清水 真（16 : 00～17 : 00）
1 F 4 43 アクロレインアセタ―ルと 2価チタン反応剤から得られるア
リルチタンとカルボニル化合物の付加反応の位置選択性（東工大院生
命理工）TENG Xin・高山祐樹○岡本専太郎・佐藤史衛

1 F 4 44 イミンと高立体選択的に反応する光学活性プロピオンアルデ
ヒドホモエノラート等価体の開発（東工大院生命理工）○TENG Xin・
高山祐樹・岡本専太郎・佐藤史衛

1 F 4 45 α ―および β ―アルコキシイミンとチタンホモエノラ―トの立
体選択的付加反応（東工大院生命理工）○藤井慎太郎・Teng Xin・岡本
専太郎・佐藤史衛

1 F 4 46 ジルコナシクロペンタジエン誘導体からのポリフェニレン合
成（北大触セ・CREST）高橋 保○蔡 福裕・李 艶忠

1 F 4 47 ジルコノセンを用いたスチレン類のヒドロシリル化反応（北
大触セ・CREST）○浦 康之・原隆一郎・高橋 保

1 F 4 48 Zn塩パラジウム触媒存在下におけるジルコナシクロペンタジ
エンのモノアリル化反応（北大触セ・CREST）高橋 保・孫 文華○
段 征

3月 29日午前

座長 占部 弘和（09 : 00～10 : 00）
2 F 4 01 ジルコナシクロペンタジエンを用いたキノリン・イソキノリ
ン合成（北大触セ・CREST）高橋 保・Stepnicka Petr○李 艶忠・Ko-
tora Martin

2 F 4 02 ジルコナシクロペンタジエン類のシクロプロパネーション反
応（北大触セ・CREST）高橋 保○石川正憲・原隆一郎

2 F 4 03 ジルコナシクロペンタジエンを用いた置換スチレンの合成
（北京大・北大触セ・CREST）席 振峰○李 志平・李 丕旭・管
海榮・高橋 保

2 F 4 04 ジルコナシクロペンタジエン類の炭素炭素結合の切断反応

（北京大・北大触セ・CREST）○席 振峰・趙 炳均・劉 彦軍・原
隆一郎・高橋 保

2 F 4 05 二価チタノセンによって促進される炭素―炭素二重結合をも
つ gem―ジハロゲン化物の環化反応（東農工大工）藤原 徹○小平美
帆・武田 猛

2 F 4 06 二価チタノセンにより促進される 1,3―ビス（フェニルチオ）―
4―トリメチルシリル―1―ブテンの反応を利用するアリルシランの合成
（東農工大工）武田 猛○高木康裕・佐伯直子・藤原 徹

座長 藤原 徹（10 : 00～11 : 00）
2 F 4 07 （η 2―プロペン）Ti（O―i―Pr）2による官能性環状共役エキソジエ
ンの合成と特異な環化反応（東工大院生命理工）○中島良太・占部弘
和・佐藤史衛

2 F 4 08 エンインまたはジイン―チタンアルコキシド錯体のイミンへ
の付加の位置・立体選択性（東工大院生命理工）○溝尻 亮・浜田高
志・占部弘和・佐藤史衛

2 F 4 09 エンイン―チタンアルコキシド錯体による 2方向への位置・
立体選択的炭素鎖伸長法（東工大院生命理工）○浜田高志・溝尻 亮・
占部弘和・佐藤史衛

2 F 4 10 ジルコナシクロペンタジエンと一酸化炭素，イソニトリル類
との反応（北大触セ・CREST）高橋 保○蔡 福裕・李 艶忠

2 F 4 11 ジルコノセンを用いたアセチレン類とイソシアネートとの反
応（北大触セ・愛教大・CREST）○李 艶忠・蔡 福裕・高橋 保・
中島清彦

2 F 4 12 ジルコナシクロペンテン類とカルボジイミド類との反応（北
大触セ・CREST）高橋 保・蔡 福裕○王 輝

座長 佐藤 美洋（11 : 00～12 : 00）
2 F 4 13 γ―アルコキシアリルチタンの合成とそのイミンへの立体選択
的付加反応（東工大院生命理工）○福原孝樹・岡本専太郎・佐藤史衛

2 F 4 14 ビニルスルフィド誘導体とアセチレンの 2価チタンアルコキ
シドによる分子内環化反応―官能基変換を伴う新規不斉環化反応（東工
大院生命理工）○成田美穂・占部弘和・佐藤史衛

2 F 4 15 チタノセン錯体を利用したインデン誘導体の合成（北大触セ）
○佐藤公彦・孫 文華・高橋 保

2 F 4 16 1,3,6―トリエンの環化異性化反応（北大触セ・北京大・
CREST）高橋 保○高 国華・Kotora Martin・席 振峰

2 F 4 17 クロロジエン化合物の分子内環化によるシクロブタン類の生
成（北大触セ・CREST）高橋 保○国可倫代・梅田知里・申 宝剣

2 F 4 18 ［4＋2＋2］環化反応による 8員環化合物の生成（北大触セ・愛
教大・CREST）○劉 元紅・中島清彦・高橋 保

3月 29日午後

座長 山本 芳彦（13 : 00～13 : 50）
2 F 4 25 チタン―ビニルカルベン錯体のアルキル化により生成するビ
ニルチタン化合物の反応（東農工大工）武田 猛○佐伯直子・高木康
裕・藤原 徹

2 F 4 26 ω ,ω―ビス（フェニルチオ）カルボン酸エステルの分子内カル
ボニルオレフィン化反応（東農工大工）○RAHIM M. A.・関屋令子・
藤原 徹・武田 猛

2 F 4 27 チタノセン（II）―アルコキシジクロロメタンを利用するカルボ
ニル・オレフィン化反応（東農工大工）武田 猛○佐々木宏徳・RA-
HIM M. A.・藤原 徹

2 F 4 28 ジルコナシクロペンタジエンからのピリダジン誘導体の合成
（北大触セ・CREST）劉 元紅・伊藤大地○徐 峰・高橋 保

2 F 4 29 ジルコナシクロペンタジエンを利用したピリジン類の合成
（北大触セ・CREST）○劉 元紅・伊藤大地・高橋 保

（Cr，Mo，W）
座長 押木 俊之（14 : 00～14 : 50）

2 F 4 31 benzaldiminetricarbonyl chromium誘導体の付加環化反応を用い
た立体選択的 trans―2,6―diaryl―4―piperidoneの合成（防衛大化学）○石丸
香緒里・小島敬和

2 F 4 32 アルケニルフィッシャーカルベン錯体とイミンの新規［3＋2］
型付加環化反応（学習院大理）○神子島博隆・秋山隆彦

2 F 4 33 バンコマイシンの立体選択的軸不斉ビアリール構造の合成
（阪府大総合科）○神川 憲・杉本 俊・北村晋一・植村元一

2 F 4 34 アレーンクロム錯体を用いた軸不斉ベンズアミドの不斉合成
（阪府大総合科）○小出宏樹・植村元一

2 F 4 35 ヘテロピナコールカップリングによる光学活性アミノアルコ
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ールの合成（阪府大総合科）○谷口暢一・植村元一

座長 櫻井 英博（15 : 00～16 : 00）
2 F 4 37 ヘテロ置換 1,3―ジエンから調製したアリルクロム反応剤のア
ルデヒドへの付加（岡山大工）○國米 亮・虎津知佳・高井和彦

2 F 4 38 マンガンとクロム（II）を用いる脂肪族アルデヒドの立体選択
的なピナコールカップリング反応（岡山大工）○WAHYU Buditomo・
隅野直樹・高井和彦

2 F 4 39 極性分子の配位した二価クロム錯体を用いるアルデヒドから
のアルケニルシラン合成（岡山大工）伊藤 玄○押木俊之・高井和彦

2 F 4 40 アミン存在下タングステン（0）カルボニル錯体を用いる 7―シ
ロキシ―6―エン―1―イン類の環化反応（東工大院理工）○山辺北斗・草間
博之・岩澤伸治

2 F 4 41 ペンタカルボニルタングステンビニリデン錯体を用いたベン
ゾピラニリデン錯体の合成とその電子豊富オレフィンとの反応（東大
院理・東工大院理工）○紫藤雅英・前山勝也・草間博之・岩澤伸治

2 F 4 42 タングステンフェニルカルベン錯体へのアルキニルリチウム
の付加反応により生成するプロパルギル中間体の二量化反応（東大院
理・東工大院理工）○前山勝也・岩澤伸治

座長 石丸 香緒里（16 : 00～16 : 50）
2 F 4 43 Fischer型カルベン錯体の一電子還元により生成する活性種を
用いた炭素ー炭素結合生成反応（東大院理・東工大院理工）○渕辺耕
平・岩澤伸治

2 F 4 44 クロムアリルオキシカルベン錯体とアルキルリチウムの反応
による環状ケトンの合成（東大院理）○田中健一・櫻井英博・奈良坂紘
一

2 F 4 45 二価パラジウム化合物とアシルクロマート錯体を用いるアル
ケンのジアシル化反応（東大院理）○山根 基・石橋雄一郎・櫻井英
博・奈良坂紘一

2 F 4 46 パラジウム触媒を用いるアシルクロマート錯体とアリルエス
テル類との反応（東大院理）○天野耕志・櫻井英博・奈良坂紘一

2 F 4 47 パラジウム触媒を用いたアシルクロマート錯体とハロゲン化
プロパルギルとの反応によるフラン誘導体の合成（東大院理）○中村正
樹・天野耕志・櫻井英博・奈良坂紘一

3月 30日午前

（B，Al，Ga，In）
座長 平下 恒久（09 : 00～10 : 00）

3 F 4 01 リチウムカルベノイドとジボロンとの反応：gem―ジホウ素化
（京大院工）秦 猛志○正井博和・清水正毅・檜山爲次郎

3 F 4 02 リチウムカルベノイドとシリルボランとの反応：gem―シリル
ホウ素化（京大院工）秦 猛志○北川浩隆・清水正毅・檜山爲次郎

3 F 4 03 パラジウム触媒を用いるジボロンとビニル型トリフラートの
クロスカップリング反応（北大院工）○高城 淳・高橋 航・石山竜
生・宮浦憲夫

3 F 4 04 パラジウム触媒を用いるジボロンと塩化アリールのクロスカ
ップリング反応（北大院工）○石田浩作・百田誠司・石山竜生・宮浦憲
夫

3 F 4 05 銅塩存在下におけるジボロンの α ,β ―不飽和カルボニル化合
物への共役付加反応（北大院工）○高橋 航・石山竜生・宮浦憲夫

3 F 4 06 クロス・メタセシス反応による γ―置換アリルホウ素化合物の
合成（北大院工）○高橋美紀・山本靖典・宮浦憲夫

座長 山本 靖典（10 : 00～11 : 00）
3 F 4 07 有機ホウ素アート錯体とニッケル触媒を用いる ∆ 1（9）―オクタ
ロン―2の位置および立体選択的アリール化（東工大院生命理工）○伊
藤倫子・小林雄一

3 F 4 08 白金触媒存在下ピナコールボランを用いたハロゲン化アリル
のホウ素化反応（北見工大）○村田美樹・渡辺真次・増田 弦

3 F 4 09 有機インジウム反応剤を用いた内部アルキンのニッケル触媒
ダブルアリル化反応（名工大）○亀井利也・平下恒久・山村初雄・川井
正雄・荒木修喜

3 F 4 10 ヒドロキシル基とのキレーションにより制御されたシクロプ
ロペンの位置および立体選択的アリルインデーション（名工大）○白木
文男・中野寛之・田中啓之・平下恒久・山村初雄・川井正雄・荒木修
喜

3 F 4 11 ジインジウム反応剤の調製と連続的 C―C結合生成反応（名工
大）○平下恒久・亀井利也・山村初雄・川井正雄・荒木修喜

3 F 4 12 塩化ガリウムを触媒とする，芳香環と分子内アルキンとの環

化反応（阪大院工）茶谷直人○井上博生・池田 務・村井真二

（Mn，Re）
座長 茶谷 直人（11 : 00～12 : 00）

3 F 4 13 パラジウム触媒存在下，α ,β ―不飽和カルボニル化合物とア
ルキルアルミニウム，アルキル亜鉛との反応（阪大工）○森田将基・吉
田知弘・生越専介・黒沢英夫

3 F 4 14 レニウムヒドリド錯体触媒を用いるカルボニル化合物のニト
リルの CN三重結合への付加反応（阪大院基礎工）村橋俊一・高谷 光
○伊藤将嗣

3 F 4 15 2価マンガン塩による 4―ペンチン―1―オール類の環化反応（筑
波大化）北條 信○櫻木理枝・細見 彰

3 F 4 16 トリゲルミルマンガンアート錯体とアルキンの反応（京大院
工）○木下英典・西川敏広・中村智昭・柿屋博忠・忍久保洋・大嶌幸
一郎

3 F 4 17 マンガナートと 1―フェニル―4―ウンデシンとの反応（京大院
工）○西川敏広・木下英典・柿屋博忠・忍久保洋・大嶌幸一郎

3 F 4 18 トリアルキルマンガナートによるエンインの環化反応（京大
院工）○宇杉真一・忍久保洋・大嶌幸一郎

3月 30日午後

（Li，Mg，Sr，Ta）
座長 武内 亮（13 : 00～14 : 00）

3 F 4 25 ケトン α，β ージアニオンとビニルチオエーテル類との反応
（阪大院工）柳 日馨○大和真哉・山村剛平・南方聖司・小松満男

3 F 4 26 アリルタンタルの発生とエノンへのマイケル付加（阪大院工）
芝田育也○加納丈嘉・馬場章夫

3 F 4 27 カルボランアリールブロミドとブチルリチウムの反応におけ
る Br―Li交換反応は脱プロトン化反応より早いか？（東北大院理）
LAMRANI Mouad○浜崎 亮・山本嘉則

3 F 4 28 金属Mgとトリメチルクロロシランを用いる α ,β ―不飽和カ
ルボニル化合物のハイドロダイマー化によるビス―（シリルエノールエ
ーテル）化合物の合成（長岡技科大工・オリヱント化学）西口郁三○喜
多圭郎・前川博史・山崎康寛

3 F 4 29 β ―シリルケトン類から生成されるホモエノレートアニオンと
カルボニル化合物との炭素―炭素結合形成反応（長岡技科大工）西口郁
三・中川次郎○熊谷いづみ・前川博史・大野敏信

3 F 4 30 Mg金属を用いる桂皮酸エステル類のクロスカップリング反
応における立体化学（長岡技科大工）西口郁三○境正浩・丹波孝一・柴
田敏秀・前川博史・大野敏信

座長 畠中 康夫（14 : 00～15 : 20）
3 F 4 31 ストロンチウム金属の還元性を利用する有機合成反応の検討
（徳島大総合科学）○三好徳和・上浦晃二・曽根美加・細川純子・喜多
亜希子・桑田理香

3 F 4 32 1級アルキル Grignard試薬のビニルシランへの付加：ピリジ
ル基の分子内配位効果と立体選択的 3成分カップリング反応（京大院
工）伊丹健一郎○光藤耕一・吉田潤一

3 F 4 33 クロロプレンの二量化による 3―メチレン―1，6―ヘプタジエン
の選択的合成と応用（長崎大工）○内藤 誠・松本 勘・田丸良直

3 F 4 34 Mg金属存在下での α ,β ―不飽和カルボニル化合物と脂肪族ア
ルデヒド類とのクロス・カップリング反応（長岡技科大工）西口郁三○
理崎 綾・前川博史・大野敏信

3 F 4 35 マグネシウム金属を用いるスチルベン類とカルボニル化合物
との位置選択的炭素―炭素結合形成反応（長岡技科大工）西口郁三○山
本祥正・前川博史

3 F 4 36 Mg金属を用いた光学活性なビニルホスホネート類の電子移
動型反応の検討（長岡技科大工）西口郁三○京田誠・前川博史・大野敏
信

3 F 4 37 MT―スルホン誘導体の金属Mgによる電子移動型立体選択的
脱スルホン化反応（長岡技科大工）西口郁三○松本武志・前川博史・大
野敏信

3 F 4 38 金属Mgによる芳香族 α ―アセトキシケトン類の電子移動型
還元反応（長岡技科大工）西口郁三○境 正浩・前川博史・大野敏信

3月 31日午前

（不斉合成）
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F 5 会場
10号館1022番教室

座長 中辻 洋司（09 : 00～10 : 00）
4 F 4 01 サレン―マンガン錯体の X線構造解析（九大院理）○大田知
佐・錦織 寿・OBERLIN Eva・入江 亮・香月 勗

4 F 4 02 光学活性な架橋鎖を有する新規マンガンサレン錯体を用いる
アルカン，アルケンの不斉酸化反応（阪大院基礎工）○野路 悟・小宮
成義・村橋俊一

4 F 4 03 ビフェニル骨格を有する新規光学活性ジホスフィン配位子の
合成と不斉触媒反応への利用（千葉大院自然・千葉大理）○鶴田英之・
柴田智子・今本恒雄

4 F 4 04 活性化ビナフトール―チタン錯体の構造解析（東工大工）満田
勝・長谷川淳三・大橋武久・松川 覚・松本洋介・三上幸一

4 F 4 05 ビナフチル軸不斉ホスフィン配位子の新規合成法（京大院理）
嶋田豊司○来島広哲・林 民生

4 F 4 06 ロジウム触媒を用いたイミンへの有機スズ化合物の不斉付加
反応（京大院理）○石下谷美津雄・林 民生

座長 松川 覚（10 : 00～11 : 00）
4 F 4 07 キラル亜鉛錯体を触媒とするシクロへキセンオキシドと二酸
化炭素との不斉交互共重合（京大院工）野崎京子○中野幸司・檜山爲次
郎

4 F 4 08 ビナフチル骨格を有する新規光学活性配位子を用いた不斉ア
ルキル化反応（同志社大工）○児玉英彦・永木愛一郎・羽曽部卓・国定
直記・山下隆之・太田哲男・古川 功

4 F 4 09 オキサゾリン環上の置換基に配位可能部位を有するマルチキ
ラルビスオキサゾリン配位子の開発（阪大院工）今井喜胤○松尾成晃・
張 万斌・中辻洋司・池田 功

4 F 4 10 不斉活性化と不活性化の組み合わせによるラセミ触媒反応
（東工大工）○是永敏伸・三上幸一

4 F 4 11 光学活性パラジウム錯体を用いたイソオキサゾリジン誘導体
の不斉分解反応（同志社大工）○神薗弘行・堀 一繁・山下隆之・太田
哲男・古川 功

4 F 4 12 キラルルイス酸触媒とアミン類を用いた”DoubleActivation”
法による炭素求核剤の触媒的不斉Michael付加反応（九大総理工・機
能研）○伊藤謙之介・大平落洋二・金政修司

座長 畠中 康夫（11 : 00～12 : 00）
4 F 4 13 BisP＊およびMiniPHOSを配位子とする 10属金属錯体の合成
とそれらの性質（千葉大理）今本恒雄○樋口雅人

4 F 4 14 ビスオキサゾリニルフェニルロジウム錯体を触媒とする不斉
アリル化反応：反応機構と遷移状態の考察（豊橋技科大工）○岡野正
紀・本山幸弘・西山久雄

4 F 4 15 ビスオキサゾリニルフェニルロジウム錯体を触媒とする不斉
ヘテロ Diels―Alder反応（豊橋技科大工）○古賀善幸・本山幸弘・西山
久雄

4 F 4 16 依頼講演 ニトロンを経由するアミン α 位の立体選択的炭
素―炭素結合形成反応（阪大院基礎工）今田泰嗣

3月 31日午後

座長 大熊 毅（13 : 00～14 : 00）
4 F 4 25 アミド―ホスフィン型配位子を用いたパラジウム触媒による
不斉アリル置換反応（同志社大工・千葉大工）柏原光喜○三野 孝・山
下正和

4 F 4 26 ヒドラゾン配位子を用いたパラジウム触媒による触媒的不斉
アリル位アルキル化反応（千葉大工）三野 孝○小松本恵理・坂本昌
巳・藤田 力

4 F 4 27 1,3―ジケトンの触媒的不斉アリル化反応（京大院工）桑野良一
○西尾亮・伊藤嘉彦

4 F 4 28 π―アリルパラジウムを中間体とするアレン類の触媒的合成
（京大院理）小笠原正道○池田寿士・林 民生

4 F 4 29 アレン類の触媒的不斉合成（京大院理）小笠原正道・池田寿士
○林 民生

4 F 4 30 π―アレニルパラジウムを中間体とする置換 1,2,3―ブタトリエ
ンの触媒的合成（京大院理）小笠原正道○大槻和徳・林 民生

座長 桑野 良一（14 : 00～14 : 50）
4 F 4 31 パラジウム錯体触媒を用いる 2,3―ジエニルエステルの不斉ア
ミノ化反応―光学活性 2,3―ジエニルアミンの合成（阪大院基礎工）今田
泰嗣○久津輪幸二・村橋俊一

4 F 4 32 らせん不斉を有する新規光学活性単座配位子（オリゴキノキ
サリニル）ホスフィンを用いた触媒的不斉合成（京大院工）杉野目道紀
○波多野成児・伊藤嘉彦

4 F 4 33 パラジウム触媒を用いた直鎖 1,3―ジエンの不斉ヒドロシリル
化（京大院理）○向出江太郎・唐 軍・林 民生

4 F 4 34 Rh―（R,S）―BINAPHOS錯体を用いるオレフィン類の不斉ヒド
ロホルミル化：配位子上の置換基効果（京大院工）野崎京子○松尾武
士・芝原文利・檜山爲次郎

4 F 4 35 trans―RuCl2（xylbinap）（daipen）を用いるベンゾフェノン類のエ
ナンチオ選択的水素化（名大院理・科技団分子触媒プロ）大熊 毅○小
泉昌稔・池平秀行・横沢 亨・野依良治

座長 野崎 京子（15 : 00～16 : 00）
4 F 4 37 Ru（CH3COO）2（binap）を触媒前駆体に用いるエナミド類の水素
化に関連する錯体の単離・構造解析（名大院理・名大物質科学）北村雅
人○別所祐紀・塚本眞幸・野依良治

4 F 4 38 P―キラルトリアルキルホスフィン配位子を用いたエナミドの
不斉還元（千葉大理）今本恒雄○安武誠也

4 F 4 39 ロジウム錯体触媒による 5員環複素芳香族化合物の水素化反
応（京大院工）○桑野良一・佐藤康二・伊藤嘉彦

4 F 4 40 複素芳香環化合物 2―置換インドールの触媒的不斉水素化（京
大院工）桑野良一○佐藤康二・黒川 隆・加留部大輔・伊藤嘉彦

4 F 4 41 P―キラルビス（トリアルキル）ホスフィン―ロジウム錯体のキ
レーションサイズと不斉水素化におけるエナンチオ選択性の相関（千
葉大院自然・千葉大理）○長田一人・松川 覚・今本恒雄

4 F 4 42 BisP＊―ロジウム錯体の水素化によるロジウムジヒドリド錯体
の観測（千葉大院自然・千葉大理）GRIDNEV Ilya○東奈津佳・朝倉克
夫・今本恒雄

座長 杉野目 道紀（16 : 00～16 : 30）
4 F 4 43 Rh―（S,S）―t―Bu―BisP＊触媒を用いた不斉水素化反応の機構：
ジヒドリドメカニズムの可能性（千葉大院自然・千葉大院理）GRID-
NEV Ilya・東奈津佳○今本恒雄

4 F 4 44 2,3―ジエンド―二置換―ビシクロ［2.2.1］―ヘプタン―7―オン系の
ヒドリド還元における π 面ジアステレオ選択性（東大院総合）○生田
靖弘・友田修司

4 F 4 45 5―置換―2―アダマンチルカチオンの求核反応の π 面選択性（東
大院総合）○金野大助・友田修司

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

（Ru，Fe，Cu，Au，Zn）

3月 28日午前

座長 垣内 史敏（09 : 00～10 : 00）
1 F 5 01 ルテニウム触媒を用いた β ー水素脱離を伴わない求核付加反
応における置換基効果（同志社大工）○片岡陽平・三好章夫・安原良
介・山下隆之・太田哲男・古川 功

1 F 5 02 ルテニウム錯体およびロジウム錯体を用いたオレフィンの異
性化反応（同志社大工）○松宮憲二・山下隆之・太田哲男・古川 功

1 F 5 03 ルテニウム触媒を用いたアレニルアルコールの環化カルボニ
ル化反応による γ―，δ ―ラクトンの選択的合成（阪大産研）○米田英
司・金子隆行・張 世偉・鬼塚清孝・高橋成年

1 F 5 04 ルテニウム錯体触媒によるカルボン酸やエステルの水素化反
応（奈良先端大・物質創成科学研究科）○小倉寛之・野村琴広・今西幸
男

1 F 5 05 ルテニウム錯体触媒存在下，アリル化合物とオレフィンとの
環化カルボニル化反応によるシクロペンテノン誘導体の新合成法（京
大院工）○森崎泰弘・近藤輝幸・光藤武明

1 F 5 06 ルテニウム錯体触媒を用いるアミノアルキン類の分子内ヒド
ロアミノ化反応（京大院工）近藤輝幸○岡田 匠・鈴木俊彰・光藤武明

座長 村田 邦彦（10 : 00～11 : 00）
1 F 5 07 アルキルアミン炭素―水素結合のオレフィンへの触媒的付加
反応（阪大院工）茶谷直人○池田 務・頼光周平・垣内史敏・村井真二

1 F 5 08 速度論的炭素同位体効果を利用した芳香族 C―H／オレフィン
カップリングの反応機構（阪大院工）垣内史敏○大瀧央士・茶谷直人・

お 知 ら せ

化学と工業 第 53巻 第 3号（2000） 391



村井真二
1 F 5 09 ルテニウム触媒を用いたビニルシランによる複素芳香族化合
物のケイ素化反応（阪大院工）垣内史敏○松本光貴・園田素啓・茶谷直
人・村井真二

1 F 5 10 ルテニウム錯体を触媒とする 1,6―ジインとモノアルキンの位
置選択的共環化三量化（名大院工）山本芳彦○小川龍治・伊藤健兒

1 F 5 11 ルテニウム触媒と過酢酸を用いるアルカンの選択的酸化反応
（阪大院基礎工）○小宮成義・村橋俊一

1 F 5 12 ルテニウム触媒による不飽和酸およびケトンの位置および立
体選択的異性化反応（東農工大工）○佐藤丈弘・小峰伸之・平野雅文・
小宮三四郎

座長 近藤 輝幸（11 : 00～12 : 00）
1 F 5 13 一級アミン化合物を配位子とする Ru錯体触媒によるエポキ
シドのアルコール類による開環反応（東工大院理工）伊藤正人・平川
真○榎本博之・碇屋隆雄

1 F 5 14 一級アミン化合物を配位子とする Ru錯体触媒によるエポキ
シドの水素化分解（東工大院理工）伊藤正人○平川 真・碇屋隆雄

1 F 5 15 1級アミン化合物を配位子とする Ru錯体触媒によるニトロ化
合物のマイケル付加反応（東工大院理工）伊藤正人○大迫章英・碇屋隆
雄

1 F 5 16 ルテニウム触媒によるシクロプロピルイミンの［5＋1］型環化
カルボニル化反応（阪大院工）茶谷直人○上谷亮人・福本能也・村井真
二

1 F 5 17 ルテニウム触媒による，α ―ジカルボニル化合物とオレフィン
と一酸化炭素との［2＋2＋1］環化カップリング（阪大院工）茶谷直人○
浅海 拓・鳶巣 守・福本能也・村井真二

1 F 5 18 ルテニウム触媒による，イミンとオレフィンと一酸化炭素と
の［2＋2＋1］環化カップリング（阪大院工）茶谷直人○鳶巣 守・浅海
拓・福本能也・村井真二

3月 28日午後

座長 小宮 成義（13 : 00～14 : 00）
1 F 5 25 水素移動型不斉還元反応による含窒素複素環アルコールの合
成（三菱化学筑波研・東工大院理工）○岡野一哉・村田邦彦・碇屋隆雄

1 F 5 26 1,2―ジケトン類の水素移動型不斉還元反応による光学活性ヒ
ドロキシケトンおよび光学活性ジオールの合成（東工大院理工）村田邦
彦○小池隆司・碇屋隆雄

1 F 5 27 ルテニウム触媒によるアルキルフェニルケトンの脱カルボニ
ル化的炭素―炭素結合切断反応（阪大院工）茶谷直人○家 裕隆・垣内
史敏・村井真二

1 F 5 28 光学活性有機ルテニウム，ロジウムおよびイリジウム錯体の
合成と構造（東工大院理工）○村田邦彦・伊藤正人・碇屋隆雄

1 F 5 29 光学活性ルテニウム，ロジウムおよびイリジウム錯体による
不斉ニトロアルドール反応（東工大院理工）○村田邦彦・小西宏和・伊
藤正人・碇屋隆雄

1 F 5 30 ジエン鉄トリカルボニル部位を有する O ―ペンタフルオロベ
ンゾイルオキシムの環化反応（東大院理）○市川智子・櫻井英博・奈良
坂紘一

座長 伊藤 正人（14 : 00～14 : 50）
1 F 5 31 鉄触媒を用いたオレフィンに対する還元及び付加反応（東大
院理）○井上俊弘・平井 敦・中村正治・中村栄一

1 F 5 32 鉄―ジエノールホスホナート錯体の転位反応を利用した α ―ケ
トビニルホスホナートの合成（九工大工）岡内辰夫○手嶋崇雄・南 享

1 F 5 33 銅（I）塩触媒による官能基を有するジシランの α ,β ―エノンへ
の共役付加反応（分子研・筑波大化）伊藤 肇○石塚智子・細見 彰

1 F 5 34 銅（I）塩触媒を用いたジボロンの α ,β ―エノンへの共役付加反
応（分子研・筑波大化）伊藤 肇○山中 宏・細見 彰

1 F 5 35 金（I）錯体触媒を用いたアルデヒドの選択的ヒドロシリル化反
応（分子研・筑波大化）伊藤 肇○矢島 樹・細見 彰

座長 伊藤 肇（15 : 00～16 : 00）
1 F 5 37 シクロプロペノンアセタールの触媒的分子内二量化による中
大員環合成（東大院理）○于 泳・中村栄一

1 F 5 38 アルケニル銅試薬の五重付加反応によるフラーレン誘導体の
合成とその反応（東大理）○長濱憲明・戸叶基樹・澤村正也・中村栄一

1 F 5 39 銅触媒を用いるアルカンの酸素酸化反応：塩化第二銅―18―ク
ラウン―6―塩化カリウム錯体の合成（阪大院基礎工）村橋俊一・小宮成
義○熊野達之

1 F 5 40 グリニヤール試薬，銅（I）ホスフィン錯体による環状エポキシ

化合物の還元的環縮小反応（信州大工）三谷道治○佐々木恵無・土田暎
子

1 F 5 41 銅および亜鉛アート錯体の反応性と d軌道のエネルギー準位
との関係（東大）○平井 敦・森 聖治・中村正治・中村栄一

1 F 5 42 有機銅の共役付加反応における BF3添加効果に関する理論的
研究（東大）○山中正浩・森 聖治・中村栄一

座長 櫻井 英博（16 : 00～17 : 00）
1 F 5 43 金属亜鉛／TMSCl系による δ ―ハロエステルとアルデヒド類の
クロスカップリング反応（阪市工研・丸菱油化）石野義夫○石川 章・
伊藤貴敏・三原正稔・水野卓巳・宮田敏行・北野隆文・小林淳一

1 F 5 44 ビニルボランに対する亜鉛化ヒドラゾンの付加反応（東大理）
○畠山琢次・原 賢二・中村正治・中村栄一

1 F 5 45 有機亜鉛化合物を用いたオキソバナジウム（V）による酸化的
炭素―炭素結合形成反応（阪大院工）○高田貴士・小川昭弥・平尾俊一

1 F 5 46 イミンと 2―silyloxy―1,3―butadieneとの zinc triflateを用いた
Mannich型塩基の新規合成法（防衛大化）○石丸香緒里・小島敬和

1 F 5 47 五員環アリルエステルの有機金属を用いる位置選択的アルキ
ル化（東工大院生命理工）○伊藤倫子・中野美和・Modachur Murugesh
G.・小林雄一

1 F 5 48 鉄塩触媒によるアルキン類の炭素―亜鉛化反応（筑波大化）北
條 信○相原秀典・細見 彰

3月 29日午前

（Co，Rh）
座長 小笠原 正道（09 : 00～10 : 00）

2 F 5 01 ラジカル置換反応における 14族元素化合物の特異な添加効
果（上智大理工）○横山保夫・服部憲治・杉山 徹・杉森 彰・梶谷正
次

2 F 5 02 ロジウム錯体を触媒とするアリールスズ化合物による芳香族
アルジミン及び 2―フェニルオキサゾリン類のオルト位直接アリール
化反応（東北大院工）○茂呂充俊・神谷和伸・蕗田 晋・大井秀一・井
上祥雄

2 F 5 03 ルテニウム錯体を触媒とするハロゲン化アリールによる 2―フ
ェニルピリジン類のオルト位直接アリール化反応（東北大院工）○平田
直毅・蕗田 晋・大井秀一・井上祥雄

2 F 5 04 ロジウムおよびイリジウム触媒によるボランのアンチ付加反
応（北大院工）○大村智通・山本靖典・宮浦憲夫

2 F 5 05 ロジウム触媒を用いたヒドロシランによるアミドの還元反応
（同志社大工）○道端嗣海・紙谷昌弘・山下隆之・太田哲男・古川 功

2 F 5 06 ロジウム触媒を用いる有機ボロン酸のアルデヒドへの付加反
応（北大院工）○上田正人・宮浦憲夫

座長 太田 哲男（10 : 00～11 : 00）
2 F 5 07 ロジウム触媒を用いる有機ボロン酸の α ,β ―不飽和アミドへ
の不斉 1,4―付加反応（北大院工）○佐久間諭・高橋洋一・宮浦憲夫

2 F 5 08 新規水溶性ホスフィン配位子 GLCAphosの合成と水中でのビ
アリールクロスカップリング反応（北大院工）○西村真人・上田正人・
宮浦憲夫

2 F 5 09 ロジウム触媒を用いた有機ボロン酸のニトロアルケンへの不
斉 1,4―付加反応（京大院理）○千田太一・高谷佳輝・小笠原正道・林
民生

2 F 5 10 ロジウム触媒による有機ボロン酸誘導体の不斉 1,4付加反応
の反応機構に関する考察（京大院理）○高谷佳輝・小笠原正道・林 民
生

2 F 5 11 炭素―炭素結合切断を経由した新規 8員環ケトン合成反応（京
大院工）村上正浩○石橋 暢・鶴田拓大・伊藤嘉彦

2 F 5 12 炭素―炭素結合切断を経由した新規ラクトン合成反応（京大院
工）村上正浩○鶴田拓大・伊藤嘉彦

座長 碇屋 隆雄（11 : 00～12 : 00）
2 F 5 13 ロジウム触媒を用いたアリルトシラートによるアルケンのア
リル化反応（東北大院工）○佐藤徹雄・菅原周一・塚田直史・井上祥雄

2 F 5 14 ポルフィリンを含むトランスキレートビスホスフィン（Por-
TRAP）を用いた触媒的 Pauson―Khand反応（東大院理）○望月公紀・澤
村正也・中村栄一

2 F 5 15 ロジウム錯体を触媒とした α，β ー不飽和カルボニル化合物
に対するヒドロカルバモイル化反応（名大院工）○村岡貴子・松田
勇・伊藤健兒

2 F 5 16 依頼講演 高密度二酸化炭素中での炭酸エステル合成及びメ
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タンの活性化（物質研）坂倉俊康

3月 29日午後

（Ir）
座長 村上 正浩（13 : 00～14 : 00）

2 F 5 25 イリジウム触媒を用いるニトロンの触媒的不斉水素化反応に
よる光学活性 N ―ヒドロキシルアミンの合成（阪大院基礎工）村橋俊
一・辻 哲郎○伊藤衆一

2 F 5 26 イリジウムヒドリド錯体触媒を用いるニトリルの炭素―炭素
結合切断反応（阪大院基礎工）村橋俊一・○高谷光

2 F 5 27 イリジウムヒドリド触媒を用いる連続マイケル付加―水和―環
化反応による多成分連結反応を利用したヘテロ環化合物の合成（阪大
院基礎工）村橋俊一・高谷 光・○吉田和徳

2 F 5 28 イリジウム錯体を触媒に用いるアルキニル基を有するアリル
エステルのアリル位アルキル化反応（横浜市大理）武内 亮○田辺景
亮・田中 茂

2 F 5 29 イリジウム錯体を触媒に用いる位置選択的アリル位アミノ化
反応（横浜市大理）武内 亮○宇恵直樹

2 F 5 30 イリジウム錯体を触媒に用いるアリルエステルのカルボニル
化反応（横浜市大理）武内 亮○秋山 靖

座長 高谷 光（14 : 00～14 : 50）
2 F 5 31 イリジウム触媒を用いる N―（1―ナフチル）ベンゼンスルホン
アミドとアルキンのクロスカップリング（阪大院工）○西中裕子・佐藤
哲也・三浦雅博・野村正勝

2 F 5 32 イリジウム（I）カチオン錯体を触媒とするフラン誘導体の合成
（名大院工）松田 勇○牧野竜也・伊藤健兒

2 F 5 33 イリジウム錯体を用いる一酸化炭素の挿入を伴う環化反応
（岡山大理）○柴田高範・山下幸司・高木謙太郎

2 F 5 34 イリジウム錯体を触媒とするアルケンの反応（関西大工・
KU－HRC）○東野貴志・坂口 聡・石井康敬

2 F 5 35 イリジウム錯体を触媒として用いる脂肪族アミン，アルデヒ
ドとジアゾ酢酸エチルの三成分反応によるアジリジン誘導体の合成
（関西大工・KU－HRC）○久保隆司・坂口 聡・石井康敬

（Ni，Pd，Pt）
座長 林 昌彦（15 : 00～16 : 00）

2 F 5 37 遷移金属触媒／テトラキス（ジメチルアミノ）エチレン複合系
を用いるハロゲン化アルケニルの還元的カップリング（岡山大工）黒星
学○岸本 卓・後藤健太郎・田中秀雄

2 F 5 38 遷移金属触媒／テトラキス（ジメチルアミノ）エチレン複合系
を用いるハロゲン化アリールの還元的カップリング（岡山大工）黒星
学○後藤健太郎・脇 洋子・田中秀雄

2 F 5 39 Pd錯体／テトラキス（ジメチルアミノ）エチレン複合系を用い
る酢酸アリル誘導体の還元的カップリング（岡山大工）黒星 学○細井
和志・田中秀雄

2 F 5 40 ニッケル触媒によるビスメタル化を経由した 1,3―ジエンとア
ルデヒドの新規環化反応の開発（北大院薬）○齋藤 望・佐藤美洋・森
美和子

2 F 5 41 Al／PbBr2／NiBr2（bpy）複合金属レドックス系交差カップリン
グ：3―アルケニルセフェムの合成（岡山大工）田中秀雄○趙 金峰・熊
瀬 博・黒星 学

2 F 5 42 Ni／Pb／Al複合金属レドックス系における 3―置換セフェムの
還元。ノルセファロスポリンの合成。（岡山大工）田中秀雄○熊瀬博・
趙 金峰・黒星 学

座長 黒星 学（16 : 00～17 : 00）
2 F 5 43 ニッケル触媒によるイソプレンの 1，4―位での位置および立
体選択的なカルボニル基とメチル基の付加反応（長崎大工）○松本
勘・高田橋義信・田丸良直

2 F 5 44 ニッケル触媒による 1，3―ジエンの 1，4―位でのアリール基
とカルボニル基の付加反応（長崎大工）○柴田和文・田丸良直

2 F 5 45 Ni（0）を触媒とするグリニャール試薬を用いた不斉アリル位
置換反応（京大院工）○晋山康巨・三宅由寛・植村 榮

2 F 5 46 ニッケル触媒を用いた電子求引基を有するアレンの環化二量
化反応（東北大院理・東北大反応研）○平山恭子・斎藤慎一・山本嘉則

2 F 5 47 パラジウム化合物ーエチレン系によるアルコール類の触媒的
水素移動反応（山口大理）○山田加納子・中山修造・林 昌彦

2 F 5 48 パラジウム触媒を用いた無保護ウロースの立体選択的 C―グリ

コシル化反応（山口大理）○川端裕寿・下野智史・林 昌彦

3月 30日午前

座長 中村 浩之（09 : 00～10 : 00）
3 F 5 01 Pd触媒を用いる C―C多重結合へのヒドロアリ―ル化反応 I．
芳香族化合物と内部アセチレン類の分子間付加反応（九大院工）○陸
文軍・賈 成国・北村二雄・藤原祐三

3 F 5 02 Pd触媒を用いる C―C多重結合へのヒドロアリ―ル化反応 II．
芳香族化合物の末端アセチレン類への分子間付加反応（九大院工）○小
山田重蔵・賈 成国・北村二雄・藤原祐三

3 F 5 03 Pd触媒を用いる C―C多重結合へのヒドロアリ―ル化反応 III．
分子内付加反応による複素環化合物の合成（九大院工）○朴 東国・賈
成国・北村二雄・藤原祐三

3 F 5 04 パラジウム触媒による（シリルメチル）メタルのクロスカップ
リング反応（京大院工）伊丹健一郎○亀井稔之・吉田潤一

3 F 5 05 トリエチルボラン・パラジウム触媒を用いるアリルアルコー
ルによるマロン酸ジエチルのアリル化反応（長崎大工）○江副昭宏・荒
木美里・田丸良直

3 F 5 06 アシルパラジウムの炭素―パラジウム結合に対するスチレン
挿入の位置およびエナンチオ選択性（京大院工）野崎京子○古牧初美・
檜山爲次郎

座長 北村 二雄（10 : 00～11 : 00）
3 F 5 07 パラジウム触媒を用いる芳香族カルボニル化合物のマルチプ
ルアリール化（阪大院工）○亀谷洋子・佐藤哲也・三浦雅博・野村正勝

3 F 5 08 パラジウム触媒を用いる o―ブロモベンズアルデヒドとカルボ
ニル化合物とのクロスカップリングによるナフトール合成（阪大院工）
○寺尾嘉人・佐藤哲也・三浦雅博・野村正勝

3 F 5 09 糖質を基盤とする光学活性ホスフィニトーオキサゾリン配位
子を用いたパラジウム（0）触媒による水中での不斉アリル位置換反応
（京大院工）○橋爪知弘・米原宏司・大江浩一・植村 榮

3 F 5 10 パラジウムを触媒とするアリールブロミドによる 3級シクロ
ブタノール類のアリール化反応（京大院工）西村貴洋○植村 榮

3 F 5 11 パラジウムを触媒とする 3級シクロブタノール類からの酸化
的シクロプロパン合成反応（京大院工）○西村貴洋・植村 榮

3 F 5 12 パラジウム触媒を用いるヨウ化含フッ素イミドイルの還元的
二量化（岡山大工）網井秀樹○幸田光弘・蔭山勝彦・岸川洋介・宇根山
健治

座長 桧山 為次郎（11 : 00～11 : 30）
3 F 5 13 パラジウム触媒を用いた新規中員環合成法の開発（東北大院
理）○青柳幸一・中村浩之・山本嘉則

3 F 5 14 パラジウム触媒を用いたアルキンとイミンの分子内環化反応
による新しいインドールの合成法（東北大院理）○武田 玲・山本嘉則

3 F 5 15 ビス―π―アリルパラジウム中間体を経る Cope転位反応（東北
大院理）中村浩之・岩間巨樹・伊藤正照・山本嘉則

座長 檜山 爲次郎（11 : 30～12 : 00）
3 F 5 16 進歩賞受賞講演 遷移金属錯体を用いるリン及びカルコゲン
元素化合物の活性化と新規触媒反応の開発（物質研）韓 立彪

3月 30日午後

座長 三浦 雅博（13 : 00～14 : 00）
3 F 5 25 依頼講演 遷移金属錯体触媒によるらせんキラルなポリイソ
シアニドの合成（阪大産研）鬼塚清孝

3 F 5 28 アルデヒド及びアリルクロリド共存下でのビス―π―アリルパ
ラジウム錯体の官能基選択性の制御（東北大院理）○包 明・中村浩
之・山本嘉則

3 F 5 29 パラジウム触媒によるメチレンシクロプロパン誘導体のヒド
ロフリル化反応（東北大院理・東北大反応研）○中村 達・斎藤慎一・
山本嘉則

3 F 5 30 パラジウム触媒存在下での不飽和炭素―炭素結合に対するハ
イドロアルコキシレーション（東北大院理・東北大反応研）○カマチョ
ドレクセル・斎藤慎一・山本嘉則

座長 鬼塚 清孝（14 : 00～15 : 00）
3 F 5 31 遷移金属錯体による P―Z結合の活性化（7）：パラジウム触媒
によるオレフィン類のヒドロホスホリル化反応（物質研）韓 立彪○ミ
ルザイファルザッド・田中正人

3 F 5 32 遷移金属錯体による P―Z結合の活性化（8）：パラジウム触媒
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による 1,3―ジエン類のヒドロホスホリル化反応（物質研）韓 立彪○ミ
ルザイファルザッド・林 輝幸・田中正人

3 F 5 33 遷移金属錯体による P―Z結合の活性化（9）：パラジウム触媒
によるアレン類のヒドロホスホリル化反応（物質研）○韓 立彪・趙
長秋・田中正人

3 F 5 34 ワッカー型触媒の高機能化（高知工科大）細川隆弘○古賀孝
一・南 貴美

3 F 5 35 トリアリールビスマス化合物と有機トリフレート，ヨウ化物，
臭化物とのクロスカップリング反応（物質研）○RAO Maddali L. N.・
島田 茂・田中正人

3 F 5 36 パラジウム触媒を用いたアセチレン類とヨードプロペン酸エ
ステル類との反応（北大触セ・CREST）○Kotora Martin・松村裕司・高
橋 保

3月 31日午前

座長 伊藤 正人（09 : 00～10 : 00）
4 F 5 01 パラジウム触媒による電子吸引基を有する共役エンイン化合
物の芳香族環化反応（弘前大院教育・東北大院理・東北大反応研）野上
勉・坪谷典枝・福士智子・山田恭之・長南幸安・斎藤慎一・山本嘉則

4 F 5 02 パラジウム触媒による共役エンイン間でのクロスベンズアニ
ュレーション（東北大院理・東北大反応研）○大森 修・斉藤慎一・山
本嘉則

4 F 5 03 パラジウム触媒を用いた活性オレフィンの［n＋2］環化反応
（東北大院理）○関戸 大・中村浩之・山本嘉則

4 F 5 04 パラジウム触媒による双環状ジエニルアセテートへの求核置
換反応の位置および立体選択性（早大理工）○河原 保・清水功雄

4 F 5 05 光学活性モノイリドモノホスフィン配位子（Yliphos）を用いる
不斉アリル位アミノ化反応（同志社大工）○中島雄一・篠山裕幸・山下
隆之・太田哲男・古川 功

4 F 5 06 トリアリールビスホスフィン配位子 DPBPの遷移金属触媒へ
の応用（京大院理）○小笠原正道・吉田和弘・林 民生

座長 韓 立彪（10 : 00～11 : 00）
4 F 5 07 パラジウム触媒によるベンザインとアルキンの選択的共三量
化反応；フェナントレン及びインデン誘導体の合成（東北大院理）ラド
ハクリシュナンケイ・ヴィー○吉川栄二・上條 真・山本嘉則

4 F 5 08 位置選択的な多置換ベンゼン及びインデン誘導体の新規合成
反応（東北大院理）○本間美也子・Gevorgyan Vladimir・斎藤慎一・山
本嘉則

4 F 5 09 パラジウム触媒によるベンザイン―ベンザイン―アルケン及び
ベンザイン―アルキン―アルケン連続挿入反応；フェナントレン及びナ
フタレン誘導体の合成（東北大院理）○吉川栄二・山本嘉則

4 F 5 10 五炭素結合型フラーレン―パラジウム（II）錯体の合成および反
応（東大院理）○國信洋一郎・戸叶基樹・澤村正也・中村栄一

4 F 5 11 カチオン性 Pd（II）錯体を触媒とするケテンと α ,β ―不飽和ア
ルデヒドとのタンデム付加環化―アリル転位反応（東北大院工）○鈴木
雄高・伊藤裕一・服部徹太郎・宮野壮太郎

4 F 5 12 パラジウム触媒によるアルキン類の環化カルボニル化反応
（東北大院工）○菅原周一・塚田直史・井上祥雄

座長 斉藤 慎一（11 : 00～12 : 00）
4 F 5 13 アリルプロパルギルエーテル系の高エナンチオ選択的パラジ
ウム触媒エン型環化反応（東工大工）○波多野学・寺田眞浩・三上幸一

4 F 5 14 1,6―エンイン系のパラジウム触媒六員環形成反応（東工大工）
○波多野学・寺田眞浩・三上幸一

4 F 5 15 パラジウム触媒トリイン環化反応中間体パラジウムトリイン
錯体の単離・構造解析とその触媒活性（名大院工）○山本芳彦・永田麻
子・伊藤健兒

4 F 5 16 パラジウム錯体によるジシリルケテンの触媒的アリル化反応
（東工大院理工）伊藤正人○藤田佳孝・碇屋隆雄

4 F 5 17 遷移金属錯体による P―Z結合の活性化（10）：パラジウム触媒
によるオレフィン類のヒドロホスホリル化反応機構（物質研）○韓 立
彪・田中正人

4 F 5 18 ロジウム錯体触媒を用いたヒドロホルミル化反応によるアル
ケニルリン化合物の誘導化（物質研）○水島英一郎・斉藤康仁・韓 立
彪・林 輝幸・鈴木庸一・田中正人

3月 31日午後

（超臨界）

座長 服部 徹太郎（13 : 00～13 : 40）
4 F 5 25 二酸化炭素媒体中におけるパラジウム触媒による溝呂木―

Heck反応（東工大院理工・CREST）○野口雄志・榧木啓人・碇屋隆雄
4 F 5 26 水溶性ホスフィン配位子を有するルテニウム触媒による超臨
界二酸化炭素の水素化反応（東工大院理工・CREST）鈴木智之・榧木
啓人・○碇屋隆雄

4 F 5 27 超臨界二酸化炭素中における N ,N ―ジアルキルカルバミン酸
生成の NMR観測と触媒反応への応用（東工大院理工・CREST・日本
電子）○鈴木智之・榧木啓人・碇屋隆雄・櫻井智司・杉沢寿志

4 F 5 28 高密度 CO2中での分子触媒反応（I）：メタンのカルボニル化
（物質研）小林義信○崔 準哲・坂倉俊康・佐古 猛

座長 榧木 啓人（13 : 40～14 : 20）
4 F 5 29 高密度 CO2中での分子触媒反応（II）：アルカンの脱水素反応
（物質研）○小林義信・崔 準哲・坂倉俊康・佐古 猛

4 F 5 30 高密度 CO2中での分子触媒反応（III）：メタノールからの炭酸
ジメチルの合成（物質研）○斎藤優子・崔 準哲・坂倉俊康・佐古 猛

4 F 5 31 高密度 CO2中での分子触媒反応（IV）：二酸化炭素からの炭酸
ジフェニル合成の試み（物質研）李 尚哲・小林義信○崔 準哲・坂倉
俊康・佐古 猛

4 F 5 32 酸化的カルボニル化による炭酸ジフェニル生成の機構的研究
（物質研）李 尚哲○崔 準哲・坂倉俊康・佐古 猛

有機化学―反応と合成 B．芳香族化合物

3月 29日午前

座長 本田 清（09 : 00～10 : 00）
2 F 6 01 シクロヘプタ［b］ピリミド［5,4―d］ピロールー 8（6 H），10（9

H）ージオンを触媒とするアルコールの脱水素反応（早大理工）○田嶋
洋平・新田 信

2 F 6 02 トロピリウムイオンによるフラン環開烈反応を利用したベン
ズアズレニックエノンの合成（神戸大自然科学・神戸大理）○雀部美佐
子・高木秀樹・山村公明

2 F 6 03 新規な，簡便なアズレノベンゾチオフェニックエノン誘導体
の合成（神戸大自然科学・神戸大理）○方田裕子・高木秀樹・山村公明

2 F 6 04 2―アミノアズレン類とパラホルムアルデヒドとの反応（東北
大院理）○奥島鉄雄・寺園友美・横山隆二・伊東俊司・森田 昇

2 F 6 05 5―ニトロソトロポロンから誘導される新規なヘテロ環化合物
の合成（埼玉大理）佐藤 大○鶴巻孝一郎・田丸俊一・恒次丈介

2 F 6 06 二置換ジヒドロアゼピン誘導体の光反応（名工大）○江本佳
隆・齋藤勝裕

座長 小川 昭弥（10 : 00～11 : 00）
2 F 6 07 ナフト［b］シクロプロペンとチオンの環化付加反応（名工大）
○近藤洋司・齋藤勝裕

2 F 6 08 窒素を含む芳香族化合物の電解反応（名工大）○川村彩子・蟹
江隆史・近藤 悟・齋藤勝裕

2 F 6 09 三環式テルペノイドクロマンの立体特異的合成（横浜国大工）
井上誠一・〇岩崎史良・青木さゆり・本田 清

2 F 6 10 1―メチル―9―（トロピリデンヒドラゾノ）フルオレン及び関連
化合物の合成（宇都宮大工）○野口 真・三部正大・大庭 亨・坪田元
宏

2 F 6 11 転位反応を利用した環状骨格形成（39）芳香族オキシコープ転
位反応の位置選択性に及ぼす置換基効果（宇都宮大工・東北大院理）○
板倉隆之・関 桂・上野昌子・佐藤年男・上原忠夫

2 F 6 12 転位反応を利用した環状骨格形成（40）ベンゼン環の付いたホ
モアリルアルコールの芳香族オキシコープ転位反応（宇都宮大工・東
北大院理）○菊池 剛・上野昌子・佐藤年男・上原忠夫

座長 坪田 元宏（11 : 00～12 : 00）
2 F 6 13 依頼講演 新しい π 電子供与体の合成と有機伝導体への展開
（京大院工）御崎洋二

2 F 6 16 光学活性 2―メチル―1―（1―ナフチル）―1―テトラロールの立体選
択的脱水反応を鍵反応とする軸不斉ビナフチル類の不斉合成（東北大
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院工）○伊達雅充・桜井健太・服部徹太郎・宮野壮太郎
2 F 6 17 軸不斉を有する 2,6―ナフトキノン類の合成と性質（姫路工大
理）○栗田真也・杉村高志・藤田守文・奥山 格・森本幸生・安岡則
武

2 F 6 18 不斉 Strecker反応による α ―（ペンタフルオロフェニル）グリ
シンの合成（千葉大工）赤染元浩○平林 敦・高橋敏明・小倉克之

3月 29日午後

座長 高木 秀樹（13 : 00～14 : 00）
2 F 6 25 光学活性ジオール誘導体との分子間環化反応によるプロキラ
ルビアリールポリオールの不斉非対称化反応（京工繊大工芸）○TRAN
Mai, T. T.・原田俊郎・奥 彬

2 F 6 26 2,4―ペンタンジオール架橋を用いる光学活性トロピリデン合
成の位置，立体区別性（姫路工大理）○萩谷一剛・河野晴美・杉村高
志・奥山 格・田井 晰

2 F 6 27 超臨界二酸化炭素中でのアリールエーテル合成（宇都宮大工）
○高林 豊・葭田真昭

2 F 6 28 RE（OTf）3触媒によるアルコール類のベンジルエーテル化反
応（新日鐵化学総研・岡山大薬）○川田敦志・安田佳代・阿部 仁・原
山 尚

2 F 6 29 バナジウム触媒―亜鉛―酸無水物系によるアルデヒド類の還元
的変換（阪大院工）平尾俊一○武内宏樹・小川昭弥

2 F 6 30 パラジウム触媒を用いたカップリング反応による新規Wittig
試薬の合成（九大機能研）○梅野邦治・THIEMANN Thies・又賀駿太郎

座長 伊東 俊司（14 : 00～14 : 50）
2 F 6 31 DBU―銅―パラジウム触媒を用いるアリールハライドとアセチ
レンのクロスカップリング反応（佐賀大理工・九大有基研）○堀 勇
治・田中勝也・板山 剛・小林進二郎

2 F 6 32 Pd―金属二元系均一触媒を用いる芳香族類の酸化二量化反応
（九大院工）○岡本真人・山路禎三

2 F 6 33 オルトーブロモフエニル亜鉛化合物への求電子試薬の逐次的
導入（岡山大理）○杉田 治・柴田高範・高木謙太郎

2 F 6 34 ニッケル（0）錯体を用いた芳香族アルキルエーテルのアルキ
ル炭素―酸素結合の切断反応（東農工大工）小林正人○前山勝也・米澤
宣行

2 F 6 35 ガリウム触媒を用いる Friedel―Craftsアシル化反応（東大院
薬・CREST）○松尾淳一・小林 修

座長 佐藤 大（15 : 00～16 : 10）
2 F 6 37 金属トリフラート触媒を用いる芳香族のアルケニル化反応
（北陸先端大）○前田 剛・土本晃久・白川英二

2 F 6 38 クロム酸触媒によるアレーン類の酸化反応（富山県工業技術
セ）○山崎茂一

2 F 6 39 クルクミン関連化合物のフレミー塩による酸化反応（東学芸
大）寺本健太郎・滝沢靖臣

2 F 6 40 メチルチオメチル基を有するフェノール性化合物の合成（東
学芸大）小野 剛・滝沢靖臣

2 F 6 41 銅塩（II）を用いた置換フェノール類の酸化反応（東学芸大）有
吉勝祐・滝沢靖臣

2 F 6 42 マンニッヒ反応を利用したポリフェノール化合物合成法（富
士フイルム吉田南）○児玉邦彦・青合利明

2 F 6 43 p―ベンゾキノンジイミン誘導体とフェノール類との反応（金
沢大教育）○宮城 陽・番匠則子・安間 貴・森康一郎

3月 30日午前

座長 竹下 道範（09 : 00～10 : 00）
3 F 6 01 水溶液中での有機合成反応（19）芳香族アルデヒド及びケトン
類のアルミニウム粉末―硫酸銅を用いる炭素―炭素結合形成反応（東和
大中央科研）○三苫好治・月野木岳仁・永島聡子・李 仲岩・田代昌
士

3 F 6 02 水溶液中での有機合成反応（20）カルボニル化合物の水中にお
けるラネー Ni―Al合金を用いる還元反応（東和大中央科研）○田代昌
士・三苫好治・月野木岳仁・永島聡子・李 仲岩

3 F 6 03 ハイドロタルサイトを触媒とするケトンとアルデヒドの縮合
反応（東農工大工）○安藤憲一郎・平野正雄・矢ヶ部重隆・森本 孝・
斎藤 毅・ムラカミノエミ

3 F 6 04 水素化ホウ素ナトリウム／塩化ニッケル触媒／含水アルミナ系
によるアルケンの水素化（東農工大工）○矢ヶ部重隆・森本 孝・平野
正雄

3 F 6 05 テトラエチニルエテン類の合成とその電荷移動錯体（九大院
工）藤原祐三○北村二雄・屋木今日子

3 F 6 06 非共役芳香族テトライン化合物の渡環・芳香環化反応による
6,6’―ビス（5―フェニルベンゾ［b］フルオレン―5―オ―ル）と関連化合物の
新規合成とその立体構造（阪大産研）○上野 潤・上野福子・西川めぐ
み・末廣雅子・河野富一・植田育男

座長 三苫 好治（10 : 00～11 : 00）
3 F 6 07 6,6’―ビス（5―フェニルベンゾ［b］フルオレン―5―オール）と関連
化合物の構造と包接能（阪大産研）○上野福子・西川めぐみ・末廣雅
子・河野富一・植田育男

3 F 6 08 非共役芳香族ヘキサインとヘプタインのドミノ熱的ラジカル
渡環芳香環化反応：インデノールが縮環したフルオランテンとベンゾ
［a］ルビセンの合成（阪大産研）○宮脇和博・河野富一・植田育男

3 F 6 09 非共役チエノヘキサイン誘導体のドミノ熱的ラジカル渡環・
芳香環化反応によるアセナフト［1,2―b］チオフェン誘導体の合成（阪大
産研）○稲井宏樹・宮脇和博・河野富一・植田育男

3 F 6 10 トシル基とアミノ基を位置選択的に有する縮合芳香族化合物
の新規合成法（千葉大工）小倉克之○岸本卓也・赤染元浩・松本祥治

3 F 6 11 1―アリール―4―メチルチオ―2―トシル―1,3―ブタジエンの非溶媒
条件でのヨウ素によるナフタレン環化反応（千葉大工）松本祥治○熊澤
和久・竹田美音子・小倉克之

3 F 6 12 保護基を用いるピレン類の位置選択的合成（佐賀大理工）藤村
健人・竹下道範○大和武彦．

座長 小松 絋一（11 : 00～12 : 00）
3 F 6 13 依頼講演 積層〔3.3〕オルトシクロファンの反応（九大機能研）
又賀駿太郎

3 F 6 16 ポリアセン誘導体の合成（北大触セ・愛教大・CREST）○北村
正典・申 宝剣・鄭 和根・中島清彦・高橋 保

3 F 6 17 アセン誘導 体 の Diels―Alder反 応（北 大 触 セ・愛 教 大・
CREST）高橋 保○鄭 和根・北村正典・申 宝剣・中島清彦

3 F 6 18 置換アントラセンの合成（北大触セ・CREST）高橋 保○劉
彦軍・北村正典・申 宝剣・鄭 和根

3月 30日午後

座長 岡田 行弘（13 : 00～14 : 00）
3 F 6 25 シクロオクタテトラエンとの［4＋2］環化付加反応を利用する
［60］フラーレン誘導体の合成及び応用（名大院工）○小森健一・石田広
志・伊藤健児・大野正富

3 F 6 26 ［60］フラーレンとジエステル置換ジエンとの Diels―Alder反応
及びフラーレンジカルボン酸誘導体への展開（名大院工）○石田広志・
伊藤健児・大野正富

3 F 6 27 フラーレン C60のアセチレン誘導体の合成と反応（京大化研）
○鈴木充朗・村田靖次郎・小松紘一

3 F 6 28 ベンゾ［3.3］1.8―ナフトオルトシクロファンカルビノール類の
合成と転位反応（九大総理工・九大機能研）○礒部信一郎・谷口雅彦・
澤田 剛・THIEMANN Thies・米光直志・又賀駿太郎

3 F 6 29 内部位にアセチレン基を持つ［2.2］メタシクロファン類の合成
とスペクトル（九大機能研・九工大工）○野口雄司・澤田 剛・THIE-
MANN Thies・柘植顕彦・又賀駿太郎

3 F 6 30 ［2.2］メタシクロファン―1,2,9,10―テトラケトン類の合成と反
応（九大機能研）○加峯哲治・SAHADE Daniel Antonio・澤田 剛・
THIEMANN Thies・又賀駿太郎

座長 澤田 剛（14 : 00～14 : 50）
3 F 6 31 5―置換［3,3］オルトパラシクロファンの合成（横浜国大工）淺見
真年○畠山美克

3 F 6 32 メタシクロファンを用いたビフェニロファンの合成（群馬大
工）岡田行弘○石川吉宏・西村 淳

3 F 6 33 Upper Rimの置換基配列に由来する分子不斉カリックス［4］ア
レーンの光学分割と不斉触媒反応への応用（日大生産工）清水正一○森
山明祐・佐々木保之

3 F 6 34 エステル基を活性化基とする芳香族求核置換反応による軸不
斉ターナフタレン類の合成（東北大院工）○岩戸宏明・伊達雅充・服部
徹太郎・宮野壮太郎

3 F 6 35 スルホニルカリックス［4］アレーンを基質として用いる芳香
族求核置換反応の開拓（東北大院工）○片桐洋史・輿石英二・諸橋直
弥・壹岐伸彦・服部徹太郎・宮野壮太郎
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G1 会場
10号館1031番教室

有機化学―反応と合成 C．複素環化合物

3月 28日午前

座長 小島 聡志（09 : 00～10 : 00）
1 G 1 01 光学活性フラノリグナン系生理活性天然物の合成研究（静岡
大工）依田秀実○木村耕平・高部圀彦

1 G 1 02 ピロリジジン系抗生物質 Alexineの不斉合成研究（静岡大工）
依田秀実○加藤秀明・高部圀彦

1 G 1 03 酵素類の化学発光分析に有用な，ウミホタルルシフェリン類
似体の誘導体の合成（愛知教大）戸谷義明○佐藤 誠

1 G 1 04 触媒的不斉（E）―4―メトキシ―2―オキソ―3―ブテン酸メチルと不
飽和アルコールとの分子内へテロ Diels―Alder反応（九大総理工・機能
研）○古賀秀貴・和田英治・金政修司

1 G 1 05 環状不飽和アルコールとサリチルアルデヒドを用いる 6,11―
ジオキサステロイド型化合物の合成（横浜国大工）○宮崎秀和・本田
清・井上誠一

1 G 1 06 置換シクロアルカノールとサリチルアルデヒドを原料とする
含酸素縮合四環式化合物の一段階合成（横浜国大工）井上誠一○長尾麻
未・宮崎秀和・本田 清

座長 戸谷 義明（10 : 00～11 : 00）
1 G 1 07 Sharpless不斉ジオール化反応の速度論的分割を利用する Re-

mirolのキラル合成（富山大理）山口晴司○室志津子・横山 初・宮澤
眞宏・平井美朗

1 G 1 08 光延反応を用いる 2,5―ジヒドロ―1―ベンゾオキセピン類の合
成（富山大理）山口晴司○降旗克徳・横山 初・宮澤眞宏・平井美朗

1 G 1 09 CP―225,917および CP―263,114に向けての合成研究（広島大院
理）○渡辺恒夫・小島聡志・大方勝男

1 G 1 10 5環性グアニジン化合物の合成研究（理研）○長澤和夫・Geor-
gieva Angelina・中田 忠

1 G 1 11 プリン塩基を有する C―アザヌクレオシドの合成研究（千葉大
理・千葉大院自然）○鈴木竜哉・東郷秀雄・横山正孝

1 G 1 12 講演中止

座長 宮澤 眞宏（11 : 00～12 : 00）
1 G 1 13 新規リン糖ヌクレオシドの合成（静岡大工・静岡大理工学研
究科）○神谷友章・押川達夫・高橋雅樹・山下光司

1 G 1 14 種々の新しいリン糖化合物の合成（静岡大工・静岡大理工学
研究科）○Reddy Valluru Krishna・押川達夫・山下光司

1 G 1 15 L―アスパラギン酸を出発物に用いるビオチンの新規合成法
（田辺製薬・製品技術研）○清水敏晃・松山浩士・関 雅彦

1 G 1 16 エリプチシン誘導体の合成とそれを用いた DNAのクロスリ
ンク反応（東理大理工）小中原猛雄○塚本哲也・黒須泰行

1 G 1 17 アルケニルポリヒドロキシイソフラボン誘導体の位置選択的
合成（徳島大工）和田大稔・西内優騎・河村保彦○津嘉山正夫

1 G 1 18 エンイン化合物を用いる新規ビニルフラン合成法の開発（3）
（富山高専）○畔田博文・佐伯 希・狩野美智子

3月 28日午後

座長 河村 保彦（13 : 00～14 : 00）
1 G 1 25 3―エトキシカルボニル―4―ピペリドン類とアルケン類の酢酸
マンガン（III）による触媒的酸化反応を利用した 8―アザ―1―ヒドロキ
シ―2,3―ジオキサビシクロ［4.4.0］デカン類の合成（熊本大院自然・熊本
大理）○隈部了浩・西野 宏・黒澤 和

1 G 1 26 （E）―1―エトキシ―2―ニトロエテンと不飽和アルコールを用い
る分子内ヘテロ Diels―Alder反応（九大総理工・機能研）○吉永雅彦・
和田英治・金政修司

1 G 1 27 新規なチアントレン誘導体の合成と電気化学特性（岩手大
工・京大化研）木村 毅○水沢 将・河合 靖・小川 智・佐藤 瀏

1 G 1 28 ビス（アルキルチオ）ベンゾトリチオールから発生したビスラ
ジカルカチオンの不均化反応（岩手大工）木村 毅○伊藤清仁・小川
智・佐藤 瀏

1 G 1 29 新規チオフェン―S ―オキシドの構造と反応性（九大総理工・九

大機能研）○有馬一弥・THIEMANN Thies・大平大輔・澤田 剛・又
賀駿太郎

1 G 1 30 新規テトラアザチアペンタレン誘導体の合成と性質（阪府大
工）松村 昇○奥村康之・林 寛一・水野一彦

座長 澤田 剛（14 : 00～14 : 50）
1 G 1 31 ピレン環をもつテトラアザチアペンタレン誘導体の合成とそ
の光化学的性質（阪府大工）○林 寛一・奥村康之・松村 昇・水野一
彦

1 G 1 32 ビス（ジアゾ）化合物とセレンおよび硫黄との反応（埼玉大理）
○古澤 健・小俣猛憲・石井昭彦・中山重蔵

1 G 1 33 2―エトキシ―3―トリフルオロアセチル―6―トリフルオロメチ
ル―2 H ―チオピランとアルコール類との反応（神戸大工）岡田悦治・西
田幸弘○上北 健

1 G 1 34 2―エトキシ―3―トリフルオロアセチル―6―トリフルオロメチ
ル―2 H ―チオピランとフェノール類との反応 ―含フッ素チオピラノ
ベンゾピラン類の簡便合成（神戸大工）岡田悦治・西田幸弘○上北 健

1 G 1 35 カップリング反応を利用したアセチレン架橋複素環オリゴマ
ーの合成（姫路工大工・分子研）○齋藤格也・北村千寿・大内幹雄・米
田昭夫・山下敬郎

座長 佐藤 瀏（15 : 00～16 : 00）
1 G 1 37 依頼講演 イオウ原子によって制御された位置選択的ラジカ
ル環化反応（金沢大薬）石橋弘行

1 G 1 40 講演中止
1 G 1 41 （ジアセトキシヨード）ベンゼンを用いた 1,2―ベンゾイソチア
ゾリン誘導体の新規合成反応（2）：反応経路と一般性についての検討
（千葉大院自・千葉大理）○加藤木正志・東郷秀雄・横山正孝

1 G 1 42 2,1―ベンゾチアジン誘導体の新規合成法（2）（千葉大院自・千
葉大理）○原田陽輔・東郷秀雄・横山正孝

座長 大内 幹雄（16 : 00～17 : 00）
1 G 1 43 架橋構造を有するケトンオキシムのラジカル環化反応を利用
した複素環化合物の合成（東大院理）○上等和良・北村 充・奈良坂紘
一

1 G 1 44 Tetrathia―36―Crown―4の合成およびそれをレセプターとした
超分子錯体の創製（近畿大理工）山口仁宏○わく本信二・小林重也・若
宮建昭・松原凱男・吉田善一

1 G 1 45 超大環状クラウンエーテル類をレセプターとする超分子錯体
の創製（近畿大理工）○安倍里佳・藤原知史・小林重也・山口仁弘・松
原凱男・吉田善一

1 G 1 46 π および σ 電子供与基を有する新規大環状化合物の合成と
化学特性（近畿大理工）山口仁宏○小林重也・網田伸弘・若宮建昭・松
原凱男・吉田善一

1 G 1 47 ピリジン環，ベンゼン環，および三重結合を含む新規超大環
状化合物の合成と化学特性（近畿大理工）○山口仁宏・小林重也・若宮
建昭・松原凱男・吉田善一

1 G 1 48 閉環メタセシスを用いる新規軸不斉マクロラクタムの合成
（千葉大薬）○金子浩章・有澤光弘・西田篤司・中川昌子

3月 29日午前

座長 瀬恒 潤一郎（09 : 00～10 : 00）
2 G 1 01 ヘテロ環ニトロ化合物からの新規ポルフィリンの合成（愛媛
大理）村嶋貴之○中元健一・小野 昇

2 G 1 02 β ー β 連結ポルフィリンダイマーの合成（愛媛大理）○北脇
有希子・麓由美子・宇野英満・小野 昇

2 G 1 03 p―，m ーベンゼン連結ポルフィリンダイマーの合成（愛媛大
理）○麓由美子・宇野英満・小野 昇

2 G 1 04 B,C環を修飾したフィコシアノビリン誘導体の合成（金沢大
院自然）○太田敦子・木下英樹・猪股勝彦

2 G 1 05 フィトクロモビリンの全合成（金沢大院自然）○武田秀造・垣
内貴司・木下英樹・猪股勝彦

2 G 1 06 共役拡張ピロール類の新規合成（愛媛大理）村嶋貴之○野村健
太郎・小野 昇

座長 村嶋 貴之（10 : 00～11 : 00）
2 G 1 07 3,3’―ジヒドロフィコシアノビリン誘導体の合成（金沢大院自
然）○中村 洋・澤本大介・木下英樹・猪股勝彦

2 G 1 08 ビリルビンを出発物質として用いるフィコビリン誘導体の高
効率的構築法（金沢大院自然）○澤本大介・猪股勝彦

2 G 1 09 18Oで同位体標識したクロロフィル誘導体の合成と物性（立命
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館大理工）民秋 均○森下秀直・矢貝史樹
2 G 1 10 ペプチド鎖を有するテトラアリールポルフィリンの合成（神
戸大理）○三品紀子・早川淳也・瀬恒潤一郎・前田 茂・上地眞一

2 G 1 11 反芳香族性 N（21），N（22）―架橋イソフロリンの反応挙動（神
戸大 VBL・神戸大理）○和田健一・柏原健二・瀬恒潤一郎

2 G 1 12 ビニルポルフィリンのディールス―アルダー反応（京大院人
間・環境）松本 澄○森下卓也・木村伸也

座長 宇野 英満（11 : 00～12 : 00）
2 G 1 13 クロラミン T―銀塩を用いるオレフィンのアジリジン化（阪大
院工）南方聖司○福岡亮子・柳 日馨・小松満男

2 G 1 14 マンガンニトリド錯体を用いるアルケン類のアジリジン化に
おける活性化剤の影響（阪大院工）○西村政昭・南方聖司・柳 日馨・
小松満男

2 G 1 15 ルイス酸が誘発するアジリジンの転位反応（埼玉大理）○飯村
真也・杉原儀昭・中山重蔵

2 G 1 16 依頼講演 オレフィンへの N 1ユニット導入によるアジリジ
ンの新合成法（阪大院工）南方聖司

3月 29日午後

座長 山田 眞二（13 : 00～14 : 00）
2 G 1 25 新規ピロメテン色素の合成（愛媛大理・三菱化学横浜総研）○
和田光央・村嶋貴之・小野 昇・浦野年由

2 G 1 26 剛直なビシクロ環が縮環したピロールの新規合成（愛媛大理）
○渡辺 光・伊藤智志・宇野英満・小野 昇

2 G 1 27 分子内ヒドロキシイミノ基によるオレフィンのアミノ化反応
（東大院理）○吉田将之・北村 充・奈良坂紘一

2 G 1 28 Pd触媒を用いるジエノン，トリエノンオキシム類の複素環
化合物への変換（東大院理）○北村 充・佐久 磨・奈良坂紘一

2 G 1 29 フルオロアルキル基を有するヘテロ環化合物の効率的な合成
法の開発（都立大院理）○大越雅典・吉田正人・松山春男

2 G 1 30 新規 C 2―対称性キラル DMAP関連誘導体の合成とその応用
（高知大理）小槻日吉三・酒井弘光○古川瑞樹

座長 北村 充（14 : 00～14 : 50）
2 G 1 31 ビスピラゾリルアルカン類の合成（筑波大化）鹿島長次○三輪
陽平・塚本好宏・東出光平

2 G 1 32 光学活性なビスピラゾリルアルカン類を用いた不斉付加環化
反応（筑波大化）鹿島長次○三輪陽平・塚本好宏・水原沙織

2 G 1 33 カチオン―π 相互作用を利用する面選択的付加反応：1,4―ジ
ヒドロピリジン類の立体選択的合成（お茶女大理）山田眞二○齋藤百江

2 G 1 34 1―（DEB）インドールの 3位選択的リチオ化反応（長崎大工）○
峰 由香・福田 勉・岩尾正倫

2 G 1 35 2―（Tsoc）―1,2,3,4―テトラヒドロイソキノリン誘導体の 1位リ
チオ化反応（長崎大工）○福田 勉・岩尾正倫

座長 福田 勉（15 : 00～16 : 00）
2 G 1 37 2―アシル―3―フェニル―l ―メントピラゾール類による不斉アシ
ル化反応における 3級アミンの添加効果（筑波大化）鹿島長次○水原沙
織・東出光平

2 G 1 38 2―アシル―3―フェニル―l ―メントピラゾール類による不斉アシ
ル化反応の機構（筑波大化）鹿島長次○水原沙織・横山幸弘

2 G 1 39 耐光性強蛍光体 1,3―ジフェニル―2―ピラゾリン類の合成（近畿
大理工）松田卓弥○仲野真人・山口仁宏・松原凱男・吉田善一

2 G 1 40 新しいコンセプトに基づく二重蛍光系ピラゾリン環縮合 C60

誘導体の創出（近畿大理工）○松田卓弥・清水貴宏・國田吉直・山口仁
宏・松原凱男・吉田善一

2 G 1 41 講演中止
2 G 1 42 6―シアノベンゾ［a］インドリジンの付加環化反応に於けるレ
ギオ選択性（2）（京大院人環・福井大教育・静岡大工・信州大工）松本
澄・青山絹代○内田高峰・戸田三津夫・林 直人・池見行男・筧 昭
一

座長 横山 幸弘（16 : 00～17 : 00）
2 G 1 43 ラネー合金を用いた 9―アミノアクリジン類の還元反応（久留
米高専・九大機能研）鎌田吉之助○冨永洋一・鳥井昭美・又賀駿太郎

2 G 1 44 アルキルアルミニウムを用いた簡便なインドールの 3位アシ
ル化法の開発（九工大工）岡内辰夫○糸長正明・矢野智美・南 享

2 G 1 45 アミニルラジカルの環化反応における窒素原子上の置換基の
影響（北大院工）○長谷川輝・仙北久典・折登一彦・徳田昌生

2 G 1 46 α ―シリルエンカルバメートの合成とその反応（九大有基研・

長崎大薬）松村功啓○白井公博・真木俊英・尾野村治
2 G 1 47 ジヒドロピリジンの Diels―Alder反応を利用した光学活性 2―
アザビシクロオクタン誘導体の合成（九大有基研・長崎大薬）松村功啓
○中村靖治・真木俊英・尾野村治

2 G 1 48 光学活性 α ―アルキルピペコリン酸の新規合成法（九大有基
研・長崎大薬）松村功啓・Talib Idi Ludwig・中村靖治・真木俊英○尾
野村治

3月 30日午前

座長 山口 仁宏（09 : 00～10 : 00）
3 G 1 01 1,3,2―ジアザボロロピリジン類の合成化学的研究（島根大）○
八尾紀子・高橋和文・小杉善雄

3 G 1 02 赤色蛍光性 4,7―ジ（2―チエニル）―1,2,5―オキサジアゾロ［3,4―c］
ピリジン類の合成と物性（九大機能研・島根大総理工・久留米高専）○
五郎丸英貴・THIEMANN Thies・又賀駿太郎・高橋和文・鳥井昭美

3 G 1 03 3―ヒドロキシ―2―ピリドンをジエンとする塩基触媒 Diels―Al-
der反応の開発（鹿児島大理）○永池 宏・岡村浩昭・中谷宗弘・岩川
哲夫

3 G 1 04 単結晶 X線解析と分子軌道計算によるシクロインモニウムイ
リドの構造（3）（京大院人環・福井大教育・静岡大工・信州大工）松本
澄○内田高峰・戸田三津夫・筧 昭一

3 G 1 05 ピリジニウムメチリドの 1,3―双極性付加環化反応のレギオ選
択性（2）（京大院人環・福井大教育・信州大工）松本 澄○内田高峰・
池見行男・青山絹代・戸田三津夫・筧 昭一

3 G 1 06 転位反応を利用した環状骨格形成（38）ピリジン環を含む芳香
族オキシコープ転位反応と複素環形成（宇都宮大工・東北大理）張 丹
維○渡部貴智・遠矢政守・関 桂・上野昌子・佐藤年男・上原忠夫

座長 岡村 浩昭（10 : 00～11 : 00）
3 G 1 07 p―アミノ―l―フェニルアラニン残基を含む新規な 1,3―環状

1,4―ジヒドロピリジン類の合成とエナンチオ選択的還元（成蹊大工）加
藤明良○高野浩司・原田 学

3 G 1 08 N―置換 3―ヒドロキシ―4（1 H）―ピリジンチオン類のバナジル
錯体の合成（成蹊大工）加藤明良○塚原武志・原田 学

3 G 1 09 ハロゲノアジンとイミンとの芳香族求核置換反応（京大院人
間・環境学・京大総人・静岡大工・阪大理・信州大工）松本 澄○池
見行雄・戸田三津夫・井畑敏一・筧 昭一

3 G 1 10 含フッ素 N ―ベンジル―1,2―ジヒドロピリジン類からアゼピン
類への環拡大反応（神戸大工）岡田悦治・森口敏光○水阪哲彦

3 G 1 11 ジアリールピラジン類の合成と蛍光特性（北九州高専）○磯村
計明・竹原健司・松尾 徹・池上いづみ

3 G 1 12 アセトニトリル中における芳香族ヒドラゾン類と TCNEとの
反応（近畿大理工）○松原凱男・飯塚欣正・植野嘉之・山口仁宏・吉田
善一

座長 加藤 明良（11 : 00～12 : 00）
3 G 1 13 シクロプロペニウムカチオンを経由する新規 1,2,3―トリアジ
ン誘導体の合成（京大院人間環境・信州大工）松本 澄○岡田章宏・筧
昭一

3 G 1 14 テトラジン誘導体とアルケン及びアルキンとの反応（京大院
人間環境・信州大工）松本 澄・金子 誠・間中信之○池見行男・筧
昭一

3 G 1 15 フェネチルケトンオキシム誘導体の環化による 8―置換キノリ
ン類の合成（東大院理）○小野あや子・小金丸陽平・奈良坂紘一

3 G 1 16 2―アルキニルイソシアノベンゼン類と炭素求核剤との反応：
置換キノリン類の新規合成法の開発（京大院工）杉野目道紀○福田
剛・伊藤嘉彦

3 G 1 17 Ti―BINOL錯体を触媒とする 1―イソキノリン酢酸誘導体のエ
ナンチオ選択的合成（阪大院基礎工）村橋俊一・今田泰嗣・米虫良治○
冨田直己

3 G 1 18 4―プロピニルオキシ―1,6―ナフチリジン誘導体のクライゼン転
位反応（東理大理工・信大工）小中原猛雄○久保田滋・黒須泰行・筧
昭一

3月 30日午後

座長 岡田 悦治（13 : 00～14 : 00）
3 G 1 25 1―フェニル―3,4―ジヒドロイソキノリンの不斉触媒還元反応
（住友化学有機合成研）○Hassila Heikki・池平秀行

3 G 1 26 活性化キノリニウムイオンへのキラルアリルシランの不斉付
加反応（京大人環・総人）○岡野利彦・田中正人・松田友彦・藤田健
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一・山口良平
3 G 1 27 アルコールを水素源とするキノリン類のイリジウム触媒によ
る移動水素化反応（京大人環・京大総人）○古川茂豊・藤田健一・山口
良平

3 G 1 28 o―置換 β ,β ―ジフルオロスチレンの分子内環化反応による 3―
フルオロキノリン類の合成（東大院理・九工大工）市川淳士○和田幸
周・岡内辰夫・南 享

3 G 1 29 o―アシルアクリロアミド誘導体の光化学反応（筑波大化・千
葉大工）○田畑 恵・佐々木大吾・坂本昌己・西尾建彦

3 G 1 30 o――アシル―α ―ハロアルカンアニリド誘導体の光化学反応（筑
波大化・千葉大工）○佐々木大吾・田畑 恵・坂本昌己・西尾建彦

座長 岡内 辰夫（14 : 00～14 : 50）
3 G 1 31 イミニウム塩の還元を経る one―potラジカル環化：プロトベ
ルベリン・パビンアルカロイド合成への応用（北大院工）○佐藤善孝・
西澤英人・折登一彦・徳田昌生

3 G 1 32 N ―プロパルギル―2―トリフルオロアセチル―1―ナフチルアミ
ンと各種 N―，S―，O―求核試薬との反応―含トリフルオロメチルベン
ゾキノリン類の合成（神戸大工）岡田悦治・堂浦真人・篠原めぐみ・栄
村拓史・山下数弘○芦田拓郎

3 G 1 33 N ,N ―ジメチル―5,7―ビストリフルオロアセチル―8―キノリルア
ミンとヒドラジン類，ヒドロキシルアミン類との反応による含フッ素
ピラゾロキノリン類，イソオキサゾロキノリン類の合成（神戸大工）岡
田悦治○下村直史

3 G 1 34 4―ジメチルアミノキノリンのトリフルオロアセチル化反応と
それに引き続く N―N交換反応による 3―トリフルオロアセチル―4―ア
ミノキノリン類の簡便合成（神戸大工）岡田悦治○栄村拓史・下村直史

3 G 1 35 6 π―アザ電子環状反応における著しい活性化の実現（関西学
院大理）○田中克典・森 一・山本魔子・勝村成雄

座長 折登 一彦（14 : 50～15 : 10）
3 G 1 36 ヘキサアザトリフェニレン及びテトラアザフェナントレン類
の合成と有機 EL電子輸送材料としての性質（九大機能研・キャノン
電子写真研）○畝 英生・松本直樹・THIEMANN Thies・又賀駿太
郎・上野和則・妹尾章弘

3 G 1 37 新規光学活性 DBU関連誘導体の合成とその応用（高知大理）
小槻日吉三・杉野 敦・酒井弘光○篠原俊夫

3月 31日午前

座長 依田 秀実（09 : 00～10 : 00）
4 G 1 01 2―メトキシ―2 H ―アゼピン誘導体の合成とその反応性（岡山大
理）佐竹恭介○葛尾葉子・多和田裕子・木村 勝

4 G 1 02 N ―アリル―β ,β ―ビストリフルオロアセチルビニルアミン類の
分子内熱環化反応によるジヒドロアゼピン環形成反応の電子効果につ
いて（神戸大工）岡田悦治・松井孝浩○下村直史・堀口義臣

4 G 1 03 カルボニルイリドとアルデヒド類との付加環化反応における
ルイス酸を用いた立体化学制御（信州大工・阪大院理）○井上 圭・菅
博幸・筧 昭一・伊東祐隆・石田 一・井畑敏一

4 G 1 04 N ―アルケニルヒドロキシルアミンの合成と反応（京工繊大工
芸）清水富男○丸山さやか・福西興至

4 G 1 05 ピロリジン N ―オキシドを出発原料とするいくつかの反応（京
工繊大工芸）○清水富男・野入厚志・三好幸治・福西興至

4 G 1 06 新規キラル保護基―光学活性 2―tert―ブチルジメチルシリルオ
キシオキサゾリジンの合成と反応（山口大工）上村明男○小俣洋治

座長 柳 日馨（10 : 00～11 : 00）
4 G 1 07 O ―ベンジルヒドロキシルアミンの触媒的不斉共役付加反応
（九大総理工・機能研）○三浦麻実・甲斐孝弘・和田英治・金政修司

4 G 1 08 単座親双極子を用いたニトロンの触媒的不斉環状付加反応
（九大総理工・機能研）○白波瀬雅・大平落洋二・金政修司

4 G 1 09 ルイス酸共存下でのジアステレオ選択的ニトリルオキシド付
加環化（山口大工・九大機能研）山本豪紀○長谷川正行・渡邉定香・角
谷桂子・野口三千彦・金政修司

4 G 1 10 トリフルオロメタンスルホン酸イッテルビウムを用いた高ジ
アステレオ選択的ニトリルオキシド付加環化（山口大工・九大機能研）
山本豪紀○渡邉定香・長谷川正行・野口三千彦・金政修司

4 G 1 11 官能化ニトロエナミンの簡便な合成（大阪教育大）○岡嶋良
和・堀 一繁・任田康夫・西脇永敏・有賀正裕

4 G 1 12 2―メチル―4―ニトロイソオキサゾリン―5―オンを用いた多官能
ピロールの合成（大阪教育大）○中西政隆・堀 一繁・任田康夫・西脇
永敏・有賀正裕

座長 山本 豪紀（11 : 00～12 : 00）
4 G 1 13 3―ヒドロキシ―γ―ピリドンを 2座配位子とする蛍光性キノキ
サリンの合成とその金属錯体の消光（成蹊大工）加藤明良○荻野賢一・
原田 学

4 G 1 14 6位にプロリン残基を含むキノキサリン類の蛍光キラル誘導
化試薬への応用（成蹊大工）加藤明良○山本亮児・原田 学

4 G 1 15 4―ビニリデン―2―オキサゾリジノンとエノンとの環化付加反
応（長崎大工）○尾高龍吾・堀野良和・田丸良直

4 G 1 16 4―ビニリデン―2―オキサゾリジノンとアリルシランとの環化
付加反応（長崎大工）○堀野良和・田丸良直

4 G 1 17 オキシムのルイス酸触媒共役付加によるニトロン合成（九大
総理工・機能研）○仲間公崇・関 純人・金政修司

4 G 1 18 ATPHによる触媒的ニトロン環状付加反応（九大総理工・機
能研）○上野直久・金政修司

3月 31日午後

座長 上村 明男（13 : 00～14 : 00）
4 G 1 25 光学活性ホウ素触媒を用いるニトロンの不斉反応による光学
活性 β ―アミノ酸の合成（阪大院基礎工）川上 徹○河野正年・今田泰
嗣・村橋俊一

4 G 1 26 SmI2を用いた環状イミドとカルボニル化合物の cross―cou-
pling反応の開発とその利用（静岡大工）○依田秀実・松田圭吾・野村
裕明・高部圀彦

4 G 1 27 SmI2による pinacol型カップリング生成物の立体選択的脱酸
素反応（静岡大工）依田秀実○野村裕明・松田圭吾・高部圀彦

4 G 1 28 多官能基を有する化合物とローソン試薬の反応による複素環
化合物の合成（筑波大化）○小里麻由子・児玉康宏・西尾建彦

4 G 1 29 1,ω―ハロゲノアミド誘導体とローソン試薬の反応による含硫
黄複素環化合物の合成（筑波大化）○児玉康宏・小里麻由子・西尾建彦

4 G 1 30 α ―ハロシクロアルカノンおよびシクロアルカノンと β ―アミ
ノチオールの反応（立教大理・慈恵医大医）○松下正寿・高橋知義・堀
内 昭

座長 今田 泰嗣（14 : 00～14 : 40）
4 G 1 31 トリチオイサト酸無水物と N―置換ベンジルアミン類の反応
（茨城大工）高橋雅彦○郡司知子

4 G 1 32 N ―（スタニルメチル）チオアミドからのアゾメチンイリドの
発生とシクロ付加（阪大院工）小松満男○米森仁一・南方聖司・柳 日
馨

4 G 1 33 固相に担持した α ―シリルイミンからのアゾメチンイリドの
発生とシクロ付加（阪大院工）小松満男○赤木辰央・鷲塚健一・永井敬
子・南方聖司・柳 日馨

4 G 1 34 1,4―シラトロピーを活用する固相上でのアゾメチンイミンの
発生とシクロ付加（阪大院工）鷲塚健一○永井敬子・南方聖司・柳 日
馨・小松満男

有機化学―反応と合成 G．有機電気化学

3月 28日午後

座長 岡野 光俊（13 : 00～14 : 00）
1 G 2 25 Pd薄板電極を透過した原子状水素による α ,β ―不飽和アルデ
ヒドの連続水素化反応（阪府大工）○井上博史・伊藤 武・岩倉千秋

1 G 2 26 液体表面放電による溶液重合反応（帝京科学大理工）○渡部実
穂・熊倉 稔

1 G 2 27 電解重合法により絶縁性ポリピロール膜を被覆した白金電極
におけるメタノール酸化反応（早稲田大理工・各務材料研）○成橋智
真・土屋憲司・門間聰之・逢坂哲彌

1 G 2 28 依頼講演 超音波場および遠心場における有機電極反応（東
工大院総合理工）跡部真人

座長 鎌田 徹（14 : 00～14 : 50）
1 G 2 31 イオン認識部位を持つレドックスポリポダントの合成と電気
化学的性質（近畿大理工）○渡辺美紗・藤原 尚
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1 G 2 32 ポリテトラチアフルバレン誘導体の合成と金表面上における
電気化学的挙動（近畿大理工）○渡辺克彦・藤原 尚

1 G 2 33 いくつかの電極還元反応における表面酸化および表面修飾カ
ーボンファイバー電極の電極効果（近畿大理工）柏村成史○石船 学・
岩瀬博一・岩井忠広・川村圭吾・高橋昌宏・森 由夏・山下那都樹

1 G 2 34 電極酸化によるカーボンファイバーの表面酸化と電気伝導性
の制御（近畿大）○柏村成史・石船 学・玉井義弘・金輪弘平・村井義
洋・掛川宏弥

1 G 2 35 電解酸化により発生させたオキソニウムイオンのプールを用
いた炭素―炭素結合形成反応（京大院工）菅 誠治○鈴木新吉・山本淳
史・吉田潤一

座長 前川 博史（15 : 00～16 : 00）
1 G 2 37 フロー型マイクロ電解システムを用いる炭素カチオンの発生
と炭素―炭素結合形成（京大院工）菅 誠治○藤原一行・吉田潤一

1 G 2 38 ポリシラン・ポリカルボシラン類の電解合成とそのユニット
配列制御（近畿大理工）石船 学○小粥康充・飯島寛之・西橋研二・柏
村成史・山下那都樹

1 G 2 39 電極還元によるサマリウム錯体の活性化とその還元能（近畿
大理工）石船 学○平井政則・柏村成史・山下那都樹

1 G 2 40 アルカリ金属―クラウンエーテル高分子錯体を用いた脂肪族
エステルの電極還元反応（近畿大理工）○山下 創・奥村高平・宮本康
隆・石船 学・柏村成史・山下那都樹

1 G 2 41 分子内にピリジルエチル基を有するヘテロ原子化合物の酸化
電位と溶媒効果（京大院工）○渡辺 充・菅 誠治・吉田潤一

1 G 2 42 複数の電子補助基を有する含窒素化合物の合成と反応（京大
院工）○渡辺 充・菅 誠治・吉田潤一

座長 石船 学（16 : 00～16 : 30）
1 G 2 43 電極還元法を用いた非共役エノン類の分子内環化反応におけ
るヘテロ原子の効果（長岡技科大工）西口郁三○合田哲史・前川博史

1 G 2 44 3―クロロ―2―置換テトラヒドロフラン誘導体の電極還元反応
における環開裂反応の立体化学（長岡技科大工）西口郁三○前川博史・
本間秀樹

1 G 2 45 エノールエステル類の陽極酸化反応を用いた不斉誘導（長岡
技科大工）西口郁三○伊藤光太郎・小竹左知・前川博史

3月 29日午前

座長 木村 真（10 : 00～11 : 00）
2 G 2 07 O―メチルヒドロキシルアミン誘導体の電解酸化（岡山大工）田
中秀雄○松田英子・桑名由起子・黒星 学

2 G 2 08 ビナフチルを母格とする新規キラル N ―オキシルの合成とそ
の電気化学的特性（岡山大工）田中秀雄○田辺修作・高 欣鉄・黒星
学・大森秀信・前田初男

2 G 2 09 ビニルトリフラートの電解カルボキシル化における立体選択
性（北大院工）○金谷浩貴・藤村優介・仙北久典・徳田昌生

2 G 2 10 ニッケル触媒を用いる臭化ビニルの立体選択的電解カルボキ
シル化反応（北大院工）○匡春香・仙北久典・徳田昌生

2 G 2 11 超臨界二酸化炭素中における電解カルボキシル化を利用した
抗炎症剤の合成（2）（北大院工・北工研）○飯塚武史・藤田裕子・仙北
久典・徳田昌生・佐々木皇美

2 G 2 12 シリカゲル分散―水系電解酸化。二級アルコールの酸化と速
度論的光学分割（岡山大工）田中秀雄○川上祐介・黒星 学

座長 跡部 真人（11 : 00～12 : 00）
2 G 2 13 遷移金属錯体／テトラキス（ジメチルアミノ）エチレン二重メ
ディエーター電解系におけるハロゲン化アルケニルの還元二量化反応
（岡山大工）黒星 学○大月一仁・田中秀雄

2 G 2 14 ジスルフィドの電解酸化による環状エーテル化合物の合成
（III）（岡山大工）田中秀雄○竹内 剛・黒星 学

2 G 2 15 電解調製された高活性亜鉛を用いたクロスカップリング反応
（北大院工）黒野暢仁○アブドル・ジャリルアイシャ・高杉晋吾・徳田
昌生

2 G 2 16 依頼講演 電解系で働く多重レドックス電子伝達システム―
触媒的野崎―檜山の反応の開発（岡山大工）黒星 学

3月 29日午後

座長 昆野 昭則（13 : 00～14 : 00）
2 G 2 25 ピリジン環をもつトリアリールアミン類と電極酸化メディエ
ーター（名大院工）○木村 真・沢木泰彦

2 G 2 26 フッ化物イオンメディエーターを用いる有機電解合成（9）2―
アシロキシフルオロプロピルスルフィド類の陽極メトキシ化（東工大
総理工）○鈴木克俊・石井英樹・淵上寿雄・磯川素朗・小嶋 隼

2 G 2 27 フッ化物イオンメディエーターを用いる電解合成（10）含硫黄
複素環化合物の位置選択的電解メトキシ化（東工大総理工）○馬場大
輔・石井英樹・渕上寿雄

2 G 2 28 N ―オキシル／ヒドロキノン複合新規ビレドックス分子の構築
とその電気化学的挙動（岡山大工）田中秀雄○須崎大輔・黒星 学

2 G 2 29 フェノキシラジカルレドックス系の構築とその電気化学的挙
動（九大有基研・長崎大薬）松村功啓○真木俊英・荒木陽子・尾野村治

2 G 2 30 トリフルオロエタノールの電極酸化とその酸化生成物の反応
（九大有基研・長崎大薬）松村功啓○白井公博・真木俊英・尾野村治

座長 真木 俊英（14 : 00～15 : 00）
2 G 2 31 有機化合物の電解部分フッ素化（60）．不斉補助基を持つスル
フィド類のジアステレオ選択的電解フッ素化（東工大総合理工）○前田
朋子・石井英樹・東谷誠一郎・淵上寿雄

2 G 2 32 有機化合物の電解部分フッ素化（61）：（2 H）1,4―ベンゾチアジ
ン誘導体の陽極フッ素化における溶媒効果（東工大総理工物質電子）○
シャーバンラビエモハメド・石井英樹・淵上寿雄

2 G 2 33 有機化合物の電解部分フッ素化（62）ポリエーテル及びクラン
エーテルの選択電解フッ素化（東工大総理工）○侯 延昆・石井英樹・
渕上寿雄

2 G 2 34 ピリジン類の位置選択的陽極モノフッ素化（静岡大工）○昆野
昭則・竹内秀樹

2 G 2 35 有機化合物の電解部分フッ素化（63）．4―アリ―ルチオ炭酸エ
チレン類の電解フッ素化およびその溶媒効果（東工大総理工）○石井英
樹・山田倫久・淵上寿雄

2 G 2 36 有機化合物の電解部分フッ素化（64）トリアリールアミンメデ
ィエータを用いる電極触媒的フッ素化（東工大総理工）○長谷川勝・石
井英樹・野中 勉・淵上寿雄

有機化学―反応と合成 F．有機光化学

3月 30日午前

座長 久保 恭男（09 : 00～10 : 00）
3 G 2 01 シクロデキストリン空洞内におけるアントラセン誘導体の光
不斉二量化反応（科技団井上光不斉プロ）○中村朝夫・井上佳久

3 G 2 02 ウシ血清アルブミン（BSA）を不斉光反応場とするアントラセ
ン誘導体の不斉光二量化反応（阪大院工・科技団井上光不斉プロ）○藤
澤 泰・中村朝夫・森 直・和田健彦・井上佳久

3 G 2 03 5,6―置換シクロオクテン誘導体の光増感エナンチオ区別異性
化反応（阪大院工）○川崎勝嗣・藤澤航祥・森 直・和田健彦・井上佳
久

3 G 2 04 ピレンと電子不足型アルケンとの分子内（2 π＋2 π）光環化付
加反応における結合鎖の効果（阪府大工）○前多 肇・杉本 晃・水野
一彦

3 G 2 05 フェナントレン環の［10,10 a］位への分子内光環化付加反応と
その機構（阪府大工）○中嶋亮太・前多 肇・杉本 晃・水野一彦

3 G 2 06 クリセン誘導体と芳香族アルケンとの（2 π＋2 π）光環化付加
反応（阪府大工・テキサス大ダラス校）○早稲田茂之・前多 肇・杉本
晃・水野一彦・CALDWELL Richard A.

座長 平井 克幸（10 : 00～11 : 00）
3 G 2 07 プリン環を置換したオレフィンの光異性化反応（筑波大化）○
松本綾子・新井達郎

3 G 2 08 ビスフェニルエチニルエテン（BEE）の光異性化反応の機構
（筑波大化）○榊原宏和・新井達郎

3 G 2 09 ヒドロキシスチルベンの光反応（筑波大化）○室星太郎・新井
達郎

3 G 2 10 ジシアノナフタレンとフェニル置換シクロプロパン類との光
化学反応（島根大総合理工）須田朋和○久保恭男

3 G 2 11 1,4―ジシアノナフタレンとアルケンとの［3＋2］光環化付加反
応の機構（島根大総合理工）○引野俊一・久保恭男

3 G 2 12 9―フェナントレンカルボン酸エステルとケイ皮酸エステルと
の（2＋2）光環化付加反応における液晶性を示すキラルな補助基の役割
（阪府大工）○堀内明美・前多 肇・水野一彦

座長 水野 一彦（11 : 00～12 : 00）
3 G 2 13 依頼講演 光異性化と水素原子移動（筑波大化学）新井達郎
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3 G 2 16 水素結合による無輻射失活に共役したオキシム類の C＝N結
合の回転異性化（都立大院工）○右近誠一・杉田将紀・嶋田哲也・井上
晴夫

3 G 2 17 水素結合を介した過酸化物増感分解反応の初期過程（都立大
院工）○杉田将紀・嶋田哲也・井上晴夫

3 G 2 18 N ―フェニルグリシンおよびその誘導体の増感光分解反応（東
大院総合）○池田真吾・村田 滋

3月 30日午後

座長 伊藤 義勝（13 : 00～14 : 00）
3 G 2 25 ジフェニルカルベンの反応性に対するトリフルオロメチル基
の効果（三重大工）○藤本一和・平井克幸・富岡秀雄

3 G 2 26 三重項ジフェニルカルベンの反応性に対するトリフルオロメ
チル基とクロロ基の効果（三重大工）○中田喜丸・平井克幸・富岡秀雄

3 G 2 27 ビスシリルイミンの光分解（京大院工）○松本 啓・伊藤嘉彦
3 G 2 28 光化学的に誘起されたケイ素ーホウ素結合のホモリシス（京
大院工）○松本 啓・伊藤嘉彦

3 G 2 29 ポルフィリン触媒を用いた可視光によるキノンの還元的シリ
ル化反応（分子研）○伊藤 肇・永田 央

3 G 2 30 ポルフィリン触媒を用いた可視光による有機化合物の酸化反
応（分子研）○伊藤 肇・永田 央

座長 幸本 重男（14 : 00～15 : 10）
3 G 2 31 β ―シクロデキストリン誘導体をキラル増感剤ホストとする

1,5―シクロオクタジエンの超分子不斉光異性化反応（阪大院工）○後藤
真輔・木村功一・森 直・和田健彦・井上佳久

3 G 2 32 シクロデキストリンを用いる超分子不斉光異性化反応による
光学活性な（E）―1,2―ジアザシクロオクテンの合成とその物性（阪大院
工）○後藤貴一郎・西出 新・森 直・和田健彦・井上佳久

3 G 2 33 修飾ゼオライトを用いた（Z）―シクロオクテンの光増感エナン
チオ区別異性化反応（阪大工・コロンビア大）○和田健彦・式見真行・
Lem George・Turro Nicholas, J・井上佳久

3 G 2 34 シンナモイルドーパミンの固相合成及び光反応の検討（京大
院工）伊藤義勝○進藤康裕

3 G 2 35 依頼講演 反応中間体の光化学（阪大産研）真嶋哲朗

3月 31日午前

座長 坂本 昌己（09 : 00～10 : 00）
4 G 2 01 オルト位にトリメチルシリルメチル基を有するフェニルケト
ンの光反応におけるシリル基の転位（埼玉大理）○石川裕子・斎藤雅
一・吉岡道和

4 G 2 02 チエニルケトン類の新規な光化学反応（埼玉大理）○西村卓
也・吉岡道和・斎藤雅一

4 G 2 03 4―イソプロピルトロポンと 9,10―ジシアノアントラセンの光
反応（九大総理工・九大機能研）○入江高志・初井敏英・森 章

4 G 2 04 Vinylogous Baylis―Hillman生成物の光反応：ジ―π―メタン転
位との競争（東工大工）○大久保康隆・三上幸一

4 G 2 05 水素結合を利用するナフタレン環へのフラン誘導体のレギオ
選択的光環化付加反応（阪府大工）○千代延一彦・水野一彦

4 G 2 06 ［2 π―2 π］光環化付加反応の立体選択性に及ぼす水素結合性
置換基の役割（阪府大工）○横山明弘・水野一彦

座長 保田 昌秀（10 : 00～11 : 00）
4 G 2 07 N ―メチル―1,8―ナフタルイミドとアルキルベンゼンの光付加
反応（島根大総合理工）○山口進也・久保恭男

4 G 2 08 2―（2―ピロリルメチリデン）インドリン―3―オンの光化学的挙
動に及ぼすホルミル置換基の効果（筑波大化）○池上和志・新井達郎

4 G 2 09 7―アザインドール誘導体の光異性化反応（筑波大化）○水谷拓
雄・新井達郎

4 G 2 10 キラルな環状エノン―3―カルボン酸エステルとエチレンとの
ジアステレオ選択的［2＋2］光付加環化反応（奈良先端大物質創成）○一
木朋美・圓藤勝義・堤 健・中野 環・垣内喜代三

4 G 2 11 光学活性ナフタレンカルボン酸エステル類を光増感剤とする
芳香族アルケンの環化二量化反応（阪大工）○白石重則・浅岡定幸・森
直・和田健彦・井上佳久

4 G 2 12 光学活性ナフタレンカルボン酸エステル類を光増感剤とする
芳香族アルケンへのエナンチオ区別極性付加反応系の最適化（阪大工）
○浅岡定幸・森 直・和田健彦・井上佳久

座長 新井 達郎（11 : 10～12 : 00）

4 G 2 14 アキラルな 2―ベンゾイルベンズアミドの不斉結晶を用いた絶
対不斉合成（千葉大工）坂本昌巳○三好裕子・関根憲男・内海典之・三
野 孝・藤田 力

4 G 2 15 N,N―二置換 α ,β ―不飽和チオアミドの結晶構造と固相光反応
（千葉大工）坂本昌巳○荒井 渉・三野 孝・藤田 力

4 G 2 16 ビス［4―（3,5―ジブロモ）ビフェニルイル］カルベンの発生と動
力学（三重大工）○平井克幸・富岡秀雄

4 G 2 17 ジ（9ーアントリル）カルベンからの三量体と四量体の生成（三
重大工）○野崎麗弘・平井克幸・富岡秀雄

4 G 2 18 ナフトバレンならび類縁体の異性化反応（京工繊大工芸）○下
枡昌子・福西興至・三木定雄

3月 31日午後

座長 和田 健彦（13 : 00～14 : 00）
4 G 2 25 水溶液中の光増感反応：脂肪族アルケンへのアセトンの光付
加反応（都城高専・宮崎大工）○山下敏明・保田昌秀・志摩健介

4 G 2 26 アリルシラン類を用いる 1―アリール―4,4，―ジシアノ―1,3―ブ
タジエン誘導体の光アリル化反応（阪府大工）○大内 卓・早水智生・
池田宗弘・前多 肇・水野一彦

4 G 2 27 アリルシランを用いる電子不足型アルケンの光アリル化と光
還元（阪府大工）○早水智生・池田宗弘・前多 肇・水野一彦

4 G 2 28 光電子移動結合開裂による TCNQ薄膜への光化学ドーピング
（名大院工）○古根村陽之介・横井 肇・石黒勝也・澤木泰彦

4 G 2 29 ［3n］バレレノファンの光異性化による［3n］シクロオクタテト
ラエノファン類の合成と構造（九大有基研・九大院理）○仙頭若菜・新
名主輝男

4 G 2 30 DNAメージャーグルーブに閉じ込めたベンゾフェノンの光
反応（京大院工）○吉田卓史・中谷和彦・齋藤 烈

座長 真嶋 哲朗（14 : 00～14 : 50）
4 G 2 31 7―ヒドロキシ―2―（ベンジリデン）―1―インダノンの光反応（筑
波大化）○則包恭央・新井達郎

4 G 2 32 臭素置換芳香族アシル化合物のレーザー光分解（筑波大化）○
鈴木利明・金子祐司・新井達郎

4 G 2 33 芳香族塩素化物のアルコール中での光脱塩素化反応（同志社
大工）○今尾太輔・山下隆之・太田哲男・古川 功

4 G 2 34 フェナシルトシレートの光反応における置換基効果（新潟大
理）岡田正和・梅澤幸弘・岡村睦雄○臼井 聡

4 G 2 35 アントラセン骨格を含むポリアミドアミンデンドロンの合成
と光付加環化反応（信州大繊維）高口 豊○田嶋智之・細川 明・本吉
谷二郎・青山 弘

座長 青山 弘（15 : 00～15 : 50）
4 G 2 37 超臨界二酸化炭素中のシクロオクテンの光増感不斉異性化反
応における媒体密度効果（科技団井上光不斉反応プロ）○齋藤良太・石
田 斉・井上佳久

4 G 2 38 光学活性なナフタレンカルボン酸エステルを増感剤とする 1―
フェニルシクロオクテンのエナンチオ区別光増感異性化反応（阪大院
工）○金田真幸・森 直・和田健彦・井上佳久

4 G 2 39 キラルな（Z）―ベンゾイルオキシシクロオクテンの競争的分子
内／分子間ジアステレオ区別光増感異性化反応（科技団井上光不斉プ
ロ）松山恵介○井上 徹・井上佳久

4 G 2 40 新規なビニリデンシクロプロパン類の合成と光転位反応（阪
府大工）水野一彦○平井孝佳・西岡尚吾・杉田 光・前多 肇

4 G 2 41 フェルラ酸誘導体の［2＋2］光環化付加反応（阪府大工）○西村
圭介・横山明弘・谷口久次・杉本 晃・水野一彦

有機化学―反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3月 28日午前

座長 藤井 孝宜（09 : 00～10 : 00）
1 G 3 01 ジアゾ化合物と S2Oの反応によるジチイランオキシドの合成
（埼玉大理）○川合徹彦・石井昭彦・中山重蔵
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1 G 3 02 ジチイランオキシドの脱酸素反応によるジチイランの合成と
その構造および反応性（埼玉大理）○齊藤雅史・石井昭彦・中山重蔵

1 G 3 03 ジメチル 2―チオノ―1,3―ジチオール―4,5―ジカルボキシラート
と DMADの反応（埼玉大理）○金子亜矢子・杉原儀昭・石井昭彦・中
山重蔵・大石晃広・渋谷 勲

1 G 3 04 アルキニルプロパルギルスルホキシドの熱反応（岩手大工）青
柳重信○真壁宗義・島田和明・滝川雄治

1 G 3 05 立体的に保護されたチオンの酸化による活性化学種の発生
（岩手大工）島田和明・小滝恵一○名苗隆司・青柳重信・滝川雄治

1 G 3 06 2,4,6―トリアリール―6 H―ジヒドロ―1,3,5―ジチアジンの酸化的
開裂による環状ポリスルフィドの生成（岩手大工）滝川雄治○鈴木健
治・青柳重信・島田和明

座長 杉原 儀昭（10 : 00～11 : 00）
1 G 3 07 β ―カルボニルイミノスルホニウムイリドの反応性（富山大
工）藤井孝宜・鈴木徹也○佐藤高志・小野 慎・森田弘之・吉村敏章

1 G 3 08 S,S ―ジフェニル―S ―フルオロチアザインとルイス酸との反応
（富山大工）○室谷 智・藤井孝宜・小野 慎・森田弘之・吉村敏章

1 G 3 09 Martinリガンドを有するアルキリデンホスホランとカルコゲ
ン化試剤との反応（東大院理）○佐瀬祥平・川島隆幸

1 G 3 10 メチル化剤と水素化リチウムアルミニウムを用いたホスフィ
ンオキシドの還元反応（千葉大院自然・千葉大理）今本恒雄○菊池慎
一・三浦智也

1 G 3 11 ホウ素原子上に不斉中心をもつ光学活性ホウ素化合物の合成
とその置換反応における立体化学（千葉大院自然・千葉大理）○森下秀
昭・今本恒雄

1 G 3 12 t―ブチルホスフィンボランと種々の親電子試剤との反応（日
本化学工業・千葉大理）大原宣彦・今本恒雄

座長 小林 健二（11 : 00～11 : 50）
1 G 3 13 リン原子団にフルオロアルキル基を有するベンジルホスホネ
ートと芳香族アルデヒドとの Horner―Wadsworth―Emmons反応におけ
る選択性（信州大繊維）○張 強・本吉谷二郎・高口 豊・青山 弘

1 G 3 14 リン原子団を有するアクリジン誘導体の酸化における化学発
光（信州大繊維）○草浦達也・本吉谷二郎・高口 豊・青山 弘

1 G 3 15 典型元素の配位数変化に基づく物性制御（1）：トリアントリ
ルボランからトリアントリルボレートへの光物性変化（京大化研）山口
茂弘○秋山誠治・玉尾皓平

1 G 3 16 典型元素の配位数変化に基づく物性制御（2）：トリアントリ
ルホスフィン誘導体の合成，構造，および物性（京大化研）山口茂弘○
秋山誠治・玉尾皓平

1 G 3 17 典型元素の配位数変化に基づく物性制御（3）：トリアントリ
ルビスムチン誘導体の合成，構造，および物性（京大化研）山口茂弘○
白坂敏明・玉尾皓平

3月 28日午後

座長 箕浦 真生（13 : 00～14 : 00）
1 G 3 25 アルキニルヨードニウム塩とベンゾトリアゾールの反応（九
大院工）藤原祐三・北村二雄○陳 海英

1 G 3 26 カルボニル基を有する超原子価ベンザイン発生剤の合成と反
応（九大院工）藤原祐三・北村二雄○和才奏子

1 G 3 27 アレン誘導体の光誘起ヨードペルフルオロアルキル化反応
（阪大院工）小川昭弥○井村元洋・平尾俊一

1 G 3 28 ビニルシクロプロパン誘導体の光誘起ヨードペルフルオロア
ルキル化反応（阪大院工）○小川昭弥・井村元洋・平尾俊一

1 G 3 29 クロラミン Tを窒素源とする γ―ヨードオレフィンの効率的
複素環化（阪大院工）南方聖司○鹿野大介・安藤丈也・柳 日馨・小松
満男

1 G 3 30 クロラミン T―ヨウ素触媒系によるオレフィンのアジリジン
化―相間移動触媒の効果―（阪大院工）南方聖司○鹿野大介・安藤丈也・
柳 日馨・小松満男

座長 小川 昭弥（14 : 00～14 : 50）
1 G 3 31 芳香族複素環型超原子価ヨウ素化合物の新規合成と反応性の
研究（千葉大理）東郷秀雄○菜花貴広・横山正孝

1 G 3 32 1,4―ビス（ジアセトキシヨード）ベンゼンとトリフルオロメタ
ンスルホン酸から調製される超原子価ヨウ素反応剤の反応（九大院工）
藤原祐三・北村二雄○勝野良治

1 G 3 33 アルケン存在下でのチオフェン類とジフェニルヨードニウム
トリフラートの反応（九大院工）藤原祐三・北村二雄○張 変香

1 G 3 34 Peterson反応を利用した立体選択的オレフィン化反応の研究

（広島大院理）○日高次彦・小島聡志・大方勝男
1 G 3 35 ジシラニレンユニットを有するクリプトファンの合成とその
包接能の評価（岩手大工）青柳重信○齋藤久美子・島田和明・滝川雄治

座長 神田 貴宏（15 : 00～16 : 00）
1 G 3 37 テルル原子の特性を活かした糖アノマー位への官能基の立体
選択的導入（千葉大理）東郷秀雄○小池祐介・横山正孝

1 G 3 38 隣接硫黄原子を有するジカルコゲニドの酸化反応（筑波大・
先端学際領域研究セ）○小林克利・佐藤総一・古川尚道

1 G 3 39 ジカチオン活性種からのカルボニル活性種の発生（筑波大・
先端学際領域研究セ）○張 少中・Dudzinski Bogdan・佐藤総一・古
川尚道

1 G 3 40 アリールエーテルデンドロンヨウ化スルフェニルの合成と性
質（信州大繊維）高口 豊○鈴木真二・本吉谷二郎・青山 弘

1 G 3 41 メタン菌代謝モデル（1）。ラジカル的 N→Sメチル基転移に
おける分子内配位効果（早大理工）○薄 達也・松浦 大・多田 愈

1 G 3 42 メタン菌代謝モデル（2）。ラジカル的 S→Ni（H＋）メチル基転
移における分子内配位効果（早大理工）○多田 愈・松浦 大・東孝一
郎

座長 後藤 敬（16 : 00～17 : 00）
1 G 3 43 分子内チイルラジカルによるイオウ―アルキル結合の切断（早
大理工）多田 愈・東孝一郎○佐藤俊介

1 G 3 44 分子内ジチアジカチオンを経由するベンゾジチエットの発生
と 1,4―ベンゾジチインの合成（筑波大化）小林健二○野田智香子・古川
尚道

1 G 3 45 分子間ジチアジカチオンを経由する環状ビス（ジスルフィド）
二量体の合成（筑波大化）小林健二○中村和紀・古川尚道

1 G 3 46 S ―スルホキシイミノ―及び S ―スルホンジイミノ―チアザイン
類の合成とその反応性（富山大工）藤井孝宜○三由伸・藤森照徳・小野
慎・森田弘之・吉村敏章

1 G 3 47 チオ及びセレノアミドからのジアニオンの発生とその性状
（岐阜大工）○阿曽英王・村井利昭・加藤晋二

1 G 3 48 ゼオライト触媒等を利用したアルデヒドとチオールとの反応
（神戸大工）竹内 寛○尾崎宏明・橋爪 圭

3月 29日午前

座長 狩野 直和（09 : 00～10 : 00）
2 G 3 01 縮環型骨格を持つ 3,4―ジホスフィニデンシクロブテン誘導体
の合成研究（東北大院理）○山田直毅・豊田耕三・吉藤正明

2 G 3 02 嵩高い置換基を有するアミノホスフィノベンゼンの合成と性
質（東北大院理）○村上史樹・佐々木茂・吉藤正明

2 G 3 03 トリス（2,4,6―トリイソプロピルフェニル）ホスフィン，アル
シン，スチビン，及びビスムチンの構造と酸化還元的性質（東北大院
理）○佐々木茂・村上史樹・吉藤正明

2 G 3 04 ビスホスホラニド錯体の合成と構造（北里大理）○梶山和政・
平井香成・大塚 剛・中本 敦・水谷英雅・弓削秀隆・宮本 健

2 G 3 05 第一級アミノ基を有するスピロホスホランにおける C ―アピ
カル O ―エクアトリアル化合物の位置異性化の速度論的研究（広島大
院理）○足立賢博・中本真晃・秋葉欣哉

2 G 3 06 C ―アピカル O ―エクアトリアルスピロ型 5配位リン化合物の
α ―カルボアニオンと求電子試剤との反応（広島大院理）○松川史郎・
秋葉欣哉

座長 俣野 善博（10 : 00～11 : 00）
2 G 3 07 トリアリールメチル骨格を有する剛直な 4座配位子を用いた
新規 5配位リン化合物の合成（東大院理）○小林潤司・後藤 敬・川島
隆幸

2 G 3 08 ジクロロホスフィン誘導体のカルコゲン化反応によるリン―
カルコゲン二重結合活性種の発生とその反応（金沢大工）○渡邊賢太
郎・千木昌人・中島 正

2 G 3 09 2,4,6―トリ―t―ブチルアニリン誘導体とアルカリ金属および三
塩化リンとの反応（東北大院理）○リビエルフランソワ・伊藤繁和・吉
藤正明

2 G 3 10 酸素官能基を持つかさ高い置換基を有する，多重結合リン化
合物の合成と性質（東北大理）川崎 統○豊田耕三・吉藤正明

2 G 3 11 立体保護された 1―ブロモ―2―ホスファエテニルリチウムの三
量化反応（東北大院理）○杉山洋貴・伊藤繁和・吉藤正明

2 G 3 12 立体保護を利用した初めての安定なビスマス―リンおよびビ
スマス―アンチモン二重結合化合物の合成（九大院理・九大有基研）○
笹森貴裕・武田亘弘・時任宣博
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座長 佐々木 茂（11 : 00～12 : 00）
2 G 3 13 新しい安定型ビスマスイリドの合成，構造および反応（京大
院理）○野村 弾・俣野善博・鈴木仁美

2 G 3 14 メチルビスムトニウム塩の合成，構造および反応（京大院理）
○俣野善博

2 G 3 15 二価銅を用いるヒドラジドの酸化的変換反応（神奈川工科大）
○山口淳一・青柳高志・荒川龍彦・巣山隆之

2 G 3 16 希土類触媒によるイミノエン反応の開発（千葉大薬）○山中正
道・西田篤司・中川昌子

2 G 3 17 シリカゲル上で進行するアルデヒド，アミン，トリブチルス
ズヒドリドを用いるワンポットでのイミンの還元反応（徳島大総合科
学）○廣井良一・上浦晃ニ・吉守一恵・Cook Steffan・和田 眞

2 G 3 18 3配位 1,2―ヨードキセタンの反応（東大院理）○干場和永・狩
野直和・川島隆幸

3月 29日午後

座長 斎藤 雅一（13 : 00～14 : 00）
2 G 3 25 1―セレノ―2―シリルエテンの［2＋1］及び［2＋2］環化付加反
応：重水素置換体による反応機構の解明（奈良教育大教育）山崎祥子○
柳瀬雄一郎

2 G 3 26 嵩高い置換基を有するセレノケトンとベンザインとの反応
（福岡大理・防衛大化）○岡田亜弓・古賀裕二・塩路幸生・横森慶信・
大熊健太郎

2 G 3 27 タンデム型Michael Seleno―Pummerer反応（新潟大院自然科
学・新潟大工）萩原久大○加福孝治・坂井 仁・切田美紀・星 隆・
鈴木敏夫・安東政義

2 G 3 28 光学活性な置換基をもつアリール亜セレン酸を用いたオレフ
ィンの不斉エポキシ化の検討（福島県立医大）○江原 均・大波哲雄

2 G 3 29 セレン置換アレンの合成と反応（都立大）○宮坂大輔・清水敏
夫・上方宣政

2 G 3 30 セレノセレニナートの酸およびアルカリ加水分解（埼玉大理）
○高橋雄史・石井昭彦・中山重蔵

座長 清水 敏夫（14 : 00～14 : 50）
2 G 3 31 ジチオカルボキシラート基を極とするベタインと TsN＝IPh
の反応（埼玉大理）○趙麗女亭・大谷 卓・杉原儀昭・石井昭彦・中山
重蔵

2 G 3 32 3,4―ジ―t―ブチルチオフェンの 1―イミノ誘導体の合成と反応
（2）（埼玉大理）○大谷 卓・杉原儀昭・石井昭彦・中山重蔵

2 G 3 33 依頼講演 逆 Diels―Alder反応によるセレノアルデヒドの発
生と各種エノフィルとの反応（金沢大工）千木昌人

座長 木村 毅（15 : 00～16 : 00）
2 G 3 37 有機セレン試剤によるタンパク質分子の酸化還元制御．リボ
ヌクレアーゼ Aのフォールディング過程への応用（東大院総合）○岩
岡道夫・友田修司

2 G 3 38 9,9’―ビベンゾノルボルネニリデンの硫化反応（埼玉大理）○野
田康一・杉原儀昭・中山重蔵

2 G 3 39 ペンタチアンの酸化反応（埼玉大理）○鴛田英明・石井昭彦・
中山重蔵

2 G 3 40 1,2―ジチオランによる環状ビススルフェニル化反応（1）アセチ
ル化合物の反応（熊本工大工）○上村太一・田崎正人・長濱静男

2 G 3 41 1,2―ジチオランによる環状ビススルフェニル化反応（2）ケトン
類の反応（熊本工大工）○上村太一・田崎正人・長濱静男

2 G 3 42 1,2―ジチオランによる環状ビススルフェニル化反応（3）鎖状ジ
スルフィドの添加効果（熊本工大工）○上村太一・田崎正人・長濱静男

座長 石井 昭彦（16 : 00～17 : 00）
2 G 3 43 ピバロフェノンを用いた，シス―，トランス―1,2,4―トリチオ
ランの生成とその反応（福岡大理・防衛大化）○柴田真司・塩路幸生・
横森慶信・大熊健太郎

2 G 3 44 1,3―ジチアン＝1,3―ジオキシドをキラル補助基として用いる
ラジカル環化反応におけるジアステレオ選択性（名工大）○林 央洋・
渡部良彦・融 健

2 G 3 45 ルイス酸存在下におけるシリルケテンジチオアセタールと
α ,β ―不飽和カルボニル化合物とのカップリング反応（九工大工）○八
尋周平・田中辰佳・岡内辰夫・南 享

2 G 3 46 ［2.2］パラシクロファントリチオール類の合成と構造（岩手大
工・京大化研）小川 智○中條しづ子・河合 靖・木村 毅・佐藤
瀏

2 G 3 47 反応部位を有する環状ベンゾポリスルフィド類の合成，構造

およびその化学的性質（岩手大工・京大化研）佐藤 瀏○内海義之・河
合 靖・木村 毅・小川 智

2 G 3 48 硫黄官能基を構成要素とする立体保護された新規な π 電子
系の合成と性質（東北大院理）○須藤勝秀・羽切しのぶ・佐々木茂・吉
藤正明

3月 30日午前

座長 豊田 耕三（09 : 00～10 : 00）
3 G 3 01 gem―ビス（ホスホノ）エチレンの新規合成法の開発とその合成
化学的利用（九工大工）○工藤隆生・岩下 節・岡内辰夫・南 享

3 G 3 02 リン原子をヘミアセタール環内に有するリン糖化合物の新規
合成法（静岡大工・静岡大理工学研究科）○勝又 崇・押川達夫・高橋
雅樹・山下光司

3 G 3 03 エステル基を有する 2―ジフェニルホスフィノ―9,10―ジヒド
ロ―9,10―エタノアントラセンの合成（近畿大工）岡田芳治○桶屋和博・
藤原 隆・杉谷素子・安井聡美・小倉文夫

3 G 3 04 パイ電子系クレフト構造を有するキラルリン酸エステルの顕
著な不斉分子認識能（九大有基研）○松田満理子・森谷 司・大海一
洋・笠井幹生・花本猛士・稲永純二

3 G 3 05 不斉ジヒドロキシル化反応を利用した Fosfomycinの合成（東
工大院・生命理工）○所 有子・小林雄一

3 G 3 06 温和な条件下，二酸化炭素（あるいは一酸化炭素，硫黄を用
いるカルボニル化反応を利用したキナゾリン誘導体の合成（阪市工研）
○水野卓巳・伊藤貴敏・宮田敏行

座長 小川 智（10 : 00～11 : 00）
3 G 3 07 スルフラニルジカチオンの合成（筑波大化・先端学際領域研
究セ）○佐藤圭作・佐藤総一・古川尚道

3 G 3 08 炭素リガンドのみを有する 6配位硫黄化合物の合成とその性
質（筑波大・先端学際領域研究セ）佐藤総一○松永 薫・古川尚道

3 G 3 09 チアントレン二量体誘導体の合成と反応性の検討（富山大）○
國政勝浩・中島敏文・吉村敏章・藤井孝宜・小野 慎・森田弘之

3 G 3 10 チアントレン誘導体の光反応性の検討（富山大）○藤田智之・
吉村敏章・藤井孝宜・小野 慎・森田弘之

3 G 3 11 ジベンゾチオフェン―S―N―置換スルフィルイミンの光分解反
応における検討（富山大）○多々見篤・金 炳住・吉田美加子・吉村敏
章・藤井孝宜・小野 慎・森田弘之

3 G 3 12 ジフェニルジスルフィドをコアに持つポリアミドアミンデン
ドリマーの合成と性質（信州大繊維）○細川 明・高口 豊・田嶋智
之・本吉谷二郎・青山 弘

座長 高口 豊（11 : 00～11 : 50）
3 G 3 13 新規な立体保護基を有する安定な S ―ニトロソチオールおよ
び S ―ニトロチオールの構造と反応（東大院理・北里大理）○日野庸
子・後藤 敬・山本 学・川島隆幸

3 G 3 14 かさ高い置換基の立体保護を活用した安定な芳香族 S―ニト
ロソチオールの合成（日本女子大理）○伊藤真依子・竹中恵子・岡崎廉
治

3 G 3 15 ビストリメチルシリルチオケテンによるラクトンの環拡大反
応（物質研）○土屋 徹・張 高・田中正人

3 G 3 16 カチオン性ジテルロキサンとセレノキシドとの反応：オリゴ
カルコゲノキサンの合成（筑波大化）小林健二○田中邦政・古川尚道

3 G 3 17 複数のテルランユニットを有する環状化合物の合成（筑波大
化）小林健二○伊澤弘行・山口健太郎・Horn Ernst・古川尚道

3月 30日午後

座長 村井 利昭（13 : 00～14 : 00）
3 G 3 25 Ar4MeTeX（X＝F,Cl）の合成と反応（広島大院理・北里大理）○
宮里将敬・箕浦真生・秋葉欣哉

3 G 3 26 テルル上にヘテロ原子を有する 6価有機テルル化合物の合成
（広島大院理・北里大理）○箕浦真生・溝添光洋・相模貴雄・秋葉欣哉

3 G 3 27 テトラアリールジフルオロパーテルランとホウ素試剤との反
応（筑波大・先端学際領域研究セ）○原田敦司・佐藤総一・仲程 司・
古川尚道

3 G 3 28 光学活性パーテルランの合成とその性質（筑波大・先端学際
領域研究セ）佐藤総一○田中 徹・Horn Ernst・古川尚道

3 G 3 29 四配位スピロビ［1,2―オキサテルレタン］の合成，構造および
反応（東大院理）○高橋竜久・狩野直和・川島隆幸

3 G 3 30 カルコゲン配位子を有するスピロテルランの合成，構造，お
よび反応（岩手大工・京大化研）小川 智○大和田真吾・河合 靖・木

お 知 ら せ

402 化学と工業 第 53巻 第 3号（2000）



G4 会場
10号館1041番教室

村 毅・佐藤 瀏

座長 北村 二雄（14 : 00～15 : 00）
3 G 3 31 光学活性テルロニウムイミドの合成と立体化学（都立大）○町
田義人・清水敏夫・上方宣政

3 G 3 32 官能基を有する新規 6配位有機テルル化合物の合成と構造
（広島大院理・北里大理）○相模貴雄・箕浦真生・秋葉欣哉

3 G 3 33 超原子価ペンタフェニルテルロニウムカチオンとルイス塩基
との反応（広島大院理・北里大理）○椋田貴寛・箕浦真生・秋葉欣哉

3 G 3 34 依頼講演 有機超原子価ヨウ素化合物の合成化学的展開：モ
ノマー型試剤及びポリマー型試剤（千葉大理）東郷秀雄

3月 31日午前

座長 佐藤 総一（09 : 00～10 : 00）
4 G 3 01 分子内配位子を有するチオケトンの合成とその反応性ー 10―

C―5種合成の試みー（広島大院理・北里大理）○山田典子・箕浦真生・
秋葉欣哉

4 G 3 02 Flexibleな配位子を持つ超原子価炭素種（10―C―5）の合成とそ
の構造（広島大院理）○森山祐二・溝添光洋・箕浦真生・山本陽介・秋
葉欣哉

4 G 3 03 超原子価を持つ 5配位ホウ素化合物の合成とその構造（広島
大院理）○山下 誠・山本陽介・秋葉欣哉

4 G 3 04 8―（ジメチルアミノ）―1―ナフチル基により熱力学的に安定化
されたカルコゲンオキシドの光学分割（都立大）○高 秀雄・松本章
邦・清水敏夫・上方宣政

4 G 3 05 光学活性カラムを用いたセレニン酸の光学分割（都立大院理）
○渡部 格・清水敏夫・上方宣政

4 G 3 06 一酸化炭素，硫黄を用いるセレン触媒によるカルボニル化反
応を利用したスルホニル尿素系経口糖尿病薬の合成（阪市工研）水野卓
巳・伊藤貴敏○宮田敏行

座長 千木 昌人（10 : 00～11 : 00）
4 G 3 07 一酸化炭素―セレン反応系を用いた N ―（2―ニトロベンゾイル）
アミド誘導体の還元的 N ―ヘテロ環化反応（関西大工・KU－HRC）○
廣瀬成相・西山 豊・園田 昇

4 G 3 08 セレン触媒を用いた S―アルキルカルボノチオラートの一段
階合成（関西大工・KU－HRC）○前平 健・中瀬順子・西山 豊・園
田 昇

4 G 3 09 プロパルギルアミン誘導体とセレン，一酸化炭素からのセレ
ナゾリジン―2―オン誘導体の合成（阪歯大・阪大院工・関西大工）○藤
原眞一・鹿野泰和・新池 孜・神戸宣明・園田 昇

4 G 3 10 カリウムテトラキス（セレノカルボキシラト）ガラート及びイ
ンデートの合成と構造（岐阜大工）○中田憲男・饒村 修・加藤晋二

4 G 3 11 フェニルトリチオアルソン酸ピペリジニウム塩：合成と構造
（岐阜大工）○谷 和恭・加藤晋二

4 G 3 12 SmI2／Ar2BiIより調製したテトラアリールジビスムタンとジア
シルジセレニドとの反応：Se―アリールセレノエステルの新規合成法
の開発（岐阜大工）○神田貴宏・加藤晋二

座長 山口 茂弘（11 : 00～11 : 50）
4 G 3 13 1,3―双極子を用いたスズを含む複素環化合物の合成（埼玉大
理）○中野 晋・斎藤雅一・吉岡道和

4 G 3 14 フェニルセレノ基を有する末端アルキンと有機金属試薬との
反応を利用する多官能性化合物の合成（金沢大工）○高崎幸太郎・松本
直之・西野陽子・千木昌人・中島 正

4 G 3 15 パラジウム触媒存在下，フェニルトリブチルスタニルセレニ
ドと酸塩化物の反応（関西大工・KU－HRC）徳永圭治○船戸里織・西
山 豊・園田 昇

4 G 3 16 1,2,3―セレナジアゾールとヨウ化サマリウム（II）の反応（関西
大工・KU－HRC）○埴田佐喜子・西山 豊・園田 昇

4 G 3 17 新規ヒドロシリル化法：カルボニル化合物とスズヒドリド，
シリルセレニドの反応（関西大工・KU－HRC）梶本博之○小谷和也・
西山 豊・園田 昇

3月 31日午後

座長 岩岡 道夫（13 : 00～13 : 50）
4 G 3 25 フェロセンに縮合した含カルコゲン複素環類の合成と反応
（岩手大工・京大化研）小川 智○長洞記嘉・河合 靖・木村 毅・佐
藤 瀏

4 G 3 26 光学活性なトリチオロ［h］ベンゾペンタチエピンモノオキシ

ドの合成と構造（岩手大工・京大化研）○木村 毅・河合 靖・小川
智・佐藤 瀏

4 G 3 27 1,3―ベンゾジカルコゲノリウム塩類の合成と酸化還元反応（岩
手大工・京大化研）小川 智○伊藤友行・河合 靖・木村 毅・佐藤
瀏

4 G 3 28 ジセレニド結合をコアに持つアリールエーテルデンドリマー
の合成と性質（信州大繊維）高口 豊○近藤克之・鈴木真二・本吉谷二
郎・青山 弘

4 G 3 29 2―（1,3―ジメチルイミダゾリジニオ）ジセレノカルボキシラー
トの合成と性質（埼玉大理）○北原 卓・杉原儀昭・石井昭彦・中山重
蔵

座長 梶山 和政（13 : 50～14 : 40）
4 G 3 30 1,1,2,2―テトラキス（4―ヒドロキシフェニル）エタンとスルフィ
ルイミンによる分子結晶の形成とその性質の解明（岩手大工・日本曹
達機能研・東工大理）佐藤 瀏○長谷川美紀・木村和毅・鈴木啓之・
木村 毅・小川 智・大橋裕二

4 G 3 31 チオール基が拡散的に配置した化合物の合成と特性（岩手大
工・日本曹達機能研・東工大理）佐藤 瀏○木村和毅・鈴木啓之・木
村 毅・小川 智・大橋裕二

4 G 3 32 非対称酸無水物硫黄同族体の合成と構造（岐阜大工）○饒村
修・鬼頭由佳・加藤晋二

4 G 3 33 チオカルボン酸ストロンチウム塩の合成と構造（岐阜大工）○
立松義治・中田憲男・加藤晋二

4 G 3 34 不飽和チオクラウンエーテエルの合成と構造（都立大）○土屋
敬広・清水敏夫・上方宣政

座長 西山 豊（14 : 40～15 : 30）
4 G 3 35 ジチオギ酸カリウムの簡便な合成と同塩からのオルトトリチ
オギ酸エステルの生成（城西大理）村岡 亘○山本達夫・高橋健太・青
木大輔

4 G 3 36 Z―アミノ保護アントラニル酸エステルの同ジチオアントラニ
ル酸メチルへの変換と遊離ジチオアントラニル酸生成条件の検討（城
西大理）○村岡 亘・千葉和歌子・大谷豊弘・山本達夫

4 G 3 37 O,O’ ―ジ（2―ピリジル）チオカルボナートと触媒量の 4―ジメチ
ルアミノピリジンを用いるカルボキシアミドの効率的な合成（東理大
理）向山光昭・斎藤活行○末永義仁・椎名 勇

4 G 3 38 N―スルファモイルスルフィルイミン誘導体の合成と反応（茨
城大工）高橋雅彦○松本展明・宮本純司

4 G 3 39 o―トリフルオロメチルアニリンと塩化スルホニルの反応（茨
城大工）高橋雅彦○紺野慎行

有機化学―物理有機化学 A．構造と物性

3月 28日午前

座長 豊田 真司（10 : 00～11 : 00）
1 G 4 07 リチウムアミド化合物のMM 3分子力場計算（横浜国大工）○
吉田孝史・末澤裕子・榊原和久・淺見真年

1 G 4 08 遷移状態アナログ分子としてのホスホンアミデートの構造と
電子的性質（横浜国大工）○小川 俊・禅 知明・末澤裕子・榊原和
久・島崎和子

1 G 4 09 フェノール性水酸基と芳香族エステルとの中員環分子内水素
結合の挙動（阪府大工）○吉見泰治・前多 肇・杉本 晃・水野一彦

1 G 4 10 高磁場 NMRに適した水溶性キラルシフト試薬：光学活性プ
ロピレンジアミン四酢酸 Sm（III）錯体（東北大院理・北大院理）稲本
篤○小笠原光志・小俣乾二・甲 國信・佐々木陽一

1 G 4 11 除草剤 CNPおよびその類似化合物の NMRスペクトル（弘前
大理工）鈴木純一・長尾至孝

1 G 4 12 芳香族アミド類おける電子的置換基効果の研究（横浜国大工）
近藤聖子○禅 知明・末澤裕子・榊原和久・廣田 耻

座長 小俣 乾二（11 : 00～12 : 00）
1 G 4 13 フェニル尿素の立体配座の NMRによる研究（横浜国大機器
分析セ）○末澤裕子・宇野克哉・禅 知明・榊原和久
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1 G 4 14 ［2＋2］型 2段階反応によるレソルシン［4］アレンの合成とコ
ンホメーション（鳥取大工）○森川 修・井山栄一・小林和裕・小西久
俊

1 G 4 15 トリス［2―（トリフルオロメチル）フェニル］ボランの自然分晶
と溶液中での動的立体化学（岡山理大理）○朝倉光博・大木道則・戸田
芙三夫・豊田真司

1 G 4 16 不斉な OH―π 相互作用を利用した 2,5―ジフェニルチオフェン
π 系のキラリティ発現機構（千葉大工）小倉克之○松井弘幸・赤染元
浩・松本祥治

1 G 4 17 蛍光検出 CD（FDCD）と励起子キラリティー法による有機分
子の絶対配置決定（コロンビア大化）○根平達夫・PARISH Craig A.・
JOCKUSCH Steffen・TURRO Nicholas J.・中西香爾・BEROVA Nina

1 G 4 18 サーモクロミズムを伴う軸不斉の誘起（神戸大院自然・京大
院工・神戸大理・福井高専）○高木秀樹・西尾信彦・水谷 義・北川
進・山村公明・生越久靖

3月 28日午後

座長 榊原 和久（13 : 00～14 : 00）
1 G 4 25 絶対配置決定試薬 CFTAのアミン，アミノ酸エステルへの適
用：CFTAアミドの1H,19F NMRにおける ∆δ 値と安定配座との関係
（東北大院理・富山医薬大薬）○藤原朋也・小俣乾二・甲 國信・甲千
寿子・瀬川 大・高橋たみ子・竹内義雄

1 G 4 26 ねじれた 1,3―ジエンにおけるビニル水素の反応性：アリル水
素の特性を持つビニル水素（関西学院大理）森 一○松尾貴文・勝村成
雄

1 G 4 27 らせん共役ポリ（イソシアニド）の光電気化学的機能化（都立
大院工）○伊藤滋英・河合 是・彌田智一・武井史恵・鬼塚清孝・高
橋成年

（π 共役系）
1 G 4 28 初めての安定なシラシクロプロパベンゼン，ゲルマシクロプ
ロパベンゼン，およびビス（シラシクロプロパ）ベンゼンの合成と結晶
構造解析（九大有基研・都立大院理）○幡野 健・武田亘弘・時任宣
博・高木 望・永瀬 茂

1 G 4 29 トリデュリルボランを基本骨格とする新規含ホウ素パイ共役
化合物の合成と光物性（京大化研）山口茂弘○白坂敏明・玉尾皓平

1 G 4 30 特異な 9員環状過酸化物の分子構造と酸化還元特性（北大院
理）○西田純一・鈴木孝紀・大北雅一・辻 孝

座長 鈴木 孝紀（14 : 00～14 : 50）
1 G 4 31 t―ブチル置換シクロペンタジエニドイオンの安定性に対する
溶媒和効果（京大院工・九大有基セ）○河村昌宏・木下知己・竹内賢
一・三島正章

1 G 4 32 同方向のトロポン環をもつ 2環性ツイン型化合物の液晶性
（九大総理工・九大機能研・島根大総理工）○武本 学・森 章・氏家
誠司

1 G 4 33 アミド結合を持つ 5―シアノトロポロン誘導体の液晶性（九大
総理工・九大機能研・島根大総理工）○橋本雅司・森 章・氏家誠司

1 G 4 34 メソゲンをねじれの位置に配置させた二量体型液晶化合物
（1）（千葉大工）岸川圭希○黒崎 孝・田中誠次・幸本重男・山本 忠

1 G 4 35 メソゲンをねじれの位置に配置させた二量体型液晶化合物
（2）（千葉大工）岸川圭希○三輪祐一・田中誠次・幸本重男・山本 忠

座長 木下 知己（15 : 00～16 : 00）
1 G 4 37 アミノ系トロポノイド金属錯体液晶の物性（九州大総理工・
九州大機能研・島根大総理工）○山本真一・森 章・氏家誠司

1 G 4 38 強固な σ 炭素骨格に囲まれた含硫黄環状 π 共役系の合成と
性質（京大化研）○若宮淳志・西長 亨・小松紘一

1 G 4 39 ビシクロ炭素骨格の縮環したシラトロピリウムイオンに対す
る溶媒及び対アニオンの効果（京大化研）○泉川芳輝・西長 亨・小松
紘一

1 G 4 40 ベンゾ［3.3］ナフトオルトシクロファンのコンホメ―ション解
析（九大総理工・九大機能研）○谷口雅彦・松岡秀樹・THIEMANN
Thies・澤田 剛・又賀駿太郎

1 G 4 41 チオフェン鎖で架橋された（1,8）ナフタレノファンの合成と性
質（都立大院理）○中尾香積・近藤輝優・吉田正人

1 G 4 42 ［3n］シクロファンを配位子として用いた Ru（0）Ru（II）錯体の
合成，構造および物性（九大有基研・九大院理）○泉美奈子・佐藤禎
治・仙頭若菜・安武幹雄・新名主輝男

座長 西長 亨（16 : 00～17 : 00）
1 G 4 43 多架橋［3n］フェロセノファン類の合成とそれらの電気化学的
性質（3）（九大有基研・九大院理）○周 銘・竹原 公・新名主輝男

1 G 4 44 マクマリーカップリングの溶媒効果による新規［2.n］メタシク
ロファンポリエン類の合成（阪大院理）○細川洋一・川瀬 毅・小田雅
司

1 G 4 45 複数のヒドロキノンまたはベンゾキノン基を有する新規シク
ロファン類の合成（融合研）○崔源文・平谷和久

1 G 4 46 フェノール及びフェナントロリン部位を有する大環状化合物
の合成と性質（工技院融合研）○荻原珠子・SEEL Cristian・HESSE
Richard・名川吉信・平谷和久

1 G 4 47 タンデムクライゼン転位反応を経由した環状ビス（ベンゾオ
キサゾール）誘導体の合成（工技院・融合研）○小山恵美子・楊 剛・
平谷和久

1 G 4 48 四層積層型［3.3］［3.3］［3.3］オルトシクロファンの錯形成（九大
総理工・九大機能研）○松岡秀樹・谷口雅彦・THIEMANN Thies・澤
田 剛・又賀駿太郎

3月 29日午前

座長 御崎 洋二（09 : 50～11 : 00）
2 G 4 06 射影演算子を用いた非局在化エネルギーの評価（茨城県牛久
市）○澤田義人

2 G 4 07 らせん末端に光学活性基を有する亜鉛ビリノンのヘリシティ
ー誘起における溶媒効果（阪府大工・京大院工・福井高専）○八木繁
幸・森永知子・野村鉄太郎・高岸 徹・水谷 義・北川 進・生越久
靖

2 G 4 08 X線及び NMRを用いたメチルフェニルグリオキシム異性体
の構造化学的研究（横浜国大工）寺辻祥子○禅 知明・末澤裕子・榊原
和久・廣田 耻

2 G 4 09 サリチルアミドの水素結合の変化（阪大院理）○金森大典・甲
角幸秀・小島一範・岡村高明・上山憲一

2 G 4 10 キラルフタル酸法による光学分割と絶対立体化学の決定：ベ
ンジルアルコール類への適用（東北大・反応研）○小坂 仁・渡辺政
隆・原田宣之

2 G 4 11 キラルフラーレンの絶対立体化学（東北大反応研）○吉田和
宏・大沢秀一・渡辺政隆・門出健次・原田宣之

2 G 4 12 金属原子類似の有機分子：二つのトリシアノエテニル基を有
する 1―アリール―2,5―ジ（2―チエニル）ピロール誘導体の結晶構造と金
属色（千葉大工）小倉克之○趙 瑞・赤染元浩・松本祥治

座長 伊東 俊司（11 : 00～12 : 00）
2 G 4 13 長鎖アルキル基を有する 1―アリール―2―（2―チエニル）―5―［5―
（トリシアノエテニル）―2―チエニル］ピロールの合成とその結晶化（千
葉大工）小倉克之○前田和広・矢内宏幸・松本祥治・赤染元浩

2 G 4 14 金属光沢を有する有機分子：2,5―ジアミノ―3,6―ジシアノピラ
ジンと芳香族アルデヒドの縮合体（千葉大工）小倉克之○水野裕夫・松
本祥治・赤染元浩

2 G 4 15 ［3 n］シクロファン類の電荷移動錯体の構造と電気的性質（九
大有基研）○安武幹雄・阪元洋一・新名主輝男

2 G 4 16 トリ（2―チエニル）メタン 2分子を構成単位とするカゴ型化合
物の合成と構造（阪大院理）○中南寛道・蔵田浩之・松本幸三・川瀬
毅・小田雅司

2 G 4 17 all ―Z ―［25］（1,3）シクロファンペンタエン，シクロファンテ
トラエンジオンおよび関連化合物の合成と性質（都立大院理）○高橋
太・桑谷善之・伊与田正彦

2 G 4 18 多架橋［3 n］cyclophane類の光化学反応（4）（九大有基研・九大
院理・分子研）○眞戸原久美・林 哲澤・古賀 徹・阪元洋一・新名
主輝夫

3月 29日午後

座長 松本 祥治（13 : 00～14 : 00）
2 G 4 25 ビシクロ［2.2.1］ヘプタンを基本骨格とするビスキノメチドの
合成とそのビスアニオンラジカルの性質（阪大院理）○松本幸三・下山
卓士・蔵田浩之・小田雅司

2 G 4 26 2,6―ジ―t―ブチルモノチオ―p―ベンゾキノンの合成・単離およ
びその物性（阪大院理）○鈴木里穂・蔵田浩之・小田雅司

2 G 4 27 ビシクロ［2.2.2］オクテンの縮環によりねじれた多環式芳香族
炭化水素の合成と物性（京大化研）○井上竜太・松浦 陽・西長 亨・
小松紘一

2 G 4 28 ビシクロ［2.1.1］ヘキセンが縮環したベンゼンの簡便合成とそ
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の物性（京大化研）○松浦 陽・西長 亨・小松紘一
2 G 4 29 2,6―アズレンキノン―6―メチッド誘導体とインデンとの反応―
アントラアズレン骨格の形成―（東北大院理）○守田忠義・熊谷 勉

2 G 4 30 多アズレン置換ベンゼン類の合成（東北大院理・熊本大理）○
稲部陽樹・奥島鉄雄・伊東俊司・森田 昇・今福公明

座長 川瀬 毅（14 : 00～14 : 50）
2 G 4 31 アズレン骨格を有する新規な電子受容体の合成と性質（埼玉
大理）佐藤 大○小泉洋介・高橋かず子・恒次丈介

2 G 4 32 S ―アルキルアズレンキノン類の合成と性質（埼玉大理）佐藤
大○伊藤 優・恒次丈介

2 G 4 33 ジシアノ―p―アセプレイアジレンキノジイミン類を電子受容
体とする有機伝導体の合成研究（埼玉大理）佐藤 大○岡田有司・恒次
丈介

2 G 4 34 4―オキソシクロペンタジチオフェン拡張型電子受容体のジメ
チル置換体（DMCPDT）の合成と性質（東北大院理・東北大学際セ）長
南丈裕・吉藤正明○高橋かず子

2 G 4 35 ジベンゾフェノジチエノターキノン類の合成と物性（阪大院
理）○西前祐一・松本幸三・蔵田浩之・小田雅司

座長 佐藤 大（15 : 00～16 : 00）
2 G 4 37 新規ヘキサアリール［3］ラジアレンの合成と性質（都立大院
理）○中村叙子・桑谷善之・吉田正人

2 G 4 38 ［2＋1］開裂反応を用いるジエチニルビニリデン発生法の開発
（阪大院基礎工）○戸部義人・園田素啓・岩佐成人

2 G 4 39 Z ―トリベンゾテトラデヒドロ［12］アヌレンの構造および反応
性（都立大院理）○渕上和幸・吉田忠浩・桑谷善之・吉田正人・松山春
男・伊与田正彦

2 G 4 40 Z,Z,Z ―トリベンゾ［12］アヌレンの金，銀，銅錯体の構造およ
び反応性（都立大院理）○吉田忠浩・桑谷善之・伊与田正彦

2 G 4 41 クラウンエーテルを架橋鎖として用いるフラーレン二付加体
の位置選択的合成と性質（群馬大工・放送大）○中村洋介・浅見 綾・
猪熊精一・菊山宗弘・西村 淳

2 G 4 42 Heを内包するフラーレン二量体 C120の Bingel反応（京大化
研）○藤原考一・小松紘一・王 官武・SAUNDERS Martin

座長 蔵田 浩之（16 : 00～17 : 00）
2 G 4 43 光化学的に発生させた o―キノジメタン類とフラーレンとの
反応及び生成物の構造（群馬大工）大川恭嗣○小川宗男・中村洋介・西
村 淳

2 G 4 44 トリアリールアミンを有するメタノフラーレンおよびフレロ
イドの合成と性質（阪市工研）○大野敏信・森脇和之・宮田敏行

2 G 4 45 C60に対する有機銅試薬の五重付加により得られるシクロペ
ンタジエン型フラーレンの機能化．（東大理）○川合賢司・澤村正也・
中村栄一

2 G 4 46 高速振動粉砕法を用いるフラーレン C60とテトラジンとの反
応（京大化研）○村田靖次郎・小松紘一

2 G 4 47 高速振動粉砕法を用いるフラーレン C60とフタラジンとの反
応（京大化研）○加藤宣之・村田靖次郎・小松紘一

2 G 4 48 デンドリマーユニットをもつ C60誘導体およびそのアニオン
種の合成と性質（京大化研）○伊藤美穂・村田靖次郎・小松紘一

3月 30日午前

（電子機能）
座長 大坪 徹夫（10 : 00～10 : 50）

3 G 4 07 光スイッチング機能を有する有機分子の合成とその物性（愛
媛大理・科技団・さきがけ 21・愛媛大機器分析セ）○小川琢治・増田
豪・宇野英満・小野 昇

3 G 4 08 全フッ素置換フェニレンデンドリマーの合成と電子輸送性
（分子研・豊田中研）○阪元洋一・鈴木敏泰・Heidenhain Sophie・時任
静士・藤川久喜・三浦篤志・多賀康訓

3 G 4 09 π―共役系高分子および関連誘導体と遷移金属化合物とのレ
ドックス相互作用（阪大院工）平尾俊一○福原慎也・リトンガメンド
ラ・乙丸裕介

3 G 4 10 レドックス活性 π―共役鎖を有する三次元 π―共役系のレドッ
クス挙動（阪大院工）平尾俊一○斉藤香織

3 G 4 11 テトラ―2,3―ナフトポルフィリンの合成と物性（愛媛大理）○伊
藤智志・宇野英満・村嶋貴之・小野 昇

3月 30日午後

座長 瀬恒 潤一郎（13 : 30～14 : 00）
3 G 4 28 ビチオフェンとポルフィリンから成る融合体の電子的性質
（2）（富大理）○石倉貴志・森 一峰・高山 紫・樋口弘行・山本浩司

3 G 4 29 ポルフィリン修飾金クラスターの合成と物性（阪大産研・阪
大院工）○有村雅敏・今堀 博・花田 剛・福住俊一・坂田祥光

3 G 4 30 フェロセン―アミド連結ジポルフィリン―［60］フラーレン四分
子系の合成と光物性（阪大産研・阪大院工・CREST・ノートルダム大
放射研）○玉木浩一・今堀 博・Guldi Dirk M.・福住俊一・坂田祥光

座長 大須賀 篤弘（14 : 00～14 : 50）
3 G 4 31 依頼講演 人工光合成系の構築を目指した有機合成的アプロ
ーチ（阪大院工）今堀 博

3 G 4 34 2種の 2,2―ビピロール誘導体の縮合による環拡大ポルフィリ
ンの合成（神戸大理）○前田諭志・飯綱典子・□瀬恒潤一郎

3 G 4 35 巨大な環拡大ポルフィリンの合成と性質（神戸大理）○飯綱典
子・前田諭志・瀬恒潤一郎

座長 杉浦 健一（15 : 00～16 : 00）
3 G 4 37 二重縮環ポルフィリン二量体の合成と物性（京大院理）○津田
明彦・古田弘幸・大須賀篤弘

3 G 4 38 側鎖に架橋部を持つメゾーメゾ結合ポルフィリン二量体の合
成（京大院理）○吉田直哉・大須賀篤弘

3 G 4 39 メゾ―メゾ結合ポルフィリン多量体の光物性（京大院理）大須
賀篤弘○荒谷直樹

3 G 4 40 依頼講演 ポルフィリン π ラジカルアレイの構築と物性（東
大院総合文化）瀬川浩司

座長 太刀川 達也（16 : 00～17 : 00）
3 G 4 43 2,3―チエニレンエチニレンオリゴマー―［60］フラーレン連結分
子の合成と性質（広島大工・九大有基研・広島大総科）○小原裕子・瀧
宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫・唐 和清・播磨 裕

3 G 4 44 1―アリール―2,5―ジ（2―チエニル）ピロールのオリゴマーの合成
とその物性（千葉大工）小倉克之○矢内宏幸・松本祥治・赤染元浩

3 G 4 45 フェナントロリン基を持つオリゴチオフェン系 π 電子化合
物の合成（愛媛大・科技団・さきがけ 21・愛媛大機器分析セ）小川琢
治○清水祐介・増田 豪・宇野英満・小野 昇

3 G 4 46 パイダイマーのモデル化合物としてのシクロファン型オリゴ
チオフェンの合成（広島大工・九大有基研）○開川武史・角 直人・瀧
宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫

3 G 4 47 チアジアゾール環を有する新規 π 電子系の構築（愛媛大理）
○村嶋貴之・志賀大樹・小野 昇

3 G 4 48 テトラチアフルバレン高次オリゴマーの合成と性質（広島大
工・九大有基研）○景山 忠・瀧宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫

3月 31日午前

（有機伝導体）
座長 山下 敬郎（09 : 10～10 : 00）

4 G 4 02 二架橋テトラセレナフルバレノファンの新規合成とその物性
（広島大工・九大有基研）○瀧宮和男・森上敦史・小原田明信・安蘇芳
雄・大坪徹夫

4 G 4 03 DOA―MET塩の構造と六員環アセタールを有する TTF―
DHTTF縮環系ドナーの合成（姫路工大理・都立大院理）○満月 卓・
圷 広樹・山田順一・中辻慎一・西川浩之・池本 勲・菊地耕一

4 G 4 04 Me―MET塩の構造とモノ―アルキル化された TTF誘導体の合
成（姫路工大理）○青木邦治・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

4 G 4 05 DHTTF縮環系ドナーの酸素類縁体の合成と性質（姫路工大
理）○川岸誠治・篠丸竜治・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

4 G 4 06 シクロヘキセンを挿入した含セレン TTP類縁体の合成と物
性（京大院工）○谷岡弘章・高橋一志・御崎洋二・田中一義

座長 瀧宮 和男（10 : 00～11 : 00）
4 G 4 07 新規な TTFビニローグ類の合成と物性（分子研）○山下敬
郎・戸村正章・田中彰治

4 G 4 08 BEDT―HBDSTの FeCl4塩の構造と物性（東北大院理・東工大
院理工・東北大学際セ）○白旗 崇・吉藤正明・森 健彦・高橋かず
子

4 G 4 09 新しい電子ドナー，テトラチアフルバレノ―セレノキノンメ
チドの合成と性質（阪府大先端研）○小南 剛・岩松雅樹・植田一正・
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杉本豊成
4 G 4 10 CuBr直鎖を取り込んだ（ジメチルチオテトラチアフルバレノ
キノン―1,3―ジチオールメチド）2／CuBr4錯体（阪府大先端研・阪府大総
科・京大人環・阪市大院理）岩松雅樹・小南 剛○植田一正・杉本豊
成・多田俊治・西村勁一郎・安達知浩・藤田英夫・水野義之・横川祥
一・吉野治一・村田恵三

4 G 4 11 ベンゾオキサジノフェノキサジン誘導体，硫黄類似体，およ
びそれらの電荷移動錯体の合成と性質（阪市大院理）○岡本敏宏・小嵜
正敏・塩見大輔・佐藤和信・工位武治・岡田惠次

（分子磁性）
4 G 4 12 スピン制御型配位子を用いるMn（II）―有機スピン間の磁気的
相互作用（阪市大院理）○長尾修身・小嵜正敏・塩見大輔・佐藤和信・
工位武治・岡田惠次

座長 岡田 恵次（11 : 00～12 : 00）
4 G 4 13 6―オキソフェルダジルカチオンラジカル誘導体の TCNQF4錯
体の結晶構造と分子磁性（愛媛大理・分子研）仙波伸得○東 長雄・小
原敬士・向井和男・細越裕子・井上克也

4 G 4 14 分子内に正電荷を有する 6―オキソフェルダジルラジカルの
［M（dmit）2］（M＝Ni,Zn,Pd,Pt）塩の合成と磁気的性質（愛媛大理・分子
研）○畑中貴志・仙波伸得・東 長雄・向井和男・細越裕子・井上克
也

4 G 4 15 トリアジン骨格を有する．p.―電子共役系トリラジカルの遷移
金属錯体の構造と磁気的性質（分子研）○田中素子・細越裕子・Mark-
oshyan Ashot S.・速水真也・井上克也

4 G 4 16 依頼講演 ペンダント型ラジカル共役ポリマーの拡張体とそ
の分子像（早大理工）西出宏之

3月 31日午後

座長 泉岡 明（13 : 10～14 : 00）
4 G 4 26 ジフェニルアセチレン骨格を通したヘテロスピン間相互作用
と超高スピンポリマーへの応用（九大院薬）○秋田健行・古賀 登

4 G 4 27 4,4’―ビス（N―tert―ブチル―N―オキシアミノ）2,2’―ビピリジン金
属錯体の合成とその磁気的性質（九大院薬）○坂根 光・唐澤 悟・古
賀 登

4 G 4 28 安定な高スピンポリカルベンの発生と特性化（1）（三重大工）
○大塚裕介・前村利幸・平井克幸・富岡秀雄

4 G 4 29 安定な高スピンポリカルベンの発生と特性化（2）（三重大工）
○前村利幸・平井克幸・富岡秀雄

4 G 4 30 高スピンオリゴニトレンの ESRスペクトルと分子構造（阪市
大院理）○尾田伸之・佐藤和信・塩見大輔・小嵜正敏・岡田惠次・工
位武治

座長 松下 未知雄（14 : 00～14 : 50）
4 G 4 31 3個のジアゾ基を持つ 2,2’―ビピリジンの合成とその金属錯体
の光照射後の磁気的性質（九大院薬）○森川浩・唐澤悟・古賀登

4 G 4 32 ジアゾ―ピリジル配位子を持つ金属錯体の光照射後の磁気的
性質（九大院薬）○今村文香・唐澤 悟・古賀 登

4 G 4 33 光応答型磁気機能を持つ超分子化合物の構築とその磁気的性
質（九大院薬）○唐澤 悟・古賀 登

4 G 4 34 アントラセンビス（フェニルニトロキシド）ビラジカルからな
る π 共役スピン系の光励起五重項状態励起分子場を利用した有機磁
性系の光誘起スピン整列（3）（科技団さきがけ 21・阪市大院理・阪市
大工）○手木芳男・宮本定治・中辻雅章・三浦洋三

4 G 4 35 ニトロニルニトロキシドを有する非対称型ジチエニルエテン
を用いた磁気的相互作用の光スイッチング（九大院工・CREST）○松
尾光良・松田建児・入江正浩

座長 手木 芳男（15 : 00～16 : 00）
4 G 4 37 電子供与―受容型ビラジカルにおける酸塩基スピンクロスオ
ーバーの速度論的検討（名大院工）○原田純江・関根伸行・石黒勝也・
澤木泰彦

4 G 4 38 両端にニトロニルニトロキシドを有するオリゴチオフェンの
合成とその磁気的性質（東大院総合）丁 仁權・泉岡 明・菅原 正

4 G 4 39 アセタール置換ジフェニルメタン誘導体の多電子酸化過程の
ESR（京工繊大）○田嶋邦彦・河村紀代子・金折賢二

4 G 4 40 π 共役型ピリジニウム及びビオローゲンダイマー還元体の電
子構造（都立大院工）松下未知雄・河合是・彌田智一

4 G 4 41 9―トリニトロアニリノカルバゾール二量体の合成と物性（阪

市大院理・阪市大理）○小嵜正敏・岡田惠次
4 G 4 42 6―オキソフェナレノキシル骨格を基盤としたジラジカルの合
成研究（阪大院理）○河井潤也・森田 靖・佐藤和信・塩見大輔・工位
武治・中筋一弘

座長 小嵜 正敏（16 : 00～16 : 50）
4 G 4 43 1,3―ジアザフェナレン骨格を有する安定中性ラジカルの合成
と性質（阪大院理）○青木 崇・森田 靖・玉木浩一・山本景祚・福井
晃三・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・中筋一弘

4 G 4 44 ベンゾチアゾール環を含むチオアミニルラジカルの合成と磁
化挙動（阪市大工）○冨村達也・三浦洋三・手木芳男

4 G 4 45 4―アミノ TEMPO置換アントラセン誘導体及びその二量体の
合成と性質（姫路工大理）○小嶋健生・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

4 G 4 46 長鎖アルキル基を有する有機ラジカル化合物類の合成と性質
（姫路工大理）○池本 寛・水元雅子・圷 広樹・山田順一・中辻慎一

4 G 4 47 9位に長鎖アルキル置換基を有するジヒドロアクリジン―N―
オキシルの構造と磁性（電通大電気通信）○阿久井裕三・松本洋樹・橋
爪大輔・安井正憲・岩崎不二子・石田尚行・野上 隆

有機化学―物理有機化学 A．構造と物性

3月 28日午前

座長 川瀬 毅（09 : 30～10 : 00）
1 G 5 04 糖質―ボロン酸相互作用に基づくキラル超分子構造体の設計
及び機能（九大院工）○山本政嗣・竹内正之・新海征治

1 G 5 05 1,3,5―トリス（2―ヒドロキシフェニル）ベンゼンを基本骨格と
する新規ホストの合成と錯形成能（阪大院基礎工）○廣瀬敬治・城 悟
志・戸部義人

1 G 5 06 二つの（η 4―ジエン）トリカルボニル鉄ユニットを有するマク
ロサイクルの合成と性質（阪府大院工）○古川哉子・中西三郎・高田十
志和

座長 山本 達幸（10 : 00～11 : 00）
1 G 5 07 m―ジエチニルベンゼンから誘導される両親媒性大環状化合
物の合成及び水溶液中での会合挙動（九工大工）○綾部真嗣・荒木孝司

1 G 5 08 m―ジエチニルベンゼンから誘導される両親媒性大環状化合
物とゲストとの会合挙動（九工大工）○綾部真嗣・荒木孝司

1 G 5 09 ［6］CPPAとフラーレン誘導体の錯形成（阪大院理・新潟大院
理）○藤原直樹・川瀬 毅・小田雅司・前田 優・若原孝次・赤阪
健

1 G 5 10 空孔サイズの異なる環状パラフェニルアセチレン間の層状錯
形成（阪大院理）○川瀬 毅・田中健司・小田雅司

1 G 5 11 1,3ージエンの構造変化に基づく新規環状ホストの合成と機
能（阪府大院工）○山口宙志・中西三郎・高田十志和

1 G 5 12 6位にビフェニル基を含む完全メチル化 CD系の分子内包接
現象（阪大産研）○後藤淳一郎・朝野芳織・安福義隆・坂田祥光・兼田
隆弘

座長 荒木 孝司（11 : 00～11 : 50）
1 G 5 13 4,4’―ジヒドロキシアゾベンゼンをエーテル結合させた完全メ
チル化 α ―CDの合成とその二量化（阪大産研）○藤本辰彦・坂田祥
光・兼田隆弘

1 G 5 14 6位にピレンユニットを含む完全メチル化 γ―CD系の溶媒依
存ジオメトリ―変化（阪大産研）○朝野芳織・坂田祥光・兼田隆弘

1 G 5 15 ピリジニオ修飾 α シクロデキストリンにより包接されたパ
ラニトロフェノールの分子配向（島根大生物資源）○アハメドジャラル
ディン・今岡真治・長田拓也・山本達之・松井佳久

1 G 5 16 シクロデキストリン類のタンパク質アミノ酸残基側鎖への包
接効果（島根大生物資源）○堀 博明・山本達之・松井佳久

1 G 5 17 蛍光測定によるシクロデキストリンと不飽和脂肪酸の相互作
用の研究（島根大生物資源）○秋原康男・山本達之・松井佳久

3月 28日午後
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座長 新海 征治（13 : 00～14 : 00）
1 G 5 25 活性エステルを用いるアシル化エンドキャップ法によるロタ
キサンの合成（阪府大院工）○中小路直久・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 26 ボロン酸エステル構造をエンドキャップに持つロタキサンの
合成と反応（阪府大院工）○浅川朋命・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 27 光学活性クラウンエーテルとの擬ロタキサン形成及びロタキ
サン形成に対する二級アンモニウム塩の構造の効果（阪府大院工）○大
賀靖子・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 28 依頼講演 分子シャトルの合成と動的挙動（阪大院理）原田
明

座長 木原 伸浩（14 : 00～14 : 50）
1 G 5 31 ローター分子内の 2つの水酸基を利用するロタキサン新合成
法の開発（融合研）○平谷和久・北條博彦・名川吉信・藤原享子

1 G 5 32 フェノール性水酸基をもつ新規クラウノファンとそのロタキ
サン合成への応用（融合研）○北條博彦・名川吉信・平谷和久

1 G 5 33 イソブテニル基を持つ大環状化合物とジベンジルアンモニウ
ムイオンによる擬ロタキサンの生成（融合研）○名川吉信・荻原珠子・
平谷和久

1 G 5 34 3成分系環状分子を用いた高次カテナンの設計と自己集合（名
大院工・CREST）○堀 顕子・藤田 誠

1 G 5 35 光学活性な Cu（I）／Pd（II）二重ロックカテナンの合成（名大院
工）○赤坂彰彦・衣袋文明・藤田 誠

座長 楠川 隆博（15 : 00～16 : 00）
1 G 5 37 ジスルフィド結合の可逆的開裂を利用したロタキサンの合成
とその応用（阪府大院工）○奥 智也・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 38 重スリップ法ー新しいポリロタキサンの合成法（阪府大院工）
○藤森宏樹・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 39 ジエン構造を含む反応性［2］カテナンの合成と反応（阪府大院
工）○渡辺伸博・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 40 光学活性な 1,2―ビス（ピリジルエチニル）ベンゼン類と銅（I）
イオンによる光学活性なメタロシクロファンの自己集合（阪大産研）河
野富一○桑名 淳・植田育男

1 G 5 41 パネル状分子の自己集合による箱状化合物の構築（名大院
工・分子研・千葉大分析セ・CREST）○山野井慶徳・藤田 誠・阪元
洋一・坂本 茂・山口健太郎

1 G 5 42 同一成分からカプセル及びボウル錯体へのゲスト誘起自己集
合（総研大・名大院工・CREST）○梅本和彦・藤田 誠

座長 河野 富一（16 : 00～17 : 00）
1 G 5 43 ロタキサンの機能化とそれによる反応性ロタキサンの合成
（阪府大院工）○橘 熊野・木原伸浩・高田十志和

1 G 5 44 架橋反応を用いた自己会合デンドリマーの固定化とその構造
評価（九大院工）○沼田宗典・池田篤志・新海征治

1 G 5 45 表面修飾型ポリアミドアミンデンドリマーのホスト分子とし
ての応用（九大院工）○橋口昌彦・沼田宗典・池田篤志・新海征治

1 G 5 46 デンドリマー部位を有する新規ホスフィン配位子の合成とそ
の錯体形成（北大触媒セ・岐阜大工）○小出茂弘・秋田 通・大洞康
嗣・川村 尚・辻 康之

1 G 5 47 パネル状五座配位子から非対称三次元カプセルへの一義的自
己集合（名大院工・CREST）藤田 誠○津久井仁・梅本和彦・楠川隆
博

1 G 5 48 ボウル型錯体の疎水的二量化によるカプセルの生成：スチル
ベン 6分子の包接（名大院工・CREST）YU Shu－Yan・楠川隆博○藤
田 誠

3月 29日午前

座長 池田 篤志（09 : 30～10 : 20）
2 G 5 04 メタロレセプターとしてのピレン部位を有するポダンド型三
座配位子からなる亜鉛錯体（阪大院工）森内敏之○西山雅仁・平尾俊一

2 G 5 05 新規発光型アニオンセンサーとしてのナフタレン―チオウロ
ニウム誘導体（科技団さきがけ研究 21・埼玉大工）久保由治・塚原雅
彦○石原晋次・時田澄男

2 G 5 06 1,1’―ビナフチル誘導型チオウロニウムレセプターの合成と光
学的アニオン認識（科技団さきがけ研究 21・埼玉大工）久保由治・塚
原雅彦○石原晋次・時田澄男

2 G 5 07 アントラセンとイミダゾリウムを結合させた蛍光応答性レセ
プターによるアニオンセンシング（都立大院工）○貞光雄一・佐藤
潔・山岸敬道

2 G 5 08 効果的な“off―on―off”シグナルコントロールを発現するクロ

モジェニックレセプター（科技団さきがけ研究 21・埼玉大工）○久保
由治・小原 智・時田澄男

座長 菅原 正（10 : 20～11 : 00）
2 G 5 09 学術賞受賞講演 ひとりでに組み上がる分子を求めて（名古
屋大院工）藤田 誠

座長 久保 由治（11 : 00～12 : 00）
2 G 5 13 レゾルシン環状四量体をホストとする固相―固相反応による
配糖体の DL―配置の識別（静岡大工）田中康隆○村上芳伸

2 G 5 14 キノン架橋カリックス［6］アレーンの合成，構造，および反
応（東大院理）○秋根茂久・後藤 敬・川島隆幸

2 G 5 15 テトラチアカリックス［4］アレーン類の O―ベンジル化反応
（佐賀大理工）山元英人・都築廣久・竹下道範○大和武彦．

2 G 5 16 スルフォキシド，スルフォンを架橋部に有するカリックスア
レーン誘導体の性質（山形大工）○渡邊大輔・伊藤和明・大場好弘

2 G 5 17 錯形成誘起シフトを用いる超分子錯体の構造解析（広島大院
理）○岩本 啓・深澤義正

2 G 5 18 3本鎖で連結されたホモオキサカリックス［3］アレーン 2量体
におけるカプセル分子とロタキサン分子の創成（九大院工）○鐘 振
林・池田篤志・新海征治

3月 29日午後

座長 小松 直樹（13 : 00～14 : 00）
2 G 5 25 ホスト―ゲスト系におけるポルフィリン―フラーレン間の電子
移動の検討（九大院工）○川口 勝・池田篤志・新海征治

2 G 5 26 ポルフィリン三量体をキャップとして用いた新規ホスト化合
物の構築とその包接挙動の検討（九大院工）○薗田賢司・宇津宏美・信
国茂樹・池田篤志・新海征治

2 G 5 27 カリックスアレーン自己集合カプセル分子の巨大空孔とフラ
ーレン包接挙動（九大院工）○宇津宏美・池田篤志・新海征治

2 G 5 28 不斉空孔を有するカリックスアレーン自己集合カプセル分子
の合成（九大院工）○宇津宏美・山口健太郎・坂本 茂・池田篤志・新
海征治

2 G 5 29 p―tert―ブチルチアカリックス［6］アレーンの金属イオン認識
機能の評価（東北大院工）○青野 満・諸橋直弥・壹岐伸彦・宮野壮太
郎

2 G 5 30 チアカリックス［4］アレーンテトラスルホン酸及び架橋硫黄
酸化体の Tb（III）錯体を利用する新規エネルギー移動発光素子の創製
（東北大院工）○岡 広実・堀内貴行・諸橋直弥・壹岐伸彦・宮野壮太
郎

座長 小林 健二（14 : 00～14 : 50）
2 G 5 31 チアカリックス［4］アレーンの架橋硫黄の立体制御酸化（東北
大院工）○諸橋直弥・壹岐伸彦・宮野壮太郎

2 G 5 32 架橋硫黄基の立体選択的酸化による新規不斉スルフィニルカ
リックス［4］アレーンの合成（東北大院工）○諸橋直弥・小野寺徹・壹
岐伸彦・宮野壮太郎

2 G 5 33 p―tert―ブチルチアカリックス［4］アレーンを基本骨格とする
分子不斉の構築（東北大院工）○小野寺徹・諸橋直弥・壹岐伸彦・宮野
壮太郎

2 G 5 34 カチオン性カリックスアレーン包接錯体を利用した［60］フラ
ーレン単分子状膜の調製と光電流測定（九大院工）○波多野吏・池田篤
志・新海征治

2 G 5 35 ヒドロキシ安息香酸類と p―t―ブチルカリックス［4］アレーン
との 1,3―ジエステルのコンホメーション（和歌山県工技セ）○野村英
作・細田朝夫・谷口久次

座長 岩本 啓（15 : 00～16 : 00）
2 G 5 37 ［60］フラーレンペンダント型カリックスアレーンによる自己
包接現象の検討（九大院工）信国茂樹○池田篤志・新海征治

2 G 5 38 アミノ酸残基を環内に含むキラルホモアザカリックス［4およ
び 5］アレーン誘導体の合成と性質（山形大工）○野池基義・伊藤和
明・大場好弘

2 G 5 39 2,6―ジホルミルフェノール類の還元的カップリングによるホ
モオキサカリックス［n］アレーンの合成（京大院理）○小松直樹

2 G 5 40 オキシエチレン鎖でつながれたカリックス［5］アレンと C 60
との分子内相互作用（広島大理）○柳瀬 学・深澤義正

2 G 5 41 モノデオキシカリックス［4］アレン誘導体ホストによる中性
分子の包接（広島大理）○平方昌記・勝谷芳生・吉村耕作・灰野岳晴・
深澤義正
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2 G 5 42 ビスカリックス［4］アレーンカプセルとカチオン性ゲストと
の錯形成挙動（九工大工）○荒木孝司・小田 稔・渡邊智和

座長 佐藤 潔（16 : 00～16 : 50）
2 G 5 43 カリックス［4］アレーン構造を有するホスフィン配位子の合
成と錯化挙動（北大触媒セ）○竹中和浩・大洞康嗣・辻 康之

2 G 5 44 ジペプチドを結合させたカリックスアレーンによるイオンの
取り込み（和歌山工技セ）○高垣昌史・野村英作・中岡忠治・前田龍
一・谷口久次

2 G 5 45 ホモオキサー及びホモアザチアカリックス［4］アレーンの合
成と性質（山形大工）大場好弘○寺裏寛之・伊藤和明

2 G 5 46 カリックスオキソアレーン類の合成とその性質（日大理工）○
山下英克・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学

2 G 5 47 銀・タリウムイオン捕捉能に及ぼすカリックス［4］アレーン
誘導体の上端部の置換基効果（姫路工大工）○福井達也・大内幹雄・北
村千寿・米田昭夫

3月 30日午前

座長 楠川 隆博（09 : 30～10 : 00）
3 G 5 04 側鎖にアミノ酸残基を有するアザトロポポダンド―金属錯体
の合成と性質（埼玉大理）佐藤 大○岡田勝義・恒次丈介

3 G 5 05 アミノ酸残基を有するアーム型アザトロポコロナンド類の合
成と性質（埼玉大理）佐藤 大○岩下新一・恒次丈介

3 G 5 06 アザトロポクリプタンド類の金属イオン包接能（埼玉大理）佐
藤 大○小野 豊・恒次丈介

座長 佐藤 大（10 : 00～11 : 00）
3 G 5 07 ナノメートルスケールの空孔を有するM6L4三次元かご型錯
体の特異な包接挙動（名大院工・CREST）○楠川隆博・藤田 誠

3 G 5 08 M6L4三次元かご型錯体内における反応（1）：空孔内での Di-
els―Alder反応の加速（名大院工・CREST）楠川隆博

3 G 5 09 M6L4三次元かご型錯体内における反応（2）：M6L4三次元かご
型錯体の逆相間移動触媒能（総研大・名古屋大・CREST）○伊藤博
一・楠川隆博・藤田 誠

3 G 5 10 水素結合を介した超分子構造をもつデカメチルフェロセン―
アニル酸錯体の合成と結晶構造（分子研）○Zaman Md. Badruz・戸村正
章・山下敬郎

3 G 5 11 M6L4三次元かご型錯体内における反応（3）：水中におけるフ
ェノールおよびベンジルブロマイド誘導体の縮合反応（名大院工・
CREST）楠川隆博

3 G 5 12 M6L4三次元かご型錯体内における反応（4）：アルコキシシラ
ンの選択的三量化縮合反応（名大院工・CREST）○吉沢道人・楠川隆
博・藤田 誠・坂本 茂・山口健太郎

3月 30日午後

座長 平野 誉（13 : 10～14 : 00）
3 G 5 26 DFT計算による CH／π 相互作用の理論的検討（横浜国大工）
○安海栄幸・禅 知明・末澤裕子・榊原和久・廣田 耻

3 G 5 27 高精度 ab initio分子軌道法計算による CH―π 相互作用の解析
（3）：NH―π，OH―π 相互作用との比較（物質研）○都築誠二・本田一
匡・内丸忠文・三上益弘・田辺和俊

3 G 5 28 キラル分子モーター（1）：キラルオレフィンの光化学（東北
大・反応研）甲村長利○原田宣之

3 G 5 29 キラル分子モーター（2）：回転機構（東北大反応研・フロニン
ヘン大化）○原田宣之・甲村長利・ZIJLSTRA Robert W.J.・VAN
DELDEN Richard A.・FERINGA Ben L.

3 G 5 30 プッシュ―プル型 4―フェニルアミノアゾベンゼン類のフォト
クロミズム（日大理工）○槙田昇平・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学

座長 都築 誠二（14 : 00～14 : 50）
3 G 5 31 2―ヒドロキシフェナジン誘導体のサーモクロミズム（東大院
総合）○中山敏雄・原田 潤・小川桂一郎

3 G 5 32 電子求引基をもつサリチリデンアニリン類のサーモクロミズ
ム（東大院総合）○藤原宗賢・原田 潤・小川桂一郎

3 G 5 33 生物・化学発光性を有するイミダゾピラジノン誘導体の基本
物性（電通大）○平野 誉・丹羽治樹・橋爪大輔・安井正憲・岩崎不二
子

3 G 5 34 新規光学活性キノリニウム化合物の合成と性質（奈良女大理）
○上田梨詠・塚原敬一

3 G 5 35 超臨界二酸化炭素中におけるベンゼンヘキサカルボン酸エス

テルの二重蛍光挙動（科技団井上光不斉反応プロ）○齋藤良太・石田
斉・井上佳久

座長 岸川 圭希（15 : 00～16 : 00）
3 G 5 37 誘導適合型メタロレセプタ―によるジカルボン酸イオンの立
体選択的光センシング（高知大理）渡辺 茂○園部美代子・吉田勝平

3 G 5 38 両性イオン型メタロレセプタ―によるアニオンとカチオンの
同時認識（高知大理）渡辺 茂○生島伸祐・吉田勝平

3 G 5 39 高い SHG活性を有する C60―カルボラン型新規ハイブリット
分子の合成および物性研究（東北大院理）LAMRANI Mouad○浜崎
亮・三ツ石方也・山本嘉則

3 G 5 40 スイッチ機能を有した非線形光学材料のためのカルボラン―
フェロセン型新規ハイブリット化合物の合成および物性（東北大院
理・東北大反応研）○坪谷典枝・Lamrani MOUAD・三ツ石方也・山本
嘉則

3 G 5 41 （4,4’―Bipyridine）（polynitrophenol）錯体を用いた分子間水素結
合のデザイン（北大電子研・科技団さきがけ 21）○芥川智行・長谷川
達生・中村貴義

3 G 5 42 サイクレン配位子とアルカリ金属イオンとの錯形成によるら
せん誘起（阪市大院理）○篠田哲史・築部 浩

座長 芥川 智行（16 : 00～17 : 00）
3 G 5 43 ヘキサアリールベンゼン誘導体の合成と分子集合性（筑波大
化）小林健二○佐藤梓実・古川尚道

3 G 5 44 液晶性を示すジベンゾイルアミン化合物の合成と性質（千葉
大工）岸川圭希○山木隆浩・田中誠次・幸本重男・山本 忠

3 G 5 45 液晶性を示すジベンゾイルアミン化合物におけるキラルドー
パントの影響（千葉大工）岸川圭希○古澤茂孝・田中誠次・幸本重男・
山本 忠

3 G 5 46 柔軟な分子ピンセットによる自己会合系の構築（広島大理）○
紅林宏臣・深澤義正

3 G 5 47 クライゼン転位による環状ビナフトール誘導体の合成と機能
（融合研・東大院工）○吉田浩陽・西郷和彦・平谷和久

3 G 5 48 糖ベンジリデン誘導体によるゲル形成能の系統的研究（科技
団分子転写プロ）○Gronwald Oliver・Luboradzki Roman・新海征治

3月 31日午前

座長 中辻 洋司（09 : 30～10 : 00）
4 G 5 04 ビナフチル不斉擬クラウンエーテルによるアミノ酸誘導体の
認識（筑波大化）鍋島達弥○橋口彰裕

4 G 5 05 2,2’―ビピリジンの錯形成による分子集積型ホストの生成とそ
の認識能（筑波大化）鍋島達弥○田中孝征

4 G 5 06 重金属イオンを調節因子とする擬クリプタンド型アロステリ
ックホスト（筑波大化）鍋島達弥○吉平祐子

座長 高井 嘉雄（10 : 00～11 : 00）
4 G 5 07 新規 C2対称キラルクラウンエーテルの合成と分子認識能（阪
大院工）○永宮健守・村岡雅弘・沖津桂子・張 万斌・中辻洋司・池
田 功

4 G 5 08 pH応答性 16―クラウン―5由来ラリアートエーテルによる
Na＋―K＋対向液膜輸送（阪大院工）○喜多幸司・井上裕文・張 万斌・
中辻洋司・池田 功

4 G 5 09 酸化還元応答性ゲートをもつクラウンエーテルによるゲスト
捕捉能の制御（筑波大化）鍋島達弥○西田大輔

4 G 5 10 アズレンキノンを組み込んだクラウンエーテル類の合成と性
質（埼玉大理）佐藤 大○新井裕之・恒次丈介

4 G 5 11 協同的なカチオン―アニオン認識能を持つ人工レセプター（筑
波大化）鍋島達弥○花見健志

4 G 5 12 分子性機能制御システム：大環状ジベンゾジアザクラウンエ
ーテル誘導型アニオンレセプターの合成（埼玉大工・科技団さきがけ
研究 21）○戸澤友和・三澤善大・時田澄男・久保由治

座長 鍋島 達弥（11 : 00～12 : 00）
4 G 5 13 金属により組織化したビスサリチラートクラウンホストの合
成と性質（奈良先端大・CREST）○小杉直人・小夫家芳明

4 G 5 14 アルカリ土類金属イオンとの錯形成による蛍光試薬の発光モ
ードコントロール（北大院地球環境）○太田英之・穴田貴久・北岡卓
也・諸角達也・中村 博

4 G 5 15 フタルイミド部位をもつビスクラウンエーテルの蛍光特性
（日大理工）○山縣敏弘・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学

4 G 5 16 FABMSによるキラルホストペアー法を用いたホストーゲス
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トコンプレックスイオンピーク強度差とゲストアミン eeとの直線関
係（阪大産研）○高井嘉雄・澤田正實

4 G 5 17 エナンチオマーラベルクラウンホストペアの種々アミンゲス
トに対するキラル識別能力の相互比較（阪女大理・阪大産研・阪大院
基礎工）○山岡寛史・今村浩之・山田 等・高井嘉雄・廣瀬敬治・戸
部義人・高橋成年・澤田正實

4 G 5 18 質量分析法を用いた糖誘導体型キラルホスト対によるキラル
識別（阪市工研・関大工・阪大産研）○靜間基博・今村浩之・西脇
剛・高井嘉雄・武田徳司・荒川隆一・高橋成年・澤田正實

3月 31日午後

座長 原田 潤（13 : 00～14 : 10）
4 G 5 25 一次元超分子構造を有するピラジン類縁体―ブロマニル酸錯
体（分子研）○戸村正章・Zaman Md. Badruz・田中彰治・山下敬郎

4 G 5 26 擬似種結晶を用いるキラリティーの誘導およびエナンチオ制
御（愛媛大工・理学電機）○小島秀子・宮内正史・松重大輔・城 始勇

4 G 5 27 アキラルなテトラ（p―ブロモフェニル）エチレンの気相―固相
反応によるキラル包接結晶化（愛媛大工・ハイデルベルグ大・岡山理
大理）○田中耕一・藤本大輔・Irngartinger H.・戸田芙三夫

4 G 5 28 結晶中におけるコール酸アニオンとオキソニウムカチオンの
塩形成（阪大院工）○勝田匡則・佐田和己・宮田幹二

4 G 5 29 ［6］CPPA―ヘキサメチルベンゼン包接錯体の結晶構造（阪大院
理）○清良井陽子・川瀬 毅・小田雅司・田代孝二

4 G 5 30 （2,6）ナフタレノ構造を含む環状アリールアセチレンの合成と
性質（阪大院理）○清良井陽子・川瀬 毅・小田雅司

4 G 5 31 ビス―β ―ナフトール―ベンゾキノン―芳香族炭化水素包接結晶
の生成と構造（科学技術振興事業団黒田プロ・東大院総合・岡山理大
理）○先崎真実・黒田玲子・豊田真司・戸田芙三夫

有機化学―物理有機化学 B．反応機構

3月 28日午前

座長 大花 維頼（09 : 30～10 : 00）
1 G 6 04 ベンゾシクロブテニリデンの発生とその反応性（三重大工）○
稲葉 允・三浦大祐・高橋康丈・富岡秀雄

1 G 6 05 ジフェニルメチレンシクロプロパンの光反応（三重大工）○榊
原拓朗・富永貴久・高橋康丈・富岡秀雄

1 G 6 06 極低温不活性媒体中のカルベンとアセトニトリルの反応（東
大院総合）○犬井 洋・村田 滋

座長 池田 浩（10 : 00～11 : 00）
1 G 6 07 ピリドン誘導体の光開裂を利用する o―ハロベンゾイルオキシ
ルラジカルの構造と反応性の研究（筑波大化）○橋本治一郎・瀬川勝
智・櫻木宏親

1 G 6 08 1―および 2―ナフトイルオキシルラジカルの動的挙動（筑波大
化）○南指原俊大・瀬川勝智・櫻木宏親

1 G 6 09 9―アントラセンカルボニルオキシルラジカルの動的挙動（筑
波大化・山形大理）○齋藤八生・瀬川勝智・伊藤廣記・櫻木宏親

1 G 6 10 過酸化ベンゾイル誘導体の光分解機構に対する波長効果（千
葉大工）渡辺順洋・福井啓二郎・唐津 孝・北村彰英

1 G 6 11 クミルパーオキシルラジカルからトリフェニルホスフィン類
への酸素移動反応における溶媒効果（阪大院工・総研大・分子研・
CREST）○下大迫寛司・末延知義・後藤義夫・渡辺芳人・福住俊一

1 G 6 12 クミルパーオキシルラジカルからスルフィド類への酸素移動
反応機構（阪大院工・総研大・分子研・CREST）○下大迫寛司・末延
知義・後藤義夫・渡辺芳人・福住俊一

座長 河村 保彦（11 : 00～11 : 50）
1 G 6 13 ブロモアセチルベンゼン類の光分解反応（筑波大・化学系）○
金子祐司・新井達郎

1 G 6 14 2―スピロエポキシ―1,3―シクロペンタンジイルビラジカルの発
生とその反応挙動（阪大院工）猪野恭規○安倍 学・野島正朋

1 G 6 15 9,10―ジシアノアントラセン及びそのメチル置換体とスチレン

との［3＋2］光環化付加反応の機構（島根大総合理工）○田熊元紀・久保
恭男

1 G 6 16 芳香族エステル及びニトリルとアルケンとの［3＋2］光環化付
加反応の機構―分子軌道法による検討（島根大総合理工）○成影壮司・
久保恭男

1 G 6 17 アセナフト［1,2―a］アセナフチレンの光二量化反応（埼玉大理）
○長野知広・杉原儀昭・中山重蔵

3月 28日午後

座長 末延 知義（13 : 00～14 : 00）
1 G 6 25 円偏光シンクロトロン放射光によるアミノ酸の絶対不斉合成
と光分解機構（科技団・井上光不斉反応プロ）○西野英雄・小阪敦子・
井上佳久・蔀 洋司・小貫英雄

1 G 6 26 円偏光シンクロトロン放射光によるクワドリシクラノン誘導
体の絶対不斉合成（科技団井上光不斉反応プロ）○西野英雄・小阪敦
子・青黄史子・井上佳久・蔀 洋司・小貫英雄

1 G 6 27 1,1―ジアリールエテンの E／Z選択的な光増感酸素酸化と二重
結合の異性化（徳島大工）○河村保彦・石塚誉章・西内優騎・津嘉山正
夫

1 G 6 28 アントラセニルエチレン類の蛍光スペクトルの主成分分析に
よる回転異性化の研究（千葉大工）田中友基・福井啓二郎・唐津 孝・
北村彰英

1 G 6 29 アゾベンゼンの光異性化に及ぼす濃度効果（信州大農）○小嶋
政信・高木知子

1 G 6 30 ゼオライト細孔内におけるアゾベンゼンの光異性化挙動（信
州大農）○高木知子・小嶋政信

座長 中村 挙子（14 : 00～14 : 50）
1 G 6 31 ゼオライト細孔内におけるカルコンの光異性化挙動（岐阜連
大農・信州大農）○松原千恵・小嶋政信

1 G 6 32 ゼオライト中の NADラジカル類縁体の検出（阪大院工・
CREST）○吉田 裕・末延知義・伊東 忍・福住俊一

1 G 6 33 フェノチアンジン系薬剤を増感剤とするヒアルロン酸ナトリ
ウムの光分解反応と光毒性強度の相対的評価（信州大農・中村眼科・
ニデック）○根橋怜美・高木知子・小嶋政信・中村公俊・砂田 力

1 G 6 34 ピレン光増感アルキルベンゼン類の酸素化反応におけるルイ
ス酸触媒作用（阪大院工・東北大反応研・CREST）○佐藤尚也・末延
知義・伊藤 攻・藤塚 守・福住俊一

1 G 6 35 金属イオンを触媒とする 9―置換 10―メチル―9,10―ジヒドロア
クリジンの光増感酸素酸化反応機構（阪大院工・東北大反応研・
CREST）○藤田俊介・末延知義・伊藤 攻・藤塚 守・福住俊一

座長 小嶋 政信（15 : 00～16 : 00）
1 G 6 37 1―ヒドロキシアントラキノンの光アミノ化反応（東洋大工・
都立大院工）○田島正弘・井上晴夫

1 G 6 38 ケージド化合物分子設計の基礎光化学（8）：ヒドロキシルア
ミン誘導体の光化学反応（筑波大化）○吉田守克・藤森 憲

1 G 6 39 光捕集―活性種移動による新規増感系における二液相反応場
の導入：アンチモン―マンガンポルフィリン二元系光増感酸素化反応
（都立大）○宮田 玄・高木慎介・井上晴夫

1 G 6 40 軸配位子をプロトン解離させた SbTPP（OH）2における励起状
態の動的挙動～光反応における分子供給の時間軸制御にむけて～（都
立大院工）○嶋田哲也・高木慎介・井上晴夫

1 G 6 41 ルテニウムポルフィリンを増感剤に用いたオレフィン類の光
エポキシ化反応～反応初期過程の観測～（都立大院工）○舟生重昭・高
木慎介・嶋田哲也・井上晴夫

1 G 6 42 コバルト錯体・ポルフィリン結合化合物の合成，及びその光
反応（京大院理・分子研）○菊澤良弘・永田 央・大須賀篤弘

座長 高木 慎介（16 : 00～17 : 00）
1 G 6 43 C60アルキル付加体ラジカルアニオンの生成と分光特性（阪大
院工・CREST）○森 久容・末延知義・福住俊一

1 G 6 44 フラビン補酵素類縁体によるベンジルアルコール類の光酸化
反応における金属イオンの電子移動触媒作用（阪大院工・東北大反応
研・CREST）○末延知義・伊藤 攻・藤塚 守・福住俊一

1 G 6 45 PQQ補酵素類縁体によるベンジルアルコール類の光電子移動
酸化反応機構（阪大院工・東北大反応研・CREST）○末延知義・小森
岳・伊東 忍・伊藤 攻・藤塚 守・福住俊一

1 G 6 46 超高速光スイッチ分子の合成（京大院理）○辛 知映・大須賀
篤弘・Wasielewski Michael R.・Gosztola David

1 G 6 47 ルイス酸触媒不飽和カルボニル化合物の光還元反応機構（阪
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大院工・東北大反応研・CREST）○佐藤尚也・末延知義・伊藤 攻・
藤塚 守・福住俊一

1 G 6 48 金属イオンを触媒とする複素環アミン類の光電子移動還元反
応（阪大院工・CREST）○佐藤尚也・末延知義・伊東 忍・福住俊一

3月 29日午前

座長 唐津 孝（09 : 30～10 : 00）
2 G 6 04 クアドリシクランのホール移動連鎖的異性化反応における置
換基効果（名大院工）○野田拓希・加藤博和・石黒勝也・沢木泰彦

2 G 6 05 アリールメチレンシクロプロパンの光誘起電子移動反応（三
重大工）○岩本貴代志・高橋康丈・富岡秀雄

2 G 6 06 1,4―ジアリールシクロヘキサン―1,4―ジイルカチオンラジカル
における軌道間相互作用（2）（東北大院理・Rochester大）○星 陽介・
池田 浩・GOODMAN J. L.・宮仕 勉

座長 大須賀 篤弘（10 : 00～11 : 00）
2 G 6 07 置換ジフェニルヘキサトリエンラジカルカチオンの光異性化
挙動（筑波大化）○加茂 理・瀬川勝智・櫻木宏親

2 G 6 08 ジフェニルメタノール誘導体の解離型電子付着によるラジカ
ル生成（阪大産研）○一ノ瀬暢之・保母純平・藤乗幸子・真嶋哲朗

2 G 6 09 核酸の一電子酸化に及ぼす塩基対形成の影響（阪大産研）川井
清彦・綿 康晴・一ノ瀬暢之・石田昭人・真嶋哲朗

2 G 6 10 依頼講演 ピラゾリン類から発生するカチオンラジカルの挙
動（千葉大工）北村彰英

座長 石黒 勝也（11 : 00～11 : 50）
2 G 6 13 フラーレン（C60）と環状ケイ素およびゲルマニウム化合物との
間の光誘起電子移動反応（尚絅女子高・東北大反応研・新潟大院自
然・電通大物質）○佐々木佳子・伊藤 攻・藤塚守・前田 優・若原
孝次・赤阪健・加固昌寛・中平靖弘

2 G 6 14 ラジカルアニオンを経由するジアゾ酢酸誘導体の光分解反
応―レーザーフラッシュフォトリシスによる検討―（東大院総合・東大
院理）○水島 直・村田 滋・石井邦彦・浜口宏夫

2 G 6 15 金属イオンを触媒とする NAD＋類縁体の光電子移動還元反応
（阪大院工・CREST）○佐藤尚也・末延知義・伊東 忍・福住俊一

2 G 6 16 NAD＋類縁体の光電子移動反応．マーカス逆転領域を利用し
た溶媒極性による反応制御（阪大院工・東北大反応研・CREST）○加
藤耕太・末延知義・伊藤 攻・藤塚 守・福住俊一

2 G 6 17 NADラジカル類縁体の ESRによる検出と電子移動特性（阪大
院工・CREST）○大久保敬・末延知義・福住俊一

3月 29日午後

座長 高橋 康丈（13 : 00～14 : 00）
2 G 6 25 酢酸メトキシベンジルエステルの三重項増感光分解における
メタ効果（筑波大化）○藤森 憲・能町真実

2 G 6 26 ジオキセタン誘導体の光電子移動誘起化学発光（PETIC）にお
けるメタ効果（筑波大化）○藤森 憲・松本正勝・森橋健二・村田重
夫・加藤隆二・岩井伸一郎

2 G 6 27 CT錯体および電子移動を経由するヒドリド移動反応におけ
る負の温度効果（阪大院工・CREST）○大久保敬・末延知義・福住俊
一

2 G 6 28 カチオン性求電子種の電子移動反応性と求電子反応性（阪大
院工・CREST）○大久保敬・末延知義・福住俊一

2 G 6 29 ナフタレンジイミド―ポルフィリン―ピロメリットジイミド三
元系における電子移動経路の配位制御（京都大院理・大阪大院理・
CREST）○白鳥英雄・大須賀篤弘・大野 健・野崎浩一

2 G 6 30 スーパーオキシド―金属イオン錯体の ESRによる検出と金属
イオンの電子移動触媒作用（阪大院工・CREST）○大久保敬・末延知
義・福住俊一

座長 木下 知己（14 : 00～14 : 50）
2 G 6 31 セミキノンラジカルアニオン金属錯体の配位結合と電子移動
触媒作用（阪大院工・CREST）○瀧本一郎・大久保敬・末延知義・伊
東 忍・福住俊一

2 G 6 32 C60ラジカルアニオンの電子移動不均化反応における金属イ
オンの触媒作用（阪大院工・東北大反応研・CREST）○大久保敬・末
延知義・伊藤 攻・藤塚 守・福住俊一

2 G 6 33 ケテンとシリルビニルエーテルとの反応（埼玉大理・奈良教
育大教・奈良大情報セ）○小出 龍・長谷川登志夫・町口孝久・山辺
信一・湊 敏

2 G 6 34 ケテンとビニルエーテル類との反応（埼玉大理・奈良教育大
教・奈良大情報セ）○高地純平・長谷川登志夫・町口孝久・山辺信
一・湊 敏

2 G 6 35 トロポンとベンザインの反応（奈良教育大教・奈良大情報
セ・埼玉大理）○山辺信一・湊 敏・彦坂玲央・町口孝久

座長 北川 敏一（15 : 00～16 : 00）
2 G 6 37 4―クロロクマリン 2量体とアミン類の反応における中間体の
構造と反応機構の検討（桐蔭横浜大工）○玉置 暁・阿蘇祐介・鈴木鉄
平・三浦啓彦・長谷川正木

2 G 6 38 N ―（p―ブロモフェニル）ヒドロキシルアミンより発生するナ
イトレニウムイオン中間体の反応における酸の添加効果（神戸大工）竹
内 寛○畑 優・植田尚宏

2 G 6 39 酢酸銀を用いたジフェニルジスルフィドによるアルケンのチ
オ化反応（神戸大工）竹内 寛○飯塚信吾・田中浩二

2 G 6 40 酢酸銀を用いたジメチルジスルフィドによるアルケンのチオ
化反応（神戸大工）竹内 寛○田中浩二・飯塚信吾

2 G 6 41 ビニルカルベノイドとチオケトンとの反応によるビニルチオ
カルボニルイリドの生成と反応（阪大院工）○芥川貴司・濱口正史・大
島 巧

2 G 6 42 9―アントリル（アリール）カルベンの発生，反応と直接観測（三
重大工）○板倉英貴・平井克幸・富岡秀雄

座長 大島 巧（16 : 00～16 : 50）
2 G 6 43 寿命 20分の三重項種．三重項ジ［9―（10―フェニルアントリ
ル）］カルベンの発生と特性化（三重大工）○岩本恵里・板倉英貴・平井
克幸・富岡秀雄

2 G 6 44 2個の硫黄原子の隣接基関与で安定化された炭素陽イオン。
陽イオン中心の回転禁止による安定化の試み（その 2）（神戸大工）○市
忠顕・金村英明・村田直樹・村岡 優

2 G 6 45 NAD（P）Hアナローグの C―4アルキル化（京大化研・福井工
大）大野惇吉○小田精二・山崎教正

2 G 6 46 3価リン化合物からビオロゲン類への一電子移動反応（帝塚山
短大・京大化研・福井工大）安井伸郎○伊藤賢司・大野惇吉

2 G 6 47 アルケンのソノケミカル活性化（滋賀医大化・サボア大）藤田
光恵・木村隆英・宗宮 創○安藤喬志・Luche Jean－Louis

3月 30日午前

座長 山高 博（09 : 00～10 : 00）
3 G 6 01 芳香族化合物の陽極酸化反応における立体選択性の電極電位
依存性（姫路工大理）○中西正文・松島広典・藤田守文・杉村高志・奥
山 格

3 G 6 02 ナフタレン化合物への求電子付加反応における立体区別機構
（姫路工大理）○松島広典・藤田守文・杉村高志・奥山 格

3 G 6 03 2,4―ペンタンジオール架橋を用いる立体区別反応の速度解析
（姫路工大理）○萩谷一剛・奥山 格・杉村高志

3 G 6 04 In situ NMRによるジクロロメタンの水熱分解の反応機構の
研究（京大化研）○若井千尋・辻野康夫・松林伸幸・中原 勝

3 G 6 05 ギ酸の水熱反応の NMRによる研究（京大化研）○辻野康夫・
若井千尋・松林伸幸・中原 勝

3 G 6 06 ビスフェノール Aの水熱分解反応の NMRによる研究（京大
化研）○村上貴志・若井千尋・松林伸幸・中原 勝

座長 脇坂 勝弘（10 : 00～10 : 40）
3 G 6 07 マラカイトグリーン陽イオンとシアン化物イオンの反応に対
する圧力効果（大分大工）○高尾広篤・大賀 恭・浅野 努

3 G 6 08 スピロナフトオキサジンから生成したメロシアニンの閉環反
応に対する圧力効果（大分大工）佐々木誠・高橋 徹・大賀 恭○浅野
努

3 G 6 09 強ブレンステッド酸の気相酸性度（九大有基研）レイトイボ○
三島正章・コペルイルマー

3 G 6 10 求核置換反応における基質の相対反応性；ヨウ化メチル対ヨ
ウ化エチルを対象として（大女大理）○近藤泰彦・香山るい子・浦出み
ゆき

3月 30日午後

座長 藤森 憲（13 : 10～14 : 00）
3 G 6 26 シクロヘキサン中でのビニルブロミドのレーザー励起による
活性種と塩素イオンとの反応（九大有基研・佐賀大理工）小林進二郎・
堀 勇治
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3 G 6 27 シクロデキストリン疎水性場で発生させたビニルカチオンの
反応挙動（佐賀大理工・九大有基研）堀 勇治○下野大樹・溝口尚武・
小林進二郎

3 G 6 28 ネオフィルソルボリシスにおける分子内溶媒和の影響（九大
院理）増野 香○清水宣次郎・稲津孝彦

3 G 6 29 カルボカチオンに対する溶媒分子の求核能の評価（京大院工）
○木村道生・木下知己・竹内賢一・脇坂昭弘

3 G 6 30 1―アダマンチル誘導体のソルボリシス速度に対するアルキル
置換基効果（京大院工）○遠藤忠相・上田賢司・岡崎隆男・竹内賢一

座長 奥山 格（14 : 00～14 : 30）
3 G 6 31 依頼講演 有機リチウムおよびマグネシウム試剤のカルボニ
ル付加反応：類似点と相違点（阪大産研）山高 博

座長 堀 勇治（14 : 30～15 : 40）
3 G 6 34 マグネシウムエノラートとベンズアルデヒドとの反応の機構
（阪大産研）○清水 誠・山高 博

3 G 6 35 多環式芳香族炭化水素からアセチレン分子が脱離する反応の
分子軌道論的研究（静岡大理）○小森谷美月・川合周子・相原惇一

3 G 6 37 エチニルシクロヘプタトリエンの酸触媒異性化によるフェニ
ルアレンの生成機構（京大院工）○峯岸信也・北川敏一・鎌田 潤・竹
内賢一

3 G 6 38 キラルビニルヨードニウムイオンの求核置換反応（姫路工大
理）○坂西裕一・藤田守文・奥山 格

3 G 6 39 核置換スチリルヨードニウム塩の加溶媒分解（姫路工大理）○
鎌田涼子・奥山 格

3 G 6 40 （E）―および（Z）―2―フェニル―1―プロペニルヨードニウム塩の
加溶媒分解（姫路工大理）○奥山 格・落合正仁

座長 大賀 恭（15 : 40～16 : 30）
3 G 6 41 a―Aminoisobutylic acid残基を含む Oligo―L―leucine触媒を用い
た不斉エポキシ化反応についての機構的研究（広島大院理）○真鍋俊
樹・小島聡志・大方勝男

3 G 6 42 ポリピリジンを導入した高反応性アミド基質の設計（東大生
研）○川口聖司・渡辺 聰・荒木孝二

3 G 6 43 亜硝酸水溶液中の一酸化窒素生成反応機構：システイン S―
ニトロソ化反応機構との比較（第 2報）（筑波大化）○金田房子・藤森
憲

3 G 6 44 電解法と塩基法によるイリドとイミノホスホランの生成と反
応物生成物（中部大工）○蒔田 桂・畔柳和士・安藤文雄・纐纈銃吾

3 G 6 45 9,9’―ビベンゾノルボルネニリデンのハロゲン付加反応（埼玉
大理）○野田康一・杉原儀昭・中山重蔵

有機結晶

3月 28日午前

座長 松本 章一（09 : 30～10 : 00）
1 H 1 04 （R）―（1―ナフチル）グリシル―（R）―フェニルグリシンのエーテ
ル包接化合物におけるシート構造とその熱的挙動（千葉大工）赤染元浩
○高橋敏明・園部龍一・小倉克之

1 H 1 05 胆汁酸集合体に与える側鎖のメチレン鎖長の影響（阪大院工）
○加藤和明・菅原道泰・佐田和己・宮田幹二

1 H 1 06 水中における水素結合ネットワーク固体のゲスト包接挙動お
よび触媒作用（九大有基研セ・CREST）○出羽毅久・青山安宏

座長 吉田 勝平（10 : 00～11 : 00）
1 H 1 07 ネットワーク型有機金属錯体の作成とその性質（九大有機研
セ・CREST）○原田倫典・遠藤 健・青山安宏

1 H 1 08 糖を基本とするゲル―結晶構造とゲル形成能との相関（九大院
工）○Luboradzki Roman・Gronwald Oliver・池田 将・舘 祥光・成
田吉徳・新海征治

1 H 1 09 SO2―および D2S―β ―ヒドロキノン包接結晶の配向相転移に及
ぼす結晶場と空孔被占率の効果に関する理論的研究（九州芸工大芸術
工）○今坂智子・広川昭二

1 H 1 10 芳香族化合物に対するブルシンの包接能（阪大院工）○小林憲
司・佐田和己・宮田幹二

1 H 1 11 コール酸・アニシジン包接結晶における分子配列制御（阪府
大総合科・山口大工・阪大院工）大月 竜・○佐藤正明・堤 宏守・
佐田和己・宮田幹二

1 H 1 12 ポリムコン酸アルキルアンモニウム結晶のインターカレーシ
ョン機能（阪市大工）○松本章一・小谷 徹

座長 戸田 芙三夫（11 : 00～12 : 00）
1 H 1 13 9,9,10,10―テトラ置換―9,10―ジヒドロフェナントレンの C―C
結合長に対する置換基効果（北大院理）○鈴木孝紀・小野和則・西田純
一・高橋 表・辻 孝

1 H 1 14 金属光沢結晶 1―アリール―2,5―ジ（2―チエニル）ピロール誘導
体の結晶配列：直交するアリール基の平面拡張の効果（千葉大工）○赤
染元浩・入江真樹・趙 瑞・松本祥治・小倉克之

1 H 1 15 金属光沢を有する新規有機化合物：1―アリール―2―（3―ピリジ
ル）―5―（2―チエニル）ピロール誘導体の合成とその物性（千葉大工）小倉
克之○大類麻美・趙 瑞・松本祥治・赤染元浩

1 H 1 16 依頼講演 ポルフィリン多量体（阪大産研）坂田祥光

3月 28日午後

座長 鈴木 孝紀（13 : 00～14 : 00）
1 H 1 25 4―（4―Br―PhCH＝N）―TEMPOラジカル結晶の多形（電通大電気
通信）○三木 竜・橋爪大輔・安井正憲・岩崎不二子

1 H 1 26 長鎖アルキル基（C12H25又は C13H27）を有するアクリジン―N―オ
キシル誘導体の結晶構造と熱的挙動（電通大電気通信）○松本洋樹・橋
爪大輔・安井正憲・石田尚行・野上 隆・岩崎不二子

1 H 1 27 強誘電性液晶化合物 4―（1―methylheptyloxycarbonyl）phenyl 4’―
nonyloxybiphenyl―2―fluoro―4―carboxylate（MHPOFBC―9）の結晶構造解
析（東農工大工・昭和シェル石油中央研）奥山健二○鷲田喜久児・野口
恵一・鈴木義一・河村一朗

1 H 1 28 長鎖両親媒性分子とオルト型芳香族分子のつくる複合体構造
（東農工大工）○呉 光寒・西山 聡・中台弥秀・野口恵一・奥山健ニ

1 H 1 29 アルキルトリメチルアンモニウム塩と rac―1,1’―バイ―2―ナフ
トールとの複合体結晶構造（東農工大工）○Marfo－Owusu Emmanuel・
奥山健ニ・野口恵一

1 H 1 30 結晶及び固―液相でのヘリセンジオールとステロイドとの分
子認識・不斉認識（京大院理）田中和彦・大須賀秀次○北原芳徳

座長 田村 類（14 : 00～14 : 50）
1 H 1 31 アキラル分子のキラル結晶化における擬似結晶を用いるエナ
ンチオ制御（愛媛大工・理学電機）○宮内正史・小島秀子・城 始勇

1 H 1 32 擬似種結晶によるアキラル結晶からキラル結晶への変換（愛
媛大工・理学電機）○小島秀子・宮内正史・城 始勇

1 H 1 33 ベンゾフラノキノール系蛍光性ホスト（1）：脂環式アミン分
子包接に伴う結晶構造変化と固体蛍光性の増大（高知大理）吉田勝平○
谷川祥子・大山陽介・渡辺 茂

1 H 1 34 ベンゾフラノキノール系蛍光性ホスト（2）：2つの異性体ホス
ト間における包接能と蛍光性の相違（高知大理）吉田勝平○大山陽介・
谷川祥子・渡辺 茂

1 H 1 35 シクロヘキサノン由来アルドール化合物の結晶構造における
キラリティーの効果（名大院理・名大物質科学）北村雅人○中野啓二・
野依良治

座長 中西 八郎（15 : 00～16 : 00）
1 H 1 37 アミノアルコールによる 2―アリールアルカン酸のキラル識別
機構（東大院工）○勝俣義之・金原 数・西郷和彦

1 H 1 38 有機非線形光学材料 DASTの形状制御結晶成長（東北大反応
研）吉田宗生○小松京嗣・小野寺信治・戒能俊邦

1 H 1 39 アリールヒドラゾンの結晶成長速度（阪大院工）○鍛治敦士・
仲村仁浩・城田靖彦

1 H 1 40 依頼講演 有機イオン結晶の成長とテラヘルツへの応用（東
北大電通研・理研）伊藤弘昌

座長 植草 秀裕（16 : 00～16 : 50）
1 H 1 43 特異な導電挙動を示す BEDT―TTF水和塩の構造（東大院総
合）○寺尾浩志・小野 豪・熊倉亜希子・菅原 正・根津清志・菅原
洋子

1 H 1 44 スピロナフトオキサジン微結晶のパルスレーザー誘起フォト
クロミック反応（4）：過渡吸収の励起光強度依存性（阪大院工）○鈴木
基嗣・朝日 剛・増原 宏
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1 H 1 45 1,2―Bis（2,5―dimethyl―3―thienyl）perfluorocyclopentene単結晶フ
ォトクロミズムの X線構造解析（九大院工）○山田太郎・小畠誠也・
入江正浩

1 H 1 46 サリチリデンベンジルアミン誘導体の多形とクロミズム（東
大院総合）○吉田史織・原田 潤・小川桂一郎

1 H 1 47 ビ（アントラセン―9,10―ジメチレン）と 7,7,8,8―テトラシアノキ
ノジメタン間の電荷移動錯体結晶のサーモクロミズム（名大院人情）○
隠岐裕一・田中政志

3月 29日午前

座長 佐田 和己（09 : 30～10 : 00）
2 H 1 04 オルト位にかさ高い置換基を有する N―アリール鎖状イミド
の結晶構造と液相及び固相光反応（千葉大工）坂本昌巳○荒井 渉・三
野 孝・藤田 力

2 H 1 05 新規 γ カルバモイルプロピルコバロキシム錯体の合成と固相
反応（新潟薬科大）○新井祥生・武内征司・大胡恵明

2 H 1 06 δ 置換ブチルコバロキシム錯体の固相光異性化反応（新潟薬
科大）○布施貴史・織作恵子・新井祥生・武内征司・大胡恵明

座長 坂本 昌己（10 : 00～10 : 50）
2 H 1 07 マイクロウエーブ照射下のワンポット固相ジアゾカップリン
グ反応（南開大化学・京大名誉）金 津・文 忠・龍 江・王 永梅・
孟 継本・松浦輝男

2 H 1 08 ムコン酸誘導体結晶の EZ―光異性化反応（阪市大工；阪大院
理；阪大院工）○松本章一・小谷 徹・坪内孝史・田代孝二・佐田和
己・宮田幹二

2 H 1 09 コール酸誘導体を用いた包接重合における成長ラジカルの挙
動（阪大院工）○田中智之・近田雅明・佐田和己・宮田幹二・梶原
篤・蒲池幹治

2 H 1 10 固相におけるカルボカチオンの発生と反応（東大院総合）○関
谷 亮・今久保達郎・小林啓二

2 H 1 11 無溶媒 Cannizarro反応（岡山理大理）○吉澤一裕・豊田真司・
戸田芙三夫

3月 29日午後

座長 田中 耕一（13 : 30～14 : 00）
2 H 1 28 長鎖アルキルチミン誘導体の結晶構造と光二量化反応におよ
ぼすアルキル鎖の効果（阪大院工）○安井伸吉・望月衛子・甲斐 泰・
藤内謙光・稲木良昭・宮田幹二

2 H 1 29 顕微散乱分光法によるジアセチレン微結晶の光重合反応の
insitu 測定（阪大院工・東北大反応研）○朝日 剛・伊藤民武・増原
宏・笠井 均・増原陽人・及川英俊・中西八郎

2 H 1 30 ソルビン酸アルキルアンモニウムの結晶構造と重合性（阪大
院工；阪市大工）○井上勝成・佐田和己・宮田幹二・小谷 徹・松本
章一

座長 小川 桂一郎（14 : 00～15 : 00）
2 H 1 31 依頼講演 ムコン酸およびソルビン酸誘導体の結晶構造と光
反応（阪市大工）松本章一

（単結晶から単結晶への反応）
2 H 1 34 依頼講演 単結晶から単結晶への反応とは何か（東工大院理
工）大橋裕二

座長 安井 正憲（15 : 10～16 : 00）
2 H 1 38 包接結晶中での単結晶―単結晶不斉光反応（愛媛大工・阪大院
工・阪市大院理・岡山理大理）○田中耕一・望月衛子・甲斐 泰・広
津 建・戸田芙三夫

2 H 1 39 結晶相反応を利用した α ―オキソアミド類の光環化反応の機
構の解明（東工大）○小林美央・関根あき子・植草秀裕・大橋裕二

2 H 1 40 単結晶―単結晶反応を起こす 2―ベンジル―5―ベンジリデンシク
ロペンタノン結晶中の分子間相互作用（物質研）○本田一匡・都築誠
二・三上益弘・中西房枝

2 H 1 41 2,4,6―トリイソプロピル―4’―カルボキシベンゾフェノンと L―
プロリノールの塩の単結晶―単結晶不斉光反応（愛媛大工・大阪市大
理）○小島秀子・広津 建・松浦輝男

2 H 1 42 フルオロヘキサアリールビイミダゾール類の結晶相光化学―
不安定中間体の X線による直接観察（東工大院理）○河野正規・佐野
智勝・阿部二朗・大橋裕二

座長 本田 一匡（16 : 00～17 : 00）
2 H 1 43 サイクラム Co（III）ニトロ錯体結晶中のニトリトへの光異性
化反応（慶応大理工）○山田直樹・槌本昌信・大場 茂

2 H 1 44 アルキルコバロキシム錯体の固相光反応（新潟薬科大）○大胡
恵明・平賀義人・新井祥生・武内征司

2 H 1 45 アリルオキシエチルコバロキシム錯体の Crystal―to―Crystal光
反応（新潟薬科大）○清水寛生・織作恵子・新井祥生・武内征司・大胡
恵明

2 H 1 46 中性子回折による重水素置換ジエトキシカルボニルエチルコ
バロキシム錯体の結晶相光反応機構の解明（東工大）○伊村宏之・大原
高志・植草秀裕・大橋裕二・田中伊知朗・新村信雄

2 H 1 47 結晶溶媒の離脱に伴うコバロキシム錯体の結晶構造変化と結
晶相光ラセミ化反応（東工大院理工）○高林弘実・植草秀裕・大橋裕二

2 H 1 48 1ーシアノエチルコバロキシム錯体における結晶相光ラセミ
化反応の波長依存性の研究（東工大）○高山晃史・植草秀裕・大橋裕二

触媒

（酸・塩基）

3月 30日午前

座長 近江 靖則（09 : 10～10 : 00）
3 H 1 02 ホスホン酸ビス（スルホフェニル）―ホルムアルデヒド系陽イ
オン交換樹脂を用いたジカルボン酸のエステル化（中部大）盛 秀彦○
片岡良介・木戸篤志

3 H 1 03 3―Buten―2―oneの methanolysisに対する固体塩基の触媒作用
（北大・エネ先端研）○加藤智一・椛島 一・服部 英

3 H 1 04 固体触媒を用いる 2―ピロリドンとアセチレンからの 1―ビニ
ル―2―ピロリドンの合成（東工大院理工）○鈴木辰満・岡本昌樹・鈴木
榮一

3 H 1 05 The Nature of Active Sites in the Tungsten Based Heteropolyacid
by theoretical studies.（東北大院工）Saad Tarek・山田有場・Zhanpeisov
Nurbosyn・高見誠一・久保百司・今村 詮・宮本 明・Gabr Rabei・
El－Samahy Ahmed

3 H 1 06 ケギン型及びドーソン型ヘテロポリ酸触媒のMTBE合成反応
中の擬液相挙動の解明（東大院工）○小野いずみ・水野哲孝

座長 鈴木 榮一（10 : 00～11 : 00）
3 H 1 07 固体ヘテロポリ化合物によるオリゴ糖の加水分解（北大院地
球環境）○高田勝美・奥原敏夫

3 H 1 08 固体酸による固体間ベックマン転位反応（北大院地球環境）○
小田原大介・奥原敏夫

3 H 1 09 固体酸触媒を用いた n―ブチルアミンの分解反応（北大・エネ
先端研）○中島 亮・椛島 一・佐藤正昭・服部 英

3 H 1 10 固体酸触媒を用いた超臨界条件下での n―ペンタンの異性化反
応（上智大理工・有機工業化学第一研）○佐藤 忍・瀬川幸一

（ゼオライト・ミクロポーラス）
3 H 1 11 ビフェニルのイソプロピル化における H―Mordeniteの粒子径
の効果（岐阜大工）○多和田尚吾・窪田好浩・杉 義弘

3 H 1 12 赤外分光法を用いたゼオライト上での n―ブテンの異性化の活
性点の検討（東工大・資源研）○依田英介・野村淳子・若林文高・堂免
一成

座長 小松 隆之（11 : 00～12 : 00）
3 H 1 13 Y型ゼオライト上の酸点の量論的発現（鳥取大工）○景山泰
吉・片田直伸・丹羽 幹

3 H 1 14 NaYゼオライトへのクロロジフルオロメタン（HCFC 22）の吸
着―NMR測定による吸着構造の検討―（埼玉大理・教育）○吉川光宏・
石渡光正・吉田俊久

3 H 1 15 シリカライト結晶上へのシリカの化学蒸着とパラフィンの形
状選択的吸着（鳥取大工）○BEGUM Hosne Ara・中尾卓志・片田直
伸・丹羽 幹

3 H 1 16 Ag＋交換ゼオライトによる水素およびメタンの不均等解離（東
工大院理工）○東條洋介・澤田英範・馬場俊秀・小野嘉夫

3 H 1 17 Ag／H―ZSM―5ゼオライトによるエチレン存在下でのメタンの
転化反応（東工大院理工）○澤田英範・東條洋介・馬場俊秀・小野嘉夫

3 H 1 18 メタンの脱水素芳香族化反応（29）Re／HZSM―5触媒の活性構
造と複合触媒作用（北大触セ）○磯尾公太郎・王 林勝・福岡 淳・大
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H2 会場
12号館1221番教室

西隆一郎・市川 勝

3月 30日午後

座長 片田 直伸（13 : 00～14 : 00）
3 H 1 25 ゼオライト細孔内固定化Moダイマーオキシカーバイド種の
新規触媒特性（東大院理）○中川薫生・紫藤貴文・岩澤康裕

3 H 1 26 銅を担持したシリカ架橋チタン酸塩触媒による CO酸化（広
島大）○許 章林・犬丸 啓・山中昭司

3 H 1 27 ヘテロポリ酸アルカリ酸性塩のマイクロ孔制御（北大院地球
環境）○吉宗美紀・奥原敏夫

3 H 1 28 1―ブタノール存在下でのモルデナイト結晶の合成（北陸先端
大）○若林伸悟・窪田要一・近江靖則・魚住俊也・佐野庸治

3 H 1 29 有機骨格を有するゼオライトの合成（1）（東大院工・横国大
工）○山本勝俊・高橋要子・辰巳 敬

3 H 1 30 有機骨格を有するゼオライトの合成（2）（横国大工・東大院
工）○高橋要子・山本勝俊・辰巳 敬

座長 馬場 俊秀（14 : 00～14 : 50）
3 H 1 31 MWW型チタノシリケートの液相酸化触媒としての特性（横
国大工・東工大理工）○呉 鵬・辰巳 敬・小松隆之・八嶋建明

3 H 1 32 合成後処理による Ti―Betaゼオライトの修飾（横国大工）○後
安康秀・呉 鵬・辰巳 敬

（メソポーラス）
3 H 1 33 メソポーラス TiO2の合成方法の検討（横浜国大工・環境研
セ）○杉原多恵・吉武英昭・辰巳 敬

3 H 1 34 有機基含有 Ti―MCM―41マテリアルの合成と各種の基質によ
る酸化反応の検討（東大工・横国大工）○五十嵐直子・熱孜万阿合瑪
提・木谷 聡・辰巳 敬

3 H 1 35 MCM―41・ナフィオン複合体の合成と固体酸触媒としての応
用（大工研）○藤原正浩・蔵岡孝治・矢澤哲夫・相馬芳枝

座長 奥村 和（15 : 00～16 : 00）
3 H 1 37 メソポーラスリン酸ジルコニウムの合成と評価（上智大理工）
○小澤貴子・瀬川幸一

3 H 1 38 有機物質の添加による SBA―1メソポアサイズの拡張（横浜国
大工）○CHE Shunai・辰巳 敬

3 H 1 39 メソポーラスシリカによる固定化酵素の安定性や有機溶媒中
の活性に対するメソ孔のサイズ及び表面特性の影響（豊田中研）○李
波・笹木俊哉・高橋治雄

3 H 1 40 Cuイオン交換メソポーラスアルミノシリケートの CO吸着特
性（長崎大工）○馬渡芳夫・森口 勇・寺岡靖剛・鹿川修一

3 H 1 41 メソポーラスシリカのモデリングおよびその特性（北陸先端
大）○近江靖則・東 和彦・魚住俊也・佐野庸治

3 H 1 42 AlMCM―41によるメタロセン化合物の活性化（北陸先端大）○
新見恒人・萩本 準・近江靖則・魚住俊也・佐野庸治

座長 辰己 敬（16 : 00～17 : 00）
3 H 1 43 ことなる調製法により Gaを導入したMCM―41の Friedel―

Craftsアルキル化活性（鳥取大工）西垣亨一○奥村 和・丹羽 幹
3 H 1 44 Cr含有メソポーラスモレキュラーシーブの局所構造と光触媒
活性（阪府大工）○吉澤克浩・有行正男・東本慎也・山下弘巳・安保正
一

3 H 1 45 Mo／Al―FSM―16炭化処理触媒の表面特性と CH 4の改質反応
（東農工大院 BASE）○西林俊裕・尾見信三・永井正敏

3 H 1 46 FSM―16細孔内白金―ロジウムナノ細線の調製とアルカンの水
素化分解反応（北大触セ・豊田中研）○坂本 謙・福岡 淳・稲垣伸
二・福嶋喜章・市川 勝

3 H 1 47 メソポーラスシリカ薄膜の電気化学的形成と吸着鉄ビピリジ
ン錯体の CV応答（山口大工）○中山雅晴・長妻慎吾・椎木 弘・小倉
興太郎

3 H 1 48 メソポーラスメタロシリケートによるメチレンブルー水溶液
の脱色（長崎大工）○本田雅邦・森口 勇・朝長成之・安武昭典・泉
順・寺岡靖剛

3月 31日午前

（環境）
座長 稲津 晃司（09 : 30～10 : 00）

4 H 1 04 微量農薬のメゾ多孔体による吸着除去（北大触セ）○宮本佳
幸・渡辺義公・岩本正和

4 H 1 05 廃プラスチック分解油に含まれる有機塩素化合物の気相接触
脱塩素化（岡山大工）Nakka Lingaiah・Uddin Md. Azhar・武藤明徳・阪
田祐作

4 H 1 06 Microwave―assisted Hydrogenation of Chlorinated Phenols for
Detoxification（阪大院工）○殷 恒波・和田雄二・北村隆之・柳田祥三

座長 奥原 敏夫（10 : 00～10 : 40）
4 H 1 07 依頼講演 廃プラのリサイクルによる物質循環（静岡大工）上
野晃史

4 H 1 10 金属酸化物を担持したMgOによるフロン 12の分解―ハロゲ
ン吸収除去（東工大総理工）○玉井 司・稲津晃司・秋鹿研一

座長 秋鹿 研一（10 : 40～11 : 40）
4 H 1 11 硫酸塩触媒による HFC―134 a分解（大分大工）○山本理絵・森
山潤一・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

4 H 1 12 金属硫酸塩触媒上でのフロン 12の接触分解（大分大工）○森
山潤一・山本理絵・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

4 H 1 13 炭酸ジメチルによる 1,6―ヘキサンジアミンのメトキシカルボ
ニル化反応（東工大院理工）○小林 茜・馬場俊秀・小野嘉夫

4 H 1 14 ジルコニウムメゾ構造体によるヒ酸アニオンの交換除去（北
大触セ）○北川博一・渡辺義公・岩本正和

4 H 1 15 担持金属触媒による水中アンモニアの窒素への選択酸化（北
大院地球環境）○田口純志・奥原敏夫

4 H 1 16 担持金属触媒による水中硝酸イオンの窒素への水素還元除去
（北大院地球環境）○秋田具伸・奥原敏夫

触媒

（光触媒）

3月 29日午前

座長 一國 伸之（09 : 30～10 : 20）
2 H 2 04 Pbイオン交換ゼオライト上における N 2 Oの光触媒分解反応
（阪府大工・安保研）朱 尤晟・松岡雅也・安保正一

2 H 2 05 高粘度溶媒を用いた TiO 2薄膜光触媒調製（3）薄膜調製条件
の検討（資環研）○根岸信彰・竹内浩士

2 H 2 06 金属亜酸化物粒子の光触媒活性（東北大・反応研）○内田
聡・殷シュウ・佐藤次雄

2 H 2 07 イオンビーム法で調製した酸化チタン／活性炭素繊維系光触
媒のキャラクタリゼーションと光触媒液相酸化反応（阪府大工）○原田
賢・谷井晶洋・山下弘巳・安保正一

2 H 2 08 遷移金属イオンを注入した酸化チタン光触媒による可視光照
射下での 2―プロパノールの液相酸化分解反応（阪府大工・安保研）○
三坂純子・原田 賢・谷井晶洋・山下弘巳・安保正一

座長 佐山 和弘（10 : 20～11 : 10）
2 H 2 09 調製法の異なる方法で Ti／FSM―16触媒上での二酸化炭素の
水による光触媒還元固定化反応（阪府大工）○迎居浩昭・池上啓太・山
下弘巳・稲垣伸二・安保正一

2 H 2 10 噴霧法による担持Mo触媒の調製と光反応活性（千葉大工）○
村山美乃・一國伸之・島津省吾・上松敬禧

2 H 2 11 種々の担持バナジウム酸化物触媒上での溶液中アルカン光酸
化反応（京大院工）○寺村謙太郎・田中庸裕・船引卓三・吉田郷弘

2 H 2 12 イオン工学的手法による Ti―Si複合酸化物薄膜の創製とその
光触媒反応特性（阪府大工）○竹内雅人・山下弘巳・岩本信也・平尾
孝・伊藤信久・安保正一

2 H 2 13 イオン工学的手法による Ti―B複合酸化物薄膜の作製とその
上での NOの光触媒分解反応（阪府大工・安保研）○道志 智・竹内雅
人・山下弘巳・岩本信也・平尾 孝・伊藤信久・安保正一

座長 大谷 文章（11 : 10～12 : 00）
2 H 2 14 調製法の異なる各種 Ti含有 Betaゼオライト上での NOの光
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触媒分解反応（阪府大工・安保研）○金澤有岐也・竹内雅人・池上啓
太・山下弘巳・安保正一

2 H 2 15 過酸化水素添加によるナフタレンの光触媒的ジヒドロキシ化
反応の高活性化（阪大有機光工学研セ）○賈 建光・時枝康次郎・横野
照尚・松村道雄

2 H 2 16 V―シリカライト触媒上での NOx光触媒分解反応機構に関す
る理論的研究（物質研・大府大工）○東本慎也・安保正一・北尾 修・
青木孝造・荒川裕則

2 H 2 17 二酸化チタン光触媒を用いた気相中でのトリクロロエタンお
よびエタンの分解反応（山口大理）○荒木健輔・谷村俊史・山崎鈴子

2 H 2 18 二酸化チタン光触媒による銅イオンの還元反応の速度論的研
究（山口大理）○岩井志帆・山崎鈴子

3月 29日午後

座長 山下 弘巳（13 : 00～13 : 50）
2 H 2 25 依頼講演 可視光による水の全分解のための酸化物電子状態
のデザイン（東工大資源研）堂面一成

2 H 2 28 マイクロ秒時間分解赤外分光法による Pt／TiO 2の光誘起過程
の観測（神奈川科学技術アカデミー）○山方 啓・石橋孝章・大西 洋

2 H 2 29 酸化チタンによる水汚染モデル化合物の光触媒分解（北大触
媒セ）○池田 茂・Sahar A. Mohamed・大谷文章

座長 大西 洋（13 : 50～14 : 40）
2 H 2 30 遷移金属を添加した酸化チタンによる懸濁系光触媒反応（北
大触媒セ）○池田 茂・椙山 昇・PAL Bonamali・大谷文章

2 H 2 31 超高活性酸化チタン光触媒の再結合速度の評価（北大触媒
セ・近畿大理工）○大谷文章・池田 茂・古南 博・村上伸也・計良
善也

2 H 2 32 TiO 2微粒子電極を用いた光触媒反応機構の検討（物質研・ジ
ュネーブ大）○佐山和弘・AUGUSTYNSKI Jan・荒川裕則

2 H 2 33 パイロクロール型酸化物を用いた水の光触媒分解反応（物質
研）○荒川裕則・ZOU Zhigang・原浩二郎・佐山和弘

2 H 2 34 エオシン Y―酸化チタン色素増感系光触媒における可視光照
射下での水からの水素生成（東工大資源研・物質研）○阿部 竜・佐山
和弘・堂免一成・荒川裕則

座長 古南 博（14 : 40～15 : 20）
2 H 2 35 ニオブ系層状ペロブスカイト型複合酸化物の可視光照射下で
の光触媒活性（東工大資源研・ニコン・CREST,JST.）○高田 剛・田
中 彰・野村淳子・堂免一成

2 H 2 36 層剥離した層状金属酸化物の光触媒活性（東工大資源研）○住
田剛士・大戸宣和・原 亨和・野村淳子・堂免一成

2 H 2 37 Nb系層状ペロブスカイト型複合酸化物の光触媒活性（東工大
資 源 研・CREST.,JST・ニ コ ン）○木 谷 王 彦・高 田 剛・BHAT
Vasudeva・田中 彰・原 享和・野村淳子・堂免一成

2 H 2 38 遷移金属担持 HTaWO6の合成と光触媒活性（住友大阪セメン
ト・東北大反応研）○前田大作・石塚雅之・殷シュウ・内田聡．・佐
藤次雄

3月 30日午前

座長 工藤 昭彦（09 : 20～10 : 10）
3 H 2 03 ZrO 2上での H 2による CO 2光還元反応―水素の活性化機構
（京大院工）○河野芳海・田中庸裕・船引卓三・吉田郷弘

3 H 2 04 MgO上での水素による CO 2の光還元（京大工）○石川晴香・
河野芳海・田中庸裕・船引卓三・吉田郷弘

3 H 2 05 マグネトロンスパッタ法により調製した Pt／TiO 2薄膜を用い
た水の光触媒分解反応（阪府大工・安保研）吉田祐子・竹内雅人・松岡
雅也

3 H 2 06 w／oエマルション中における Pt／TiO 2を用いた水の光分解
（神奈川大工）○宮尾敏広・鈴木由佳・内藤周弌

3 H 2 07 Nb系層状ペロブスカイト型複合酸化物 CsBa 2 Nb 3 O 10の
光触媒活性（東工大資源研・CREST.,JST.・ニコン）○牧 都・木谷王
彦・高田 剛・田中 彰・BHAT Vasudeva・原 亨和・野村淳子・堂
免一成

座長 宮尾 敏広（10 : 10～11 : 00）
3 H 2 08 新規 Nb系層状ペロブスカイト型化合物の合成とその光触媒
活性（東工大資源研・CREST.,JST.・ニコン）○加瀬謙太郎・高田
剛・田中 彰・BHAT Vasudeva・野村淳子・堂免一成

3 H 2 09 遷移金属置換した層状複合酸化物の光触媒活性（東工大資源

研・CREST,JST・ニ コ ン）一 木 豪・高 田 剛・田 中 彰・Bhat
Vasudeva・野村淳子・堂免一成

3 H 2 10 Lnをドープした NaTaO3光触媒による純水の高効率完全光分
解反応（東理大理）○加藤英樹・工藤昭彦

3 H 2 11 遷移金属イオンのドーピングによる SrTiO3光触媒の可視光応
答化（東理大理）○石井辰也・中川征良・加藤英樹・工藤昭彦

3 H 2 12 Niをドープした ZnS光触媒による可視光照射下での亜硫酸
水溶液からの水素生成反応（東理大理）○工藤昭彦・関沢政彦

座長 西山 覚人（11 : 00～12 : 00）
3 H 2 13 鉄系酸化物の光触媒活性（東工大資源研・CREST,JST・東工
大応セラ研）○荒浪順次・高田 剛・杉澤真理子・石川明夫・石川
聡・垣花眞人・野村淳子・堂免一成

3 H 2 14 複合酸化物を用いたメカノキャタリシスによる水の分解反応
（東工大資原研・CREST,JST.・RITE）○八嶋政明

（酸化）
3 H 2 15 複合酸化物触媒による水の光完全分解反応（大分大工）○三井
千恵美・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

3 H 2 16 各種光触媒上でのプロピレンの接触光酸化反応（京大工）○椙
田由考・伊藤朋和・田中庸裕・船引卓三・吉田郷弘

3 H 2 17 アルミナ担持白金触媒上での炭化水素の燃焼挙動（静岡大工）
○佐藤○洋介・長谷川和正・小角敬昭・東 直人・上野晃史

3 H 2 18 Mo―V―Sb複合酸化物の構造とアルカンの選択酸化反応（山口
東理大・基礎工）○押原建三・陳 寧芳・上田 渉

3月 30日午後

座長 押原 建三（13 : 00～14 : 00）
3 H 2 25 アルコールを用いる層剥離―還元法による V―P―O触媒前駆体
の調製（北大院地球環境）○山本尚毅・日吉範人・奥原敏夫

3 H 2 26 イソブタンの酸化的脱水素反応（9）―酸化の活性点構造の検
討―（大分大工）○吉田 怜・屋舗拡嗣・西口宏泰・石原達己・滝田祐
作

3 H 2 27 鉄イオン含有モンモリロナイト触媒を用いた過酸化水素によ
るシクロヘキサンの活性化（阪大院基礎工）○井手正仁・水垣共雄・海
老谷幸喜・金田清臣

3 H 2 28 鉄二置換ポリオキソメタレートによる低級アルカンの過酸化
水素による酸化（東大院工）○西山義之・水野哲孝

3 H 2 29 ゲルマニウムおよび鉛含有酸化スズによるメタンの酸素酸化
（RITE）○野崎知香・田畑研二・鈴木英二

3 H 2 30 H―，Na―MFIおよびシリカ触媒上でのメタン部分酸化反応と
水素生成反応（信州大工）○小野武彦・工藤博之

座長 水野 哲孝（14 : 00～14 : 50）
3 H 2 31 ルテニウム含有ハイドロタルサイトとマンガン酸化物の複合
化に基づくアルコール類の酸素酸化反応触媒の設計（阪大院基礎工）○
池尻宗一・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

3 H 2 32 分子状酸素を用いたアルコール類の酸化反応におけるハイド
ロタルサイト触媒の高機能化（阪大院基礎工）○松本英明・水垣共雄・
海老谷幸喜・金田清臣

3 H 2 33 Sb―Re複合酸化物触媒によるメタノールからメチラールへの
選択酸化反応（東大院理）○袁 友珠・紫藤貴文・岩澤康裕

3 H 2 34 アルカリ金属添加 Co―NaY触媒におけるベンジルアルコール
の酸化反応（神戸大院自然科学）○生喜隆之・西山 覚・鶴谷 滋

3 H 2 35 ランタン担持 ZSM―5触媒によるベンジルアルコール酸化に
及ぼす添加アルカリ金属の効果（神戸大院自然科学）○古川雅也・西山
覚・鶴谷 滋

座長 東 直人（15 : 00～16 : 00）
3 H 2 37 Au／SiO2による水素と酸素からの過酸化水素の直接合成（大分
大工）○大浦由雅・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

3 H 2 38 分子状酸素を酸化剤とするアルコールの選択的酸化反応にお
けるスピネル超微粒子の触媒開発（阪大院基礎工）○海老谷幸喜・池尻
宗一・水垣共雄・金田清臣

3 H 2 39 Ti―MCM―41上でのスルフィドの不斉酸化における水の効果
（北大触セ）○広角次朗・喜多 望・田中康裕・岩本正和

3 H 2 40 Ti―MCM―41を触媒とするスルホキシドの不斉識別酸化（北大
触セ）○喜多 望・広角次朗・田中康裕・岩本正和

3 H 2 41 無担持金微粉末上への CO,O 2の吸着と CO酸化反応機構（京
工繊大工・大工研）○飯塚泰雄・谷津健一郎・竹内俊昭・伊達正和・
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春田正毅
3 H 2 42 新規パラジウムクラスター触媒による酸素分子を酸化剤とす
るアルキルベンゼン類の選択的アセトキシル化反応（阪大院基礎工）○
崔 光敏・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

座長 西口 宏泰（16 : 00～16 : 50）
3 H 2 43 MoO 3系触媒によるトルエンからベンズアルデヒドの直接合
成（静岡大工）○柴山○和範・東 直人・上野晃史

3 H 2 44 CuH―ZSM―5によるベンゼンの気相接触酸化反応（神戸大院自
然科学）○浜田 玲・西山 覚・鶴谷 滋

3 H 2 45 担持 Cu触媒上でのベンゼンの液相酸化反応（神戸大院自然科
学）○神崎弘志・西山 覚・鶴谷 滋

3 H 2 46 ゼオライト固定化塩化銅触媒の調製と酸素分子によるエナミ
ンの酸化的開裂反応（阪大院基礎工）○永嶋浩二・水垣共雄・海老谷幸
喜・金田清臣

3 H 2 47 白金コロイド担持活性炭素繊維によるハロゲン化有機化合物
の酸化反応（沼津高専）○高橋有志・竹口昌之・蓮実文彦・大倉一郎

3月 31日午前

（NOx，N2O）
座長 浜田 秀昭（09 : 20～10 : 20）

4 H 2 03 Fe／zeolite触媒を用いた C3H6による N2O選択還元反応（筑波
大物質工・資環研）○武田享弘・湯崎浩一・伊藤伸一・亀岡 聡・宮
寺達雄・国森公夫

4 H 2 04 N2O分解反応における同位体酸素を用いた Rh触媒表面での
吸着酸素種の検討（筑波大物質工）○田中伸一・湯崎浩一・亀岡 聡・
伊藤伸一・国森公夫

4 H 2 05 固相反応で調製した Fe酸化物含有 ZSM―5触媒の NOx除去
活性（阪府大工）○西本一彦・東本慎也・松岡雅也・山下弘巳・小野武
彦・安保正一

4 H 2 06 COを還元剤とする NOの選択的接触還元（北大触セ）○半澤
明範・古市智明・岩本正和

4 H 2 07 懸濁噴霧法による酸化 Co触媒上での NO―CO反応（千葉大
工）○岩間憲太郎・一國伸之・島津省吾・上松敬禧

4 H 2 08 酸素存在下での NO＋CO反応（2）（京大院工）○鈴木崇介・熊
涼慈・田中庸裕・船引卓三・吉田郷弘

座長 岡崎 文保（10 : 20～11 : 10）
4 H 2 09 LaGaO3系酸化物における NO直接分解反応（大分大工）佐田
賢司・木村秀治・西口宏泰・石原達己・滝田祐作

4 H 2 10 金属酸化物触媒上での一酸化窒素の炭素による還元反応（東
邦大・物質研）鈴木紗代・森山広思・村田和久・早川 孝・鈴木邦
夫・浜川 聡

4 H 2 11 Cd―MFI上での NO2還元機構の検討（北大触媒セ）○川辺
研・岩本正和

4 H 2 12 ゼオライト触媒上における NOx選択還元反応中の HCN加水
分解挙動（資環研）○難波哲哉・小渕 存・内澤潤子・櫛山 暁

4 H 2 13 NO選択還元反応に対するアルミナ担持スズ触媒の性能（物質
研）○浜田秀昭・大図進一・金田一嘉昭・羽田政明

座長 小倉 賢（11 : 10～12 : 00）
4 H 2 14 銀／アルミナ触媒上での炭化水素選択還元脱硝反応における
水素添加による低温活性の向上（東京ガス基礎研）○里川重夫

4 H 2 15 炭化水素を用いた NO選択接触還元―白金アルミナ触媒の調
製法の影響―（北見工大）○岡崎文保・Blasius Hangkoso・安藤敏之・多
田旭男

4 H 2 16 炭化水素を用いた NO選択接触還元―アルミナ上の炭素種の
反応性―（北見工大）○多田旭男・藤井竜太・高橋大志・岡崎文保

4 H 2 17 金属イオン交換ゼオライトによる NOxとディーゼルパティ
キュレートの同時除去（長崎大工）○金田和徳・古川博志・寺岡靖剛・
鹿川修一

4 H 2 18 酸化物触媒上におけるディーゼル排ガス粒子状物質の NO 2
による酸化（資環研）○劉 社田・小渕 存・内澤潤子・難波哲哉・櫛
山 暁

触媒

3月 29日午前

（表面・吸着）
座長 紫藤 貴文（09 : 30～10 : 10）

2 H 3 04 Density functional study of metal catalysts for Fischer―Tropsch
synthesis（東北大院工）○BELOSLUDOV Rodion・坂原 悟・谷島健
二・高見誠一・久保百司・宮本 明

2 H 3 05 The Study of Oxygen Adsorption on Noble Metals by Computa-
tional Simulation（東北大院工）○万 小紅・吉沢健太郎・大橋伸基・遠
藤 明・高見誠一・久保百司・宮本 明・今村 詮

2 H 3 06 貴金属クラスター上への水素・CO吸着状態の量子化学的検
討（東北大院工・広島国際学院大工）○吉澤健太郎・万 小紅・大橋伸
基・遠藤 明・高見誠一・久保百司・宮本 明・今村 詮

2 H 3 07 量子化学計算による V 2 O 5系触媒の吸着分子の構造と電子
状態の検討（東北大院工・広島国際学院大工）○草谷友規・稲葉祐策・
小野津崇之・鈴木 研・高見誠一・久保百司・宮本 明・今村 詮

座長 高見 誠一（10 : 10～11 : 00）
2 H 3 08 Pt L―edge XANESを用いた白金上の堆積炭素量の測定（東大
院理）○金崎真吾・紫藤貴文・朝倉清高・岩澤康裕

2 H 3 09 Co／Al2O3固定化触媒の Co局所構造と CO酸化反応活性との
相関（東大院理）高村公啓○紫藤貴文・岩澤康裕

2 H 3 10 赤外線化学発光法による Pd単結晶上での CO酸化反応―生成
CO2の角度分解測定―（筑波大物質工・神奈川科学技術アカデミー）○
水谷宣明・上塚 洋・亀岡 聡・伊藤伸一・大西 洋・国森公夫

2 H 3 11 Au／Al 2 O 3触媒上 150 Kでの COの吸着と酸化反応の赤外
分光法による研究（東工大・資源研）○賈 継飛・野村淳子・堂免一
成・田丸謙二

2 H 3 12 定常反応下で測定可能な TAP装置による Au／Ti（OH）4＊触媒
上の CO酸化反応の研究（東大院理）國武真紀・紫藤貴文・朝倉清高・
岩澤康裕

座長 野村 淳子（11 : 00～11 : 50）
2 H 3 13 低濃度 NO吸着による硫化 Co―Mo／Al2O3触媒上の Coサイト
の検討（東北大院工）○伊藤秀幸・熊田 司・麻柄洋美・山崎正人・小
泉直人・山田宗慶

2 H 3 14 ZSM―5ゼオライト，Al―MCM―41，および SiO2試料上に担持
された銀イオンの特性（岡山大理）○大西秀男・黒田泰重・森 俊謙・
吉川雄三・熊代良太郎・長尾眞彦

2 H 3 15 異なる Cu2＋溶液を用いて調製した CuZSM―5中の銅イオン種
の状態（岡山大理）○熊代良太郎・板谷篤司・藤本朋美・黒田泰重・長
尾眞彦

2 H 3 16 三フッ化ホウ素とシリカとの反応により生成する化学種間の
可逆変換（オタワ大）○吉留俊史・MORROW A. Barry・党 中遠

2 H 3 17 メチルシラン合成反応におけるアルミニウムの促進作用（信
越化学群馬事業所）○荒又幹夫・藤岡一俊・篠原紀夫

3月 29日午後

（有機合成・錯体）
座長 島津 省吾（13 : 00～13 : 50）

2 H 3 25 イッテルビウムビスパーフルオロブチルスルホニルアミド錯
体を触媒とするエポキシドの開環反応（岐阜大工・野口研）○家田
昇・窪田好浩・錦戸條二・中嶋 斉・杉 義弘

2 H 3 26 Ru／モルデナイト触媒を用いたメタノールによるメラミンの
形状選択的メチル化反応（2）（東大生研）○稲毛健一・山川 哲・篠田
純雄

2 H 3 27 金属カチオン交換モンモリロナイトを固体酸とする Fluorene-
bisphenoxy化合物のクリーンな合成（阪大院基礎工）○川端智則・永嶋
浩二・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 H 3 28 アルデヒド類のアルドール縮合反応における不均一系塩基触
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媒の開発（阪大院基礎工）○松田和也・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清
臣

2 H 3 29 ジルコニア触媒の特性を生かしたメタノールによるピラゾロ
ンの高選択的 1―位メチル化反応（東大生研）○島 暁・山川 哲・篠
田純雄

座長 山川 哲（13 : 50～14 : 40）
2 H 3 30 ハイドロタルサイト層間に固定化したマンガンポルフィリン
錯体のエポキシ化触媒作用（阪大院基礎工）○本間孝之・水垣共雄・海
老谷幸喜・金田清臣

2 H 3 31 銅（II）錯体―過酸化水素によるアルカン類の酸素化反応系の開
発（阪大院基礎工）○杉本篤史・山口和也・水垣共雄・海老谷幸喜・金
田清臣

2 H 3 32 ニトロベンゼンの還元反応におけるロジウムクラスター内包
デンドリマーの触媒作用（阪大院基礎工）○小角和広・水垣共雄・海老
谷幸喜・金田清臣

2 H 3 33 構造制御された層間固定化 Rh―BPPFA錯体によるケトンの立
体選択的水素化反応（千葉大工）島津省吾○川喜田真千子・一國伸之・
上松敬禧

2 H 3 34 ナノカプセル化デンドリマーをテンプレートとするパラジウ
ム超微粒子の調製とオレフィンの水素化反応（阪大院基礎工）○大江匡
彦・小角和広・水垣共雄・海老谷幸喜・金田清臣

座長 窪田 好浩（14 : 40～15 : 20）
2 H 3 35 新規ホスフィン化デンドリマー固定化パラジウム（0）錯体触
媒によるアリル置換反応（阪大院基礎工）○村田誠・小角和広・水垣共
雄・海老谷幸喜・金田清臣

2 H 3 36 新規ホスフィン化デンドリマー固定化パラジウム（0）錯体に
よるハロゲン化ベンゼンとオレフィンの Heck反応（阪大院基礎工）○
水垣共雄・小角和広・海老谷幸喜・金田清臣

2 H 3 37 ［Ru（NH3）5N2］2＋を前駆体とする Ru―Sn／Y型ゼオライト触媒の
調製とメタノールのみからの酢酸合成への応用（東大生研）○大西武
士・原美永子・山川 哲・篠田純雄

2 H 3 38 Rh／SiO2系触媒を用いるメタノールのみからの酢酸（酢酸メチ
ル）生成（東大生研）○吉田正樹・山川 哲・篠田純雄

3月 30日午前

（構造・物性）
座長 朝倉 清高（09 : 00～10 : 00）

3 H 3 01 Pd上のエタノール分解反応の反応選択性に及ぼす共振効果の
分極場依存性（長岡技科大工）○湯川泰之・斉藤信雄・西山 洋・佐藤
一則・井上泰宣

3 H 3 02 酸化物薄膜の触媒活性に及ぼす z―LiNbO3の厚み方向の振動
モードの共振効果（長岡技科大工）○斉藤信雄・坂本 学・西山 洋・
佐藤一則・井上泰宣

3 H 3 03 パルス化共振による Pd薄膜触媒の高活性化（長岡技科大工）
○西山 洋・泉 勝美・斉藤信雄・佐藤一則・井上泰宣

3 H 3 04 光照射によるシリカ担持Mo酸化物触媒の調製と表面構造
（千葉大工）○清水良明・一國伸之・島津省吾・上松敬禧

3 H 3 05 アルミナ担持希土類酸化物触媒の構造解析（京大院工）○山本
孝・松山貴洋・田中庸裕・船引卓三・吉田郷弘

3 H 3 06 Li添加 La―Mg複合酸化物触媒の XANESによる OCM活性種
構造解析（京工繊大工芸・京大院工）山田博之○有谷博文・今村成一
郎・山本 孝・田中庸裕

座長 田中 庸裕（10 : 00～11 : 00）
3 H 3 07 シリカ担持 NbC触媒の表面状態とプロピルアミン分解反応
活性（千葉大工）○藤原 隆・一國伸之・島津省吾・上松敬禧

3 H 3 08 XAFSによる高分子保護銅／パラジウム二元金属クラスターの
構造解析（北大 CRC・東大工・山口東理大）○朝倉清高・Cuirong
Bian・鹿 靂・戸嶋直樹

3 H 3 09 時間分解 XAFSによる H2還元中の Cu―ZSM―5の局所構造変
化に関する研究（東大院理・KEK－PF）○山口有朋・稲田康宏・紫藤
貴文・朝倉清高・野村昌治・岩澤康裕

3 H 3 10 蛍光分光サイト選択 XAFSの開発と応用（1）発光スペクトル
と化学シフト（東工大総理工）○永森弘康・泉 康雄

3 H 3 11 蛍光分光サイト選択 XAFSの開発と応用（2）Cu／ZnOと Cr／
SiO2触媒活性サイトへの適用（東工大総理工）永森弘康○泉 康雄

3 H 3 12 12タングストリン酸 6水塩の平面型 H5O2
＋の in situ赤外分光

法及び量子化学計算による検討（東大院工）○橋元正機・小谷野岳・水

野哲孝

座長 上松 敬禧（11 : 00～12 : 00）
3 H 3 13 高速 3次元周期境界条件量子分子動力学プログラムによるメ
タノール合成触媒に関する計算化学的検討（東北大院工・広島国際学
院大工）○坂原 悟・小林泰則・山田有場・高見誠一・久保百司・宮
本 明・今村 詮

（調製方法）
3 H 3 14 超音波化学反応を利用した貴金属担持触媒の調製（長崎大工）
○由衛明彦・興津健二・田邉秀二・松本泰重

3 H 3 15 新規固定化アンチモン触媒の調製とキャラクタリゼーション
および触媒特性（東大院理）○松沢興明・紫藤貴文・岩澤康裕

3 H 3 16 分子刷り込み法を用いた触媒表面設計（東大院理）○鈴木あか
ね・大森啓二郎・紫藤貴文・岩澤康裕

3 H 3 17 シリカアルミナ担持モリブデン触媒によるプロぺンのメタセ
シスとその活性種（京工繊大工芸・東学芸大・京大院工）○福田 収・
有谷博文・宮路淳幸・長谷川貞夫・山本 孝・田中庸裕・今村成一郎

3 H 3 18 モリブデン窒化物に対するコバルトの添加効果（東農工大・
院 BASE）○羽田謙一郎・永井正敏・尾見信三

3月 30日午後

座長 永井 正敏（13 : 00～13 : 30）
3 H 3 25 新規 13族元素含有シルセスキオキサンの合成と触媒材料の
調製（京大院工）和田健司○山田弘一・近藤輝幸・光藤武明

3 H 3 26 オレフィン部位を有する新規チタン含有シルセスキオキサン
の合成（京大院工）○和田健司・山田弘一・分藤雅紀・近藤輝幸・光藤
武明

3 H 3 27 噴霧反応法による Au／TiO2触媒の調製と CO酸化活性（千葉
大・電子光情報基盤技術研究セ）○范 琳・一國伸之・島津省吾・上
松敬禧

（改質・水素製造）
座長 国森 公夫（13 : 30～14 : 00）

3 H 3 28 依頼講演 メタノール燃料電池の電極触媒開発（信州大繊維）
高須芳雄

座長 石原 達己（14 : 00～14 : 50）
3 H 3 31 Ce0.8Zr0.2O2に担持した Pd系触媒によるメタノールの低温分解
反応（産業創造研・物質研）○劉 彦勇・鈴木邦夫・浜川 聡・早川
孝・村田和久・石井智子・熊谷幹郎

3 H 3 32 カーボン担持貴金属触媒によるメタノールのスチームリフォ
ーミング反応（筑波大・物質工）○近藤聡司・伊藤伸一・亀岡 聡・国
森公夫

3 H 3 33 プロパンの水蒸気改質における触媒の担体効果（大工研・地
球環境産業技術研究機構）○安藤尚功・松村安行・小林哲彦

3 H 3 34 触媒担体（CaO）の固相反応を利用するメタンの水蒸気改質
（神戸大理）○近沢憲弘・吉田憲鐵

3 H 3 35 酸化インジウムのレドックスを応用したメタンの完全分解と
水素の回収（東工大院理工）○三津愛子・竹中 壮・山中一郎・大塚
潔

座長 竹中 荘（15 : 00～16 : 00）
3 H 3 37 メタンの脱水素芳香族化反応（28）各種ゼオライトに担持され
たMoおよび Re触媒の鋳型作用（北大触媒セ）徐 龍�○大西隆一
郎・市川 勝

3 H 3 38 水素透過能を有する膜型触媒反応器を用いる CH4分解による
水素製造（3）Pd膜の水素透過能の向上による分解活性向上（大分大工）
○石原達己・川原彰広・西口宏泰・滝田祐作

3 H 3 39 Pd―Ag水素透過膜における炭素析出の影響（東京ガス基礎研）
○常木達也・安田 勇・石原達己・滝田祐作

（水素化）
3 H 3 40 Ag―Pd水素透過膜を隔膜としたアンモニア合成（阪大院工）○
伊東正浩・町田憲一・足立吟也

3 H 3 41 担持金属触媒によるアセトフェノンの液相還元反応（神戸大
院自然科学）○大橋直樹・西山 覚・鶴谷 滋

3 H 3 42 有機ケイ素修飾 ZrO 2を触媒とするオレフィンの水素化反応
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（北見工大）小林豊和・幸松紘史・楢木将俊・山田洋文○射水雄三

座長 射水 雄三（16 : 00～16 : 50）
3 H 3 43 Ru―Re触媒によるジカルボン酸の水素化反応（荒川化学）田原
勝彦

3 H 3 44 Pd／FSM―16および Ir／FSM―16によるリノール酸の水素化反
応（新潟大工）○菅野俊樹・高橋玲子・児玉竜也・北山淑江

3 H 3 45 リモネンの形状選択的水素化反応とアルカリの添加効果．（日
大文理）筒井香奈子・佐々木朝照・矢田 智・高木 弦

（CO，CO2等水素化）
3 H 3 46 （Zn）Cu／SiO2触媒上でのフォーメート種の水素化によるメト
キシ種の生成（筑波大物質工・資源環境研）○崔 永樹・中村潤児・藤
谷忠博

3 H 3 47 （Zn）Cu／SiO2触媒上での COの水素化によるメタノール合成
（1）Cu―O―Zn活性点モデル（筑波大物質工・資源環境研）二神圭介・崔
永樹○中村潤児・藤谷忠博

3月 31日午前

座長 山崎 達也（09 : 00～09 : 40）
4 H 3 01 低温液相メタノール合成用ラネーニッケル‐メトキシド複合
触媒系によるギ酸メチル水素化分解反応：アルコキシドと溶媒の効果
（東工大総理工）西窪 誠○清野 健・秋鹿研一

4 H 3 02 担持 Pdおよび Pt触媒上でのエステル水素化分解によるアル
コール合成（北大院工）○岩佐信弘・寺下昌男・西窪 誠・竹澤暢恒

4 H 3 03 遷移金属硫化物を触媒とする一酸化炭素の水素化反応（東北
大院工）○古川拓郎・宮澤彰宏・小泉直人・山田宗慶

4 H 3 04 パラジウムを担持した希土類修飾アルミナ触媒による CO水
素化反応（京工繊大工芸・京都府大人間環境）○山根英之・有谷博文・
金井宏俶・今村成一郎

座長 有谷 博文（09 : 40～10 : 30）
4 H 3 05 Pd金属多結晶上での CO―H 2反応における選択性支配因子
（神奈川大工）○川島泰明・雨宮憲幸・宮尾敏広・内藤周弌

4 H 3 06 RhVO4／SiO2触媒による CO水素化反応（筑波大・物質工）○伊
藤伸一・長島 健・亀岡 聡・国森公夫

4 H 3 07 共沈法により調製した Co系触媒の一酸化炭素水素化反応に
対する Ruの添加効果（東北大院工）○植田公輔・山崎達也・斉藤宏秋

4 H 3 08 フィッシャー・トロプシュ合成における Ru触媒の耐硫黄性
の検討（東北大院工）○村井一仁・小泉直人・山田宗慶

4 H 3 09 Co系触媒を用いた F―T反応における耐硫黄性の検討（東北大
院工）小泉直人○尾崎寿光・高橋陽介・山田宗慶

（脱硫）
座長 山田 宗慶（10 : 30～11 : 00）

4 H 3 10 依頼講演 水素化脱硫触媒研究の現状と新しい展開（東農工
大院）永井正敏

座長 久保田 岳志（11 : 00～12 : 00）
4 H 3 13 アルミナ担持コバルトモリブデン窒化処理触媒によるジベン
ゾチオフェンの水素化脱硫反応（東農工大工）○甲斐茂高・永井正敏・
尾見信三

4 H 3 14 CVD法によるタングステン窒化物触媒の調製と水素化脱硫
活性（東農工大工）○藤岡正洋・永井正敏・尾見信三

4 H 3 15 ［35S］H2Sパルストレーサー法によるアルミナに担持したW系
触媒の硫化状態の解析（東農工大工）○太田大介・銭 衛華・青山恭
雄・佐藤千秋・石原 篤・加部利明

4 H 3 16 アルミナ担持Mo炭化物触媒によるチオフェンの水素化脱硫
活性と表面特性（東農工大院・BASE）○物江隆之・尾見信三・永井正
敏

4 H 3 17 XPSによる水素化脱硫反応におけるモリブデン窒化物触媒の
表面特性の研究（東農工大院 BASE）○小俣孝史・尾見信三・永井正敏

4 H 3 18 アルミナ担持モリブデン窒化物触媒の表面特性と水素化脱硫
反応（東農工大院 BASE）○荒畑 武・永井正敏・尾見信三

物理化学―構造

（赤外・ラマン）

3月 28日午前

座長 古川 行夫（09 : 00～10 : 00）
1 H 4 01 鉄―ヒスチジン伸縮振動の振動エネルギー緩和（分子研）○水
谷泰久・北川禎三

1 H 4 02 5―ジベンゾスベレノンのピコ秒時間分解分光（早大理工・分
子研）○上田敦弘・藤野竜也・田原太平・高橋博彰

1 H 4 03 サリチルアニリドの時間分解赤外分光―同位体置換による光
反応中間体の分子構造解析―（早大理工・早大理工総研・東大理）○岩
倉義晃・岩田耕一・高橋博彰

1 H 4 04 講演中止
1 H 4 05 4―ジメチルアミノベンゾニトリル及び関連構造化合物 6―シア
ノベンゾキヌクリジンのピコ秒赤外吸収と CT励起状態の分子構造
（東大理・マインツ大・マックスプランク研）○岡本裕巳・Detzer
Norbert・Zachariasse Klaas

1 H 4 06 導電性高分子ポリ（パラ―フェニレンビニレン）延伸フィルム
のピコ秒時間分解赤外吸収―温度及びポンプ・プローブ偏光依存性―
（埼玉大理）○中村 理・永田春香・清澤大輔・坂本 章・田隅三生

座長 水谷 泰久（10 : 00～11 : 00）
1 H 4 07 ピコ秒赤外レーザーを用いたゼオライト表面オレフィン吸着
種のダイナミクス（東工大資源研）○田辺衣加・朝海敏昭・恩田 健・
久保田純・和田昭英・堂免一成・廣瀬千秋

1 H 4 08 赤外可視和周波混合発生法による界面キラリティーの研究
（名大院理・名大 VBL）○大内幸雄・浜田直樹・山崎拓郎・Wang R.
Y.・Huang Jung Y・関 一彦

1 H 4 09 電極表面第 2層に吸着したアニオン及び水について
（JRCAT－融合研）○二又政之

1 H 4 10 一般化二次元相関分光法における位相角表現を用いたアルキ
ル TCNQLB膜の温度依存赤外スペクトルの研究（関学大理・松下技研
新素材研）○盛田伸一・二梃木克洋・尾崎幸洋

1 H 4 11 金，銀コロイド上に吸着したテトラゾリウム塩の表面増強ラ
マン散乱（関学大理・上海交通大応物）○渡辺明子・鄭英美・Dou Xi-
aoming・尾崎幸洋

1 H 4 12 all ―trans レチナールの共鳴ハイパーラマン散乱の観測（分子
研・東大院理）○水野 操・浜口宏夫・田原太平

座長 岡本 裕已（11 : 00～12 : 00）
1 H 4 13 依頼講演 超高速分光による分子ダイナミクスの研究（分子
研）田原太平

1 H 4 16 密度汎関数法を用いた基準振動解析における計算精度の系統
的研究（広島大院理）○吉田 弘・江原明人・松浦博厚

1 H 4 17 1,3―ブタジエンの第 2安定回転異性体の構造と振動スペクト
ルの再検討（埼玉大理）○稗田豊彦・坂本 章・田隅三生

1 H 4 18 分子の分極率・超分極率に対する振動の寄与に重要な Inten-
sity―Carrying Modes．導出の方法論と幾つかの応用例（東大院理）○鳥
居 肇

3月 29日午前

座長 奈良 雅之（09 : 00～10 : 00）
2 H 4 01 紫外共鳴ラマン分光法を用いたアポミオグロビンの酸変性過
程の研究（分子研）○春田奈美・安藝理彦・北川禎三

2 H 4 02 チトクロム酸化酵素 Tyr―244のモデル化合物の紫外共鳴ラマ
ンスペクトル（分子研）○安藝理彦・小倉尚志・TAI Huu. Le・成田吉
徳・北川禎三

2 H 4 03 共鳴ラマン分光法による光センサー蛋白質 Photoactive Yellow
Proteinの構造解析（東北大反応研）○海野雅司・山内清語・熊内雅
人・佐々木純・徳永史生

2 H 4 04 4―メチルイミダゾールの N 1―H，N 3―H互変異性体の面内振
動の帰属（東北大院薬）○外山 聡・竹内英夫
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2 H 4 05 病理組織診断を目的とした 1064 nm近赤外励起分散型ラマン
測定装置の製作（東大院理）○紙中庄司・伊藤利明・山崎裕哉・甲田英
一・浜口宏夫

2 H 4 06 赤外分光法による生体 NOの測定（分子研）○奥野大地・岩瀬
正・北川禎三

座長 坂本 章（10 : 00～11 : 00）
2 H 4 07 赤外分光法による血清リポタンパク質の解析―高脂血症血清
への応用（東医歯大教養・東大院理・山形大医）○奈良雅之・岡崎三
代・鍵 裕之・伊藤恒賢・高崎 聡・友池仁暢

2 H 4 08 MEH―PPVを用いたエレクトロルミネッセンス素子の赤外吸
収スペクトル（早大理工）○石間 満・古川行夫

2 H 4 09 位置規則性ポリ（3―オクチルチオフェン）の偏光赤外スペクト
ル（早大理工）○望月友晴・古川行夫

2 H 4 10 顕微赤外分光法による n―アルカンの結晶多形現象に関する研
究（阪大院理）○久保田英樹・金子文俊・田代孝二・川崎雅嗣

2 H 4 11 ルテニウム（III,II）錯体二量体における電子ー振動相互作用と
赤外吸収スペクトルの形状（北大院理・埼玉大理）今村 平・船津顕
之・叶 深○森岡義幸・魚崎浩平・佐々木陽一

2 H 4 12 パルミチン酸亜鉛塩の構造相転移とコンホメーションの乱れ
（富山大理）○石岡 努・亀田真由美・清水亜紀・前田香里・金坂 績

座長 鳥居 肇（11 : 00～12 : 00）
2 H 4 13 赤外スペクトルによる 4―クロロ―2―メチルフェノールの相転
移の研究（富山大理）○金坂 績・藤井芳夫・石岡 努

2 H 4 14 マグネシアセメントの振動スペクトルと構造（富山大理）金坂
績○青山 新

2 H 4 15 2―アルキルフェニルカルベンの分子内水素移動の分光学的研
究（三重大工）○松岡和義・三浦大祐・富岡秀雄

2 H 4 16 フェニル環上に二個のジラジカル中心を持つ活性種の分光学
と理論計算による研究（三重大工）延与知紀・三浦大祐・富岡秀雄

2 H 4 17 ベンジルアルコール類（Ph―ROH）の IRスペクトル（2）（弘前大
理工）○小野潤一・須藤 進

2 H 4 18 超臨界水中の水素分子のラマン分光（東大院工）○藤原英夫・
菅野 望・幸田清一郎

3月 29日午後

座長 江川 徹（13 : 00～14 : 00）
2 H 4 25 ヨウ化メチルクラスターの赤外スペクトル（物質研）○伊藤文
之・中永泰介

2 H 4 26 アニリン・アルケン（エチレン，プロペン，ブテン）クラスタ
ーカチオンの赤外分光（物質研）○中永泰介・Buchhold Konstantin・伊
藤文之

2 H 4 27 連続掃引型フーリエ変換分光器を用いたゼーマン変調法（九
大院理）○今城尚志・田中桂一・田中武彦

（電子回路・マイクロ波）
2 H 4 28 多重反射ミリ波ジェットセルの開発と分子クラスターの分子
間振動遷移の観測（分子研）原田賢介○溝口麻雄・田中桂一

2 H 4 29 OCO―DFクラスターのファンデルワールス変角振動のミリ波
ジェット分光（分子研）ウィタムクリストファー○原田賢介・田中桂一

2 H 4 30 Ar―DCNファンデルワールス変角振動バンドの強度異常（分
子研・九大院理）○田中桂一・溝口麻雄・原田賢介

座長 原田 賢介（14 : 00～15 : 00）
2 H 4 31 2―Nitrosopropene（syn―form）のマイクロ波スペクトル（上智大
理工）○酒泉武志・山崎理恵・宇佐美豪士・河路幸子・久世信彦・大
橋 修

2 H 4 32 重水素化イソプロピルアルコールの回転スペクトル（総合研
究大学院大・神奈川工大）○廣田榮治・川嶋良章

2 H 4 33 クロロジメチルシランの回転スペクトル（神奈川工科大）○川
嶋良章

2 H 4 34 フーリエ変換マイクロ波分光器の製作とスペクトル測定（静
岡大理）○畳谷仁男・尾形照彦

2 H 4 35 気体電子回折によるニコチンアミドの分子構造（北大院理）○
武島嗣英・江川 徹・小中重弘

（電子分光）
2 H 4 36 一次元直鎖状炭素：カルビンモデル化合物の光電子スペクト

ル（千葉大院自然科学・千葉大工・筑波大物質工）○岡田裕子・小林正
和・岩崎賢太郎・日野照純・木島正志・木下郁雄・廣木一亮・白川英
樹

座長 佐々木 岳彦（15 : 00～16 : 00）
2 H 4 37 オクタシラキュバンにおける振電相互作用と分光学に関する
理論的研究（京大院工・基礎化研）○加藤貴・吉澤一成・山邊時雄

（電子状態理論）
2 H 4 38 非経験的分子軌道法による磁化率計算プログラムの開発 3（阪
大院理）○桐林伸治・小林高雄・中野雅由・山口 兆

2 H 4 39 Monte Carlo法及び分子軌道法を用いたジメチルニトロキシ
ドラジカルの超微細結合定数に対する溶媒効果の計算（筑波大化）○八
木 徹・菊池 修

2 H 4 40 依頼講演 量子論と統計理論に立脚した溶液内化学過程の研
究（分子研）佐藤啓文

座長 佐藤 啓文（16 : 00～17 : 00）
2 H 4 43 Lin（OH）n―1（n＝2―5）クラスターの構造異性体とイオン化エネ
ルギー（東北大院理・原研）○田中宏昌・横山啓一・工藤博司

2 H 4 44 シラトリアフルベンの折れ曲がり運動における置換基効果の
理論計算（理研 PDC）○高橋まさえ・坂本健吉・吉良満夫

2 H 4 45 Natural Geminal解析を用いた電子状態の比較（阪大院理）○山
木大輔・長尾秀実・山口 兆

2 H 4 46 静電的に補正された基底状態からの CAE相互作用を含めた
Bayley―Nielsen―Schellmanタイプ分極率理論（電通大）○伊藤博敏

2 H 4 47 デンドリティック分子集合体のエキシトンダイナミクス（阪
大院理）○高畑昌弘・藤田陽師・中野雅由・桐林伸治・山口 兆

2 H 4 48 デンドリティック分子集合体の非線形光学特性の理論的研究
（阪大院理）○中野雅由・高畑昌弘・藤田陽師・桐林伸治・山口 兆

3月 30日午後

（紫外・可視）
座長 生駒 忠昭（13 : 00～14 : 00）

3 H 4 25 単一分子分光による光合成アンテナ複合体の研究（Leiden
Univ.・分子研・Ludwig－Maximilians－Univ. Muenchen）VAN OIJEN
Antoine M.・KETELAARS Martijn○松下道雄・KOEHLER Juergen・
AARTSMA Thijs J.・SCHMIDT Jan

3 H 4 26 遺伝的アルゴリズムを用いたフェムト秒パルスの波形成形
（1）（東工大資源研・法政大工）○和田昭英・溝口隆一・久保田純・恩
田 健・狩野 覚・廣瀬千秋

3 H 4 27 遺伝的アルゴリズムを用いたフェムト秒パルスの波形成形
（2）（東工大資源研・法政大工）○溝口隆一・久保田純・恩田 健・狩
野 覚・廣瀬千秋・和田昭英

3 H 4 28 α ,ω―ジフェニルオリゴシラン類の電子構造と分光学的性質
（群馬大工）○中野幸夫・田中陵二・奥津哲夫・大場 真・西山幸三
郎・松本英之・平塚浩士

3 H 4 29 カリックスクラウン―1,3―ビス（チアターフェノキノン）に於け
る励起子相互作用の理論的考察（三菱化学・東北大院理・東北大学際
セ）○Guillaumont Dominique・Pichierri Fabio・中村振一郎・郡司
敦・高橋かず子

3 H 4 30 フラビリウム塩の光物理化学 II（信州大工・教育）○伊藤冬
樹・田中伸明・勝木明夫・藤井恒男

座長 高柳 正夫（14 : 00～14 : 50）
3 H 4 31 フルオランテンの電子構造（青山学院大理工）○榎本薫人・長
谷川美貴・星 敏彦

3 H 4 32 サリチリデン―2―アミノチオフェノールの電子構造（青山学院
大理工）○熊谷賢一・井上圭太・佐藤大介・長谷川美貴・星 敏彦

3 H 4 33 ジフェニルポリインの励起一重項状態の電子構造と緩和過程
（東北大・反応研）長野恭朋○生駒忠昭・秋山公男・手老省三

3 H 4 34 ハロ置換ベンジルの LIFスペクトル（東工大院理工）○浜谷悟
司・河合明雄・渋谷一彦

3 H 4 35 ZrClラジカルの Cバンド（415～404 nm）の高分解能フーリエ
変換紫外発光分光（2）（九大院理）○中嶋吉弘・今城尚志・田中武彦

座長 菱川 明栄（15 : 00～16 : 00）
3 H 4 37 気相中のシクロヘキサジエニルラジカルの LIF検出（環境
研・群馬大工）堀内宏明・平塚浩士・今村隆史
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3 H 4 38 HCCNラジカルのレーザー誘起蛍光分光（東大院総合）○佐藤
重徳・住吉吉英・遠藤泰樹

3 H 4 39 LIF分光法による CCSラジカル A状態の振電構造の解析（東
大院総合）○中島正和・住吉吉英・遠藤泰樹

3 H 4 40 含マグネシウム化合物のジェット分光（広島市大情報科学）○
福島 勝・石渡 孝

3 H 4 41 FeNラジカルの LIFスペクトル（東工大院理工）愛内孝介・渋
谷一彦

3 H 4 42 N2Oと会合体を形成した m―トルニトリルのメチル基ねじれ
振動（東農工大院 BASE）○高柳正夫・櫻井祐輔・中田宗隆

座長 住吉 吉英（16 : 00～16 : 50）
3 H 4 43 近赤外半導体レーザーによる三重項アセチレンの cis―bent振
動励起状態の分光測定（東工大院理工）○佐藤 亮・金森英人

3 H 4 44 アセチレンの励起 ungerade 3161／3141振動状態の回転解析（日
女大・東大院理）溝口美和子・山北奈美・土屋莊次・岩崎純史・星名
賢之助・山内 薫

3 H 4 45 XeKrの高リュードベリ状態におけるイオンコアスイッチン
グ（東大院理・科技団）○中田昌生・福田祐仁・菱川明栄・山内 薫

3 H 4 46 光解離励起分光による OCS＋の B2Σ ＋―X2Π i遷移（東大院理・科
技団）○古川裕介・福田祐仁・斎藤 文・菱川明栄・長谷川宗良・山
内 薫

3 H 4 47 シクロヘキセンと酸素原子の反応における反応生成物のレー
ザー誘起蛍光（国立環境研）○猪俣 敏・古林 仁・鷲田伸明

物理化学―構造

3月 28日午前

（結晶構造）
座長 植草 秀裕（09 : 40～10 : 10）

1 H 5 05 赤色ペリレン（P.R.149）の結晶構造と電子構造（横国大工）○東
條 薫・松本真哉・水口 仁

1 H 5 06 モノケト・モノチオ・ピロロピロールの結晶構造と電子構造
（横国大工）○水口 仁

1 H 5 07 マグネシウムフタロシアニン化合物の結晶構造と偏光反射ス
ペクトル（横国大工）○遠藤彩映・松本真哉・水口 仁

座長 安井 正憲（10 : 10～11 : 00）
1 H 5 08 大腸菌由来ヒスチジノールリン酸アミノ基転移酵素の X線結
晶学的研究（大阪市大院理・大阪医大）○春山和貴・中井忠志・宮原郁
子・広津 建・水口博之・林 秀行・鏡山博之

1 H 5 09 アミノデオキシコリスミン酸リアーゼの結晶学的研究（阪市
大院理・京大化研）○宮原郁子・中井忠志・水谷尚志・武田 聡・吉
村 徹・江崎信芳・広津 建

1 H 5 10 エネルギー分割法によるチオインジゴ誘導体の分子間力（横
国大工）○望月美里・千住孝俊・水口 仁

1 H 5 11 テトラチアベンゾキノン誘導体の結晶構造と電子構造（横国
大工）○松本真哉・三浦寿志・松岡 賢・水口 仁

1 H 5 12 デカバナジン酸テトラフェニルホスホニウム塩の結晶構造
（東工大院理工）○中村節子・尾関智二

座長 尾関 智二（11 : 00～12 : 00）
1 H 5 13 依頼講演 遷移金属リン酸塩結晶構造における超構造（東大
院理）井本英夫

1 H 5 16 p―ニトロ安息香酸の環状アミンとの酸性塩の結晶構造の部分
群関係（岡山大院自然・三井化学分析セ・岡山大理）森谷好光・柏野節
夫

1 H 5 17 ピリミジンを架橋配位子とする金属錯体［M（II）Cl2（pm）2］n

（M＝Fe,Co）の電子密度分布（電通大電気通信）○高山 了・橋爪大
輔・安井正憲・岩崎不二子

1 H 5 18 MSGC型検出器を用いた X線迅速測定（東工大院）○植草秀
裕・大橋裕二・越智敦彦・谷森 達

3月 29日午前

（磁気共鳴）
座長 石丸 臣一（09 : 30～10 : 20）

2 H 5 04 α ―NH4HgCl3結晶中のアンモニウムイオンの分子運動に対す
る重水素置換効果（日大文理）○浅地哲夫・林 一樹

2 H 5 05 臭化水銀（II）錯体（C2H5NH3）2HgBr4における相転移と分子運
動（徳島大総合科・広島大教・神戸大理・広島大理）○寺尾博充・古川
義宏・橋本真佐男・山田康治・奥田 勉

2 H 5 06 塩化ゲルマニウム（IV）の分子錯体における35Cl NQR（島根医
大・広島大理）○三島満雄・奥田 勉

2 H 5 07 カリックスアレンに包接された CH2X2（X＝ハロゲン）の動的
挙動の2H NMRによる研究（広大理）河村日紀・大木 寛・山田康治・
奥田 勉

2 H 5 08 テトラフェニルゲルマンの固体高分解能 Ge―73 NMRスペク
トル（神奈川大理）○西川実希・田中克己・竹内敬人・高山俊夫

座長 塩見 大輔（10 : 20～11 : 10）
2 H 5 09 35Cl NQRによるクロラニル酸 1,2―ジアジン（1 : 2）三量体結晶
中の水素移動の研究（筑波大化）○仁平貴明・高橋哲史・長澤五十六・
石丸臣一・石田祐之・石原秀太・池田龍一

2 H 5 10 AlPO4―5,SAPO―5細孔中におけるテンプレート分子（トリエチ
ルアミン）の運動―酸点の濃度と運動の相関時間の分布の関係―（筑波大
化）○後藤和馬・石丸臣一・池田龍一

2 H 5 11 （±）―塩化トリスエチレンジアミンコバルト（III）水和物，
（±）―［Co（en）3］Cl3―nH2O，における脱水過程の1H MAS NMRによる
研究（阪大院理）○上田貴洋・中村亘男

2 H 5 12 FSM―16に吸着された Xeの129Xe高圧 NMR（阪大院理）○尾身
洋典・永阪文惣・江口太郎・中村亘男

2 H 5 13 液晶 NMRによるエタノールの分子構造（北大院理）○安藤夕
太・竹内 浩・小中重弘

座長 大木 寛（11 : 10～12 : 00）
2 H 5 14 結晶中に希釈された有機ラジカルの電子スピン緩和（3）ニト
ロキシドラジカル（京大院人間・環境）○片山淳史・山内 淳

2 H 5 15 1,3―ジアザフェナレン骨格を有する新規安定中性ラジカルの
電子―核磁気共鳴法によるスピン構造のキャラクタリゼーション（阪市
大院理・阪大院理）○福井晃三・青木 崇・森田 靖・玉木浩一・山
本景祚・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・中筋一弘

2 H 5 16 時間分解 ESR法によるアザスチルベン及びそのプロトン付
加陽イオンの励起状態に関する研究（横浜国大工）○山口 悟・野田倫
弘・關 金一・八木幹雄

2 H 5 17 無秩序配向系における 2次元電子スピンニューテーションス
ペクトルのシミュレーション：遷移モーメント分光学の確立（阪市大
院理）○佐藤和信・塩見大輔・工位武治

2 H 5 18 単結晶 CaF2中の Eu2＋イオンの 2次元電子スピンニューテー
ションスペクトルの遷移モーメント分光学的シミュレーション（阪市
大院理）○松岡秀人・佐藤和信・塩見大輔・工位武治

3月 29日午後

（固体表面）
座長 石橋 孝章（13 : 00～14 : 00）

2 H 5 25 硫酸塩中性水溶液中における白金（111）表面上での硫酸水素
アニオンおよびアンモニウムカチオンの吸着挙動（慶大理工）○福島
隆・伊藤正時

2 H 5 26 和周波発生（SFG）分光法による固液界面分子構造の決定（北
大院理）○叶 深・二本柳聡史・魚崎浩平

2 H 5 27 STMと IRASによる Ni（111）電極上での COの吸着構造解析
（慶大理工）鈴木廉明・池宮範人・伊藤正時

2 H 5 28 Ru（0001）電極上における COの吸着構造解析（慶大理工）仙名
翼・池宮範人・伊藤正時・大賀礼二

2 H 5 29 Ru（0001）表面上の CO吸着における水分子の影響（慶大理工）
○中村将志・池宮範人・伊藤正時

2 H 5 30 Pt（111）清浄表面および Xe吸着表面における可視・真空紫外
2光子光電子分光（総研大）○猪野大輔・木下郁雄・渡辺一也・松本吉
泰

座長 近藤 寛（14 : 00～14 : 50）
2 H 5 31 HfC（111）清浄表面における表面準位の研究（東工大・高エネ
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研）○野田 哲・小澤健一・枝元一之・井上英幸・山崎正宏
2 H 5 32 窒化炭素薄膜（CNx）の化学結合状態（原研）○下山巖・関口哲
弘・馬場祐治

2 H 5 33 MAESによる酸素／Ni（111）の電子状態の解析（東大院総合）○
青木 優・田岡弘康・増田 茂

2 H 5 34 MAESによる希ガス／Ni（111）の電子状態の解析（東大院総合）
○鈴木良知・太田欣吾・青木 優・増田 茂

2 H 5 35 Cs修飾 ZrC（111）表面における酸素の吸着過程（東工大資源
研）○小澤健一・野田 哲・枝元一之・田中慎一郎

座長 小澤 健一（15 : 00～16 : 00）
2 H 5 37 Au（111）表面における水素吸着（物質研）○栗山 隆・野副尚
一

2 H 5 38 Y薄膜への水素の吸着・吸蔵とそれにともなう電子状態の変
化（東大物性研）○向井孝三・町田真一・浜口香苗・山下良之・吉信
淳

2 H 5 39 グラファイト基板上の両親媒性ジアセチレン化合物の配列と
STM探針による連鎖重合反応（理研・阪大工）○大川祐司・青野正和

2 H 5 40 表面単分子層によるアルカン多層膜の配向制御（東大院理）○
近藤 寛・松井文彦・江原幸康・横山利彦・太田俊明

2 H 5 41 In―situ XAFSによる銀単結晶電極表面上の臭素吸着構造の研
究（東大理・高エネ研放射光実験施設）○遠藤 理・松村大樹・神舘健
司・横山利彦・太田俊明

2 H 5 42 偏光全反射蛍光 XAFS法による Cu／TiO2（110）表面の 3次元
的局所構造解析（東大院理）○谷沢靖洋・田 旺帝・紫藤貴文・朝倉清
高・岩澤康裕

座長 大川 祐司（16 : 00～16 : 50）
2 H 5 43 多層吸着に誘起される特異な表面吸着状態：Au（111）面上の
チオフェン（東大院理）○南部 英・近藤 寛・江原幸康・横山利彦・
太田俊明

2 H 5 44 Si表面上へのチオール系分子吸着（東大院理）○江原幸康・近
藤 寛・松井文彦・横山利彦・太田俊明

2 H 5 45 ダイヤモンド表面構造に関する量子化学的検討（東北大院工）
○田村宏之・周 慧・平野喜久・高見誠一・久保百司・宮本 明・今
村 詮

2 H 5 46 立方晶窒化ホウ素の表面構造に関する量子化学的検討（東北
大院工・広島国際学院大工）○平野喜久・周 慧・田村宏之・高見誠
一・久保百司・宮本 明・今村 詮

2 H 5 47 密度汎関数法による TiO 2（110）上のピリジンの吸着挙動の研
究（東大院新領域・東大院理）○佐々木岳彦・福井賢一・岩澤康裕

3月 30日午後

座長 笹原 亮（13 : 00～14 : 00）
3 H 5 25 シンクロトロン UPS,HREELSを用いた Si（100）―（2 x 1）表面
におけるシクロペンテンの吸着状態の解明（東大・物性研）○町田真
一・浜口香苗・長尾昌志・安井芙美子・向井孝三・山下良之・加藤浩
之・奥山 弘・川合真紀・吉信 淳

3 H 5 26 Si（100）（2 X 1）表面におけるシクロヘキセンの吸着状態―構造
異性体の吸着状態への影響―（東大・物性研）○安井芙美子・浜口香
苗・町田真一・長尾昌志・向井孝三・山下良之・吉信 淳・佐藤智
重・岩槻正志・加藤浩之・奥山 弘・川合真紀

3 H 5 27 Rh（100）表面におけるエチレンの吸着状態の研究（宇都宮大
工）○江川千佳司

3 H 5 28 Ag（110）および O／Ag（110）表面における（RS）―および（S）―プ
ロピレンオキサイドの吸着構造―IR―RAS法による研究―（早大理工）○
平元修二・秋田征人・岸本昇幸・伊藤紘一

3 H 5 29 Si（100）（2 x 1）における 1,4―シクロヘキサジエンの吸着状態―
PES，STM，HREELSによる研究―（東大・物性研）○浜口香苗・町田
真一・長尾昌志・安井芙美子・向井孝三・山下良之・吉信 淳・佐藤
智重・岩槻正志・加藤浩之・奥山 弘・川合真紀

3 H 5 30 Si（100）（2 x 1）表面における 1,3―cyclohexadieneの吸着構造―［2
＋2］，［4＋2］反応の競合（東大・物性研）○長尾昌志・浜口香苗・町田
真一・安井芙美子・向井孝三・山下良之・吉信 淳・加藤浩之・奥山
弘・川合真紀

座長 福井 賢一（14 : 00～14 : 50）
3 H 5 31 Cu（111）基板上の fcc―Fe薄膜表面に吸着した COの赤外スペ
クトル（東北大院工）○田邉匡生・和田山智正・八田有尹

3 H 5 32 Ni（111）表面での共吸着 COがシクロヘキサン CH結合に及ぼ
す効果（物質研）○米倉 恒・野副尚一

3 H 5 33 Ni表面での COの解離吸着に対するステップエッジの効果
（筑波大物質工・資源環境研）○中野美尚・大平朗宏・藤谷忠博・中村
潤児

3 H 5 34 酸化された Cu（111）表面へのメタノールの吸着の観察（東工
大資源 研・Reading大 化）○松 本 健 俊・STONE Peter・BENNETT
Roger・堂免一成・BOWKER Michael

3 H 5 35 FFMによる層状 K4Nb6O17・3 H2Oの二種類の劈開面の摩擦特
性の比較（中央大理工）○菅井 崇・新藤 斎

座長 高岡 毅（15 : 00～16 : 00）
3 H 5 37 STMと NC―AFMによる二酸化チタン表面での吸着分子種の
識別（神奈川科学技術アカデミー）○笹原 亮・上塚 洋・大西 洋

3 H 5 38 複合電子放出顕微鏡による表面反応過程のその場観察（東大
院理・北大触セ・日本電子）○高草木達・嘉藤 誠・境 悠治・朝倉
清高・福井賢一・岩澤康裕

3 H 5 39 Mo2C（0001）上の表面炭素原子の酸素分子による選択エッチン
グ反応の高分解能 STM観察（東大院理・無機材研）○福井賢一・Lo
Rong－Li・大谷茂樹・岩澤康裕

3 H 5 40 MnO／Rh（100）の表面構造と反応性（筑波大物質工・資源環境
研）○西村浩宣・田代貴彦・藤谷忠博・中村潤児

3 H 5 41 TiO2（111）表面の再構成構造と吸着ギ酸の STM観察（神奈川
科学技術アカデミー）○上塚 洋・笹原 亮・大西 洋

3 H 5 42 IRASによる Cr（110）上に調製した酸化クロム薄膜上における
吸着種の分解反応の観察（東工大資源研）○加藤 学・松本健俊・久保
田純・野村淳子・廣瀬千秋・堂免一成

座長 山方 啓（16 : 00～17 : 00）
3 H 5 43 単結晶 Cuモデル触媒上でのメタノール合成（15）Eley―Rideal
型を経由するフォーメート生成（筑波大物質工・資源環境研）○佐野美
紀・藤谷忠博・中村潤児

3 H 5 44 Ni（111）表面上におけるメトキシ吸着種の時間分解 SFG分光
（東工大資源研）○草深香次・久保田純・恩田 健・和田昭英・堂免一
成・廣瀬千秋

3 H 5 45 Velocity of product CO2 in steady―state CO oxidation on Pd
（111），Pd（100）and Pd（110）；rate―limiting step and product desorption
dynamics（北大触媒セ）○MOULA Md.Golam・輪湖杉生・Kisliouk Mik-
hail・大野佑一・松島龍夫

3 H 5 46 パラジウム（110）表面上の亜酸化窒素のレーザー光分解と酸
素修飾による収量増加（北大触媒セ）○堀野秀幸・大野佑一・松島龍夫

3 H 5 47 Ni表面における窒素分子の衝突誘起脱離（東北大科研）○高岡
毅・寺原政徳・稲村美希・楠 勲

3 H 5 48 アンモニア分子線及び窒素イオンビームによるアルミニウム
表面の窒化反応（東北大科研）○阿部 積・猪狩佳幸・石塚真治・楠
勲

物理化学―物性

3月 28日午前

（分子伝導体）
座長 瀧宮 和男（09 : 00～10 : 00）

1 H 6 01 新型 TTP分子の合成と物性（都立大院理・姫路工大理・京大
院工）○井坂 剛・西川浩之・兒玉 健・池本 勲・菊地耕一・山田
順一・御崎洋二・田中一義

1 H 6 02 シクロヘキセンで縮環された TTP類縁体の構造と物性（京大
院工）○谷口正輝・御崎洋二・田中一義・森 健彦

1 H 6 03 長鎖アルキル基を有する新規 TTP系ドナーの合成と物性（東
工大院理工・京大院工・超工研）○木村伸也・森 健彦・御崎洋二・
田中一義・森 初果・田中昭二

1 H 6 04 TMET―TS―TTP錯体の構造と物性（東工大院理工・京大院
工・超工研）○新垣雅進・森 健彦・御崎洋二・田中一義・森 初
果・田中昭二

1 H 6 05 一次元系有機伝導体（ChTM―TTP）2AuBr2の基底状態（東工大
工・東大物性研・京大工）○川本 正・芦沢 実・森 健彦・山浦純
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一・加藤礼三・御崎洋二・田中一義
1 H 6 06 BPDO―DBTTFの合成とその錯体の物性（青学大理工）○真田
将樹・稲吉倫子・小野 勲

座長 森 健彦（10 : 00～11 : 00）
1 H 6 07 τ 型有機伝導体の強磁場下における磁気抵抗（阪市大院理・
東北大金研・理論・物理化学研（ギリシャ））○吉野治一・村田惠三・
小田晃寛・鴻池貴子・佐々木孝彦・Papavassiliou George C.

1 H 6 08 BEDO―TTF塩のバンド構造とプラズモンの観測（分子研・京
大理）○薬師久弥・ULANSKI Jace」緻・矢持秀起・斎藤軍治

1 H 6 09 Raman分光法による，錯体中での BEDO―TTF分子の電荷決
定（京大院理）Drozdova Olga・矢持秀起・薬師久弥○斎藤軍治

1 H 6 10 α 型 BETS塩と BEDT―TTF塩のラマンスペクトル（山口東理
大基礎工・分子研・京大理）○井口 眞・木下 實・薬師久弥・斎藤
軍治・小島絵美子・小林速男

1 H 6 11 θ ―（BEDT―TTF）2RbZn（SCN）4単結晶ラマンスペクトルの温度
依存性（分子研）○山本 薫・薬師久弥

1 H 6 12 ダイアモンドアンビルによる分子性固体の金属化（分子研・
東大院理・広大工・愛媛大工・電総研）○安達隆文・小島絵美子・藤
原秀紀・小林速男・小林昭子・瀧宮和男・大坪徹夫・宮崎隆文・徳本
圓

座長 藤原 秀紀（11 : 00～12 : 00）
1 H 6 13 HMTTeFをドナーとする DA交互積層構造を持つ電荷移動錯
体の構造と物性：HMTTeF・BTDA―TCNQ（京大院理）○朴 尚洙・斎
藤軍治・Drozdova Olga

1 H 6 14 講演中止
1 H 6 15 TCNQとアミンを成分とした分子内電荷移動化合物の作製と
イオン性（京大院理）○槙原 優・鄭 鎮洪・斎藤軍治

1 H 6 16 純一次元電子系［D］（CPDT―TCNQ）2［D＝Cation］の構造と物性
に対するカチオン置換効果（東大物性研・理研・東北大院理・東北大
学際セ）○山浦淳一・藤原雅大・加藤礼三・長南丈裕・高橋かず子

1 H 6 17 ポリニトロフェノール系化合物を陰イオンとする導電性電荷
移動錯体の構造と物性（京大院理）○西村一国・斎藤軍治・Abashev
George

1 H 6 18 柔軟な陰イオン TCA（テトラシアノアリル）誘導体を成分とす
る陽イオンラジカル塩の構造と物性（2）（京大院理）○関崎秀一・紺社
明彦・矢持秀起・斎藤軍治・松本 澄・楠木正巳・阪口健一

3月 28日午後

座長 御崎 洋二（13 : 00～14 : 00）
1 H 6 25 依頼講演 含ヨウ素 TTF誘導体を用いた分子性導体の結晶設
計（東大院総合文化）今久保達郎

1 H 6 28 β42型 BEDT―TTFと BEDT―STF塩の構造と物性（超工研・東
邦大理・広島大工）○森 初果・田中昭二・岡野哲朗・神谷正和・田
村雅史・西尾 豊・梶田晃示・小谷美枝・瀧宮和男・大坪徹夫

1 H 6 29 セレン原子を有する新規フルバレン型ドナーの開発（5）含カ
ルコゲン環縮合非対称ドナーの合成とそのラジカル塩の構造，物性（広
島大工・九大有基研）○村上悟史・地紙哲哉・小谷美枝・瀧宮和男・
安蘇芳雄・大坪徹夫

1 H 6 30 セレン原子を有する新規フルバレン型ドナ―の開発（6）MX4塩
を中心としたラジカルカチオン塩の構造と物性（広島大工・九大有基
研）○小谷美枝・地紙哲哉・河島 稔・村上悟史・瀧宮和男・安蘇芳
雄・大坪徹夫

座長 井口 眞（14 : 00～14 : 50）
1 H 6 31 含ヨウ素中性分子を導入した分子性導体の構造と物性―新し
い伝導性カチオンラジカル塩の開発―（東大物性研）○前田涼子・山本
浩史・山浦淳一・加藤礼三

1 H 6 32 含ヨウ素中性分子を導入した分子性導体の構造と物性―
DFTIBを中心として―（理研）○山本浩史・加藤礼三

1 H 6 33 導電性錯体中での，BEDO―TTF（BO）の分子配座と自己凝集
能（2）（京大院理）○矢持秀起・斎藤軍治

1 H 6 34 イオンチャンネル型 Scx
3＋（crown ether）超分子カチオンを含む

［Ni（dmit）2］塩の構造と物性（北大電子研）○西原禎文・芥川智行・長
谷川達生・中村貴義・稲辺 保

1 H 6 35 Cs＋x（18―Crown―6）［Ni（dmit）2］2錯体結晶におけるバンドフィ
リング制御の試み（北大院地球環境・北大電子研）○下神耕造・芥川智
行・長谷川達生・中村貴義・Underhill A. E.

（磁性・伝導性相関）
座長 植田 一正（15 : 00～16 : 00）

1 H 6 37 トリアルキルスルフォニウムカチオンを対イオンにもつ Pd
（dmit）2アニオンラジカル塩の構造と物性（東大物性研・理研）○藤原
雅大・樫村吉晃・山浦淳一・加藤礼三

1 H 6 38 分子性超伝導体（Me2Et2N）［Pd（dmit）2］2の高圧下結晶構造（東
大院理・分子研）○小林昭子・安達隆文・佐藤あかね・Narymbetov
Bakhyt・小林速男

1 H 6 39 TEMPOカチオン系M（dmit）2塩の構造と伝導性，磁性（東大
物性研・LCC－CNRS・分子研）○青沼秀児・DE BONNEVAL Bene-
dict・FAULMANN Christophe・CASSOUX Patrick・細越祐子・井上克
也

1 H 6 40 メチルピリジニウムフェルダジルラジカルの［M（dmit）2］（M
＝Ni,Zn,Pd）塩の磁気的性質（愛媛大理・阪府大先端研）久藤裕之・東
長雄○向井和男・植田一正・杉本豊成

1 H 6 41 有機ラジカルを有する新規なドナーの合成と物性（分子研）○
藤原秀紀・小林速男

1 H 6 42 TEMPO―NHSO3
― アニオンをカウンターアニオンとする有機伝

導体の合成と物性（姫路工大理）○圷 広樹・山田順一・中辻慎一

座長 藤田 渉（16 : 00～17 : 00）
1 H 6 43 磁性・伝導性の共存モデルにおける磁気的相互作用の理論的
研究（阪大院理・理研）○松岡文丈・山下佳史・北河康隆・川上貴資・
吉岡泰規・山口 兆

1 H 6 44 ピリミジン架橋遷移金属錯体の磁気的相転移（電通大電気通
信）○図斉賢治・日下高治・小俣順一・石田尚行・野上 隆

1 H 6 45 トリス（ジエチルチオテトラチアフルバレニルジチオラート）
バナジウム錯体の電気伝導・磁気的性質（阪府大先端研・京大総合人
間）○鎌田 穣・植田一正・杉本豊成・藤田英夫

1 H 6 46 新しいタイプの分子 π／d系：テトラチアフルバレノチオキノ
ンメチドと臭化銅（II）との 1 : 1錯体（阪府大先端研・阪府大総合科・
阪市大院理・京大総合人間・理学電気）○岩松雅樹・小南 剛・植田
一正・杉本豊成・藤田英夫・安達知浩・吉野治一・村田恵三・城 始
勇

1 H 6 47 フタロシアニン導体混晶の電子構造（総研大・分子研）○丁
玉琴・SIMONYAN Mkhital・薬師久弥

1 H 6 48 3 d遷移金属フタロシアニン薄膜の逆光電子スペクトル―――空
準位電子構造に対する中心金属の寄与―――（京大化研）吉田弘幸・堤
清彦・佐藤直樹

3月 29日午前

座長 森 初果（09 : 00～09 : 40）
2 H 6 01 κ ―（BETS）2FeBr4塩における反強磁性相の異方性（東大院理・
東大院総合・分子研）○大塚岳夫・小林昭子・宮本泰久・木内潤司・
和田信雄・小島絵美子・藤原秀紀・小林速男

2 H 6 02 λ ―型 BETS伝導体の超伝導と磁性（分子研・東大）○小林速
男・田中 寿・小島絵美子・小林昭子

2 H 6 03 金属錯体を用いた新分子性伝導体の開発（分子研・東大院理）
○田中 寿・小林速男・小林昭子

2 H 6 04 （DMTSA）（FeCl4）の結晶構造と磁気的性質（分子研・広島大
工）○中野千賀子・薬師久弥・瀧宮和男・大坪徹夫

（分子磁性体）
座長 阿波賀 邦夫（09 : 40～10 : 30）

2 H 6 05 2種の遷移金属を含む高導電磁性錯体，（BO）9○Mn（H2O）2［Cr
（ox）3］2｝（H2O）6（京大院理）○永田美彰・近藤哲生・矢持秀起・斎藤軍
治

2 H 6 06 Ni（II），Cu（II）などを含む層状磁性物質の局所的磁気構造と
磁気的相互作用（群馬大工・高エネ機構物構研）○善如寺芳弘・武田
定・丸田悟朗

2 H 6 07 有機塩フェリ磁性体を目指したニトロニルニトロキシドビラ
ジカルの研究：中性およびアニオンビラジカルの磁気的性質（阪市大
院理）○上山幸嗣・長谷修一郎・西澤真裕・塩見大輔・佐藤和信・小
嵜正敏・岡田惠次・工位武治

2 H 6 08 単成分有機フェリ磁性体モデル分子の合成と分子内交換相互
作用（阪市大院理）〇金谷貴保・長谷修一郎・塩見大輔・佐藤和信・工
位武治

2 H 6 09 フェノール置換ニトロニルニトロキシドビラジカルの磁気的
性質と純有機フェリ磁性体の合成の試み（阪市大院理）○長谷修一郎・
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塩見大輔・佐藤和信・工位武治

座長 細越 裕子（10 : 30～11 : 10）
2 H 6 10 Ar―CH＝N―TEMPO磁性体（Ar＝Biph,Ph,4―Py）の µ SR（電通大
量子物質工・東大理・理研・高エネ研機構）○石田尚行・伊瀬智章・
野上 隆・大平聖子・渡邊功雄・永嶺謙忠

2 H 6 11 固体高分解能 NMRによる有機強磁性体 p―Cl―C6H4―CH＝N―
TEMPOの電子スピン密度分布の研究（群馬大工・阪大院理・電通大
電子物性・物構研・理研）○丸田悟朗・武田 定・川上貴資・山口
兆・大石征弘・井街 論・石田尚行・野上 隆

2 H 6 12 ニトロニルニトロキシドを骨格としたイオンラジカルにおけ
る磁気的相互作用に関する理論的研究（阪大院理）○山下佳史・松岡文
丈・北河康隆・吉岡泰規・山口 兆

2 H 6 13 強磁場下で結晶成長させた TCNQ混合塩の光吸収スペクトル
および磁気性質（阪府大先端研・東北大金研）○杉本豊成・植田一正・
黒田規敬・Hasanudin

座長 塩見 大輔（11 : 10～12 : 00）
2 H 6 14 有機低次元磁性体の構築（分子研・東大物性研）○細越裕子・
加藤恵一・井上克也・後藤恒昭

2 H 6 15 有機梯子系の合成と磁性（分子研・東大物性研）○加藤恵一・
細越裕子・井上克也・後藤恒昭

2 H 6 16 強磁場を用いた Spin―Peierls系（p―CyDOV）に対する非磁性不
純物効果の研究（愛媛大理・CREST・阪大極限セ）○柳本真伸・下邊
安雄・向井和男・濱本輝文・金道浩一

2 H 6 17 磁気双安定性を示す有機ラジカルの EPR（東大院総合・科技
団（さきがけ研究 21））藤田 渉・阿波賀邦夫

2 H 6 18 有機ラジカルスピンの気体吸蔵錯体中での整列制御及び磁気
的相互作用の理論的研究（理研・阪大院理・神奈川大理）○川上貴資・
高見澤聡・北河康隆・松岡文丈・丸田 忠・森 和亮・山口 兆

3月 29日午後

（溶液物性）
座長 西川 恵子（13 : 00～14 : 00）

2 H 6 25 依頼講演 溶液中における溶質分子振動エネルギー緩和の計
算機シミュレーション（東工大院総合理工）岡崎 進

2 H 6 28 RISMで計算した溶媒和ダイナミクスにおける溶質形状効果
（阪大 VBL・分子研・阪大院基礎工）○西山 桂・平田文男・岡田
正

2 H 6 29 超臨界及び亜臨界水中における無極性溶質間の平均力ポテン
シャルの計算機シミュレーションによる研究（京大化研）○松林伸幸・
中原 勝

2 H 6 30 超臨界水中における電解質溶液の電気伝導度と連続体誘電摩
擦理論との比較（同志社大工・京大化研）○伊吹和泰・上野正勝・中原
勝

座長 松林 伸幸（14 : 00～14 : 50）
2 H 6 31 超臨界メタノールの中性子小角散乱（福岡大理・東大物性研）
渡部健志○吉田亨次・脇田久伸・山口敏男・長尾道弘

2 H 6 32 小角 X線散乱法による亜臨界及び超臨界メタノール―水混合
流体のゆらぎ（千葉大院自然科学）○森田 剛・草野亘平・西川恵子

2 H 6 33 ラマン散乱でみた超臨界 CO 2（1）―スペクトルの圧力変化―
（学習院大理・千葉大院自然）○仲山英之・齋藤健一・坂下真紀・西川
恵子・石井菊次郎

2 H 6 34 ラマン散乱でみた超臨界 CO 2（2）―密度ゆらぎ尾根線との関
係―（千葉大院自然・学習院大理）○齋藤健一・仲山英之・坂下真紀・
石井菊次郎・西川恵子

2 H 6 35 NMRによる亜臨界および超臨界水中でのアセトンの水和の
研究（物質研・京大化研）○竹林良浩・大竹勝人・菅田 孟・佐古
猛・中原 勝

座長 伊吹 和泰（15 : 00～16 : 00）
2 H 6 37 キモトリプシン・インヒビター 2の α ―へリックス転移にお
ける水―アルコールクラスターの影響（福岡大）○川口潤子・李 相
男・吉田亨次・脇田久伸・杉原剛介・山口敏男

2 H 6 38 非平衡系MDによる異方性分子の液体の並進配向結合定数に
関する研究（名大院工）○多谷健嗣・松岡辰朗・香田 忍・野村浩康

2 H 6 39 n―ブタンのダイナミクスとかご効果─MDシミュレーション
による考察（阪大院基礎工）○平田善則・岡田 正

2 H 6 40 ガラス状態におけるアルコ―ル水溶液のラマン分光（防衛大化

学）冨澤 清・吉村幸浩○菅野 等
2 H 6 41 DMSO水溶液の高圧下における過冷却挙動（防衛大化学）○宮
田国晴・菅野 等

2 H 6 42 酸化物固体に接する水の凍結に及ぼす固体物性の影響（信州
大理）○荒金さなえ・飯山拓・尾関寿美男

座長 吉田 亨次（16 : 00～16 : 50）
2 H 6 43 細孔内のアセトニトリル／過塩素酸ニッケル溶液の凝固現象
（信州大繊維）○山崎千晴・飯山 拓・尾関寿美男

2 H 6 44 N,N ―ジメチルアセトアミド―水混合溶液のミクロ構造と硫酸
ナトリウム添加による相分離現象（佐賀大理工・佐賀大機器分析セ・
福岡大理・分子研）○松尾大輔・高椋利幸・田端正明・西本 潤・山
口敏男・西 信之

2 H 6 45 n―アルカノール＋FAMSO，＋DMSO系の混合熱（近畿大理工）
木村隆良○松下隆宣・高木定夫

2 H 6 46 有機物の溶解エンタルピーに及ぼす塩添加効果（1）スクロー
ス，アセトアミド系（東電大理工）○小川英生・鈴木輝久・村上幸夫

2 H 6 47 毛管粘度計セルの平均液柱差の精密測定（城西大理）○末岡一
生

3月 30日午前

（相転移・水素結合）
座長 矢持 秀起（09 : 00～10 : 00）

3 H 6 01 中性ーイオン性相転移系の物性と相制御（3）（アトムテクノロ
ジー研究体）○堀内佐智雄・熊井玲児・沖本洋一・十倉好紀

3 H 6 02 有機電荷移動錯体の電流誘起抵抗スイッチング（アトムテク
ノロジー研究体（JRCAT）・東大院工）○熊井玲児・沖本洋一・堀内佐
智雄・十倉好紀

3 H 6 03 （2,2’―Dibenzobiimidazole）（TCNQ）錯体を用いた動的プロト
ン―電子移動場の構築（北大電子研・科技団さきがけ 21・京大院理）○
芥川智行・長谷川達生・中村貴義・斉藤軍治

3 H 6 04 プロトン・電子協同系の物性発現に関する理論的研究（阪大
院理）○重田育照・長尾秀実・豊田次郎・中筋一弘・山口 兆

3 H 6 05 2―butoxyethanol構造異性体の低温熱容量（東工大応セラ研）○
川崎浩司・加藤真樹・川路 均・阿竹 徹

3 H 6 06 トランス―1,4―シクロヘキサンジカルボン酸銅（II）の低温熱容
量（神奈川大理・東工大応セラ研）○森脇正人・森 和亮・東条壮男・
川路 均・阿竹 徹

座長 川路 均（10 : 00～11 : 00）
3 H 6 07 ヨードアニルの圧力誘起絶縁体ー金属相転移と超伝導（室蘭
工大工・分子研・阪大基礎工・物質研）○城谷一民・林 純一・薬師
久弥・武田圭生・清水克也・天谷喜一・中山敦子・青木勝敏

3 H 6 08 電子ドープ層状窒化物高温超伝導における溶媒分子のコイン
ターカレーション効果（広島大工）○小岩崎剛・山中昭司・社本真一

（液晶）
3 H 6 09 フェルラ酸誘導体の相転移と液晶性（大工研）○杉野卓司・高
森 愛・物部浩達・清水 洋

3 H 6 10 時間分解赤外分光法による二つのフッ素不斉骨格を持つ強誘
電性液晶の再配向過程の研究（関学大理・埼大工）○松平 篤・尾崎幸
洋・岸岡高広・野平博之

3 H 6 11 シクロブタジエンコバルト誘導体の二重融解挙動（東工大資
源研・東工大総理工・信州大繊維）○山西弘子・冨田育義・太田和
親・遠藤剛

3 H 6 12 PFG―NMRによるリエントラント液晶の自己拡散係数（分子
研）大石 修

3月 30日午後

座長 小島 憲道（13 : 00～13 : 30）
3 H 6 25 進歩賞受賞講演 分子性強磁性体を舞台にした新規強磁性現
象の創造とその実現（東大先端研）大越慎一

座長 石井 知彦（13 : 30～14 : 00）
3 H 6 28 ビフェロセニウム―金属ジチオレン系電荷移動錯体の構造と
物性（東邦大理・科技団さきがけ 21）○持田智行・鈴木信也・森山広
思

3 H 6 29 軸配位子がもたらす Niシクラム塩の電子状態（京大院人間・
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環境）山内 淳・川村淑子○辻 秀之
3 H 6 30 ルベアン酸銅における水素ドーピングによる物性制御（北陸
先端大材料・筑波大化学）○北川 宏・藤島武蔵・三谷洋興・神田精
一

座長 北川 宏（14 : 00～14 : 50）
3 H 6 31 プルシアンブルー類似体強磁性薄膜からの第 2次高調波に対
する磁場効果（神奈川科学技術アカデミー・東大先端研）○池田勝佳・
大越慎一・橋本和仁

3 H 6 32 コバルト―鉄シアノ錯体のスピン転移―速度論的検討（東大先
端研）○島本直伸・大越慎一・佐藤 治・橋本和仁

3 H 6 33 CN架橋型モリブデン錯体における光誘起磁化効果（東大先端
研・神奈川科学技術ア）○町田尚子・大越慎一・荘 金鐘・橋本和仁．

3 H 6 34 希土類金属イオンを含んだ CN架橋型クロム錯体の磁気特
性：SmxGd1―x［Cr（CN）6］nH2O（東大先端研）○寳角敏也・大越慎一・橋
本和仁

3 H 6 35 光応答性分子性物質の開発（神奈川科学技術アカデミー・東
大工）○佐藤 治・速水真也・顧 忠沢・藤嶋 昭

（フラーレン・炭素系）
座長 篠原 久典（15 : 00～16 : 00）

3 H 6 37 溶液中におけるハロゲン化 C60の有機ドナーとの反応性（京大
院理）○吉田幸大・大塚晃弘・斎藤軍治

3 H 6 38 遷移金属―C60アロイ相の合成と構造（東邦大理）森山広思○宮
口藤吾・堀越 亮・今 真人・重里有三・渡辺康裕・七尾 進

3 H 6 39 ルシゲニン誘導体で安定化した C60アニオンラジカル単結晶
の合成と構造（東邦大理）森山広思○本間舞子・山田サチ子・元木秀
幸・渡部徳子・河野正規・大橋裕二

3 H 6 40 C36アニオンにおける振電相互作用に関する理論的研究（京大
院工・基礎化研）○立花正満・吉澤一成・山邊時雄

3 H 6 41 C60フラーレン多価アニオン高スピンクラスターのパルス
ESR／2次元電子スピンニューテーション法による研究（阪市大院理・
リスボン工科大）○中澤重顕・佐藤和信・塩見大輔・工位武治・SHO-
HOJI M.C.B.L.・FRANCO M.L.T.M.B.・LAZANA M.C.R.L.R.

3 H 6 42 水溶性ガドリニウム金属内包フラーレンの in vivo MRI造影
能（名大院理）○加藤治人・三川雅人・三輪直人・篠原久典

座長 菊地 耕一（16 : 00～17 : 00）
3 H 6 43 サマリウム内包フラーレンの電子状態（名大院理・科技団）○
岡崎俊也・末永和知・篠原久典

3 H 6 44 高温パルスアーク放電法による単層ナノチューブの生成：温
度および触媒依存性（名大院理・名大物国セ）○菅井俊樹・篠原久典・
田中信夫・板東俊治・趙 新洛・安藤義則

3 H 6 45 C36関連物質の高収率生成と分離・精製（名大院理）○小塩
明・稲熊正康・甲斐 力・Wang Z.G.・Wang C.R.・菅井俊樹・篠原
久典

3 H 6 46 単層カーボンナノチューブのバンドル構造に対する溶媒効果
（JRCAT－ATP）○崔奈美・石田敬雄・水谷 亘・徳本洋志

3 H 6 47 両端の閉じたナノチューブの化学反応性の理論的研究（静岡
大理）○藤根健司・相原惇一

3 H 6 48 活性炭の細孔物性に及ぼすアルカリ金属炭酸塩の影響（東京
ガスフロンティア研）○浦辺安彦

物理化学―反応

3月 28日午後

（疑縮相光化学）
座長 鈴木 正（13 : 00～13 : 40）

1 H 7 25 溶液中での短寿命中間体の並進拡散（京大院理）鵜飼晃宏○寺
嶋正秀・廣田 襄

1 H 7 26 pHジャンプを目的とした時間分解過渡回折格子法による o―
nitrobenzaldehydeの光解離の研究（京大院理）○Choi Jungkwon・寺嶋正

秀・廣田 襄
1 H 7 27 過渡回折格子法によるタコロドプシン光反応中間体のエネル
ギーとダイナミクス（2）励起及びプローブ波長依存性（京大院理・姫工
大理）○西奥義憲・寺嶋正秀・廣田 襄・中川将司・津田基之

1 H 7 28 PYPの光反応サイクルにおける構造変化とエネルギーダイナ
ミクス（京大院理・阪大院理・奈良先端大物質）○竹下 寛・寺嶋正
秀・廣田 襄・今元 泰・片岡幹雄・徳永史生

座長 飛田 成史（13 : 40～14 : 30）
1 H 7 29 依頼講演 バクテリオドプシンおよびその光反応中間体の化
学（東工大院生命理工）大谷弘之

1 H 7 32 水溶液におけるチミジングリコールの FADまたは FMN増感
光還元反応（京大院工）○寺田 聡・伊藤健雄・八田博司・西本清一

1 H 7 33 シアニン系色素の J会合体とメゾスコッピック構造の走査プ
ローブ顕微鏡による研究（関西学院大理）○梁川宜輝・三浦篤志・玉井
尚登

座長 寺嶋 正秀（14 : 30～15 : 10）
1 H 7 34 分子内電荷移動励起状態からの水素結合を介した無輻射失活
過程（都立大院工・阪市大院理）○森本哲光・八ッ橋知幸・嶋田哲也・
井上晴夫

1 H 7 35 9,10―ジフェニルアントラセンの光物理過程とエネルギー移動
（東工大・院理工）○鈴木 正・長野みか・渡辺禎之・市村禎二郎

1 H 7 36 オクタシラキュバン類の光化学初期過程（群馬大工）堀内宏
明・松本隆芳・奥津哲夫・海野雅史・松本英之・平塚浩士

1 H 7 37 4―置換 1―アミノナフタレン類の速い内部変換（群馬大工）鈴木
健吾・竹平和幸○飛田成史・閑 春夫・Zachariasse Klaas A.

座長 片山 建二（15 : 20～16 : 10）
1 H 7 39 2―ピペリジノおよび 2―ピロリジノアントラキノンのサブピコ
秒レーザー分光（京都工繊大工芸）○山内竜一・中山敏弘・濱之上熊男

1 H 7 40 ニトロ化合物のサブピコ秒レーザー分光（京都工繊大工芸）○
中山敏弘・山内竜一・夛田晃敏

1 H 7 41 FAD（フラビンアデニンジヌクレオチド）―アミノ酸系の光反
応ダイナミックス（早大理工）○石井 健・湯沢哲朗・高橋博彰

1 H 7 42 マイクロチップを用いた液相微小空間化学の研究（1）ジアゾ
カップリング反応の反応速度（東大院工・神奈川科学技術アカデミー）
○久本秀明・火原彰秀・渡慶次学・北森武彦

1 H 7 43 マイクロチップを用いた液相微小空間化学の研究（2）レーザ
ーによる酵素反応制御（東大院工・Kanagawa Academy of Science and
Technology（KAST））○田中有希・渡慶次学・火原彰秀・北森武彦

座長 中山 敏弘（16 : 10～17 : 00）
1 H 7 44 過渡反射格子法による液体表面ギガヘルツ超音波の解析（2）
（東大）○谷口大資・片山建二・藤浪眞紀・澤田嗣郎

1 H 7 45 フェムト秒時間分解過渡反射格子スペクトル測定法によるシ
リコン表面のキャリヤダイナミクス測定（東大）○片山建二・藤浪眞
紀・澤田嗣郎

1 H 7 46 マイクロチップを用いた液相微小空間化学の研究（3）ナノ空
間中への溶液導入と光熱変換測定（東大院工・神奈川科学技術アカデ
ミー）○橋本憲一郎・火原彰秀・渡慶次学・大井 健・中尾政之・北
森武彦

1 H 7 47 マイクロチップを用いた液相微小空間化学の研究（4）人工ナ
ノ空間中の高速光熱変換測定（東大院工・神奈川科学技術アカデミー）
○火原彰秀・橋本憲一郎・渡慶次学・北森武彦

1 H 7 48 デンドリマー分子の分子内エネルギー貯蔵時間の検討（東大
院工・神奈川科学技術アカデミー）○若林由記・渡慶次学・火原彰
秀・江 東林・相田卓三・北森武彦

3月 29日午前

（磁場効果）
座長 浅野 素子（09 : 20～10 : 10）

2 H 7 03 グリオキサールを利用した光増感微粒子形成反応における外
部磁場効果（千葉大院自然科学）○大室日和・森田 浩

2 H 7 04 ビラジカル寿命に対する磁気同位体効果（金沢大薬）○中垣良
一・芦田真正・佐藤慶一・蛭田健一

2 H 7 05 水素化トリブチルすずによる還元反応における磁場効果（第 2
報）（徳大薬・医薬資源セ）○福吉修一・大井 高・楠見武徳

2 H 7 06 励起三重項―イオンラジカル系の電子移動反応で生成する
CIDEP（東北大反応研）○小堀康博・秋山公男・手老省三
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2 H 7 07 接触ラジカルイオン対と溶媒和ラジカルイオン対系の再配向
エネルギー（東北大反応研）矢後友暁・小堀康博・秋山公男・手老省三

座長 小堀 康博（10 : 10～11 : 10）
2 H 7 08 レーザー二段階励起時間分解 EPR法によるポルフィリン類
の逆項間交差緩和過程の検討（東北大反応研・反応研）○鎌田芳幸・秋
山公男・手老省三

2 H 7 09 過渡吸収検出磁気共鳴法による対スピンの章動観測（東北大
院理）○荒木保幸・前田公憲・村井久雄

2 H 7 10 カリックスアレーン―色素系の包接形態変化と光化学反応（東
北大院理）田中明子・八代晴彦・前田公憲・村井久雄

2 H 7 11 Qバンド時間分解 EPRによるフェノチアジン―ビオローゲン
連結化合物の貫入型シクロデキストリン錯体における光誘起電子移動
反応の研究（九大院工・UNC）○米村弘明・Forbes Malcom D. E.・徳留
弘優・山田 淳

2 H 7 12 フラーレン―フェノチアジン連結化合物の光誘起電子移動反
応：光生成ビラジカルに対する磁場効果（九大院工）○徳留弘優・米村
弘明・山田 淳

2 H 7 13 希薄磁性半導体超微粒子を担持した修飾電極における光電気
化学反応に対する磁場効果（九大院工）○吉田光良・米村弘明・山田
淳

座長 米村 弘明（11 : 10～12 : 00）
2 H 7 14 アントラセン‐フェニルニトロキシドラジカル π 共役スピン
系の光励起四重項状態励起分子場を利用した有機磁性系の光誘起スピ
ン整列（2）（科技団さきがけ 21・阪市大院理・阪市大工）○宮本定治・
手木芳男・中辻雅章・三浦洋三

2 H 7 15 遠隔不対電子をもつ系のスピン選択的励起状態緩和：生成経
路と配向依存性（東工大院理工・ベルリンフリー大・ブロック大）○浅
野素子・海津洋行・STEHLIK Dietmar・van der EST Art

2 H 7 16 時間分解 ESR法による溶液中のサブフタロシアニン励起三
重項状態の研究（2）スペクトルのシミュレーション（東北大反応研・ヘ
ブライ大）山内清語・高橋晃博・岩崎洋平・大庭裕範・Aharon
Blank・Haim Levanon

2 H 7 17 CIDEPの励起光波長依存性から見た 2―クロロキサントンの
水素引き抜き反応（京大院理・慶南大）○北濱康孝・梁 鼎成・廣田
襄

2 H 7 18 フェロセンを電子供与体に用いた光誘起電子移動反応の
CIDEP（東北大・反応研）○直原一徳・小堀康博・秋山公男・手老省三

3月 29日午後

（超高速反応・電子移動）
座長 秋本 誠志（13 : 00～13 : 50）

2 H 7 25 アゾベンゼン誘導体の光異性化反応における溶媒効果（東大
院創域）○広瀬 靖・由井宏治・藤浪眞紀・澤田嗣郎

2 H 7 26 フォトクロミックジアリルエテン誘導体の多光子吸収を利用
した反応制御（京都工繊大・九大院工・CREST）○宮坂 博・村上昌
孝・板谷 明・入江正浩

2 H 7 27 金電極の吸着状態に起因する超高速緩和過程の電極電位依存
性（九大院総理工）○杉山武晴・石岡寿雄・原田 明

2 H 7 28 1，8―ジヒドロキシアントラキノンのフェムト秒時間分解蛍
光分光：励起状態プロトン移動反応の観測（分子研）○ARZHANTSEV
Sergei・田原太平

2 H 7 29 10 fsパルスを用いた時間分解吸収分光によるトランススチル
ベン S 1状態の振動コヒーレンスの観測（分子研）○竹内佐年・田原太
平

座長 宮坂 博（13 : 50～14 : 40）
2 H 7 30 Cr : Fレーザーを用いた 3パルスフォトンエコーピークシフ
ト測定系の構築（阪大院基礎工・極限研セ）○長澤 裕・渡邊綾子・岡
田 正

2 H 7 31 光カーシャッターを用いた超高速時間分解蛍光スペクトルの
測定：動的 Stokes―shiftの直接観測（阪大院基礎工・阪大 VBL）○永原
哲彦・兼松泰男・中島 聡・岡田 正

2 H 7 32 亜鉛（II）ポルフィリン錯体の S2発光寿命：Kasha則破綻の要
因（東工大院理工・分子研）○浅野素子・海津洋行・ARZHANTSEV
Sergei・田原太平

2 H 7 33 ポルフィリン環状 6量体における励起緩和（北大院工・京大
院理）○秋本誠志・山崎トモ子・山崎 巌・村上 亨・Ismael Rami・
大須賀篤弘

2 H 7 34 水溶液中における糖鎖結合ポルフィリンの分散状態と励起緩
和（北大院工・北大院地環研）○有馬康浩・秋本誠志・山崎トモ子・山
崎 巌・柴田美奈子・覚知豊次

座長 田原 太平（14 : 50～15 : 40）
2 H 7 36 ポルフィリンダイマーの超高速緩和過程と量子ビート（阪大
院基礎工）○安藤善人・長澤 裕・岡田 正

2 H 7 37 ドナー直結ポルフィリン誘導体における S 2励起状態の分子
内電子移動消光（東大院総合）○平川和貴・斎藤景子・瀬川浩司

2 H 7 38 多フッ素化界面活性剤―粘土複合体内におけるアンチモン（V）
ポルフィリン錯体を増感剤とした光還元型電子移動反応（都立大院工）
○松岡亮介・由井樹人・高木慎介・井上晴夫

2 H 7 39 多フッ素化界面活性剤―粘土複合体内での芳香族アルケンの
光環化反応（都立大院工・名大院工）○由井樹人・志知哲也・高木克
彦・，井上晴夫

2 H 7 40 ヒアルロン酸水溶液中におけるルテニウム（II）錯体のシトク
ロム cによる消光反応（理研）○益田晶子・山下宏一・丑田公規

座長 丑田 公規（15 : 40～16 : 30）
2 H 7 41 有機色素が吸着したナノ微粒子半導体膜における電荷分離・
再結合過程：励起密度効果（物質研）○加藤隆二・原浩二郎・岩井伸一
郎・村田重夫・荒川裕則

2 H 7 42 ナフィオン膜中における Ru（bpy）3
2＋光励起状態からメチルビ

オローゲンへの電子移動機構（茨城大理）○瀬尾美智子・城石英伸・平
野和博・臼井義春・金子正夫

2 H 7 43 プラストシアニンの電荷移動状態からの超高速緩和の研究蛋
白質の大振幅振動の観測（阪大院基・茨城大理）○清家和茂・長澤
裕・中島 聡・岡田 正・佐藤真紀・高妻孝光

2 H 7 44 オクタチオフェン―C60連結分子の光誘起電荷分離過程（東北
大反応研・広島大工）藤塚 守・松本桂典・伊藤 攻・山白高嗣・安
蘇芳雄・大坪徹夫

2 H 7 45 キノンと結合した平面共役配位子をもつルテニウム錯体にお
けるMLCT状態（阪大院理）○中津川雄二・宮脇一嘉・野崎浩一・大
野 健

3月 30日午後

（光化学一般）
座長 高橋 修（13 : 00～14 : 00）

3 H 7 25 赤外自由電子レーザーによる酢酸エチルの加水分解反応（静
岡県大薬）○片山誠二・西尾亮介・粟津邦男・黒田晴雄

3 H 7 26 液体ベンゼンの近赤外レーザー誘起ブレイクダウンの分光学
的研究（阪大院基礎工）○豊田 慶・米谷早惠・中島 聡・岡田 正

3 H 7 27 水中レーザー誘起プラズマ生成に伴う前方及び後方誘導ラマ
ン散乱光による水の構造変化の観測（東大院・創域）○由井宏治・加納
憲一郎・藤浪眞紀・澤田嗣郎

3 H 7 28 アルカリ金属カチオン交換ゼオライト細孔内に吸着した 2―ペ
ンタノンの光化学過程とその分子軌道計算による検討（阪府大工）別所
宏忠○高田真吾・西村 真・山下弘巳・安保正一・中嶋隆人・波田雅
彦・中辻 博

3 H 7 29 銀（110）表面吸着酸素の光反応における共吸着カーボネート
の影響（総研大）○太田道春・渡邊一也・高木紀明・松本吉泰

3 H 7 30 トリメチルシリルアジド／アクロレイン混合気体からの複合
微粒子形成反応（千葉大院自然科学）○井村一也・森田 浩

座長 由井 宏治（14 : 00～14 : 50）
3 H 7 31 飛行時間型質量分析法による高分子薄膜の内殻励起イオン脱
離反応（広島大理・三菱レイヨン）藤井健太郎・Amin S. S・多賀大
亮・中島洋介・和田真一・遠山昌之・関谷徹司・田中健一郎

3 H 7 32 オージェ電子ーイオン・コインシデンス分光法による PMMA
高分子薄膜の内殻励起イオン脱離反応（広島大理・物構研）○池永英
司・Amin S. Sarder・漁 剛志・百済謙一・和田真一・関谷徹司・田
中健一郎

3 H 7 33 PMMA高分子薄膜の内殻励起イオン脱離反応の理論的考察
（広大理）○織田恵理香・上野友哉・要田由紀・三谷昌輝・高橋 修・
齋藤 昊・岩田末廣・和田真一・関谷徹司・田中健一郎

3 H 7 34 シアノ酢酸メチルの内殻励起化学反応に対する理論的研究
（広島大院理・分子研）○高橋 修・三谷昌輝・齊藤 昊・岩田末廣

3 H 7 35 真空紫外レーザーをプローブに用いたポンプ―プローブ法に
よるピレン結晶の 2光子光電子分光：エキシマー励起子の光イオン化
（学習院大理）○小野正樹・小谷正博
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H8 会場
12号館1233番教室

物理化学―反応

3月 28日午後

（クラスター）
座長 中島 敦（13 : 00～14 : 00）

1 H 8 25 3 d遷移金属クラスターの構造と物性（静岡大理・理研・京大
化研）近藤龍一○関根理香・尾上 順・中松博英

1 H 8 26 Na―NO，Na―NO2系のクラスター負イオンの生成と電子構造
の研究（東北大院理）○古橋匡幸・美齊津文典・大野公一

1 H 8 27 マンガンクラスターイオン（2―4量体）の電子構造・幾何構造
（豊田工大・理研・東大理・コンポン研・高エネ研・ベルリン自由大）
○寺嵜 亨・松下 明・登野健介・YADAV Ramkuber T.・BRIERE
Tina M.・峰本紳一郎・近藤 保

1 H 8 28 ハロゲン置換ベンゼンダイマーカチオンの電子構造及び分子
構造（三重大工）大槻武志○岡部正英・一柳正嗣・荒木 晋・西尾
悟・松崎章好・佐藤博保

1 H 8 29 光吸収分光法によるニッケルクラスターイオンの電子構造お
よび幾何構造の探索（コンポン研・理研・東大理・豊田工大）YADAV
Ramkuber Tokhai○松下 明・登野健介・寺嵜 亨・近藤 保

1 H 8 30 液体中のレーザー蒸発による銀微粒子生成（豊田工大クラス
ター研・コンポン研）○真船文隆・河野淳也・武田佳宏・近藤 保

座長 関根 理香（14 : 00～15 : 00）
1 H 8 31 一次元ポリフェロセンの気相合成（慶大理工）長尾 諭○加藤
亜紀子・中嶋 敦・茅 幸二

1 H 8 32 一次元ポリフェロセンの電子状態（慶大理工）○古屋武史・安
池智一・長尾 諭・中嶋 敦・藪下 聡・茅 幸二

1 H 8 33 単一分子検出法による溶液中の色素分子の蛍光分光（コンポ
ン研・豊田工大）○武田佳宏・真船文隆・近藤 保

1 H 8 34 赤外レーザー蒸発法による液体分子線からの生体分子の気相
単離（コンポン研・豊田工大）○河野淳也・真船文隆・近藤 保

1 H 8 35 遷移金属クラスター上で進行する化学反応のサイズ特異性
（豊田工大・コンポン研）○市橋正彦・半村 哲・YADAV Ramkuber
Tokhai・近藤 保

1 H 8 36 トルエンクラスターの光化学反応：C7H7
＋イオンの生成（横浜

市大理・横浜市大院総理）○三枝洋之・中村 淳

座長 三枝 洋之（15 : 00～16 : 00）
1 H 8 37 固体表面衝突により誘起される（CS2）n

― のクラスター内反応過
程（コンポン研・豊田工大）○小泉真一・安松久登・近藤 保

1 H 8 38 ニッケルクラスターイオンへのベンゼン分子の吸着とクラス
ター表面における反応（コンポン研・豊田工大）○半村 哲・市橋正
彦・YADAV Ramkuber Tokhai・近藤 保

1 H 8 39 金属原子からの電子移動によるアクリル酸エステルのクラス
ター内重合反応（東北大院理）○角山寛規・大下慶次郎・美齊津文典・
大野公一

1 H 8 40 M2I（M＝Li,Na,K）の光イオン化とその安定構造（東北大院理・
東北大理）○大下慶次郎・古屋亜理・美齊津文典・大野公一

1 H 8 41 希ガスの励起原子との衝突による Arクラスターのイオン化
ダイナミクス：超励起状態からの自動イオン化の観測（東北大院理）○
田中秀康・丸山 涼・山北佳宏・美齊津文典・大野公一

1 H 8 42 磁気ボトル―阻止電場型分析器を用いたクラスターのペニン
グイオン化電子分光：CO2クラスターからの高速な放出電子の観測
（東北大院理）○丸山 涼・田中秀康・山北佳宏・美齊津文典・大野公
一

3月 29日午前

（放射線化学）
座長 砂川 武義（09 : 30～10 : 20）

2 H 8 04 DNA 1電子酸化反応により生成する中間体生成機構─パルス
ラジオリシスを用いた DNA損傷過程の解明（阪大・産研）○川守崇

司・小林一雄・田川精一
2 H 8 05 サブピコ秒・ピコ秒パルスラジオリシス法によるアルカン中
のジェミネートイオン再結合の研究（阪大産研・理研）○吉田陽一・佐
伯昭紀・古澤孝弘・関 修平・丑田公則・田川精一

2 H 8 06 サブピコ秒・ピコ秒パルスラジオリシス法による溶媒和電子
生成過程の研究（阪大産研）○沼田佳朗・古澤孝弘・吉田陽一・田川精
一

2 H 8 07 4.2 K固体水素中，H原子による連鎖的オルトーパラ転化反
応（名大）○長坂敏充・熊田高之・熊谷 純・荒殿保幸・宮崎哲郎

2 H 8 08 固体水素の放射線分解における H原子生成収量の圧力依存性
（原研基礎セ・クルチャトフ研・名大工）○熊田高之・SHEVTSOV
V.・荒殿保幸・宮崎哲郎

座長 一ノ瀬 暢之（10 : 20～11 : 10）
2 H 8 09 ナノ秒パルスラジオリシスを用いたポリシランラジカルイオ
ンの骨格構造依存性の研究（阪大産研）○羽原英史・国見佳久・関 修
平・古澤孝弘・吉田陽一・田川精一

2 H 8 10 アクリル系，メタクリル系高分子（次世代超微細加工用レジ
スト）の放射線分解機構の研究（阪大産研）○梅田智志・岡本一将・古
澤孝弘・山本幸男・田川精一

2 H 8 11 パルスラジオリシス法を用いた塩素系溶媒中におけるポリス
チレンダイマーカチオンラジカルの研究（阪大産研）○岡本一将・佐伯
昭紀・沼田佳朗・古澤孝弘・三木美弥子・吉田陽一・田川精一

2 H 8 12 重粒子線照射で生成するアラニンラジカルの照射温度変化に
伴う G値の変動（神奈川大理・総合理研；放医研重粒子）○平出
功・峯岸安津子・高木伸司・天野 力・杉谷嘉則・村上 健・金井達
明・古澤佳也

2 H 8 13 陽電子ビームを利用した高分子薄膜の研究（阪大・産研）○
PUJARI Pradeep Kumar・田代 睦・誉田義英・田川精一

座長 吉田 陽一（11 : 10～12 : 00）
2 H 8 14 放射線化学反応による分離型ラジカルカチオンの発光（阪大
産研）藤乗幸子・一ノ瀬暢之○真嶋哲朗

2 H 8 15 電子線パルスラジオリシスーレーザーフラッシュホトリシス
法による励起ラジカルカチオンの発光と消光（阪大産研）○一ノ瀬暢
之・真嶋哲朗

2 H 8 16 5―ブロモ―6―エトキシ―5,6―ジヒドロチミジンの水溶液系光分
解および放射線還元の反応性（京大院工）○高尾幸成・森 繭子・西本
清一

2 H 8 17 高密度気体希ガス中の電子―正イオン再結合過程の研究～解
析法の改良～（東工大院化学）○加藤竜一・武田公樹・小高貴浩・新坂
恭士・亀田幸成・小田切丈・河内宣之・籏野嘉彦

2 H 8 18 低エネルギー電子‐炭化水素分子の衝突過程―パルスラジオ
リシス・マイクロ波空洞法による観測‐（福井工大）○砂川武義

3月 29日午後

（マトリックス）
座長 八ツ橋 知幸（13 : 00～13 : 50）

2 H 8 25 低温希ガスマトリックス単離されたピリジンの光異性化に関
するマトリックス効果と温度依存性（東農工大院 BASE）○間庭 麗・
工藤 聡・高柳正夫・中田宗隆

2 H 8 26 低温マトリックス中におけるケテンの光反応（東工大院理工）
○関 信生・辻 和秀・渋谷一彦

2 H 8 27 低温窒素結晶における N原子の2P―2D発光スペクトルと励起
状態の寿命（東大工）○滝澤賢二・高見昭憲・幸田清一郎

2 H 8 28 低温固相におけるジクロロエチレン類の光化学反応（横国大
工）○藤野賢治・關金一・八木幹雄

2 H 8 29 芳香族アジドの低温場アブレーション：Arマトリックスの効
果（物質研）○新納弘之・佐藤正健・矢部 明

座長 菱川 明栄（14 : 00～14 : 40）
2 H 8 31 依頼講演 衛突遷移領域の超高連分光（東北大科学計測研）佐
藤幸紀

2 H 8 34 可視紫外 2 D蛍光励起スペクトル法によるメタン分子超励起
状態の中性解離過程の研究（高エネ研放射光研）○加藤昌弘・亀田幸
成・武田公樹・河内宣之・籏野嘉彦

座長 佐藤 圭（14 : 40～15 : 40）
2 H 8 35 K―edge領域でのオゾンの光イオン解離異方性（分子研）○下
條竜夫・岡田和正・伊吹紀夫・斉藤則夫
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2 H 8 36 ハロゲン化アセトニトリルの電子付着反応（都産業技術研・
放射線利用施設）○中川清子・下川利成・野上佳太・田中 潤・清水
治通

2 H 8 37 ホット分子を経由した 3光子過程によるトリフェニルメタン
の解裂反応（大阪市大院理）○八ッ橋知幸・中島信昭

2 H 8 38 準安定窒素原子の H―H結合への挿入機構の検証（北陸先端
大・材料科学）○梅本宏信・寺田直樹・田中邦和

2 H 8 39 ナノ秒光パルスを用いた IBrの光解離における沃素の運動量
分布の測定（物質研）○大村英樹・中永泰介・伊藤文之・永井秀和・
Gorelik Sergei・荒川裕則・立矢正典

2 H 8 40 NO2D状態における前期解離（東工大院理工）池田正司○辻
和秀・渋谷一彦

座長 下条 竜夫（15 : 40～16 : 40）
2 H 8 41 オゾンによる一酸化二窒素生成の反応機構（京大院工）○東啓
一郎・笛野博之・田中一義

2 H 8 42 超臨界二酸化炭素中の酸素の光解離とオゾン生成（東大工）○
杉本和子・大友順一郎・幸田清一郎

2 H 8 43 酸素原子と塩化エチレン類との反応における塩素原子移動の
立証（国立環境研）○佐藤 圭・猪俣 敏・今村隆史・鷲田伸明

2 H 8 44 クーロン爆発イメージングによる CS2の結合角解析（都立大
院理・タタ研（インド））○北村友和・西出龍弘・RAJGARA Firoz・城
丸春夫・阿知波洋次・小林信夫

2 H 8 45 O2
＋の強光子場ドレスト状態ダイナミクス（東大院理）○菱川明

栄・劉 世林・岩崎純史・山内 薫
2 H 8 46 強光子場中の二原子分子核波束ダイナミクス（東大理）○丸山
義巨・佐甲徳栄・山内 薫

3月 30日午後

（振動反応・その他）
座長 松村 竹子（13 : 00～13 : 50）

3 H 8 25 キャビティー（定存波）場内での音響化学反応におけるヨウ素
イオンの酸化反応の研究（神奈川工科大）片岡孝夫・本田数博

3 H 8 26 Fe（CN）63―＋S 2 O 42―時計反応系に対する光照射下における
Cd 2＋添加効果（神奈川工科大）本田数博

3 H 8 27 有効二体間ポテンシャル関数の非経験的決定法の開発―グリ
シンの分子内水素移動反応への応用（筑波大・化）渡邊寿雄・菊池 修

3 H 8 28 自触媒的不斉合成：1．速度論的解析（物質研）○楠見敏則・
山口智彦

3 H 8 29 実験および数理モデルにおける光感受性 BZ反応の振動挙動
（物質研）○雨宮 隆・山本哲也・大森隆夫・山口智彦

座長 雨宮 隆（13 : 50～14 : 40）
3 H 8 30 微小反応場における化学振動反応（名大・京大）相原良一・吉
川研一

3 H 8 31 Ru（bpy）3
2＋を触媒に用いた Belousov―Zhabotinsky反応の光照射

効果（奈良教大）松村竹子○中村龍人
3 H 8 32 ベローゾフ・ジャボチンスキー反応におけるカオスの光制御
（ヴュルツブルグ大）GUDERIAN A.・MUENSTER A. F.○神宮寺守・
KRAUS M.・SCHNEIDER F. W.

3 H 8 33 白金電極上の吸着 OHの自己触媒機構による H2O2還元電流
の異常な増加と電流振動（阪大基礎工）○唐住浩平・小西秀充・中西周
次・向山義治・今西哲士・中戸義禮

3 H 8 34 白金電極上での過酸化水素の還元に伴う電気化学振動に及ぼ
すヨウ化物イオンの影響（阪大院基礎工）○池嶌裕介・小西秀光・中西
周二・向山義治・今西哲士・中戸義禮

化学情報・計算機化学

3月 28日午前

（化学情報・ケモメトリックス）

座長 伊藤 眞人（09 : 50～10 : 50）
1 H 9 06 多変量解析法による X線分析法からの偽造硬貨の解析（愛知
県警科捜研）○肥田宗政・佐藤弘康・菅原博嗣・三井利幸

1 H 9 07 多変量解析法によるコピー紙の異同識別（愛知県警科捜研）○
三井利幸・肥田宗政

1 H 9 08 近赤外線スペクトルとケモメトリックスを用いた生分解性プ
ラスチックの識別（物質研・千葉工大・オプト技研）松本高利○田辺和
俊・小川俊明・加倉田圭一・小野修一郎・天野敏男

1 H 9 09 ニューラルネットワークによる化学物質の変異原性の予測
（物質研・横浜国大工）松本高利○田辺和俊・久保 隆・浦野紘平

1 H 9 10 ガスクロマトグラムからの灯油と軽油混合物の引火点の推定
（愛知県警科捜研）○奥山修司・三井利幸

1 H 9 11 有機合成設計システム AIPHOSの開発（19）―クライアント―サ
ーバーシステム化の検討（2）（富士写真フイルム足柄研・豊橋技科大）
○竹内雅志・船津公人

3月 28日午後

（計算化学・理論化学）
座長 高田 章（13 : 00～13 : 30）

1 H 9 25 依頼講演 未定（サイファージェンバイオシステムズ）有國
尚

座長 有國 尚（13 : 30～14 : 10）
1 H 9 28 依頼講演 ガラス材料設計への計算化学の応用（旭硝子）高田
章

1 H 9 31 Interaction of GaN and Triaminotoluene with the Alumina sur-
face. A Combined ab Initio and Semiempirical MINDO／3 Study（東北大
工）○Zhanpeisov Nurbosyn・高見誠一・久保百司・宮本 明

座長 久保 百司（14 : 10～15 : 30）
1 H 9 32 Pd（110）表面における吸着分子のダイナミクスに関する理論
的研究（基礎化学研）松原世明・永井朋子・長岡正隆・山邊時雄

1 H 9 33 遷移金属錯体触媒によるスタノール生成反応機構に関する理
論的研究（基礎化学研）松原世明・SAHNOUN R.・山邊時雄

1 H 9 34 色素増感型太陽電池における光誘起電子移動反応に関する理
論的研究（物質研）○小川哲司・北尾 修・荒川裕則

1 H 9 35 O 2のチトクロム cオキシダーゼによる還元反応機構の ab―
initio分子軌道法による検討（阪大院理・JST）吉岡泰規・宇佐見護・山
口 兆

1 H 9 37 PPP分子軌道法計算における二中心電子反発積分の新しい見
積もり方とその適用（埼玉大工）○太刀川達也・蛭田公広・時田澄男・
西本吉助

1 H 9 38 仮想現実感を利用した原子軌道の新しい対話型動画表示（埼
玉大工・お茶大理・メディア教育開発セ）時田澄男○杉山孝雄・細矢
治夫・近藤智嗣・菊川 健

1 H 9 39 ハロゲン化水素のケテンへの付加反応―非経験的分子軌道法
による研究―（岩手大工）○鈴木映一・平安大地・水戸部祐子・清水健
司

座長 時田 澄男（15 : 30～16 : 40）
1 H 9 40 宇宙機器の潤滑剤の開発に関する分子動力学的研究（東北大
院工）○周 慧・田村宏之・高見誠一・久保百司・宮本 明

1 H 9 41 化学ポテンシャル勾配を駆動力とした有機膜のガス透過シミ
ュレーション（東北大院工）○小林泰則・森戸英明・水上浩一・高見誠
一・久保百司・宮本明

1 H 9 42 高速化量子分子動力学法によるシリコン表面エッチング過程
の検討（東北大院工・広島国際学院大）○山田有場・黒川 仁・遠藤
明・高見誠一・久保百司・宮本 明・今村 詮

1 H 9 43 クラスレート・ハイドレート I型結晶構造の分子動力学シミ
ュレーション（横浜国大工）○久保田寛人・上田一義・中山春夫

1 H 9 44 定圧定温アンサンブルのレプリカ交換モンテカルロ法（物質
研）○岡部恒康・三上益弘・川田正晃

1 H 9 45 分子動力学シミュレーション法を用いた ι ーカラギーナンの
水溶液中における構造の研究（横浜国大工）○岩間康治・上田一義・中
山春夫

1 H 9 46 強結合理論によるカーボンナノチューブに包摂された C 60
の電子状態の研究（物質研）○三上益弘・Farajian Amir・都築誠二・田
辺和俊
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PA 会場
スポーツホール《午前》

錯体・有機金属

3月 28日午前

1 PA 001 三座シッフ塩基を配位子とした新規アンチモン（III）錯体の
合成とその性質（東理大工）分島郁子・篠田智則

1 PA 002 アシルアミン誘導体及びそのアルミニウム（III）錯体の合成―
アルミウムトリイソプロポキサイド（III）とアシルアミン誘導体との反
応（東理大工）○日吉正孝・分島郁子

1 PA 003 テトラキスシリル化 C 60の合成と電子的特性（新潟大院自然
科学）○ラーマンアミヌル・前田 優・若原孝次・赤阪 健・小林
郁・永瀬 茂

1 PA 004 光化学的ビスゲルミル化反応（新潟大院自然科学）○高橋聖
美・前田 優・若原孝次・赤阪 健・藤塚 守・伊藤 攻・小林
郁・永瀬 茂・加固昌寛・中平靖弘

1 PA 005 Tp＊スズ錯体を用いた Tp＊前周期遷移金属錯体合成におけ
るスズ上の置換基効果の理論研究（阪府大総合科学・阪大院基礎工）○
北浦和夫・押木俊之・真島和志・谷 一英

1 PA 006 トリイソプロポキソアンチモン（III）を用いた，3―アルキリ
デン―β ―ジケトン誘導体の合成（東理大工）○名越正志・分島郁子

1 PA 007 N,N’―ジイソプロピル―2,3―ブタンジイミン配位子をもつ半サ
ンドイッチ型タンタル錯体の合成（名大院理・分子研・名大物質国際
研）○山田吉徳・川口博之・巽 和行

1 PA 008 メタクリル酸メチルを配位子とするタンタル―ジアザジエン
錯体の反応性（阪大院基礎工）○松尾 豊・真島和志・谷 一英

1 PA 009 ［Cp＊WS3］―とMCl3［M＝Bi（III），Sb（III）］の段階的錯形成反
応（名大物質国際研）○郎 建平・巽 和行

1 PA 010 アザ―15―クラウン―5環をもつモリブデンヒドリドイミド錯
体の合成と物性評価（横国大工）○木場勝平・山口佳隆・湊 盟・伊藤
卓

1 PA 011 新規五座配位子を有するヒドリドモリブデン―ケイ素錯体と
イソシアニド類との反応（横国大工）○西内潤也・山口佳隆・湊 盟・
伊藤 卓

1 PA 012 環状骨格をもつMo 4 Fe 4 S 12クラスターの合成と構造（名
大院理・分子研・名大物質国際研）○小室貴士・郎 建平・川口博
之・巽 和行

1 PA 013 架橋三座配位子を有するMo（II）2Ir（I）2四核錯体の合成とそ
の反応性（阪大院基礎工）溝元 均○久住佳孝・真島和志・谷 一英

1 PA 014 1,1’―ジ置換フェロセン類とベンゼン類の配位子交換反応（立
命館大理工）○吉上和彦・岡田 豊・林 隆俊

1 PA 015 遷移金属酸化物イオンによるメタン―メタノール転化反応に
関する理論的研究（京大院工・基礎化研）○塩田淑仁・吉澤一成・山邊
時雄

1 PA 016 dppbを配位子とする 5配位ルテニウム錯体におけるアゴス
ティック相互作用（埼玉工大応化）○佐分利正彦・渋谷秀明・岩崎政和

1 PA 017 2―Medpppを配位子とする 5配位ルテニウム錯体におけるア
ゴスティック相互作用（埼玉工大応化・埼玉工大院物質）○宮田壮一・
佐分利正彦・岩崎政和

1 PA 018 ヒドリド移動を選択的に駆動する光触媒（3）：カルボニル化
合物によるヒドリド中間体のトラップとその反応機構（埼玉大院理工）
石谷 治○今野英雄・藤本竜作・坂本和彦

1 PA 019 PMe 3を補助配位子とする hapto1 : haoto6―µ 2―アリールアルキ
ニル架橋二核ルテニウム錯体の合成，構造，反応性（都立大院理・京
大院工）○沖村裕伸・佐藤良行・松坂裕之・石井知彦・山下正廣・近
藤 満・北川 進

1 PA 020 シアナミド配位子を持つ 4族および 8族新規遷移金属錯体
の合成と反応（名大院理・名大物質国際研）○丹羽孝介・DEINDOR-
FER Pia・松本 剛・巽 和行

1 PA 021 オキソースルフィド錯体を用いたタングステンールテニウ
ムおよびロジウム二核化合物の合成と構造（名大院理・名大物質国際
研・分子研）○丸本 忠・川口博之・巽 和行

1 PA 022 アゾ基を持つイソシアニドを配位子とする（η 6―アレーン）ル
テニウム，（η 5―ペンタメチルシクロペンタジエニル）ロジウムおよび
イリジウム錯体の合成と性質（東邦大理）○中村英樹・山本育宏

1 PA 023 液体および超臨界二酸化炭素中での錯体光触媒反応：レニ

ウム錯体を用いた二酸化炭素の光還元（資源環境研）○堀 久男・小池
和英・竹内浩士・佐々木義之

1 PA 024 チエニルピリジン類のシクロオーレーション錯体と PPh3と
の反応（九大院理）○家田秀康・淵田吉男

1 PA 025 2―フェニルチアゾールを用いたシクロオーレーション錯体
の合成（九大院理）○藤原弘行・家田秀康・淵田吉男

1 PA 026 水素結合可能なピリドン環を有するホスフィンの遷移金属
錯体への利用（千葉大工）赤染元浩○鈴木志穂美・小倉克之

1 PA 027 Klaeuiの三脚型配位子を有する Ni,Co,Mnのハーフサンドイ
ッチ型錯体，［M○CpCo［P（＝O）（OR）2］3｝（NO3）（L）］，の合成とその
反応性（東工大資源研）○馬 徳強・引地史郎・穐田宗隆・諸岡良彦

1 PA 028 固相中及び液相中での Co（I），Rh（I）錯体と一酸化炭素との
反応（東工大資源研）○石井秀岳・小坂田耕太郎

1 PA 029 ハーフメタロセン型ロジウムおよびイリジウム錯体による
水素移動型触媒反応におけるジアミン配位子の置換基効果（阪大院基
礎工）○阿部智之・真島和志・谷 一英

1 PA 030 ［RhW3O4］キュバン骨格を有する有機金属酸化物クラスター
の合成（金沢大理・阪市大院理）○林 宜仁・上原 章・木戸光一・木
下 勇・磯辺 清

1 PA 031 パラシクロファン類縁化合物を配位子とする新規ロジウム
（I）錯体の合成および構造（近畿大理工総研・近畿大理工）○前川雅
彦・橋本直樹・黒田孝義・末永勇作・宗像 惠

1 PA 032 Ir―H結合に対するメチレンシクロプロパン類の挿入反応（東
工大資源研）○木村将之・小坂田耕太郎・森 敦紀・西原康師

1 PA 033 新規二核イリジウム錯体の合成と触媒機能（京大人環・京大
総人）○濱田太郎・藤田健一・山口良平

1 PA 034 IrCl（diphosphine）（L）の合成と反応性および触媒作用（阪大院
基礎工）○中島康二・山縣恒明・谷 一英

1 PA 035 ペンタメチルシクロペンタジエニルイリジウム錯体のメチ
ル基への官能基導入反応（京大総人・京大人環）○藤田健一・中村将
司・山口良平

1 PA 036 励起ケトンの水素引き抜きを利用したロジウム錯体による
水素移動反応（物質研）○姫田雄一郎・小松崎伸子・杉原秀樹・荒川裕
則・春日和行

1 PA 037 2,2’―ビピリジン誘導体を配位したカチオン性アリールパラ
ジウム（II）錯体のビアリール生成反応（東工大資源研）○柳生剛義・小
坂田耕太郎・山本隆一

1 PA 038 シクロブタジエンーパラジウム錯体の環拡大反応における
配位子効果（阪大院基礎工）○清水大輔・真島和志・谷 一英

1 PA 039 1ー 1’ービスジフェニルホスフィノフェロセンを配位子とす
る Pd（I）二核錯体（奈良女子大理・東邦大理）○棚瀬知明・松尾純子・
浜口真規子・Rowshan Ara Begam・大仲友子・矢野重信・山本育宏

1 PA 040 cis―ブチル（シリル）白金（II）錯体からの C―Si結合生成反応：
ヒドロシランの効果（阪市大工）片山博之・北口勝也○小澤文幸

1 PA 041 アミド架橋白金（III）2核錯体を用いた 2‐アミノ‐ケトンの
合成（早大理工）○山田 潤・林 永寿・松本和子

1 PA 042 ケトニル白金（III）二核錯体の合成（早大理工・科技団）○三
澤英絵・林 永寿・松本和子

1 PA 043 ジフェニールアセチレン架橋白金（I）ダイマ―（高知学園短大
化・クリストファ－．インゴールド研究所・ロンドン大）山崎慎作・
DEEMING Anthony. James

1 PA 044 白金（II）アスコルビン酸錯体：白金―炭素結合生成の立体条
件（北里大理）小澤 健○弓削秀隆・梶山和政・宮本 健

1 PA 045 エン―イン配位子を有するパラジウム及び白金錯体の合成と
性質（奈良先端大物質創成）堤 健○井手利久・中貝雄三・中野 環・
垣内喜代三

1 PA 046 脂溶性ポルフィリンを用いたルテニウムカルベン錯体の合
成（北里大理）○河合 匡・梶山和政・弓削秀隆・宮本 健

1 PA 047 立体的に込み合ったロジウム及びイリジウムポルフィリン
の合成（北里大理）○柴田俊亮・大橋雅卓・田村隆史・梶山和政・弓削
秀隆・宮本 健

1 PA 048 アルキル架橋した Ir及び Rhポルフィリン錯体の光分解（北
里大理）○大橋雅卓・弓削秀隆・梶山和政・宮本 健

1 PA 049 超臨界二酸化炭素中におけるシクロヘキセンの Feポルフィ
リン系の錯体触媒部分酸素酸化反応（東大工）○小久保慶陽・呉 暁
聞・幸田清一郎

1 PA 050 ミセル溶液中のニトロシル金属ポルフィリンの光反応（理
研・東京理科大理・東洋大工）○足立春菜・星野幹雄・石井忠浩・若
狭雅信・宮崎芳雄

1 PA 051 コバルトポルフィリン複核錯体の多電子過程（慶大理工）○
中澤伸介・有冨嘉哲・山元公寿

1 PA 052 イオン結合性ルテニウム複核ポルフィリン錯体の多電子移
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動過程（慶大理工）○今岡享稔・中澤伸介・山元公寿
1 PA 053 ピリジル基を導入したポルフィリンの光電気化学的特性（名
工大院）○梅田珠美・高木 繁・尾中 証・山村剛士

1 PA 054 ロジウムポルフィリンを用いた有機化合物の触媒的脱塩素
化反応（名工大院）○山田裕之・伊藤 護・高木 繁・尾中 証

1 PA 055 シアノ化 N―混乱（反転）ポルフィリン銅錯体の構造と磁気特
性（大分大工・九大有基研）○出島裕久・佐々木健夫・石川雄一

1 PA 056 ポルフィリンを配位骨格に有する配位高分子の合成と構造
（京大工）木村 祐・和田健二・近藤 満・水谷 義・北川 進

1 PA 057 オキソ―アセタト架橋三ルテニウム骨格を導入した 5,15―（4―
ピリジル）―10,20―ジフェニルポルフィナト亜鉛二元錯体の合成と性質
（日大工）○佐藤成真・木戸寛明

1 PA 058 縦軸配位子を有する金属ポルフィラジン誘導体の合成（日大
生産工）○河口真慶・大野映子・坂本恵一

1 PA 059 ペリフェラル位に置換基を有するアルキルベンゾピリドポ
ルフィラジンの合成（日大生産工 ss）○加藤 拓・坂本恵一・COOK
Michael

1 PA 060 ビス（フタロシアニナト）セリウム錯体の電気化学的性質（金
材技研）○砂金宏明・加賀屋豊

1 PA 061 アミノ基を導入したフタロシアニン錯体とアルデヒド基を
持つ銅二核錯体との反応による新規高次多核錯体の合成の試み（島根
大総理工）○半田 真○塩見公江・木山寛子・杉森 保・春日邦宣

1 PA 062 フタロシアニン金属錯体による活性酸素生成と有機塩素化
合物の光分解反応（島根大総合理工）○藤田篤史・宮廻隆洋・杉森
保・半田 真・春日邦宣

1 PA 063 フェニル誘導体を導入した四置換フタロシアニン錯体の合
成と構造異性体の制御（島根大総理工）○杉森 保○古藤直子・岡本
暁・半田 真・春日邦宣

1 PA 064 7,16―ビス（アゾフェニル）テトラアザ［14］アヌレン及びニッ
ケル（II）錯体の合成と構造（九工大工）○坂田一矩・平原知明・橋本
守

1 PA 065 シクロヘキシルサイクラムニッケル（II）錯体の合成と構造
（九工大工）○橋本 守・坂田一矩

1 PA 066 2―ピリジルメチル基を側鎖に有する環状ポリアミン並びに
その遷移金属複核錯体の合成と性質（物質研）○春日和行・小松崎伸
子・姫田雄一郎・杉原秀樹・荒川裕則

1 PA 067 単核錯体を前駆体とするアレーンジチオラート架橋二核及
び三核ロジウムないしイリジウム錯体の合成と構造（都立大院理）○渡
辺由布子・渡辺史郎・松坂裕之・石井知彦・山下正廣・近藤 満・北
川 進

1 PA 068 種々のメタラジチオレン錯体のラジカル置換反応（上智大理
工）○丸山幸一・前島和明・小黒寛樹・阿久津恵理・杉山 徹・横山
保夫・杉森 彰・梶谷正次

1 PA 069 新規光学活性コバルタジチオレン錯体の合成および物性（上
智大理工）○小西孝治・横山保夫・杉山 徹・梶谷正次

1 PA 070 ［Zn（dmit）2］2―錯体を原料とした新規コバルタジチオレン錯
体の合成（上智大理工）○鈴木会理子・豊田佳子・高山千佳子・杉山
徹・横山保夫・ALEA Glenn・JANAIRO Gerardo・杉森 彰・梶谷正
次

1 PA 071 ピリジル基を有する新規コバルタジチオレン錯体の合成お
よび性質（上智大理工）○金森麻美・舘野直樹・高山千佳子・杉山
徹・横山保夫・杉森 彰・梶谷正次

1 PA 072 コバルタジチオレン錯体と 4―フルオロ―3―ニトロフェニルア
ジド（FNPA）との反応（上智大理工）○川北明日香・野村光城・勝田英
明・八木沢敬良・杉山 徹・横山保夫・杉森 彰・梶谷正次

1 PA 073 複核モリブダジチオレン錯体の合成とその性質（上智大理
工）○菅野真哉・生田目卓治・山中達也・杉山 徹・横山保夫・杉森
彰・梶谷正次

1 PA 074 グルコピラノシル架橋を有する Cu（II）及び Zn（II）三核錯体
（奈良女子大理）○犬飼裕美・大仲友子・矢野重信・棚瀬知明

1 PA 075 メタロセンユニットを含む HAT―（CN）6錯体の合成及び性質
（京大院工・理研・都立大院理）○古川修平・大久保貴志・正岡重行・
和田健二・張 浩徹・麻生秀光・近藤 満・水谷 義・北川 進

1 PA 076 ［M（mnt）2Cu4X4］2―を building―blockとした錯体ポリマーのア
ルカリ土類金属カチオンによる構造制御（近畿大理工・近畿大理工総
研）○三好真介・黒田孝義・杉本邦久・前川雅彦・宗像 惠

1 PA 077 4―アミノブタン酸塩化銅（II）錯体の性質と構造（上智大理工）
栗山茂亜木○猪俣芳栄・HOWELL F.S.

1 PA 078 ［Co（D―penicillaminate）2］―錯体配位子と Cd（II）イオンの反応
性（筑波大化）○積田昌代・山田泰教・宮下芳太郎・藤澤清史・岡本健
一

1 PA 079 嵩高いアシルアミノ置換ベンゼンジチオラートを配位子と

する亜鉛（II），カドミウム（II），水銀（II）ビスジチオラート錯体（阪大
院理・農環研）○馬場浩司・岡村高明・上山憲一・村山重俊

1 PA 080 1―フェニル―3―メチル―4―ベンゾイル―5―ピラゾロンとカドミ
ウムとの錯体の合成と熱的および分光学的性質（明星大理工）○兵藤秀
樹・赤間美文・田中誠之

1 PA 081 サマリウム（III）塩とポリピラゾリルボラトの反応並びにそ
の生成種の同定（長崎大工）茅野紘平・山口 斉・長岡順子○大西正義

1 PA 082 12配位のセリウム（III）を中心に持つ 2―ピリジンカルボキシ
ラト架橋ニッケル（II）クラスターの合成と性質（新潟大理）○益谷田鶴
子・五十嵐智志・湯川靖彦

1 PA 083 12配位のサマリウムを中心に持つ L―プロリナト架橋ニッケ
ル（II）クラスターの結晶化における対アニオンの選択性（新潟大理）五
十嵐智志○湯川靖彦

1 PA 084 平面型 Schiff塩基系配位子による Ce（IV）錯体の構造（阪教
大・金沢大理・東学大）○久保埜公二・横井邦彦・平山直紀・國仙久
雄

1 PA 085 ハロゲン化サマリウム（III）―HMPA錯体の X線構造解析（千
葉大院自然・千葉大理）○朝倉克夫・今本恒雄

1 PA 086 種々の有機溶媒中におけるマンガン（II）シッフ塩基錯体の酸
素酸化（龍谷大理工）○瀬古健彦・浅田英幸・藤原 学・松下隆之

1 PA 087 トリフルオロメタンスルホン酸イオンが配位したルテニウ
ムビスビピリジン錯体と溶媒との反応（明治大理工）○成島 隆・合田
健一郎・長尾憲治

1 PA 088 cis―［Ru（acac）2（CH3CN）2］（CF3SO3）（acac＝アセチルアセト
ナト）の合成と構造（明治大理工）○細谷直美・成島 隆・長尾憲治

1 PA 089 トリ‐2‐ピリジルアミン（tpa）を持つ Ru錯体の光化学反応
（明治大理工）○松田英亮・外山真理・長尾憲治

1 PA 090 ルテニウム（II）三級テトラアミン錯体の置換反応速度のサイ
ト依存性（融合研）○高橋利和

1 PA 091 擬一次元ハロゲン架橋白金複核錯体の結晶構造と原子価状
態（都立大院理・名大院人情・東大院工）○滝沢孝一・石井知彦・山下
正廣・松坂裕之・川島卓也・岡本 博

1 PA 092 はしご型一次元混合原子価錯体［AuIX（DBS）］［AuIIIX3）
（DBS）］（X＝Cl,Br,I : dbs＝dibenzylsulfide）における Au原子価状態の
研究（東大院総合文化）○松葉 聡・小松徳太郎・小島憲道・松下信
之・瀬戸 誠・小林康浩

1 PA 093 Ag（II）／Pt（II）混合金属錯体ポリマーの合成（近畿大理工）○生
地伸光・黒田孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PA 094 シアノピリジン類からなる Ag（I）錯体ポリマーの合成と構造
（近畿大理工）○紙谷 徹・末永勇作・黒田孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PA 095 チオフェニル置換基を有する芳香族化合物と Ag（I）錯体ポリ
マーの合成および構造（近畿大理工）○二宮康彰・末永勇作・北村幸
三・黒田孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PA 096 フォトクロミズムを有するビスチエニルマレイミド―Ag（I）
及び Cu（II）錯体の合成。（近畿大理工・近畿大理工総研）○豊島康孝・
黒田孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PA 097 トルエン分子を包接した三次元 Ag（I）―トリプチセン錯体の
合成（近畿大理工・近畿大理工総研）○穴畑 学・黒田孝義・前川雅
彦・末永勇作・宗像 惠

1 PA 098 アントラセン類縁化合物を配位子とする Ag（I）π 錯体の合成
及び構造（近畿大理工）○中川久雄・黒田孝義・前川雅彦・宗像 惠

1 PA 099 ねじれ 9,9’―bifluolenylideneが配位した Ag（I）錯体の合成及び
構造（近畿大理工）○藤田 基・黒田孝義・前川雅彦・末永勇作・宗像
惠

1 PA 100 Mn 12系単一分子磁石と TTF誘導体との電荷移動錯体（近畿
大理工・近畿大理工総研・UCSD）○玉川智史・黒田孝義・前川雅
彦・宗像 惠・Hendrickson David N.

1 PA 101 セミキノネート／カテコラート混合配位子型クロム錯体の合
成と性質（京大院工）○張 浩徹・北川 進

1 PA 102 ［Fe（trz）3］（RSO3）2のスピンクロスオーバー挙動に及ぼす
対アニオンの位置異性体効果（東大院総合文化）○戸矢崎修司・小松徳
太郎・小島憲道

1 PA 103 ［Fe（pap）2］（TCNQ）の磁気挙動と電気伝導性（阪大院工・近
大理工）○藤田直紀・中野元裕・松林玄悦

1 PA 104 N ―（N ’,N ’―ジメチルエチレンおよび―プロピレン）―2―ピコリ
ンアルジミン―金属錯体の性状（阪大院工）○前田岳史・KILIAN
Michal・松林玄悦

1 PA 105 マンガン錯体の合成とその液晶性（龍谷大院理工）○山口勝
寛・藤原 学・松下隆之

1 PA 106 鉄ークロラニル酸系錯体をビルディングブロックとする新
規層間化合物の合成と性質（静大理・京大院工・都立大院理・分子研）
○永吉邦光・川田 知・Kabir Khayrul・安立京一・北川 進・片田元
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己・熊谷 等・井上克也
1 PA 107 ジクロロビス（4―ヒドロキシ―L―プロリン）亜鉛（II）錯体に抱
接されたアルコール分子の収脱着挙動（新潟大理）五味明子・五十嵐智
志○湯川靖彦

1 PA 108 キャビタント型配位子を用いた金属集積体の構築（阪市大院
理）○水垣 真・田所 誠・小嵜正敏・岡田惠次

1 PA 109 講演中止
1 PA 110 シアナニル酸を配位子とした種々の金属錯体の合成と結晶
構造（阪大院理）○長谷川在・豊田二郎・中筋一弘

1 PA 111 オキサラト架橋鉄およびルテニウム複核錯体の結晶構造と
電気化学的性質（新潟大理・長崎大教育）藤野 拓・五十嵐智志・湯川
靖彦○星野由雅

1 PA 112 トリス（2,2’―ビピリジン）金属錯体とヘキサシアノ鉄（III）酸
イオンからの新規複塩結晶の調製，結晶構造，および物性（東理大理）
〇内田勇一・酒井 健・梶原孝志・伊藤 翼

1 PA 113 ホモアンニュラー架橋二核ルテノセン誘導体の合成と性質
（埼大分析セ）○鈴木正樹・大越雅典・佐藤 勝

1 PA 114 ジピリドフェナジン環を含むルテニウムビピリジル―シッフ
塩基複核錯体の合成と性質（物質研）○小松崎伸子・姫田雄一郎・加藤
隆二・杉原秀樹・荒川裕則・春日和行

1 PA 115 1―（2―ピリジル）―ピラゾリン誘導体を配位子とするルテニウ
ム錯体の合成とその性質（物質研）○汪 鵬飛・小松崎伸子・加藤隆
二・姫田雄一郎・杉原秀樹・荒川裕則・春日和行

1 PA 116 チオフェン誘導体を架橋配位子とする 2核ルテノセン誘導
体の合成と性質（埼大分析セ）○種邑 篤・佐藤 勝

1 PA 117 ［Sn（C3S5）3］2―錯体の結晶構造（阪大院工）○田村初江・赤阪
天平・中野元裕・松林玄悦

1 PA 118 1,10―Phenanthroline―5,6―dioneの鉄（II）錯体を用いた二核及び
多核錯体合成の検討（山口大理）田代真一○右田耕人

1 PA 119 錯体配位子［Fe（bpca）2］を用いた多核金属錯体の合成と構造
（東北大院理）○神山麻子・梶原孝志・伊藤 翼

1 PA 120 メルカプト安息香酸およびトリフェニルホスフィンを配位
子とする金（I）錯体の金（I）―金（I）相互作用による二量体の合成と X線
結晶構造（神奈川大理）野宮健司○加藤智恵子・野口龍介・力石紀子・
VINCENT B.R.・SMYTH D.R.・TIEKINK E.R.T.

1 PA 121 2―メルカプト安息香酸を配位子とする水溶性金（I）錯体カリ
ウム塩の金（I）―金（I）相互作用による二量体の合成と X線結晶構造（神
奈川大理）野宮健司○桜井朋弘・野口龍介

1 PA 122 アミノ酸を配位子とする銀（I）錯体の合成，結晶構造および
抗菌活性（神奈川大理）野宮健司○横山宏成・高橋 賢・野口龍介

1 PA 123 新規 4―Mercaptopyridine金（I）錯体の合成と X線構造解析（名
工大院・名工大）尾中 証○酒井 淳・金川 修

1 PA 124 新規易溶性マンガン三核カルボン酸錯体の合成，結晶構造
および磁気的性質（名工大院）尾中 証○伊藤光宏

1 PA 125 ベント型ヒドロキソ架橋白金（II）二核錯体の結晶構造と DFT
計算による考察（東理大理）○高山 登・今野陽介・酒井 健

1 PA 126 アミド架橋白金二核錯体とビス（オキサラト）白金酸イオン
からの新規一次元複塩の合成と構造（東理大理）○今野陽介・酒井
健・梶原孝志・伊藤 翼

1 PA 127 各種アミド架橋白金（II）二核錯体の合成，結晶構造，ラマン
分光，及び水素発生触媒機能（東理大理）〇濱秀樹・酒井 健・坪村太
郎・北川 宏・三谷洋興

1 PA 128 各種錯体配位子によるアミド架橋白金（III）二核錯体の軸配
位子置換平衡と一次元集積化（東理大理）○坂本智彦・酒井 健・梶原
孝志・伊藤 翼

1 PA 129 直鎖状白金三核クラスターポリマーと有機小分子との反応
（奈良女子大理）○浜口真規子・矢野重信・棚瀬知明

1 PA 130 白金ブルー溶解直後に進行する迅速反応の追跡と吸光係数
の決定（東理大理）○米澤雄貴・酒井 健

1 PA 131 新規二核マンガン（III）錯体の合成と過酸化水素との反応性
（龍谷大理工）○矢口雄一郎・中村俊雄・倉貫悦子・木村真琴・藤原
学・松下隆之

1 PA 132 酢酸イオン架橋マンガン（III）三核錯体のピリジン配位子交
換反応（埼大理）○藤原隆司・永澤 明

1 PA 133 三重水素結合部位を有する配位子をもつマンガン，鉄およ
びコバルト錯体の合成（名大院理・分子研・名大物質国際研）○岡田宣
宏・川口博之・巽 和行

1 PA 134 光誘起準安定状態ニトロプルシドナトリウム結晶の光学特
性における波長転写効果（埼玉大理）○町田 広・齋藤英樹・森岡義幸

1 PA 135 フェロセンーキノンパイ共役結合系におけるプロトンを介
した分子内電子移動（東大院理）○佐野弘樹・村田昌樹・栗原正人・久
保謙哉・西原 寛

1 PA 136 修飾電極を用いたポリスルホニウム薄膜における電子移動
過程（早大理工）○中野裕子・信田浩志・小柳津研一・土田英俊

1 PA 137 ビステルピリジンコバルト錯体分散高分子膜の電気触媒化
学的プロトン還元機能とその pH依存特性（弘前大理工・茨城大理）○
阿部敏之・金子正夫

1 PA 138 チアジアゾール環を含む配位子をもつ金属錯体の合成と性
質（日大理工）○市川哲郎・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学

1 PA 139 アゾキシもしくはアゾ基を持つポリピリジン架橋配位子と
その金属錯体の合成（東大生研・日大理工）○赤坂哲郎・大和正夫・吉
羽健児・大月 嬢・荒木孝二・滝戸俊夫・妹尾 学

1 PA 140 ［Ru（N―N）3］2＋（N―N＝5,5’dmbpy,4,4’dmbpy）と［Cr（ox）3］3―
からなる複錯体結晶中における励起エネルギー移動（東工大理）○須戸
敬一・大塚拓洋・海津洋行

1 PA 141 DPPZ架橋部位を持つ Ru／Os多核錯体中での分子内光誘起
エネルギー移動（東大生産研）○崔 昌植・荒木孝二

1 PA 142 アゾベンゼンを連結したテルピリジンを配位子とした Rh，
Ru，Co錯体の合成と物性（東大理）○森 一郎・豊 智奈・栗原正
人・西原 寛

1 PA 143 ルテニウム（ビピリジン）錯体における光誘起コンフォーメ
ーション変化に基づくフォトクロミズム（科技団井上光不斉プロ）HE-
SEK Dusan・井上佳久○石田 斉

1 PA 144 光反応性複核錯体（1）：（µ 2 : η 3 : η 5―guaiazulene）Ru2（CO）5異
性体の新規単離法とハプトトロピック異性化反応（九大機能研・九大
総理工）松原公紀○小田隆志・永島英夫

1 PA 145 光反応性複核錯体（2）：アセナフチレン類を配位子に持つ鉄
二核錯体の熱，光ハプトトロピック転位における配位子の影響（九大
機能研・九大院総理工）松原公紀○新林昭太・永島英夫

1 PA 146 置換したジピリドフェナジン及びジピリドキノキサリンを
配位子とする新しいルテニウム錯体の合成，電気化学及び光化学的検
討。（資環研）○ゴランカスボーバク・竹内浩士・根岸信彰・小池和
英・堀 久男

1 PA 147 配位立体障害を包含するジクロロ（ビキノリン）白金（II）錯体
の構造と発光特性（奈良女大）○岸 忍・加藤昌子

1 PA 148 ビス（キノリノラト）白金（II）合成中間体としてのモノ錯体の
構造と性質（奈良女大）○加藤昌子・小川由記・小酒井美喜子・杉本幸
裕

1 PA 149 ニトロニルニトロキシドラジカル NIT 2―pyを含む β ―diketo-
natoクロム（III）錯体の合成と性質（阪大院理）○塚原保徳・飯野 敦・
海崎純男

1 PA 150 7員環キレートによる立体規制を有するバナジウム錯体の合
成（名工大工）○丹羽史伸・奥藤大安・前田益伸

1 PA 151 ヘキサメトキシヘキサバナデートの合成と性質（金沢大理）
○内村大輔・林 宜仁・上原 章

1 PA 152 ［Cu（3,2,3―tet）］2＋が生み出した［Pb3（DMF）2Br8］2―との化合物
（城西大理）○宮前 博・宮原里江子・日原五郎

1 PA 153 トリアンミンアクアジクロロコバルト（III）塩化物単結晶の
配位子場吸収の遷移モ―メント（明星大・駒澤短大・明星大地球環境保
全セ・東理大）○三塚義弘・原田和正・山本裕右・吉澤秀二・矢島博
文・日高久夫

1 PA 154 セミカルバゾンおよびチオセミカルバゾン配位子による亜
鉛（II）錯体の合成，X線結晶構造および抗菌活性（神奈川大理）野宮健
司○石川元紀・関野 潔・力石紀子・嶋田伸広

1 PA 155 チオセミカルバゾンおよびセミカルバゾン配位子によるニ
ッケル（II）錯体の合成，X線結晶構造および抗菌活性（神奈川大理）野
宮健司○関野 潔・力石紀子・石川元紀・嶋田伸広

1 PA 156 コバルト（III）のアンミンおよびエチレンジアミン錯体にお
ける H―D交換反応の Co―59 NMRによる研究（龍谷大理工・阪大院
工）○藤原 学・山庄司由子・宮地洋子・井上佳久・松下隆之

1 PA 157 コバルト（III）錯体の X線光電子スペクトルとそれらの DV―
Xa法による分子軌道計算（龍谷大理工）○石田輝和・山口敏弘・藤原
学・松下隆之・池田重良

1 PA 158 ニトロシルペンタアンミンクロム錯体の X線構造（岡山理科
大理・岡山理科大自然研・大阪産大）○柴原隆志・赤司治夫・岩倉竜
太・西本吉助・森 正保

1 PA 159 硫黄配位原子をもつクロム・モリブデンおよびタングステ
ン錯体 XPSスペクトル（岡山理大理）○前山正孝・柴原隆志

1 PA 160 ヒドロトリス（メチマゾリル）ボレート（Tm）を持つ鉄錯体お
よびニッケル錯体の合成と反応（名大院理・分子研・名大物質国際研）
○戸田大輔・川口博之・巽 和行

1 PA 161 脂肪族ジアミンの配位した 4族金属錯体の合成と構造（岡山
大工）○桐山孝之・押木俊之・高井和彦

1 PA 162 イミノニトロキシドラジカル IM―2 pyが配位したアセチル
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アセトナト Ni（II）錯体の合成と性質（阪大院理）○鎌谷貴之・吉田高
史・鈴木孝義・海崎純男

1 PA 163 トリスビウレタト型の 6座配位子を用いたコバルト（III）錯
体の合成と性質（阪大院理）○八木 崇・吉原一博・小森田喬志・海崎
純男

1 PA 164 過マンガン酸カリウムを用いた高原子価マンガン錯体の合
成と性質（龍谷大理工）○根来 世・須藤 篤・藤原 学・松下隆之

1 PA 165 TMEDAを配位子とする 5配位二価クロム錯体の合成と構造
（岡山大工）伊藤 玄○押木俊之・高井和彦

1 PA 166 カチオン性有機金属種（cod）Pt2＋基を担持したニオブ（V）三置
換 Dawson型タングストポリ酸塩の合成とキャラクタリゼーション
（神奈川大理）野宮健司○鳥居秀毅・野村桂一

1 PA 167 カチオン性有機金属種（Cp＊）Rh2＋基を担持したバナジウム
（V）三置換 Dawson型タングストポリ酸塩の合成とキャラクタリゼー
ション（神奈川大理）野宮健司○長谷川剛・山田嘉輝

1 PA 168 位置選択的なバナジウム（V）置換 Keggin型ポリ酸塩の多中
心活性部位によるトルエンの触媒的酸化反応（神奈川大理）野宮健司○
橋野 圭・根本幸宏・長谷川剛・渡辺 舞

1 PA 169 位置選択的なチタン（IV）一置換 Dawson型タングストポリ酸
塩の合成とキャラクタリゼーション（神奈川大理）野宮健司○高橋瑞
人・荒井行則・塚田郁夫

1 PA 170 Dawson型タングストポリ酸塩 α 2―チタン（IV）三置換体の四
量体の合成とキャラクタリゼーション（神奈川大理）野宮健司○塚田郁
夫・高橋瑞人・荒井行則・WIDEGREN J.A.・FINKE R.G.

1 PA 171 ［PW9O34］9―塩を前駆体とした β ―［PW12O40］3―塩の合成（阪市
工研・阪工大工・阪大院工）○川舟功朗・坪井 誠・松林玄悦

1 PA 172 新規な 5座配位子を有するモリブデンーケイ素錯体と二酸
化炭素及び二硫化炭素との反応（横国大工）○純浦健一郎・山口佳隆・
湊 盟・伊藤 卓

1 PA 173 マスクしたジシレン上での官能基変換（東北大院理）○早田
達央・坂本健吉・吉良満夫

有機化学―反応と合成 G．有機電気化学

1 PA 175 環状オニウムイオンを鍵中間体とする立体選択的電極反応
（4）アミノ酸アミド誘導体の立体選択的 N―α ―アミノ化（京工繊大工
芸）○鎌田 徹・奥 彬

1 PA 176 電解によるアルケン類の選択的水素添加反応の開発（電通
大・ペルメレック電極・阪府大工）○松井 良・牧昌次郎・平野
誉・丹羽治樹・吉田泰樹・尾形節郎・中松秀司・井上博史・岩倉千秋

1 PA 177 コバルト錯体―反応性電極系を用いる電解環化反応（富山高
専）川淵浩之○鈴木浩行・尾脇志麻子・赤池 龍

1 PA 178 ホスホニウム塩の電解還元における溶媒効果（中部大工）○
畔柳和士・蒔田 桂・纐纈銃吾

1 PA 179 電極還元法を用いた光学活性ポリシランの合成（近畿大理
工）柏村成史・石船 学・玉井義弘○広瀬隆一・村井義洋・西田亮
一・村瀬祐明

1 PA 180 ネットワーク構造を持つポリスタンナンの電解合成（東工芸
大）○渡辺広治・岡野光俊

化学情報・計算機化学

1 PA 181 液体ベンゼンの並進・再配向ダイナミックスの温度依存性。
分子動力学法による検討（京都工繊大・日本シリコングラフィックス
クレイ）○中川徹夫・山中重宣・浦川 宏・梶原莞爾・林 宗市

1 PA 182 量子化学計算によるリチウムイオン電池の炭素材料設計（物
質研・融合研）○松本高利・田辺和俊・長嶋雲兵

1 PA 183 PM 3計算による回転異性体の発光スペクトルの説明（東邦大
理）○青木大成・山登一郎・西垣敦子・大島 茂

1 PA 184 PM 3計算によるニトロベンズアントロンの変異原性の解釈
（東邦大理）杉本夏子・内田 朗・大西 勲○大島 茂

1 PA 185 半経験的分子軌道法によるベンゼン―環状ケトン間相互作用
のエンタルピーの計算（青山学院大理工）○遠藤 忠・小山博之・伊藤
眞人

1 PA 186 遷移金属イオンアンモニア錯体の配位子交換反応に関する
理論的研究（岐阜大・名大）○和佐田裕昭・和佐田祐子

1 PA 187 アスコルビン酸の自動酸化における酸素分子の 3重項―1重
項転移に関する理論的研究（お茶大理・お茶大環境セ）○岡 芳美・武
次徹也・倉田忠男・三宅紀子・平野恒夫

1 PA 188 水晶振動子式ガスセンサ測定とケモメトリックス解析によ

る揮発ガス分析（物質研・金沢工大）○松本高利・田辺和俊・黒澤
茂・向井達哉・南戸秀仁

1 PA 189 MO計算によるカルボン酸二量化反応の熱力学的データとそ
の適応性について（広大院理）○永田武史・田林清彦・高橋 修・齊藤
昊
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2 PA 001 エーテルスペーサーを有する二核化配位子を用いた銅錯体
の合成と性質（京大院工・基礎化研）○松浦宏治・太田雄大・吉澤一
成・山邊時雄

2 PA 002 水素結合および配位結合を利用する自己会合性ポルフィリ
ンの合成と性質（慶大理工）○田中優一・池田忠作・吉岡直樹・井上秀
成

2 PA 003 亜鉛（�）ピラゾリルポルフィリンの自己会合に及ぼすピラ
ゾール置換基の影響（慶大理工）○長原教子・牛山 武・池田忠作・吉
岡直樹・井上秀成

2 PA 004 水素結合部位を導入した亜鉛（�）ポルフィリンによるピラ
ゾールの認識（慶應理工）○石井陽子・池田忠作・藤原健史・吉岡直
樹・井上秀成

2 PA 005 1,2―ビスヒドロキシル基を有するフタロシアニンの合成およ
び金属錯化（奈良先端大物質，CREST）○村上知紀・小夫家芳明

2 PA 006 新しいシクロデキストリン二量体の合成と物性（埼玉大工）
石丸雄大○小城康雅・飯田武揚

2 PA 007 ポルフィリン部位を持つシクロデキストリン二量体の合成
と物性（2）（埼玉大工）石丸雄大○高橋幸久・真枝俊之・飯田武揚

2 PA 008 水溶液中におけるアニオン性ポルフィリン鉄（III）錯体とシ
クロデキストリンとの錯形成およびその特性（同志社大工）○山田晃
久・加納航治

2 PA 009 インスリン様作用をもつピコリン酸誘導体―オキソバナジウ
ム（IV）錯体の合成と構造（阪市大院理・京薬大）○笹川高広・吉川
豊・川辺賢司・小嵜正敏・岡田惠次・小嶋良種・桜井 弘

2 PA 010 三脚型四座配位子を含む trans―µ ―1,2―peroxo銅（II）錯体の合
成と性質（金沢大理・分子研）○橋本亮史・小見山和也・林 秀樹・古
舘英樹・藤波修平・鈴木正樹・上原 章・長友重紀・北川禎三

2 PA 011 メソ位にアクリジンを有するポルフィリン類の合成（静岡大
工）田中康隆○松枝悟司

2 PA 012 メソ置換 2,6―ジメルカプトフェニル基を有するピケットフ
ェンスポルフィリンの合成（奈良先端大・CREST）○佐竹彰治・小夫
家芳明

2 PA 013 高いホウ酸―糖錯形成能を有するポルフィリン誘導体の合成
（群馬高専物質）吉井あゆみ・関口哲聡・友坂秀之○戸井啓夫

2 PA 014 PDT光増感剤への応用を目指したマルトヘキサオース連結
水溶性ポルフィリンの合成と細胞毒性（北大・地球環境）○馬場康子・
柴田美奈子・澤口太一・三方祐司・矢野重信・覚知豊次

2 PA 015 ビピリジル置換ポルフィリンの合成および配位組織化（奈良
先端大物質，CREST）○辻本 啓・佐竹彰治・釘宮愼一・小夫家芳明

2 PA 016 イミダゾール置換ポルフィリンの超分子組織化を用いた光
合成反応中心複合体モデルの構築（奈良先端大・物質・CREST）○尾
関秀謙・佐竹彰治・釘宮愼一・小夫家芳明

2 PA 017 N―混乱（反転）ポルフィリンの互変異性と二面的な反応性（大
分大工・九大有基研）○出島裕久・中川秀則・石川雄一

2 PA 018 アルギニン残基を含む三脚型ヒドロキサム酸の合成と性質
（1）（東農工大工）○坪内 彰・中西千幸・秋山雅安

2 PA 019 アルギニン残基を含む三脚型ヒドロキサム酸の合成と性質
（2）（東農工大工）坪内 彰○村野治男・秋山雅安

2 PA 020 スペーサーを介して β ―シクロデキストリンに結合したトリ
ヒドロキサム酸の合成と性質（東農工大工）坪内 彰○斉藤久美子・秋
山雅安

2 PA 021 D―および L―アミノ酸残基を配列した三方向ヘキサヒドロキ
サム酸配位子の二核金属イオン錯体形成とその性質（東農工大工）○原
幸弘・沈 浪涛・坪内 彰・秋山雅安

2 PA 022 軸位にイミダゾールを有する低スピン鉄（III）ポルフィリン
錯体の生成定数に及ぼす非平面ポルフィリン環の効果（東邦大医）浜田
智恵・大胡惠樹・池上崇久○中村幹夫

2 PA 023 チアカリックス［4］アレーンの選択的な脱 tert―ブチル化とそ
の立体構造（秋田大工学資源）○新美智弘・樋口 泰・濱田文男・壱岐
伸彦・宮野壮太郎・甲千寿子・熊谷仁志

2 PA 024 CDスペクトルを用いたヘマトポルフィリンアプタマーの構
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造解析（阪大院工）○前田 宏・岡澤敦司・福崎英一郎・梶山慎一郎・
小林昭雄

2 PA 025 Dynamic NMR―and CD Spectroscopic Observations of Chiral
Left― and Right Handed ZnZn Porphyrin Dimer Twists（科技団井上光不
斉プロ）○LINTULUOTO Juha・BOROVKOV Victor・井上佳久

2 PA 026 配位性溶媒中におけるアンチモンポルフィリンの吸収と共
鳴ラマンスペクトル（奈良高専化工・阪市大院理）○石丸裕士・松田優
子・犬童奈緒子・寺岡淳二

2 PA 027 アラニル―アラニル―N―ヒドロキシグリシル―アラニンを基本
単位とするペプチド性ヒドロキサム酸の合成と諸性質（東農工大工）○
水田智之・坪内 彰・原 幸弘・武井洋輔・秋山雅安

2 PA 028 特異的な分子識別に最適な反応環境の解明（2）アセトニトリ
ルー水中の場合（青山学院大理工）遠藤 忠○小暮貞啓・杉尾圭太郎

2 PA 029 特異的な分子識別に最適な反応環境の解明（3）イソプロピル
アルコールー水中の場合（青山学院大理工）遠藤 忠○堀越 卓・杉尾
圭太郎

2 PA 030 メラミン誘導体インプリントによるトリアジン除草剤の認
識（広島市大情報）○松井 淳・藤原邦行・宇賀田聡・竹内俊文

2 PA 031 マイクロプレートにおけるインプリントポリマーライブラ
リーの構築と評価（広島市大情報）松井 淳・福間大吾・瀬古晃督○竹
内俊文

2 PA 032 ボロン酸修飾オリゴ糖レセプターの開発（九大院工）○杉安
和憲・甲元一也・福松敬之・Ewbank Paul・新海征治

2 PA 033 フェロセン修飾補酵素の合成とその電気化学的特性（山形大
工）木島龍朗○鈴木辰宜・泉多恵子

2 PA 034 D―乳酸脱水素酵素モデル―反応活性種の検出（群大工）○大城
英明・近藤慎一

2 PA 035 含硫マクロサイクル配位子とチオフェノールからなる Ni（II）
錯体の酸化還元挙動（分子研・名工大工）○小澤智宏・納堂幸雄・実川
浩一郎・増田秀樹・永長久彦

2 PA 036 シトクロム c・クラウンエーテル超分子錯体を用いる酸化反
応（阪市大院理）築部 浩○鈴村敦子・山田卓司・篠田哲史

2 PA 037 銅（II）―フェノキシルラジカル種の同定と反応性（名大院理・
名大物国セ）○島崎優一・フートステファン・山内 脩

2 PA 038 1,1,1―トリス（1―ピラゾリル）エタンを配位子に用いたルテニ
ウム錯体によるアルカン類の触媒的酸素化反応（都立大院工）○五百川
茂・増井 大・山口素夫・山岸敬道

2 PA 039 5位にエステル基またはアミド基を有するトリス（2―ピリジ
ルメチル）アミン誘導体のルテニウム錯体を用いたアルカン類の触媒
的酸素化反応（都立大院工）○伊沢真一・増井 大・山口素夫・山岸敬
道

2 PA 040 多座配位子を有するルテニウム錯体を用いたアルカン類の
触媒的酸素化反応（都立大院工）○市居良樹・増井 大・山口素夫・山
岸敬道

2 PA 041 syn―，anti―ベンゾ―ジプテリジンのレドックス挙動（群大工）
○鯉沼 渉・高橋宏文・大城英明・近藤慎一・矢野由美彦

2 PA 042 水酸基と複数の二座配位子を有する新規化合物の合成とそ
の金属錯体のリン酸エステル切断活性（群大工）○山本剛史・吉村和
広・近藤慎一・矢野由美彦

2 PA 043 複数のビピリジル基を含む新規な配位子の合成とリン酸エ
ステルの加水分解活性（群馬大工）○近藤慎一・馬場綾子・山本剛史・
吉村和弘・矢野由美彦

2 PA 044 ヘテロ金属二核錯体を用いたリン酸エステルの加水分解（群
馬大工）近藤慎一○加納憲一郎・矢野由美彦

2 PA 045 単核および二核金属錯体によるビス（4―ニトロフェニル）リ
ン酸の加水分解（埼玉大工）○孫 珠姫・廣瀬卓司・松村一成・内丸忠
文

2 PA 046 Zn（II）イオンのルイス酸的効果によるリン酸ジエステルの加
水分解（大分大地域共同研究セ）○伊藤正実・千歳由明・武内 隆・吉
田和昭・滝田祐作

2 PA 047 イッテルビウムポルフィリンを触媒としたスチルベンオキ
シド誘導体のアルデヒドへの転位反応（明治薬大）○中島伸一郎・中台
彰一・高波利克・須田晃治

2 PA 048 1,10―フェナントロリン銅（II）錯体と DNAの結合構造におけ
る 2,9位置換基の効果（II）（中央大院理工）○吉川恵美・白幡孝洋・高
杉 友・千喜良誠

2 PA 049 糖類，酵素を用いたポルフィリンボロン酸による DNA光切
断活性の制御（福岡県工技セ・九州大学）末永 光・木村太郎・濱地
格・新海征治

2 PA 050 金属錯体を側鎖に持つ大環状ペプチドの合成（東大院理・総
研大・ジャスコインタナショナル）○有江幸子・茂森一輝・田中健太
郎・古荘早苗・塩谷光彦

2 PA 051 2光子励起に適したケージドアミノ酸およびペプチド（東邦
大理・さきがけ研究 21）○古田寿昭・若杉英子・真塩 剛・岩村道子

2 PA 052 デンドリマ―型ケージド化合物の合成と光化学的特性（2）（東
邦大理）○佐藤美佳・渡邊総一郎・岩村道子

2 PA 053 シリコンフタロシアニン二量体および三量体の光励起緩和
過程（東北大反応研・宮城高専）藤塚 守・伊藤 攻・小波秀雄

2 PA 054 水酸基を有する金属錯体を触媒とする核酸切断反応におけ
るエタノール添加の効果（大分大工）千歳由明・伊藤正実・武内 隆・
吉田和昭・滝田祐作

2 PA 055 四核鉄（III）錯体によるオレフィンおよびアルカンへの触媒
的酸素添加反応（大分大工）佐野勝彦・伊藤正実・武内 隆・吉田和
昭・滝田祐作

2 PA 056 ジペプチド［2］ロタキサンに基づく球状集合体の構築（物質
研）○浅川真澄・MURPHY Aden・樋口真弘・清水敏美

2 PA 057 水素結合を用いるレドックス活性分子の自己集積（群大工）
○高橋宏文・細谷京子・大城英明・近藤慎一・矢野由美彦

2 PA 058 5,10―ビスイミダゾール置換ポルフィリンの合成と配位組織
化（奈良先端大物質創成，CREST）○田中元英・佐竹彰治・釘宮愼一・
小夫家芳明

2 PA 059 新規イミダゾール置換ポルフィリンの合成と超分子組織化
（奈良先端大物質創成・CREST）○龍野 文・佐竹彰治・釘宮愼一・
小夫家芳明

2 PA 060 イミダゾール置換ポルフィリンの水素結合による超分子組
織化（奈良先端大物質，CREST）○永田直人・佐竹彰治・釘宮愼一・
小夫家芳明

2 PA 061 葉酸誘導体の水素結合パターン制御による液晶相の発現（東
大院工・島根大総合理工）○保田貴康・多木 崇・蟹江澄志・氏家誠
司・加藤隆史

2 PA 062 リポソームクロマトグラフィーを用いた PCBの高感度簡易
検出法の開発（工技院融合研）○銭 東金・中村 史・三宅 淳

2 PA 063 ホスト―ゲスト錯体形成におけるキラル識別と錯体のコンホ
メーションの関係（科技団井上光不斉プロ）HEMBURY Guy A.○中村
朝夫・REKHARSKY Mikhail V.・井上佳久

2 PA 064 エチル基で架橋された金属ポルフィリンダイマーにおける
ポルフィリン環の相互作用に関する理論的研究（京都府大人間環境）○
リントゥルオト正美

2 PA 065 ポリペプチド超構造の理論的設計（67）バリン残基よりなる
β ―ストランドが形成する超二次構造（阪府大先端研）○岡 勝仁・林
壽郎

2 PA 066 ジスルフィド結合を有するペプチドの理論的コンホメーシ
ョン解析（21）Cys―Gly―Gly―Pro―Cysと Cys―Pro―Gly―Gly―Cysのコンホ
メーション特性（阪府大先端研・阪工大工）○岡 勝仁・服部正泰・林
壽郎・平野義明

2 PA 067 疎水性コアの改変による新規ヘテロ三量体 α ―ヘリックスバ
ンドルの構築（生物分子工学研・名工大）○柏田 歩・広明秀一・神田
大輔・南後 守・田中俊樹

2 PA 068 リコンビナントヒトアネキシン IVの X線結晶解析（お茶大
理）○神崎八重・今野美智子・佐藤あやの・小島京子・松本勲武

2 PA 069 ラマン分光法による水溶液系での L―Cystineの回転異性平衡
に及ぼす pH効果，温度効果に関する研究（立命館大理工）○竹清貴
浩・白鳥洋介・加藤 稔・谷口吉弘

2 PA 070 FT―IR分光法による Ribonuclease Aの 2次構造に及ぼす温
度・圧力効果に関する研究（立命館大理工）○川上泰広・加藤 稔・谷
口吉弘

2 PA 071 FT―IR分光法によるカルボキシミオグロビンの動的構造に関
する研究（立命館大理工）○進藤瑞穂・谷口吉弘・加藤 稔

2 PA 072 トランスフェリンおよびその鉄錯体の構造特性に与える pH
の効果（東理大理）斎藤理絵・坂入洋江・田中秀明・角田勝則○矢島博
文・石井忠浩

2 PA 073 トランスフェリンとその受容体の相互作用に関する物理化
学的研究（東理大理）坂入洋江・斎藤理絵・田中秀明・坂尻徹也・高後
裕・角田勝則○矢島博文・石井忠浩

2 PA 074 血清可溶型トランスフェリン受容体の物理化学的特性（東理
大理）○田中秀明・坂入洋江・齊藤理絵・坂尻徹也・梅田 衛・角田
勝則・矢島博文・石井忠浩

2 PA 075 アミロイド β ペプチドモデル化合物の α ―β 二次構造変化
（東理大院基礎工・工技院生命研・ストックホルム大）○阿部寛志・根
本 直・中西洋志・JARVET Juri・Graslund Astrid

2 PA 076 MHCクラス Iタンパク質と抗原ペプチドの相互作用（工業院
生命研・東京理科大基礎工・京都大理）○中川将利・千葉かおり・宇
高恵子・中西洋志

2 PA 077 グルコースオキシダーゼの特異的アミノ酸配列を認識する
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ペプチドの選択（北陸先端科技大材料）○坂井俊文・石川英夫・森田資
隆・民谷栄一・横山憲二

2 PA 078 Cyclodextrin―magainin 2複合体の設計・合成とリン脂質膜と
の相互作用（福岡県工技セ生物食品研）○鐘ヶ江裕志・赤尾哲之・森井
尚之・原田一明

2 PA 079 絹蛋白質及び糖鎖修飾絹蛋白質への肝細胞接着挙動（農水省
蚕昆研・厚生省国立衛研）○後藤洋子・新見伸吾・早川堯夫

2 PA 080 バチルスチューリンジエンシス由来タンパク質のレクチン
活性（福岡県工技セ・九州大学）赤尾哲之・水城英一・山下聡子・齋藤
浩之・大庭道夫

2 PA 081 多価の N―アシル型アミノ糖誘導体によるレクチンの認識
（甲南大理）○柳原良二・長岡貴子・藤原章人・宮澤敏文・山田隆己

2 PA 082 ヨウ素―アセチル化アミロース複合体形成におけるアセチル
化の影響（富山大工）平居郁雄○麻生健治・山崎偉三雄・藤井孝宜・吉
村敏章・島崎長一郎・小野 慎

2 PA 083 加水分解酵素のエナンチオ選択性の発現機構（岡山大工）依
馬 正・石田美貴子○矢野史佳・酒井貴志・宇高正徳

2 PA 084 五味子に含まれるアセチルコリンエステラーゼ阻害活性成
分（近畿大理工・生物工学研）○藤後秀之・宮澤三雄・江本昌隆

2 PA 085 光収穫系膜タンパク質複合体およびそのモデル複合体形成
に及ぼす諸種の変性剤の添加効果（名工大工）○伊藤誠二・柏田 歩・
飯田浩史・山下啓司・南後 守

2 PA 086 光収穫系タンパク質およびそのモデルペプチドを用いたク
ロロフィル色素複合体の組織化（名工大工）○澤 直子・山田修平・伊
藤誠二・山下啓司・南後 守

2 PA 087 透明電極上でのポルフィリン誘導体／光収穫系ポリペプチド
複合体の組織化（名工大工）○小川真貴子・山田 敦・間瀬昭雄・山下
啓司・南後 守

2 PA 088 ポリアミン・ATP複合体の立体配座解析ースペルミンモデ
ル化合物の調製と複合体の NMRー（阪大院理）出村哲夫○村田道雄

2 PA 089 DNA切断活性を有するジヒドロキサム酸誘導体の設計（東理
大基礎工）○武内丈典・池田壽文・中村有伸

2 PA 090 オリゴ DNA分子キャリアーとしての合成カチオンポリマー
の評価（京工繊大繊）○井上憲一・山岡哲ニ・岩瀬礼子・村上 章

2 PA 091 遺伝子発現の光制御を目指した修飾核酸の設計（12）DNA／
DNAと DNA／RNAハイブリダイゼーションにおけるアゾベンゼンの
光異性化の効果（東大院）○浅沼浩之・吉田高之・梁 興国・小宮山真

2 PA 092 ギャップ構造を利用した RNA鎖の位置特異的切断：インタ
ーカレーターによる末端塩基対の安定化（東大院工）○葛谷明紀・赤井
元彦・小宮山真

2 PA 093 一本鎖 DNAをテンプレートとした金属錯体型人工核酸の集
積（東大院理・総研大）○幡野明彦・千葉順哉・今村 恵・田中健太
郎・塩谷光彦

2 PA 094 糖鎖をもつ DNAインターカレータの合成と DNAへの結合
挙動（九大院工）○熊崎 敦・後藤朋子・高木 誠

2 PA 095 インターカレーション，スタッキング，および疎水性相互
作用によるウリジンとチミジンの分子識別（科技団井上光不斉プロ）
REKHARSKY Mikhail V.○中村朝夫・HEMBURY Guy A.・井上佳久

2 PA 096 一酸化窒素合成酵素（NOS）と一酸化窒素（NO）との相互作用
（東北大反応研）○野口智子・佐上郁子・清水 透

2 PA 097 一酸化窒素合成酵素（NOS）のプテリン結合部位変異体の反
応解析（東北大反応研）○佐藤裕子・佐上郁子・清水 透

2 PA 098 一酸化窒素合成酵素（NOS）のアゾ色素還元反応（東北大反応
研）○宮島教人・佐上郁子・右田たい子・齋藤正男・清水 透

2 PA 099 重金属イオン―過酸化水素系でのヒドロキシラジカル消長に
及ぼす生体物質の影響（宮崎医大化・京都工繊大・京大エネルギー
研・宮崎医大精神医学・山形テクノポリス生物ラジカル研）○中島
暉・遠藤伸之・田嶋 ・牧野圭介・植田勇人・横山秀克・大矢博昭・
鎌田 仁

2 PA 100 バラの花の開花及び花持ちに及ぼす銀（I）錯体の効果：エチ
レン活性阻害作用（近畿大理工）○久保麻威工・黒田孝義・前川雅彦・
末永勇作・宗像 惠

2 PA 101 窒素源による光合成細菌のポルフィリン代謝制御（日大・生
産工）小森谷友絵・武内寿憲・吉川道雄○新井孝昭

2 PA 102 光合成細菌のポリヒドロキシアルカノエート（PHA）生成に
関する混合有機酸の影響（日大・生産工）吉川道雄・吉川浩司○原宏
哉・新井孝昭

2 PA 103 メソ多孔体（FSM）へのマンガンペルオキシダーゼの固定化
とその特性（豊田中研）○笹木俊哉・李 波・梶野 勉・高橋治雄

2 PA 104 酵素による 2―フェニルプロパン酸エステルの光学分割（富山
高専・富山県立大工）○米谷 正・林 祥子・後藤道理・川崎正志

2 PA 105 リパーゼ酵素を用いた光学活性クラウンエーテルの光学分

割（山形大工）木島龍朗○森谷隆憲・泉多恵子
2 PA 106 リパーゼ酵素を用いた軸不斉誘導体の光学分割（山形大工）
○青柳直人・平井康子・泉多恵子

2 PA 107 Bacillus cereusによる芳香族カルボン酸類のアミド化（富山大
工）○丸山励冶・井上正美

2 PA 108 各種アシル基含有キトサン誘導体の合成とその特性（福井大
工）○瀬尾利弘・池田貴恭・下村與治

2 PA 109 含硫黄トレハロースリピッドの合成（大阪女子大理）○小島
秀夫・木村聖子・田中菜穂子・長野ひとみ

2 PA 110 水中における両親媒性糖クラスターの会合挙動とアニオン
との相互作用（九大有基研セ）○赤城和幸・林田 修・水城圭司・青山
安宏

2 PA 111 大環状両親媒性分子から形成したベシクルのイオン透過能
（静岡大工）田中康隆○福岡孝宏

2 PA 112 コール酸を用いる新規膜貫通型イオンチャネルの合成と特
性（奈良先端大物質創成・CREST）○吉井麻実・小夫家芳明

2 PA 113 交互 D，Lアミノ酸から成る直鎖状オリゴペプチドによるイ
オンチャネル電流の観測（奈良先端大物質創成・CREST）○満永雅
一・釘宮愼一・小夫家芳明

2 PA 114 共重合体 PHBVの生分解及び最確率計数法での PHBV分解
微生物の計数に関する研究（富山大工）○宋 存江・井上正美

2 PA 115 チャの根の構造の特徴と生育環境の違いによる差異（コメニ
ウス大（スロバキア）・野菜茶試・名古屋市大）LUX Alexander○本間
知夫・谷本英一

2 PA 116 トウモロコシにおける生体電位計測と出液速度との比較（野
菜茶試・東大院農）○本間知夫・森田茂紀・阿部 淳・山岸順子

2 PA 117 アガリクスの培養法の確立と水抽出成分の抗酸化活性の検
討（山梨大学工）松郷誠一○中村友幸・兔束保之・北川隆洋・佐々木和
男

2 PA 118 酵素リアクター電極を用いたアジ化ナトリウムの迅速測定
（東洋大生命科学）○小嶋祐美子・宇佐美論・掘越弘毅・大熊廣一

2 PA 119 水晶振動子上でのペプチド自己集合膜の形成とポルフィリ
ンの検出（工技院融合研）○宋 晟薫・中村 史・犬山康弘・張 尚
睦・黒澤 茂・杉本直己・三宅 淳

2 PA 120 ペプチドライブラリーを利用したダイオキシンセンシング
（北陸先端科技大材料）○柳瀬将博・森田資隆・村上裕二・横山憲二・
民谷栄一

2 PA 121 新規テルビウム蛍光ラベル剤の合成と時間分解蛍光イムノ
アッセイへの応用（早大理工・科技団）○真島桂介・袁 景利・王 桂
蘭・松本和子

2 PA 122 フェロセンを有するポリウレタンの合成およびそのセンサ
材料への応用（徳島大工・タイホー工業中研）安澤幹人○大賀敬介・中
村俊文・平野智之・椚 章・仲矢忠雄

2 PA 123 血液適合性ポリピロールの合成（徳島大工・タイホー工業中
研）安澤幹人○高岡宏樹・山田哲也・藤井慎二・三井 光・椚 章・
仲矢忠雄

2 PA 124 がん治療応用を目的とした両親媒性ローズベンガルの合成
（日立中研・光ケミカル研）○杉田奈巳・川畑健一・佐々木一昭・梅村
晋一郎・阪田 功

高分子

2 PA 127 フェノールの Radical―Controlledカップリング反応機構（精密
重合集中共同研究体－化学技術戦略推進機構）○窪田雅明・東村秀
之・志賀昭信・藤澤清史・宇山 浩・小林四郎

2 PA 128 希土類錯体によるラジカル重合の立体規制（奈良先端大・名
大院工）中野環○玉田大介・垣内喜代三・磯部 豊・岡本佳男

2 PA 129 講演中止
2 PA 130 N ―フェニルシトラコンイミドの重合反応（埼玉工業大）○白
井晋太郎・吉田泰彦・萩原時男・浜名 浩・吉田健治

2 PA 131 N ―（p―トリフルオロメチルフェニル）イタコンイミドの合成
と重合反応性（埼玉工大）○河田盛寿・萩原時男・藤井 剛

2 PA 132 光学活性配位子―有機マグネシウム及び有機亜鉛錯体を用い
た N ―置換マレイミドの不斉アニオン重合（山口大工）鬼村謙二郎・釣
船哲史・堤 宏守○大石 勉

2 PA 133 Niおよび Pd錯体を触媒とするオレフィンの高圧重合（理
研・立教大理）鈴木教之○増渕祐二

2 PA 134 ノルボルナンジイソシアネートを配位子に用いた遷移金属
錯体の調製およびスチレンの重合（愛知工大）井上眞一○前田裕二・永
井康晴・岡本 弘

2 PA 135 ベンジル基を有するハーフチタノセン類による共役ジエン
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の重合（物質研）○宮澤 哲・加瀬俊男・曽我和雄
2 PA 136 フタル酸骨格を有する環状 S ―チオエステルの固相重合（神奈
川大工）○木村健太郎・亀山 敦・大林卓也・西久保忠臣

2 PA 137 2―メチレン―1,3,6,9―テトラオキサシクロウンデカンの合成と
ラジカル開環重合（工技院生命研）○平栗洋一・常盤 豊

2 PA 138 含フッ素エポキシドとテトラヒドロフランの共重合（埼玉工
大工）○白井恭宏・吉田泰彦・篠原正毅・萩原時男・浜名 浩

2 PA 139 高圧下でのブチロラクトンと環状カーボナートとの共重合
（物質研・東理大理工）○大石晃広・大関朋裕・田口洋一・渡邊勝宏・
藤田賢一・池田嘉一・増田隆志・湯浅 真

2 PA 140 Ni錯体触媒を用いた重縮合によるポリ（イミノアリーレン）
類の新規合成（富山大工）宮崎優子○神原貴樹・長谷川淳

2 PA 141 三座型ポリピリジン型配位子を持つ第 4周期金属錯体を触
媒とするエチレン重合反応（大分大工）伊藤 梢・大塚佳子・伊藤正
実・武内 隆・吉田和昭・滝田祐作

2 PA 142 新規金属錯体を触媒とする置換基のついたオレフィンの重
合反応（大分大工）大塚佳子・伊藤正実・武内 隆・吉田和昭・滝田祐
作

2 PA 143 縮合的連鎖重合によるポリエステルの合成。連鎖重合性向
上を目的とした活性アシル基の検討（神奈川大工）○平林恭多・相山一
茂・平岡秀一・横澤 勉

2 PA 144 N,N’ ―ジフェニル―1,4―フェニレンジアミン骨格を有する新規
π 共役高分子の合成（慶大理工）○西海豊彦・樋口昌芳・山元公寿

2 PA 145 ルイス酸触媒を用いた脂肪族ケトン，メトキシトリメチル
シラン，及びシアン化トリメチルシランによる三成分モデル縮合反応
（神奈川大工）○江原和也・平岡秀一・横澤 勉

2 PA 146 ビニルエーテル類及びスチレンのリビングカチオン重合を
用いた種々の PVAグラフトコポリマーの合成（東理大理工）青島貞
人・岡田祐二○中山浩二

2 PA 147 リビングカチオン重合法を用いたブロックコポリマーの合
成と種々の刺激による物理ゲル化（東理大理工）○青島貞人・橋本清
和・松本祐子・松園真一郎

2 PA 148 シリカゲル表面への双性イオン官能基の固定化とその機能
（新潟大院自然科学・新潟大工）○小田原千春・荒沢弘子・坪川紀夫

2 PA 149 トリクロロアセチル基を導入した無機粉体／金属カルボニル
化合物系による樹脂の硬化反応（新潟大院自然科学・新潟大工）○白井
恭夫・坪川紀夫

2 PA 150 ポリエチレンとポリエチレンオキシドとのブロック共重合
体をグラフトしたカーボンブラックと LDPEから作成した複合体の溶
媒蒸気応答性（新潟大院自然科学・新潟大工）○陳 進華・中澤泰宏・
坪川紀夫

2 PA 151 ポリビニルフェロセンと炭素繊維表面縮合芳香族環の配位
子交換反応によるグラフト反応（新潟大院自然科学・新潟大工・上越
教育大）阿部信幸・清田陽子・坪川紀夫○藤木一浩・坂本宗仙

2 PA 152 メタアリルエーテル基を有する新規ポリウレアの合成とそ
の性質（融合研）楊 剛・小山恵美子・Gestermann Sven・平谷和久

2 PA 153 タンデムクライゼン転位反応性コア部を有するデンドリマ
ーの合成（融合研）○徳久英雄・名川吉信・平谷和久

2 PA 154 トリフルオロプロピルメチルシランとシクロペンタメチレ
ンシランから成るポリシラン共重合体の分光学特性（宮崎医大医）伊藤
隆夫

2 PA 155 ［Ni（dmit）2］錯体をドーパントとする電解重合ポリピロール
の構造（東理大理）○江原摩美・高橋 薫・宮村一夫

2 PA 156 高分子電解質／タンパク質複合体の形成機構におけるタンパ
ク質の表面電荷分布の影響（日大生産工）○尾崎崇司・高橋大輔・海老
原富与吉・和泉 剛

2 PA 157 コンドロイチン硫酸ナトリウムと Lysozyme複合体の構造と
酵素活性（日大生産工）○阿部志麻・高橋大輔・海老原富与吉・和泉
剛

2 PA 158 ポリエチレングリコール／タンパク質間複合体の形成とその
酵素活性（日大生産工）○高橋大輔・海老原富与吉・和泉 剛

2 PA 159 イミドコアを有するデンドリマー溶液の電気化学的特性 3
（日大生産工）○須藤恵利・鈴木優一・平松秀夫

2 PA 160 脂環式二酸無水物から合成したポリイミドの一次構造と物
性の相関（東大生産研）○李 軍・工藤一秋・白石振作

2 PA 161 ポリエチレングリコール／酸化カルシウムハイブリッドの物
性（日大理工）橋本和可子・後藤菜穂・栗田公夫・矢野彰一郎

2 PA 162 熱応答性に及ぼすポリエチルオキサゾリン―直鎖ポリエチレ
ンイミン共重合体中のアミン基の影響（日大生産工）○片桐哲也・高橋
大輔・海老原富与吉・和泉 剛

2 PA 163 主鎖型高分子キレート配位子を用いた遷移金属固定化触媒
の調製とその触媒機能評価（富山大工）○高瀬修一・神原貴樹・長谷川

淳
2 PA 164 デンドリティックコバルト（II）フタロシアニンの触媒能（信
州大繊維）○杉原泰二・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

2 PA 165 π 共役フェニルアゾメチンデンドリマーの集積（慶大理工）
○志岐 智・樋口昌芳・山元公寿

2 PA 166 酸化重合による樹状ポリ（チエニルフェニルアミン）の合成
（慶大理工）○内田久美子・小嶋洋二郎・樋口昌芳・山元公寿

2 PA 167 オリゴピリジン金属錯体を有するフェニレンデンドリマー
の特性（信州大繊維）○柴 哲夫・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

2 PA 168 非共有結合による銅フタロシアニン錯体集合体（信州大繊
維）○和田一美・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

2 PA 169 拡張した π 系を持つ σ ―π ポリマーの合成と物性（広島大
工・JCII）○坂巻功一・大下浄治・九内淳堯・中尾秀信・安達 照・
沖田晃一

2 PA 170 亜鉛ポルフィリン錯体を含むナノ集合体の構築と光機能（信
州大繊維）○北村卓也・木村 睦・英 謙二・白井汪芳

2 PA 171 フタロシアニン錯体を核とした自己集合体の合成と光機能
（信州大繊維）○木村 睦・浜川高志・英 謙二・白井汪芳

2 PA 172 両親媒性ユニマーミセル内の C60とドナー間の光誘起電子移
動（阪府高専・阪大 VBL・姫工大工・阪大院理・阪大産研）○東田
卓・西山 桂・遊佐真一・森島洋太郎・今堀 博・兼田隆弘・坂田祥
光

2 PA 173 トリフェニルアミンを含むビニレンポリマーと C60の光誘起
電子移動（東北大反応研）小野寺整・藤塚守・白 鳳蓮

2 PA 174 ビオロゲン構造を固定化した多孔性ポリフッ化ビニリデン
膜の酸化還元による透過性制御（兵庫工技セ）○森 勝・西森昭人・吉
田和利・奥村城次郎

2 PA 175 モノマー吸着法による高分子ナノ薄膜の調製（東北大反応
研）○仲宗根真也

2 PA 176 ポリ（N―ビニルホルムアミド／アクリロニトリル）を用いたキ
レート繊維の作製および重金属吸着性（信州大繊維）○林 海・木村
睦・英 謙二・白井汪芳

2 PA 177 酵素様熱応答を示すハイドロゲル触媒の分子設計（名工大
工）橋本 修○山下啓司・西村隆史・南後 守

2 PA 178 両親媒性ブロックコポリマーを用いた種々の刺激応答性物
理ゲルの合成（東理大理工）○杉原伸治・青島貞人

2 PA 179 片末端に官能基を有するオリゴ（N ―イソプロピルアクリルア
ミド）類を用いた感熱応答性ポリアミドの変性（宇都宮大工）○白鳥裕
一・木村隆夫

2 PA 180 分子認識能を持つポルフィリンを導入した高分子ゲルの合
成（京大院工）○猪飼賢一・水谷 義・北川 進

2 PA 181 ヘリカルキラリティを有するキノキサリンポリマーの水面
上単分子膜挙動及び LB膜の形成（東北大反応研）○片倉利恵・馮
飛・宮下徳治・三宅利往・杉野目道紀・伊藤嘉彦

2 PA 182 生分解性ポリマーポリブチレンサクシネート／ポリ乳酸系ブ
レンド物の繊維化と物性（信州大繊維）○安藤 健・藤松 仁・宇佐美
久尚・飯島孝志

2 PA 183 ハイブリッドイミドエラストマーの合成と物性（愛知工大）
井上眞一○森田和久・白坂 仁・浅井清次・岡本 弘

2 PA 184 末端にナフチルエチニル基を有する熱硬化型イミドオリゴ
マーの合成（神奈川工大工・宇宙研）○三枝康男・小佐野浩一・岡部
勝・横田力男

2 PA 185 末端にビフェニルエチニル基を有する熱硬化型イミドオリ
ゴマーの合成（神奈川工大工・宇宙研）三枝康男・浜口由布子○岡部
勝・横田力男

2 PA 186 チアゾリウム塩担持両親媒性ペプチド触媒の触媒作用～シ
ーケンス，構造が及ぼす影響～（名工大工）山下啓司○山本良樹・坂口
雅浩・南後 守

2 PA 187 キトサンへの疎水性側鎖の導入（鳥取大工）大村善彦○西山
誠・安部考史・森本 稔・指輪仁之・斎本博之・重政好弘

2 PA 188 つる巻き重合によるアミロースとポリ THF誘導体の包接錯
体形成における末端基の影響（山形大工）門川淳一・金子芳郎○長瀬真
一・烏 マサ・多賀谷英幸

2 PA 189 プラスチック成形材料の劣化に伴うスピン格子緩和挙動（三
重県工技研）○小西和頼

2 PA 190 ターピリジル基を両末端に持つクラウンエーテルの配位高
分子化と電気化学特性（信州大・繊維）○武藤豪志・木村 睦・英 謙
二・白井汪芳

2 PA 191 両末端アミノ化オリゴプロピレンの合成および反応（日大理
工）○萩原俊紀・田中智恵子・齊藤博之・澤口孝志・矢野彰一郎
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有機結晶

2 PA 193 N ―サリチリデン―1―フェニルエチルアミンの固相混合による
ラセミ結晶の形成とそのフォトクロミズム（九大院理）○藤原卓士・網
本貴一・小山弘行・金富 元・川東利男

2 PA 194 2―ピロン類の固相光環化付加と反応機構（鹿児島大工・九大
有基研）○小幡 透・下茂徹朗・染川賢一

2 PA 195 2―ベンゾイルベンズアミドの結晶構造解析と固相光反応（千
葉大工）坂本昌巳・三好裕子・関根憲男○内海典之・三野 孝・藤田
力

2 PA 196 N―アリールモノチオスクシンイミドの結晶構造解析と光反
応（千葉大工）坂本昌巳○重倉正樹・大竹智子・三野 孝・藤田 力

2 PA 197 芳香族化合物の固相ハロゲン置換反応（愛媛大工）○濱田光
男・小島秀子

2 PA 198 カルボニル化合物とヒドロキシルアミンからの無溶媒オキ
シム合成（愛媛大工）○小島秀子・松坂 渉・濱田光男

2 PA 199 還元と光学分割を組み合わせた光学活性アルコールのワン
ポット合成（愛媛大工・岡山理大理）○宮本久一・八坂俊平・田中耕
一・戸田芙三夫

2 PA 200 ノルデオキシコール酸の脂肪族アルコール包接化合物にお
ける不斉認識（阪大院工）○佐田和己・青木百合子・加藤和明・菅原道
泰・宮田幹二

2 PA 201 アザクラウンエーテル・ジアセチレンカルボン酸塩の固相
重合反応を利用した金属イオンの識別（物質研）○島田 悟・松田宏雄

2 PA 202 tris（2―benzothienyl）carbinol誘導体の包接挙動（東大院総合）○
谷藤尚貴・今久保達郎・小林啓二

2 PA 203 クロロアルミニウムフタロシアニン蒸着膜の励起子吸収に
対する電場効果（学習院大理）○伊藤秀行・小谷正博

2 PA 204 イミダゾ―ル系蛍光性ホストのカルボン酸分子包接に伴う結
晶構造変化と固体蛍光性への影響（高知大理）吉田勝平○宇和田一貴・
熊岡弘倫・渡辺 茂

2 PA 205 トリプチセンキノンおよび関連化合物の超分子構造（神戸大
理）○橋本真佐男・山村公明・山根 淳・望月潤一

2 PA 206 ナトリウム塩／アルキルシリル化グアノシンの超分子結晶の
構造（東大生研）○吉川 功・高澤亮一・荒木孝二

2 PA 207 水素結合性アクリジン誘導体の合成とそのネットワーク構
造（九大有基研セ・CREST）○田中敏弘・遠藤 健・青山安宏

2 PA 208 グリシン単結晶上に蒸着した 4―ジメチルアミノ―4’―ニトロ
スチルベン薄膜中の分子配向とその緩和（学習院大理）○宮本尚知・小
松幹幸・小谷正博

2 PA 209 軸不斉ホスト化合物による有機多孔体の構築とその構造（九
大有機研セ・CREST）○植木健博・遠藤 健・青山安宏

2 PA 210 キラルな置換基を導入したピリジニウム誘導体の結晶構造
（東北大反応研）Anwar○岡田修司・及川英俊・中西八郎

2 PA 211 （1―ピリジニオ）アルキルスルホナート誘導体の 2次分子超
分極率と結晶構造（東北大反応研）Anwar・段 宣明○岡田修司・及川
英俊・中西八郎

2 PA 212 金属―カルボキシレート結合のネットワーク化による多孔質
有機固体の作成とその性質（九大有機研セ・CREST）○浦田 稔・遠
藤 健・青山安宏

2 PA 213 ネットワーク型金属―カルボキシレート結合を持つ多孔質有
機固体を用いた反応（九大有機研セ・CREST）浦田 稔○遠藤 健・
青山安宏

2 PA 214 分子間捕捉型アームドクラウンエーテルによる一次元超分
子構造の生成（静岡大工）戸田三津夫○西松大介・戸田哲也・吉田 弘

2 PA 215 ［CdI4］2―を対アニオンとするカチオン性色素結晶の作製と構
造解析（東北大・反応研）○小菅博明・岡田修司・及川英俊・中西八郎

2 PA 216 アルキルシリル化アデノシン結晶中における水素結合性テ
ープの方向性解析（東大生研）○高澤亮一・吉川 功・荒木孝二

2 PA 217 新しい光学分割現象（優先富化）（12）：多形転移のメカニズ
ム（京大院人間環境・理研・大鵬薬品）○田村類・三浦英之・三�健太
郎・高橋弘樹・生塩孝則

2 PA 218 新しい光学分割現象（優先富化）（13）：多形結晶と溶液中の
分子の会合構造の分子力学計算（京大院人間環境）○レップジョルト・
田村類

2 PA 219 新しい光学分割現象（優先富化）（14）：溶液中における分子
の会合（京大院人間環境・理研・大鵬薬品）田村類○三�健太郎・三浦
英之・高橋弘樹・生塩孝則

物理化学―構造

3月 30日午前

3 PA 001 スルフィンとハロゲン化水素，三フッ化ホウ素との分子錯
体のマトリックス単離 FTIRスペクトル（岩手大工）○鈴木映一・服部
竜一・吉田善明・半谷真人・水戸部祐子・清水健司

3 PA 002 MnS2の電子密度分布の実測と分子軌道計算による検証（東工
大応セ研）○久世 智・石沢伸夫

3 PA 003 3―メチル―4（1 H）―ピリミジンイミンの IRおよびラマンスペ
クトル（東京電機大工）○藤本 明・石川広典・松田裕士・廣見太一

3 PA 004 赤外分光法によるサーモトロピック液晶ポリマーの液晶性
発現機構の研究（関学大理・阪市工研）○田中誠二・佐藤春実・尾崎幸
洋・笹尾茂広・松川公洋

3 PA 005 講演中止
3 PA 006 銀コロイド粒子のミクロな構造と SERS活性（JRCAT－

ATP・JRCAT－融合研）○丸山芳弘・石川 満・二又政之
3 PA 007 ATR―SNOM―Raman分光法による超解像振動スペクトル
（JRCAT－融合研）○二又政之

3 PA 008 アルキルベンゼンのイオン検出誘導ラマンスペクトル（東北
大院理）○木村 迅・塩川敦司・山北佳宏・大野公一

3 PA 009 NH 2 Cl分子におけるアミノ反転分裂の振動モード依存性
（放送大教養）○岡宮重信・濱田嘉昭

3 PA 010 メチル置換 2―アミノピリジン／酢酸系の蛍光に及ぼす置換基
効果（2）（東京電機大工）○菅野秀行・牛窪洋平・荻原宏之・石川広
典・藤本 明

3 PA 011 メチル置換 2―アミノピリミジン／酢酸系における蛍光スペク
トルに及ぼすメチル基効果（東京電機大工）○引田敦之・小野寺英子・
梅田敬子・石川広典・藤本 明

3 PA 012 非線形分光法による NO分子の前期解離ダイナミクスの研究
（理研）○小林 徹・松尾由賀利・高見道生

3 PA 013 光―光二重共鳴分光法によるヨウ素分子の 1u（3P2）イオン対
状態の解析（広島市大・情報）○本広 智・鍵絵里子・藤原久志・福島
勝・石渡 孝

3 PA 014 ハロゲン化ベンゼンの励起状態における緩和過程（群馬大
工）○田中茂雄・奥津哲夫・工藤貴子・平塚浩士

3 PA 015 スピンクロスオーバ錯体ビス［2,6―ビス（ベンズイミダゾー
ル―2―イル）ピリジン］鉄（II）二過塩素酸塩の高分子膜中での発光特性
（青山学院大理工）長谷川美貴○原 健・Renz Franz・福田 豊・星
敏彦

3 PA 016 レーザー誘起分散蛍光分光法による TiNラジカルのスペク
トル強度解析 2（長岡技科大）大高正巳・宮本洋司○大高正巳・伊藤治
彦

3 PA 017 多孔質粒子表面上のアザ化合物のりん光（福岡工大）○野田
大介・南 俊光・大崎知恵

3 PA 018 水酸基が解離したヒドロキシアゾベンゼン誘導体の時間分
解吸収測定（埼玉大理・富士写真フィルム）○林 智彦・小林栄司・小
島美那子・酒井紀子・坂本 章・田隅三生・岡本裕一

3 PA 019 二色四光波混合過渡分光法の開発と光解離過程への応用（東
工大・院理工）○安藤まやか・鈴木 正・市村禎二郎

3 PA 020 2次元ペニングイオン化電子スペクトルの古典トラジェクト
リ計算（東北大院理・東京農大）○大野公一・山崎優一・岸本直樹・竹
下幸一

3 PA 021 1,4―ジアザビシクロ［2,2,2］オクタンの速度分解ペニングイオ
ン化電子分光（東北大理・東北大院理）○小笠原秀行・岸本直樹・大野
公一

3 PA 022 ピアノいす型遷移金属錯体の速度分解ペニングイオン化電
子分光（東北大院理）○福岡心平・岸本直樹・田中秀康・大野公一

3 PA 023 sodium hydrogen bis（4―nitrophenoxide）dihydrateにおける水素
結合上の重水素同位体効果（Ubbelohde効果）の理論計算（早稲田中
学・高等学校）○齋藤俊和

3 PA 024 6員環構造を有する開殻電子系の高スピン状態（早大理工）○
高橋憲彦・武田京三郎

3 PA 025 分子の形と色の量子論（大阪芸大・芸術・岡山理大）○荒川
透・浦前優子・牧 泉・西本吉助

3 PA 026 遷移金属水素化物の解離エネルギー曲線に対する相対論的
効果．I．第 4族，第 5族について（三重大工）○石原洋平・小関史朗

3 PA 027 液体ヘリウムドロップレット COHenの構造に関する理論的
研究（四工研）○渡邉秀和

3 PA 028 ポルフィリン金属錯体の励起状態における構造変化と電子
配置に対する置換基効果の理論的研究（東工大院理工）○石川直人・海
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津洋行
3 PA 029 ハロゲン化プロピルアンモニウムの Rotator相における分子
運動（筑波大院化）○石富 妙・石丸臣一・池田龍一

3 PA 030 13C，1H NMR法による一次元複核錯体 Pt2（CH3CS2）4Iの金属
的伝導挙動と分子運動の研究（筑波大化・名大人間情報・都立大院理）
○木村憲喜・池田龍一・安井一智・眞鍋敏夫・山下正廣

3 PA 031 NMR分光法による塩化マグネシウムおよび塩化カルシウム
水溶液中における水分子の D核のスピン―格子緩和速度におよぼす圧
力効果（立命館大理工）○文野浩一・谷口吉弘

3 PA 032 14N overtone NMRスペクトルに及ぼす試料回転の影響（分子
研）○桑原大介

3 PA 033 スルフィルイミンの不斉 S原子に隣接するメチレンプロト
ンの NMR非等価性（関東学院大工・東工大資源研）中村義之・卯辰直
也○尾辻 雅・山本 保

3 PA 034 固体 NMRによるサポナイト及び雲母層間におけるアルキル
アンモニウムイオンの運動の研究（筑波大化）○山内美穂・石丸臣一・
池田龍一

3 PA 035 高スピン鉄（III）オクタエチルポルフィリンの14N―ENDORス
ペクトル（阪市大院理）○西尾尊久・横山 聡・佐藤和信・塩見大輔・
ICHIMURA A.S.・Lin W.C・DOLPHIN D.・MCDOWELL C.A.・工位
武治

3 PA 036 メトキシケイ皮酸の最低励起三重項状態の ESR（横浜国大
工）○嵯峨 博・關 金一・八木幹雄

3 PA 037 ピロロピロール顔料（P.O.71）のエネルギー分割法による分子
間力（横国大工）○千住孝俊・水口 仁

3 PA 038 テトラチアベンゾキノン誘導体の電子スペクトル（横国大
工）○三浦寿志・松本真哉・松岡 賢・水口 仁

3 PA 039 トリエライジンの結晶多形現象に関する構造化学的研究（阪
大院理）○土肥康治・金子文俊・田代孝二

3 PA 040 偶数員飽和脂肪酸のカルボキシル基互変異性現象おける結
晶構造の影響（阪大院理）○金子文俊・川口辰也・田代孝二・楠木正
巳・鈴木正夫

3 PA 041 単核アルキル Sm錯体の水素添加による二核 Smヒドリド錯
体への転換（阪大院工・広島大工）○金久展子・川部 聡・甲斐 泰・
Desurmont Guillaume・李 勇・安田 源

3 PA 042 希ガスクラスターの分子動力学シミュレーション（2）．3次
元構造（神奈川大理）○宮内 理・樋渡 均・天野 力

3 PA 043 インスリン結晶の表面パターン形成（山口大教育・ナイメー
ヘン大）○和泉研二・Plomp Marco・Enckevort Willem

3 PA 044 MAESによる窒素／Ni（111）の電子状態の解析（東大院総合）
○鈴木良知・田岡弘康・青木 優・増田 茂

3 PA 045 軟 X線分光法と DV―Xα 分子軌道計算を用いた活性炭表面
酸化物の構造解析（NTT生活環境研）○上野祐子・村松康司

物理化学―物性

3 PA 047 アゾベンゼン構造を有する長鎖アルキルメチルスルホキシ
ド（ALCAMSO）の液晶挙動（関東学院大工・東工大資源研）片岡康介・
島野 健○笹尾麻理子・山本 保

3 PA 048 赤外吸収分光法と密度汎関数法計算によるネマティック液
晶分子 5 CBのコンホメーション変化の研究（神奈川産総研）○加藤千
尋・田中聡美・宮下正毅

3 PA 049 MCF3SO3（M＝アルカリ金属）のイオン運動と相転移（広大院
理）○諸岡正和・金山将久・大木 寛・山田康治・奥田 勉

3 PA 050 AFMによる機能有機物の電子状態の研究（富士ゼロックス）
○重松大志・真鍋 力・渡辺浩之・清水正昭

3 PA 051 セレン原子を有する新規フルバレン型ドナ―の開発（7）
BEDT―TTF含セレン類縁体の一般的合成法（広島大工・九大有基研）
○小谷美枝・地紙哲哉・河島 稔・村上悟史・瀧宮和男・安蘇芳雄・
大坪徹夫

3 PA 052 鉄イオンを含むテトラチアペンタレン系有機伝導体の構造
（東工大院理工・京大院工）○勝原真央・森 健彦・御崎洋二・田中一
義

3 PA 053 edo配位子を含む非対称型金属―ジチオレン錯体系分子性導
体の開発（東大物性研・理研）○渡部英司・山浦淳一・加藤礼三

3 PA 054 Ni（qt）2（qt＝8―キノリンチオラート）の強磁性転移，及びそ
の関連化合物の物性（電通大電気通信）○三宅高史・石田尚行・野上
隆

3 PA 055 1,10―フェナントロリン鉄（II）錯体のメカノケミカル無溶媒合
成のメカニズム（慶大理工）○大下 格・中嶋大亮・塚本敦史・土屋直
子・磯部徹彦・仙名 保・吉岡直樹・井上秀成

3 PA 056 1,3,2―ジチアゾリルラジカルを配位子に有する M（hfac）2錯体
の磁気的性質（東大院総合・科技団（さきがけ研究 21））藤田 渉・阿
波賀邦夫

3 PA 057 5―ブロモ―1,3―ビスアミノキシルベンゼンの Cu（hfac）2との錯
体の，構造転移と磁性（総研大・分子研）○鈴木健太郎・岩堀史靖・細
越裕子・井上克也

3 PA 058 銅酸化物超伝導体における振電相互作用に関する理論的研
究（京大院工・基礎化研）○近藤正一・吉澤一成・加藤 貴・立花正
満・山邊時雄

3 PA 059 ［Fe（phen）3］X2nH2O→［Fe（phen）2X2］nH2O＋phenの固相メカノ
ケミカル反応に対する対イオンと水和水の影響（慶大理工）○塚本敦
史・中嶋大亮・大下 格・土屋直子・磯部徹彦・仙名 保・吉岡直
樹・井上秀成

3 PA 060 アミノアルコール水溶液中における水の動的状態（法政大
工）大河内正一○芦田達也・谷本 淳・石原義正・上平 恒

3 PA 061 フルオロエタノール水溶液中のプロトン交換速度（法政大
工）大河内正一○浅井伸樹・芦田達也・石原義正・上平 恒

3 PA 062 計算機実験による超臨界溶液の過剰エンタルピー（大阪産大
教養・倉敷芸科大産業科学技術）○藤原一朗・宮野善盛・中西浩一郎

3 PA 063 ジオキサン異性体＋無極性液体の熱力学的性質（4）（大工大
工・阪市大理・東電大理工・東電大開発）○瀧川隆代・奥野大輔・高
砂谷彰宏・田村勝利・小川英生・村上幸夫

3 PA 064 ヘキサオキシエチレンドデシルエーテルとイオン性界面活
性剤との混合ミセルの会合数と拡散係数（岡山理大工）○岩田充弘・大
高泰靖・冨永敏弘

3 PA 065 C60アニオンラジカル塩MXC60（THF）Y（M＝Rb,Cs）の液相合成
（東邦大理・東水大・分子研）森山広思○徳良誠健・渡部徳子・小林速
男

3 PA 066 メタノフラーレンの分光特性（東理大理）○樋田竜男・小倉
麗子・角田勝則・矢島博文・武内一夫・石井忠浩

3 PA 067 グラファイト層間相互作用の解析（京大院工・基礎化研）○
湯村尚史・吉澤一成・山邊時雄

3 PA 068 コランニュレンアニオンの電子状態と Jahn―Teller効果（京大
院工）○佐藤 徹・山本敦史・田中秀明・山邊時雄

物理化学―反応

3 PA 071 パルス電場を用いた飛行時間型質量スペクトルによる光分
解反応の観測（物質研）○永井秀和・GORELIK Sergey・中永泰介

3 PA 072 古典トラジェクトリ計算によるペニングイオン化反応確率
の衝突方向依存性（東北大院理）○山崎優一・岸本直樹・大野公一

3 PA 073 鉄酸化物イオンによるメタノールからホルムアルデヒドへ
の酸化反応に関する理論的研究（京大院工・基礎化研）○香川恵永・吉
澤一成・山邊時雄

3 PA 074 イオン衝突による N2と CO分子の電子励起（阪府大総合科）
○岩本賢一・松本 晟

3 PA 075 講演中止
3 PA 076 クラスターイオンの固体表面での散乱（名工研）○多井
豊・山口 渡・村上純一

3 PA 077 分子イオン照射による Siクラスターの生成―照射イオンとク
ラスターサイズとの関係―（原研物質科学）○山本博之・朝岡秀人

3 PA 078 メチル置換ベンゼンダイマーカチオンの電子構造及び分子
構造（三重大工）大槻武志○荒木 晋・一柳正嗣・岡部正英・西尾
悟・松崎章好・佐藤博保

3 PA 079 Ab initio molecular dynamics法による溶媒和アルカリ金属原
子クラスターの研究（都立大情報処理施設）○鈴木里史・三浦信明・橋
本健朗

3 PA 080 L型ゼオライト吸着系における芳香族分子の挙動（群馬高専）
○松原宣和・橋本修一

3 PA 081 超分子不斉反応場における選択的光学異性体濃縮の試み（金
沢大薬）○甲谷 繁・杉山昌秀・堀尾悠子・中垣良一

3 PA 082 クラウノファンの光物理的性質に及ぼす構造効果（群馬大
工）猪熊精一○板垣直行・飛田成史・西村 淳

3 PA 083 C60／電子ドナー／MV2＋／酸素系における溶液内光誘起電子伝
達（東北大反応研・東洋インキ筑波研・茨城大院理工）○小西利史・藤
塚 守・伊藤 攻・鳥羽泰正・臼井義春

3 PA 084 2’―アミノアセトフェノンの光物理（群馬大工）○吉原利忠・
島田博文・飛田成史・閑 春夫

3 PA 085 蛍光を発するパラキノンの光物理的，光化学的研究（群馬大
工）○山路 稔・田島 創・田村禎宏・伊藤隆夫・閑 春夫

3 PA 086 トリアリルアミン―メタノフラーレン連結系の光誘起電子移
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動（東北大反応研・大阪市立工研）○駒嶺 哲・藤塚守・伊藤 攻・森
脇和之・大野敏信

3 PA 087 フォトクロミックジアリルエテン誘導体のピコ秒・フェム
ト秒ダイナミクス：多光子吸収過程によるゲート機能性（京都工繊
大・九大院工・CREST）村上昌孝・永田泰史○宮坂博・板谷 明・入
江正浩

3 PA 088 アゾ基で架橋されたテルピリジン誘導体を含む π 共役 2核
錯体のフェムト秒時間分解分光による光異性化メカニズムの研究（関
学理・東大院理）○松村和夫・玉井尚登・豊 智奈・久米晶子・西原
寛

3 PA 089 アゾベンゼン誘導体の分子運動ダイナミクスのフェムト秒
分光と走査プロ―ブ顕微鏡によるメゾスコピック構造の研究（関西学院
大理）○山崎昌宏・松村和夫・玉井尚登・池田富樹

3 PA 090 低・中密度流体中におけるクマリン 152の蛍光ストークス
シフト（京大院理）岩浅将樹○木村佳文・廣田 襄

3 PA 091 直線型の常磁性ポルフィリンーフリーベースポルフィリン
ハイブリッドダイマーの光励起緩和過程（東工大院理工）○陣門亮浩・
浅野素子・外山南美樹・海津洋行

3 PA 092 レチニル―フラーレン連結分子内における長寿命光誘起電荷
分離挙動（東北大反応研）○山崎眞理子・藤塚 守・伊藤 攻

3 PA 093 4 K希ガスマトリックスに捕捉されたアンモニアカチオンラ
ジカルの構造と分子運動に関する ESR研究（広島大工）○駒口健治・
塩谷 優・山田 奨・Kasai Paul.h

3 PA 094 4.2 K X―線照射によるメタンカチオンからのメチルラジカル
生成反応のマトリックス効果（広島大工）○駒口健治・塩谷 優・山田
智也・黒崎 譲

3 PA 095 酸化チタン単結晶電極の色素増感電子移動と電位依存性（関
学理）楊 秀娟○戴 志飛・玉井尚登

3 PA 096 空気共存下における 1―（2’―オキソプロピル）―5―フルオロウ
ラシルの放射線分解反応（京大院工）○森 竜彦・周 玲・八田博司・
西本清一

3 PA 097 無電解析出における還元剤反応機構の非経験的分子軌道法
による検討（早大理工）○玉木亜彌子・小松 功・中井浩巳・本間敬
之・逢坂哲彌

3 PA 098 凍結時に促進するヘキサシアノ鉄（�）酸イオンのシアン化
物イオンによる還元反応の熱測定による研究（神奈川工科大）大久保純
一・本田数博・森 義仁・藤枝修子

3 PA 099 四塩化炭素中でのナフタレンの音響化学ラジカル重合反応
に対する蛍光変化の研究（神奈川工科大）吉屋志朗・有薗秀敏・本田数
博・森 義仁・藤枝修子

有機化学―物理有機化学 A．構造と物性

3 PA 101 アデノシン一リン酸の水素結合による溶媒和アニオンクラ
スター（阪大院工）○西坂 誠・有村正名・松林玄悦

3 PA 102 プロトン付加アミノ酸の水素結合による溶媒和カチオンク
ラスター（阪大院工）○有村正名・高島 努・松林玄悦

3 PA 103 1,3,5,7―テトラメチルシクロオクタテトラエンとシス―2,3
a,5,6 a―テトラメチルジヒドロペンタレンのジカチオンの量子化学的
研究（明治薬大）溝口則幸

3 PA 104 Benzene dianion及び［n］circuleneにおける構造非平面化の理
論的解釈（三重大工）○永江有起彦・山田三郎・小関史朗・豊田東雄

3 PA 105 融解熱による Fとメチル基に関連した相互作用の研究（青山
学院大理工）遠藤 忠○杉尾圭太郎・小島聡暁・岩田賢三

3 PA 106 講演中止
3 PA 107 ap―及び sp―1―（9―フルオレニル）―2―［（E）―2―ハロ―1―メチル
エテニル］ナフタレン回転異性体の異常な平衡存在比の AbInitio 法に
よる考察（岡山理大理）大木道則○高野 匠・西本吉助・豊田真司

3 PA 108 光学活性アミノ酸エステルとの錯形成による亜鉛ビリノン
二量体のホモヘリシティー誘起に及ぼすらせんユニット間の距離及び
配向の影響（阪府大工・京大院工・福井高専）八木繁幸○柏木行康・高
岸 徹・水谷 義・北川 進・生越久靖

3 PA 109 NMRを利用した有機アンチモン類（III）の Sb―N分子内相互
作用の解析（千葉大分析セ・北陸大薬）○徳永達裕・関 宏子・山口健
太郎・安池修之・栗田城治

3 PA 110 ジオキサシラシクロヘキサンの特性の検討（工技院物質研）
○古沢清孝

3 PA 111 芳香族アシルスルホニウムイリドの構造と光反応性（神奈川
大工）岩澤朝美○五十嵐徹太郎・櫻井忠光

3 PA 112 ビス（m―テルフェニル―2’―イル）アセチレン誘導体の合成と
分子構造（岡山理大理）豊田真司○飯田 拓

3 PA 113 ジチア（1,3）ピレノ［n.3.3］メタシクロファン類の合成とその
構造（東和大工・佐賀大理工）田中 幹○土屋博之・垣永嘉貴・大和武
彦

3 PA 114 異常に長い C―C結合を持つナフトシクロブテン誘導体の合
成と構造（愛媛大工・奈良女大院・岡山理大理）○田中耕一・高本尚
英・手塚洋輔・加藤昌子・戸田芙三夫

3 PA 115 6―フェニルボレピノ［4,5―b］フランの合成と物性（富山大工）
○宮武滝太・田辺洋平・小田晃規・黒田重靖

3 PA 116 ビスインデニル化合物の NMRによる立体化学的研究（芝浦
工大）○生沼和彦・永田親清

3 PA 117 アミド結合における軸不斉の研究：N ―アシルオキシインド
ールの合成と構造（お茶女大理）山田眞二○松田 香

3 PA 118 1,8―ジアリールビフェニレン及び関連化合物の合成ならびに
その化合物の合成ならびにその分子内 π―π 相互作用（都立大院理）○
長谷川真士・原 憲司・桑谷善之・伊与田正彦

3 PA 119 新規フェニルアセチレンマクロサイクル類の合成と構造：
Dewarベンゼンビルディングブロックアプローチ（北大院理）大北雅一
○安藤幸太・鈴木孝紀・辻 孝

3 PA 120 6,13―Dewar―ペンタセン誘導体の合成と構造および性質（北大
院理）大北雅一○佐野貴江子・鈴木孝紀・辻 孝

3 PA 121 ジアセチレンをスペーサーとする TTF誘導体の合成と性質
（名工大）○迫 克也・森下暢也・立光 斉

3 PA 122 ジベンゾテトラオキサ及びジベンゾジオキサジチアフルバ
レン類の合成と性質（電通大電気通信・東大院理）○田中耕太郎・門戸
一弘・小林昭子・石田尚行・野上 隆

3 PA 123 TTFオリゴマーのカチオンラジカルの構造と性質（都立大院
理）○原憲司・桑谷善之

3 PA 124 新規有機電子受容体， 2,8―Chrysenequinone及びその誘導体，
の合成研究（近畿大工）小倉文夫○浅尾敦史・岡田芳治

3 PA 125 ビス（アルキリデン）TTP誘導体の合成と性質（京大院工）○
高橋一志・御崎洋二・田中一義・西川浩之・菊地耕一・池本 勲

3 PA 126 テトラチアペンタレン骨格を組み込んだベンゾ縮環型ドナ
ーラジカルの合成と性質（東大院総合）○石川佳寛・中崎城太郎・泉岡
明・菅原 正

3 PA 127 4’5’―ジヨードオキサトリメチレンジチオテトラチアフルバ
レンおよび関連化合物の合成ならびにそれらのラジカル塩の伝導性
（都立大院理）○高野純一・C. R. V. Rao・原 憲司・桑谷善之・吉田
正人・松山春男・伊与田正彦

3 PA 128 ピリミド［4,5―g］キナゾリン誘導体およびその電荷移動錯体
の合成と性質（阪大院理）○清水建樹・豊田二郎・中筋一弘

3 PA 129 水素結合型分子集合体の構築を目指した新しいオリゴイミ
ダゾール類の合成（阪大理院）○山田 悟・森田 靖・中筋一弘

3 PA 130 水素結合部位を有する安定有機ラジカルの合成と性質［VIII］
環拡張型イミダゾールニトロニルニトロキシドの特性（慶應大理工）○
武田祐介・松岡直樹・吉岡直樹・井上秀成

3 PA 131 有機フェリ磁性体を目指したトリニトロニルニトロキシド
化合物の合成の試み（電通大電気通信）○伊瀬智章・市村剛幸・石田尚
行・野上 隆

3 PA 132 スピンシールド型安定ラジカルを含むポルフィリン誘導体
の合成と性質（阪市大院理）○平岡慎介・小嵜正敏・岡田惠次

3 PA 133 フェノール性水酸基を有する新規擬シクロファン類の合成
とその分子認識能（筑波大化）鍋島達弥○花見健志・平谷和久

3 PA 134 フルオレンを環成分とするシクロファン類の合成とその構
造特異性（九工大工）○灘 良輔・森口哲次・柘植顕彦

3 PA 135 酸素架橋した［m.3］（3,9）カルバゾロファン類の合成と性質
（阪教育大・京大院工）谷 敬太○中田健二・堀 一繁・任田康夫・大
北英生・伊藤紳三郎・山本雅英

3 PA 136 m―アゾベンゼノファン：［1.1］（3,3’）アゾベンゼノファンの
合成，構造および光，熱異性化反応（物質研）○北本虎吾郎・玉置信之・
松田宏雄

3 PA 137 8の字型サーキュレンの構築を指向した 8の字型シクロファ
ンの合成（阪府大総科・富山大理）松原 浩○前川茂治・樋口弘行・山
本浩司

3 PA 138 メチレン鎖の構造修飾による［1.1］パラシクロファンの速度
論的安定化（北大院理）○河合英敏・辻 孝

3 PA 139 クラウンエーテル側鎖を有するポルフィリン金属錯体のイ
オン認識（成蹊大工）○後藤兼一・岩田 理・田中 潔

3 PA 140 鎖長の異なる非環状カルボン酸型イオノホアのイオン輸送
能と構造解析（神奈川大理）○神田龍輔・力石紀子・山口和夫

3 PA 141 ナフチレン環を含む非環状カルボン酸型イオノホアの合成
と構造解析（神奈川大理）○服部初彦・八高昌俊・尾上健一・力石紀
子・山口和夫
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3 PA 142 ビフェニル置換クラウンエーテルを有する亜鉛ポルフィリ
ン二量体と Troeger’s base誘導体との相互作用（科技団さきがけ研究
21・埼玉大工）久保由治○山中淳一・時田澄男・飯田武揚・石丸雄大

3 PA 143 二つの配位部位を側鎖に持つアームドアザクラウンエーテ
ルの錯形成能（東邦大理）○幅田揚一・佐伯智美・松本直己・赤堀禎利

3 PA 144 3,5―二置換フェノールを側鎖に持つアームドアザクラウンエ
ーテルによる金属輸送能（東邦大理）○佐伯智美・幅田揚一・赤堀禎利

3 PA 145 2,2’‐ビピリジンを含むテトラアザマクロサイクル及びその
錯形成に関する ab initio分子軌道計算（お茶大理・お茶大院人間文
化・東大生産研）○古濱彩子・鷹野景子・小川昭二郎・土屋伸次

3 PA 146 2つの水酸基を持つ新規クリプトファンの合成と機能（融合
研）平谷和久○NASIR Habib・名川吉信

3 PA 147 フラーレン内包 CTVカプセル分子の合成（阪府大総科・富
山大理）○松原 浩・木戸咲恵・樋口弘行・山本浩司

3 PA 148 水素結合部をもつ分子集積型擬クリプタンドの合成（筑波大
化）鍋島達弥○吉成 朋

3 PA 149 超分子構造による光機能部位の配向制御の試み（静岡大工）
戸田三津夫・竹下裕幸○綿谷 茂・吉田 弘

3 PA 150 2個の不斉炭素を持つヒドロキサム酸類の合成とその鉄錯体
の絶対配置（成蹊大工）加藤明良○盛田寛樹・原田 学

3 PA 151 ヘミカリックスアレーン誘導体配位子を用いた新規遷移金
属錯体の合成と性質（2）（成蹊大工）○原田 学・加藤明良

3 PA 152 種々の置換芳香族誘導体を部分構造とするクラウンエーテ
ルにおける金属イオン認識機構（新潟大院自然）岡村睦雄○藤枝正之・
田丸俊一

3 PA 153 テトラアザアズレノコロナンドの合成と性状（城西大理・花
王東研）○若林英嗣・新藤君男・栗原照夫・野副鉄男

3 PA 154 オクタアザトロポクリプタンドの合成と性状（城西大理）○
新藤君男・三村康幸・若林英嗣・栗原照夫

3 PA 155 イミダゾリウム基で修飾したキャビタンドによるアニオン
認識（都立大院工）○佐藤 潔・小川 稔・鬼武智美・山岸敬道

3 PA 156 カルボキシル基を有する芳香族 N―メチルアミド化合物の合
成とキラリティー識別への応用（名大院工）○西村達也・前田勝浩・八
島栄次

3 PA 157 アルカリ金属イオン存在下における単層型グアニン 4量体
の生成（和歌山医大教養）○福島和明・岩橋秀夫

3 PA 158 錯体形成によるコーラファンの合成（千葉大工）幸本重男○
高野健太郎・岸川圭希・田中誠次・山本 忠

3 PA 159 ロイシルアラニンのゲル状態における分子認識能（千葉大
工）赤染元浩○高岡浩介・小倉克之

3 PA 160 キラルケンプ酸誘導体の合成と特性認識（埼玉大工）○内藤
久美子・設楽浩明・野平博之・廣瀬卓司

3 PA 161 MSP―8混合 PDDA膜で修飾した QCM電極による金属イオ
ンのセンシング（東北工研）○劉 宏涛・銭 朴・松永英之・横山敏
郎・鈴木敏重

3 PA 162 アミド基修飾ヘキサホモトリオキサカリックス［3］アレーン
の合成とアルカリおよびアルカリ土類金属イオンとの錯体生成能（東
邦大理）○松本直己・宮内謙一・幅田揚一・赤堀禎利

3 PA 163 オクタホモテトラオキサカリックス［4］アレーンのアミド誘
導体の合成およびアルカリ金属に対する抽出能（東邦大理）○西村貴
洋・近江 護・幅田揚一・赤堀禎利

3 PA 164 2―ピリジルメチルオキシテトラチアカリックス［4］アレーン
類の合成とその包接挙動（佐賀大理工）山元英人・熊丸賢嗣・竹下道範
○大和武彦

3 PA 165 種々のナフタレン誘導体による蛍光性金属イオン認識セン
サー（弘前大理工）川上 淳○福士淳夫・小出秀之・木村 敦・伊藤正
英

3 PA 166 β ―シクロデキストリンによるニトロキシドの bimodal包接
錯体間の平衡に及ぼす圧力効果（岡山大理）○笠原正路・末石芳巳・古
武弥成

3 PA 167 けい光読み出し機能を有する機能性ホストの合成と性質
（17）（九大機能研・神奈川大工）○久保勘二・櫻井忠光・森 章

3 PA 168 けい光読み出し機能を有する機能性ホストの合成と性質
（18）（九大機能研・九大総理工・神奈川大工）○久保勘二・山本恵美・
石毛亮一・坂口誠司・櫻井忠光

3 PA 169 キラルな置換基を有する蛍光性ホスト分子の合成（埼玉大
工）○太刀川達也・和田裕介・角田みゆき・時田澄男・吉田勝平

3 PA 170 オリゴチオフェンユニットとジアセチレンユニットから成
るナノスケール分子ワイヤの物性と合成（広島大工・九大有基研）○小
橋聖治・瀧宮和男・安蘇芳雄・大坪徹夫

3 PA 171 新規なアセナフテン型化合物の特異な動的酸化還元挙動（北
大院理）○吉野豪真・鈴木孝紀・西田純一・大北雅一・辻 孝

3 PA 172 ジチエニルメチレン基を有する酸化還元活性部位を核とし
た新規デンドリマーの合成と性質（東北大院理・北大院理）○青島俊
栄・福島孝典・鈴木孝紀・宮仕 勉

3 PA 173 9―フェニルキサンテニリウムイオンのフェニル基上の置換
基効果：安定性と還元電位（鳥取大工）○淺原雅浩・宮本雅文・後藤圭
介・撰 達夫・和田正徳

3 PA 174 長鎖アルキル部位を有するクラウンエーテル誘導体の合成
とその熱物性（埼玉大工）○田中信也・青木良夫・野平博之・廣瀬卓司

3 PA 175 ジピリジルシラン誘導体の合成と性質（JCII）○中尾秀信・小
野克彦・林 英樹・沖田晃一

3 PA 176 パラフィン層の二次結晶化に及ぼす添加物の影響―添加割合
に対する依存性―（千葉工大）○工藤由美・秋谷鷹二・尾上 薫

3 PA 177 アントリルエチニル置換サリチルアルデヒド誘導体の光化
学（富山県立大工）○川端繁樹

3 PA 178 トロポン環とベンゼン環をもつ異種コアツイン型化合物の
液晶性（九大総理工・九大機能研・島根大総合理工）○武本 学・森
章・氏家誠司

3 PA 179 ヘキサシアノトリキナレンメタンおよび関連ラジカルの生
成と性質（阪大院理）○宮崎博史・松本幸三・小田雅司

3 PA 180 新規蛍光物質としての芳香族―N―オキシドの発光特性（東大
生産研）務台俊樹○田形純正・荒木孝二

3 PA 181 ベンゾオキサゾール基を有する非環状ビスフェノール化合
物の合成とその性質（融合研）○李成吉・北條博彦・小山恵美子・平谷
和久

3 PA 182 （2’―ヒドロキシフルオロフェニル）ベンゾオキサゾールの光
学特性（成蹊大工）○田中 潔・青木浩子・岩田 理

3 PA 183 フェニル置換オリゴピリジルの発光挙動（東大生産研）務台
俊樹○有田新平・荒木孝二

3 PA 184 N ―サリチリデンハロベンジルアミン類重水素化物の結晶状
態におけるフォトクロミズム（九大院理）○冨田健次・網本貴一・小山
弘行・金富 元・川東利男

3 PA 185 光吸収部位を持つ両親媒性化合物の分子設計とその合成（東
大院総合）○櫻田 忍・村田 滋

3 PA 186 トリアリールイミダゾール類の合成と蛍光性（埼玉大工）○
太刀川達也・佐藤淳和・鈴木篤史・時田澄男

3 PA 187 光合成アンテナモデルとしてのボロンジピリリン色素自己
組織化単分子膜の合成（阪大産研・阪大院工）○則枝博之・今堀 博・
福住俊一・坂田祥光

3 PA 188 新規ポルフィリンダイマーの合成と光物性（物質研）有村隆
志○西岡琢哉・井手誠二・杉原秀樹・村田重夫

3 PA 189 鉄ポルフィリンとベンゾキノンにより形成される電荷移動
錯体の合成とその性質（阪大産研・ユタ大・九大理・）○三上伸路・杉
浦健一・Miller Joel, S・前田米蔵・安里英治・岩崎賢太郎・日野照
純・大場正昭・大川尚士・坂田祥光

3 PA 190 フェロセン―meso,meso―連結ジポルフィリン―［60］フラーレン
四分子系の合成と光物性（阪大産研・阪大院工・CREST）○玉木浩
一・今堀 博・福住俊一・坂田祥光

3 PA 191 新規ヘキサアリール［3］デンドラレンの合成と性質（都立大
院理）中村叙子○戸高美絵・吉田正人

3 PA 192 オリゴチオフェン誘導体の性質に及ぼすヘキシル基の置換
位置の影響（富大理）○酒井博志・安野貴美・朝野清美・樋口弘行・山
本浩司

3 PA 193 カルバゾールをベースとした剛直なデンドリマーの合成と
性質（科技団戦略基礎・理研・千歳科技大）○保刈宏文・張 亜東・和
田達夫・雀部博之

3 PA 194 ポルフィリン会合体の UVスペクトルーMO法による検討
ー（都立大院工・東洋大工）○立花 宏・田島正弘・馬場信悟・由井樹
人・松岡亮介・井上晴夫

有機化学―物理有機化学 B．反応機構

3 PA 197 モノ置換 2,3,4,5―テトラヒドロ―1―ベンゾオキセピン―3,5―ジ
オンのケトーエノール互変異性（日歯大新潟）○鈴木常夫・種村 潔

3 PA 198 3 H―Pyrazole誘導体の光誘起電子移動反応（千葉大工）青野拓
実・福井啓二郎・唐津 孝・北村彰英

3 PA 199 9―（1,1,4,4,5,5,8,8―オクタメチル―1,2,3,4,5,6,7,8―オクタヒドロ
アントリル）フェニルカルベンの発生，反応と直接観測（三重大工）○
飯久保貴史・平井克幸・富岡秀雄

3 PA 200 （C5H5N）2（CH2）n（n＝3,4,5）の熱反応経路に関するMCSCF法
を用いた理論的研究（三重大工）○塩田昌宏・小関史朗

3 PA 201 9―（1―アミノエチル）―1―メチルトリプチセンのジアゾ化反応
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PB 会場
スポーツホール《午後》

（北里大理）山本 学○持田 久
3 PA 202 DMSO―水混合溶媒のクラスター構造と溶媒和（資環研）Shin

Dongnam○脇坂昭弘
3 PA 203 α ―シアノ―α ―トリフルオロメチル―β ―アリールアルキルト
リフレートのソルボリシスにおける置換基効果（新潟大院自然・新潟
大理）岡村睦雄○梅澤幸弘・坪谷祥子・臼井 聡

3 PA 204 炭化水素イオンとハロゲン化ベンゼンとの気相イオン―分子
反応（九大機能研・九大総理工）○辻 正治・有川健志・西村幸雄

3 PA 205 1―ナフチルアラニルグリシン誘導体の分子内電子移動けい
光消光（神奈川大工）三好健一郎・小澤清史・五十嵐徹太郎○櫻井忠光

3 PA 206 1―アリールメチルオキシ―2―ピリドンとその関連化合物の光
分解反応（5）（神奈川大工）○吉岡成佳・安藤地平・五十嵐徹太郎・櫻
井忠光

3 PA 207 ピレンを増感部位として持つジカルベン前駆物質の合成と
光分解（東大院総合）○木下祐輔・池田真吾・村田 滋

3 PA 208 1―アリール―2,3―ジアザビシクロ［2.2.2］オクト―2―エンの光増
感電子移動脱窒素反応における置換基効果（東北大院理）池田 浩・峯
岸知典○佐藤 誠・宮仕 勉

3 PA 209 7―（ジアニシルメチレン）―2,3―ジアザビシクロ［2.2.1］ヘプト―
2―エンの光増感電子移動反応（東北大院理・東北大反応研）池田 浩○
滝 博嗣・秋山公男・手老省三・宮仕 勉

3 PA 210 1,2‐及び 2,3‐ジアリール置換ナフタレンの発光挙動（千葉
大工）稲村智美・福井啓二郎・唐津 孝・北村彰英・北 弘志・石井
文雄

3 PA 211 ”center―to―edge”型リン（V）ポルフィリンアレイの酸化還元特
性と電子移動（東大院総合）○竹内康子・進 公博・田中一義・瀬川浩
司

3 PA 212 環化付加反応に及ぼすトリフルオロメチル基の効果（成蹊大
工）○田中 潔・後藤兼一・岩田 理

3 PA 213 フェニルアセチレンの過マンガン酸酸化反応における置換
基効果の分子軌道計算にもとづく定量的解析（新潟大教）荻野敏夫○吉
田 修・灰野栄一・平野一生

3 PA 214 リチウムアルキルアミド触媒によるブタジエン誘導体と N―
メチルベンジルアミンの付加反応（埼玉工大工）○浜名 浩・渡辺健
一・小野澤雅則・萩原時男・成田 正

3 PA 215 ジアセチレン誘導体の溶融相重合における環状三量体の生
成機構（東大院総合）谷口伸一・横井敏弘・泉岡 明・菅原 正

材料化学

3月 28日午後

1 PB 001 金属（Ti,Nb）アルコキシド―セルロース均一ゲル繊維の NH3

による耐熱窒化物繊維（東北大院工）○黒川洋一・渡辺倫正・石坂孝之
1 PB 002 ゾルーゲル法によるハロゲン化銀含有シリカ粒子の合成（高
知高専）○岡林南洋・服部愛子・仙頭友也

1 PB 003 光層間架橋法によるチタン酸ナノ複合体の合成（宮崎大工）
○長崎俊一・木島 剛・町田正人

1 PB 004 巨大磁気抵抗材料 La0.5Ba0.5MnO3の温和水熱合成（山梨大工・
無機合成研究施設・木野村研）○王 丹・于 然波・馮 守華・熊田
伸弘・木野村暢一

1 PB 005 固体 NMR法による層状ケイ酸塩の構造解析（2）（神奈川大
工）○高山俊夫・佐藤祐一

1 PB 006 金属元素添加した Cr 5 Si 3単結晶の合成と性質（東京工芸大
工・国士舘大工・神奈川大工・東北大金研）○小川 誠・岡田 繁・
大原健仁郎・工藤邦男・宍戸統悦・福田承生

1 PB 007 セリア―ジルコニア複合酸化物の酸素放出特性に及ぼす表面
改質の効果（阪大院工）○尾崎哲也・中野公介・増井敏行・足立吟也

1 PB 008 超臨界水処理による層状珪酸塩鉱物の構造変化（東北工研）
○長瀬多加子・岩崎孝志・CHATTERJEE Maya・林 拓道

1 PB 009 固相法によるゼオライト合成におけるアルカリおよびアル
カリ土類金属イオンの効果（日大工）○中島紘子・西出利一・清住嘉
道・水上富士夫

1 PB 010 リン酸ジルコニウムにより永久固定化されたセシウムの高
温耐浸出特性（新居浜工業高等専門学校；第一稀元素化学工業）○中山

享・伊藤克彦・坂本政臣
1 PB 011 ニッケル（II）ジチオカーバマート錯体を用いたMOCVD法に
よる硫化ニッケル膜の作製（阪工大工）野村良紀○早田光辰・渥美清裕

1 PB 012 溶液熱分解法による硫化亜鉛ナノ微粒子の合成（阪工大工）
野村良紀○小林裕明

1 PB 013 還元窒化法による窒化ガリウムの合成（神奈川大工）○田中
宗之・山村 博・柿沼克良

1 PB 014 有機スズ基を含むポリ（フェニルシルセスキオキサン）の合
成（防衛大化・リンテック研）○松原泰孝・小西和歌子・守谷 治・杉
崎俊夫

1 PB 015 有機スズ基を有するポリ（フェニルシルセスキオキサン）と
クロロシラン類との反応（防衛大化・リンテック研・関東学院大工）松
原泰孝・守谷 治○杉崎俊夫・吉田 崇・影山俊文

1 PB 016 酢酸セルロース―金属アルコキシド複合ゲル繊維へのインベ
ルターゼの包括固定（福井大工・東北大院工）中根幸治・倉信和彦・荻
原 隆・小形信男・黒川洋一

1 PB 017 有機・無機超格子の真空プロセス自己組織化と機能探索（山
形大工）○細野幸太・折原勝男

1 PB 018 新規有機―無機量子閉じ込め構造（IX）ジアミン塩系の構造評
価と光学特性（上智大理工）手島健次郎・陸川政弘・讃井浩平

1 PB 019 3―アミノプロピルトリエトキシシランを用いた粘土層間架
橋体の作製と評価（2）（関東学院大工・東工大資源研）○内田佳邦・馬
場英明・横尾 輝・吉野光彦・松井和則・中村義之

1 PB 020 高強度・高弾性ポリエチレン繊維を強化材とする複合材料
の開発（1）ゲル法によるポリエチレン繊維表面への接着相の形成とそ
の条件（信州大繊維）○石川雄二・藤松 仁・宇佐美久尚・飯島孝志

1 PB 021 ポリイミドの表面性質の評価（信州大工・新光電気工業）○
酒井基晴・山崎隆稚・田中伸明・三島障司・藤井恒男・岩野恵子・小
泉あゆみ・前原 隆・小林 充

1 PB 022 天然ゴムの劣化による化学構造と誘電特性の変化（神奈川大
理）濱畑ゆう紀・大石不二夫・宮崎 充

1 PB 023 30年暗室静置したカーボンブラック充てん天然ゴムの特性
変化の解析（神奈川大）里中まり恵・大石不二夫・高山俊夫・長野悦子

1 PB 024 イオン化蒸着法と真空蒸着法によるフッ素系ポリマー薄膜
の環境安定性（神奈川大理）大堀淳一・大石不二夫・臼井博明・堀江
聡

1 PB 025 骨格の異なる 2種類のポリイミドの長期熱劣化における構
造変化（神奈川大理）吉見力・大石不二夫・清水道正

1 PB 026 賦活及び高温処理によるマカデミアナットシェルのポア構
造と表面官能基の変化（四国工研・千葉大・クンズランド大）○王 正
明・加納博文・金子克美・デウデウン

1 PB 027 粒状フェノール樹脂を用いたアルカリ賦活法による活性炭
製造（千葉工大工）小林左東司○川村貴伸・倉金孝輔・滝口泰之・尾上
薫・山口達明

1 PB 028 ガラス中のホウ素に対する X線吸収スペクトル（立命館大理
工・阪電通大）○小島一男・山本和弘・辻 淳一・池田重良・谷口一
雄

1 PB 029 同時スパッタリング法による LaNi1―XAuXO3ペロブスカイト
薄膜の作製（帝京大理工・熊本大工・物質研・宇都宮大工）○山田
智・田井英男・松本泰道・鯉沼陸央・佐々木毅・白樫高史・吉原佐知
雄

1 PB 030 （1―x）Ba（Zn1／3Nb2／3）O3―（x―y）Ba（Zn2／3Nb1／3）O2.5―yBaMO2.5

（BZNM）系のイオン伝導（M＝Ga,In,Y,Sm）（神奈川大工）○高橋勝明・
山村 博・柿沼克良・羽田肇．

1 PB 031 自己組織化膜を用いた One―step機能性積層膜の形成とその
多角的評価（富士ゼロックス・千葉大工）○広瀬英一・小野好之・佐藤
克洋・青木 優・解良 聡・上野信雄・奥平幸司・原田義也

1 PB 032 ポルフィリン誘導体の重合膜の作成とその機能性（東洋大院
工）○鈴木 諭・渡邉雅人・中村憲次・野口宏道・石井 茂・吉田泰
彦

1 PB 033 エキシマレザー CVD法よるジルコニウム酸化物膜の作製
（物質研）○渡邊昭雄・土屋哲男・今井庸二

1 PB 034 有機・無機ナノ回路の真空プロセス自己組織化とその電気
的性質（山形大工）○石川直路・折原勝男

1 PB 035 分散めっきによる Ni―AgBr感光性電極作製における検討（東
北工大）○伊勢武一・佐々木昭人・片桐 洋・目黒眞作

1 PB 036 酸化セリウムを用いた新しい紫外線遮断剤の開発（阪大院
工）山元美佐○増井敏行・足立吟也

1 PB 037 混合による二元金属ナノクラスターの構造制御（山口東理
大）○白石幸英・平川和貴・戸嶋直樹

1 PB 038 シクロデキストリンを保護剤とした金ナノクラスターの調
製と包接機能（山口東理大）戸嶋直樹○深津大介・白石幸英
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1 PB 039 粘土―有機ハイブリッド透明厚膜の合成とその光特性（名大
院工）○笹井 亮・伊藤秀章・高木克彦

材料の機能

1 PB 041 セルロース―金属（Ti）アルコキシド均一ゲル繊維への菌体の
包括固定と発酵等への応用（東北大院工）○池田友子・黒川洋一

1 PB 042 N ―サリチリデン―（3 α ―ヒドロキシ―5 β ―コラン―24―オキシ）
アニリンのフォトクロミズムに与える置換基効果（九大院理）○関源太
郎・網本貴一・金富 元・小山弘行・川東利男

1 PB 043 中分子コレステリック液晶の反射色の光制御および固定（物
質研）○守山雅也・玉置信之・宋 小英・松田宏雄

1 PB 044 コレステリック固体における反射バンドの光化学的制御（物
質研）○北本虎吾郎・玉置信之・松田宏雄

1 PB 045 ヒドロシリル化反応によるポリシロキサンへのスピロオキ
サジンの導入（阪府大先端研）藤澤 学・中尾 廉○堀井豊一・阿部康
夫

1 PB 046 スピロオキサジン残基をもつシロキサン樹脂及びゲルの合
成とそのフォトクロミズム（阪府大先端研）野田文彦○中尾 廉・堀井
豊一・阿部康夫

1 PB 047 ジシアノメチレン基で修飾したジアリール無水マレイン酸
誘導体の合成とフォトクロミズム（横浜国大工）○泉 博章・横山弥
生・横山 泰

1 PB 048 シクロデキストリン包接スピロピラン系化合物のフォトク
ロミズムと熱反応（横浜国大工）○長島英文・横山 泰

1 PB 049 ジアリールエテン系化合物のフォトクロミズムとエレクト
ロクロミズム（関学大理）○竹林博満・平山博通・玉井尚登・内田欣
吾・入江正浩

1 PB 050 光脱保護する紫外線吸収剤前駆体（富士写真フイルム富士宮
研）○高島正伸・湯本眞敏・南 一守・岩倉 謙

1 PB 051 イオン伝導性液晶：フッ素系二量体型液晶とリチウム塩と
の複合化（東大院工・東京農工大工）○大竹俊裕・蟹江澄志・加藤隆
史・仁科直子・秋田香織・大野弘幸

1 PB 052 側鎖にアゾベンゼンをもつ高分子の偏光配向制御（大工研）
○是津信行・田和圭子・鎌田賢司・清原健司・田中丈幸・太田浩二・
内田欣吾

1 PB 053 高分子アゾベンゼン液晶を用いた回折光の動的制御（東工大
資源研）○山本貴広・大橋亜沙美・米山賢史・堤 治・金澤昭彦・塩
野 毅・池田富樹

1 PB 054 粘土―金属錯体ハイブリッド LB膜の二次非線形光学挙動（北
大電子研・北大院理）○川俣 純・尾形雄一郎・山岸晧彦・井上久遠

1 PB 055 H会合体ドープシリカ薄膜合成と非線形光学特性（電総研）
○渡辺 崇・浅井圭介・石榑顕吉・三戸章裕・周 豪慎・本間 格

1 PB 056 有機色素のフェムト秒縮退四光波混合の励起状態増強と過
渡吸収スペクトル（九大・有基研）○笠谷和男

1 PB 057 ゾルゲル由来希土類イオン（Er,Nd）分散アルミナ膜のアップ
コンバージョン発光（東北大院工）○石坂孝之・黒川洋一・牧野哲征・
瀬川勇三郎

1 PB 058 ポリ（4―ビニルピリジン）／ピリジン誘導体溶液の蛍光特性
（同志社大）中島理一郎○江澤 歩・下川公司・塚越一彦

1 PB 059 ホウ酸誘導体を固定化したマグネタイト粒子による糖の認
識と分離（長岡技科大工）○大島賢治・阿部忠浩・山内 健・下村雅
人・宮内信之助

1 PB 060 アミノピリジル配位子を導入した新規キレート樹脂の重金
属吸着特性（富山大工）古田島大悟・高橋八重○加賀谷重浩・神原貴
樹・長谷川淳

1 PB 061 ビスフェノール A分子認識インプリンティングポリマーの
吸着特性（神奈川工科大）○松田純武・中川将史・久松珠己・斎藤 貴

1 PB 062 二量化アミジノ尿素を用いたキレート樹脂の合成（東京電大
工）○高橋裕介・工藤勝俊・堀江時子・柴 隆一

1 PB 063 3―ベンジルオキシ―2―ヒドロキシプロピオン酸および 6―メト
キシ―1―アミノインダンの光学分割（埼玉大工）野平博之○大學俊雄・
齋藤昌宏・青木良夫・廣瀬卓司

1 PB 064 緑茶およびその成分による消臭作用（愛知工大）井上眞一○
滝本陽子・吉田貴美・宮松広樹・岡本 弘

1 PB 065 液晶性葉酸誘導体のアルカリ金属塩との複合化による液晶
相構造制御（東大院工・島根大総合理工）○多木 崇・保田貴康・蟹江
澄志・氏家誠司・加藤隆史

材料の応用

1 PB 067 シアニン色素凝集体の生成およびその安定性に関する研究
（日大生産工）○小田隼人・高橋大輔・海老原富与吉・和泉 剛・廣橋
亮

1 PB 068 エステル結合で伸長した含フッ素二色性アゾ色素（岐阜大
工）○田中知恵・船曳一正・柴田勝喜・松居正樹

1 PB 069 高機能性顕色剤としてのビスフェノール S誘導体の合成と
その物性（阪府大工・日華化学）○松本真一郎・山口忠承・中澄博行・
牧野公博

1 PB 070 感熱紙におけるジフェニルスルホン誘導体の耐可塑剤性メ
カニズム研究（日本曹達機能研）○冨賀見利幸・藤井 博・柳田光広

1 PB 071 ヒドロキシアントラキノンを配位子とした配位金属錯体の
分光，蛍光特性（日大生産工）○斉藤康仁・岡田昌樹・古川茂樹・鈴木
庸一・廣橋 亮

1 PB 072 ジチエノシロールを用いた有機 EL素子（3）（化学技術戦略推
進機構）○安達 照・大下浄治・九内淳堯・沖田晃一

1 PB 073 バナジウム酸化物／金イオン複合電析 PPTA膜の作製とその
エレクトロクロミック特性（九産大工・東亜大工）○平山智之・添嶋康
廣・山崎澄男・矢野 潤

1 PB 074 チオエステルを結合基とする液晶の合成と物性（山口大工）
○呉 健偉・岡本浩明・竹中俊介

1 PB 075 新規なキラルディスコティック液晶の合成とその性質（埼玉
大工）野平博之○飯塚幸子・青木良夫・廣瀬卓司

1 PB 076 トリフルオロメチル不斉構造をもつ新規反強誘電性液晶の
合成とその性質（埼玉大工）○青木良夫・廣瀬卓司・野平博之

1 PB 077 ジフルオロビフェニルジオキサニル基をコアとしたフッ素
系強誘電性液晶の合成と物性（埼玉大工）○アセップリスウォコ・青木
良夫・広瀬卓司・野平博之

1 PB 078 フェニルシクロヘキサン構造を有する光学活性 2―フェニル
プロピオン酸誘導体の合成とそのらせん誘起力（埼玉大工）○設楽浩
明・飯塚幸子・青木良夫・廣瀬卓司・野平博之

1 PB 079 フッ素化されたアルキル鎖を持つ TN用らせん誘起剤の合成
とその物性（埼玉大工）設楽浩明○近藤光輝・青木良夫・廣瀬卓司・野
平博之

1 PB 080 4,4,4―トリフルオロ―3―フェニルブタン酸から誘導した新規
なキラルネマチック液晶用らせん誘起剤の合成（埼玉大工）野平博之○
太郎良哲・松島健太郎・青木良男・廣瀬卓司

1 PB 081 酸化タングステン薄膜電極を用いたナトリウムセンサ（リハ
ビリ研・東洋大工）野口多紀郎・武居 修・外山 滋・山内 繁・宇
佐美論・掘越弘毅・碇山義人

1 PB 082 PbSnF 4固体電解質を用いた混成電位型ガスセンサ（大分大
工）廣川正章○武内 隆・吉田和昭・伊藤正実

1 PB 083 フルオレセイン固定化キトサン―セルロースブレンド膜を用
いた光ファイバー蛍光オプトード（東京医科大・東京電機大）○利根川
雅実・福永洋平・高井信治・荒井貞夫

1 PB 084 コバルトポルフィリン錯体を混合したカーボンペースト電
極型過酸化水素センサ（東洋大院工）○笠貫智久・原 徹・早乙女典
彦・渡邉雅人・吉田泰彦・周 明・野口宏道・神山光昭・石井 茂

1 PB 085 講演中止
1 PB 086 MnO 2二次電池MnO 2正極の添加物の効果（立命館大）○熊
本勝利・山本善史・玉置 純・松岡政夫

1 PB 087 ジチオ及びテトラチオナフタレンのリチウムイオン電池正
極活物質への応用（愛媛大機器分析セ・愛媛大理・ユアサコーポレー
ション）○稲益徳雄・角大鳥居幸寿・谷 弘幸・小野 昇

1 PB 088 電析による鉛蓄電池用負極活物質の作製（東理大理工）○松
尾 亮・松本 太・井手本康・小浦延幸

1 PB 089 複合酸化物粒子分散電極によるメタンのアノード酸化反応
活性化（長岡技科大工）○小笠和仁・斉藤信雄・西山 洋・佐藤一則・
井上泰宣

1 PB 090 水素吸蔵合金の腐食層の定量分析（豊田中研）○森下真也・
近藤康仁・大矢 豊・砥綿真一

1 PB 091 荷電膜界面の水の電離現象の電気透析への応用（東海大開発
工）○渡邊一正・岩元和敏・妹尾 学

1 PB 092 フェライトを用いる NOxの除去反応（6）置換カチオン量と窒
素酸化物還元反応性との関係（富山高専）○牧野幸子・田畑勝弘・宮谷
大作・丁子哲治

1 PB 093 生分解性プラスチックの合成と酵素による分解性の評価（日
大生産工）○今野高志・松田清美
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資源利用化学

1 PB 095 固体酸触媒によるホルムアルデヒドと蟻酸メチルのカップ
リング反応の研究（清華大理）He Dehua・Huang Weiguo・Liu Jinyao・
Zhu Qiming

1 PB 096 固体電解質触媒上におけるメタンの酸化カップリング反応
（日大生産工）○岡田昌樹・馬場丈雄・古川茂樹・廣橋 亮・鈴木庸一

1 PB 097 α ―メチルスチレン類存在下での廃棄発泡スチロールの熱分
解（宇都宮大工）○小林友和・薛 鋒・木村隆夫・中島教博・柏嵜 勝

1 PB 098 プラスチックの分解による水素の製造（室蘭工大・石川島播
磨重工）○上道芳夫・田熊一彦・菖蒲明己・伊東正皓・綾部統夫

1 PB 099 2段階熱分解によるポリオレフィンのモノマーリサイクル
（北大院工）○辻 俊郎・田中義樹・柴田俊春・上牧 修・伊藤博徳

1 PB 100 噴流層によるポリエチレンの接触分解（北大院工）○宮田将
光・辻 俊郎・柴田俊春・上牧 修・伊藤博徳

1 PB 101 PVC熱分解における脱塩化水素反応速度―反応速度に及ぼす
塩化水素触媒作用の影響（北大院工）○栗本裕行・辻 俊郎・柴田俊
春・上牧 修・伊藤博徳

1 PB 102 メタンの燃焼過程で発生する微量成分の定量（千葉工大）○
鹿田洋平・村上暁健・藤原 豪・吉沢幸彦・尾上 薫

1 PB 103 共役ポリオレフィンを有するフェノール系化合物の抗酸化
活性（関西大工）西山富博○山本和磨・鈴木達也

1 PB 104 2,3―ジヒドロ―5―ヒドロキシベンゾフラン類とその関連する
化合物の抗酸化活性（関西大工）西山富博○宮本晋男・上園美智子

1 PB 105 アミン系酸化防止剤の抗酸化活性と長寿命アミニルラジカ
ルの ESRスペクトル（関西大工）西山富博○為国浩史・立花徹也

1 PB 106 スルフィドを有するフェノール系化合物の抗酸化活性（関西
大工）西山富博○杉本太士・中嶋裕一

1 PB 107 クマリン誘導体の抗酸化活性及びアスコルビン酸との相乗
作用（関西大工）西山富博○大西淳一・橋口康弘

1 PB 108 縮合複素環化合物の抗酸化活性（関西大工）西山富博○丸山
圭一・高萩 誠

1 PB 109 放電プラズマによる NOx除去（長崎大工）○畠山清美・田辺
秀二・梶山大輔・興津健二・松本泰重

1 PB 110 植物からの水素製造（東京ガスフロンティアテクノロジー
研）○細野英之・青山勝博

エネルギー

1 PB 113 超臨界水処理による二酸化チタン光触媒の調製（明星大理
工）○原田久志・石兼 誠

1 PB 114 人工海水の超音波光触媒反応（明星大理工）○原田久志・細
木千種

1 PB 115 超音波化学反応によるパラジウムの析出（芝浦工大工）○坂
部義雄・平野克比古

1 PB 116 超音波キャビテーションを利用したパラジウムクラスター
担持触媒の調製（長崎大工）○興津健二・由衛明彦・田邉秀二・松本泰
重

1 PB 117 光触媒担持シート材料のハイドロキシアパタイトによる高
機能化（福岡県工技セ生物食品研）○古賀賢一

1 PB 118 表面修飾硫化カドミウムコロイド水溶液の定常光照射下で
の安定性：pH効果（琉球大理）○宇地原敏夫・前泊 聡・金城昭夫

1 PB 119 二酸化チタン電極を用いたクロロ酢酸類の光分解（芝浦工大
工）○鶴田和久・平野克比古

1 PB 120 PtCl6
2―を含む HF水溶液から白金微粒子を無電解析出させた

n―Si電極を用いる湿式太陽電池（姫路工大工・阪大院基礎工）○八重
真治・萩原泰三・北垣昌規・松田 均・中戸義禮

1 PB 121 ビスフェナントロリン橋かけ配位子を有する Ru（II）―Os（II）
多核金属錯体の合成と光化学特性（埼玉大工・物質研）○三浦朋久・塚
本明博・廣瀬卓司・小松崎伸子・春日和行

1 PB 122 アルミニウム電極上における有機硫黄化合物／導電性高分子
複合体の酸化還元特性（東京農工大工）○平田 靖・稲富 友・波戸崎
修・小山 昇

1 PB 123 常温溶融塩のイオン導伝性に及ぼす化学構造の影響（大工
研）○松本 一・柳田昌宏・谷本一美・野村勝裕・北川由起子・宮崎
義憲

環境・安全化学

1 PB 125 ジペプチドの水溶液への放射線照射によるラセミ化反応（小
山高専・筑波大応生・筑波大化）○胸組虎胤・島田秋彦・下山 晃

1 PB 126 定期コンテナ船による北太平洋二酸化炭素モニタリング（気
象庁）小川 完・緑川 貴・坂井武久・北尾 隆・加藤信次○碓井敏
宏・土器屋由紀子

1 PB 127 富士山頂のエアロゾル，降水，霧水の化学成分について―
1997,1998,1999夏季の観測結果―（気象大・東京農工大・気象研）○林
和彦・村上健太郎・吉川哲生・米倉寛人・土器屋由紀子・五十嵐康

人・澤 庸介・堤 之智
1 PB 128 網走の降水の化学成分に対する流氷着岸の影響（札幌管区気
象台・気象大・東農工大）安達正樹・林 和彦・堀越千聡○土器屋由
紀子

1 PB 129 降水の化学組成とその酸性化機構（12）（神奈川大工）井川
学○小熊吉昭・小林清信・大河内博

1 PB 130 横浜における大気汚染物質の濃度変動とその支配要因（神奈
川大工）井川 学○天野和哉・外之内信浩・吉岡亜希子・大河内博

1 PB 131 丹沢・大山における大気汚染物質の濃度変動とその支配要
因（神奈川大工）井川 学○外之内信浩・天野和哉・大河内博

1 PB 132 モデルごみ焼却ガス中のハイドロソーダライト高温塩素固
定化（名工研）○小川尚之・山崎富夫・佐高伸一・藤田 悟・福田友
幸・鈴木憲司・鈴木正哉・芝崎靖雄

1 PB 133 ハイドロソーダライトの塩素固定化速度の算出（名工研）○
福田友幸・小川尚之・藤田 悟・山崎富夫・佐高伸一・鈴木憲司・鈴
木正哉・芝崎靖雄

1 PB 134 ハイドロソーダライトの塩素固定化性能評価（名工研）○山
崎富夫・福田友幸・佐高伸一・藤田 悟・小川尚之・鈴木憲司・鈴木
正哉・芝崎靖雄

1 PB 135 CSHジェルから合成したソーダライト類鉱物の塩素固定化
性能（名工研）○藤田 悟・福田友幸・佐高伸一・山崎富夫・小川尚
之・鈴木憲司・鈴木正哉・芝崎靖雄

1 PB 136 KrFレ―ザ―照射による減圧下での気相クロロベンゼンの酸化
分解（長岡技科大工・レ－ザ－応用工学研）○丸山一典・長谷川正・諸
橋敏将・小川康二・中山邦彦・深津憲一・藤井信行

1 PB 137 ソーダライトのハイドロソーダライトへの再生（名工研）○
佐高伸一・藤田 悟・小川尚之・福田友幸・山崎富夫・鈴木憲司・鈴
木正哉・芝崎靖雄

1 PB 138 水素化物発生／誘導結合プラズマ質量分析法による外樹皮中
の微量鉛の定量（群馬大工）○鹿 芳・李 金祥・梅村知也・角田欣一

1 PB 139 接着剤から発生する VOC成分の発生速度定数の比較（千葉
工大）○出浦佐和子・村上暁健・小峰裕巳・尾上 薫

1 PB 140 エアロゾル中鉄化合物の分析（富山高専）○宮谷大作・田畑
勝弘・丁子哲治

1 PB 141 硝酸イオンの吸着処理（4）ホスホン酸基，オクチル／デシル
アミノ基型二官能性樹脂の吸着特性（資源環境研）○佐藤芳夫・中井敏
博・高橋信行・加藤義重

1 PB 142 セルロースに固定化されたタンニンによる六価クロムの回
収（北大院地球環境）○森 浩一・澤田 章・中保 健・田中俊逸

1 PB 143 Zr（IV）を担持したキレート樹脂との三元錯体形成によるヒ
素，セレンの除去（東北工研）○鈴木敏重・Pacheco Tanaka Alfredo・
Llosa Tanco Margot・金里雅敏・横山敏郎

1 PB 144 パラコ―トの光触媒分解における TiO 2のナフィオン被覆と
無機イオン添加の効果（物質研）○ボ－ラシャリク・久永輝明・田中啓
一

1 PB 145 金属イオンの選択的補獲能を有する機能性高分子の合成（東
京電大工）○齋藤勝弘・工藤勝俊・堀江時子・柴 隆一

1 PB 146 TiO 2―水酸化カルシウムを用いた地下水からのトリクロロエ
チレンの光分解（法政大工）○力村信吾・佐藤耕一・木村洋介

1 PB 147 海藻および海水中に含まれるフタル酸エステルの定量（青山
学院大）木村純二○真木憲次

1 PB 148 光触媒還元反応を利用した染料の効率的な脱色（岡山工技
セ）○國藤勝士・前田進悟・本行節暉

1 PB 149 船載型海水微量成分分析装置の開発（船舶技術研）山口良
隆・山之内博・樋富和夫・山岸 進

1 PB 150 傾斜回転床炉で得られる焼却灰表面溶融物の分析（2）（宮崎
大工）○大栄 薫・木島 剛・黒木周二・町田正人

1 PB 151 間接紫外吸光検出イオン対クロマトグラフィーによる土壌
抽出液中の無機陰イオン及び有機酸の分離定量（群馬大工）○梅村知
也・山田英彦・角田欣一

1 PB 152 高速液体クロマトグラフィーによる水溶液中の Al（III）の錯
形成平衡に関する基礎検討（群馬大工）○黄 希賢・宇佐美洋介・梅村
知也・角田欣一

1 PB 153 パラ置換クロロベンゼン類の HDC反応性（日大理工）○小沼
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健治・長谷川由紀・亀田徳幸

化学教育・化学史

3月 29日午後

2 PB 001 カルメ焼き作りを利用した化学教育（慶応幼稚舎・東学芸
大）○高梨賢英・滝沢靖臣

2 PB 002 小学生でもできる三朝温泉の泉水を用いた放射線測定実験
の実践例（鳥取大工）○中村麻利子・江坂享男

2 PB 003 放射能温泉に含まれるラドン 222の測定をテーマとした生
徒実験の開発（東学大教）○鎌田正裕・渡部千春

2 PB 004 空気亜鉛電池の教材化（東学大教）鎌田正裕○川原 拓
2 PB 005 手作り酸素センサによる光合成反応のモニタリングに関す
る教材開発（1）（東京高専）高橋三男・筒井健太郎・石地 徹・川島徳
道

2 PB 006 パラホルムアルデヒドと金属塩化物を用いるビニロンの合
成（広島学院高等学校）○井上正之

2 PB 007 身近な物質による高等学校有機化学実験（茨城大教育）○山
中孝男・山本 宏

2 PB 008 廃缶を利用した金属樹（神奈川県川崎南高・横浜国大）○神
崎夏子・福岡敏行

2 PB 009 学校ビオトープと地域ビオトープの比較水質調査と溶存成
分の相関（大阪府教育セ科学教育）○山本勝博・谷井隆夫

2 PB 010 熱と仕事を変化量とする熱力学によるネルンストの式の説
明（阪府大総科）○羽倉倫敬

無機化学

2 PB 011 ラマン分光法によるヒドロキシアパタイトの構造変化の解
析（埼玉医大・太平化学産業）○森口武史・矢野一行・日名伸栄・鍛冶
文宏

2 PB 012 湿式合成法によるフッ素アパタイトの加熱変化と生成物（中
央大理工・応化）松野清一・軸薗竜也○伊藤義之

2 PB 013 湿式合成法によるフッ素アパタイトの生成と溶液組成（中央
大理工・応化）松野清一・高橋小寿江・高橋多恵○木村由紀子

2 PB 014 リン酸―硫酸エステルの IRスペクトルに見られる溶媒和と
金属イオンの配位効果（道東海大院理工）逢坂 聡・和泉光則

2 PB 015 シクロトリリン酸塩の開環による鎖状リン酸塩の選択的生
成（神戸大院自然）成相裕之○峠 喜之・三上順太郎・秋本健太・牧
秀志・本岡 達

2 PB 016 銅及びマグネシウムシクロテトラリン酸塩の合成と触媒作
用における希土類元素の影響（神戸大院自然）○斧田宏明・成相裕之・
牧 秀志・本岡 達

2 PB 017 ゾルゲル法による種々の金属リン酸塩の合成およびその物
性（北見工大）森岡大貴・武石大輔○伊籐英信

2 PB 018 均一沈殿法によるメタリン酸からのリン酸アルミニウム前
駆体の合成（東海大理）○藤江智子・藤田一美・松田恵三

2 PB 019 直鎖ヘキシルアミンを用いて合成した層状アルミノリン酸
塩の特性（岡山大環境理工）日笠暁生・松田元秀○三宅通博

2 PB 020 アンモニウム置換型層状リン酸塩へのカルボン酸およびア
ルデヒドの吸着特性（神戸薬大）○林 亜紀・藤本優子・小川佳子・中
山尋量・津波古充朝

2 PB 021 含窒素化合物共存下でのヘクトライトの水熱合成（無機研・
物質研）○藤井和子・林 繁信

2 PB 022 カオリナイト―6―アミノヘキサン酸層間化合物の合成と加熱
変化（早大理工）○松村麻子・板垣哲朗・小森佳彦・菅原義之・黒田一
幸

2 PB 023 層状結晶 CsxTi2―xMnxO4の合成と正極材料への応用（徳山高
専）○大橋正夫

2 PB 024 1 T―RhXTi1―XSe2の合成および性質（岡山理大理）○亀ヶ渕智
子・林 宏哉・前田信裕

2 PB 025 量子スピン系バナジウム酸化物の構造と物性（東大物性研）
○礒部正彦・上田 寛

2 PB 026 溶融炭酸塩を用いた LiFeO2の合成（大工研）○北川由紀子・
田渕光春・柳田昌宏・谷本一美・野村勝裕・松本 一・宮崎義憲

2 PB 027 Y型 Baフェライトの合成と物性（岡山大院工・岡山大工）○
松岡秀和・中西 真・藤井達生・高田 潤

2 PB 028 マイクロ波加熱法による Y系，ランタノイド系超伝導体の
合成（芝浦工大工）○高尾俊正・菊池一雄・木邑隆保・川野一忠・平野

克比古・大田正人
2 PB 029 Pr1―xBaxCoO3の構造と磁性（原研放射光）○吉井賢資・中村彰
夫

2 PB 030 β B XW9O33（X＝Sb（III），Bi（III））でサンドイッチされたタ
ングストバナデートの結晶構造（東工大資源研）○Botar Bogdan・山瀬
利博

2 PB 031 高エネルギーシンクロトロン放射光を用いた 12‐シリコタ
ングステン酸の結晶構造解析（東工大・SPring－8）○大池俊輔・伊村
宏之・本間法敬・中村裕二・安田伸広・中村節子・一色麻衣子・日下
勝弘・植草秀裕・尾関智二・大橋裕二

2 PB 032 Spring―8 BL 04 B 2ビームラインにおける高エネルギー X線
結晶構造解析実験ステーション（東工大・SPring－8）○尾関智二・植
草秀裕・日下勝弘・一色麻衣子・本間法敬・中村裕二・安田伸広・中
村節子・本間法敬・中村裕二・大橋裕二

2 PB 033 SPring―8 BL 04 B 2ビームラインにおけるオクタデカタング
スト二リン酸の結晶構造解析（東工大・SPring－8・CREST）○本間法
敬・中村裕二・安田伸広・中村節子・一色麻衣子・日下勝弘・植草秀
裕・尾関智二・大橋裕二

2 PB 034 ジチオカーバマート錯体の自己組織化におよぼすアルキル
スペーサーの効果（阪工大工）野村良紀・川村政道○中本昌一

2 PB 035 コバルト（I）―salophen錯体と二酸化炭素との反応（名大院理）
○岩月聡史・高木秀夫・舟橋重信

2 PB 036 Ln［Fe（CN）6］5 H 2 O（Ln＝La―Nd）の 脱 水 挙 動（2）（新 潟 大
院・新潟大理）○王 暁玉・湯川靖彦・増田芳男

2 PB 037 SiO2―B2O3―Na2Oガラスの低温熱容量（東工大応セラ研）○山
下 勲・阿 竹 徹・川 路 均・LINARD Yannick・ADVOCAT
Thierry・ROGEZ Jacques・RICHET Pascal

2 PB 038 泡盛の電気伝導度，pHからの考察（琉球大理）上原與盛・上
門一哉○嵩原彩子・比嘉智二・福原 司

2 PB 039 尿素／ウレアーゼ系均一沈殿法による炭酸カルシウムの晶析
現象―尿素加水分解速度の影響―（千葉工大）○小川梨奈・鹿田洋平・富
山加奈・秋谷鷹二・尾上 薫

2 PB 040 ニトリロトリス（メチレンホスホン酸）と亜鉛イオンとの水
熱条件下での反応（上越教育大・新潟大理）○下村博志・林 康久・佐
藤敬一・澤田 清

2 PB 041 均一沈殿法によって得たリチウムを含む含水酸化スズ（IV）
からのスズ（IV）酸リチウムの合成（東海大理）○松久賢一・藤田一
美・松田恵三

2 PB 042 固気系及び固液系における種々の PVAの反応性の相互比較
（T―for―H交換反応の利用）（新潟大工）今泉 洋○今井一成

2 PB 043 Gd―Agおよび Gd―Alの金属間化合物の155Gdメスバウアース
ペクトル（東邦大理・東北大金材研）○王 軍虎・北澤孝史・高橋
正・竹田満洲雄・宍戸統悦・福田承生

2 PB 044 M―Sb系金属間化合物（M＝アルカリ金属，アルカリ土類金
属）の121Sbメスバウアースペクトル（東邦大理）○高橋 正・小林昭
宏・竹田満洲雄

2 PB 045 Eu2O3―CeO2固溶体の151Euメスバウア分光学的研究（原研・北
大理）○正木信行・中田正美・中村彰夫・泉山ゆき・日夏幸雄

2 PB 046 ランタニドシリケートの吸着能及び固体酸量（関東学院大
工・リンテック・防衛大化）杉崎俊夫・守谷 治○西村裕章・影山俊
文

2 PB 047 グリコサーマル法による希土類チタネートの合成（京大院
工）○岩本星雨・岩本伸司・井上正志・植村 榮

天然物化学

2 PB 049 エゴキ科属 Styrax officinalis L.の種子成分（慶応幼稚舎・東学
芸大）○高梨賢英・滝沢靖臣

2 PB 050 ケヤキフシアブラムシに含まれる植物毒性成分（広島大機器
分析セ・広島大院理）○太田伸二・橋本明子・平田敏文

2 PB 051 深海冷水湧出域に生息する二枚貝 Calyptogena soyoae の成分
分析（青山学院大）○鎌田 昇・熊田純子・木村純二・橋本 惇

2 PB 052 ポリエン抗生物質と膜脂質分子の相互作用―アンホテリシン
B二量体の調製と分光学的研究―（阪大院理）○松森信明・永楽哲嗣・
松岡 茂・村田道雄

2 PB 053 スフィンゴシン誘導体の効率的合成（物質研）○村上悌一・
田口和宏

2 PB 054 （－）―ブラストマイシノンの合成に関する研究（青学大理工）
○大畑公彦・太田智香子・近藤順子・光延旺洋

2 PB 055 cis,trans―ジエポキシ系の連続環拡大反応における伝搬段階の
反応機構（岡山大・環境理工）○林 宣之・坪井貞夫
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2 PB 056 不斉アルドール反応を用いたテダノリド C 1―C 12フラグメ
ントの合成研究（岡山理大理）米光 宰○松井嘉津也・日下真一・鄭
保忠

2 PB 057 不斉アルドール反応を用いたテダノリド C 13―C 23フラグメ
ントの合成研究（岡山理大理）米光 宰○日下真一・松井嘉津也・鄭保
忠

2 PB 058 グリオキシル酸を介する C―グルコシルアセトフェノンの二
量化・酸化反応（山形大工）○佐藤慎吾・野尻敏克・甲斐裕之・熊澤敏
弘・松葉 滋・小野寺準一

2 PB 059 官能基化されたアリルシランを用いるスピロ β ―メチレン―
γ―ラクトンの合成（立教大理）黒田智明・國島崇嗣○雨宮拓馬

2 PB 060 アリルシラン型ジエナールの閉環反応を用いるスピロ［4.5］
デカン骨格の合成（立教大理）黒田智明○古塩弘行

2 PB 061 アリルシラン誘導体の Nazarov反応を用いるスピロ［4.5］デ
カン骨格の合成およびその置換基効果（立教大理）黒田智明○竹下登喜
男・古塩弘行・小糸 明

2 PB 062 カルボン骨格を有するアミド系化合物の合成とその生物活
性（近畿大工）野村正人○前川義文・大橋臣季・藤原義人

2 PB 063 逆構築半合成法によるフシコクシン・フッ素化誘導体の創
製（九大機能研・山形大農）○張 長山・田島直人・加藤修雄・森
章・佐々武史

2 PB 064 テトラテルペン炭化水素 Licopadieneの合成研究（日大工）○
野田吉弘・矢崎志郎・山中昭彦・井上浩一

2 PB 065 乳ガン診断薬を指向した C―7置換エストラ―1,3,5（10），6―テ
トラエンの合成と評価（九大機能研・九大総理工・Instituto Tec-
nologico e Nuclear）○猪八重英子・THIEMANN T.・梅野邦治・MELO
E SILVA M.C.・PATRICIO L.・MARUJO MARQUES F.・又賀駿太郎

2 PB 066 耐熱性ファルネシル二リン酸（FPP）合成酵素の人工基質（そ
の 5）（弘前大理工・山形大理・東北大院工・東北大反応研）○長岐正
彦・山本浩人・高谷昭行・槙 雄二・石橋潤史・西野徳三・古山種俊

2 PB 067 ウンデカプレニル二リン酸（UPP）合成酵素の人工基質（その
3）（弘前大理工・山形大理・東北大院工・東北大反応研）長岐正彦○佐
藤俊介・槙 雄二・西野徳三・古山種俊

2 PB 068 2―および 6―（ポリ）プレニルポリプレノールとそのリン酸エ
ステルの合成ならびに配座解析（お茶女大理）○高昌さほ・永野 肇

2 PB 069 西表島産海綿から得られた新セスキテルペン（琉球大理）
Musman Musri○田中淳一・大谷郁子・比嘉辰雄

2 PB 070 海綿 Coscinoderma mathewsi から得られたジテルペンの構造
解析（青山学院大）○兵主充正・木村純二

2 PB 071 Hipposulfates：沖縄産海綿から得られた新セスタテルペンサ
ルフェート（琉球大理）○Musman Musri・大谷郁子・長岡大輔・田中
淳一・比嘉辰雄

2 PB 072 梨樹皮に含まれるトリテルペン系化合物の単離と同定（群馬
高専物質）○友坂秀之・金子智之・民本秀明・林 倶子・戸井啓夫

2 PB 073 キトサン・ヨウ素錯体の凝集構造形成とその温度履歴挙動
（東理大理・鳥取大工・栗田工業・日立工機）近藤晃代・鈴木喜博・角
田勝則・橋本正憲・森田正隆○矢島博文・石井忠浩

2 PB 074 C―グリコシルフロロアセトフェノンのスピロ化合物への変
換（山形大工）○熊澤敏弘・千葉雅巳・松葉 滋・佐藤慎吾・小野寺準
一

2 PB 075 6‐デオキシ‐6‐ヨード‐ピラノシドおよび‐フラノシド
の還元的開環反応（青学大理工）山野紳二郎・早川 晋○田中一穂・山
本克史・光延旺洋

2 PB 076 β ―（N―フェニルアミノ）デヒドロアラニン誘導体を中間体と
するデヒドロアミノ酸の合成（奈良女大理）秦 結城○中沢 隆・中川
優子

2 PB 077 オリ生成促進物質の合成と活性（弘前大教育）○北原晴男・
伊藤聖子・安倍慎也・富田雅弘・元村佳恵・内山大史・大久保一良

2 PB 078 グリシンで置換された Stylostatin 1アナローグの合成と CD
スペクトル（芝浦工大工・慈恵医大医）○秋山照幸・厚澤雄二・高野芳
光・橋元親夫・小泊満生

2 PB 079 ロイシンの末端ジアステレオトピックメチル基の立体特異
的標識体の改良合成法（九大院理地球惑星）山内敬明・村江達士

2 PB 080 インドネシア・バランロンポ島産海綿から得られた新デプ
シペプチド（琉球大理・沖縄県工技セ・LIPI－Oceanology, Indonesia）
○Roy Michael C.・大谷郁子・田中淳一・比嘉辰雄・市場俊雄・Satari
Rachmaniar

2 PB 081 ハワイ産緑藻 Bryopsissp.より得られた新規環状デプシペプチ
ド，カハラライド Oの構造決定（サントリー生有研・ハワイ大）○菅
由紀子・藤田剛司・SAKAMOTO Bryan・永井宏史

2 PB 082 2―ナフチルプロピオン酸誘導体の絶対立体配置の決定（農水
省蚕糸昆虫研・東北大反応研）○市川明生・杉尾明紀・桑原俊介・渡

辺政隆・原田宣之
2 PB 083 Stellettamide―Aと Calmodulinとの分子間相互作用に関する研
究（理研 GSC・日大生物資源）川畑千絵・福沢世傑○廣田 洋・綾部
真一

2 PB 084 有機化合物のコンピュータ処理のための立体化学表記法
CASTの開発（理研・科技団さきがけ 21・豊橋技科大）○越野広雪・
佐藤寛子・船津公人・中田 忠・鵜沢 洵

分析化学

2 PB 085 亜鉛酵素のエステラーゼ活性を利用する亜鉛の微量定量法
の開発（群馬大工）○澤田弥斉・斎藤多恵・梅村知也・角田欣一

2 PB 086 各種アミノ酸―フルオレスカミン蛍光誘導体の均一液液抽出
と点滴ろ紙法への応用（茨城大工・福島高専）○古川 真・押手茂克・
五十嵐淑郎

2 PB 087 ビス（β ―ジケトン）型配位子を用いるユーロピウム（III）の蛍
光分析法（山口大理）○伊藤泰子・小川 徹・村上良子・田頭昭二・
佐々木義明

2 PB 088 ビス（4―ジメチルアミノフェニル）―［5’―（4―ピリジル）―2―
（5,2’―ビチエニル）］メタンの合成とそれを用いる酸化剤の定量（同志
社大工）中島理一郎○西野麻依子・栗田真理子・田村 隆・塚越一彦

2 PB 089 スラブ光導波路法による陰イオン界面活性剤の定量法の開
発（群馬大工）○粕谷雄一・柿木利美・梅村知也・角田欣一

2 PB 090 0―クレゾールフタレイン含有ポリマーフイルムを用いる二
酸化炭素の吸光光度定量（山口大工）○遠藤宣隆・大野隆行・高橋宏
幸・比嘉 充・松崎浩司

2 PB 091 チオシアン酸水銀―鉄（III）イオンを用いる塩化物イオン定量
法の基礎研究：その定量下限界と吸光度の温度依存性（九州工大工）〇
吉永鐵大郎・寺崎大輔・豊田和彦・西亮子

2 PB 092 PAN含有 PVC膜を感応部としたニッケル（II）イオンのオプ
ティカルファイバーセンシング（神奈川工科大）○清水裕二・椎野洋
平・遠田利明・斎藤 貴

2 PB 093 銅イオンのオプティカルセンシング（神奈川工科大）○椎野
洋平・清水裕二・遠田利明・斎藤 貴

2 PB 094 三座配位子アゾ化合物の分解反応を利用する接触分析と感
度に及ぼす置換基の効果（II）（東理大理工）○山口和映・板垣昌幸・渡
辺邦洋

2 PB 095 オキシン担持活性炭によるガリウムの吸着濃縮／原子吸光分
析（千葉工大自然）○鵜澤 惇・南澤宏明・奥谷忠雄

2 PB 096 シリカゲルに担持した各種 1―フェニル―3―メチル―4―アシル―
5―ピラゾロンによるマンガンの濃縮（明星大理工）○志村真樹子・赤間
美文・田中誠之

2 PB 097 マンガン（III）―ポルフィリン錯体の液液界面吸着平衡の外部
反射分光測定（阪大院理）○藤原一彦・渡會 仁

2 PB 098 樹脂懸濁液直接導入電熱原子吸光法による海水中バナジウ
ム（IV）と（V）の分別定量（弘前大理工）山田宙敬○糠塚いそし・大関邦
夫

2 PB 099 ホウ素修飾黒鉛炉を用いる原子吸光分析法によるケイ素の
定量（山口大工）松崎浩司，○相田洋平・遠藤宣隆・比嘉 充

2 PB 100 誘導結合プラズマ―原子発光分光法による牛乳中の Alの化
学形態別分析（埼玉大理）○不二崎佳子・小出一俊・橘 雅彦・永澤
明・楢崎久武

2 PB 101 超音速分子線法を試料導入系とするガスクロマトグラフ質
量分析計の試作研究（小山高専・物質工）岸 浩・藤井敏博・田原 愛

2 PB 102 長鎖アルキルメチルスルフィド及びスルホキシド類のマス
フラグメンテーションパターン（関東学院大工・東工大資源研）畑壮一
郎○渡邊直美・早川哲史・中村義之・山本 保

2 PB 103 DMBAにより誘発されたラット乳腺ガン発生過程の近赤外
線分光光度による解析（埼玉医大中央研）○坂本 安・廣澤成美・河野
真紀子・遠藤 實・矢野一行

2 PB 104 構造解析における LC―NMRの応用（日本電子）○藤本孝子・
内海博明

2 PB 105 出土銭貨の分析（2）（神奈川大理・町田市教育員会）○西本右
子・加治 崇・槙平正俊・貴志高陽

2 PB 106 光ファイバー吸光光度法及び電気化学的インピーダンス法
による Ni（II）の溶媒抽出の解析（東理大理工）○福島 宏・井上寛之・
板垣昌幸・渡辺邦洋

2 PB 107 電気化学的インピーダンス法を用いたルミノール電気化学
発光の解析（東理大理工）○春日井絵美・板垣昌幸・渡辺邦洋

2 PB 108 頭部皮表脂質における遊離高級脂肪酸分布の電気化学検出／
HPLCを用いた解析（東京薬大）小谷 明・成毛秀史○楠 文代
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2 PB 109 ジベンゾジヒドロジシラアゼピンの電気化学特性（JCII）○中
尾秀信・林 英樹・沖田晃一

2 PB 110 非極性溶媒中の支持電解質 Tetraalkylammonium tetraarylbo-
rate類の適用（宇部高専）○小倉 薫

2 PB 111 高磁場中での電極反応の応用（科学技術振興事業団埼玉研）
○西山聡子・青柿良一

2 PB 112 クロロホルムフリーの KF滴定法試薬を用いた油類中の水分
分析（三菱化学横浜総研）加藤弘眞○片山尚子・金子敏男

2 PB 113 亜硫酸塩―過酸化水素系自己触媒反応における S字形 pH―時
間曲線を用いる簡易計測法の開発（茨城大工）○間中 淳・高畑圭二・
五十嵐淑郎

2 PB 114 β ―ジケトン型ユウロピウム錯体を検出試薬とするエストロ
ゲンの HPLC―時間分解蛍光検出（群馬大工・早大理工・科技団）○塚
原佳江・田原るり子・袁 景利・松本和子・梅村知也・角田欣一

2 PB 115 硝酸イオンの化学発光検出（岡山理大理）○塚本美智子・森
本泰行・増長洋登・岡本 光・新名伸光・山崎重雄

2 PB 116 Cu（II）―H2O2―酒石酸ナトリウムカリウム系における L―トリ
プトファンの化学発光（同志社大工）○竹内康浩・塚越一彦・中島理一
郎

2 PB 117 ルミノール発光系を用いた CE―CL検出法の開発―イソルミ
ノール標識法における一考察―（同志社大工）○四方行洋・秋村信吾・
橋本雅彦・塚越一彦・中島理一郎

2 PB 118 過シュウ酸エステル発光系を用いた CE―CL検出法の開発―
超小型検出セルの開発と高感度化―（同志社大工）大塚美和・山本麻佐
代・橋本雅彦・塚越一彦・紀元英志・中島理一郎

2 PB 119 カーボン充填カラムを用いるアジ化物イオンのイオンクロ
マトグラフィーと実試料の適用について（日大理工・科学技術研）○島
村寛人・雨宮秋実・森田孝節・磯崎昭徳・長島 潜・奥谷忠雄

2 PB 120 膨張化グラファイトを用いる液体クロマトグラフィーによ
るダイオキシンおよび PCB類の分画（広島県立大）江頭直義・島本哲
治・井上興一

2 PB 121 TBAB―（NH4）2SO4水性二相による各種アミノ酸の抽出―
HPLC分析（明星大理工）○橘 雄介・赤間美文・田中誠之

2 PB 122 有機溶媒中における脂溶性ペプチドによるアミン類の分子
認識（九大院工）○久保山俊治・JOSEPH Beena, Mathew・中村成夫・
高木 誠

2 PB 123 核酸塩基のマイクロエマルションキャピラリー電気泳動に
おける電気泳動移動度の解析（阪大院理）○古本理郎・福本敬夫・関口
雅詩・杉山 司・渡會 仁

2 PB 124 SPR検出器を用いた PDMS製マイクロチャンネル CEシス
テムの開発（都立大）○李 志超・下坂琢哉・内山一美・保母敏行

2 PB 125 アンモニウム，ホスホニウムイオンの濾紙電気泳動と薄層
クロマトグラフィー（中部大）○纐纈銃吾・奥山 剛・上井美穂

2 PB 126 講演中止
2 PB 127 マイクロシースフロー抽出系の時間分解顕微蛍光測定（阪大
院理）○時本貴平・塚原 聡・渡會 仁

2 PB 128 TBAB―（NH4）2SO4水性二相によるビタミン B12の抽出（明星
大理工）○伊藤真利亜・赤間美文・田中誠之

2 PB 129 キトサンビーズを担体とした固定化酵素のフローインジェ
クション分析への応用（日大理工）○櫻川昭雄・谷合哲行・奥谷忠雄

2 PB 130 電着濃縮法を FIAシステムに取り入れた Co（II）の吸光光度
定量（東理大理工）○清水史幸・板垣昌幸・渡辺邦洋

触媒

2 PB 131 Cu（100）単結晶表面上の超薄膜 Crおよび V酸化物とエチレ
ンジアミンの反応に対する共存 Na酸化物の影響（関学大理）粂田和
顕・河合 寛○岸 興作

2 PB 132 赤外分光法による酸化サマリウム触媒上での CO水素化反応
の検討（山口大工）○酒多喜久・有本 佐・今村速夫・土屋 晉

2 PB 133 メタンモノオキシゲナーゼによるメタンーメタノール転化
反応に関する理論的研究（京大院工・基礎化研）○鈴木昭也・塩田淑
仁・吉澤一成・山邊時雄

2 PB 134 ハイドロタルサイト型化合物を前駆体とする Ni担持触媒に
よるメタンの部分酸化反応（広島大工）○清水芳紀・守岡宏之・伊藤幸
一・田邊栄司・宍戸哲也・竹平勝臣

2 PB 135 重量法自動滴定装置のMCM―41合成への応用（関学大理）直
野博光・白曼雅子○田村信樹・山川知子・山田浩史・仲井和之

2 PB 136 超音波により調製した Au／Pd担持材料の触媒活性（長崎大
工）○江村圭太郎・村上正俊・興津健二・田邊秀二・松本泰重

2 PB 137 熱分解法による修飾酸化チタンの合成とその耐熱性の評価

（近畿大理工）○河野将明・古島利美・古南 博・計良善也・香川公司
2 PB 138 酒石酸修飾ラネーニッケルを用いるアセト酢酸エステルの
エナンチオ区別水素化の再検討（姫路工大理）○春名徳子・中川 諭・
杉村高志・奥山 格・田井 晰

2 PB 139 β ーケトエステルの酒石酸修飾ラネーニッケル水素化にお
ける γ 立体効果（姫路工大理）○中川 諭・香川昌巳・杉村高志・奥
山 格・田井 晰

2 PB 140 ジヒドリドロジウム錯体による o―または p―置換アリルベン
ゼンの異性化と水素化反応（日大理工）○亀田徳幸・米田哲也

2 PB 141 ホルムアルデヒド水素化によるメタノール合成の研究
（RITE）賀 徳華・戴 連欣・竹本哲也・田畑研二・鈴木栄二

2 PB 142 MgO触媒系によるアクロレイン―イソプロパノ―ル間の気相
水素移動反応（茨城大工）○永瀬恵徳・加藤徳光

2 PB 143 In situ修飾法を用いたニッケル触媒によるアセト酢酸メチル
のエナンチオ面区別水素化反応（富山大理）○大澤 力・林 由佳・小
澤篤史・原田忠夫・高安 紀

2 PB 144 微小空間における触媒反応（龍谷大理工）○前田稔博・原田
忠夫

2 PB 145 講演中止
2 PB 146 Tio 2光触媒による 2―プロパノール液相脱水素反応（電総研）
○孟 寧・斉藤泰和・安藤祐司・田中忠良

2 PB 147 Ni／Zeoliteによる二酸化炭素の水素化反応（2）～Zeoliteが触
媒活性に及ぼす効果～（日大生産工）○伊藤芽施子・岡田昌樹・古川茂
樹・廣橋 亮・鈴木庸一

2 PB 148 高表面積 ZnAl2O4担持銅触媒によるメタノールの改質による
水素の製造（京大院工）○可児幸宗・竹口竜弥・古川伸之介・井上正
志・植村 榮

2 PB 149 金属酸化物担持 Pd触媒のメタン酸化活性（宮崎大工）○宇都
雅俊・木島 剛・町田正人

2 PB 150 メソ細孔内ルテニウムビピリジル錯体を用いたベンゼンの
光酸化反応フェノール合成（北大触セ・北大院理）○藤嶋佳子・福岡
淳・山岸晧彦・市川 勝

2 PB 151 希土類酸化物触媒による n―ブタンの酸化的分解反応（工技院
物質研）○又野孝一・及川 知・小西友弘・斎藤昌男・葭村雄二・木
嶋倫人・村田和久・早川 孝・鈴木邦夫・松崎武彦・水上富士夫

2 PB 152 ［PTi2W10O38（O2）2］7―を触媒とする，過酸化水素によるジヒド
ロジシクロペンタジエン類のエポキシ化反応（東工大資源研）○高 飛
雪・山瀬利博

2 PB 153 Ferrate（VI）によるアルコール―アルデヒド転換反応に関する
理論的研究（京大院工・基礎化研）○蒲池高志・太田雄大・塩田淑仁・
吉澤一成・山邊時雄

2 PB 154 希土類含有ヘテロポリ酸（LnW 10）による立体異性アルコー
ルの H2O2酸化触媒特性（近畿大理工）○石井庸彦・田中哲司・安原圭
典・古南 博・計良善也

2 PB 155 ナフィオン触媒を用いたアルコールのカルボニル化反応（大
工研）○津森展子・森 一・相馬芳枝

2 PB 156 トリメチルアルミニウムによる SBA―15への Al導入（北陸先
端大）○角谷定宣・高木宏之・近江靖則・魚住俊也・佐野庸治

2 PB 157 メソ細孔を有する Rhクラスター触媒によるプロペンの水素
化・水素交換反応（神奈川大工）○谷辺倫則・宮尾敏広・田中宏和・高
見澤聡・森 和亮・内藤周弌

2 PB 158 トリメチルアルミニウムを用いて合成した AlMCM―41のキ
ャラクタリゼーション（北陸先端大）○水野龍一郎・高木宏之・近江靖
則・魚住俊也・佐野庸治

2 PB 159 Pd／MnOx―CeO 2系酸化物の低温 NOx吸収還元特性（宮崎大
工）○町田正人・黒木大介・木島 剛

2 PB 160 グリコサーマル法により合成した γ―Ga2O3―Al2O3固溶体触媒
を用いる NOのメタンによる選択還元反応（京大院工）○井上徳之・井
上正志・植村 榮

2 PB 161 酸化チタン複合光触媒による窒素酸化物の酸化的除去（近畿
大理工・阪市工研）○古南 博・櫻井裕子・稙田和彦・計良善也・橋
本圭司

2 PB 162 酸素，水蒸気存在下における N 2 Oの炭化水素に対する反応
性（北大院工）高畑 望・茶木勇博○下川部雅英・竹澤暢恒

2 PB 163 ヘキサシアノ鉄（III）酸イオンの光分解における TiO 2（アナ
ターゼ，ルチル型）の添加効果（九産大工）○長見央之・福田修一・添
嶋康廣・大浦博樹・山崎澄男

2 PB 164 水熱合成メソポア酸化チタンに担持した Ptの化学状態（東北
工研）林 拓道・蛯名武雄・長瀬多加子・小野寺嘉郎・鳥居一雄

2 PB 165 高分子絶縁体の動的接触による水分解（桐蔭横浜大工）○内
田美和・若山信行

2 PB 166 二酸化チタン触媒を用いたノニルフェノールの光酸化に関
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する研究（明星大・地球環境保全セ）○渡辺奈津子・堀越 智・日高久
夫

2 PB 167 紫外線照射下における二酸化チタンの DNAダメージに関す
る研究（明星大・地球環境保全セ）○本条晴生・堀越 智・日高久夫

2 PB 168 TiO2／TCO電極を用いた有機化合物の光酸化に伴う光電流発
生に関する研究（明星大・地球環境保全セ）○小池崇喜・堀越 智・大
山俊之・日高久夫

2 PB 169 二酸化チタン光触媒によるアンモニウムイオンの亜硝酸，
硝酸イオンへの酸化反応の速度論的研究（山口大理）○山田靖子・山崎
鈴子

2 PB 170 二酸化チタンによる水溶性金属加工油の光分解（明星大・地
球環境保全セ）○原 昌宏・堀越 智・日高久夫

2 PB 171 酸化チタン光触媒による硝酸イオンの還元的除去（近畿大理
工）井上博幸○村上伸也・古南 博・計良善也・大谷文章

2 PB 172 TiO 2系光触媒による N 2 Oの分解・除去（1）光電着法で合
成した Ag担持 TiO 2の N 2 O分解活性（資環研）○佐野泰三・根岸信
彰・竹内浩士

2 PB 173 酸化チタン光触媒による二クロム酸イオンの還元―吸着量と
活性の相関―（近畿大理工）○林 耕司・村上伸也・古南 博・計良善
也・大谷文章

2 PB 174 有機溶媒中におけるタンタル酸塩化合物の合成とその光触
媒特性（近畿大理工）○宮川恵美・村上伸也・古南 博・計良善也・大
谷文章

2 PB 175 FSM―16を用いた細孔内固定化 Pd（II）錯体触媒の合成と触媒
作用（千葉大工）島津省吾○宮村拓哉・一國伸之・上松敬禧

2 PB 176 超臨界二酸化炭素中アミンとアルキルハライドから触媒的
ウレタン合成（宇都宮大工）葭田真昭○安倍 学・奥山さなえ・原奈美
子

2 PB 177 超臨界二酸化炭素中 NaI水溶液が促進するオキシランヘの
二酸化炭素付加反応（宇都宮大工）葭田真昭○佐藤精真・水沼さおり

2 PB 178 超臨界二酸化炭素中で固体酸触媒を用いたワンポットナフ
トピラン誘導体の合成（宇都宮大工）葭田真昭○鳥畑拓也

コロイド・界面化学

2 PB 179 合成スメクタイトのエクスフォリエーション（同志社大工）
○福岡隆夫・中村圭太郎・森 康維

2 PB 180 金コロイド粒子の色と大きさ（神奈川大理・旭電化基礎研）
○天野 力・荒井 茂・久保田剛・平佑美子・森尾和彦

2 PB 181 ポリスチレンラテックス分散液の安定性に対するカチオン
界面活性剤添加の効果（都立大院理・北里大理）○深田和宏・中里恭
子・加藤 直・岩橋槇夫

2 PB 182 オイルゲル化剤をテンプレートに用いた繊維状酸化チタン
材料の調製（信州大繊維）○小林 聡・英 謙二・鈴木正浩・木村
睦・白井汪芳

2 PB 183 有機ゲル中でのジアセチレンジコレステリルエステルの重
合反応（物質研）○玉置信之・島田 悟・岡田祐二・BELAISSAOUI
Abdelhak・KRUK Gzegorz・八瀬清志・松田宏雄

2 PB 184 棒状アルミニウム珪酸塩ゲルとリン酸基を有する両親媒性
物質の相互作用（九大有基研セ・九大院工・九大院生物資源）山本和
弥・梶山千里・和田信一郎○高原 淳・

2 PB 185 β ―ジケトン配位子を含むオイルゲル化剤の合成と金属配位
子によるゲルの安定化（信州大）○前坂行信・英 謙二・木村 睦・白
井汪芳

2 PB 186 ジペプチド型 L―リシン誘導体による有機溶媒のゲル化（信州
大繊維）○中山裕子・英 謙二・木村 睦・白井汪芳

2 PB 187 高速液体クロマトグラフィーによるアルカンチオール修飾
金クラスターの分離（東大院理）○葛目陽義・久保謙哉・西原 寛

2 PB 188 チオール修飾金微粒子のパルスレーザー照射による粒径増
加とスペクトル変化（九大院工）○堀 綾子・新留康郎・佐藤卓郎・山
田 淳

2 PB 189 RFトラップで捕捉した単一微小液滴，単一有機微結晶の光
散乱によるサイズ決定と相変化の観察（学習院大理・小谷研）○岡林洋
一・藤井さやか・小林浩之・小谷正博

2 PB 190 BSA―SDS複合体中のピレン蛍光強度比の温度依存性（昭和
薬大）○上薗洋子・本田智香子・遠藤和豊

2 PB 191 蛍光法による CnE7型ミセルへのピレンの可溶化（昭和薬科
大）○本田智香子・板垣美和・上薗洋子・遠藤和豊

2 PB 192 乳酸脂肪酸エステル塩ーポリグリセリン脂肪酸エステル混
合溶液系への染料の可溶化能（信州大学繊維・三菱化学横浜総研）○阿
久津知子・藤松 仁・宇佐美久尚・小川晃弘・飯島孝志

2 PB 193 油溶性色素の可溶化がイオン性ミセルへの対イオン結合に
及ぼす影響（信州大理）○西岡美保・藤尾克彦・尾関寿美男

2 PB 194 臭化 1―ドデシル―x―アルキルピリジニウムミセル（x＝2,4）の
対イオン結合度（信州大理）野尻大史○藤尾克彦・倉嶋 太・宇津雄
平・尾関寿美男

2 PB 195 1,8―bis（dimethylamino）naphthaleneのプロトン移動反応の中
性ミセル水溶液中における化学平衡と反応速度（甲南大理）○西村安
民・池田能幸・佐々木宗夫

2 PB 196 ポリエチレンイミン骨格を有する両親媒性液晶のリオトロ
ピック液晶性と相転移挙動（島根大総理工）○氏家誠司・矢野由美

2 PB 197 非対称型ジコレステリルエステルの反射色固定（物質研）○
高橋 敦・玉置信之・松田宏雄

2 PB 198 キラルシッフ塩基部位を有する液晶化合物のコレステリッ
ク液晶性とその色固定（物質研）○野崎 剛・玉置信之・SESHADRI
Tarimala・HAUPT H.－J.・松田宏雄

2 PB 199 ベンゾチアゾール環の 5位を塩素置換したメロシアニン長
鎖誘導体を含む，ニ成分，三成分 LB膜の J会合体形成条件の検討と
その光学的性質（埼玉大理）○村田道生・荒木 暢・中原弘雄

2 PB 200 アルキルアンモニウムイオンと粘土のハイブリッド LB膜の
調製（ルーベンカトリック大表面化学セ）○梅村泰史・Schoonheydt
Robert・De Schryver Frans・Persoons Andre・山岸晧彦

2 PB 201 N ―オクタデシルナフトアミド類単分子膜の STM観察（イン
テリジェントコスモス研究機構・東北工研）○銭 朴・南條 弘・横
山敏郎・鈴木敏重

2 PB 202 赤外外部反射法によるステアリン酸亜鉛および 12―ヒドロキ
システアリン酸亜鉛のラングミュア膜の構造研究（平安女学院短大・
京大化研）○酒井 洋・梅村純三

2 PB 203 時間分解全内部反射蛍光異方性測定による液液界面におけ
るパラジウム（II）―テトラピリジルポルフィン錯体の集積状態の解析
（阪大院理）○藤原直澄・塚原 聡・渡會 仁

2 PB 204 チオレートアニオン前駆体を用いた自己組織化ジアセチレ
ン単分子膜の作製（物質研）○HARYONO Agus・島田 悟・武田博
之・福田 隆・大西里美・中西房枝・松田宏雄

2 PB 205 表面圧‐表面積曲線に基づく二成分系脂肪酸単分子膜の相
溶性（佐賀大理工）○石川隆正・蔵森 幸・末廣和昭・大石祐司

2 PB 206 ジスルフィド置換基を有するフタロシアニン誘導体の合成
と金表面上での膜形成（物質研）○長沢順一・玉田 薫・秋山陽久・中
村 徹・中西房枝

2 PB 207 水面上両親媒性デンドリマー単分子膜の凝集構造解析（九大
院工・名大農）柳田正美・高原 淳・青井啓悟・岡田鉦彦・梶山千里

2 PB 208 チオール基を有するアゾベンゼン誘導体の金基板上への集
積挙動と電子移動反応挙動（群馬高専・長崎大工）○出口米和・澁谷克
彦・宮前太郎・藤堂弘丞・赤羽良一・中嶋直敏

2 PB 209 主鎖をコポリシロキサンとする側鎖型高分子液晶の単分子
膜形成におけるペルフロロアルキル基の効果（山口大工）○穆 	・岡
本浩明・竹中俊介

2 PB 210 ジアゾールポルフィリン単分子膜の作製と物性評価（�）製
膜性に及ぼす中心金属の影響（慶大理工）○高島由布子・入江剛史・池
田忠作・吉岡直樹・井上秀成

2 PB 211 ピリミド［5,4―d］ピリミジンからなる大環状化合物の分子会
合体と単分子膜（物質研・CREST）○田口和宏・村上悌一・樋口真弘

2 PB 212 マイカ表面におけるアルキルアンモニウム塩集合体の吸着
強度（都立大院理）長谷川雄信○藤井政俊・加藤 直

2 PB 213 バナジン酸とアルキルビオロゲンの複合多層薄膜の光電気
化学的応答（信州大繊維）○森泉 康・宇佐美久尚・藤松 仁・飯島孝志

2 PB 214 水素添加卵黄レシチンを用いたリポソームのトラップ効率
（明治薬大）○二井智子・高村 彰・池上洋二・佐野和美・石井文由

2 PB 215 Gemini型界面活性剤による PCリポソームの可溶化（北里大
理・鐘紡化粧品研・神奈川大工）○松原秀之・南 英之・岩橋槇夫・
坪根和幸・田嶋和夫

2 PB 216 疎水性膜による有機物の抽出透過（3）（神奈川大工）井川 学
○新宅美紀子

2 PB 217 モザイク膜による酸化還元反応を駆動力としたイオン輸送
（神奈川大工）井川 学○石田 敦

2 PB 218 高分子／脂質複合膜による半導体表面の機能化（1）光学的／電
気的手法による物性評価（ミュンヘン工科大物理）○田中 求・Hille-
brandt Heiko・Adlkofer Klaus・Sackmann Erich

2 PB 219 高分子／脂質複合膜による半導体表面の機能化（2）バイオセ
ンサーへの応用へ向けた膜タンパク質の組み込み（ミュンヘン工科大
物理）○田中 求・Hillebrandt Heiko・Adlkofer Klaus・Sackmann Erich

2 PB 220 ケイ酸ナトリウム被膜の赤外吸収スペクトル（阪電通大工）
室谷正彰○八牟禮健・邑木竜也
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2 PB 221 初期シリカ骨格形成と FT―IRASスペクトルとの関係（阪電通
大工）室谷正彰○長谷川慎二・八牟禮健・中原正之

2 PB 222 分子篩カーボンの精密構造解析（千葉大院自然科学）○古堀
良二・鈴木孝臣・金子克美

2 PB 223 N ―イソプロピルアクリルアミドを光グラフト重合したポリ
（テトラフルオロエチレン）表面の温度応答性とグラフト層の厚さ（日
大・生産工）○松田清美・山田和典・平田光男

2 PB 224 胆汁酸誘導体におけるアルキル鎖が及ぼすオイルゲル化能
への影響（名市工研・阪大院工・信大院工）○中野万敬・佐田和己・宮
田幹二・英 謙二

2 PB 225 リン酸モノ―n―ドデシル金属塩ミセルの触媒活性（九産大
工・岡山大工）○中山京優・境 正志・田里伊佐雄

有機化学―反応と合成 A．脂肪族・脂環式化合物

3月 30日午後

3 PB 001 トロピリウムイオンの新規合成法（九大機能研）○初井敏
英・李 晶明・森 章

3 PB 002 1―シリルシクロプロピルカルビノール類のホモアリル転位
（金沢大工）○西沢寿晃・三田孝仁・本田光典・千木昌人・中島 正

3 PB 003 モノアルケンおよびシクロヘプタトリエンからのジハロシ
クロプロパン誘導体の合成と反応（静岡大工）○鈴木浩司・笠松正裕・
竹田克孝・吉田 弘・戸田三津夫

3 PB 004 cis,cis―シクロプロパン―1,2,3―トリカルボン酸誘導体の合成と
コラーゲンモデルの新規テンプレートとしての利用（奈良教育大教
育・和歌山高専・阪大院薬・奈良女大理）○山崎祥子・硯美智子・谷
川悦子・土井正光・渡邊華奈・内山 進・中沢 隆・小林祐次

3 PB 005 ルイス酸存在下，シリルケテンアセタール類と 2,3―不飽和
エステルのマイケル付加反応を応用した 2―ケトエステルの新規合成
法（東海大理）○宮内直樹・渡邊幹夫

3 PB 006 基質との静電的・立体的相互作用にもとづいた試薬―機能予
測モデルの構築と検証（科技団さきがけ 21・理研・豊橋技科大・お茶
大）○佐藤寛子・長澤和夫・船津公人・鷹野景子・中田 忠

3 PB 007 ω―置換エステルのルイス酸を用いる強力，選択的クライゼ
ン縮合（関西学院大理）○濱嵜亮太・船越俊介・田辺 陽

3 PB 008 ニトロアルカンジアニオン類の位置選択的アルドール型付
加反応の制御�（千葉大工）田中誠次○川崎加瑞範・岸川圭希・幸本重
男・山本 忠

3 PB 009 Et2NTMSを用いたアルデヒドの直接求核反応（新潟大院自然
科学・新潟大工）萩原久大○小野博生・小松原奈緒・星 隆・鈴木敏
夫・安東政義

3 PB 010 種々のハロアルキル置換芳香族ケトンとヨウ化サマリウム
（II）との反応（新潟大理）長谷川英悦・岩谷一希○入山 匠

3 PB 011 対称 1,2―ジオールの高エナンチオ選択的触媒的不斉アシル
化（茨城大理）折山 剛○細谷 健・高柳裕子・佐野智文

3 PB 012 対称ジオールの触媒的不斉アシル化によるキラルビルディ
ングブロック合成（茨城大理）折山 剛・田口博基○寺門 大・佐野智文

3 PB 013 光学活性ヒドロキシスルホキシドを配位子とする金属エノ
ラートの不斉アルキル化反応（東北大反応研）小杉紘史○照井有希子・
加藤紀元

3 PB 014 光学活性置換ブチロラクトン類の合成とその応用（東北大反
応研）小杉紘史○横井靖人・加藤紀元

3 PB 015 リパーゼ触媒を用いた光学活性な γ―ラクトン類の合成（明治
大理工）○大城法子・中俣大介・宮腰哲雄

3 PB 016 光学活性な三級ビシナルジニトロ化合物の合成（京大院人
間・環境学研究科）田村類○下野智史・レップジョルト・大島明子・
山本行男

3 PB 017 講演中止
3 PB 018 オキサザボロリジノン触媒による不斉向山Michael付加反
応：触媒構造の最適化（京工繊大工芸）○岩井宏嘉・原田俊郎・奥 彬

3 PB 019 2―アルキルアミノ―2’―ヒドロキシ―1,1’―ビナフチルを不斉補
助基としたアリール酢酸の不斉アルキル化反応（東大生産研）○川村真
人・倉橋賢史・工藤一秋・白石振作

3 PB 020 2―フェニルプロピオン酸を原料とした新規キラルホスフィ
ン化合物の合成とそれを用いる不斉［3＋2］付加環化反応（埼玉大工）○
坂本眞一・青木良夫・廣瀬卓司・野平博之

3 PB 021 光学活性エーテルの合成（金沢大工）○岡部貴広・横田喜
洋・政田浩光

3 PB 022 立体障害の大きなエーテル類の合成（金沢大工）○坂口則
文・金澤雅夫・広瀬和也・政田浩光

3 PB 023 キラルなピロリジンまたはピペラジン誘導体を含む大環状
化合物の合成・構造・機能（阪市大院理）○小村隆史・上山 晃・前田
典之・土江松美・田所 誠・山下徹志

3 PB 024 イミド類の位置選択的還元反応を鍵反応としたアルカロイ
ドの合成（静岡大工）○間瀬暢之・西 俊紀・池田健次郎・水元幸子・
高部圀彦

3 PB 025 アミドアルキル基を有する 1,3―プロパンジオール類への酵
素的不斉導入とその合成的利用（静岡大工）○早川健太郎・鈴木享士・
間瀬暢之・高部圀彦

3 PB 026 光学活性 2,3ージヒドロキシエステルの合成とその生物活性
物質合成への応用（岡山大環境理工・岡山大工）○濱本博三・北本牧
子・林 宣之・坪井貞夫

3 PB 027 Scyphostatin側鎖の合成研究（広島大院理）○西谷弘子・武波
重治・高木隆吉・大方勝男

3 PB 028 加水分解酵素を用いた光学活性な 7員環ラクトンの合成―エ
ポチロン Aの C 7―C 12フラグメントの合成―（福岡大理）○松尾綾
子・塩路幸生・大熊健太郎

3 PB 029 立体選択的 2’―重水素化ヌクレオシドの合成研究（都立大院
理）小野 明・保志門健・小野 晶・甲斐荘正恒

3 PB 030 アシルシランとスルフィニルカルバニオン種との反応によ
るシリルエノールエーテルの生成（金沢大工）○岡田麻衣子・本田光
典・千木昌人・中島 正

3 PB 031 シリルエーテルからジフェニルメチルエーテルへのワンス
テップ保護基変換反応（茨城大理）○鈴木 健・折山 剛

3 PB 032 THPエーテルからジフェニルメチルエーテルへのワンステ
ップ保護基変換反応（茨城大理）鈴木 健○小林久実子・折山 剛

3 PB 033 アンモニウムトリフラート触媒を用いる当量のカルボン酸
とアルコールの効率的エステル化（関西学院大理）○若杉和紀・御前智
則・田辺 陽

3 PB 034 BnNMe 2触媒を用いる水溶媒中での第一アルコールの効率
的トシル化（関西学院大理）若杉和紀・山田佳代○田辺 陽

3 PB 035 混合実験における反応速度の逆転現象：アニリノシラン／cat.
TBAF系でのアルコールのシリル化（関西学院大理）御前智則・阪倉良
子○田辺 陽

3 PB 036 クラウノファンカルボン酸誘導体の合成と性質（群馬大工）
猪熊精一○舩木敬・原 大祐・菊山宗弘・西村淳

3 PB 037 アミン存在下におけるフェノール類とアルデヒドとの反応
（鳥取大工）○埀野善高・小郷芳江・森本 稔・指輪仁之・斎本博之・
重政好弘

3 PB 038 ペンタフルオロフェニル基を有する 1,2ーエタンジアミンと
その関連化合物の合成（岡山大工）○酒井貴志・三木康史・鷲尾典幸・
依馬 正・宇高正徳

3 PB 039 三フッ化窒素を用いたテトラフルオロヒドラジンの合成（物
質研）○高木俊之・芝上基成・清水政男・蒲 康夫・渋谷 勲・田村
正則・関屋 章

3 PB 040 骨格転位―環拡大による架橋中員環化合物の合成（奈良先端
大物質創成）○村松愛子・鈴鹿俊雅・堤 健・中野 環・垣内喜代三

3 PB 041 フェナントレンキノンのアリル付加体における転位反応（島
根大総合理工）○上岡弘和・西垣内寛・宅和曉男

3 PB 042 5員環環状ジチオカーボナートの異性化反応における置換基
効果（東工大資源研・JCII）○徐 暁宇・根本修克・三田文雄・遠藤
剛

3 PB 043 DMPM型リンカ―を持つ固相合成用樹脂の合成研究（岡山理
大理）米光 宰○藤崎里子・高田竜治

3 PB 044 超臨界水および亜臨界水中の無触媒ホルモース反応（日大
工・東北大院工）玉井康文○栗原由貴・佐々木満・阿尻雅文・新井邦
夫

3 PB 045 無溶媒ファボルスキー反応によるアセチレンアルコール誘
導体の合成（愛媛大工）○宮本久一・八坂俊平・田中耕一

3 PB 046 無溶媒ロビンソン環化反応（愛媛大工・岡山理大理）○宮本
久一・金高正太郎・田中耕一・吉沢一裕・豊田真司・戸田芙三夫

3 PB 047 無溶媒ストッベ縮合反応（愛媛大工・岡山理大理）○田中耕
一・杉野哲造・戸田芙三夫

3 PB 048 ポリ［スチレン（ヨードソジアセテート）］の合成化学的利用
（3）（千葉大理・院自然）東郷秀雄○阿部誠一朗・横山正孝

3 PB 049 新規トリシクロデシルアクリレート類の合成（日産化学・中
研）○鈴木秀雄・仁平貴康・滝川進一朗

有機化学―反応と合成 B．芳香族化合物

3 PB 051 8―ベンジル［2.2］メタシクロファン類の合成とスペクトル特
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性（東和大工・佐賀大理工）田中 幹○弘中 徹・齋藤秀一・小林
悟・大和武彦

3 PB 052 1,3―ジメチルウラシルの縮環した［n］（2,4）ピリジノファン（n
＝11,9,8,6）の合成と性質（早大理工）○武田秀和・山本浩之・新田 信

3 PB 053 架橋 1,4―ジヒドロニコチンアミドおよびニコチンアミド誘
導体の合成と性質（早大理工）○神田博美・武田秀和・山本浩之・新田
信

3 PB 054 様々な位置で架橋された［2.n］フェナントレノファン類の合
成（群馬大工）○藤井孝弘・中村洋介・西村 淳

3 PB 055 Co―C結合の生成とその結合開裂によるテトラフルオロパラ
キシリレンの発生とオクタフルオロ［2,2］パラシクロファンの生成（京
工繊大工芸・日本触媒筑波研）○生嶋昭二・奥村康則・伊藤正自・三
木定雄

3 PB 056 光学活性 2―フェニルアズレン類の合成と分割（日大工）○阿
部慶臣・安田正敏・安並正文

3 PB 057 Yb（OTf）3触媒を用いたアズレン誘導体の合成（法政大工）佐
藤耕一・上原康孝○有福法久・滝川隆代

3 PB 058 新規なアルキルアズレン類の合成とそれらの酸化還元電位
（日大工）○大西泰正・安並正文

3 PB 059 ピリミジンジオンが縮環したヘテロアズレンの機能性：自
動リサイクル型でアルコール類を酸化する 9―アルキルシクロヘプタ
［b］ピリミド［5,4―d］フラン―8,10（9 H）―ジオン類の合成（早大理工）○水
田 完・後藤貴之・高安 徹・新田 信

3 PB 060 ピリミジンジオンが縮環したヘテロアズレンの機能性：9―
アルキルシクロヘプタ［b］ピリシド［5,4―d］フラン―8,10（9 H）―ジオン類
を用いるアミンの自動リサイクリング型酸化反応（早大理工）○後藤貴
之・水田 完・新田 信

3 PB 061 7,9―ジメチルシクロヘプタ［b］ピリミド［5,4―d］フラン―8（7
H），10（9 H）―ジオニリウムカチオンおよび関連化合物の合成と性質
（早大理工）○御山 寿・納谷真一・高安 徹・新田 信

3 PB 062 1,1―ジメチル―及び 1,1―ヘキサメチレン―1 H ―アズレニウムイ
オンの合成と安定性（富山大工）小田晃規○梶岡孝則・内山拓哉・貝沼
均・宮武滝太・黒田重靖

3 PB 063 水系における La hostの安定性と塩基性固体触媒としての活
用（九大有基研セ・CREST）○斉木利幸・青山安宏

3 PB 064 Clayを触媒として用いるエステル交換反応：ラクトンの開
環反応によるヒドロキシエステル類の合成（物質研）○鎌田利紘・和佐
田宣英

3 PB 065 新規ニンヒドリン誘導体の合成と指紋検出試薬としての応
用（千葉大工）坂本昌巳○渡辺 学・三野 孝・藤田 力・太田彦人・
鈴木真一

3 PB 066 （9―キサンテニル）マロン酸エステル類の酢酸マンガン（III）
酸化から得られるジベンズ［b.f］オキセピン類の生成機構（熊本大理・
熊本大院自然）○西野 宏・浦川 修・黒澤 和

3 PB 067 環式ケトン類のニトロ化（東邦大理）○藤巻康人・内田
朗・大島 茂・大西 勲・竹川 実・藤沢捷二

3 PB 068 1,1―ビス―（4―アミノフェニル）エタンの簡易合成法（物質研）
浜谷健生・早水紀久子・増田隆志

3 PB 069 酸無水物とアミンからの無溶媒アミド合成（愛媛大工）○小
島秀子・田中曉紀・濱田光男

3 PB 070 シリカゲル担持塩化亜鉛を用いたアリールアルキルケトン
類と酸ハロゲン化物からのハロゲン化ビニルの合成（芝浦工大工）○長
岡武司・古沢友介・小泊満生

3 PB 071 フラーレン―o―キノジメタン―二付加体の合成，構造決定及
び性質（群馬大工）○大川恭嗣・松本美那子・中村洋介・西村 淳

3 PB 072 置換シクロヘプタトリエニウムおよびシクロヘプタトリエ
ニドの合成と反応（静岡大工）○高柳充博・望月裕之・田中啓士・松浦
隼人・戸田三津夫・吉田 弘

3 PB 073 エステル基を活性化基とする芳香族求核置換反応および共
役付加反応を利用する Larreantinの合成研究（東北大院工）○輿石英
二・服部徹太郎・宮野壮太郎

3 PB 074 トリアルキル―1,2―ベンゾキノンの二量化反応（島根大総合理
工）○森下幸生・岩本秀俊・宅和暁男

3 PB 075 N ―置換マレイミドと芳香族アミンの付加反応（埼玉工大）○
尾崎敦史・萩原時男・市村俊介

3 PB 076 8―アザベンゾアントロンのニトロ化（明星大理工・東邦大
理）澤田忠信○石黒 愛・永井孝延・岩島 聰・青木淳治

3 PB 077 ピリジノベンゾアントロン類のニトロ化（明星大理工・東邦
大理）○澤田忠信・青山良朋・加藤和宏・田中剛広・石井裕之・岩島
聰・青木淳治

3 PB 078 アミノ―1―アザベンゾアントロン類のグリセリン縮合物の合
成と構造（2）（明星大理工・東邦大理）澤田忠信○石井裕之・岩島

聰・青木淳治
3 PB 079 2つの 2 H―シクロヘプタ［b］フラン―2―オンおよび 2 H―シク
ロヘプタ［b］ピロール―2―オン類により安定化されたメチルカチオンの
合成と性質（早大理工）○納谷真一・新田 信

3 PB 080 モノ，ビス，トリス（2―オキソ―2 H―シクロヘプタ［b］フラン―
3―イル）トロピリウムカチオンの合成と性質（早大理工）○榊原 毅・
納谷真一・新田 信

3 PB 081 酸化銀（II）―40％硝酸によるアルコキシナフトールの酸化的
二量化（水産大・九工大工）○田上保博・坂田一矩・橋本 守・森下晋
一・浜田盛承・甲斐徳久・永井 毅

3 PB 082 1―ナフトール誘導体のシリカゲル存在下での酸化的カップ
リング反応（島根大総合理工）○保岡賢治・西垣内寛・岩本秀俊・宅和
曉男

3 PB 083 パラジウム触媒によるクロスカップリング反応を用いた大
環状ビナフトール二量体の不斉合成（京工繊大工芸）原田俊郎○松井慎
一郎・TRAN Mai, T. T.・初田正典・奥 彬

3 PB 084 SMBIによるフェノールの位置選択的臭素化（群馬大工）○秋
庭美和・石川吉宏・井出隼人・小川宗男・原 大祐・松本美那子・岡
田行弘・中村洋介・猪熊精一・西村 淳

3 PB 085 分子内アルキノイル転位と閉環反応を利用したベンゾ［h］ク
ロモン類の合成（愛媛大機器分析セ）坂本克治○本田絵里奈・宇野英
満・小野 昇

3 PB 086 o―ニトロフェニルアリルエーテルによる芳香族化合物のア
リル化（芝浦工大工）○波田野哲也・黒川みちる・小泊満生

3 PB 087 o―置換（アリルオキシ）ベンゼン類のクライゼン転位反応に
およぼす塩化亜鉛の触媒効果（立命館大理工）○生田時子・岡田 豊・
林 隆俊

3 PB 088 2―置換ピリジンおよびピリジン―N―オキサイド誘導体のクラ
イゼン転位反応（立命館大理工）○八十拓夫・岡田 豊・林 隆俊

3 PB 089 1位にアリル置換基をもつ 2―アリルオキナフタレン類の熱
転位反応におよぼす塩化亜鉛の触媒効果（立命館大理工）○北村泰章・
岡田 豊・林 隆俊

有機化学―反応と合成 C．複素環化合物

3 PB 091 シクロチアゾマイシンの各フラグメント部分の合成と縮合
検討（神奈川大工）○岡部明弘・上野功勝・野口俊幸・辛 重基

3 PB 092 デヒドロアミノ酸を用いた 2,5―ジ置換チアゾールカルボン
酸の一般的合成（神奈川大工）鈴木大志○長崎 淳・奥村一雄・辛 重
基

3 PB 093 チオストレプトン系抗生物質 GE 2270 Aの全合成研究（神奈
川大工）○鈴木大志・奥村一雄・仲島広秀・辛 重基

3 PB 094 キラル中心を持つチエタンの合成に関する研究（青学大理
工）○遠藤健彦・光延旺洋

3 PB 095 C 2―対称性ピロリジンから誘導される光学活性ニトロキシド
ラジカルの合成（3）（京大院人環）柴田智弘○植前康平・山本行男

3 PB 096 2つのインドリジン環がスペーサーで結ばれた新規化合物の
合成とその構造（信州大工）○筧 昭一・伊東祐隆・菅 博幸・櫻井慎
二

3 PB 097 光学活性シロキシピロールとキラルアルデヒドの向山型ア
ルドール反応による異常アミノ酸の合成研究（愛媛大機器分析セ）○若
狭邦彦・西原康昭・宇野英満・小野 昇

3 PB 098 脱アシル化反応を伴う簡便なオレフィン合成法を用いた 13―
デメチルイソディシデニンの合成（岡山大環境理工）○中津尚吾・林
宣之・坪井貞夫

3 PB 099 ハロゲン化アセチルアセトン錯体の置換反応（茨城大理）仲
野義晴○足立常夫・野口貴俊

3 PB 100 ジ置換シアナミドから複素環カチオン化合物の生成（物質
研）○渋谷 勲・蒲 康夫・清水政男・芝上基成・高木俊之

3 PB 101 ケテンイミン類とビニルエーテル類との環化付加反応によ
るキノリン誘導体の合成（物質研）○清水政男・大石晃広・田口洋一・
高木俊之・芝上基成・蒲 康夫・渋谷 勲

3 PB 102 2,4,7―トリアリールイミダゾロ［4,5―c］ピリジン類の合成と発
光スペクトル（九大機能研・九大院総理工）○五郎丸英貴・添田康彦・
ION Costa・THIEMANN Thies・又賀駿太郎

3 PB 103 チオフェン―S ―オキシドの合成と反応性（九大機能研）THIE-
MANN T.○大平大輔・有馬一弥・澤田 剛・又賀駿太郎・MARKEN
F.・COMPTON R. G.・BULL S. D.・DAVIES S. G.

3 PB 104 2―アミノジフェニルアミン誘導体の化学酸化（宇都宮大工）
○坪田元宏・三部正大

3 PB 105 一級チオアミドからのチアジアゾール誘導体の新規合成法
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（II）（日大理工）○齊藤賢治・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学
3 PB 106 チオアミドからチオイミニウム塩を経由する 1,3,5―トリアジ
ンの合成（日大理工）○能勢いずみ・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学

3 PB 107 5,7―ビストリフルオロアセチル―8―キノリルアミンとケトン
類との反応による含フッ素 1,10―フェナントロリン類の簡便合成（神戸
大工）岡田悦治・筑紫憲門○栄村拓史

3 PB 108 フェロセンを組み込んだ新規 8―キノリノ―ル誘導体の合成と
構造およびその 2価金属イオン錯体の蛍光特性（京大人環・総人）○斉
藤布美子・藤田健一・山口良平

3 PB 109 1―アザアズレン―N―イリドの合成と反応（山口大理）藤井寛之
○岩藤かおる・阿部憲孝

3 PB 110 t―ブチル基を持つ 2―メトキシ―3 H ―アゼピンの合成と反応性
の検討（岡山大理）佐竹恭介○窪田裕大・木村 勝

3 PB 111 イミダゾール集積化合物の合成，錯形成及び触媒作用（福岡
大理）○内野弘幸・小寺 安

3 PB 112 3位にメチルチオ基を有する 1,4―ベンゾチアジン類とアミン
の反応（明治大理工）○天野嘉和・山崎典久・宮腰哲雄

3 PB 113 ジアリル―1,2―ジオールモノアセテートの酢酸鉛による環化
反応（千葉大工）山本 忠○松本 由・岸川圭希・幸本重男・田中誠次

3 PB 114 アシルキノンからのイソキノリンキノン誘導体のワンポッ
ト合成（鳥取大工）○鷹觜 篤・渡辺真也・内田真晴・森川 修・小西
久俊・小林和裕

3 PB 115 環状付加反応を用いたアザヌクレオシドアナログの合成（高
知大理）佐伯真由美○立川 明

3 PB 116 光学活性ジメチル―2,5―モルホリンジオンの合成（高知大理）
○平田晃義・立川 明

3 PB 117 エリプチシン誘導体の合成（東理大理工）小中原猛雄○飯島
徹・黒須泰行

3 PB 118 抗ウイルスシクロプロパンヌクレオシド A―5021の実用的合
成法（味の素）○大西智之・松沢俊博・西 誠一・辻 尚志

有機化学―反応と合成 D．ヘテロ原子化合物

3 PB 119 複素環を有するスルホキシド及びスルフィドの反応性の検
討（富山大）○水落正慶・藤森 健・金 炳住・竹田昌央・吉村敏章・
藤井孝宜・小野 慎・森田弘之

3 PB 120 ジベンゾチオフェン―S―N―置換スルフィルイミンの熱分解反
応における検討（富山大）○吉田美加子・坪田恵子・金 炳住・吉村敏
章・藤井孝宜・小野 慎・森田弘之

3 PB 121 S,S,S ―トリフェニルチアザインとスルフェニルハライドとの
反応によるスルフェニルナイトレンの発生（富山大工）藤井孝宜○上坂
多恵子・小野 慎・森田弘之・吉村敏章

3 PB 122 光学活性チアザインの合成（富山大工）藤井孝宜○関川由
美・小野 慎・森田弘之・吉村敏章

3 PB 123 N―クロロ化合物とスルフィドとの反応によるスルフィルイ
ミンの合成（神奈川工大工）○巣山隆之・中村久哉・山口淳一

3 PB 124 1―チオグルコーステトラアセタート合成におけるチオアミ
ドのアノマー比への影響（日大理工）○藤平隆喜・滝戸俊夫・荒川
元・大月 穣・上條治夫・妹尾 学

3 PB 125 ビスおよびトリスチオイミニウム塩とハロゲン化アルキル
の反応（日大理工）○小野博之・大月 穣・滝戸俊夫・妹尾 学

3 PB 126 シクロヘキサン環上カルバニオンの反応における立体化学
（立命館大理工）谷利陸平○渡邉 亮・安倍俊秀・山田進治

3 PB 127 S―エテニルスルフィルイミン（ESI）を用いる合成：S,N―ジヘ
テロ 5員単環構築における ESIの構造の影響（関東学院大工）○畑壮一
郎・池田勝也・柳 俊介・山本 保

3 PB 128 単体硫黄のジメチルジオキシラン酸化による S2Oの発生と
その捕捉（埼玉大理）○手倉健太郎・石井昭彦・中山重蔵

3 PB 129 1―メチル―2―チオアシルチオピリジニウム塩の構造と反応
（岐阜大工）饒村 修・増元博樹・池田慎一○加藤晋二

3 PB 130 2―オキソアルキルチオシアナートとトリ―n―ブチルホスフィ
ンとの反応を利用したアクリロニトリル誘導体の合成（チッソ・チッ
ソ石油化学）○柴田晃一・松井秋一・竹内弘行

3 PB 131 1―アルキル―1―フェニルスルフェニル―2―フェニルスルホニ
ルエタンを用いるビニルスルホン等価体としての合成反応の研究（東
海大理）熊本高信○本間祐史

3 PB 132 一連の N ―アシルカルコゲノカルバミン酸エステル類の安定
性と反応性の傾向（岐阜大工）○伊藤寿英・白石真二・神田貴宏・加藤
晋二

3 PB 133 触媒量のセレン試剤を用いたオキシセレン化―脱セレン化反
応（物質研）○藤田賢一・渡邊勝宏・大石晃広・池田嘉一・田口洋一

3 PB 134 セレノチオカルボン酸セシウム塩：合成と反応（岐阜大工）
○酒井清貴・饒村 修・岩本 雅・村井利昭・加藤晋二

3 PB 135 セレノチオホスフィン酸アンモニウム塩の合成と性状（岐阜
大工）○三輪晃裕・村井利昭・加藤晋二

3 PB 136 セレノアミドとリチウムアセチリドとの反応による α ,β ―不
飽和ケトンの合成（岐阜大工）○武藤雄一郎・江坂竜也・村井利昭・加
藤晋二

3 PB 137 セレノカルバモイルクロリドを用いたセレノカルバミン酸
エステル，セレノ尿素の合成法（岐阜大工）○福田義久・石原秀晴

3 PB 138 セレナジエン部位を有する α ,β ―不飽和セレノカルボニル化
合物の環化付加反応（金沢大工）○田中功一郎・李 光明・千木昌人・
中島 正

3 PB 139 アセタール誘導体を用いるセレノホルミルシランおよびセ
レノアシルシランの合成とその環化付加反応（金沢大工）○寺崎慎悟・
千木昌人・中島 正

3 PB 140 種々のヘテロ原子官能基を有するジアリールゲルマン類の
合成と反応（名大院理・名大物質国際研）○松井洋輔・松本 剛・巽
和行

3 PB 141 側鎖にゲルマニウムを含むカリックス［4］アレーンの合成と
物質輸送能の検討（神奈川大理）○櫻井貴之・田中克己・竹内敬人

3 PB 142 架橋鎖にゲルマニウムを導入した［mn］型シクロファンの合
成（神奈川大理）○小野文靖・田中克己・竹内敬人

3 PB 143 新規抗菌性有機ビスマス化合物の合成と構造活性相関の検
討（京工繊大繊）○池上 亨・服部知徳・佐々木孝博・TUROWSKI
Maciej・細矢 憲・田中信男

3 PB 144 4位にアミノ基及びホスフィノ基を有する 2,6―ジアリールフ
ェニル基に立体保護されたリン及び硫黄化合物の合成と性質（東北大
院理）○青木宏行・佐々木茂・吉藤正明

3 PB 145 （－）―8―フェニルメンチル基を有する α ―ホスホノ―α ,β ―不
飽和酢酸エステル誘導体の不斉シクロプロパン化反応（広島大院理）○
橋詰美紀・中村 稔・高木隆吉・大方勝男

3 PB 146 Martinリガンドを有するイミノホスホランと多重結合化合物
の反応（東大院理）○シンジャワ・狩野直和・川島隆幸

3 PB 147 リン原子上にヘテロ環を有するホスホレン類の求電子置換
反応（中部大工）安藤文雄○越前谷英巳・纐纈銃吾

3 PB 148 講演中止
3 PB 149 カルボキシル基を有するジアリールヨードニウム塩と求核
剤の反応（九大院工）○長田憲典・北村二雄・藤原祐三

3 PB 150 エチニルヨードニウム塩と各種求核試薬との反応（千葉大
工）山本 忠○伊藤美紀・円谷禎人・岸川圭希・幸本重男・田中誠次

3 PB 151 エチニルヨードニウム塩と芳香族アルコキシドとの反応に
よる複素環生成（千葉大工）山本 忠○円谷禎人・伊藤美紀・岸川圭
希・幸本重男・田中誠次

3 PB 152 オキシム O―アリルエーテル類の転位反応（神奈川大理）渡辺
信子○御原康洋・松本正勝

3 PB 153 イソニトリルのアルコールからの高効率的な合成（東農工
大・応生科）○北野克和・千葉一裕・多田全宏

3 PB 154 相間移動触媒としての置換グアニジンに関する研究（東京電
大工）○山内嘉紀・堀江時子・柴 隆一

3 PB 155 2―（トリフェニルアルセナニリデンアミノ）トロポン，2―（ト
リフェニルアルセナニリデンメチル）トロポン誘導体の合成および反
応性。（早大理工）○三ッ本祐樹・山本浩之・新田 信

3 PB 156 立体選択的 1―アリロキシ―1，3―ブタジエン類の合成と応用
（豊橋技科大）○本田 文・岩佐精二・西山久雄

有機化学―反応と合成 E．有機金属化合物

3 PB 157 バナジウム触媒を用いるエタンと COからカルボン酸類の合
成（九大院工）○伊藤和幸・谷口裕樹・北村二雄・藤原祐三

3 PB 158 芳香族複素環を含む新規有機ジシラン化合物の合成とラジ
カル反応試剤としての反応性（千葉大理）東郷秀雄○外山健一・横山正孝

3 PB 159 アリル（トリアルキル）スズラジカルカチオンのアルキルー
スズ結合間開裂（島根大理）○寺沢徹志・西垣内寛・岩本秀俊・宅和暁
男

3 PB 160 14族元素陰イオンと有機ハロゲン化物との反応機構（帝京科
大・理研）○小野田晴彦・朝倉誠次・釘田強志・若狭雅信

3 PB 161 対称型ジクロロジゲルマンを用いる塩化ベンジルのパラジ
ウム触媒ゲルミル化（東海大開発工）小関真一・大塚啓之・中野多一

3 PB 162 カルボニルイミンの位置選択的ペンタジエニル化と分子内
環化反応（島根大総合理工）○大森 渉・西垣内寛・宅和曉男

3 PB 163 種々の N―スルホニルイミンに対するペンタジエニルスズの
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反応位置選択性の制御（島根大理）○重村貴也・西垣内寛・宅和曉男
3 PB 164 シラシクロブテンの熱転位反応に関する理論的研究（京大院
工・基礎化研・倉敷芸科大）○近藤吉将・康 松潤・吉澤一成・山邊
時雄・仲 章伸・石川満夫

3 PB 165 パラジウム触媒を用いたシラシクロブタン類とハロゲン化
アリール類の反応（同志社大工）○木村 寛・西垣 篤・田中義文・山
下正和

3 PB 166 9,10―ジヒドロ―9,10―エタノアントラセンを有するリン官能
化された 4員環及び 5員環化合物の不斉合成（近畿大工）○岡田芳治・
小瀧正則・北 和代・神野一郎・小倉文夫

3 PB 167 ルテニウム触媒によるオキシム類の不斉ヒドロシリル化反
応（東大院工）○武井 出・西林仁昭・植村 榮・干鯛眞信

3 PB 168 銀（I）触媒による不斉向山アルドール反応（4）（都立大院工）○
大河内宗隆・山口素夫・山岸敬道

3 PB 169 N―P―N型不斉配位子合成と選択的配位による P―キラル不斉
場構築（都立大院工）○清岡尊博・大河内宗隆・山崎納久・山口素夫・
山岸敬道

3 PB 170 軸不斉を有する新規 C1―対称マルチキラルオキサゾリン配位
子の開発（阪大院工）今井喜胤○吉永英史・張 万斌・中辻洋司・池田
功

3 PB 171 芳香族ケチミンとイッテルビウム金属の反応による光学活
性アミンの合成（九大院工）○岩永義彦・牧岡良和・北村二雄・藤原祐
三

3 PB 172 アミノ酸とメントールをキラル源とする固体触媒の合成と
不斉ディールス・アルダー反応への応用（山形大工）大場好弘○長澤智
三・工藤希美・伊藤和明

3 PB 173 光学活性多座配位子を有するロジウム錯体による不斉アリ
ル位アルキル化反応（東北大院工）○塚田直史・三上義治・森 博之・
井上祥雄

3 PB 174 N,N型ヒドラゾン配位子を用いたパラジウム触媒による触媒
的不斉アリル位アルキル化反応（千葉大工）三野 孝○矢島 亨・坂本
昌巳・藤田 力

3 PB 175 P,N型ヒドラゾン配位子を用いたパラジウム触媒による触媒
的不斉アリル化反応（千葉大工・同志社大工）○三野 孝・末永友恵・
山本 望・坂本昌巳・藤田 力・山下正和

3 PB 176 新規不斉ホスフォール及びホスファメタロセン錯体の合成
と応用（京大院理）小笠原正道○吉田和弘・林 民生

3 PB 177 アゾベンゼン部位を有する新規な光学活性ホスフィン配位
子の合成とそれを用いた Pd触媒不斉アリル化反応（東大生産研）○川
村真人・工藤一秋・白石振作

3 PB 178 2―アルケン―4―イン―1―オールの立体選択的合成（横浜市大
理）武内 亮○田中 茂・田辺景亮

3 PB 179 イミンと 2―silyloxy―1,3―butadieneとの zinc triflateを用いた
Mannich型塩基生成反応の機構的考察（防衛大化学）○石丸香緒里・小
島敬和

3 PB 180 混合型有機クプラートの共役付加反応における求核置換基
選択性の理論研究（東大）○山中正浩・中村栄一

3 PB 181 酸化剤の存在下での有機ホウ素反応剤のパラジウム触媒付
加反応（群馬大工）普神敬悟○王 慧峰・西形孝司・牧野雅司・福田陽
平・小杉正紀

3 PB 182 低原子価インジウムとパラジウム触媒を用いるカルボニル
化合物のアリル化におけるジアステレオ選択性（名工大）○亀井利也・
佐竹 昇・平下恒久・山村初雄・川井正雄・荒木修喜

3 PB 183 クロム（II）を用いるアルデヒドと α ,β ―不飽和ケトンの交差
ピナコールカップリング反応の立体選択性（岡山大工）○森田陵太郎・
虎津知佳・高井和彦

3 PB 184 マンガンとクロム（II）を用いる一級ヨウ化アルキルのアルデ
ヒドへの Grignard型付加反応（岡山大工）隅野直樹○赤井 稔・高井
和彦

3 PB 185 ルテニウム錯体触媒によるイミン類の C―H結合活性化（都立
大院工）○平澤大介・増井 大・山口素夫・山岸敬道

3 PB 186 カチオン性ヒドリドルテニウム錯体を触媒とする位置選択
的エノールエステル生成反応（長崎大工）河野博之○本多容子・馬越啓
介・大西正義

3 PB 187 不斉水素移動還元による光学活性アルコールの工業的合成
（三菱化学筑波研）○岡野一哉・宮城美和・Sylvain Collet・竹原 潤

3 PB 188 パラジウム触媒存在下スズヒドリドを用いたハロゲン化ア
リールのスタニル化反応（北見工大）○村田美樹・渡辺真次・増田 弦

3 PB 189 4種の配位元素を有する新規配位子の合成と触媒反応への応
用（東大生産研）○横田英之・工藤一秋・白石振作

3 PB 190 白金触媒によるチオエステルを用いたアセチレン類のカー
ボチオレーション（阪大工）○菅江妙子・大高 敦・国安 均・黒沢英

夫・神戸宣明
3 PB 191 お茶成分カテキンの化学：不飽和有機基のカテキン芳香環
への導入に関する研究（東海大開発工）浅井泰樹・四ッ谷哲史・宮元
崇・千田芳也・中野多一・榎戸達樹・小杉正紀

3 PB 192 光応答性環状テトラアザマクロサイクル金属錯体の合成（生
命研）○魏 文�・友廣岳則・小高正人・奥野洋明

有機化学―反応と合成 F．有機光化学

3 PB 193 水系で高い発光効率を有するジオキセタンの設計と合成（1）
（神奈川大理）渡辺信子○佐久間俊光・松本正勝

3 PB 194 水系で高い発光効率を有するジオキセタンの設計と合成（2）
（神奈川大理）渡辺信子○溝口泰子・三森一男・松本正勝

3 PB 195 水系で高い発光効率を有するジオキセタンの設計と合成（3）
（神奈川大理）松本正勝○松本由紀・佐久間俊光・渡辺

3 PB 196 ［2,6―ビス（トリフルオロメチル）フェニル］（2,6―ジブロモフ
ェニル）カルベンの失活経路（三重大工）○木田裕理香・平井克之・富
岡秀雄

3 PB 197 チオフェン置換トリチル型三級アルコール類の光反応（東大
院総合文化）○黄 紅花・谷藤尚貴・今久保達郎・小林啓二

3 PB 198 ナフトイソオキサゾールキノンとオレフィン及び芳香族炭
化水素との光化学反応（島根大理）○戸谷昭善・西垣内寛・岩本秀俊・
宅和曉男

3 PB 199 含窒素複素環化合物の特性を利用する光による有機化合物
の還元的分子変換（新潟大理）○鈴木久美子・米岡 晃・山道桂子・中
嶋藍子・長谷川英悦

3 PB 200 α ―デヒドロナフチルアラニン誘導体の光環化反応（3）（神奈
川大工）○前川 圭・森岡祉子・五十嵐徹太郎・櫻井忠光

3 PB 201 立体異性 1―アリール―5―t―ブチル―2,6,7―トリオキサビシクロ
［3.2.0］ヘプタンの合成と発光（神奈川大理）○伊東義博・高橋幸生・渡
辺信子・松本正勝

3 PB 202 5―位に長鎖置換基を有する 1―アリール―4,4―ジメチル―2,6,7―
トリオキサビシクロ［3.2.0］ヘプタン類の合成と発光（神奈川大理）松本
正勝○竹之内良太・伊東義博・渡辺

3 PB 203 6―位置換―1―アリール―5,5―ジメチル―2,7,8―トリオキサビシク
ロ［4.2.0］オクタンの熱分解と塩基誘発分解（神奈川大理）○村山順子・
渡辺信子・松本正勝

3 PB 204 9,10―ジシアノアントラセン増感によるビニルシクロプロパ
ンの光酸素化反応（阪大院工）○栄永啓之・安倍 学・野島正朋

3 PB 205 1,2―ベンゾキノン類と芳香族オレフィンとの光環化付加反応
における金属塩の効果（島根大総合理工）○丸尾敬司・岩本秀俊・西垣
内寛・宅和暁男

3 PB 206 フェニル環上に二つのナイトレン中心を有する化学種のマ
トリックス分光学と理論計算による研究（三重大工）○三浦大祐・松岡
和義・富岡秀雄

3 PB 207 フラビン光増感反応に対するミセル効果：水溶液中でのベ
ンジルアルコールの光酸化反応（宮崎大工）保田昌秀・中井拓也・白上
努・志摩健介

3 PB 208 オレフィン性置換基を有するジオキセタンの合成と反応（神
奈川大理）○石原孝之・松本正勝・渡辺信子

3 PB 209 ジヒドロフラン置換 2（1 H）―ピリドン類から生成する 1,4―エ
ンドペルオキシドの立体化学と転位反応（神奈川大理）松本正勝○那須
繁・村山順子・村上浩之・渡辺信子

3 PB 210 GFPクロモフォアモデル化合物の光化学反応（神奈川大理）
○溝口理恵・大橋 守

3 PB 211 N―アシルアミノ桂皮酸誘導体の光化学反応（7）（神奈川大工）
○保科秀樹・中山健太郎・五十嵐徹太郎・櫻井忠光

3 PB 212 ケイ皮酸誘導体の固相光化学反応の再検討（日大生産工）杉
山邦夫・高柳 宙・津野 孝○野口絵里子

3 PB 213 キラル高分子マトリックス中におけるエナミド誘導体の光
環化反応（日大生産工）津野 孝○内田義典・高柳 宙・杉山邦夫

3 PB 214 N―（アントリルメチル）ドーパミン類の固相合成と光反応の
検討（京大院工）伊藤義勝○市川大介

3 PB 215 不斉結晶を用いた均一系での絶対不斉合成（千葉大工）坂本
昌巳・荒井 渉○野々直之・三野 孝・藤田 力

3 PB 216 芳香族イミド化合物のジアステレオ選択的光［4＋4］環化反
応（千葉大工）幸本重男○桝飛雄真・岸川圭希・田中誠次・山本 忠

3 PB 217 イミド基を有するアントラセン誘導体の光反応（千葉大工）
幸本重男・桝飛雄真○富田 源・岸川圭希・田中誠次・山本 忠

3 PB 218 ナフタレン環を有するアミド化合物の光反応（千葉大工）幸
本重男○福永博哉・岸川圭希・田中誠次・山本 忠
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